
授業科目名 成蹊基礎演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

加藤隆文・熊倉一紗・阿部緑・伊藤俊輔・福本章・内田英武・大手裕子・仲村学

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

【有意義な大学生活を送るために】
成蹊基礎演習1・2を通して大学での学びの理解・他者理解・対話力の育成を目指します。また、大学生として学修を進めてゆく
うえで必ず押さえておかねばならない研究倫理についても学びます。とりわけ「桃李成蹊」という建学の精神をしっかり理解
し、これからはじまる大阪成蹊大学での４年間の学びと生活をスムーズにスタートさせることがこの授業の目標です。大学で
は、受け身の姿勢で指示を待つのではなく、自らの意思で計画し、考え、行動するという能動的・積極的な態度が求められま
す。未来を見据えた充実した有意義な大学生活を送るために、大学生として一人一人の個性に応じた生活と学習の基本態度を身
につけ、相手の立場に立って物事を考え、行動できる人間に成長しましょう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 基礎的なアカデミックスキル、ス
チューデントスキルを身につける

ノートテイキング、情報収集の方
法、情報リテラシーなどに関する
基礎的な知識やスキルを身につけ
る

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

大学生にふさわしい社会知識の修
得

時事問題を理解し、考えるために
必要な基礎的な語彙や知識を身に
つける

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 将来の目標を設定し、日々の活動
計画を立てる。また、定期的に計
画を見直す。

2．全学DP６.行動・実践 大学生としての日々の学習習慣・
生活習慣を確立する。

3．全学DP８.意思疎通 協働学修を通し、意思疎通を図る
ことができる親和力を身に付けて
いる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 大学生活において、教員、職員、
学生など様々な立場を理解し、適
切に連携行動を取れるようなスキ
ルを修得する。

5．全学DP10.忠恕の心 建学の精神を理解し、大学生にふ
さわしいマナーを身につける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価
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注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

シャトルシート

25

毎回記入するシャトルシートへの内容により評価する。
授業への取り組み状況、理解度から評価する。

：

％

課題（提出物）

30

時事ワークシート等の提出状況から評価する。：

％

授業内小テスト

25

授業内で配布する朝日新聞時事ワークシート（実践こと
ば力）から出題し、日々の学修の成果を評価する（中間
と期末の２回を予定する）

：

％

最終レポート

10

14回の授業終了後、学びの総まとめとしてレポートを課
す。評価の視点として、授業の理解度、課題設定として
の行動計画を明らかにしている点を中心に評価する。

：

％

学修到達目標

10

学修到達目標を7項目から評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『大学生活ナビ』小川芳明監修、玉川大学コア・FYE教育センター編、玉川大学出版部
『大学生からのスタディ・スキルズ』（第３版）学習技術研究会編著、くろしお出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

全員が一つの教室で授業を受ける日とクラスに分かれて授業を受ける日があるので注意すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 各クラスそれぞれ、初日授業にて連絡する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 大学での学びとは？ 朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」35・36

5第 回 時間

高校と大学との違いについて考えま
す。
また、タイムマネジメントの重要性
について理解を深めます。
学修到達度確認の指標について説明
、年間目標を考え、週間計画を立て
ます。

2 建学の精神と学園内マナー／グルー
プワークの作法

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」37・38

5第 回 時間

映像教材を視聴し、グループでの議
論を通して学園内マナーについて検
討します。また、学園内マナーと関
連させて、建学の精神と本学の行動
指針について学びます。さらに、そ
れに基づくグループワークの作法に
ついて検討します。

3 クリエイターにとってのPC技術：基
礎編

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」39・40

5第 回 時間
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クリエイターが身につけるべき基本
的なPC技術について、社会的に期待
されることの多い各種ソフトに関す
る知識や具体的な資格認定制度につ
いて学びます。

4 クリエイターにとってのPC技術：発
展編

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」41・42

5第 回 時間

クリエイターが身につけるべき基本
的なPC技術の詳細について、本年中
の資格認定を意識しながら、実践的
に学びを深めます。

5 ノートテイキングの技術～能動的学
びのために～

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」43・44

5第 回 時間

大学での能動的学び（アクティブ・
ラーニング）におけるノートテイキ
ングの重要性を理解します。
具体的にノートを取る技術を学び、
実践練習を行います。

6 大学図書館の活用（合同） 朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」45・46

5第 回 時間

大学図書館の特徴と活用の仕方につ
いて学びます。また、学内ラーニン
グコモンズなどを通して各種デジタ
ルメディアを活用する方法や、いわ
ゆるSociety 5.0の到来に伴って留
意しておくべき社会常識などについ
て学びます。

7 キャリアについて考える「自己を理
解する」（合同）

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」47・48

5第 回 時間

特別講師　ゲスト講師による連続レ
クチャー
「楽しく働ける！結果が出る！強み
を活かして生きていく方法 自己理
解編」
～楽しい自己分析でジブンの強みを
知る授業～

8 理事長講話 朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」49・50

5第 回 時間

本学理事長が、建学の精神や本学で
学生生活を送る上で皆さんに心掛け
てほしいことなどについて講話しま
す。

9 実践ことば力習熟度チェック＋振り
返り＋有権者としての心構えについ
て（合同）

朝日新聞時事ワークシート既習部分の復
習

5第 回 時間

朝日新聞時事ワークシートを通して
得た時事問題に関する知識の習熟度
をチェックします（中間）。
これまでの授業全体を振り返り、中
間学修到達度を確認します。
18歳選挙権導入について学び、有権
者として政治に参加する自覚を養い
ます。

10 リテラシーとコンピテンシー（PROG
テスト解説）

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」1・2

5第 回 時間

入学時に受験したPROGテストの結果
の解説を聞き、自己を捉え直します
。

11 メディアリテラシー（合同） 朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」3・4

5第 回 時間

インターネットやＳＮＳの危険性を
知り、メディアを適切に活用する方
法を学びます。とりわけ、AI・デー
タサイエンス産業の急成長に伴い、
社会の様々な面で根本的な構造変化
が生じていることを念頭に、とりわ
け個人情報の自己管理の重要性につ
いて学びます。

12 レポートの書き方・テストの受け方
（合同）

朝日新聞時事ワークシート「要点チェッ
ク」5・6

5第 回 時間

テストの受け方やレポートの書き方
について概要を学びます。また、レ
ポートを作成したり、作品を制作し
たりするうえで重要な「研究倫理」
の基本について学びます。

13 働くことの意味を知る（合同） 朝日新聞時事ワークシート総復習 5第 回 時間
OBやOGなど、社会で働く若者の実際
の声を聴きます。
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14 社会問題に関する知識習熟度チェッ
クと振り返り（合同）

最終学修到達度確認を振り返ることによ
り、学びを定着させる。

5第 回 時間

・時事ワークシートを通して学んだ
社会問題に関する知識の習熟度をチ
ェックします（期末）。また、授業
全体を振り返り、最終学修達成度を
確認します。
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授業科目名 成蹊基礎演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

中井秀樹・山崎哲弘・鍛治致・山岡淳・澤田彩・荒木俊之・藤田大雪・古川拓也・村田正夫・坂中勇
亮・小島大輔・鳥羽賢二・胡山喬・丸朋子

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は充実した大学生活をスムーズにスタートさせるための科目です。本学の教育理念を踏まえて4年間の学びを見通すとと
もに、自らの意思で計画し、考え、行動するという能動的態度、ならびに大学生として一人一人の個性に応じた生活と学習の基
本態度を身につけることを目指します。
・これからの大学の授業を受ける上で重要となるグループワークについて、基本的な作法を学び実践する。
・後半は、前半で学んだグループワークについての知見を踏まえて、ミニPBLに取り組み、実践する。その中で、他者との協働
において何が重要であるかについて自分自身で考える。
・最終レポートでは、グループワーク（協働作業）を通して、気づいたことや気をつけようと思ったことを書かせ、クラス内で
共有する。
・大学での学びの理解・他者理解・対話力の育成

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 基礎的な大学生活で必要となる知
識やスキルを学ぶ。

グループワークにおける基本の修
得や汎用的スキルに関する自己理
解。

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 将来の目標を設定し、日々の活動
計画を立てる。また、定期的に計
画を見直す

2．全学DP６.行動・実践 大学生としての日々の学習習慣・
生活習慣を確立する

3．全学DP10.忠恕の心 建学の精神を理解し、大学生にふ
さわしいマナーを身につける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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平常点

50

授業での態度・貢献度、時間外ワークシートの正答率、
発言頻度等で評価する

：

％

提出物

40

各種提出物の体裁(文字数や書式)、各回授業におけるワ
ークシートの記述内容（活動の目的の理解度や実践度合
い）、学修ポートフォリオの記載内容によって評価する

：

％

試験（レポート）

10

学期末に課すレポートの内容によって、自己の成長を客
観的に捉えられているか、充分な振り返りができている
か等評価する

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『大学生活ナビ』小川芳明監修、玉川大学コア・FYE教育センター編、玉川大学出版部
『大学生からのスタディ・スキルズ』（第３版）学習技術研究会編著、くろしお出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
取り組み課題に応じて教室変更等があるため、連絡には注意を払うこと。
授業スケジュールは事情により入れ替えなどがあります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員に確認

場所： 西館２～４階

備考・注意事項： 担当教員のオフィスアワーは、初回授業で発表する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 大阪成蹊大学における「学び」につ
いて、研究者倫理について

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

建学の精神や大学での学びについて
と、そこに必要となるスキルについ
て理解し、本科目の学びの目的を考
える。また、学修ポートフォリオに
よる学修目標の設定と成果のふりか
えりの重要性の説明を行い、期初の
目標設定を行う。
本学での学びで必要となる、アドバ
イザー教員の説明やオフィスアワー
の説明なども行う。
また、生徒と学生の違いについて解
説し、研究を行うものとしての倫理
についても簡単に説明する。また、
パーソナルブランドについても解説
し、自己の目標設定を行う。

2 グループワークの基礎・コミュニ
ケーション

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

他者とコミュニケーションをとる上
で基礎となる「聴き方」と「伝え方
」のポイントを押さえた上で、グル
ープワークを通して実践する。特に
、他者と協働するさいに重要なポイ
ントとなる「目標設定」「率先垂範
」「同僚支援」の3点を理解し、実
践を通してそれらの重要性について
検討する。

3 グループワーク実践①　主権者とし
て

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

18歳からは主権者として、参政権(
選挙権)も持っているが、主権者と
しての自覚と行動を促すためにはど
うするのがいいのかをグループワー
クを通じて考える。

4 グループワーク実践②　大学生のリ
スク管理

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間
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大学生は社会人の一員であり、生活
の上でのリスクについても自己管理
を行う必要がある。そこで、大学生
に対するリスクの考察とのその対処
法についてグループでで検討する。

5 建学の精神と人間力 ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

本学園理事長兼総長による講演。大
阪成蹊大学の建学の精神についての
理解を深め、自分の人間力について
考える。

6 リテラシーとコンピテンシー ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

リテラシー(基本的な知識・技能)や
コンピテンシー(行動特性)について
の理解を深めると同時に、自己の理
解を深めるため、PROGの診断結果を
通じて、自己分析を行い、今後のキ
ャリアについて考える。

7 学修者としての責任の理解 ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

大学生は研究者の一人となり、研究
活動や成果発表による社会への影響
についての理解も必要となる。そう
した研究者倫理についての説明を行
い考える機会を設ける。

8 協働の実践（ミニPBL）①チームビ
ルディング

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

協働作業の実践を通して、他者理解
や対話力の向上を目指す。「協働の
実践」において取り組む課題を説明
し、チームビルディングを行う。

9 協働の実践（ミニPBL）②役割分
担・スケジューリング

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

課題解決に向けて、スケジューリン
グや役割分担について各グループで
検討する。

10 協働の実践（ミニPBL）③情報収集 ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

課題解決に向けた情報収集を各グル
ープで行う。

11 協働の実践（ミニPBL）④解決案の
検討

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

課題解決に向けた解決策の検討を各
グループで行う。

12 協働の実践（ミニPBL）⑤プレゼン
準備

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

課題解決に向けたプレゼンテーショ
ンの準備を各グループで行う。

13 協働の実践（ミニPBL）⑥プレゼン
テーション

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

課題解決に向けたプレゼンテーショ
ンを行う。質疑応答を行うとともに
、プレゼンテーションをルーブリッ
クで評価する。

14 試験・レポートについて、授業のま
とめとふりかえり

ふりかえりまたは朝日新聞時事ワーク
シート

4第 回 時間

初めて迎える学期末試験についての
心得や注意事項の確認や、成績評価
基準などについても再度確認を行う
。14回にわたる成蹊基礎演習１での
学びの成果について各自でふりかえ
りを行い、今後の学修における目標
設定を行う。

1003
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授業科目名 成蹊基礎演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

臼井達矢・米田薫・惟任泰裕・橋本隆公・岡田優・池内昌美・鈴木勇・山内淳子・保田直美・羽野ゆ
つ子・瀧本一夫

講義＋演習

該当する

小学校教員経験あり（橋本隆公）（全14回）
小学校教員としての実務経験を通した算数科の指導に関する体験知

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は充実した大学生活をスムーズにスタートさせるためのアクティブラーニング基礎科目です。本学の教育理念を踏まえて
4年間の学びを見通すとともに、自らの意思で計画し、考え、行動するという能動的態度、ならびに大学生として一人一人の個
性に応じた生活と学習の基本態度を身につけることを目指します。また、他者意識の重要性について実践を通して学ぶことで、
話を聞いて自分の意見を述べる基本を身につけ、大学生活と社会生活、どちらの学びにも大切になるコミュニケーションの作法
を習得することを目指します。さらに、各自が選んだ専門分野について深く学ぶと共に、社会に自覚的に賢く参画していくこと
の意義も考えます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 基礎的なアカデミックスキル、ス
チューデン
トスキルを身につける

ノートテイキング、情報収集の方
法、情報リ
テラシーなどに関する基礎的な知
識やスキ
ルを身につける

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 大学生にふさわしい社会知識の修
得

時事問題を理解し、考えるために
必要な基礎
的な語彙や知識を身につける

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 将来の目標を設定し、日々の活動
計画を立て
る。また、定期的に計画を見直す

2．全学DP６.行動・実践 大学生としての日々の学習習慣・
生活習
慣を確立する

3．全学DP10.忠恕の心 建学の精神を理解し、大学生にふ
さわしいマ
ナーを身につける

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

1003

- 8 -



1004

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

50

主にシャトルシートへの記入内容によって授業の理解度
や実践へとむけた行動設計などを評価する

：

％

課題

30

ワークシート等の提出内容によって評価する：

％

期末レポート

20

この科目で学んだことや自分自身が興味や関心をもって
いる保育・教育に関する課題について考察し、今後の展
望を持つことができているかをもとに評価する

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『大学生活ナビ』小川芳明監修、玉川大学コア・FYE教育センター編、玉川大学出版部
『大学生からのスタディ・スキルズ』（第３版）学習技術研究会編著、くろしお出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。全員が一つの教室で授業を受ける日とクラスに
分かれて授業を受ける日があるので注意すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 担当教員ごとに異なります。

場所： 担当教員ごとに異なります。

備考・注意事項： 第1回の授業時に詳細を伝えます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 大阪成蹊大学における「学び」につ
いて

大学4年間の生活を構想する。 4第 回 時間

建学の精神と授業マナーを確認し、
本科目の目的と全体的な計画を知り
、大学での学びに参加するという方
向性を明確にします。また、高大移
行期を生きる自分自身を見つめる課
題について理解します。

2 タイムマネジメントとスケジュール
管理

年間および１週間の過ごし方を見つめ
る。

4第 回 時間

大学生活を充実したものにするため
、年間目標を立てます。各自の目標
をグループ、クラスで交流します。

3 ノートの取り方と大学での評価方法
について

履修中の授業でノートの取り方を工夫し
て実践する。

4第 回 時間

大学の講義でのノートの取り方を学
びます。また、ルーブリックなど大
学での評価方法について学び、試験
や課題への向かい方を考えます。

4 情報倫理・研究倫理と大学図書館の
活用

情報倫理・研究倫理についての振り返
り。図書館を活用する（図書館の蔵書の
中から、本を借りて読み、返却する）。

4第 回 時間

情報倫理と研究倫理の基本を学びま
す。また、大学図書館の特徴と活用
の仕方について学びます。

5 グループワークの作法 グループワークについての振り返り。 4第 回 時間
ビデオ教材を用いて、グループワー
クについて実践的に学びます。

6 大学生活を見つめなおす、パーソナ
ル・ブランド

授業内容を参考に日々の生活で実践す
る。

4第 回 時間

ビデオ教材を用いて、大学生活で気
を付けるべきことを考えます。また
、SNSに関する注意点についても学
びます。さらに、主権者としての自
分について考えるとともに、自分自
身をブランドとして考えマネジメン
トする、パーソナル・ブランド・マ
ネジメントの考え方について学びま
す。
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7 建学の精神と人間力 講演内容についての振り返り。 4第 回 時間
本学理事長・総長による講演。講演
者に対する質問を考えるグループワ
ークも行います。

8 先輩の話に学ぶ 先輩の話についての振り返り。 4第 回 時間
本学部の先輩の体験について聞き、
今後の大学生活に役立てます。

9 リテラシーとコンピテンシー（PROG
テスト解説）

PROG結果から見た自己分析に関する自己
評価

4第 回 時間

4月入学時に受験したPROGテストの
結果の解説を聞き、自己を捉え直し
ます。

10 働くことの意味を知る（１）前半 授業内容をふまえて、キャリアを考え
る。　（感想）

4第 回 時間

教育・保育職の魅力と、就職までの
道、そのための方法について学びま
す。

11 働くことの意味を知る（２）後半 授業内容をふまえて、キャリアを考え
る。　（感想）

4第 回 時間

教育職・保育職に限らず、教育学部
での学びが生きる職業について学び
ます。

12 プレゼンテーションの構想・作成 プレゼンテーションの構想・作成の続き 4第 回 時間
この科目で学んだことと、自分自身
が興味や関心をもっている保育・教
育について、掛け合わせた保育・教
育時事に関してまとめ、プレゼンテ
ーションを作成する。

13 プレゼンテーション プレゼンテーションの発表・振り返りを
通した改善

4第 回 時間

前回作成したプレゼンテーションを
用いて、この科目で学んだことと、
自分自身が興味や関心をもっている
保育・教育について、掛け合わせた
保育・教育時事に関して発信するこ
とを通して、振り返る。

14 半年間の振り返り ポートフォリオによって授業全体を振り
返る

4第 回 時間

大学生活の最初の半年間について、
総合的に振り返り、評価するととも
に、今後に向けての目標設定を行い
ます。

1004
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授業科目名 成蹊基礎演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

中井秀樹・山崎哲弘・鍛治致・山岡淳・澤田彩・荒木俊之・藤田大雪・古川拓也・村田正夫・坂中勇
亮・小島大輔・鳥羽賢二・胡山喬・丸朋子

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

１年後期の初年次科目（必履修）として設定される本授業は、大学での学びの基礎となる「協働とコミュニケーション」の作法
について学ぶことを目的としています。前期の「成蹊基礎演習１」において学んだ「協働学修の作法」や「自己理解・他者理
解」について、グループワーク形式の実践を通じてより身体的に体験し、それらの認識を深めていきます。ソーシャルタッチポ
イントとして学外講師の講演の聴講やそれに付随する事前学修・事後学修を通じて、最終的には、授業全体の学びをもとに、自
己の教育への思いを育て、将来へのビジョンを明確にすることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 基礎的な大学生活で必要となる知
識やスキルを学ぶ。

グループワークにおける基本の修
得や汎用的スキルに関する自己理
解。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

社会の第一線で活躍する外部講師
による講演を聞く。

自己のキャリア形成について深く
考察する。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 授業での経験を通して、「協働的
な学び」「聴くこと・伝えるこ
と」「自己理解・他者理解」につ
いての自分の課題を発見・検討す
ることができる。

2．全学DP６.行動・実践 各活動や課題に対して、他者と協
働しながら積極的かつ思慮深く参
加することができる。

3．全学DP８.意思疎通 ペアワークやグループワークに取
組むにあたり、他者と対話しなが
ら相互に意思疎通をはかり進める
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

1004
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1005

平常点

30

授業での態度・貢献度等で評価：

％

提出物

40

各種提出物の体裁(文字数や書式)、各回授業におけるワ
ークシートの記述内容（活動の目的の理解度や実践度合
い）、学修ポートフォリオの記載内容によって評価する

：

％

グループワーク

20

グループワークにおけるグループ成果物の程度×貢献度
で評価

：

％

期末レポート

10

学期末に課すレポートの内容によって、自己の成長を客
観的に捉えられているか、充分な振り返りができている
か等評価する

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 教員に確認

場所： 西館2～4階

備考・注意事項： 担当教員のオフィスアワーは、初回授業で発表する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーションとアイスブレイ
ク

授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

オリエンテーションを通して、授業
の目的、授業計画、参加の仕方、課
題等について理解する。
仲間づくり・チームづくりを行う。
特に、自分について語ったり、自分
の中のイメージを表現し共有するこ
とを学ぶ。また、他者の話を受容的
に聴くことや他者を理解することの
基礎を体験する。
後期の学修ポーロフォリオについて
、前期の成果や反省をもとに自己評
価を行い、期初の目標設定を行う。

２ 社会への関心①　事前学修 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

自分自身の将来のキャリアについて
考えるために、様々なキャリアがあ
ることを理解する。そのために、外
部講師を招きキャリアについての知
見を広げる。次週の外部講師講演の
ための事前学習を行う。

３ 社会への関心①　外部講師講演 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

キャリアを幅広く捉えるために、外
部講師を招き、講師のキャリアにつ
いての話を聴き、質疑応答を通して
キャリアを検討するための知見を広
げる。

４ 社会への関心①　事後学修・事前学
習

授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

外部講師の話を踏まえ、キャリアに
ついて検討するための観点について
グループで検討する。また、次週の
外部講師講演のための事前学習を行
う。

５ 社会への関心②　外部講師講演 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間
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1005
キャリアを幅広く捉えるために、外
部講師を招き、講師のキャリアにつ
いての話を聴き、質疑応答を通して
キャリアを検討するための知見を広
げる。

６ 社会への関心②　事後学習 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

外部講師の話を踏まえ、キャリアに
ついて検討するための観点について
グループで検討する。また、次週の
プレゼン準備を行う。

７ 社会への関心③　グループプレゼン 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

キャリアを検討するための観点につ
いてグループごとにまとめてプレゼ
ンする。

８ グループ活動①趣旨説明とグループ
編成、個人目標設定

各グループの調査内容についての意見を
まとめる

4第 回 時間

グループ活動の趣旨説明と活動目的
の説明を行い、グループ編成と各々
の役割と目標、グループの目標につ
いての設定を行う
グループ活動では、各ゼミで5名程
度のグループを編成し、アンケート
調査＆報告を実施する

９ グループ活動②活動計画・活動テー
マの決定、調査活動準備

グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

グループ毎の調査目的と調査方法、
グループ活動期間(授業外活動を含
む)の活動計画についての設定を行
い、グループ間の連絡方法の確認を
行う
アンケート調査内容についての質問
項目を検討し、それぞれの質問内容
（選択肢の設定等）を行う
調査項目の過不足化、質問間の関連
性などの精査し、質問項目を決定す
る

１０ グループ活動③調査実施 グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

作成したアンケート調査票を基に、
アンケート調査を実施する
実際のアンケートの回答を通じて、
質問項目の設定の適切さや、他グル
ープの工夫に関してもしっかりと観
察を行う

１１ グループ活動④調査結果のまとめ、
報告資料の作成、発表準備

グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

アンケート調査結果についてのまと
めと分析を行い、報告資料の作成及
び資料を用いた発表の準備を行う
発表の予行を行い、資料の修正や内
容に関する理解を深める
自分の担当箇所以外についてもしっ
かりと内容の理解を深め、グループ
での成果を自分のものとする

１２ グループ活動⑤調査結果報告と改善
活動

グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

小グループでの調査報告を行う、相
互評価を行い発表資料及び発表方法
の向上のための意見交換を行う
評価活動を通じて、自己省察の能力
を磨く

１３ グループ活動⑥調査報告(本番) グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

複数クラス共同による発表会を実施
し、相互評価を行う
また、グループ活動の総括を行い、
自己の行動とその結果の省察を行う
と同時に、自己のコンピテンシーに
ついての評価と改善のための目標再
設定を行う

１４ キャリアに関する理解、まとめ 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間
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キャリアに関する理解を深めるため
に、インターンシップ参加学生によ
る活動報告を聴講し、職業や労働に
関する関心を高め、キャリアについ
て考える機会を設ける。
まとめとしては、演劇的手法による
学習、グループ活動における自己の
学習成果についてのふりかえりを行
うと同時に、活動のまとめを行う
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授業科目名 成蹊基礎演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

福本章・阿部緑・大手裕子・山中コ～ジ・辰巳清・麻生典子・神瀨邦久・前川典子・石田直美

演習

該当する

山中コ～ジ：2004年～現在「GENETO一級建築士事務所」代表

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は、大学における協働的学びの基礎をつくります。まず、参加型ワークショップ形式で、聴くこと・伝えることについて
の作法・技術を学び、併せて自己理解・他者理解を深めます。次に、これらの学びを応用しながら、 PBL（Project-Based
Learning）：課題解決型学修などに求められる役割理解、連携行動、総合理解といった能力を醸成します。その結果として、物
事の本質を理解する能力、あるいは自己効力感といったコンピテンシーへと繋がる人間力教育の礎となることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

「協働的な学び」「働くこと・伝
えること「自己理解・他者理解」
に関する技能

協働的な学びより、役割理解、連
携行動、情報共有、相互支援をす
ることができる。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

協働的な学びから、情報を共有
し、信頼関係を構築する、参加型
ワークショップを実践していく。

多様性を理解し、気配り、共感し
て受容する素養を育み、社会生活
を営むにたる親和力を身に付けて
いる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 協働学修を通して、情報収集、情
報共有のプロセスを経ることで物
事の本質を理解し、課題を発見す
る素養を身につけている。

2．全学DP６.行動・実践 参画型ワークショップを通し、実
践して行動する素養を育み、その
結果として修正、調整力といった
次へと繋がる能力を身につけてい
る。

3．全学DP８.意思疎通 ペアワーク、グループワークを通
し、共感、受容といった対人基礎
力を育み、意思疎通を図ることが
できる親和力を身に付けている。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

1005
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1006

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回提出する振り返りシート

40

参加型ワークショップが主体となるため、時間内の学び
、課題、今後に活かせる事の中心として振り返るを行い
、内容を評価する。

：

％

成果発表（プレゼン・ミニプレゼン）

15

学修成果を発揮する機会として、プレゼンテーション、
及びミニプレゼンの機会がある。プレゼンテーションの
ルーブリックに則り評価する。

：

％

中間レポート

15

中間地点での学修成果としてレポートを課す。授業にお
ける養うべき素養に沿う内容であることを基準とし、そ
の中に独自の見解で所見の展開があれば加点項目とする
。

：

％

最終レポート

20

最終レポートを課す。授業での学びの視点と、2年生以降
の学生生活における目標設定と行動計画を作成する。授
業目的に沿って記載されている事を基準とし、独自の視
点での深い考察があれば加点項目とする。

：

％

学修到達度評価

10

学修到達目標を5項目から評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「組織の成果に直結する問題解決法ソリューションフォーカス」ポール・Z・ジャクソン・マカーゴウ著：青木安輝（訳）ダイ
ヤモンド社.
「入門チーム・ビルディング」小林恵智（著）、PHP出版．

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 福本章：月曜４限　南館２F情報デザイン研究室
山中コ~ジ：水曜６限　東館環境デザイン研究室
大手裕子：金曜３限　美術アトリエ棟研究室
その他のクラスは、それぞれの初回授業時にお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーションとアイスブレイ
ク

授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

5第 回 時間

①オリエンテーション（授業の目的
、授業計画、参加の仕方、課題の理
解）。
②7コマを使い演劇的手法を駆使し
たコンテンツ開発を目指す協働計画
の理解。
③仲間づくり・チームづくりを行う
。特に、自分について語ったり、自
分の中のイメージを表現し共有する
ことを学ぶ。また、他者の話を受容
的に聴くことや他者を理解すること
の基礎を体験する（学修到達度目標
の理解）。

２ 協働とコミュニケーション 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

5第 回 時間
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1006
①「協働」「コミュニケーション」
「パーソナルブランドマネジメント
」「マナー」「就活」等々、大学生
活に必須と考えられる項目に関する
啓蒙活動をチームで考える。
②最終成果物の形態をチームで考察
（次回までに決定）。成果物はコー
ス特性やメンバーの得意分野を鑑み
、様々な形を可とする。
③例として「演劇による発表あるい
はムービー化」「研修用の動画やテ
キストの開発」「マンガやアニメ化
」「Youtube限定公開での啓蒙動画
」等々が考えられる。

３ 協働とプロット作成 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

5第 回 時間

①最終成果物の形態をチームで決定
。「協働」「コミュニケーション」
「パーソナルブランドマネジメント
」「マナー」「就活」等々、大学生
活に必須と考えられる項目に関する
、プロット・シナリオをチームで考
察。
②相手にきちんと伝えることや他者
への応答について学ぶ。他者のこと
を配慮しながら行動することや集団
で協働して目標を達成することを学
ぶ。

４ 演劇的手法とシナリオ 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

5第 回 時間

①最終成果物に関するシナリオを考
える。演習や啓蒙動画であればその
シナリオを考え、アニメ・マンガ・
テキスト等による成果物であれば、
プレゼンテーションを行うためのシ
ナリオを考える。
②自分の声に思いをのせることや他
者を意識して声を発することについ
て学ぶ。また、他者の声や呼びかけ
を受けとめることについて学ぶ。さ
らに、他者との協働的会話のあり方
について学ぶ。
③成果発表のために必要なシーズに
演劇的手法が重要であることを理解
し、取り入れていく方法論を学ぶ。

５ 演劇的手法と役割分担 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

5第 回 時間

①プロット・シナリオはチームで協
働し、演者、配役、発表者、資料作
成者、等々の各自の仕事（役割）を
考えていく。
②役割分担をチームで考え、成果発
表の準備を行う。
③成果発表までのスケジュール管理
。

６ 成果発表準備・リハーサル 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。 グループ発表の準備を行う。

5第 回 時間

①成果発表の準備
②動画撮影、編集、プレゼンのリハ
ーサルなどの準備。
③グループによる成果物を協働で表
現することを通してチームワークの
あり方やその大切さを学ぶ。

７ 成果物の発表 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

5第 回 時間

①チームで成果発表（演劇・プレゼ
ン・動画・アニメ・マンガ、研修テ
キスト、等々）。
②体験を省察し、チームワークの大
切さを学ぶ。
③振り返り

８ 採用パンフレット制作計画：聴き方
と話し方

コミュニケーションの重要性について 、
「伝え方」と「聴き方」のポイントを整
理する。

5第 回 時間
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①7コマを使いチームで採用パンフ
レットを制作する目標設定。
②グループワークのための２種類の
コミュニケーションの理解。
③グループワークと配布資料の理解
（上手に伝えるポイント・上手に聴
くポイント）。
④振り返り（学修到達度目標の中間
進捗確認とフィードバック）

９ 採用パンフレット計画：ブレインス
トーミング

採用パンフレットを製作するための情報
収集を行う。

5第 回 時間

①企業の採用パンフレットの考察か
ら就職の基本用語に触れる
②魅力的な採用パンフレットを考え
る。
③アイデアだし（ブレインストーミ
ング）
④行動計画（スケジュール・各自の
連絡・情報収集）

１０ 採用パンフレット計画：アサーショ
ントレーニング

アサーショントレーニングで実践したこ
とを、生活の中でも実践する。

5第 回 時間

①３種類のコミュニケーションの体
験（ペアワーク）。
②言葉以外のコミュ弐ケーションを
学ぶ。
③アサーショントレーニング。
④振り返り（上手くいったこと、上
手くいかなかったこと、これから活
かすこと）。

１１ 採用パンフレット計画：仕事に必要
な情報収集

採用パンフレットを作製するために必要
な専門知識の中で、理解できない事柄や
キーワードを収集する。

5第 回 時間

①グループワーク（魅力的感じる情
報とは何か）。
②情報のリストアップ（インターネ
ットネット、書籍、人、その他）。
③グループでの製作物のコンセプト
を考える。

１２ 作用パンフレット：アウトプットす
るスキル

本日の学びを最終成果発表へ向けた準備
とする。

5第 回 時間

①大阪成蹊カップの動画視聴
②振り返り（チーム学修・個人ワー
ク）
③課題の提示

１３ 成果発表準備：協働するプレゼン
テーション

採用パンフレットの完成へ向けて、業務
の分担をし作業を進める。

5第 回 時間

①準備をするポイントの確認（行動
計画と役割分担）。
②プレゼンのストーリー構築（PREP
法）。
③本番当日のポイントの確認（プレ
ゼンのストーリーの最終確認）。

１４ 成果発表：プレゼンテーションと総
括

プレゼンテーションの振り返りを行な
い、今後の自身の役割について、さらに
考察する。

5第 回 時間

①協働とコミュニケーションについ
ての振り返り(学修到達度評価の最
終確認）
②PDCAを意識した行動計画書の作成
。
③行動計画書に則った目標を遂行す
る（学生生活でやりたいこと（２年
生―３年生―４年生））。
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授業科目名 成蹊基礎演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

新田明美・岡田優・市川和也・惟任泰裕・池内昌美・小林志保・今井涼・石田貴子

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

アクティブラーニング応用科目として設定される本授業は、大学での学びの基礎となる「協働とコミュニケーション」の作法に
ついて学ぶことを目的としています。前期の「成蹊基礎演習１」において学んだ「協働学修の作法」や「自己理解・他者理解」
について、ここでは「演劇的手法」などを用いた参加型ワークショップ形式の実践を通じてより身体的に体験し、それらの認識
を深めていきます。また、その後、学校・園での実地体験を行い、学校・園における現状を理解するとともに自らのキャリアに
ついて展望することを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

「協働的な学び」「聴くこと・伝
えること」「自己理解・他者理
解」に関する理解。教育実践の分
析および自己のキャリア構想。

授業での活動をもとに、「協働的
な学び」「聴くこと・伝えるこ
と」「自己理解・他者理解」につ
いての理解を深める。
日常の教育実践を客観的に捉える
とともに教育を志す者として、自
分のあり方を考えることができる

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

「協働的な学び」「聴くこと・伝
えること」「自己理解・他者理
解」に関する技能の応用。

「協働的な学び」「聴くこと・伝
えること」「自己理解・他者理
解」についての技能を具体的な実
践の中で応用することができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 「協働的な学び」「聴くこと・伝
えること」「自己理解・他者理
解」についての自分の課題を発
見・検討することができる。
フィールドワークで体験した事柄
から、探求したいテーマを見つけ
ることができる。

2．全学DP６.行動・実践 各活動や課題に対して、他者と協
働しながら積極的かつ思慮深く参
加することができる。

3．全学DP８.意思疎通 ペアワークやグループワークに取
組むにあたり、他者と対話しなが
ら相互に意思疎通をはかり進める
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク
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課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加

30

授業への参加意欲や学びあいの姿勢および課題への取組
みを評価する。

：

％

ワークシート

40

ふりかえりシートや校・園見学での観察記録等を、授業
における学びの内容について深く分析・考察できている
かという点から評価する。

：

％

期末レポート

30

授業での学びや校・園見学を省察し、自分の課題を分析
・考察するとともに学校・園についての理解を深め、自
己のキャリアを展望できているかという点について評価
する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本授業は２単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員によって異なる

場所： 各教員によって異なる

備考・注意事項： 第1回目の授業時に詳細を周知する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションとアイスブレイ
ク

授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

オリエンテーションを通して、授業
の目的、授業計画、参加の仕方、課
題等について理解する。
仲間づくり・チームづくりを行う。
特に、自分について語ったり、自分
の中のイメージを表現し共有するこ
とを学ぶ。また、他者の話を受容的
に聴くことや他者を理解することの
基礎を体験する。

2 協働体験 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

相手にきちんと伝えることや他者へ
の応答について学ぶ。また、他者の
ことを配慮しながら行動することや
集団で協働して目標を達成すること
を学ぶ。

3 協働の大切さについて 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

他者とイメージを協働で表現するこ
とを通し、他者との協働について学
ぶ。
これまでのワークの体験を省察し、
協働について認識を深めるとともに
その大切さを学ぶ。
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4 伝えること・聞くこと 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。「わたしの大切なもの」を
テーマとする語りの準備をする。

4第 回 時間

自分の声に思いをのせることや他者
を意識して声を発することについて
学ぶ。また、他者の声や呼びかけを
受けとめることについて学ぶ。さら
に、他者との協働的会話のあり方に
ついて学ぶ。

5 コミュニケーション実践①：わたし
の物語

授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

「わたしの大切なもの」の話を共有
することで、自分の思いを他者へ伝
えることを学ぶとともに自己理解を
深める。また、他者の話を深く聴く
ことを通し、他者理解に関する認識
を深める。さらに活動を通し、個の
多様性を認識する。

6 コミュニケーション実践②：台本作
りとリハーサル

授業での学びについて振り返りシートに
記述する。グループ発表の準備を行う。

4第 回 時間

グループで劇をつくり、それを協働
で表現することを通してチームワー
クのあり方やその大切さを学ぶ。

7 コミュニケーション実践③：発表会 授業での学びについて振り返りシートに
記述する。

4第 回 時間

グループごとに劇発表を行う。それ
らの体験を省察し、チームワークの
大切さを学ぶ。

8 校・園見学の課題づくり 観察の視点に沿って、具体的な見学計画
を作成する。

4第 回 時間

「協働的な学び」「聴くこと・伝え
ること」「自己理解・他者理解」と
いう視点を中心に、これまでの授業
での学びや自身の経験を振り返り、
教育への思いや自己の教育観を交流
する。その上で学校・園見学の観察
の視点を明確にする。

9 校・園見学の事前準備 ネット等で見学校・園の情報を入手し、
事前学習を行う。

4第 回 時間

学校・園見学の実施計画や留意点な
ど、学校・園見学の流れを理解する
。また、観察の手法や記録の取り方
について学ぶ。

10 校・園見学①：１校・園目 参観、観察結果を簡潔にまとめる。 4第 回 時間
１つ目の校・園見学を実施し､計画
に沿って参観、観察する。

11 校・園見学②：２校・園目 参観、観察結果を簡潔にまとめる。 4第 回 時間
前回の見学の省察を踏まえ、２つ目
の校・園目見学を実施し､計画に沿
って参観、観察する。

12 校・園見学の省察と見学成果の交流 見学成果の交流を踏まえて、自らの体験
を考察する。

4第 回 時間

校・園見学で得た知見と考察をまと
める。見学成果の交流を行う。

13 発表準備 グループプレゼンテーションの構想・準
備の続きを行う。

4第 回 時間

校・園見学を省察し、授業前半で学
んだ「協働的な学び・聴くこと・伝
えること」についての作法・技術を
活用しながら、グループでプレゼン
テーションの準備を行う。

14 発表・交流 プレゼンテーション・交流を振り返り、
学校・園についての学びを深める。

4第 回 時間

クラス内で、校・園見学での学びに
ついてプレゼンテーション・交流を
行う。それらを通して、学校・園に
ついての理解を深め、自己のキャリ
アを構想する。
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授業科目名 成蹊基礎演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

西釜義勝・原田弘之・辛川敬・デイヴィス恵美

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は充実した大学生活をスムーズにスタートさせるための科目です。本学の教育理念を踏まえて4年間の学びを見通すとと
もに、自らの意思で計画し、考え、行動するという主体的態度、ならびに大学生として一人一人の個性に応じた生活と学習の基
本態度を身につけることを目指します。
・大学の授業を受ける上で重要となるグループワークについて、基本的な作法を学び実践する。
・後半は、前半で学んだグループワークの知見を踏まえて、ミニPBLに取り組み、実践する。その中で、他者との協働において
何が重要であるか自分自身で考える。
・最終レポートでは、グループワーク（協働作業）を通して、気づいたことや気をつけようと思ったことを書き、クラス内で共
有する。
・大学での学びの理解・他者理解・対話力の育成

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 大学生活で必要となる基礎的な知
識やスキルを学ぶ

グループワークにおける基本を修
得し、汎用的スキルとして理解
し、活用することができる

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 将来の目標を設定し、日々の活動
計画を立て、定期的に計画を見直
すことができる

2．全学DP６.行動・実践 大学生としての日々の学習習慣・
生活習慣を身に着けることができ
る

3．全学DP10.忠恕の心 建学の精神を理解し、大学生にふ
さわしいマナーを身につけること
ができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。
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1008

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

40

授業での主体的態度・貢献度等で評価する：

％

提出物

30

課題やワークシート等の提出状況や内容で評価する：

％

ミニPBLの取組（期末レポート含む）

30

授業期間の後半に実施するミニPBLにおけるグループワー
クでの貢献や協働の状況、課題への対応、期末レポート
の提出状況や内容で評価する

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『大学生活ナビ』小川芳明監修、玉川大学コア・FYE教育センター編、玉川大学出版部
『大学生からのスタディ・スキルズ』（第３版）学習技術研究会編著、くろしお出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
取り組み課題に応じて教室変更等があるため、連絡には注意を払うこと。
授業スケジュールは入れ替え等の可能性あり。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 原田/月２限、デイヴィス・辛川・西釜/金３限

場所： 各教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 大阪成蹊大学における「学び」につ
いて、研究者倫理について

ふりかえりシート作成：大学の学びと研
究者倫理について

4第 回 時間

建学の精神や大学での学びについて
と、それに必要となるスキルについ
て理解し、本科目の学びの目的を考
える。
また、生徒と学生の違いについて解
説し、研究を行うものとしての倫理
についても簡単に説明する。また、
パーソナルブランドマネジメントに
ついても解説し、自己の目標設定を
行う。

2 グループワークの基礎・コミュニ
ケーション

ふりかえりシート作成：グループワーク
の基礎について

4第 回 時間

他者とコミュニケーションをとる上
で基礎となる「聴き方」と「伝え方
」のポイントを押さえた上で、グル
ープワークを通して実践する。特に
、他者と協働するさいに重要なポイ
ントとなる「目標設定」「率先垂範
」「同僚支援」の3点を理解し、実
践を通してそれらの重要性について
検討する。

3 グループワーク実践①　1人の大人
として

ふりかえりシート作成：１人の大人とし
ての責任について

4第 回 時間

18歳からは大人であり、日常生活や
大学生活、特に海外研修においては
、あらかじめ必要な準備を行い、時
間管理や他者との連絡・調整も含め
て、自ら考え行動していくことが求
められる。その自覚と習得のために
どうするのがいいのかをグループワ
ークを通じて考える。

4 グループワーク実践②　大学生のリ
スク管理

ふりかえりシート作成：大学生のリスク
管理について

4第 回 時間

大学生は社会人の一員であり、日常
生活や、特に海外研修においてのリ
スクについても自己管理を行う必要
がある。そこで、大学生に対するリ
スクの考察とのその対処法について
グループで検討する。

- 23 -



5 建学の精神と人間力 ふりかえりシート作成：建学の精神と人
間力について

4第 回 時間

本学園理事長・総長による講演。大
阪成蹊大学の建学の精神についての
理解を深め、自分の人間力について
考える。

6 リテラシーとコンピテンシー ふりかえりシート作成：リテラシーとコ
ンピテンシーについて

4第 回 時間

リテラシー(基本的な知識・技能)や
コンピテンシー(行動特性)について
の理解を深めると同時に、自己の理
解を深めるため、PROGの診断結果を
通じて、自己分析を行い、今後のキ
ャリアについて考える。

7 学修者としての責任の理解 ふりかえりシート作成：学修者としての
責任について

4第 回 時間

大学生は研究者の一人となり、研究
活動や成果発表による社会への影響
についての理解も必要となる。そう
した研究者倫理についての説明を行
い考える機会を設ける。

8 協働の実践（ミニPBL）①チームビ
ルディング

ふりかえりシート作成：チームビルディ
ングについて

4第 回 時間

協働作業の実践を通して、他者理解
や対話力の向上を目指す。「協働の
実践」において取り組む課題を説明
し、チームビルディングを行う。
ミニPBLは、夏休み期間に実施する
短期海外研修の事前学習も兼ねそな
えるものとし、研修先の国の歴史文
化、社会経済、観光、企業等につい
てのリサーチ、情報整理、資料作成
、プレゼン等を実施することを想定
する。

9 協働の実践（ミニPBL）②役割分
担・スケジューリング

ふりかえりシート作成：役割分担・スケ
ジューリングについて

4第 回 時間

課題解決に向けて、スケジューリン
グや役割分担について各グループで
検討する。

10 協働の実践（ミニPBL）③情報収集 ふりかえりシート作成：情報収集につい
て

4第 回 時間

課題解決に向けた情報収集を各グル
ープで行う。

11 協働の実践（ミニPBL）④解決案の
検討

ふりかえりシート作成：解決案の検討に
ついて

4第 回 時間

課題解決に向けた解決策の検討を各
グループで行う。

12 協働の実践（ミニPBL）⑤プレゼン
準備

ふりかえりシート作成：プレゼン準備に
ついて

4第 回 時間

課題解決に向けたプレゼンテーショ
ンの準備を各グループで行う。

13 協働の実践（ミニPBL）⑥プレゼン
テーション

ふりかえりシート作成：プレゼン実践に
ついて

4第 回 時間

課題解決に向けたプレゼンテーショ
ンを行う。質疑応答を行うとともに
、プレゼンテーションをルーブリッ
クで評価する。

14 試験・レポートについて、授業のま
とめとふりかえり

ポートフォリオによって授業全体を振り
返る

4第 回 時間

初めて迎える学期末試験についての
心得や注意事項の確認や、成績評価
基準などについても再度確認を行う
。14回にわたる成蹊基礎演習１での
学びの成果について各自でふりかえ
りを行い、今後の学修における目標
設定を行う。
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授業科目名 成蹊基礎演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

西釜義勝・原田弘之・辛川敬・デイヴィス恵美

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学での学びの基礎となる「協働とコミュニケーション」の作法について学ぶことを目的としています。前期の「成蹊基礎演習
１」において学んだ「協働学修の作法」や「自己理解・他者理解」について、グループワーク形式の実践を通じてより身体的に
体験し、それらの認識を深めていきます。ソーシャルタッチポイントとして学外講師の講演の聴講やそれに付随する事前学修・
事後学修を通じて、最終的には、授業全体の学びをもとに、自己の教育への思いを育て、将来へのビジョンを明確にすることを
目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル  大学生活で必要となる基礎的な知
識やスキルを学ぶ。

グループワークの基本的スキルを
修得し、汎用的スキルとして活用
できる

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

社会の第一線で活躍する外部講師
による講演を聞く。

自己のキャリア形成について深く
考察し、将来の自分のイメージを
想像できる

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 授業での経験を通して、「協働的
な学び」「聴くこと・伝えるこ
と」「自己理解・他者理解」につ
いての自分の課題を発見・検討す
ることができる。

2．全学DP６.行動・実践 各活動や課題に対して、他者と協
働しながら積極的かつ思慮深く参
加することができる。

3．全学DP８.意思疎通 ペアワークやグループワークに取
組むにあたり、他者と対話しなが
ら相互に意思疎通をはかり進める
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。
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1009
原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

40

授業での態度・貢献度等で評価：

％

提出物

30

課題やワークシートの提出状況や内容で評価：

％

グループ活動の取組（期末レポート含む
）

30

授業期間の後半で行うグループ活動における、グループ
ワークにおける貢献度や協働、取組や成果物の提出状況
や内容、全体をふりかえる期末レポートで評価

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 原田/月３、西釜・辛川・デイヴィス/金３

場所： 各教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーションと海外研修のふ
りかえり

ふりかえりシート作成：海外研修のふり
かえりについて

4第 回 時間

オリエンテーションを通して、授業
の目的、授業計画、参加の仕方、課
題等について理解する。
夏に経験した短期海外研修について
、前期の成蹊基礎演習１における事
前学習の現地での活用も含めて、研
修における成果や学んだこと、気づ
いた課題等について、グループ等で
意見交換した上で、各自プレゼン資
料を作成する。

２ 海外研修のふりかえりの発表と共有 ふりかえりシート作成：海外研修のふり
かえりの発表と共有について

4第 回 時間

第1回で作成したプレゼン資料を各
自発表し、共有することを通じて、
また、質疑応答や意見交換を行い、
各自の成果や学び、課題認識等を、
全員のものとすることにより学びの
視野を広げ、深める。

３ 社会への関心①　外部講師講演 ふりかえりシート作成：外部講師の講演
について

4第 回 時間

キャリアを幅広く捉えるために、外
部講師を招き、講師のキャリアにつ
いての話を聴き、質疑応答を通して
キャリアを検討するための知見を広
げる。

４ 社会への関心①　事後学習・事前学
習

ふりかえりシート作成：外部講師の事後
学習について

4第 回 時間

外部講師の話を踏まえ、キャリアに
ついて検討するための観点について
グループで検討する。また、次週の
外部講師講演のための事前学習を行
う。

５ 社会への関心②　外部講師講演 ふりかえりシート作成：外部講師の講演
について

4第 回 時間

キャリアを幅広く捉えるために、外
部講師を招き、講師のキャリアにつ
いての話を聴き、質疑応答を通して
キャリアを検討するための知見を広
げる。
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６ 社会への関心②　事後学習 ふりかえりシート作成：外部講師の事後
学習について

4第 回 時間

外部講師の話を踏まえ、キャリアに
ついて検討するための観点について
グループで検討する。また、次週の
プレゼン準備を行う。

７ 社会への関心③　グループプレゼン ふりかえりシート作成：グループプレゼ
ンについて

4第 回 時間

キャリアを検討するための観点につ
いてグループごとにまとめてプレゼ
ンする。

８ グループ活動①趣旨説明とグループ
編成、個人目標設定

各グループの調査内容についての意見を
まとめる

4第 回 時間

グループ活動の趣旨説明と活動目的
の説明を行い、グループ編成と各々
の役割と目標、グループの目標につ
いての設定を行う
グループ活動では、各ゼミで5名程
度のグループを編成し、ヒアリング
や文献調査などリサーチ活動＆報告
を実施する
検討テーマについては、国際観光学
部卒業後に就職したい仕事や職業等
を想定する。

９ グループ活動②活動計画・活動テー
マの決定、調査活動準備

グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

グループ毎の調査目的と調査方法、
グループ活動期間(授業外活動を含
む)の活動計画についての設定を行
い、グループ間の連絡方法の確認を
行う
リサーチ活動内容について方法や手
順等について具体的に検討し、調査
の準備を行う。

１０ グループ活動③調査実施 グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

各グループごとに設定した活動計画
をもとに、各自調査を実施する。

１１ グループ活動④調査結果のまとめ、
報告資料の作成、発表準備

グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

調査結果についてのまとめと分析を
行い、報告資料の作成及び資料を用
いた発表の準備を行う
発表の予行を行い、資料の修正や内
容に関する理解を深める
自分の担当箇所以外についてもしっ
かりと内容の理解を深め、グループ
での成果を自分のものとする

１２ グループ活動⑤調査結果報告と改善
活動

グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

小グループでの調査報告を行う、相
互評価を行い発表資料及び発表方法
の向上のための意見交換を行う
評価活動を通じて、自己省察の能力
を磨く

１３ グループ活動⑥調査報告(本番) グループで連絡を取り合いながら、個々
の活動を実施していく

4第 回 時間

複数クラス共同による発表会を実施
し、相互評価を行う
また、グループ活動の総括を行い、
自己の行動とその結果の省察を行う
と同時に、自己のコンピテンシーに
ついての評価と改善のための目標再
設定を行う

１４ キャリアに関する理解、まとめ 授業全体をふりかえり、ポートフォリオ
を作成する

4第 回 時間

キャリアに関する理解を深めるため
に、インターンシップ参加学生によ
る活動報告を聴講し、職業や労働に
関する関心を高め、キャリアについ
て考える機会を設ける。
まとめとしては、演劇的手法による
学習、グループ活動における自己の
学習成果についてのふりかえりを行
うと同時に、活動のまとめを行う
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授業科目名 成蹊基礎演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

小山田耕二・關戸啓人・新庄雅斗

演習

該当する

小山田耕二/日本IBM(株)にて、顧客のニーズをヒアリングして要件定義をまとめ、提案書作成・提出
を行い、大型計算機納入に結びつけた。また、京都大学国際高等教育院にて、初年次教育「研究ベー
ス学習」企画・実施を行った。2010年から5年間、全学共通教育国際学生シンポジウムを主催し、初
年次教育学会元会長同志社大学山田礼子教授により高く評価いただいた。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

これからの大学の授業を受ける上で重要となるグループワークについて、基本的な作法を学び、これを実践する。また、データ
サイエンスを学ぶ上で重要となる科学的方法について、基本的な考え方を学び、これを実践する。さらに、後半は、前半で学ん
だグループワーク・科学的方法についての知見を踏まえて、ミニPBLに取り組み、これを実践する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎

ミニPBLにおける科学的方法の実践 ミニPBLを通して、科学的方法の実
践において適切な学術的問いを立
てることができ、また、その学術
的問いに対して、適切な仮説を構
築することができるようになる

汎用的な力

1．DP６.他者とのコミュニケー
ション

グループワークにおいて、自己の
意見をきちんと伝えることがで
き、かつ、他者の意見をきちんと
聞くことができるようになる

2．DP７.他者との協調・協働 グループワークにおいて、自己の
役割を認識し、適切に行動するこ
とができるようになる

3．DP８.忠恕の心 建学の精神や行動指針の理解や大
学生としてのマナーの実践ができ
るようになる

学外連携学修

有り(連携先：積水ハウス　近田智也氏)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への積極参画度

50

授業での質問頻度、発言頻度等で評価する。：

％

提出物

20

Udemyオンライン学習課題等の提出回数で評価する。：

％

1009
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1010
20 ％

レポート（論文）

30

最終課題として所定の書式に則り、提出された研究成果
のレポートをルーブリックに従って評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に指示する

履修上の注意・備考・メッセージ

「養うべき力と到達目標」に記載しているように、本授業科目については、他者との協調・協働を到達目標としており、そのた
め少人数グループでの討論を主体とした授業を展開する。したがってグループワークでの積極的な参加は、学修成果を上げるう
えでも重要な要素であり、評価もここを重視する。評価にあたっては、教員が議論の様子を観察する中で、発言頻度やグループ
への貢献度などを厳密に測定する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日お昼休み

場所： 駅前キャンパス教室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、授業の目的と概要 ガイダンス受講後、学生個別の目標を設
定する。

4第 回 時間

生徒と学生の違いについて解説し、
研究を行うものとしての倫理につい
ても簡単に説明する。また、データ
サイエンスの学びの基礎となる「科
学的方法」について、小学生に説明
する前提で、グループ討論し、発表
させる。

2 グループワークの基礎 「聴き方」と「伝え方」を高校生にどう
伝えたらよいかを考える。Udemyで「傾
聴」についてのコースを視聴する。

4第 回 時間

他者とコミュニケーションをとる上
で基礎となる「聴き方」と「伝え方
」のポイントを押さえた上で、グル
ープワークを通して実践する。

3 グループワーク実践① 「カーボンニュートラル」を高校生にど
う伝えたらよいかを考える。Udemyで「傾
聴」についてのコースをひきつづき視聴
する。

4第 回 時間

カーボンニュートラルの2050年実現
に向けて、政府や関係省庁は、さま
ざまな技術の社会実装施策を打ち出
しているが、こうした新たな技術の
発展の中で、学生がどのように取り
組んでいくのがいいのかをグループ
ワークを通じて考える。積水ハウス
近田智也氏による特別講演「住まい
の脱炭素化への取り組み」（30分）

4 グループワーク実践② 「多様性と受容」を高校生にどう伝えた
らよいかを考える。Udemyで「【初級編】
ダイバーシティは組織を強くする」を視
聴する。

4第 回 時間

多様性の受容とは、相手が大切にし
ている価値観は、理解できなくても
大切にすることとされているが、学
生は、多様性をどのように受容する
のがいいのかについてグループで検
討する。

5 建学の精神と人間力本学園理事長・
総長による講演

「大阪成蹊大学の建学の精神」を高校生
にどう伝えたらよいかを考える。

4第 回 時間

大阪成蹊大学の建学の精神について
の理解を深め、自分の人間力につい
て考える。

6 リテラシーとコンピテンシー PROGの診断結果をもとに大学卒業後の進
路について考える。

4第 回 時間
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リテラシー(基本的な知識・技能)や
コンピテンシー(行動特性)について
の理解を深めると同時に、自己の理
解を深めるため、PROGの診断結果を
通じて、自己分析を行い、今後のキ
ャリアについて考える。

7 学修者としての責任の理解 「研究倫理」を高校生にどう伝えたらよ
いかを考える。

4第 回 時間

大学生は研究者の一人となり、研究
活動や成果発表による社会への影響
についての理解も必要となる。そう
した研究者倫理についての説明を行
い考える機会を設ける。

8 協働の実践（ミニPBL）① 「チームビルディングと協働」を高校生
にどう伝えたらよいかを考える。Udemyで
「チームビルディング」についてのコー
スを視聴する。

4第 回 時間

チームビルディング協働による科学
的方法の実践を通して、他者理解や
対話力の向上を目指す。科学的方法
の概要と「協働の実践」において取
り組む課題「どうすれば、地球温暖
化を抑制できるか」を説明し、チー
ムビルディングを行う。

9 協働の実践（ミニPBL）② Udemyで「チームビルディング」について
のコースをひきつづき視聴する。

4第 回 時間

「課題に対する仮説：地球温暖化抑
制案」構築に向けて、スケジューリ
ングや役割分担について各グループ
で検討する。

10 協働の実践（ミニPBL）③ Udemyで「シンプルで本質的！顧客ニーズ
をつかむリサーチの超基本」を視聴す
る。

4第 回 時間

仮説検証に向けて、どんなデータが
必要か、検証にむけてどんな手法を
学べばよいかを各グループで議論す
る。

11 協働の実践（ミニPBL）④ 「社会実装」を高校生にどう伝えたらよ
いかを考える。Udemyで「”戦略的ストー
リーメイキング」について視聴する。

4第 回 時間

解決案の社会実装：検証結果をどの
ように社会実装したらよいかの検討
を各グループで行う。

12 協働の実践（ミニPBL）⑤ Udemyで「パワーポイントで学ぶロジカ
ル・プレゼンテーション」について視聴
する。

4第 回 時間

プレゼン準備課題解決とその社会実
装に向けたプレゼンテーションの準
備を各グループで行う。

13 協働の実践（ミニPBL）⑥ Udemyで「パワーポイントで学ぶロジカ
ル・プレゼンテーション」についてひき
つづき視聴する。

4第 回 時間

プレゼンテーション：各グループで
課題解決と社会実装に向けたプレゼ
ンテーションを行う。質疑応答を行
うとともに、プレゼンテーションを
ルーブリックで評価し、その結果を
Google Form等で収集し、優秀グル
ープを表彰する。第3回で特別講演
を行っていただいた積水ハウス近田
智也氏に質疑とともに講評を行って
いただく。

14 試験・レポートについて、授業のま
とめとふりかえり

ガイダンス受講時に設定した目標に対し
てどこまで達成したのかを自己評価す
る。

4第 回 時間

初めて迎える学期末試験についての
心得や注意事項の確認や、成績評価
基準などについても再度確認を行う
。14回にわたる成蹊基礎演習１での
学びの成果について各自でふりかえ
りを行い、今後の学修における目標
設定を行う。
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授業科目名 成蹊基礎演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

鎌原淳三・笠原秀一・山西輝也

演習

該当する

笠原：通信事業者での経営企画、事業開発、管理会計などバックオフィス業務全般と法人・官公庁営
業。京都大学における研究成果還元型AIベンチャーの会社設立および継続に関わる業務全般。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

アクティブラーニング応用科目として設定される本授業では、大学での学びの基礎となる「協働とコミュニケーション」の作法
について学ぶ。また、前期の「成蹊基礎演習１」において学んだ「協働学修の作法」や「自己理解・他者理解」について、ここ
では「評価グリッド法」を用いたペアインタビューの実践を通じて体験し、それらの認識を深める。さらに、外部講師の講演か
らIT企業の現状を理解するとともに自らのキャリアについて展望することを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．

2．

汎用的な力

1．DP６.他者とのコミュニケー
ション

他者の意図を適切に理解し、自分
自身の考えを分かりやすく表現す
ることができる。

2．DP７.他者との協調・協働 他者へのインタビューを通じて可
視化した評価構造をもとに、アン
ケート調査内容についての質問項
目を検討し、アンケートの実施、
表計算ソフト(Excel)などを用いた
結果の分析ができる。

3．DP８.忠恕の心 協働しながら主体的に関わり、共
通の目標に向かって自身の役割を
完遂できる。そして協働学修を通
じて意見集約・可視化・共有がで
き、まとめとプレゼンテーション
がグループでできる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への積極参画度

30

授業ごとのアンケートにおける内容と、授業での質問・
発言などから授業に対する参画と貢献で評価

：

％

提出物

40

提出ワークシートの内容で評価：

％

グループワークとプレゼンテーション

20

グループワークにおけるグループ成果物と貢献、発表会
でのプレゼンテーションで評価

：

％

期末レポート

10

学期末に課すレポートの内容によって評価：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。実践的な学びを通して、自己と他者の理
解・協働の力を養うため、積極的な授業参加を望みます。「養うべき力と到達目標」に記載しているように本授業科目について
は、他者との対話を通じて協調・協働を到達目標としてます。そのため少人数グループでの討論や作業を主体とした授業を展開
します。従って、グループワークでの積極的な参加は学習成果を上げるうえでも重要な要素であり、評価もここを重視します。
評価にあたっては、複数の教員が議論の様子を観察する中で発言頻度やグループへの貢献度などを厳密に測定します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 鎌原 月曜2時限、笠原 水曜3時限、山西 水曜5時限

場所： 各担当教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーションとアイスブレイ
ク

Udemyからコミュニケーションに関する動
画を見て内容をまとめる。

4第 回 時間

オリエンテーションを通して、授業
の目的、授業計画、参加の仕方、課
題等について理解する。仲間づくり
・チームづくりを行う。特に、自分
について語ったり、自分の中のイメ
ージを表現し共有することを学ぶ。
また、他者の話を受容的に聴くこと
や他者を理解することの基礎を体験
する。

2 社会への関心①　事前学修 Udemyからキャリアに関する動画を見て内
容をまとめる。

4第 回 時間

自分自身の将来のキャリアについて
考えるために、様々なキャリアがあ
ることを理解する。そのために、外
部講師（日本アイ・ビー・エムなど
）を招きキャリアについての知見を
広げる。また、次週の外部講師講演
のための事前学習を行う。

3 社会への関心①　外部講師講演 外部講師による講演を振り返り、その内
容をまとめる。

4第 回 時間

キャリアを幅広く捉えるために、外
部講師を招き、講師のキャリアにつ
いての話を聴き、質疑応答を通して
キャリアを検討するための知見を広
げる。

4 社会への関心①　事後学修・事前学
習

Udemyからキャリアに関する動画を見て内
容をまとめる。

4第 回 時間

外部講師の話を踏まえ、キャリアに
ついて検討するための観点について
グループで検討する。また、次週の
外部講師（自治体職員など）講演の
ための事前学習を行う。

5 社会への関心②　外部講師講演 外部講師による講演を振り返り、その内
容をまとめる。

4第 回 時間
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キャリアを幅広く捉えるために、外
部講師を招き、講師のキャリアにつ
いての話を聴き、質疑応答を通して
キャリアを検討するための知見を広
げる。

6 社会への関心②　事後学習 Udemyからグループ討論に関する動画を見
て内容をまとめる。

4第 回 時間

外部講師の話を踏まえ、キャリアに
ついて検討するための観点について
グループで検討する。

7 社会への関心③　ペアインタビュー
実践

評価グリッド法について調べ、そのソフ
トであるE-Gridの操作を理解する。

4第 回 時間

キャリアに対する評価構造を可視化
するために評価グリッド法を用いた
実践をグループごとに行い、結果を
プレゼンする。評価グリッド法に先
立っての質問は、２つのキャリアを
例示し、「どちらのキャリアがより
好ましいと思いますか？」とする。

8 グループ活動①　趣旨説明とグルー
プ編成、個人目標設定

Udemyからコミュニケーションに関する動
画を見て内容をまとめる。

4第 回 時間

グループ活動の趣旨説明と活動目的
の説明を行い、グループ編成と各々
の役割と目標、グループの目標につ
いての設定を行う。グループ活動で
は、各クラスで5名程度のグループ
を編成し、アンケート調査＆報告を
実施する。

9 グループ活動②　活動計画・活動
テーマの決定、調査活動準備

UdemyからGoogle Formについての動画
(前半部分)を見て操作を理解する。

4第 回 時間

グループごとの評価構造を統合し、
クラス単位の評価構造に統合する。
評価構造を参照しながらアンケート
調査内容についての質問項目を検討
し、それぞれの質問内容（選択肢の
設定等）の設計を行う。

10 グループ活動③　調査実施 UdemyからGoogle Formについての動画
(後半部分)を見て操作を理解する。

4第 回 時間

Google Formで作成したアンケート
調査票を基に、アンケート調査を実
施する。実際のアンケートの回答を
通じて、質問項目の設定の適切さや
、他グループの工夫に関してもしっ
かりと観察を行う。

11 グループ活動④　調査結果のまと
め、報告資料の作成、発表準備

グループで連絡を取り合いながら各自の
役割と作業を進める。

4第 回 時間

Excelを用いて、アンケート調査結
果についてのまとめと分析を行い、
報告資料の作成及び資料を用いた発
表の準備を行う。発表の予行を行い
、資料の修正や内容に関する理解を
深める自分の担当箇所以外について
もしっかりと内容の理解を深め、グ
ループでの成果を自分のものとする
。

12 グループ活動⑤　調査結果報告と改
善活動

グループで連絡を取り合いながら各自の
役割と作業を進める。

4第 回 時間

小グループでの調査報告を行う、相
互評価を行い発表資料及び発表方法
の向上のための意見交換を行う。評
価活動を通じて、自己省察の能力を
磨く。

13 グループ活動⑥　調査報告(本番) グループで連絡を取り合いながら各自の
役割と作業を進める。

4第 回 時間

複数クラス共同による発表会を実施
し、相互評価を行う。また、グルー
プ活動の総括を行い、自己の行動と
その結果の省察を行うと同時に、自
己のコンピテンシーについての評価
と改善のための目標再設定を行う。

14 キャリアに関する理解、まとめ 協働とこれまでのコミュニケーションを
振り返り、考察する。

4第 回 時間
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キャリアに関する理解を深めるため
に、インターンシップ参加学生によ
る活動報告を聴講し、職業や労働に
関する関心を高め、キャリアについ
て考える機会を設ける。まとめとし
ては、グループ活動における自己の
学習成果についての振り返りを行う
と同時に、活動のまとめを行う。
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授業科目名 成蹊基礎演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

吾妻知美・田中登美・柳吉桂子・矢野芳美・北島謙吾・濱畑章子・工藤節美・星野明子

演習

該当する

担当教員全員が看護師実務経験者であり、一部教員は保健師実務経験者、助産師実務経験者である。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は充実した大学生活をスムーズにスタートさせるための科目です。本学の教育理念を踏まえて4年間の学びを見通すとと
もに、自らの意思で計画し、考え、行動し学修するために必要な能動的態度について理解を深めて、大学生として一人一人の個
性に応じた生活と、自ら学ぶ学習の基本的態度を身につけることを目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.人の立場に立って考え行動
する高い倫理観と共感性を備え、
看護学の科学的知識と実践能力を
持ち、自立して看護を実践し看護
学の発展に寄与することができる

看護学を学ぶ上で基礎となるアカ
デミックスキル、スチューデント
スキルを学修する。

主体的に学ぶことの大切さを理解
し、情報収集の方法、情報リテラ
シーなど主体的に学ぶための知
識・技術を身につけることができ
る。

汎用的な力

1．DP1.人の立場に立って考え行動
する高い倫理観と共感性を備え、
看護学の科学的知識と実践能力を
持ち、自律して看護を実践し看護
学の発展に寄与することができる

建学の精神を理解し、看護学生と
してふさわしいマナーを身につ
け、将来の目標を設定し、日々の
活動計画を立てる、また、その目
標達成のための学習・生活習慣を
確立することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

シャトルシート

30

毎回記入するシャトルシートの内容により評価する。授
業への取組状況、理解度から評価する。

：

％

最終レポート

70

14回の授業終了後、学びの総まとめとしてレポートを課
す。評価の視点として、授業の理解度、課題設定として
の行動計画を明らかにしている点を中心に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

1011
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1012特に指定しない

参考文献等

「看護学生のためのよくわかる大学での学び方 第2版」　金芳堂　2018年
「ゼミで学ぶスタディスキル 第3版」　北樹出版　2017年
「アカデミック・スキルズ 第3版」　慶応義塾大学出版会　2020年

履修上の注意・備考・メッセージ

原則として毎回出席すること。規程回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。なお、各教員によって異なりますの
で、初回授業で連絡します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス ガイダンスを元に演習の目的等について
確認しましょう。

4第 回 時間

建学の精神と授業マナーを確認し、
本科目の概要・目標、年間の目標、
各学年の到達目標を理解する。

2 大阪成蹊大学で学ぶ意義 講演内容を振り返り、これからの本学で
の学びをイメージしましょう。

4第 回 時間

本学理事長・総長による講演。
講演者に対する質問を考えるグルー
プワークを行います。

3 図書および検索方法 実際に図書館を利用してみましょう。 4第 回 時間
大学図書館の特徴と活用の仕方につ
いて学ぶ。適切な文献参照の方法に
ついて学ぶ。

4 マナー講座① 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習①

5 マナー講座② 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習②

6 マナー講座③ 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習③

7 マナー講座④ 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習④

8 マナー講座⑤ 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習⑤

9 マナー講座⑥ 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習⑥

10 マナー講座⑦ 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

看護学生としてふさわしいマナーを
身につけるための演習⑦

11 コミュニケーション① 講義ノートを整理し、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

コミュニケーションの目的と対象に
応じた伝達方法について学ぶ。グル
ープワークとは何か、グループでア
サーティブな対人関係を形成するた
めの方法について学ぶ。

12 コミュニケーション② 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間

グループディスカッションの目的、
方法、役割を理解し、司会、書記、
メンバーの経験を通して学ぶ。

13 纏める方法と力① 演習内容を振り返り、次回の授業に備え
ましょう。

4第 回 時間
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4年間の大学生活を、自らの目標達
成に向けた計画で示し、また目標達
成のための学習課題について顕在化
し、レポート作成に取り組む。

14 纏める方法と力② 科目全体を振り返りましょう。 4第 回 時間
前回の授業で分析した課題について
、課題レポート形式に落とし込み、
作成の上提出する。
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授業科目名 成蹊基礎演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

吾妻知美・田中登美・柳吉桂子・矢野芳美・北島謙吾・濱畑章子・工藤節美・星野明子

演習

該当する

担当教員全員が看護師実務経験者であり、一部教員は保健師実務経験者、助産師実務経験者である。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学での学びの基礎として重要な「協働とコミュニケーション」について、体験し学びを深めることを目的とする。前期の「成
蹊基礎演習１」において学んだ「共に学ぶために必要な協力」、「自己理解や他者理解」について様々な社会的かつ看護にも共
通する課題等を取り上げて、グループワーク形式の実践を通じて、さらに認識を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.人の立場に立って考え行動
する高い倫理観と共感性を備え、
看護学の科学的知識と実践能力を
持ち、自立して看護を実践し看護
学の発展に寄与することができる

看護学生としての基礎的なアカデ
ミックスキル、スチューデントス
キルを身につける。

情報収集の方法、情報リテラシー
などの主体的に学ぶ知識・技術を
身につける。

汎用的な力

1．DP3.地域の特徴や地域で生活す
る様々な世代の人々の健康課題を
理解し、また他の医療専門職者と
協働して健康課題を持つ人々への
看護支援ができる

論理的に発言する、他社の意見を
理解しグループ内で意見交換をす
ることができる。

2．DP1.人の立場に立って考え行動
する高い倫理観と共感性を備え、
看護学の科学的知識と実践能力を
持ち、自律して看護を実践し看護
学の発展に寄与することができる

社会ルールやマナーを遵守する姿
勢、社会人としての自立を学ぶ。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加

30

授業への参加意欲や学びあいの姿勢について評価する。
また、活動を通した自らの発見・検討のあり方について
評価する。

：

％

期末レポート

70

14回の活動を通して得た経験から、大学生活における今
後の目標設定と行動計画を作成したものを評価する。

：

％
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1021
70 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

看護学生のためのよくわかる大学での学び方第2版　金芳堂,2018
ゼミで学ぶスタディスキル第3版　北樹出版,2017
アカデミック・スキルズ第3版　慶応義塾大学出版会,2020

履修上の注意・備考・メッセージ

原則として毎回出席すること。規程回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。なお、各教員によって異なりますの
で、初回授業で連絡する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 科目オリエンテーション ／研究倫
理 ／テーマ選定1

オリエンテーションの内容、研究倫理に
ついて復習しましょう。

4第 回 時間

本科目の概要・目標、年間の目標を
理解する。
また、学問を追求するうえで重要な
基本的な研究倫理について理解する
。自分の健康や生活に関するディス
カッションを通してテーマを選定す
る。

2 テーマ選定2 ディスカッションの内容を振り返り、選
定したテーマについて自身のデータを準
備しましょう。

4第 回 時間

自分の健康や生活に関するディスカ
ッションを通してテーマを選定する
。

3 情報収集とデータの纏め方1 データの纏め方について復習しましょ
う。

4第 回 時間

テーマに基づいて、自分の健康や生
活に関するデータを纏める。

4 情報収集とデータの纏め方2 データの纏め方について復習しましょ
う。

4第 回 時間

テーマに基づいて、自分の健康や生
活に関するデータを纏める。

5 情報収集とデータの纏め方3 自分の纏めた内容を次回のグループディ
スカッションで伝えられるように準備し
ましょう。

4第 回 時間

テーマに基づいて、自分の健康や生
活に関するデータを纏める。

6 研究発表会の準備 グループディスカッションの内容を振り
返りましょう。また、次回の発表に向け
ての準備をしましょう。

4第 回 時間

研究発表会に向けてのグループディ
スカッション

7 研究発表会 自分の発表と他の人の発表を振り返り、
そこからの学びをまとめましょう。

4第 回 時間

研究発表会での発表・参加
8 後半オリエンテーション ／改善策

の実践1
オリエンテーション内容について復習し
ましょう。

4第 回 時間

後半のプレゼンテーションに向けて
のオリエンテーションと自分の健康
や生活に向けての実践

9 改善策の実践2 オリエンテーション内容について復習し
ましょう。

4第 回 時間

後半のプレゼンテーションに向けて
のオリエンテーションと自分の健康
や生活に向けての実践

10 改善策の実践3 改善策を日常で実践しましょう。 4第 回 時間
自分の健康や生活に向けての実践

11 プレゼンテーション1 プレゼンテーションの準備をしましょ
う。

4第 回 時間
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テーマについてのプレゼンテーショ
ンとディスカッション

12 プレゼンテーション2 プレゼンテーションの準備をしましょ
う。

4第 回 時間

テーマについてのプレゼンテーショ
ンとディスカッション

13 プレゼンテーション3 プレゼンテーションの準備をしましょ
う。課題レポートのまとめ方を考えま
しょう。

4第 回 時間

テーマについてのプレゼンテーショ
ンとディスカッション

14 1年間のまとめ 課題レポートのまとめ方を考えましょ
う。

4第 回 時間

前半及び後半の授業で分析した課題
・改善策について、課題レポート形
式に落とし込み、作成の上提出する
。
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授業科目名 スタディスキルズ１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

加藤隆文・福本章・熊倉一紗・大手裕子・内田英武・仲村学・前川典子

講義＋演習

該当する

福本：25年（営業管理、総務人事、経営企画、組織開発）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学では、専門分野について深く学ぶとともに、市民として社会に自覚的に賢く参画する力を育てることも大切です。本科目で
は、社会の問題に目を向け、多様な意見や資料を収集し、自分で考え、主張を伝えることを目標に、社会人として通用する電子
メールの書き方、PCによるレポートやプレゼンテーション資料の作成技法などを実践的に学びます。受講者には、資料の収集方
法とそれらの評価方法、引用方法、論理的な文章構築法を習得して、社会の問題について、合理的な、おもいやりある問題解決
ができるようになることが求められます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 語彙力と読解力 短文を精読し、その内容を正確に
理解し、またその要旨を的確にま
とめることができる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

社会問題の分析・報告 資料を正しく読み解いて理解・吸
収した上で、1500字程度のレポー
トを正しい作法で執筆できる。パ
ワーポイントを使って５分程度の
プレゼンテーションができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 社会の問題に目を向け、多様な意
見や資料を収集し、自分で考え、
主張を立てることができる。

2．全学DP５.計画・立案力 最終レポート執筆を見据え、論理
的な議論構築ならびにプレゼン
テーションのデザインを計画的に
展開できる。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 社会の問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

4．全学DP10.忠恕の心 様々な立場を理解した上で、課題
に対しておもいやりのある解決策
を導き出すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします
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成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。
レポートとプレゼンテーションにつては、評価の基準と観点を示す表(ルーブリック)を配布する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

20

毎回のシャトルシートやワークシート等の取り組み状況
、授業への参加度（グループでの話し合いへの参加状況
、発言など）、授業外での準備状況などに基づき評価す
る。

：

％

授業内課題

40

プレゼンテーション、及びレポートについて聴衆/自己評
価を踏まえ、以下の観点で評価。
①プレゼンテーションでの内容、話し方、効果的な資料
。
②レポートの形式、わかりやすさ、論理的構成力。

：

％

小テスト（語彙力・読解力）

20

語彙、読む、聞く、書くの４分野から日本語を使いこな
す力を測定。

：

％

最終レポート

10

最終回授業終了後に授業のまとめとして、最終レポート
を提出、ルーブリックの基準に則り評価。

：

％

学修到達目標

10

学修到達目標を6項目から評価。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

遅刻厳禁。提出物は期限をまもる。
他者と協力して気持ちよく学べるよう努力すること。
欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。
プレゼンテーションの日は絶対に遅刻せず、必ず出席すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 各クラスそれぞれ、初回授業にて連絡する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 社会を知る―情報の収集 朝日新聞時事ワークシート35,36。要約ド
リル1。

5第 回 時間

担当教員が取り上げる身近な社会問
題（例：「スマホ依存」「インバウ
ンドの弊害」「プラスチックゴミ」
など）について調査する。その際に
必要となる情報を収集する

2 社会を知る―調査依頼の執筆 時事ワークシート37,38。要約ドリル2。 5第 回 時間
社会調査の依頼等に必要な電子メー
ルの書き方を学ぶ。

3 社会を知る―資料の整理 朝日新聞時事ワークシート39,40。要約ド
リル3。

5第 回 時間

引用元や参照資料の確認方法、著作
権の侵害や盗作を回避する必要性な
どに留意して、テーマについての資
料を収集し、整理する。
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1026
4 社会を知る―調査結果の提示 時事ワークシート41,42。要約ドリル4。 5第 回 時間

論理的な内容構成についてクラス内
で議論を行い、最適な調査結果の提
示方法を考察する。

5 社会を知る―プレゼンテーションの
準備

時事ワークシート43,44。要約ドリル5。 4第 回 時間

プレゼンテーションのマナー、聴衆
の理解を深めるためのパワーポイン
トの効果的な使い方および話し方を
学び、プレゼンテーションの準備を
行う。

6 社会を知る―プレゼンテーション 時事ワークシート45,46。要約ドリル6。 5第 回 時間
調査結果について口頭発表を行う。
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、クラスメンバーで相互評
価票に記入する。発表を良く聞き、
内容に関する質問を各自考える。

7 社会を知る―プレゼンテーションの
改善

時事ワークシートと要約ドリルの復習。 5第 回 時間

口頭発表のときに受けた質問や、内
容や構成について指摘された点につ
いて再考し、スライドをまとめ直し
てもう一度発表する。

8 社会を知る―問題の設定 ユニット2のテーマを探す。時事ワーク
シート47,48。要約ドリル7。

5第 回 時間

語彙力・読解力小テスト1、中間学
修到達度確認をおこなう。

ユニット１の全体をふりかえり、論
題や参考資料の選び方などを学び直
す。関心のある社会問題を取り上げ
、自分自身で問いを立てる。

9 社会について考える―資料の分析・
評価

ユニット2の発表内容をまとめる。時事
ワークシート49,50。要約ドリル8。

5第 回 時間

情報源を適切に引用し、分析・評価
する技法を学ぶことを通じて批判的
思考力を身につける。選択した論題
について、実際に資料を収集する。

10 社会について考える―解決案の考察 課題2の発表内容を吟味する。時事ワーク
シート1,2。要約ドリル9。

5第 回 時間

クラス内で議論を行い、選択した論
題について、客観的事実に立脚して
自分なりの解決案を論理的に構築す
る。

11 社会について考える―プレゼンテー
ションの準備

プレゼンのルーブリックにそって口頭発
表原稿を完成させ、練習する。時事ワー
クシート3,4。要約ドリル10。

5第 回 時間

口頭発表の読み原稿と、パワーポイ
ントを作成する。客観的な根拠にも
とづき相手を説得できる「伝わる」
発表をめざす。

12 社会について考える―プレゼンテー
ション

レポート執筆。時事ワークシートと要約
ドリルの復習。

5第 回 時間

プレゼンテーション（1人3分）
考察結果について口頭発表を行う。
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、クラスメンバーで相互評
価票に記入する。発表を良く聞き、
内容に関する質問を各自考える。

13 社会について考える―レポートの構
成・執筆

社会について考えるーレポートの執筆と
推敲、学修レビュー

5第 回 時間

語彙力・読解力小テスト２をおこな
う。

レポートのルーブリックにしたがっ
て、レポートの構成と形式を整える
。
（A4　2枚　本文が1600～2000字程
度）

14 社会について考える―レポートの推
敲

レポートの推敲。読書感想文の本の選
択。

5第 回 時間
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下記の点に留意し、レポートを完成
させる。
・論理的に筋道がとおった主張にな
っているか
・脚注、引用、参照資料は正確に書
かれているか
・接続詞、段落構成、文の長さ、主
語述語の対応、文体は適切か

所定の評価シートに基づき、最終学
修到達度確認をおこなう。

＊夏休み課題【読書感想文：1600~2
400文字, Word,A4横書（1行40字;1
頁40行）,MS明朝体,11ポイント】の
説明と準備。

1026
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授業科目名 スタディスキルズ１（留学生）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

鍛治致

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学生として自己紹介をしたり感想やコメントを述べ合ったりするための力を養成する。また、様々な問題について自分の頭で
考え、自分なりの意見を口頭で表現する力を養成する。合わせて、演習形式も取り入れて日本語能力試験N1合格を目指す。N1合
格に必要なのは聴解力と読解力だが、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少ないので本講義では読解力の養成
に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、思考力、「一般知識」、文字・語彙・文法の知識の獲得だが、本講義では思
考力の獲得を重視する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 日本語を受信する力および発信す
る力

学生生活に必要な日本語を理解す
るととも
に使用することができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 身近で日常的な日本語の中に「何
これ？」「何で？」という課題を
発見することができる。（例：
「くださる」の「命令形」はなぜ
「くだされ」ではなく「くださ
い」なのか。そもそも「くださ
い」は命令形なのか）

2．全学DP８.意思疎通 話者や筆者の意図を正確に理解し
た上で、自己の意図が相手に正確
に伝わるようなスピーチを行うこ
とができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

スピーチ 発表内容が聴衆の興味をひくものであったか（10点）、
流暢かつ正確に日本語が話せたか（10点）、聴衆の反応

：

1026
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1027スピーチ

30

流暢かつ正確に日本語が話せたか（10点）、聴衆の反応
を確認しながら大きな声で堂々と発表できたか（10点）
の観点から30点満点で評価する。

：

％

自習ノート

25

毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用し
ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設
定し取り組んでいるか等の観点から5回×5点／回＝25点
満点で評価する。

：

％

毎回の授業への取り組み状況

35

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授
業態度を独自のルーブリックを基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：日本語の力
（聴いたり話したりす る力）を伸
ばす方法とは

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワード：指示 詞・疑問詞（コソ
アド）。

4第 回 時間

みなさんは日本語を聴いたり話した
りするのが得意ですか。日本語を聴
いたり話したりする力を伸ばすため
日頃どのような努力をしていますか
。学習方法を互いに共有することを
通じて自分の学習方法を見直し、前
期の学習計画を立ててみましょう。

2 人間の推測する能力について書かれ
た文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワード：名 詞と名詞を結ぶ助詞
（並列助詞と「の」）。

4第 回 時間

「一を聞いて十を知る」ということ
ばを知っていますか。これは子貢が
顔回の賢さを評したことばです（「
論語」公冶長）。今回は人間の推測
する能力について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

3 山道の歩き方について書かれた文章
を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授 業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワード：時 間を表す表現（テン
ス・完了）。

4第 回 時間
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みなさんは日頃どのように歩いてい
るでしょうか。人は天候やシチュエ
ーションに応じて歩き方を変えてい
ます。今回は山道の歩き方について
書かれた文章をみんなで読み進める
ことを通じて読解力の向上を図りま
す。

4 芸術と社会について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワード：変化を表す表現。

4第 回 時間

芸術作品も、またそれを理解しよう
とする我々も、ある特定の時間や空
間（すなわち社会のあり方）から制
約を受けています。今回は芸術と社
会について書かれた文章をみんなで
読み進めることを通じて読解力の向
上を図ります。

5 ヒゲの歴史について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授 業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワード：引 用（と・ように）。

4第 回 時間

人前で顔をさらすというのは実は大
変危険な行為です。心の動きが顔に
表れるからです。でも西洋ではある
時代からヒゲをそり積極的に顔をさ
らすようになりました。今回はヒゲ
の歴史について書かれた文章をみん
なで読み進めることを通じて読解力
の向上を図ります。

6 思考と表現について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワード：授 受の表現（あげる・
くれる・もらう）。

4第 回 時間

「沈黙は金。雄弁は銀」という言葉
を聞いたことはありますか。でも本
当にそうなのでしょうか。今回は思
考と表現について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

7 学校教育と記憶術について書かれた
文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授 業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワー ド：話し手の気持ちを表す
表現（判断）。

4第 回 時間

近年の学校では物事を効率よく記憶
する方法をあまり教えてくれません
。なぜだと思いますか。今回は学校
教育と記憶術について書かれた文章
をみんなで読み進めることを通じて
読解力の向上を図ります。

8 効果的なコミュニケーション方法に
ついて書かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授 業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワー ド：話し手の気持ちを表す
表現（命令・依 頼・勧誘）。

4第 回 時間

「大声で話されている話」と「小声
で話されている話」――みなさんは
どちらの話に耳を傾けますか。今回
は効果的なコミュニケーション方法
について書かれた文章をみんなで読
み進めることを通じて読解力の向上
を図ります。
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9 絵巻物が時間をどう表象しているか
について書かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授 業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語 彙や表現や文法事項をまとめて
ください。そ の際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎 週4ページ以上書くこ
と。キーワー ド：話し手の気持ちを表す
表現（終助詞）。

4第 回 時間

絵巻物の実物を見たことのある人は
少ないと思いますが、とりあえずコ
マ割りのない漫画のようなものだと
考えて下さい。今回は絵巻物が時間
をどう表象しているかについて書か
れた文章をみんなで読み進めること
を通じて読解力の向上を図ります。

10 スピーチのテーマを選ぶ 自分が選んだテーマでどのようなスピー
チができそうか、スピーチの構成を考え
てみてく ださい。

4第 回 時間

内容――何を話すか――はスピーチ
の善し悪しを左右する大切な要素の
一つです。みなさんには、まず与え
られたテーマに沿って「ネタ出し」
をしてもらいますが、話題として選
んでいいのはそのうちの1つか2つ。
広く浅く論じるのではなく、狭く深
く論じてください。

11 スピーチの構成を考える 自分が考えたスピーチの構成に沿って、
実際にスピーチ原稿を書いてみてくださ
い。

4第 回 時間

起承転結ということばを知ってます
か。特に大切なのは起の部分――つ
かみ、導入――です。ここに魅力が
ないと聴衆はスピーチに耳を貸して
くれないと思います。また、結の部
分――オチ――も大切ですが、実は
結が生きるかどうかは転次第。意外
性があり、かつ「早くオチが聞きた
い」と思わせるような転を心がけて
ください。

12 スピーチのやり方を知る 自分が書いたスピーチ原稿を暗記してく
ださい。

4第 回 時間

どんなにうまく原稿が書けても上手
に発表できなければスピーチの魅力
は半減してしまいます。ではスピー
チを上手に行うためにはどんなこと
を心がけたらいいでしょうか。みな
さんの周りにスピーチが上手な人は
いますか。スピーチが上手な人をテ
レビで見たことはありますか。みん
なで話し合ってみましょう。

13 スピーチの練習をする スピーチを練習してください。自分が伝
えたいことが聞き手にきちんと伝わるよ
う、十分に練習してください。

4第 回 時間

実際にスピーチの練習をしてみまし
ょう。伝えたいことは聴衆に伝わる
でしょうか。伝わらないとしたら、
どこに問題があるのでしょう。内容
でしょうか、構成でしょうか、発音
でしょうか、声量でしょうか……。
詳しく検討してみましょう。

14 スピーチを互いに評価する 誰のスピーチが良かったと思いますか。
その理由は何ですか。自分のスピーチに
はどの ような課題があると思いますか。
A4版ノー ト（ルーズリーフ不可）にまと
めてくださ い。

4第 回 時間

これまで4回にわたり準備してきた
スピーチを受講生全員に発表しても
らいます。評価のポイントは、内容
、発音、声量、暗記等です。
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授業科目名 スタディスキルズ１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

鍛治致・藤田大雪・海野大・大島博文・荒木俊之・成瀬尚志・澤田彩・鳥羽賢二・坂中勇亮

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学では、専門分野について深く学ぶとともに、市民として社会に自覚的に賢く参画する力を育てることも大切です。本科目で
は、社会の問題に目を向け、多様な意見や資料を収集し、自分で考え、主張を伝えることを目標に、社会人として通用する電子
メールの書き方、PCによるレポートやプレゼンテーション資料の作成技法などを実践的に学びます。受講者には、資料の収集方
法とそれらの評価方法、引用方法、論理的な文章構築法を習得して、社会の問題について、合理的な、おもいやりある問題解決
ができるようになることが求められます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会問題の分析・報告 資料を正しく読み解いて理解・吸
収した上で、1600字程度のレポー
トを正しい作法で執筆できる。パ
ワーポイントを使って５分程度の
プレゼンテーションができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 社会の問題に目を向け、多様な意
見や資料を収集し、自分で考え、
主張を立てることができる。

2．全学DP８.意思疎通 社会の問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み

40

①ワークシートの取り組み状況、②授業への参加度（グ
ループでの話し合いへの参加状況、発言など）、③プレ
ゼンテーション（内容、話し方、提示資料）

：

％
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40 ％

中間レポート

30

レポートの形式、わかりやすさ、論理的構成力、情報の
整理・要約などについて評価する。

：

％

試験（レポート）

30

社会問題に関して最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す。レポ
ートの形式、テーマに関する理解、全体構成、について
評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献などは授業中に紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。遅刻厳禁。提出物は期限を守ること。他者と協
力して気持ちよく学べるよう努力すること。欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけ
ること。プレゼンテーションの日は絶対に遅刻せず、必ず出席すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各授業でお知らせします

場所： 各担当教員の研究室

備考・注意事項： 変更がある場合は授業でお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 （ユニット1）数量データを用いた
レポート―情報リテラシーの基礎

授業内で課された情報リテラシーに関す
る基礎的なスキルについての課題を完成
させる。

4第 回 時間

大学で課されるレポートや論文がど
のようなものかを確認する。
各ユニットの説明および、本授業の
目標（数量データや文字データを参
照しながら考察するレポート）につ
いて。
ユニット1では数量データを扱うた
め、情報リテラシーに関する基礎的
なスキルについて確認する。

2 （ユニット1）数量データを用いた
レポート―図表の作成

授業内で作成したプレゼン資料を完成さ
せる。

4第 回 時間

数量データを用いたレポートを書く
準備として、グラフを作成する。
国勢調査データにアクセスし、指定
されたエクセルで表とグラフを作り
、プレゼン資料を作成する。

3 （ユニット1）数量データを用いた
レポート―基礎となる3つの力

授業で作成した図表から何を論じること
ができそうか考えてまとめる。

4第 回 時間

数量データで論じる作法について学
ぶ。その中で「発見する力」「想像
する力」「説明する力」の重要性に
ついて確認する。3つの力を養うた
めに順を追って課題に取り組む。

4 （ユニット1）数量データを用いた
レポート―グループプレゼンの準備

グループプレゼンの準備を行なう。 4第 回 時間

「社会生活基本調査」を調べ、グル
ーププレゼンで取り組むテーマを探
す。
プレゼン時のポイントを踏まえなが
ら、グループプレゼンの準備を行な
う。

5 （ユニット1）数量データを用いた
レポート―グループプレゼン（実施
と相互評価）

コメントシートをもちかえり、Google
フォームに清書して記入する。 また、他
のグループのプレゼンをみて、参考にし
たい点や、自分たちのプレゼンの改善点
についても記入。

4第 回 時間
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グループで情報収集し、議論した結
果を踏まえ、SDGsの各目標について
のプレゼンテーションを行なう。ク
ラスのメンバーでコメントシートに
記入する。発表を良く聞き、内容に
関する質問を各自考える。

6 （ユニット2）文字データを用いた
レポート―引用の仕方1

授業内で作成したレポートを完成させ
る。

4第 回 時間

ユニット3の目標についての確認。
引用の仕方についての説明。
「男女共同参画白書」をもとに、引
用を取り入れたレポートを作成する
。

7 （ユニット2）文字データを用いた
レポート―引用の仕方2（間接引
用）

個人レポートを書き進める。 4第 回 時間

前回作成したレポートをピアでチェ
ック。
引用についてより深く学ぶ（引用の
目的および直接引用と間接引用の違
い）
引用しながら個人でレポートを書く
。

8 （ユニット2）文字データを用いた
レポート―データベースの利用

個人レポートを完成させる。 4第 回 時間

情報収集の仕方について学ぶために
、学内から利用可能なデータベース
について説明
情報収集を行ないながら個人レポー
トを書く。

9 （ユニット3）個人レポートの執筆
―「はじめに」の重要性

各自で情報収集を行い、ユニット3での個
人プレゼンの準備を行う。

4第 回 時間

ユニット3の目標についての確認。
レポートの構成および「はじめに」
についての説明。
情報収集をしながら、最終プレゼン
に向けた準備を行なう。

10 （ユニット3）個人レポートの執筆
―調査の重要性

各自で情報収集を行い、ユニット3での個
人プレゼンの準備を行う。

4第 回 時間

調査の重要性についての説明。
情報収集をしながら、最終プレゼン
に向けた準備を行なう。

11 （ユニット3）個人レポートの執筆
―考察の重要性

各自で情報収集を行い、ユニット3での個
人プレゼンの準備を行う。

4第 回 時間

考察の重要性についての説明。
情報収集をしながら、最終プレゼン
に向けた準備を行なう。

12 （ユニット3）個人レポートの執筆
―最終プレゼン（前半組）

個人プレゼンテーションの内容にもとづ
いた、最終レポートの草稿を執筆する。

4第 回 時間

個人で情報収集し、検討した結果を
踏まえ、社会問題についてのプレゼ
ンテーション（前半グループ）を行
なう。クラスのメンバーで相互評価
票に記入する。発表を良く聞き、内
容に関する質問を各自考える。

13 （ユニット3）個人レポートの執筆
―最終プレゼン（後半組）

個人プレゼンテーションの内容にもとづ
いた、最終レポートの草稿を執筆する。

4第 回 時間

個人で情報収集し、検討した結果を
踏まえ、社会問題についてのプレゼ
ンテーション（後半グループ）を行
なう。クラスのメンバーで相互評価
票に記入する。発表を良く聞き、内
容に関する質問を各自考える。

14 （ユニット3）個人レポートの執筆
―推敲とピアレビュー

ピアレビューでもらった改善のためのコ
メントを踏まえて、草稿を修正し、最終
レポートを執筆する。

4第 回 時間

レポートの草稿を提出する。レポー
トチェックリストをもとに、クラス
メンバーで相互にコメントをつける
。コメントを踏まえてレポートを修
正する。半年の学習をふりかえり「
この授業で何を学んだか」を記入す
る。
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授業科目名 スタディスキルズ１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

本間哲也・島雅則・東出加奈子・中野毅

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学における学修や研究を進めるためのスキルを修得する授業である。
多様な意見や資料を収集し、自分で考え、主張を伝えることを目標に、社会人として通用する電子メールの書き方、PCによるレ
ポートやプレゼンテーション資料の作成技法，および口頭発表の方法などを実践的に学ぶ。受講者には、資料の収集方法とそれ
らの評価方法、引用方法、論理的な文章構築法を習得して、社会の問題について、合理的な、思いやりある問題解決ができるよ
うになることを求める。
併せて、社会の問題に目を向け、市民として社会に自覚的に、賢く、そして思いやりをもって参画する力を育てることも目指
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会問題の分析・報告 資料を正しく読み解いて理解・吸
収した上で、1600字程度のレポー
トを正しい作法で執筆できる。パ
ワーポイントを使って５分程度の
プレゼンテーションができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 社会の問題に目を向け、多様な意
見や資料を収集し、自分で考え、
主張を立てることができる。

2．全学DP８.意思疎通 社会の問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み（平常点） 授業・グループワークへの参加度、課題等の提出状況、
授業時間外での準備状況など。

：
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1031授業への取り組み（平常点）

20

授業時間外での準備状況など。
：

％

期中課題

60

毎回の授業における提出物の内容、プレゼンテーション
の評価（内容、話し方、提示資料）。

：

％

期末レポート

20

レポートの形式、情報の整理・要約，論理的構成力とわ
かりやすさ、テーマに関する理解など。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献などは授業中に紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
遅刻をしない、提出物の期限を守るなど、他者と協力して気持ちよく学べるよう努力すること。
欠席時は、次回までに担当教員等から資料や課題を受け取って指示を受けること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 島：月２，本間：水３，東出：XX、中野：火４

場所： 各担当教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 （ユニット1）大学での学びと情報
リテラシー

授業内で課された情報処理スキルに関す
る課題を完成させる。

4第 回 時間

大学で課されるレポートや論文がど
のようなものかを確認する。
学期全体の流れ、各ユニットの説明
。
情報処理に関する基礎的なスキルを
確認する。

2 （ユニット1）数量データの扱い：
図表の作成

授業内で作成した図表資料を完成させ
る。

4第 回 時間

数量データを用いたレポートを書く
準備として、表やグラフを作成する
。
表計算ソフトウェアで社会統計デー
タの表とグラフを作り、資料を作成
する。

3 （ユニット1）数量データの扱い：
基礎となる3つの力

授業で作成した課題を完成させ提出す
る。

4第 回 時間

数量データで論じる作法について学
ぶ。
特に「発見する力」「想像する力」
「説明する力」の重要性を確認する
。そして、3つの力を養うための課
題に取り組む。

4 （ユニット1）数量データの扱い：
プレゼンテーションの方法

グループの議論を整理して提出する。プ
レゼンの準備を行う。

4第 回 時間

口頭プレゼンテーションの目的・方
法や、留意点を学ぶ。
グループプレゼンで取り組むテーマ
を社会統計から探すし、グループで
議論する。
プレゼンテーションの準備を行う。

5 （ユニット1）数量データの扱い：
プレゼンテーション

コメントシートを完成・提出する。グ
ループ内の相互評価を行う。

4第 回 時間

グループごとにプレゼンテーション
を行う。
クラスのメンバーは発表内容に関す
る質問・コメントを行う。また、相
互評価シートに記入する。

6 （ユニット2）文献調査と引用：引
用の仕方1（引用の意義）

授業内で作成したレポートを完成させ
る。

4第 回 時間
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文献・データ参照の意義と、引用方
法の説明。
簡易レポートを作成し、実際に引用
を行ってみる。

7 （ユニット2）文献調査と引用：引
用の仕方2（直接引用と間接引用な
ど）

個人レポートを書き進める。 4第 回 時間

前回作成したレポートをピアでチェ
ックする。
引用の意義についてより深く学ぶ（
引用の目的、直接引用と間接引用の
違いなど）
引用しながらレポートを書く。

8 （ユニット2）文献調査と引用：
データベースの利用

個人レポートを完成させる。 4第 回 時間

情報収集・文献収集の方法、特にデ
ータベースの使い方を学ぶ。
実際に学内から利用可能なデータベ
ースで情報検索をする。
収集した情報を活用しながら個人レ
ポートを書く。

9 （ユニット3）個人レポートの執
筆：論文・レポートの基本構成と序
論の役割

各自で情報収集を行い、最終レポートの
序論部分の草稿を作成する。

4第 回 時間

最終レポートの内容説明。
レポートの構成（序論・本論・結論
）の説明。特に序論の役割の説明。
最終レポートの全体構成と、特に序
論部分を構想する。

10 （ユニット3）個人レポートの執
筆：調査の重要性

各自で情報収集を行い、最終レポートの
本論を書き進める。

4第 回 時間

研究活動における「客観的事実」と
「調査」の重要性の説明。
最終レポートに必要な調査を行い、
本論部分を構想・執筆する。

11 （ユニット3）個人レポートの執
筆：考察の重要性

最終レポートの初稿を作成する。プレゼ
ンテーションの準備を行う。

4第 回 時間

調査で得られた事実に対する「考察
」の重要性の説明。また、考察の常
套的な方法。
最終レポートの考察部分を充実させ
る。
効果的なプレゼンテーションための
留意点確認と、最終プレゼンテーシ
ョンの準備。

12 （ユニット3）個人レポートの執
筆：最終プレゼン（前半組）

個人プレゼンテーションの内容も踏ま
え、最終レポートの草稿を執筆する。

4第 回 時間

各自の最終レポートの内容をプレゼ
ンテーションする（前半グループ）
。
クラスのメンバーは発表者に対し質
問やコメントを行う。また、相互評
価票に記入する。

13 （ユニット3）個人レポートの執
筆：最終プレゼン（後半組）

個人プレゼンテーションの内容も踏ま
え、最終レポートの草稿を改善・提出す
る。

4第 回 時間

各自の最終レポートの内容をプレゼ
ンテーションする（前半グループ）
。
クラスのメンバーは発表者に対し質
問やコメントを行う。また、相互評
価票に記入する。

14 （ユニット3）個人レポートの執
筆：推敲とピアレビュー

ピアレビューで得た改善のためのコメン
トを踏まえて、草稿を修正し、最終レ
ポートを完成させる。

4第 回 時間

チェックリストに基づいて、レポー
トの草稿にクラスメンバーで相互に
コメントをつける。
相互コメントを踏まえてレポートを
修正する。
学期を通じた学習を振り返り、授業
で学んだことを整理する。

1031
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授業科目名 スタディスキルズ１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

鈴木勇・岡田優・瀧本一夫・鈴木克彦・片山美穂・羽野ゆつ子・新田明美・松田修・星川佳加・保田
直美

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学では、専門分野について深く学ぶとともに、市民として主体的に社会にかかわる力を身につけることも大切です。本科目
は、SDGｓに関する社会課題を取り上げ、大学や社会で必要な知識やコミュニケーション作法の習得をめざします。まず、コ
ミュニケーションのツールとして、社会人として通用するPCによるレポートやプレゼンテーション資料の作成技法など学びま
す。また、他者の意見や考えを理解し、自分の意見や主張を的確に伝えるられるように、資料の収集方法とそれらの評価方法、
引用方法、論理的な文章構築方を実践的に学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 話すこと、聴くこと、読むこと、
書くことの作法を学ぶ

2000字程度のレポートを正しい作
法で執筆できる。パワーポイント
を使って５分程度のプレゼンテー
ションができる。

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 語彙力と読解力 短文を精読し、その内容を正確に
理解し、またその要旨を的確にま
とめることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 社会の問題に目を向け、多様な意
見や資料を収集し、自分で考え、
主張を伝えることができる。

2．全学DP８.意思疎通 社会の問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
レポートとプレゼンテーションにつては、評価の基準と観点を示す表(ルーブリック)を配布する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点 毎回のシャトルシートおよびワークシート等の取り組み
状況、授業への参加度（グループでの話し合いへの参加
状況、発言など）、授業外での準備状況などに基づき評

：
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1035

30

状況、発言など）、授業外での準備状況などに基づき評
価する。

％

授業内課題

50

２回のプレゼンテーション、2回のレポートについて、以
下の観点で評価。
①プレゼンテーションでの内容、話し方、効果的な資料
②レポートの形式、わかりやすさ、論理的構成力

：

％

期末レポート

20

授業全体の振り返り。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

遅刻厳禁。提出物は期限を守ること。
他者と協力して気持ちよく学べるよう努力すること。
欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。
プレゼンテーションの日は遅刻せず、出席すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 鈴木（勇）クラス：初回授業時に紹介
岡田クラス：初回授業時に紹介
瀧本クラス：初回授業時に紹介
鈴木（克）クラス：初回授業時に紹介
星川クラス：初回授業時に紹介
保田クラス：初回授業時に紹介
新田クラス：初回授業時に紹介
片山クラス：初回授業時に紹介

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：科目の主旨、
授業計画

発表１の構想。 2第 回 時間

科目の主旨と授業計画を理解する。
入学前課題を提出し、ふりかえりを
行う。
２つの課題を理解する。
大学ホームページの活用、モバイル
キャンパスなどを確認する。
大学ポータルからの連絡が自分のメ
ールに転送されるよう設定する。

2 コミュニケーションのスキルとマ
ナー、プレゼンテーションとは

課題２のテーマを考え、資料をさがす。 4第 回 時間

大学Gメールの使い方
大学・仕事での電子メールの適切な
書き方
効果的なプレゼンテーションについ
て
ープレゼンテーションのマナー、話
し方
ー聴衆の理解を深めるためのパワー
ポイントの効果的な使い方。

3 課題2の準備.　 研究倫理について 課題１のプレゼン準備。 4第 回 時間
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1035
課題2（SDGsに関する検討）の準備
。
Microsoft Wordを使ったレポートの
書き方。
課題２のための問題の発見（身近な
問題で、かつ客観的な資料が提示で
きる論題）
研究倫理について（資料を集める方
法と、引用元、参照資料の確認方法
、著作権侵害、盗作を回避する必要
性など）

4 課題１のプレゼンテーション（前
半）

課題１のプレゼン準備 4第 回 時間

課題１（自己表現）のパワーポイン
トを使った口頭発表
他者の意見を聞き、自分の意見を述
べる。聴衆を説得、納得させる発表
をめざす。
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、クラスメンバーで相互評
価票に記入する。
発表をよく聞き、内容に関する質問
を各自考える。

5 課題１のプレゼンテーション（後
半）

プレゼンのふりかえり。 4第 回 時間

課題１のパワーポイントを使った口
頭発表
他者の意見を聞き、自分の意見を述
べる。聴衆を説得、納得させる発表
をめざす。
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、クラスメンバーで相互評
価票に記入する。
発表をよく聞き、内容に関する質問
を各自考える。

6 課題１のレポートの執筆 レポート執筆の準備。 4第 回 時間
課題１の口頭発表の内容を大学での
レポート形式にまとめる（1000字程
度）
口頭発表のときに受けた質問や、内
容や構成について指摘された点につ
いて再考し、レポートの内容をまと
め直す。
脚注の挿入方法。引用元、参照資料
を正しい方法で記載する。

7 課題２の準備（１）   レポートの
構想

課題２のレポート構想。 6第 回 時間

大学でのレポートの書き方について
学ぶ　資料配付
情報、発信者の評価方法。孫引きに
ならないために。
適切な日本語（敬語。らぬき言葉、
さ入れ言葉。レポートや論文での接
続詞）　資料配付

8 課題2の準備（２） 情報の評価と引
用の方法

課題2の発表内容をまとめる。 4第 回 時間

情報の整理、構成転載・引用記載方
法（資料配付）
テーマ内容、使われている用語、背
景など、まず自分が充分に理解する
ように調べる。そのうえで、聞き手
・読み手につたわる言葉をもちいて
説明できるようにする。
インターネットを利用する場合、情
報を最初に発信した人は誰か？どの
ような根拠や事実にもとづいて発信
されている情報か？それは、本当に
信頼できるのか、充分留意すること
。
各自レポートで取りあげる資料を集
め、整理し、自分の発表内容を論理
的に構築する。

9 発表2の準備（３）　 説得力のある
発表を準備する。

プレゼンのルーブリックにそって口頭発
表原稿を完成させ、練習する。

4第 回 時間

５分に収まる口頭発表の読み原稿（
1000字程度）と、パワーポイントを
完成させる。
客観的な根拠にもとづき相手を説得
できる、「伝わる」発表をめざす。
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10 課題２のプレゼンテーション（１）
序盤

課題2の発表内容を吟味する。 4第 回 時間

プレゼンテーション（１人５分）
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、相互評価票に記入する。
発表者に対して、内容に対する質問
、発表のパフォーマンスについての
コメントを述べる。

11 課題２のプレゼンテーション（２）
中盤

課題2の発表内容を吟味する。 4第 回 時間

プレゼンテーション（１人５分）
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、相互評価票に記入する。
発表者に対して、内容に対する質問
、発表のパフォーマンスについての
コメントを述べる。

12 課題２のプレゼンテーション（３）
終盤

レポート執筆準備。レポート作成に向け
たプレゼンのふりかえり

4第 回 時間

プレゼンテーション（１人５分）
プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、相互評価票に記入する。
発表者に対して、内容に対する質問
、発表のパフォーマンスについての
コメントを述べる。

13 課題2のレポート執筆（１）　下書
きの完成

レポートの執筆。 4第 回 時間

レポートのルーブリックにしたがっ
て、レポートの構成と形式を整える
。
（A4　2枚　本文が1600～2000字程
度）

14 課題２のレポート執筆（２）　推
敲・校正

レポートの最終チェック。課題の総復習 4第 回 時間

脚注のチェック。引用、参照資料の
正確な入力。
論理性の確認。接続詞、段落構成、
文の長さ、主語述語の対応、文体は
適切か
論理的な筋道がとおった主張になっ
ているか再考する。
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授業科目名 スタディスキルズ１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

夏川浩明・吉川正俊・杉山一成

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学では、専門分野について深く学ぶとともに、市民として社会に自覚的に賢く参画する力を育てることも大切である。本科目
では、社会の問題に目を向け、多様な意見や資料を収集し、自分で考え、主張を伝えることを目標に、データサイエンスの基盤
となる科学的方法に基づいた考え方、PCによるレポートやプレゼンテーション資料の作成技法などを実践的に学ぶ。受講者に
は、資料の収集方法とそれらの評価方法、引用方法と参考文献の書き方、論理的な文章構築法を習得して、社会の問題につい
て、科学的で合理的な問題解決策が提案できるようになることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎

科学的方法に基づいた、読み書き
やプレゼンテーション、共同作業
の作法を実践的に学ぶ。

・科学的方法を理解し、それに基
づいた方法で読み書きができる。
・パワーポイントを使って5分程度
のプレゼンテーションができる。
・科学的方法を理解し、それに基
づいた方法で読み書きができる。

汎用的な力

1．DP６.他者とのコミュニケー
ション

・パワーポイントを使って5分程度
のプレゼンテーションができる。

2．DP７.他者との協調・協働 ・社会の問題に目を向け、多様な
意見や資料を収集し、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

3．DP８.忠恕の心 ・社会の問題に目を向け、多様な
意見や資料を収集し、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション 研究内容のプレゼンテーションを実施する。プレゼンテ
ーンションは、ルーブリックに従って評価する。また、
パワーポイントによるプレゼン資料を提出する。

：
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1041
30 ％

レポート（論文）

40

最終課題として所定の書式に則り、2000字程度のレポー
トを提出する。ルーブリックに従って評価する。

：

％

課題

30

課題の内容や提出状況によって評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

「日本語パラグラフライ
ティング入門」

松浦 年男、田村 早苗 研究社・・ 年・2022

参考文献等

授業中に適宜資料を配布する。

佐渡島 沙織、坂本 麻裕子、中島 宏治、太田 裕子：
「課題に応える 卒論に活かせる 大学生のためのレポートの書き方」、ナツメ社、2022年
佐藤 望、湯川 武、横山 千晶、近藤 明彦：
「アカデミック・スキルズ 第3版 ー 大学生のための知的技法入門」、慶應義塾大学出版会、2021年
井下 千以子：
「思考を鍛える大学の学び入門 第2版 － 論理的な考え方・書き方からキャリアデザインまで」、慶應義塾大学出版会、2020年
井下 千以子：
「思考を鍛えるレポート・論文作成法 第3版」、慶應義塾大学出版会、2022年
外山 滋比古：
「思考の整理学」、ちくま文庫、1986年

外務省 「SDGsとは？」
https//www.mofa.go.Jp/mofaJ/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
外務省 「持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けて日本が果たす役割」
https//www.mofa.go.Jp/mofaJ/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_gaiyou_202108.pdf外務省 「持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取
組」
https//www.mofa.go.Jp/mofaJ/gaiko/oda/sdgs/pdf/SDGs_pamphlet.pdf

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学多が求められる。「授業外学多課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・他者と協力して気持ちよく学べるよう努力すること。
・遅刻厳禁。提出物は期限を厳守する。
・欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜3限

場所： 各担当教員研究室（吉川・杉山・夏川）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス SDGs等の項目を調べ、興味のある内容を
まとめる。

4第 回 時間

社会課題と科学的方法
2 科学的方法ワークショップ 科学的方法について復習するとともに、

SDGs等の項目について、どのような科学
的アプローチがなされているか調べ、内
容をまとめる。

4第 回 時間

Scientific method songなどに基づ
き、科学的方法を体得する。

3 「SDGsへの取り組み」外部講師によ
る講演

外部講師による講演を振り返り、その内
容をまとめる。

4第 回 時間

企業や大学など、社会でのSDGsへの
取り組みについて理解を深め、取り
上げられた実問題に対してデータサ
イエンスを手段として何ができるか
を考える。

4 SDGsとは何か 教員が指定したコンテンツ（コミュニ
ケーションに関するもの）を参考に内容
をまとめる。

4第 回 時間

21世紀に生きる市民の教養であるSD
Gsの理念を理解する。興味のある項
目をもとにグループ分けを行い、SD
Gs等の取り組みについてグループで
調べる。
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1041
5 持続可能な地球環境・社会を考える

（資料の分析・ディスカッション）
教員が指定したコンテンツ（プレゼン
テーションに関するもの）を参考に内容
をまとめる。

4第 回 時間

SDGsの諸目標の中から、環境・社会
問題に関するものを取り上げる。地
球環境問題や社会問題の解決に向け
てデータサイエンスを手段として何
ができるかを事前に調べ、クラス内
で共有する。テーマについて与えら
れた資料を精読し、まとめ、クラス
でディスカッションする。

6 持続可能な地球環境・社会を考える
（情報収集・プレゼン準備）

教員が指定したコンテンツ（プレゼン
テーションに関するもの）を参考に、プ
レゼンテーションスライドを改善する。

4第 回 時間

環境・社会問題についてグループで
情報収集を行い、プレゼンテーショ
ンの準備を行う。科学的方法を用い
た仮説検証デザインについてもプレ
ゼンテーションの内容に含める。

7 持続可能な地球環境・社会を考える
（プレゼンテーション）

プレゼンテーションに関する事前練習や
終わった後の振り返りを行う。

4第 回 時間

資料についての考察を踏まえ、環境
・社会問題についてのプレゼンテー
ションを行う。プレゼンテーション
のルーブリックをもとに、クラスメ
ンバーで相互評価票に記入する。発
表を良く聞き、内容に関する質問を
各自考える。

8 科学的方法を用いた仮説検証を考え
る

レポート執筆のための仮説検証系の準備
を行う（文献調査、データ分析など）。

4第 回 時間

これまでに考えた仮説検証デザイン
をもとに、オープンデータの調査・
分析や文献調査（の検証系）をふま
えて仮説検証を行う。仮説検証系の
アイデアと結果について、クラス内
で共有するための準備を行う。

9 科学的方法を用いた仮説検証結果の
まとめ

レポート執筆のための仮説検証系の準備
を行う（文献調査、データ分析など）。

4第 回 時間

これまでに考えた仮説検証デザイン
をもとに、オープンデータの調査・
分析や文献調査（の検証系）をふま
えて仮説検証結果をまとめ、クラス
内で共有する。また次回以降のレポ
ート執筆の準備を行う。

10 SDGs等に関するレポート執筆 教員が指定したコンテンツ（ライ ティン
グに関するもの）を参考に内容をまとめ
る。

4第 回 時間

論文形式レポートの基本IMRADとパ
ラグラフライティングについて学び
、パワーポイントを使ってレポート
の骨格を執筆する。また補足説明を
行う分を追加してパラグラフの執筆
を行う。

11 SDGs等に関するレポートの査読 レポート執筆や査読を進める。 4第 回 時間
査読に関する基本知識を学び、他学
生の執筆したレポートを建設的に査
読する。査読結果はGoogle Formに
記入する。ひとり2件程度のレポー
トを査読する。

12 SDGs等に関するレポートの修正稿執
筆、再査読を行う。

執筆したレポート修正や査読に対する回
答書の作成を進め、レポートを改善す
る。

4第 回 時間

査読結果に対する修正を行い、査読
者に対する回答書を添付したうえで
再投稿する。各学生は、修正稿と回
答書の内容を確認して、正しく修正
されているかどうか確認する。

13 SDGs等に関するレポート内容の発表
準備

教員が指定したコンテンツ（プレゼン
テーションに関するもの）を参考に、プ
レゼンテーションスライドを改善する。

4第 回 時間

SDGs等に関するレポートを完成させ
、レポート内容についてプレゼンテ
ーションの準備を行う。科学的方法
に基づく仮説検証も含めたプレゼン
テーションの作成を行う。

14 SDGs等に関するレポート内容につい
て、口頭発表を行う。

プレゼンテーションに関する事前練習や
終わった後の振り返りを行う。

4第 回 時間
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プレゼンテーションのルーブリック
をもとに、クラスメンバーで相互評
価票に記入する。発表を良く聞き、
内容に関する質問を各自考える。発
表終了後、最優秀発表賞を決定し、
表彰状を授与する。
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授業科目名 スタディスキルズ２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

加藤隆文・福本章・麻生典子・大手裕子・伊藤俊輔・熊倉一紗・宇埜直子・前川典子

演習

該当する

福本：25年（営業管理、総務人事、経営企画、組織開発）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、SDGs（持続可能な開発目標）に関連する資料を読み解き、具体的な提言を行いながら、問題分析力と提言力を鍛え
ます。受講者には、①聞きなれた言葉でも、改めてその意味を問い直す。②客観的データに基づいて現状を分析する。③一つの
社会的な問題が、他の様々な問題と連関していることを知り、多角的に物事を捉える必要性を知る。④持続可能な世界の未来に
向けた、独自性と説得力のある提言を行うことが求められます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル SDGsの理解 現代社会の教養であるSDGsに関す
る知識を身につけ、自分のキャリ
アをSDGsに位置づけて構想できる
ようになる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

社会問題の分析・報告 資料を正しく読み解いて理解・吸
収した上で、2000字程度のレポー
トを正しい作法で執筆できる。パ
ワーポイントを使って５分程度の
プレゼンテーションができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 多様な意見や資料を収集し、客観
的データに基づいて現状を分析し
て、課題を発見することができ
る。

2．全学DP５.計画・立案力 最終レポート執筆を見据え、論理
的な議論構築ならびにプレゼン
テーションのデザインを計画的に
展開できる。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 ＳＤＧｓの問題に関して、自分の
「意見」を整理してわかりやすく
口頭発表したり、レポートとして
まとめたりすることができる。

4．全学DP10.忠恕の心 SDGsの理念に即して、様々な問題
に対し、おもいやりのある問題解
決を考案することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

1041
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1045・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

図書館「読書感想文およびポップ」（課
題提出）

10

夏休みの課題として課した「読書感想文」の提出をもっ
て一律の加点とする。内容により、５段階で評価し優劣
において差異を設ける。また、課題の「書籍紹介ポップ
」は、提出を持って加点する。

：

％

プレゼンテーション

20

研究内容のプレゼンテーションを実施する。プレゼンテ
ーンションは、ルーブリックに従って評価する。また、
パワーポイントによるプレゼン資料を提出する。

：

％

レポート（論文）

30

最終課題として所定の書式に則り、2000字程度のレポー
トを提出する。ルーブリックに従って評価する。

：

％

課題（１００文字要約・時事ワーク、等
）

20

①毎回の課題提出による評点〈１００文字要約：全８回
の提出〉。
②天声人語「漢字」の課題提出による評価。
③シャトルシート等から確認する授業への取り組み姿勢
への加点。

：

％

語彙・読解力　小テスト（２回）

10

中間と期末に実施する語彙力と読解力をはかる小テスト
より評価する。

：

％

学修到達目標

10

学修到達目標を6項目から評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

なし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 加藤クラス：月曜２限　南館２F情報デザイン研究室
福本クラス：月曜４限　南館２F情報デザイン研究室
宇埜クラス：水曜12：30‐13：00　非常勤講師室
その他のクラス：初回授業にて連絡

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 SDGsとは何か SDGsの目標を一つ、１００字で説明す
る。「天声人語漢字」「１００文字要約
ドリル演習」は次回提出し評価の対象と
する。

5第 回 時間
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1045
・２１世紀に生きる市民の教養であ
るSDGsの理念を理解する。
・課題の設定とスケジュールの確認
。
・前期「スタデイスキルズ１」で作
成したプレゼン及び、レポートの内
容の確認と振り返りの実施。
・課題を明確にし、後期の授業へ向
けた目標設定。
【演習と課題】
　①夏休み課題「読書感想文」の提
出（受付）と修正まで
　②読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」５－６回（授業時
間初めにペアワークにて読み合わせ
：声出し）
　③１００文字要約ドリル演習（第
１１回）

2 持続可能な地球環境を考える――資
料の読解

SDGsの目標を一つ、１００字で説明す
る。「天声人語漢字」「１００文字要約
ドリル演習」は次回提出し評価の対象と
する。

5第 回 時間

・SDGｓの諸目標の中から、地球環
境に関するものを取り上げる。テー
マについて与えられた資料を精読し
、まとめる。
・図書館：POPコンテスト概要説明
（課題の提示）→書籍紹介POPを課
題とする指示（締め切り10/31予定
）
【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」７－８回（授業時
間初めにペアワークにて読み合わせ
：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１２回）

＊未提出の読書感想文は第2回授業
を最終提出締め切りとし、評価への
加点項目とする。

3 持続可能な地球環境を考える――情
報収集とディスカッション

「天声人語漢字」「１００文字要約ドリ
ル演習」は次回提出し評価の対象とす
る。

5第 回 時間

・持続可能な地球環境に関する情報
を集め、クラス内で議論する。
・前期「スタデイスキルズ１」で学
修した「十字モデル」による作業シ
ートへのテーマの落し込み。
・後期「スタデイスキルズ２」のポ
イントとして、（ⅰ,反論～論駁を
明確にすること（起承転結の「転」
の明確化）。（ⅱ,参考資料、引用
文献、を５点以上掲げること）。（
ⅲ,図・グラフなど出典を明らかに
し、レポートへの参考資料（図表な
ど）として引用することへのチャレ
ンジ）。
・課題設定と確認、作業まで。
【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」９－１０回（授業
時間初めにペアワークにて読み合わ
せ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１３回）

4 持続可能な経済を考える――情報収
集

パワーポイントで資料の要点をまとめ
る。「天声人語漢字」「１００文字要約
ドリル演習」は次回提出し評価の対象と
する。

5第 回 時間
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・SDGｓの諸目標の中から、経済に
関するものを取り上げる。テーマに
関する情報を事前に調べ、クラス内
で共有する。テーマについて与えら
れた資料１を精読し、まとめる。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」１１－１２回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１４回）

5 持続可能な経済を考える――資料の
整理とディスカッション

プレゼンテーション資料を完成させる。
「天声人語漢字」「１００文字要約ドリ
ル演習」は次回提出し評価の対象とす
る。

5第 回 時間

・テーマについて与えられた資料２
を精読し、まとめる。2つの資料に
関連する情報を集め、クラス内で議
論する。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」１３－１４回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１５回）

6 持続可能な経済を考える――プレゼ
ンテーション

第１回～６回の演習と課題について復
習。「天声人語漢字」は次回提出し評価
の対象とする。

5第 回 時間

・資料についての考察を踏まえ、持
続可能な経済について口頭発表を行
う。プレゼンテーションのルーブリ
ックをもとに、クラスメンバーで相
互評価票に記入する。発表を良く聞
き、内容に関する質問を各自考える
。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」１５－１６回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１６回）

7 持続可能な社会を考える――情報収
集

小テストの間違い箇所の復習。 5第 回 時間

・書く力、読む力の向上に関するま
とめとして小テスト（３０分程度）
を実施。
〈テスト範囲〉
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」５－１６回（全１
２回より）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１１～１６回）
　を踏まえ、同様の問題（類似問題
を予定する）

・SDGｓの諸目標の中から、社会に
関するものを取り上げる。テーマに
関する情報を事前に調べ、クラス内
で共有する。テーマについて与えら
れた資料１を精読し、まとめる。

8 持続可能な社会を考える――資料の
整理とディスカッション

SDGsの目標を一つ、１００字で説明す
る。「天声人語漢字」は次回提出し評価
の対象とする。

5第 回 時間
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・テーマについて与えられた資料２
を精読し、まとめる。2つの資料に
関連する情報を集め、クラス内で議
論する。
・中間学修到達度確認をおこなう。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」１７－１８回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１７回）

9 持続可能な社会を考える――小レ
ポート

SDGsの目標を一つ、１００字で説明す
る。「天声人語漢字」次回提出し評価の
対象とする。

5第 回 時間

・SDGs時代のキャリアプランを考え
る。資料についての考察を踏まえ、
自分の将来と結びつけて小レポート
を執筆する。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」１９－２０回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
１８回）

10 SDGｓにコミットする――情報収集 パワーポイントとレジュメで資料の要点
をまとめる。「天声人語漢字」は次回提
出し評価の対象とする。

5第 回 時間

・SDGｓの諸目標の中から、各自で
最も関心のあるものを取り上げる。
自ら問いを立て、関連情報を収集す
る。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」２１－２２回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
２６回）

11 SDGｓにコミットする――プレゼン
テーションの準備

プレゼンテーション資料を完成させる。
「天声人語漢字」「１００文字要約ドリ
ル演習」は次回提出し評価の対象とす
る。

5第 回 時間

・資料についての考察を踏まえ、自
分の将来と結びつけてSDGｓの取り
組みを提案する。口頭発表の読み原
稿と、パワーポイントを作成する。

【演習と課題】
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」２３－２４回（授
業時間初めにペアワークにて読み合
わせ：声出し）
　②１００文字要約ドリル演習（第
２７回）

12 SDGｓにコミットする――プレゼン
テーション

プレゼンテーション資料に基づき、レ
ポートのアウトラインを作成する。「天
声人語漢字」２３－３４回、１００文字
要約ドリルの復習。

5第 回 時間

・考察結果について口頭発表を行う
。プレゼンテーションのルーブリッ
クをもとに、クラスメンバーで相互
評価票に記入する。発表を良く聞き
、内容に関する質問を各自考える。

【演習と課題】
　①これまでに取り組んだ演習・課
題を振り返り、次回に実施する期末
小テストのための準備をする。

13 SDGｓにコミットする――レポート
の構成・執筆

レポ―ト執筆を進める。確認テストの復
習。

5第 回 時間
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・口頭発表の内容をもとに、レポー
トのルーブリックにしたがって、レ
ポートの構成と形式を考える。

・書く力、読む力の向上に関するま
とめとして小テスト（４０分程度）
を実施。
〈確認テスト範囲〉
　①読み・書き：時事ワークシート
「天声人語漢字」２３－３４回（全
１２回より）
　②１００文字要約ドリル演習（第
２０～２２回）を踏まえ、同様の問
題（類似問題を予定する）

14 SDGｓにコミットする――レポート
の執筆・推敲、学修レビュー

レポートの完成版を作成する。 5第 回 時間

・下記の点に留意し、レポートを完
成させる。
　＞論理的に筋道がとおった主張に
なっているか
　＞脚注、引用、参照資料は正確に
書かれているか
　＞接続詞、段落構成、文の長さ、
主語述語の対応、文体は適切か

所定の評価シートに基づき、最終学
修到達度確認をおこなう。

1045
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授業科目名 スタディスキルズ２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

本間哲也・島雅則・東出加奈子・中野毅

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「スタディスキルズ１」で得た諸技能を踏まえつつ、社会問題に対する具体的な提言を行いながら、問題分析力と提言力を鍛え
る。
受講者には、①聞きなれた言葉でも、改めてその意味を問い直す。②客観的データに基づいて現状を分析する。③一つの社会的
な問題が、他の様々な問題と連関していることを知り、多角的に物事を捉える必要性を知る。④持続可能な世界の未来に向け
た、独自性と説得力のある提言を行うなどを求める。
具体的な題材としてはSDGs（持続可能な開発目標）を取り上げ、SDGsの理念や実情に関する理解を深めることも併せて目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル SDGsの理解 現代社会の教養であるSDGsに関す
る知識を身につけ、自分のキャリ
アをSDGsに位置づけて構想できる
ようになる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 多様な意見や資料を収集し、客観
的データに基づいて現状を分析し
て、課題を発見することができ
る。

2．全学DP８.意思疎通 SDGsの問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

3．全学DP10.忠恕の心 SDGsの理念に即して、様々な問題
に対し思いやりのある問題解決を
考案することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

1045
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み（平常点）

20

授業・グループワークへの参加・貢献度、課題等の提出
状況、授業時間外での準備状況など。

：

％

期中課題

60

毎回の授業における提出物の内容、プレゼンテーション
の評価（内容、話し方、提示資料）。

：

％

期末レポート

20

レポートの形式、情報の整理・要約，論理的構成力とわ
かりやすさ、テーマに関する理解など。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
遅刻をしない、提出物の期限を守るなど、他者と協力して気持ちよく学べるよう努めること。
欠席時は、次回までに担当教員等から資料や課題を受け取って指示を受けること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 島：月２，本間：水４，東出：水４、中野：火４

場所： 各担当教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 （ユニット1）SDGsの基礎知識：事
前知識の確認など

授業内での確認・考察事項を整理して提
出する。

4第 回 時間

授業の目標提示と、学期を通じた授
業予定の展望。
のSDGsについて現在知っていること
を確認する。
SDGsに関する導入的な学習を行い、
新たに知ったことや考えたこと、特
にSDGsと自分にはどのようなつなが
りがあるかを考察する。
夏季休業中の課題に対する講評。

2 （ユニット1）SDGsの基礎知識：基
本理解

SDGsに関する現在の理解や問題意識を整
理する。

4第 回 時間

前回作業の成果をクラス内で共有す
る。
SDGsに関する基礎学習（理念、現状
、展望など）。

3 （ユニット2）SDGsへの貢献案：取
り組みテーマ設定

授業での取り組みと自身の結論を整理す
る。

4第 回 時間

最終レポート作成までの流れを確認
する。
各自の関心・問題意識に基づいて情
報収集を行う。
グループで情報交換・相互コメント
を行う。
各自の最終レポートのテーマを検討
し、仮決定する。

4 （ユニット2）SDGsへの貢献案：事
例調査

収集事例を参考に独自のアイデアを構想
する。

4第 回 時間

仮設定したテーマの関連事例を収集
し、取組イメージを具体化する。
有力な参考事例を整理する。

5 （ユニット2）SDGsへの貢献案：独
自提案

プレゼンテーションの準備を完了させ
る。

4第 回 時間

前回までに得られた問題意識や事例
を踏まえ，「自分事」としてSDGs推
進に貢献できるような取り組み（の
骨子）を提案する。
提案内容のプレゼンテーション準備
。
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6 （ユニット2）SDGsへの貢献案：中
間プレゼンテーション

相互コメントシートを完成させる。自身
のプレゼンテーションの反省を行う。

4第 回 時間

各自の取組み案を口頭発表する。
クラスメートの発表に質問・コメン
トする。また相互コメントシートに
記入する。

7 （ユニット3）最終レポートの作
成：取り組み概要の理解

最終レポートの骨子案を作成する。 4第 回 時間

前回プレゼンテーションに対する講
評および相互コメントのフィードバ
ック。
最終レポートの内容・執筆要領の確
認。
プレゼン資料コメント等を踏まえて
、レポートの骨格を設計。
過年度の優秀レポート例の紹介。

8 （ユニット3）最終レポートの作
成：レポートの構想を固める

レポートの執筆を進める。 4第 回 時間

レポートを作成する。
特に、ストーリーや論理構成、根拠
資料の適切さ、取り組み提案の独自
性や実現可能性を検討する。

9 （ユニット3）最終レポートの作
成：レポートの構成を固める

レポートの執筆を進める。 4第 回 時間

レポートを作成する。
特に、各節の順序やタイトルを検討
して、レポートの構成を固める。
チェックリストやルーブリックなど
に基づいて、引用部分の書式など、
形式面でのチェックを行う。

10 （ユニット3）最終レポートの作
成：レポートの細部や形式の完成度
を上げる

レポートの初稿を完成させる。 4第 回 時間

レポートを作成する。
特に、引用部分の書式や文章のチェ
ックなど、形式面での完成度を上げ
る。

11 （ユニット3）最終レポートの作
成：プレゼンテーション準備

プレゼンテーション資料の完成など、発
表準備を行う。

4第 回 時間

最終レポート草稿に基づいた口頭プ
レゼンテーションの準備を行う。
プレゼンテーション時の留意点を再
確認する。

12 （ユニット3）最終レポートの作
成：プレゼンテーション（前半）

個人プレゼンテーションの内容を踏まえ
て、最終レポートの草稿を改善する。

4第 回 時間

自身の最終レポート内容をプレゼン
テーションする（前半グループ）。
クラスのメンバーは発表者に対し質
問やコメントを行う。また、相互評
価票に記入する。

13 （ユニット3）最終レポートの作
成：プレゼンテーション（後半）

個人プレゼンテーションの内容を踏まえ
て、最終レポートの草稿を改善する。

4第 回 時間

自身の最終レポート内容をプレゼン
テーションする（前半グループ）。
クラスのメンバーは発表者に対し質
問やコメントを行う。また、相互評
価票に記入する。

14 （ユニット3）最終レポートの作
成：推敲とピアレビュー

ピアレビューで得た改善のためのコメン
トを踏まえて、草稿を修正し、最終レ
ポートを完成させる。

4第 回 時間

レポートチェックリストに基づき、
クラスメンバーで相互にコメントを
つける。
相互コメントを踏まえてレポートを
修正する。
学期を通じた学習を振り返り、授業
で学んだことを整理する。
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授業科目名 スタディスキルズ２（留学生）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

鍛治致

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、大学や社会で学び続けるために必要なスキルや能力を学びます。とくに大学生として自分の考えを論理的に主張で
きるレポート作成とプレゼンテーションが中心的課題です。適切な情報を探し、情報の評価を十分に行うこと、それらを正しい
ルールに従って引用する方法などを習得します。様々なメディアやソースから、具体的な事実の裏付けがない、根拠の薄い情報
や、情報源から（無断）転載されている無責任な情報などを見分け、事実に近い情報や真摯な主張を見つけ、自分で分析、思索
する力を養います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 日本語の運用能力。 自分の主張を、5分程度のプレゼン
テーション、および2000字程度の
レポートで論理的に発表できる。

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 語彙力と読解力。 短文を精読し、その内容を正確に
理解し、またその要旨を的確にま
とめることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 身近で日常的な日本語の中に「何
これ？」「何で？」という課題を
発見することができる。（例：な
ぜ「書く」のテ形は「書いた」な
のに、「行く」のテ形は「行い
た」にならないのか）

2．全学DP８.意思疎通 話者や筆者の意図を正確に理解し
た上で、自己の意図が相手に正確
に伝わるような小論文を書くこと
ができる。

3．全学DP10.忠恕の心 読み手を想定し、読み手の立場に
立ち、読み手に寄り添い、読み手
の反応を想像しつつ、文章を丁寧
に書きすすめることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等
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1047注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小論文

30

他者の意見が正しく引用されているか（10点）、日本語
が正しく書けているか（10点）、他者の意見に対する自
分の主張が明確に述べられているか（10点）という観点
から30点満点で評価する。

：

％

自習ノート

25

毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用し
ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設
定し取り組んでいるか等の観点から5回×5点／回＝25点
満点で評価する。

：

％

毎回の授業への取り組み状況

35

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授
業態度を独自のルーブリックを基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：日本語の力
（読んだり書いたりする力）を伸ば
す方法とは

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文と接続詞（「～
て」・付帯状況・並列などの表現）。

4第 回 時間

みなさんは日本語を読んだり書いた
りするのが得意ですか。日本語を読
んだり書いたりする力を伸ばすため
日頃どのような努力をしていますか
。学習方法を互いに共有することを
通じて自分の学習方法を見直し、前
期の学習計画を立ててみましょう。

2 経済学について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文と接続詞（逆
接）。

4第 回 時間

経済学が前提とする人間は合理的か
つ利己的で行動力もある「強い個人
」です。でも、そんな人間、実際に
はいません。今回は経済学について
書かれた文章をみんなで読み進める
ことを通じて読解力の向上を図りま
す。
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1047
3 規定について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回

の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：「は」と「が」。

4第 回 時間

みなさんは規定をじっくり読んだこ
とがありますか。規定にはものごと
を処理するための手順が必要かつ十
分な分量で明確に書かれてあり、日
本語学習者にとっては最良の教材で
す。今回は規定について書かれた文
章をみんなで読み進めることを通じ
て読解力の向上を図ります。

4 クリティカル・シンキングについて
書かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：疑問文の種類と文末形
式。

4第 回 時間

みなさんは「クリティカル・シンキ
ング」ということばを聞いたことが
ありますか。今回はクリティカル・
シンキングの必要性を示したある心
理学の実験について書かれた文章を
みんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。

5 動機づけについて書かれた文章を読
む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：様々な構文（は…が構
文・強調構文）。

4第 回 時間

動機には内的なもの外的なものがあ
りますが、内的な動機だけであるこ
とを継続していけるかといえば、実
はそうではありません。今回は「動
機づけ」について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

6 茶道について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：文体（デスマス体・デ
アル体）。

4第 回 時間

みなさんは日本の茶道を体験したこ
とがありますか。日本の茶道と中国
の茶道の違いが説明できますか。今
回は茶道について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

7 ボランティアについて書かれた文章
を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：品詞。

4第 回 時間

みなさんはボランティア活動に参加
したことはありますか。ボランティ
アとは何ですか。みなさんならどの
ように定義しますか。今回はボラン
ティアについて書かれた文章をみん
なで読み進めることを通じて読解力
の向上を図ります。

8 反省について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：名詞（文）。

4第 回 時間
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物事がうまくいかなかったとき、私
たちは反省します。でも物事がうま
くいったときにも反省しなければな
りません。なぜでしょうか。今回は
反省について書かれた文章をみんな
で読み進めることを通じて読解力の
向上を図ります。

9 良い専門書の条件について書かれた
文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：形容詞。

4第 回 時間

「自分が知っていることを知ってい
ることとして、自分の知らないこと
は知らないこととしなさい。これが
知るということである」とは孔子の
言葉ですが、今回は良い専門書の条
件について書かれた文章をみんなで
読み進めることを通じて読解力の向
上を図ります。

10 身近な問題について自分の意見を書
いてみよう

自分が選んだテーマでどのような小論文
が書けそうか、小論文の構成を考えてみ
てください。

4第 回 時間

みなさんは賛否両論ということばを
知っていますか。今回はそのような
議題を取りあげ、賛成か反対かみな
さんに考えてもらいます。まずは賛
成か反対か自分の意見をはっきりさ
せたうえで、なぜ賛成／反対なのか
、その理由を文章にまとめてみまし
ょう。

11 他人の意見を読み、それらを要約・
整理してみよう

自分はどの人の意見に賛成で、どの人の
意見に反対なのか、その理由をそれぞれ
考えてみてください。

4第 回 時間

賛成する人には賛成する理由が、反
対する人には反対する理由がありま
す。まずは様々な立場の人たちが書
いた文章を集めて読み、なぜその人
たちが賛成・反対しているのか、そ
れらの理由を要約したり整理したり
しながら分析してみましょう。

12 他人の意見を引用する作法について
学ぼう

自分が考えた小論文の構成に沿って、ま
た他の人の意見を引用しつつ、実際に小
論文を書いてみてください。

4第 回 時間

「自分の意見を述べるだけ」「他の
人が書いた文章を書き写すだけ」な
ら高校生にだってできます。大学生
のみなさんは、他人の意見を自分の
意見と区別した上で、誰がいつどこ
でそう言っていたのか出典を示さな
ければなりません。引用の作法につ
いて学習しましょう。

13 他人の意見を引用しつつ自説を展開
してみよう

小論文を校正してください。自分が伝え
たいことが読み手にきちんと伝わるよ
う、きちんと校正してください。

4第 回 時間

前回学習した作法に従いつつ、他人
の意見を引用し、それらに賛同した
り反論したりしながら、自分の意見
の正当性を主張してみましょう。他
人の意見を引用することにより、自
分の文章はどのように変わるでしょ
うか。

14 自説を小論文にまとめてみよう 誰の小論文が良かったと思いますか。そ
の理由は何ですか。自分の小論文にはど
のような課題があると思いますか。A4版
ノート（ルーズリーフ不可）にまとめて
ください。

4第 回 時間

これまで4回にわたり準備してきた
小論文を完成させ、提出してもらい
ます。評価のポイントは、賛成なら
賛成の、反対なら反対の理由がきち
んと書かれているか、引用の作法が
守られているか、自分とは逆の意見
に対する反論がきちんと書かれてい
るか等です。みなさんの健闘を期待
します。
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授業科目名 スタディスキルズ２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

鍛治致・藤田大雪・海野大・大島博文・荒木俊之・成瀬尚志・澤田彩・鳥羽賢二・坂中勇亮

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、SDGs（持続可能な開発目標）に関連する資料を読み解き、具体的な提言を行いながら、問題分析力と提言力を鍛え
ます。受講者には、①聞きなれた言葉でも、改めてその意味を問い直す。②客観的データに基づいて現状を分析する。③一つの
社会的な問題が、他の様々な問題と連関していることを知り、多角的に物事を捉える必要性を知る。④持続可能な世界の未来に
向けた、独自性と説得力のある提言を行うことが求められます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル SDGsの理解 現代社会の教養であるSDGsに関す
る知識を身につけ、自分のキャリ
アをSDGsに位置づけて構想できる
ようになる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 多様な意見や資料を収集し、客観
的データに基づいて現状を分析し
て、課題を発見することができ
る。

2．全学DP８.意思疎通 SDGsの問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

3．全学DP10.忠恕の心  SDGsの理念に即して、様々な問題
に対し、おもいやりのある問題解
決を考案することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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1048

授業への取り組み

40

①ワークシートの取り組み状況、②授業への参加度（グ
ループでの話し合いへの参加状況、発言など）、③プレ
ゼンテーション（内容、話し方、提示資料）

：

％

中間レポート

30

レポートの形式、わかりやすさ、論理的構成力、情報の
整理・要約などについて評価する。

：

％

試験（レポート）

30

SDGsに関して最も興味を持ったテーマを一つ設定して調
べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す。レポート
の形式、テーマに関する理解、全体構成、について評価
する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献などは授業中に紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。遅刻厳禁。提出物は期限を守ること。他者と協
力して気持ちよく学べるよう努力すること。欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけ
ること。プレゼンテーションの日は絶対に遅刻せず、必ず出席すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各クラスで説明します

場所： 各担当教員の研究室

備考・注意事項： 変更がある場合は授業でお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 （ユニット1）SDGsについての事前
知識の確認1―SDGsの基礎知識

授業内で取り組んだ①～④について、再
度確認した上で次の授業までに提出す
る。

4第 回 時間

SDGsの事前知識を確認するために、
①SDGsについて現在知っていること
②SDGsについての説明を聞いた上で
新たに知ったこと
③ 2030年に、今と大きく異なって
いる点（身近なところの変化から企
業や国レベルの変化など）。
④③を踏まえ、SDGsと自分にはどの
ようなつながりがあるか？（行動や
考え方の変化について）（200字以
上で説明）
の4点についてまとめた上で、この
授業で取り組むレポートがどのよう
なものであるかを確認する。

2 （ユニット1）SDGsについての事前
知識の確認2―「SDGs物語」の作成

情報収集を行ない、「SDGs物語」を完成
させる。

4第 回 時間

SDGsについて情報収集した上で、「
SDGsについて知ったことで大きく人
生が変わった人」についての物語を
考える（300-500字程度）。物語に
ついて考える際に、下記の点に着目
して考えること。
①主人公の人の状況設定（趣味や将
来の目標などできるだけ具体的に）
②主人公がSDGsのどのようなことを
知ったか
③主人公がSDGsを知ったことでどの
ように人生が変わったか
リアリティがあるものの、意外性の
ある物語を目指すこと。
この「SDGs物語」を通して、自分で
はないとしてもSDGsを通して大きく
人生が変わる人がいることを確認す
る。

3 （ユニット2）グループプレゼン1―
マンダラート（個人）

情報収集を行ない、マンダラートを完成
させる。

4第 回 時間
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ユニット2では、グループに分かれ
てSDGsについて調べてグループプレ
ゼンをおこなう（各グループごとに
17の目標の中からどの目標について
調べるか選択する）。
グループで選択した目標について、
各自で情報収集をおこない、マンダ
ラートにまとめる。

4 （ユニット2）グループプレゼン2―
マンダラート（グループ）

情報収集を行ない、グループのマンダ
ラートを完成させる。また、グループプ
レゼンの準備も始める。

4第 回 時間

個人で作成したマンダラートをグル
ープ内で発表し合い、グループで選
択した目標について議論する。また
、その議論の結果を踏まえ、グルー
プで1つのマンダラートを作成する
。

5 （ユニット2）グループプレゼン3―
グループプレゼンの準備

ユニット2についてのグループプレゼンの
準備を行なう。

4第 回 時間

グループで作成したマンダラートを
もとに、プレゼン資料を作成する。
プレゼン資料を作成する際は、ユニ
ット1で書いたものからどのように
深掘りするかを意識すること（「深
掘り」の具体例については授業内で
確認する）。

6 （ユニット2）グループプレゼン4―
グループプレゼン

グループプレゼンを踏まえ、下記の3点に
ついてまとめて提出する ①800字～1200
字程度でプレゼンした内容についてまと
める。 ②プレゼンでどのような深掘りを
目指したかとうまく深掘りできたかどう
かについて説明する。 ③他の班のプレゼ
ンをみて、他にどのような深掘りができ
そうだったかについて説明する。

4第 回 時間

グループで情報収集し、議論した結
果を踏まえ、SDGsの各目標について
のプレゼンテーションを行なう。ク
ラスのメンバーで相互評価票に記入
する。発表を良く聞き、内容に関す
る質問を各自考える。

7 （ユニット3）個人プレゼン1―マン
ダラート

情報収集を行ない、マンダラートを完成
させる。

4第 回 時間

ユニット3では個人プレゼンを行な
い、個人でレポートを執筆する。テ
ーマはグループプレゼンで選択した
SDGsの目標とする。
個人プレゼンの準備として、グルー
ププレゼンを踏まえた上で、改めて
マンダラートを作成する。作成にあ
たっては、グループプレゼンを出発
点として、どの点を深掘りするかを
意識すること。

8 （ユニット3）個人プレゼン2―中間
個人プレゼンの準備

ユニット3の中間個人プレゼンの準備を行
なう。

4第 回 時間

次回の中間個人プレゼンについての
注意点についての解説。
内容面では、クラスのメンバーが「
なるほど」と思えるものを目指すこ
と。
形式面では、引用ができているかに
注意すること。

9 （ユニット3）個人プレゼン3―中間
個人プレゼン

中間プレゼンでのコメントをうけて次回
の授業までに中間レポートを提出

4第 回 時間

個人で情報収集し、検討した結果を
踏まえ、SDGsの各目標についての中
間プレゼンテーションを行なう。ク
ラスのメンバーで相互評価票に記入
する。発表を良く聞き、内容に関す
る質問を各自考える。

10 （ユニット3）個人プレゼン4―問い
の重要性

各自で情報収集を行い、ユニット3での個
人プレゼンの準備を行う。

4第 回 時間

最終レポート執筆時の注意点として
、問いの重要性について確認する。
自身が書いた中間レポートに一貫し
た問いが設定されているかを改めて
確認して修正する。

11 （ユニット3）個人プレゼン5―引用
の仕方についての再確認

各自で情報収集を行い、ユニット3での個
人プレゼンの準備を行う。

4第 回 時間
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最終レポートに関して、タイトルや
見出し、引用などの形式的な面につ
いて再度確認する。また、最終レポ
ートが満たすべき最低限の基準とし
ての「レポートチェックリスト」と
、レポートのクオリティを高めるた
めの「レポートルーブリック」につ
いて確認する。

12 （ユニット3）個人プレゼン6―個人
プレゼン（前半グループ）

個人プレゼンテーションの内容にもとづ
いた、最終レポートの草稿を執筆する。

4第 回 時間

個人で情報収集し、検討した結果を
踏まえ、SDGsの各目標についてのプ
レゼンテーション（前半グループ）
を行なう。クラスのメンバーで相互
評価票に記入する。発表を良く聞き
、内容に関する質問を各自考える。

13 （ユニット3）個人プレゼン7―個人
プレゼン（後半グループ）

個人プレゼンテーションの内容にもとづ
いた、最終レポートの草稿を執筆する。

4第 回 時間

個人で情報収集し、検討した結果を
踏まえ、SDGsの各目標についてのプ
レゼンテーション（後半グループ）
を行なう。クラスのメンバーで相互
評価票に記入する。発表を良く聞き
、内容に関する質問を各自考える。

14 （ユニット3）個人プレゼン8―推敲
とピアレビュー

ピアレビューでもらった改善のためのコ
メントを踏まえて、草稿を修正し、最終
レポートを執筆する。

4第 回 時間

レポートの草稿を提出する。レポー
トチェックリストをもとに、クラス
メンバーで相互にコメントをつける
。コメントを踏まえてレポートを修
正する。半年の学習をふりかえり「
この授業で何を学んだか」を記入す
る。

1048
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授業科目名 スタディスキルズ２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

鈴木克彦・新田明美・惟任泰裕

講義＋演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、SDGs（持続可能な開発目標）に関連する資料を読み解き、具体的な提言を行いながら、問題分析力と提言力を鍛え
ます。受講者には、①聞きなれた言葉でも、改めてその意味を問い直す。②客観的データに基づいて現状を分析する。③一つの
社会的な問題が、他の様々な問題と連関していることを知り、多角的に物事を捉える必要性を知る。④持続可能な世界の未来に
向けた、独自性と説得力のある提言を行うことが求められます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル SDGｓの理解 現代社会の教養であるSDGsに関す
る知識を身につけ、自分のキャリ
アをに位置づけて構想できるよう
になる。

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 語彙力と読解力 短文を精読し、その内容を正確に
理解し、またその要旨を的確にま
とめることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 多様な意見や資料を収集し、客観
的データに基づいて現状を分析し
て 課題を発見することができる。

2．全学DP８.意思疎通 SDGs の問題に関して、自分の「意
見」を整理してわかりやすく口頭
発表したり、レポートとしてまと
めたりすることができる。

3．全学DP10.忠恕の心 SDGsの理念に即して、様々な問題
に対し、おもいやりのある問題解
決を考案することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

1048
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

30

シャトルシートの記入提出、授業外学習課題の提出、授
業への参加度

：

％

テーマレポート

10

第６回に扱うテーマに関するレポートの内容を評価する
。

：

％

プレゼンテーション

20

第10～12回に行う個人のプレゼンテーションでの話し方
や資料の使い方などを別途配布するルーブリックに従っ
て評価する。

：

％

図書館読書感想文

10

図書館読書コンクールの読書感想文審査基準にもとづき
評価する。

：

％

期末レポート

30

第10～12回に行った各自のプレゼンテーションを基にレ
ポートを作成する。わかりやすさや論理構成などを別途
配布するルーブリックに従って評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜必要に応じて指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

◎読書感想文は、履修前課題として夏休みの宿題とする。詳細は、夏休み前に指示する。
◎課題本をテキストとする。詳細は、夏休み前に指示する。

クラスメートと協力し、気持ちのよい学習環境にするよう努力すること。
遅刻欠席厳禁。とくにプレゼンテーションの日には欠席しないこと。
提出物の期限を守ること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 備考欄参照

場所： 備考欄参照

備考・注意事項： 各クラス：初回授業時に案内する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、SDGsとは何か
（１）：概要、理念の確認

選書、SDGsについての情報収集 4第 回 時間

授業の目標、内容、評価などの説
明。SDGｓの目標、概要など解説。
読書感想文の閉め切り、Lドライブ
の使い方、自己紹介、選書など。

2 貧困、児童労働について考える：自
分との関係

選書、SDGsについての情報収集 4第 回 時間

SDGsの目標の一つである貧困、児童
労働に関する現状と課題、目標につ
いて知り、自分との関係を考える。

3 持続可能な経済について考える：自
分との関係

選書、SDGsについての情報収集 4第 回 時間

SDGsの目標の一つである「働きがい
も経済成長も」に関する現状と課題
、目標について知り、自分との関係
を考える。

4 持続可能な社会について考える：自
分との関係

選書、SDGsについての情報収集 4第 回 時間

SDGsの目標の一つであるジェンダー
に関する現状と課題、目標について
知り、自分との関係を考える。

5 持続可能な環境について考える：自
分との関係

選書、SDGsについての情報収集 4第 回 時間
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SDGsの目標の一つである地球温暖化
、気候変動に関する現状と課題、目
標について知り、自分との関係を考
える。

6 テーマの選定（１）：情報収集、
ディスカッション

テーマレポート「どうすれば～できる
か」

4第 回 時間

資料の整理とディスカッション。論
の立て方について学修した後、既習
の経済、社会、環境の中から関心の
あるSDGsの目標を一つ選び、グルー
プで議論する。

7 テーマの選定（２）：私のアクショ
ンプラン

選んだ書籍の精読 4第 回 時間

テーマに関する選書を紹介し合う。
クラスのメンバーの発表から自分の
考えを深める。

8 プレゼンテーション準備（１）：構
想

選んだ書籍の精読、テーマに関する情報
収集

4第 回 時間

メインタイトル「SDGs達成のための
私のアクションプラン」のスライド
を作成しグループで共有しコメント
し合う。コメントをもとに修正する
。

9 プレゼンテーション準備（２）：推
敲

選んだ書籍の精読、テーマに関する情報
収集

4第 回 時間

第10回からはじまるプレゼンテーシ
ョンに向けて準備を行う。

10 SDGsにコミットする（１）：プレゼ
ンテーション①

選んだ書籍の精読、最終レポートに向け
て情報整理

4第 回 時間

プレゼンテーション。考察結果につ
いて口頭発表を行う。プレゼンテー
ションのルーブリックをもとに、ク
ラスメンバーで相互評価票に記入す
る。

11 SDGsにコミットする（２）：プレゼ
ンテーション②

選んだ書籍の精読、最終レポートに向け
て情報整理

4第 回 時間

プレゼンテーション。考察結果につ
いて口頭発表を行う。プレゼンテー
ションのルーブリックをもとに、ク
ラスメンバーで相互評価票に記入す
る。

12 SDGsにコミットする（３）：プレゼ
ンテーション③

選んだ書籍の精読、最終レポートに向け
て情報整理

4第 回 時間

プレゼンテーション。考察結果につ
いて口頭発表を行う。プレゼンテー
ションのルーブリックをもとに、ク
ラスメンバーで相互評価票に記入す
る。

13 SDGsにコミットする（４）：最終レ
ポート執筆

選んだ書籍の精読、最終レポートに向け
て情報整理・要約ドリル

4第 回 時間

プレゼンテーションで取り上げたSD
Gsのテーマについて調査、整理・要
約、考察し、結論を導き出す（2000
字）。過去の優秀レポートも参考に
しながられぽーとの書き方、ルーブ
リックについて理解する。

14 SDGsにコミットする（５）：最終レ
ポート推敲

授業を振り返りながらレポートを完成さ
せる

4第 回 時間

選んだテーマに沿ったグループごと
にレポートを互いに読み合い、ルー
ブリックをもとにコメントし合う。
コメントをもとに修正する。

1050
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授業科目名 スタディスキルズ２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

佐々木博史・上岡修平・上阪彩香

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学では、専門分野について深く学ぶとともに、市民として社会に自覚的に参画する力を育てることも大切である。本科目で
は、社会の問題に目を向け、多様な意見や資料を収集し、自分で考え、主張を伝えることを目標に、科学的方法に基づく問題解
決の手法として社会調査及び仮説検証、PCによるレポートやプレゼンテーション資料の作成技法などを実践的に学ぶ。このなか
で協同作業の作法及びコミュニケーション力を身に着ける。受講者には、資料の収集方法とそれらの評価方法、引用方法と参考
文献の書き方、論理的な文章構築法を習得して、社会の問題について科学的で合理的な問題解決ができるようになることを目指
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎

科学的方法に基づく問題解決の手
法として社会調査及び仮説検証に
取り組む。

社会問題の解決のために科学的な
調査を計画・実行できる。

汎用的な力

1．DP６.他者とのコミュニケー
ション

協同作業の作法やコミュニケー
ション力を身に着ける。

2．DP７.他者との協調・協働 調査結果や自分の意見を伝えるた
めの論文・レポートを作成でき
る。

3．DP８.忠恕の心 パワーポイントを使って5分程度の
プレゼンテーションができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

提出物

30

最終課題であるレポートを除く提出物の内容で評価する
。

：

％

プレゼンテーション

30

授業中に実施する発表会でのプレゼンテーションについ
て、その内容をルーブリックに従って評価する。

：

％
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1100

レポート

40

最終課題として提出するレポートについて、その内容を
ルーブリックに従って評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

外務省：「SDGsとは？」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
外務省：「持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けて日本が果たす役割」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_gaiyou_202108.pdf
外務省：「持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取組」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/SDGs_pamphlet.pdf

他にも授業中に適宜資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業時間外学修が求められる。
・授業はグループワーク主体で進めるため、出席を原則とする。やむをえない事由により欠席する場合は、事前に担当教員に連
絡をとり、指示を仰ぐこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 佐々木：月曜5限、上岡：月曜5限、上阪：火曜4限

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 SDGsとは何か―持続可能な経済を考
える（1）目標の理解

SDGsの経済に関する目標について、与え
られた資料をまとめる。

4第 回 時間

21世紀に生きる市民の教養であるSD
Gsの理念を理解する。特にSDGｓの
諸目標の中から経済に関するものを
取り上げる。諸目標について与えら
れた資料を精読し、理解を深める。

2 SDGsとは何か―持続可能な経済を考
える（２）課題の洗い出し

ディスカッション用の資料として、目標
達成のための課題を事前に調べてまとめ
ておく。

4第 回 時間

SDGsの経済に関する諸目標について
、目標を達成するための課題を洗い
出す。ディスカッションを通じて具
体的な課題をいくつか選定し、まと
める。

3 仮説検証（１）グループ編成、仮説
設定

グループで連絡を取って作業を進める。 4第 回 時間

グループ活動の趣旨と活動目的の説
明を行った後、5名程度のグループ
を編成する。グループ内でメンバー
の役割を決める。
グループ内で話し合って課題に対す
る仮説を設定する。調査内容につい
てSDGsに関連した内容を取り上げる
。

4 仮説検証（２）質問紙の作成 グループで連絡を取って、作業を進め
る。プリテストに向けた準備を行う。

4第 回 時間

仮説検証のための調査について、質
問文の作成方法を学習する。グルー
プ毎に調査用の質問紙を作成する。

5 仮説検証（３）プリテストの実施、
質問紙の改善

作成した質問紙を用いて、各自で本調査
を実施し、データを収集する。

4第 回 時間

作成した質問紙を用いて、クラス内
でプリテスト（予備調査）を実施す
る。プリテストの結果をもとに、グ
ループ内で話し合って質問紙を改善
し、本調査用の質問紙を作成する。

6 仮説検証（４）調査データの整理 グループで連絡を取って作業を進める。 4第 回 時間
調査で得たデータを整理する。調査
記録の確認、データのコーディング
、クリーニング等を行い、データの
作成を行う。

7 仮説検証（５）データ分析とデータ
検索、調査報告の準備

グループで連絡を取って作業を進める。
調査報告用の発表資料を準備する。

4第 回 時間
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作成したデータを用いて、単純集計
および可視化を行う。調査結果に基
づき、仮説の真偽について検討する
。次回の調査報告に向けて準備を行
う。

8 仮説検証（６）調査報告 グループで連絡を取って作業を進める。
授業後に発表資料を改善し提出する。

4第 回 時間

各グループで実施した調査と仮説検
証結果について、発表会を実施する
。他グループの発表をよく聞き、質
疑応答に参加する。プレゼンテーシ
ョンのルーブリックをもとに、クラ
ス内で相互評価票に記入する。

9 仮説検証（７）仮説検証のまとめ グループで連絡を取って作業を進める。
レポート作成に向けて、データ分析、文
献調査等の準備を行う。

4第 回 時間

各グループで実施した調査と仮説検
証について、調査報告の結果を受け
て再検討し、仮説検証結果をまとめ
る。
次回以降のレポート作成に向けて準
備を行う。

10 レポートの作成（1）レポートの執
筆

レポートを作成し提出する。 4第 回 時間

論文形式のレポートを執筆する上で
基本となるIMRADおよびパラグラフ
ライティングの考え方に基づき、調
査結果に関するレポートを執筆する
。
（1）パワーポイント等を用いてレ
ポートの骨格を作成する。
（2）各パラグラフの詳細を埋めて
レポートを完成させる。

11 レポートの作成（２）レポートの査
読

査読報告書を作成し提出する。 4第 回 時間

論文査読に関する基本知識を学び、
他学生の執筆したレポートを建設的
に査読する。ひとり2件程度のレポ
ートを査読する。査読結果はGoogle
Formに記入する。

12 レポートの作成（３）レポートの修
正、再査読

レポートの修正稿と査読者への回答書を
作成し提出する。再査読の報告書を作成
し提出する。

4第 回 時間

レポートの修正：査読結果に対する
修正を行い、査読者に対する回答書
を添付したうえで再投稿する。
レポートの再査読：再投稿された修
正稿と回答書の内容を確認して、正
しく修正されているかどうか確認す
る。

13 レポートの作成（４）プレゼンテー
ションの準備

プレゼンテーション用の発表資料を完成
させる。

4第 回 時間

再査読の結果を受けてレポートを完
成させる。レポート内容について、
次回のプレゼンテーションに向けて
準備を行う。

14 レポートの作成（５）プレゼンテー
ション

プレゼンテーションの事前練習を行う。
授業後に発表資料を改善し提出する。

4第 回 時間

各自のレポート内容について、発表
会を実施する。他者の発表をよく聞
き、質疑応答に参加する。プレゼン
テーションのルーブリックをもとに
、クラスメンバーで相互評価票に記
入する。最後に優秀発表者を選定し
、表彰する。

1100
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授業科目名 英語基礎Ⅰ（教育）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

田原理恵・石田雅子・服部拓哉・髙木浩志・Cレギュア―

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

1100
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1101
25 ％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Headway Elementary
Students Book (5th
Edition)

Liz & John Soars・Paul
Hancock

OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2019

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・授業は予習を前提として行われます。また、授業後は丁寧に復習しておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 1回目の授業で連絡

場所： 教室等

備考・注意事項： 非常勤講師担当のクラスについては、授業の前後の時間に、教室や非常勤
講師室で、また講義日以外はEメールで質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、コミュニケー
ション活動

課題１の予習（語彙確認、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング課題など）

1第 回 時間

授業の進め方の説明、授業の約束事
の確認、コミュニケーション活動

2 授業課題１：Nice to meet you!! 課題１の復習と課題2の予習（語彙確認、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

3 授業課題２：Work and family life 課題2の復習と課題3の予習（語彙確認、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

4 授業課題３：Time off 課題3の復習と課題4の予習（語彙確認、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

5 総復習（授業課題１－３） 発表内容の準備 1第 回 時間
語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

6 パフォーマンス課題１：ミニプレゼ
ンテーションの準備

発表の準備／練習 1第 回 時間

発表準備、発表（事前練習）
7 パフォーマンス課題１：ミニプレゼ

ンテーション
ミニプレゼンテーションの振り返りと課
題4の予習（語彙確認、リーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキング
課題など）

1第 回 時間

発表（本番）、分析、講評
8 授業課題４: House and home 課題4の復習と課題5の予習（語彙確認、

リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動
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9 授業課題５: Super U! 課題5の復習と課題6の予習（語彙確認、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

10 授業課題６: Lessons in life 課題4-6の復習（語彙確認、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

11 総復習（授業課題4－6） 発表内容の準備 1第 回 時間
語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

12 パフォーマンス課題２：プレゼン
テーションの準備

発表の準備／練習 1第 回 時間

発表準備、発表（事前練習）
13 パフォーマンス課題２：プレゼン

テーション
プレゼンテーションの振り返りと定期試
験準備学習

1第 回 時間

発表、講評、まとめ
14 総復習（授業課題1-6) 定期試験準備学習 1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

0第 回 時間

1101
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授業科目名 英語基礎Ⅰ（国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

デイヴィス恵美

演習

該当する

（デイヴィス）大手日系電機メーカーのイギリス現地法人において、ヨーロッパ圏内の販社営業を担
当し、販売戦略などに関する資料作成やプレゼンテーションも担当した。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、リーディング素材への深い考察を通し、さまざまな視点から批判的思考能力を育てることを重視します。他者と効
果的に意思疎通を行うためには、まず自分を理解していなければなりません。そのためにはさまざまな状況において常に自らは
どう考えるのかを意識しなければならず、その思考の原点となる幅広い教養を育むことは英語教育には欠かせない要素であると
言えます。課題解決型学習の一環としてペアワークやグループワークを取り入れ、多文化共生社会における多様な価値観を受け
入れ、他と協働できる国際的人材としてのベース作りを視野に入れた授業展開を行います。多量の英語を読むことを通して、英
語に対する受容力を鍛え、英語的感覚を伸ばしていくことも目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル コミュニケーションに影響を与え
る国際的・文化的諸問題を多量の
インプットにより知る。

トピックに関連してクリティカル
に思考し、課題を発見できる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 様々なグループの中で、必要に応
じてリーダーシップを取ることが
できる。

2．全学DP８.意思疎通 グループ活動をスムーズに行える
英語コミュニケーション能力を身
につける。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 協働学習の中で多様性を理解し、
気配り、共感して受容する素養を
育み、社会生活を営むにたる親和
力を培う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

1101
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Participation

30

授業内ビブリオバトルに準備を含め積極的に取り組んで
いるかにより総合的に判断する。また、学期末に開催す
る他大学とのビブリオバトルコンテストに積極的に出場
することも考慮に入れる。その他課題の提出状況。

：

％

Extensive Reading

30

授業外での多読を積極的に行い、目標達成ができている
かにより判断する。読んだ本についての多読レポートを
学修記録として作成すること。

：

％

E-Learning

30

個別にアサインされているE-Learningの課題を期限内に
取り組むこと。

：

％

Quizzes

10

単語小テスト、文法小テストの学期内トータル達成度を
判断する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

First Voyage ? from
Grammar to Reading

木村啓子・田川憲次郎・エ
ドワード・ハウ

南雲堂・・ 年・2005

Links: A Communication
Course with Extensive
Reading.

Harris, J. & Leeming, P. X-Reading・・ 年・2023

参考文献等

本授業では、デジタル版多読教材であるXreading.comの年間使用契約をし教材として使用します。
本授業では、E-Learning教材であるぎゅっとeの年間使用契約をし、教材として使用します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。 特に授業内では協働学習を中心として進めるので、自らの貢献度
を向上させるためにも、普段から社会における様々な事象をクリティカルな視点を持って眺め、自らインプットを求める積極性
が求められます。英語はコミュニケーションを円滑に行うためのツールに過ぎず、そのツールを活かす原動力は自らの「人間
力」であることを理解し、分野を限定することなく幅広く見聞を広めて下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 西館２階　個研１

備考・注意事項： 相談がある場合はまずメールにてアポイントメントをとってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
講義の進め方の説明
Xreadingの説明
学修ポートフォリオの説明
CASEC/TOEICの説明と目標設定
単語テストの説明と語彙リストの配
布
Xreadingプレースメントテスト実施
語彙サイズテスト（事前）実施
授業内多読

Links: Preview
2 動詞 / Friendship 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間

テキストUnit 0: 動詞
Be動詞と一般動詞の基本を押さえる

Links
Unit 1: Friendship ? Main Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 1 演習問題

3 否定文 / Friendship 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
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1102
テキストUnit 1: 否定文
否定文の基本を押さえる

Links
Unit 1: Friendship ? Follow-up R
eader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 3演習問題

4 助動詞 / Technology 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 3: 助動詞
助動詞の基本を押さえる

Links
Unit 2: Technology-Main Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 4演習問題

5 第一文型と第二文型 / Technology 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 4: 文型①
第一文型と第二文型の基本を押さえ
る

Links
Unit 2: Technology ? Follow-up R
eader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 5 演習問題

6 第三文型と第四文型 / Study
Abroad

多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間

テキストUnit 5: 文型②
第三文型と第四文型の基本を押さえ
る

Links
Unit 3: Study Abroad ? Main Read
er

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 6 演習問題

7 進行形 / Study Abroad 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 6: 進行形
進行形の基本を押さえる

Links
Unit 3: Study Abroad ? Follow-up
Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 7 演習問題

8 受動態 / Peace 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 7: 受動態
受動態の基本を押さえる

Links
Unit 4: Peace ? Main Reader

宿題
単語小テスト準備
文法中間テスト準備

9 ミニ・ビブリオバトルについて 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
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文法小テスト

ミニ・ビブリオバトルについての説
明
プレゼンテーションとは（概説）
自己選定の図書を使い、準備ワーク
シートに沿ってプランニング
ミニ・ビブリオバトル進行役（MC）
決定

質疑応答の意義について
グループワークによるブレインスト
ーム
フィードバック
具体例の提示

宿題
ミニ・ビブリオバトル1回目の準備
単語小テスト準備

10 ミニ・ビブリオバトル1回目 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
個人個人が選定した図書について、
日本語によるミニ・ビブリオバトル
の実施
ピアフィードバック
総括

宿題
ピア・フィードバックに基づいて原
稿・及びパフォーマンスの改善を行
う

11 ミニ・ビブリオバトル1回目振り返
り会

多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間

ピア・フィードバックに基づいて改
善した原稿についてグループでシェ
ア
ピアフィードバック

原稿の英文化
スピーチ原稿を英語に作り替える
英語によるスピーチの注意点など

宿題
ミニ・ビブリオバトル2回目（英語
）の準備

12 ミニ・ビブリオバトル2回目準備会 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
英文の調整
英語での発表練習
グループでの相互支援

13 ミニ・ビブリオバトル2回目 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
個人個人が選定した図書について、
英語によるミニ・ビブリオバトルの
実施
ピアフィードバック
総括
チャンプ本獲得者は学外ビブリオバ
トルに参加

宿題
多読記録の確認

14 ミニ・ビブリオバトル振り返り会 多読・学修ポートフォリオ 1第 回 時間
ピア・フィードバックに基づいた改
善案についてのリフレクション

夏休み中の課題について説明
語彙サイズテスト（事後）実施
総括
前期期末レポート説明

1102
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授業科目名 英語基礎Ⅰ（看護）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

永野喜子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年、外国人観光客や在留外国人の人口の増加に伴い、看護・医療現場での英語能力の必要性が高まっていることから、この
コースにおいては、医療系英語の基礎を身に付けることを目的とする。具体的には、基礎医学および看護の実践で使われる機会
の多い語彙、例えば解剖学的用語、症状や病名の用語などについて学修する。さらに、担当する患者さんや同僚とのコミュニ
ケーションを英語で行うことができるように、授業のなかでは学生同士のロールプレイを通して、会話の練習を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

授業のなかで導入された医療用語
を理解し、それを自身で使いこな
すことができるように練習する。

医療現場で、同僚ならびに患者さ
んとのコミュニケーションが、英
語を使って円滑に行うことができ
るようになる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語を使ってのコミュニケーショ
ン能力を身に付ける

2．全学DP４.課題発見 分からない医療用語や日常会話の
表現に遭遇したら、すぐに調べて
分かるようにし、それを意識的に
自身で使うようにして身に付け
る。

3．全学DP10.忠恕の心 ロールプレイで会話の練習をしな
がら、将来の患者さんと会話して
いることを想定し、相手の状態を
理解し、気持ちに寄り添いながら
発言する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として、毎回出席し、授業中に出された課題は、次の授業までに必ず完了させること。
復習の出来具合をみるための小テストは毎回授業の最初に行います。
授業に出席する前に、教科書の予習を行うこと。
常に積極的な姿勢で受講ならびに活動をすること。

1102
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業中の活動における積極性

25

教師の問いかけや会話練習における自主発表の頻度
予習の出来具合

：

％

復習の出来具合

50

毎回の授業のなかで行う単語テストなどの成績：

％

定期試験

25

コース全体の学習の度合いを測る筆記試験の成績：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

First Aid! English for
Nursing

樋口晶彦・John Tremarco 金星堂・・ 年・2013

参考文献等

看護英和辞典（医学書院）
ナース版ステッドマン医学辞典（メジカルビュー社）
看護英会話入門（医学書院）
看護師たまごの英語40日間トレーニングキット（アルク）

履修上の注意・備考・メッセージ

原則として毎回出席してください。
授業中は、自主発表をするなど、常に積極的な姿勢を見せてください。
毎回習った単語や表現の復習をしっかり行ってください。（毎回、授業の最初に小テストを行います）

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ Unit 1 First Visit to a Hospital 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

アメリカ人が日本の病院に初めて行
って、受付の人と話す会話を聴き、
初診の患者さんを案内する際の語彙
・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞、病院部局
の語彙
　・内臓を表す語幹＋「学問」「炎
症」などの意味をもつ接尾辞を覚え
る。
　・総合病院部局の名称を覚える。

２ Unit 2 How to Fill in a
Registration Form

授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

日本語の読めない初診のアメリカ人
が登録票に記入するときの受付の人
との会話を聴き、登録に必要な語彙
・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：接頭辞＋語幹
　・「過剰」「悪」「無」などの意
味をもつ接頭辞＋「生物」「熱」「
血」などの意味をもつ
　　語幹を覚える。

３ Unit 3 Let's Ask about Mr.
Brown's Daily Activities

授業でで学習した語彙・表現を十分に復
習すること。

1第 回 時間
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1105
内科を受診するアメリカ人の患者の
生活習慣について、看護師が尋ねる
会話を聴き、その看護師の使う表現
を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（脳・神経
系）、体の部位（頭部）の単語
　・「脳」「脊髄」「神経」などの
意味をもつ語幹＋「炎症」「腫瘍」
などの意味をもつ接尾
　　辞を覚える。
　・頭部の「眉」「耳たぶ」などの
単語を覚える。

４ Unit 4 Mr. Brown's Symptoms 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

アメリカ人患者の訴える自分の症状
について、医師が質問する会話を聴
き、その医師の使う表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（消化器系
）、体の部位の単語
　・「胃」「腸」などの意味をもつ
語幹＋「切開」「縫合」「腫」など
の意味をもつ接尾辞を
　　覚える。
　・「胸」「肘」「ひざ」などの体
の部位の単語を覚える。

５ Unit 5 Medical Checkup 1 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

アメリカ人患者の脈拍、血圧、体重
を看護師が測定するときの会話を聴
き、測定の際の語彙・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（循環器・
血液系）、臓器の単語
　・「心臓」「血管」「血液」など
の意味をもつ語幹＋「学問」「形成
」などの意味をもつ接
　　尾辞を覚える。
　・内臓ひとつひとつの単語を覚え
る。

６ Unit 6 Medical Checkup 2 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

アメリカ人患者の検尿・血液検査を
するときの、彼と看護師との会話を
聴き、これらの検査に必要な語彙・
表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（呼吸器系
）、医療スタッフの名称
  ・「扁桃」「咽頭」「気管」など
の意味をもつ語幹＋「炎症」「痛み
」「瘤」などの意味を
　　もつ接尾辞を覚える。
　・「内科医」「外科医」などの名
称の単語を覚える。

７ Unit 7 Mr. Brown's Diagnosis 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

アメリカ人患者の血液検査結果を説
明する彼の主治医と彼との会話を聴
き、血液検査結果の説明に必要な語
彙・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習

医学用語：語幹＋接尾辞（骨格・筋
肉系）、病院のスタッフの名称
　・「骨」「筋肉」「腱」の意味を
もつ語幹＋「腫」「細胞」「切開」
などの意味をもつ接尾
　　辞を覚える。
　・「介護員」「看護助手」「看護
部長」などの名称の単語を覚える。

８ Unit 8 Mr. Anderson's Symptoms 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間
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1105
消化器の不調を訴えるアメリカ人患
者と医師との会話を聴き、患者の主
訴について詳しく尋ねるときの語彙
・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（泌尿器・
生殖器系）、症状の表現
　・「腎臓」「膀胱」「子宮」など
の意味をもつ語幹＋「炎症」「結石
」「外科切除」などの
　　意味をもつ接尾辞を覚える。
　・「めまいがする」「寒気がする
」などのような症状を表現する短文
を覚える。

９ Let's Ask More about Mr.
Anderson's Symptoms

授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

脈拍と血液検査を受けたアメリカ人
患者と、彼に症状を尋ねる看護師と
の会話を聴き、症状を詳しく尋ねる
ときの語彙・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（耳鼻咽喉
系）、痛みの表現
　・「喉頭」「咽頭」「耳」などの
意味をもつ語幹＋「鏡検査」「炎症
」「漏出」などの意味
　　をもつ接尾辞を覚える。
　・「ひりひり痛む」「激痛がする
」などのような痛みを表現する短文
を覚える。

10 Explaining Blood Test Results 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

内視鏡検査を受けたアメリカ人患者
と、結果を説明する医師との会話を
聴き、検査の結果説明のときに使う
語彙・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（皮膚・関
節系）
　・「皮膚」「関節」の意味をもつ
語幹＋「炎症」「痛み」などの意味
をもつ接尾辞を覚え
　　る。

11 How to Take Medicine 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

アメリカ人患者と、服薬のしかたを
説明する薬剤師との会話を聴き、薬
の服用の際の語彙・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（リンパ・
免疫系）
　・「リンパ」「免疫」などの意味
をもつ語幹＋「細胞」「不全」など
の意味をもつ接尾辞を
　　覚える。

12 Mrs. Johnson Feels Dizzy 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

めまいのするアメリカ人患者と医師
との会話を聴き、患者の症状などを
尋ねるときの語彙・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習

医学用語：語幹＋接尾辞（内分泌系
）、看護師の携行品（１）
　・「甲状腺」「副腎」などの意味
をもつ語幹＋「炎症」「切除」など
の意味をもつ接尾辞を
　　覚える。
　・「聴診器」「体温計」などの携
行品の単語を覚える。

13 Unit 13 An MRI Test。 授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間
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MRI検査をするアメリカ人患者と医
師との会話を聴き、MRI検査の説明
のときにつかう語彙・表現を覚える
。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（細胞・組
織系）、看護師の携行品（２）
　・「細胞」「リンパ」「脂肪」な
どえsの意味をもつ語幹＋「学問」
「細胞」などの意味をも
　　つ接尾辞を覚える。
　・「カテーテル」「はさみ」「便
器」などの単語を覚える。

14 Unit 14 Recommending an
Operation

授業で学習した語彙・表現を十分に復習
すること。

1第 回 時間

MRI検査を受けたアメリカ人患者と
、検査結果を説明する医師との会話
を聴き、手術の説明の際に使う語彙
・表現を学ぶ。
　・リスニング～会話練習
医学用語：語幹＋接尾辞（腹部系）
、病気の名称
　・「腹」「腹膜」などの意味をも
つ語幹＋「形成」「切開」などの意
味をもつ接尾辞を覚え
　　る。
　・「貧血」「喘息」「認知症」の
ような病名を表す単語を覚える。
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授業科目名 英語基礎Ⅱ（教育）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

田原理恵・石田雅子・服部拓哉・髙木浩志・Cレギュア―

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ棄権とみなし不可とする。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

1105
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1106
25 ％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Headway Elementary
Students Book (5th
Edition)

Liz & John Soars・Paul
Hancock

OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2019

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・授業は予習を前提として行われます。また、授業後は丁寧に復習しておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 1回目の授業で連絡

場所： 教室等

備考・注意事項： 非常勤講師担当のクラスについては、授業の前後の時間に、教室や非常勤
講師室で、また講義日以外はEメールで質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、コミュニケー
ション活動

課題7の予習（語彙確認、リーディング、
リスニング、ライティング、スピーキン
グ課題など）

1第 回 時間

授業の進め方の説明、授業の約束事
の確認、コミュニケーション活動

2 授業課題7: Remember when.... 課題7の復習と課題8の予習（語彙確認、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

3 授業課題８：Love it or hate it! 課題8の復習と課題9の予習（語彙確認、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

4 授業課題９：Life in the city 課題7-9の復習（語彙確認、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

5 総復習（授業課題7－9） 発表内容の準備 1第 回 時間
語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

6 パフォーマンス課題１：ミニプレゼ
ンテーションの準備

発表の準備／練習 1第 回 時間

発表準備、発表（事前練習）
7 パフォーマンス課題１：ミニプレゼ

ンテーション
ミニプレゼンテーションの振り返りと課
題10の予習課題（予習・復習課題（語彙
確認、リーディング、リスニング、ライ
ティング、スピーキング課題など）

1第 回 時間

発表（本番）、分析、講評
8 授業課題10: What are you up to? 課題10の復習と課題11の予習（語彙確

認、リーディング、リスニング、ライ
ティング、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動
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9 授業課題11: Going for it! 課題11の復習と課題12の予習（語彙確
認、リーディング、リスニング、ライ
ティング、スピーキング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

10 授業課題12: Have you ever.....? 課題10-12の復習（語彙確認、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング課題など）

1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

11 総復習（授業課題10-12） 発表内容の準備 1第 回 時間
語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

12 パフォーマンス課題２：プレゼン
テーションの準備

発表の準備／練習 1第 回 時間

発表準備、発表（事前練習）
13 パフォーマンス課題２：プレゼン

テーション
プレゼンテーションの振り返りと定期試
験準備学習

1第 回 時間

発表、講評、まとめ
14 総復習（課題7-12) 定期試験準備学習 1第 回 時間

語彙、文法、リーディング、リスニ
ング、ライティング、スピーキング
活動

0第 回 時間
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授業科目名 英語基礎Ⅱ（国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

デイヴィス恵美

演習

該当する

（デイヴィス）大手日系電機メーカーのイギリス現地法人において、ヨーロッパ圏内の販社営業を担
当し、販売戦略などに関する資料作成やプレゼンテーションも担当した。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、リーディング素材への深い考察を通し、さまざまな視点から批判的思考能力を育てることを重視します。他者と効
果的に意思疎通を行うためには、まず自分を理解していなければなりません。そのためにはさまざまな状況において常に自らは
どう考えるのかを意識しなければならず、その思考の原点となる幅広い教養を育むことは英語教育には欠かせない要素であると
言えます。課題解決型学習の一環としてペアワークやグループワークを取り入れ、多文化共生社会における多様な価値観を受け
入れ、他と協働できる国際的人材としてのベース作りを視野に入れた授業展開を行います。多量の英語を読むことを通して、英
語に対する受容力を鍛え、英語的感覚を伸ばしていくことも目標とします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル コミュニケーションに影響を与え
る国際的・文化的諸問題を多量の
インプットにより知る。

トピックに関連してクリティカル
に思考し、課題を発見できる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 様々なグループの中で、必要に応
じてリーダーシップを取ることが
できる。

2．全学DP８.意思疎通 グループ活動をスムーズに行える
英語コミュニケーション能力を身
につける。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 協働学習の中で多様性を理解し、
気配り、共感して受容する素養を
育み、社会生活を営むにたる親和
力を培う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Participation

30

授業内ビブリオバトルに準備を含め積極的に取り組んで
いるかにより総合的に判断する。また、学期末に開催す
る他大学とのビブリオバトルコンテストに積極的に出場
することも考慮に入れる。その他課題の提出状況。

：

％

Extensive Reading

30

授業外での多読を積極的に行い、目標達成ができている
かにより判断する。
読んだ本についての多読レポートを学修記録として作成
すること。

：

％

E-Learning

30

個別にアサインされているE-Learningの課題を期限内に
取り組むこと。

：

％

Quizzes

10

単語小テスト、文法小テストの学期内トータル達成度を
判断する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

First Voyage ? from
Grammar to Reading

木村啓子・田川憲次郎・エ
ドワード・ハウ

南雲堂・・ 年・2005

Links: A Communication
Course with Extensive
Reading.

Harris, J. & Leeming, P. X-Reading・・ 年・2023

参考文献等

本授業ではデジタル版多読教材であるXreading.comの年間使用契約をし教材として使用します。
本授業では、E-Learning教材であるぎゅっとeの年間使用契約をし、教材として使用します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。 特に授業内では協働学習を中心として進めるので、自らの貢献度
を向上させるためにも、普段から社会における様々な事象をクリティカルな視点を持って眺め、自らインプットを求める積極性
が求められます。英語はコミュニケーションを円滑に行うためのツールに過ぎず、そのツールを活かす原動力は自らの「人間
力」であることを理解し、分野を限定することなく幅広く見聞を広めて下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 西館２階　個研１

備考・注意事項： 相談がある場合はまずメールにてアポイントメントをとってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
Orientation
講義の進め方の説明
多読進捗状況の確認
学修ポートフォリオの確認
CASEC/TOEICの目標設定の確認

授業内多読

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 8 演習問題

2 第五文型（知覚・認識）/ Money 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 8: 文法③
第五文型（知覚・認識）の基本を押
さえる

Links
Unit 5: Money  ? Main Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 9 演習問題

3 第五文型（使役・許可・願望）/
Money

多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
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1110
テキストUnit 9: 文法④
第五文型（使役・許可・願望）の基
本を押さえる

Links
Unit 5: Money  ? Follow-up Reade
r

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 10 演習問題

4 完了形 / Science and Progress 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 10: 完了形
完了形の基本を押さえる

Links
Unit 6: Science and Progress  ?
Main Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 11 演習問題

5 動名詞 / Science and Progress 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 11: 動名詞
動名詞の基本を押さえる

Links
Unit 6: Science and Progress  ?
Follow-up Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 12 演習問題

6 不定詞1 / History 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 12: 不定詞①
不定詞の基本を押さえる

Links
Unit 7: History ? Main Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 13 演習問題

7 不定詞2 / History 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 13: 不定詞②
不定詞の基本を押さえる

Links
Unit 7: History ? Follow-up Read
er

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 14演習問題

8 分詞 / Stories 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 14: 分詞
分詞の基本を押さえる

Links
Unit 8: Stories ? Main Reader

宿題
単語小テスト準備
テキストUnit 15演習問題

9 節 / Stories 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
テキストUnit 15: 名詞節と副詞節
節の基本を押さえる

Links
Unit 8: Stories ? Follow-up Read
er

宿題
フル・ビブリオバトル1回目の準備

10 フル・ビブリオバトル1回目 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
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個人個人が選定した図書について、
フル・ビブリオバトルの実施
ピアフィードバック
総括

宿題
ピア・フィードバックに基づいて原
稿・及びパフォーマンスの改善を行
う

11 フル・ビブリオバトル1回目振り返
り会

多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間

ピア・フィードバックに基づいて改
善した原稿についてグループでシェ
ア
ピアフィードバック
授業内多読

宿題
フル・ビブリオバトル2回目の準備

12 フル・ビブリオバトル2回目 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
個人個人が選定した図書について、
フル・ビブリオバトルの実施
ピアフィードバック
総括

宿題
ピア・フィードバックに基づいて原
稿・及びパフォーマンスの改善を行
う

13 フル・ビブリオバトル２回目振り返
り会

多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間

ピア・フィードバックに基づいて改
善した原稿についてグループでシェ
ア
ピアフィードバック
語彙サイズテスト（事後）実施

宿題
多読記録の確認

14 総括 多読、学修ポートフォリオ 1第 回 時間
1年間の学びについて振り返り
チャンプ本獲得者は学外ビブリオバ
トルに参加
後期期末レポート説明

1110
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授業科目名 英語演習Ⅰ（経営・芸術）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 １

伊藤由紀子・竹野内倫子・日笠ロウェナ・山﨑郁代・谷川明代・細川真菜・武智美佳・持留沙智子・
茂田文乃

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％
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授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart CHOICE FOURTH
EDITION MULTI-PACK 1B

Ken Wilson OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2020

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室・研究室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動　UNIT 7  Which one is
cheaper?　Vocabulary

・コミュニケーション活動の復習 ・
Self-introduction準備

1第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備物、課題等について説
明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動
・テキスト Useful Classroom Lang
uage, UNIT7 vocabulary

2 UNIT 7  Which one is cheaper?
Conversation

・UNIT7の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Conversation
・ペアワーク、グループワーク
・Self-introduction
・UNIT7のテーマ、Clothesに関連し
たパフォーマンス課題の準備

3 UNIT 7  Which one is cheaper?
Language Practice and Listening

・UNIT7のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・UNIT7のテーマ、Clothesに関連し
たパフォーマンス課題の準備

4 UNIT 7 Which one is cheaper?
Reading　パフォーマンス課題

・UNIT7の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・UNIT7 のテーマ、Clothesに関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

5 UNIT 7  Which one is cheaper?
Writing and Speaking　 パフォー
マンス課題

・UNIT7のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間
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・テキスト　Writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・UNIT7 のテーマ、Clothesに関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

6 UNIT 8  They are very friendly.
Vocabulary and Conversation

・UNIT8の語彙・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT8のテーマ、Appearance and
personalityに関連したパフォーマ
ンス課題の準備

7 UNIT 8   They are very friendly.
Language Practice

・UNIT8のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice
・Grammar Practice
・UNIT8のテーマ、Appearance and
personalityに関連したパフォーマ
ンス課題の準備

8 UNIT 8   They are very friendly.
Listening　パフォーマンス課題

・UNIT8のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Listening
・Listening活動
・UNIT8のテーマ、Appearance and
personalityに関連したパフォーマ
ンス課題の準備

9 UNIT 8   They are very friendly.
Reading　パフォーマンス課題

・UNIT8の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・UNIT8のテーマ、Appearance and
personalityに関連したパフォーマ
ンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

10 UNIT 8   They are very friendly.
Writing and Speaking　 パフォー
マンス課題

・UNIT8のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間

・テキスト　Writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・UNIT8のテーマ、Appearance and
personalityに関連したパフォーマ
ンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

11 UNIT 9 You can visit the zoo.
Vocabulary and Conversation

・UNIT9の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT9のテーマ、Local attractio
nsに関連したパフォーマンス課題の
準備

12 UNIT 9 You can visit the zoo.
Language Practice and Listening
パフォーマンス課題

・UNIT9のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・UNIT9のテーマ、Local attractio
nsに関連したパフォーマンス課題の
準備

13 UNIT 9 You can visit the zoo.
Reading and Writing  パフォーマ
ンス課題

・UNIT9の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

- 107 -



・テキスト Reading and writing
・Reading活動
・Writing活動
・UNIT9のテーマ、Local attractio
nsに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他グループ
からの評価を参考にし、自己評価を
行い、今後の改善点を考える）

14 UNIT 9 You can visit the zoo.
Speaking　パフォーマンス課題

・授業のまとめワーク ・期末試験に向け
ての学習

1第 回 時間

・テキスト Speaking
・Speaking活動
・UNIT9のテーマ、Local attractio
nsに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他グループ
からの評価を参考にし、自己評価を
行い、今後の改善点を考える）
・学期のまとめとリスニングテスト
を通して学習到達度を把握する
・定期試験について

1111
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授業科目名 英語演習Ⅰ（国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

Ｒ・フロンク・范然

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、リスニングとスピーキングの基礎的な能力の修得を目標とする。具体的には、テキストを用いて多くの演習に取り組
むなかで、基本的語彙を増やしながら英語の音声の特徴についての理解を深め、日常的な発話や比較的身近なテーマに関する内
容について正確に聞き取ることのできるリスニング能力を育てていく。また、グループやペアでのコミュニケーショントレーニ
ングを取り入れて、理解される発音、リズム、適切なスピードに気をつけて演習を行うことでスピーキング能力を育てていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル Students will be able to
understand international
cultural issues that affect
communication, both positively
and negatively.

They will be able to better
understand holidays and
celebrations, personal
relations, professionalism, and
family as it relates to
English-speaking countries'
culture.

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 Students will be able to
communicate their thoughts and
intentions in English.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students will also be assessed on
1. timeliness and completion of homework assignments
2. vocabulary quizzes and/or tests, with focus on collocations and context
3. class participation and use of English; teamwork in group situations

1111
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3. class participation and use of English; teamwork in group situations
4. participation in Kobetsushido activities
Students will complete a self-evaluation after each project, and will receive constant feedback
from the instructor throughout the term.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Homework, Quizzes, Projects

45

Students will be evaluated on accuracy, timeliness,
and/or effort depending on the task type. Projects
will be assessed by using a rubric. Quizzes will be
based on vocabulary tasks.

：

％

Mid-term Test/Project

15

Students will have cumulative tests or projects to
assess learning goals for the term. Projects will b
e assessed by using a rubric.

：

％

Class Participation, English Use

20

Students are expected to participate in class in En
glish, attend Kobetsu Shido activities, and contrib
ute to an active learning environment.

：

％

Final Test/Project

20

Students will have cumulative tests or projects to
assess learning goals for the term. Projects will b
e assessed by using a rubric.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart Choice Fourth
Edition Level 1 Student
Book with Online
Practice

Wilson, K Oxford University Press・・ 年・2020

Smart Choice Fourth
Edition Level 1
Workbook

Wilson, K Oxford University Press・・ 年・2020

Smart Choice Fourth
Edition Level 2 Student
Book with Online
Practice

Wilson, K Oxford University Press・・ 年・2020

参考文献等

※使用教科書欄に入りきれなかった教科書
Wilson, K. (2020) Smart Choice Fourth Edition Level 2 Workbook
Tamura, Y., Wicking, P. (2023) Getting Things Done [Book 2] - Tasks for Connecting the Classroom with the Real
World

Smart Choiceのレベルはクラスによって異なるので、購入すべきレベルが分からなければ教授に相談しましょう。なお、どのク
ラスもGetting Things Doneは個別指導に使いますので、必ず購入しましょう。

参考文献は以下
Oxford Advanced Learner’s Dictionary, available online at https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/

Longman Dictionary of Contemporary English Online, available online at https://www.ldoceonline.com/

Swan, M. (2016) "Practical English Usage." Fourth Edition. Oxford University Press.

履修上の注意・備考・メッセージ

Students will participate in a wide range of activities, with plenty of opportunities to practice speaking and
listening.  Students will have formal and informal assessments, and speaking projects and presentations throughout
the term. These projects and presentations may be individual or group-based. Students will be assessed in oral
presentations based on their ability to
1. communicate clearly and effectively in a range of situations, showing their language skills and basic
intercultural understanding
2. use appropriate language based on different cultural, situational, or interpersonal situations
3. understand and speak with accuracy and fluency in a variety of situations
4. organize and present their ideas logically
5. understand and respond to a variety of spoken texts
(Based on International Baccalaureate “Language B” expectations, available at
https://www.sdgj.com/ckfinder/userfiles/files/c9029a01c2c3db7704b1eb12c356bdd4.pdf)

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： TBA

場所： TBA
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場所： TBA

備考・注意事項： Students will be notified of office hours during the first class.

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation / Unit 1
Introduction

(A)Vocabulary study(VS): Countries
(B)VS: Vacation activities

1第 回 時間

Orientation / Classroom language
/ Being an independent learner;
Unit 1  How was your vacation?

2 Unit 1: Nice to meet you!/How
was your vacation? (A/B)

(A) Reading and writing (RW): Social
media post (B)RW: E-mail about a
school project

1第 回 時間

(A)Speaking: Where are you from?
(B)Speaking: What did you do on
vacation?

3 Unit 2: I think it’s boring!
(A)

(A)VS: Jobs (B)VS: Movies and music 1第 回 時間

(A)Grammar: The simple present
(B)Grammar: Adjectives ending in
“-ing” and “-ed”

4 Unit 2: What do you do? (B) (A)RW: Personal information form
(B)RW: Blog post about movies

1第 回 時間

(A)Speaking: The world of work
(B)Speaking: You and the movies

5 Unit 3: Do it before you’re 30!
(A)

(A.)VS: Food (B)VS: Extreme sports
and activities

1第 回 時間

(A)Grammar: The simple present q
uestions with “do”
(B)Grammar: The present perfect

6 Unit 3: Do you like noodles? (B) (A/B)Presentation preparation 1第 回 時間
(A)Speaking: Food from all over
the world
(B)Speaking: Find someone who ha
s...

7 Presentation Project: Vacation
(A/B)

(A)RW: Tweet about streetfood (B)RW:
E-mail finding out about another
country

1第 回 時間

(A/B) Give a presentation about
a vacation destination.  Give yo
ur opinions about the destinatio
n.  Use personal experience when
possible.

8 Unit 4: The best place in the
world! (A)

(A)VS: Sports (B)VS: Natural features 1第 回 時間

(A)Grammar: Frequency adverbs
(B)Grammar: Superlative adjectiv
es

9 Unit 4: How often do you
exercise? (B)

(A)RW: e-mail from a pen pal (B)RW:
E-mail about your city

1第 回 時間

(A)Speaking: Do you like sports?
(B)Speaking: Geography quiz!

10 Unit 5: Where’s the party? (A) (A)VS: Daily activities (B)VS:
Special events

1第 回 時間

(A)Grammar: The present continuo
us
(B)Grammar: Adverbial clauses:
“before,” “after,” and “whe
n”

11 Unit 5: I’m listening to music
(B)

(A/B)Presentation preparation 1第 回 時間

(A)Speaking: Who are you and who
are you with?
(B)Speaking: My favorite months

12 Presentation Project: Cultural
event (A/B)

(A)RW: Messages from a friend (B)RW:
Description of a party

1第 回 時間

Give a presentation about a spec
ial cultural event outside of yo
ur own culture.  Include reasons
and explanations in a logical ma
nner.

13 Unit 6: You should try it! (A) (A)VS: Problems (B)VS: Healthy and
unhealthy activities

1第 回 時間

(A)Grammar: The past tense of “
be”
(B)Grammar: “should” and “hav
e to”
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14 Unit 6: Where were you
yesterday? (B)

(A/B)Final preparation 2第 回 時間

(A)Speaking: Where were you?
(B)Speaking: Living a healthy li
festyle
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授業科目名 英語演習Ⅰ（教育）

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 1

C・レギュアー・小川佳代・松本篤・北村千絵・湯浅桂・髙木浩志

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

1112
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25 ％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Headway Pre-
Intermediate Students
Book (5th Edition)

Liz & John Soars・Paul
Hancock

OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2019

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・授業は予習を前提として行われます。また、授業後は丁寧に復習しておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 1回目の授業で連絡

場所： 個人研究室または教室

備考・注意事項： 非常勤講師担当のクラスについては、授業の前後の時間に、教室や非常勤
講師室で、また講義日以外はEメールで質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動

課題1の予習（語彙、リーディング、リス
ニング、ライティング、スピーキング等
の課題）

1第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備物、課題等について説
明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動

2 授業課題１: Let's get
together（１：内容理解）

課題１の授業の復習・予習（語彙、リー
ディング、リスニング、ライティング、
スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

3 授業課題１：Let's get
together（２：発信演習）

課題１の授業の復習・課題２の予習（語
彙、リーディング、リスニング、ライ
ティング、スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)

4 授業課題２: Good news, bad news!
（１：内容理解）

課題２の授業の復習・予習（語彙、リー
ディング、リスニング、ライティング、
スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

5 授業課題２: Good news, bad news!
（２：発信演習）

パフォーマンス課題の準備 1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)
・パフォーマンス課題（１）の説明
と準備

6 パフォーマンス課題（１） 課題３の予習（語彙、リーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキング
等の課題

1第 回 時間

・第２－５回目の授業の内容に関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）
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7 授業課題３: Food for
thought（１：内容理解）

課題３の復習・予習（語彙、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

8 授業課題３: Food for
thought（２：発信演習）

課題３の復習と課題４の予習（語彙、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)

9 授業課題４: The future's in your
hands（１：内容理解）

課題４の授業の復習・予習（語彙、リー
ディング、リスニング、ライティング、
スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

10 授業課題４: The future's in your
hands（２：発信演習）

パフォーマンス課題（２）の準備 1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)
・パフォーマンス課題（２）の説明
と準備

11 パフォーマンス課題（２） 課題５の予習（語彙、リーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキング
等の課題）

1第 回 時間

・第７－10回目の授業の内容に関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

12 授業課題５: History repeats
itself（１：内容理解）

課題５の復習・予習（語彙、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

13 授業課題５: History repeats
itself（２：発信演習）

パフォーマンス課題（３）の準備 1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)
・パフォーマンス課題（３）の説明
と準備

14 パフォーマンス課題（3） 発表の振り返り・定期試験に向けての学
習

1第 回 時間

・第1－13回目の授業の内容に関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

0第 回 時間
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授業科目名 英語演習Ⅰ（看護・データサイエンス）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

吉川正美

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ラ
イティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取る
スキルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じ
た会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。　　語学の習得には継続した学習が大切です。　　欠席した場合は各自で課題
等を教員に確認してください

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

授業課題、積極的な授業活動への参加 授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

1113
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1116授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

VOAで学ぶ最先端技術と
PBL基礎演習　VOA
Science & Technology
Report

村尾純子 / 深山晶子 / 野
口ジュディー

SEIBIDO・・ 年・2020

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。　　　・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後に受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動　UNIT 1 Can Cameras
and Machines Recognize Lying in
Your Face?

・UNIT1の語彙　・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・授業の進め方、授業の準備物、課
題等について説明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動　　・テ
キスト Warm-up
Self-Introduction課題の準備

2 UNIT 1 Can Cameras and Machines
Recognize Lying in Your Face?

UNIT1の復習 ・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Reading　　・ペアワー
ク、グループワーク
・Self-Introduction課題の準備

3 UNIT 1 Can Cameras and Machines
Recognize Lying in Your Face?
パフォーマンス課題

UNIT1のまとめ　・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Challenge　　・Self-I
ntroduction活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

4 UNIT 2 How Will Machines and AI
Change the Future of Work?　パ
フォーマンス課題

・UNIT２の語彙　・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Warm-up　・Self-Intro
duction活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

5 UNIT 2 How Will Machines and AI
Change the Future of Work?

・UNIT2の復習 1第 回 時間

・テキストReading　　・ペアワー
ク、グループワーク
・テキスト Challenge　　・ペアワ
ーク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備
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7 UNIT 3 Doctors Use Virtual
Reality to Prepare for
Surgeries.

・UNIT3の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Warm-up　・ペアワーク
、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

8 UNIT 3 Doctors Use Virtual
Reality to Prepare for
Surgeries.　パフォーマンス課題

・UNIT3の復習　・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading　・ペアワーク
、グループワーク
・パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）
・テキスト Challenge　・ペアワー
ク、グループワーク
・パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

10 UNIT 4 US Businesses Making
Farming Technologies for Cites

・UNIT4の語彙 1第 回 時間

・テキスト　Warm-up, Reading
・ペアワーク、グループワーク
・テキスト Challenge　　・ペアワ
ーク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

12 UNIT 5 Origami Space Technology
Combines Art, Design, Science

・UNIT5の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Warm-up, Reading
・ペアワーク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

13 UNIT 5 Origami Space Technology
Combines Art, Design, Science
パフォーマンス課題

・UNIT5のまとめ ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Challenge　　・パフォ
ーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

14 UNIT １－5 まとめ　パフォーマン
ス課題

・授業のまとめ ・発表の振り返り　・期
末試験に向けての学習

1第 回 時間

・テキスト 1-5のまとめ　　・パフ
ォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）
・学期のまとめとリスニングテスト
を通して学習到達度を把握する
・定期試験について

1116
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授業科目名 英語演習Ⅱ（経営・芸術）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

伊藤由紀子・竹野内倫子・日笠ロウェナ・山﨑郁代・谷川明代・細川真菜・武智美佳・持留沙智子・
近藤嘉宏

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

1116
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1117

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart CHOICE FOURTH
EDITION MULTI-PACK 1B

Ken Wilson OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2020

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え、その回の授業を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室・研究室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動　UNIT 10 Is there a
coffee shop? Vocabulary

・コミュニケーション活動の復習 ・課題
に対する学習

1第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備物、課題等について説
明します。
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること。
・コミュニケーション活動
・テキスト　Vocabulary

2 UNIT 10 Is there a coffee shop?
Conversation

・UNIT10の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Conversation
・ペアワーク、グループワーク
・Unit10のテーマplaces around to
wnに関連したパフォーマンス課題の
準備

3 UNIT 10 Is there a coffee shop?
Language Practice and Listening

・UNIT10のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・Unit10のテーマPlaces around to
wnに関連したパフォーマンス課題の
準備

4 UNIT 10 Is there a coffee shop?
Reading　パフォーマンス課題

・UNIT10の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・Unit10のテーマPlaces around to
wnに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

5 UNIT 10 Is there a coffee shop?
Writing and Speaking　パフォーマ
ンス課題

・UNIT10のまとめワーク・発表の振り返
り

1第 回 時間
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・テキスト Writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・Unit10のテーマPlaces around to
wnに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

6 UNIT 11  I had a good time.
Vocabulary and Conversation

・UNIT11の語彙・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・Unit11のテーマVacation activit
iesに関連したパフォーマンス課題
の準備

7 UNIT 11   I had a good time.
Language Practice

・UNIT11のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト　Language Practice
・Grammar Practice
・Unit11のテーマVacation activit
iesに関連したパフォーマンス課題
の準備

８ UNIT 11   I had a good time.
Listening

・UNIT11のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Listening
・Listening活動
・Unit11のテーマVacation activit
iesに関連したパフォーマンス課題
の準備

９ UNIT 11   I had a good time.
Reading  パフォーマンス課題

・UNIT11の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・Unit11のテーマVacation activit
iesに関連したパフォーマンス活動
を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

10 UNIT 11   I had a good time.
Writing and Speaking　パフォーマ
ンス課題

・UNIT11のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間

・テキスト Writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・Unit11のテーマVacation activit
iesに関連したパフォーマンス活動
を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

11 ・UNIT12 I'm going to go by car.
Vocabulary and Conversation

・UNIT12の語彙・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・Unit12のテーマTransportationに
関連したパフォーマンス課題の準備

12 UNIT 12 I'm going to go by car.
Language Practice and Listening

・UNIT12のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト　Language Practice an
d Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・Unit12のテーマTransportationに
関連したパフォーマンス課題の準備

13 UNIT 12 I'm going to go by car.
Reading and Writing　パフォーマ
ンス課題

・UNIT12のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間
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・テキスト Reading and Writing
・Reading活動
・Writing活動
・Unit12のテーマTransportationに
関連したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

14 UNIT 12 I'm going to go by car.
Speaking　パフォーマンス課題

・授業全体の復習 ・期末試験に向けての
学習

1第 回 時間

・テキストSpeaking
・Speaking活動
・Unit12のテーマTransportationに
関連したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）
・学期の総復習とリスニングテスト
により、学習の到達度を確認
・定期試験に向けての課題の指示

1117
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授業科目名 英語演習Ⅱ（国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

Ｒ・フロンク、范然

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、リスニングとスピーキングの基礎的な能力の修得を目標とする。具体的には、テキストを用いて多くの演習に取り組
むなかで、基本的語彙を増やしながら英語の音声の特徴についての理解を深め、日常的な発話や比較的身近なテーマに関する内
容について正確に聞き取ることのできるリスニング能力を育てていく。また、グループやペアでのコミュニケーショントレーニ
ングを取り入れて、理解される発音、リズム、適切なスピードに気をつけて演習を行うことでスピーキング能力を育てていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル Students will be able to
understand international
cultural issues that affect
communication, both positively
and negatively.

They will be able to better
understand holidays and
celebrations, personal
relations, professionalism, and
family as it relates to
English-speaking countries'
culture.

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 Students will be able to
communicate their thoughts and
intentions in English.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・その他(以下に概要を記述)

Recitation contest

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students will also be assessed on
1. timeliness and completion of homework assignments
2. vocabulary quizzes and/or tests, with focus on collocations and context
3. class participation and use of English; teamwork in group situations
4. participation in Kobetsushido activities
Students will complete a self-evaluation after each project, and will receive constant feedback
from the instructor throughout the term.

1117
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Students will also be assessed on
1. timeliness and completion of homework assignments
2. vocabulary quizzes and/or tests, with focus on collocations and context
3. class participation and use of English; teamwork in group situations
4. participation in Kobetsushido activities
Students will complete a self-evaluation after each project, and will receive constant feedback
from the instructor throughout the term.

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Homework, Quizzes, Projects

45

Students will be evaluated on accuracy, timeliness,
and/or effort depending on the task type. Projects
will be assessed by using a rubric. Quizzes will be
based on vocabulary tasks.

：

％

Mid-term Test/Project

35

Students will have cumulative tests or projects to
assess learning goals for the term. Projects will b
e assessed by using a rubric.

：

％

Class Participation, English Use

20

Students are expected to participate in class in En
glish, attend Kobetsu Shido activities, and contrib
ute to an active learning environment.

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart Choice Fourth
Edition Level 1 Student
Book with Online
Practice

Wilson, K Oxford University Press・・ 年・2020

Smart Choice Fourth
Edition Level 1
Workbook

Wilson, K Oxford University Press・・ 年・2020

Smart Choice Fourth
Edition Level 2 Student
Book with Online
Practice

Wilson, K Oxford University Press・・ 年・2020

参考文献等

※使用教科書欄に入りきれなかった教科書
Wilson, K. (2020) Smart Choice Fourth Edition Level 2 Workbook
Tamura, Y., Wicking, P. (2023) Getting Things Done [Book 2] - Tasks for Connecting the Classroom with the Real
World

Smart Choiceのレベルはクラスによって異なるので、購入すべきレベルが分からなければ教授に相談しましょう。なお、どのク
ラスもGetting Things Doneは個別指導に使いますので、必ず購入しましょう。

参考文献は以下

Oxford Advanced Learner’s Dictionary, available online at https://www.oxfordlearnersdictionaries.com/

Longman Dictionary of Contemporary English Online, available online at https://www.ldoceonline.com/

Swan, M. (2016) "Practical English Usage." Fourth Edition. Oxford University Press.

履修上の注意・備考・メッセージ

Students will participate in a wide range of activities, with plenty of opportunities to practice speaking and
listening. Students will have formal and informal assessments, and speaking projects and presentations throughout
the term. These projects and presentations may be individual or group-based. Students will be assessed in oral
presentations based on their ability to
1. communicate clearly and effectively in a range of situations, showing their language skills and basic
intercultural understanding
2. use appropriate language based on different cultural, situational, or interpersonal situations
3. understand and speak with accuracy and fluency in a variety of situations
4. organize and present their ideas logically
5. understand and respond to a variety of spoken texts
(Based on International Baccalaureate “Language B” expectations, available at
https://www.sdgj.com/ckfinder/userfiles/files/c9029a01c2c3db7704b1eb12c356bdd4.pdf)

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： TBA

場所： TBA

備考・注意事項： Students will be notified of office hours during the first class.
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備考・注意事項： Students will be notified of office hours during the first class.

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation / Unit 7
Introduction

(A)Vocabulary study(VS): Clothes
(B)VS: Things to buy

2第 回 時間

A/B: Being an independent learne
r / Class rules reminder

2 Unit 7: (A)Which one is cheaper?
(B)There are too many stores!

(A)Reading and writing (RW): A
message about clothes (B)RW: A blog
about your favorite place to shop

2第 回 時間

(A)Speaking: Are clothes importa
nt?
(B)Speaking: A shopping game

3 Unit 8: They’re very friendly
(A)

(A)VS: Appearance and personality
(B)VS: Describing personality

2第 回 時間

(A)Grammar: “Be like” and “lo
ok like”
(B)Grammar: Defining relative cl
auses

4 Unit 8: Wanted: People who can
sing (B)

(A)RW: A social media post about you
(B)RW: E-mail about you and your
preferences

2第 回 時間

(A)Speaking: What’s important t
o you?
(B)Speaking: The most important
thing to me

5 Unit 9: You can visit the zoo
(A)

(A.)VS: Local attractions (B)VS:
Accidents and injuries

2第 回 時間

(A)Grammar: “Can” and “can’t
”
(B)Grammar: The past continuous

6 Unit 9: What were you doing? (B) (A/B)Presentation preparation 2第 回 時間
(A)Speaking: Come visit us!
(B)Speaking: Have you ever ...?

7 Presentation Project:
International Itinerary

(A)RW: Beyond Brussels (B)RW: A
paragraph about something that
happened to you

2第 回 時間

(A/B) Give a presentation about
an international vacation destin
ation. Give your opinions about
the destination. Use personal ex
perience if possible, or make up
your own experience.

8 Unit 10: Is there a coffee shop?
(A)

(A)VS: Places around town (B)VS:
School activities and clubs

2第 回 時間

(A)Grammar: “There is” and “t
here are”
(B)Grammar: “used to”

9 Unit 10: I used to sing (B) (A)RW: E-mail about a student’s city
(B)RW: Comments on a website about
past habits

2第 回 時間

(A)Speaking: Come to my city!
(B)Speaking: Find someone who us
e to...

10 Unit 11: I had a good time (A) (A)VS: Vacation activities (B)VS:
Recycling

2第 回 時間

(A)Grammar: The simple past
(B)Grammar: zero and first condi
tionals

11 Unit 11: You’ll save money
if... (B)

(A/B)Presentation preparation 2第 回 時間

(A)Speaking: My best vacation ev
er!
(B)Speaking: How green are you?

12 Presentation Project: Cultural
event (A/B)

(A)RW: Tips on visiting London (B)RW:
E-mail about a local environmental
problem

2第 回 時間

Give a presentation about a spec
ial cultural event from your own
culture.  Include reasons and ex
planations in a logical manner t
hat someone from a foreign cultu
re would understand.

13 Unit 12: I’m going to go by car
(A)

(A)VS: Transport (B)VS: Vacation jobs 2第 回 時間
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(A)Grammar: “Be going to” + ve
rb
(B)Grammar: Modals for possibili
ty, speculation, and deduction

14 Unit 12: You could be a
lifeguard (B)

(A/B)Final preparation 2第 回 時間

(A)Speaking: How do you get arou
nd town?
(B)Speaking: What next?

1118
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授業科目名 英語演習Ⅱ（教育）

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 1

C・レギュアー・小川佳代・松本篤・北村千絵・湯浅桂・髙木浩志

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

1118
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25 ％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Headway Pre-
Intermediate Students
Book (5th Edition)

Liz & John Soars・Paul
Hancock

OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2019

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・授業は予習を前提として行われます。また、授業後は丁寧に復習しておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 1回目の授業で連絡

場所： 個人研究室または教室

備考・注意事項： 非常勤講師担当のクラスについては、授業の前後の時間に、教室や非常勤
講師室で、また講義日以外はEメールで質問を受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動

課題６の予習（語彙、リーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキング
等の課題）

1第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備物、課題等について説
明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動

2 課題6: Simply the best（１：内容
理解）

課題６の復習・予習（語彙、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

3 課題６: Simply the best（２：発
信演習）

課題６の復習・課題７の予習（語彙、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)

4 課題7: Living dangerously（１：
内容理解）

課題7の復習・予習（語彙、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

5 課題７: Living dangerously（２：
発信演習）

パフォーマンス課題の準備 1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)
・パフォーマンス課題（１）の説明
と準備

6 パフォーマンス課題（１） 発表の振り返りと課題８の予習（語彙、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・第２－５回目の授業の内容に関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）
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7 課題８:What a story!（１：内容理
解）

課題８の復習・予習（語彙、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

8 課題８: What a story!（２：発信
演習）

課題８の復習・課題９の予習（語彙、
リーディング、リスニング、ライティン
グ、スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)

9 課題９: All-time greats（１：内
容理解）

課題９の復習・予習（語彙、リーディン
グ、リスニング、ライティング、スピー
キング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

10 課題９: All-time greats（2：発信
演習）

パフォーマンス課題（２）の準備 1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)
・パフォーマンス課題（２）の説明
と準備

11 パフォーマンス課題（２） 発表の振り返りと課題10の予習課題（語
彙、リーディング、リスニング、ライ
ティング、スピーキング等の課題）

1第 回 時間

・第７－10回目の授業の内容に関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

12 課題10：People with a
passion（１：内容理解）

課題１０の復習・予習（語彙、リーディ
ング、リスニング、ライティング、ス
ピーキング等の課題）

1第 回 時間

・内容理解（Reading and Listenin
g)
・内容要約（Speaking and Writing
)

13 課題10：People with a
passion（２：発信演習）

パフォーマンス課題（３）の準備 1第 回 時間

・内容に関する意見交換(Speaking)
・内容／テーマに関する(Writing)
・パフォーマンス課題（３）の説明
と準備

14 パフォーマンス課題（3） ・発表の振り返りと定期試験に向けての
学習

1第 回 時間

・第12－13回目の授業の内容に関連
したパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

0第 回 時間
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授業科目名 英語演習Ⅱ（データサイエンス）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

吉川正美

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。　　語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

授業課題、積極的な授業活動への参加 授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

1119

- 130 -



1121授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される筆記試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

VOAで学ぶ最先端技術と
PBL基礎演習　VOA
Science & Technology
Report

村尾純子 / 深山晶子 / 野
口ジュディー

SEIBIDO・・ 年・2020

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。　　・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え、その回の授業を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後に受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動　UNIT 6 Toyota Plans
to Offer a Robotic Leg to Help
the Disabled

UNIT6の語彙　・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・授業の進め方、授業の準備物、課
題等について説明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動　　・テ
キスト Warm-up
・My Summer Vacationのテーマでの
パフォーマンス課題の準備

2 UNIT 6 Toyota Plans to Offer a
Robotic Leg to Help the Disabled

UNIT6の復習 ・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Reading　　・ペアワー
ク、グループワーク
・My Summer Vacationのテーマでの
パフォーマンス課題の準備

3 UNIT 6 Toyota Plans to Offer a
Robotic Leg to Help the Disabled
パフォーマンス課題

UNIT6のまとめ　・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Challenge
・Summer Vacationに関連したパフ
ォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

4 UNIT 7 Metal Recycling
Businesses Prepare for More
Electric Cars　パフォーマンス課
題

UNIT7の語彙　・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Warm-up
・Summer Vacationに関連したパフ
ォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

5 UNIT 7 Metal Recycling
Businesses Prepare for More
Electric Cars

UNIT7の復習 1第 回 時間
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テキストReading　　・ペアワーク
、グループワーク
・テキスト Challenge
・ペアワーク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

7 UNIT 8 Smart Cameras to Help You
Capture Better Photos

UNIT８の語彙 ・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Warm-up　　・ペアワー
ク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

8 UNIT 8 Smart Cameras to Help You
Capture Better Photos　パフォー
マンス課題

UNIT8の復習　・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading　　・ペアワー
ク、グループワーク
・パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

9 UNIT 8 Smart Cameras to Help You
Capture Better Photos

UNIT8のまとめ ・発表の振り返り 1第 回 時間

第9回 UNIT 8 Smart Cameras to
Help You Capture Better Photos

・テキスト Challenge
・ペアワーク、グループワーク
・パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

10 UNIT 9 Scientists Uncover
Mystery of Mosquito Flight

UNIT9の語彙 1第 回 時間

・テキスト　Warm-up, Reading
・ペアワーク、グループワーク
・テキスト Challenge　　・ペアワ
ーク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

12 UNIT 10 Scientists Praise
Developments in Small Technology

UNIT10の語彙 ・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Warm-up, Reading
・ペアワーク、グループワーク
・パフォーマンス課題の準備

13 UNIT 10 Scientists Praise
Developments in Small
Technology. パフォーマンス課題

UNIT10のまとめ ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Challenge
・パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

14 UNIT 6－10 まとめ　パフォーマン
ス課題

授業のまとめ ・発表の振り返り　・期末
試験に向けての学習

1第 回 時間

・テキスト 6-10のまとめ
・パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）
・学期のまとめとリスニングテスト
を通して学習到達度を把握する
・定期試験について
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授業科目名 英語演習Ⅲ（経営）

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 1

近藤嘉宏・泉谷律子・細川真菜・谷川明代・花房ともえ・松山加奈子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ライ
ティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取るス
キルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じた
会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に3回実施するパフォーマンス課題（学生が英語で
アウトプットするもの）について、内容、発音、発表態
度、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％
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1122

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart CHOICE FOURTH
EDITION MULTI-PACK 2A

Ken Wilson OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2020

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・本授業は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 質問等は授業教室にて対応します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動　UNIT 1  How was your
vacation?　Vocabulary

・コミュニケーション活動の復習 ・課題
に対する学習

1第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備物、課題等について説
明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動
・テキスト Useful Classroom Lang
uage, vocabulary

2 UNIT 1  How was your vacation?
Conversation

・UNIT1の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Conversation: Talking
about vacations
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT1のテーマ、vacation activi
tiesに関連したパフォーマンス課題
の準備

3 UNIT 1  How was your vacation?
Language Practice and Listening

・UNIT1のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・UNIT1のテーマ、vacation activi
tiesに関連したパフォーマンス課題
の準備

4 UNIT 1  How was your vacation?
Reading　パフォーマンス課題

・UNIT1の復習 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・UNIT1のテーマ、vacation activi
tiesに関連したパフォーマンス活動
を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

5 UNIT 1  How was your vacation?
Writing and Speaking　 パフォー
マンス課題

・UNIT1のまとめワーク ・課題に対する
学習

1第 回 時間
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1122
・テキスト　Writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・UNIT1のテーマ、vacation activi
tiesに関連した活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

6 UNIT 2  I think  it's boring!
Vocabulary and Conversation

・UNIT2の語彙・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT2のテーマ、Movies and musi
cに関連したパフォーマンス課題の
準備

7 UNIT 2  I think  it's boring!
Language Practice

・UNIT2のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice
・Grammar Practice
・UNIT2のテーマ、Movies and musi
cに関連したパフォーマンス課題の
準備

8 UNIT 2  I think  it's boring!
Listening

・UNIT2のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Listening
・Listening活動
・UNIT2のテーマ、Movies and musi
cに関連したパフォーマンス課題の
準備

9 UNIT 2  I think  it's boring!
Reading　パフォーマンス課題

・UNIT2の復習 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・UNIT2のテーマ、Movies and musi
cに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

10 UNIT 2  I think  it's boring!
Writing and Speaking　 パフォー
マンス課題

・UNIT2のまとめワーク ・課題に対する
学習

1第 回 時間

・テキスト　writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・UNIT2のテーマ、Movies and musi
cに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

11 UNIT 3 Do it before you're 30!
Vocabulary and Conversation

・UNIT3の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT3のテーマ、Extreme sports
and activitiesに関連したパフォー
マンス課題の準備

12 UNIT 3 Do it before you're 30!
Language Practice and Listening

・UNIT3のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・UNIT3のテーマ、Extreme sports
and activitiesに関連したパフォー
マンス課題の準備

13 UNIT 3 Do it before you're 30!
Reading and Writing　 パフォーマ
ンス課題

・UNIT3のまとめワーク ・パフォーマン
ス課題の準備

1第 回 時間
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・テキスト Reading and Writing
・Reading活動
・Writing活動
・UNIT3のテーマ、Extreme sports
and activitiesに関連したパフォー
マンスを行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他グループ
からの評価を参考にし、自己評価を
行い、今後の改善点を考える）

14 UNIT 3 Do it before you're 30!
Speaking 　パフォーマンス課題

・英語演習Ⅲ全体の復習 ・期末試験に向
けての学習

1第 回 時間

・テキスト Speaking
・Speaking活動
・UNIT3のテーマ、Extreme sports
and activitiesに関連したパフォー
マンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他グループ
からの評価を参考にし、自己評価を
行い、今後の改善点を考える）
・学期の総復習とリスニングテスト
により、学習の到達度を確認
・定期試験に向けての課題の指示
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- 136 -



授業科目名 英語演習Ⅲ（国際観光）

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期国際観光学部 1

范然

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This course will support students to continue improving their communicative ability by designing group tasks on
various topics. E-learning application will be added to make the course more efficient and facilitate off-class
teacher-student interaction. Learner autonomous Kobetsushido will also be carried out to promote students` self-
learning and self-development. Extensive reading application will be applied to enlarge students vocabulary as
well as deepen their reading comprehension ability.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル Students will be able to learn
English words, grammar and
expressions independently under
teacher`s instruction. They
will practice speaking in
various contexts.

Students will be able to obtain
some knowledge about foreign
language acquisition. They can
also improve their conversation
skills and cultivate multi-
culture understanding.

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 Students will be able to
develop their independant
thinking and analysis on some
linguistic items. They can look
for their own ways of learning
and using a foreign language.

2．全学DP８.意思疎通 Students will be able to convey
their feelings, ideas and
thoughts by using English more
appropriately. They will be
able to use English as a
lingual franca communicating
with non-English people too.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

1122
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1123・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students will also be assessed on
1. exercises and quizzes from textbook, e-learning and extensive reading
2. class participation and performance
3. participation and performance in Kobetsushido activities
Students will receive constant feedback from the instructor througout the term

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Extensive reading

20

Students are expected to finish leveled reading tas
ks.

：

％

E-learning

30

Students will be evaluated on timeliness and projec
t perfomances by e-learning

：

％

Kobetsushido

30

Students are expected to finish exercises and activ
ities according to teacher`s instruction

：

％

CASEC

20

Students will be evaluated by CASEC test.：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Getting Things Done
[Book 2]

田村祐・Paul Wicking 三修社・・ 年・2023

参考文献等

Content-related online materials will be used if possible.

履修上の注意・備考・メッセージ

Students will participate in speaking tasks on various topics. They will receive comments and feedbacks from
teacher and e-learning. They will be required to organize group discussion and complete projects. They will be
assessed by teacher or by self-evaluation.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： TBA

場所： TBA

備考・注意事項： Students will be informed of office hours and support time during
the first class.

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation/ Unit 1 Fantastic
flags

Writing a description of a national
flag; Unit 2 Preview

1第 回 時間

Orientation/Unit 1
Listening and Speaking: choose o
ne of the national flags and des
cribe it to your partner
Vocabulary: description words
Speaking: group task of drawing
a flag picture and describing th
e picture
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

2 Unit 2 Picture this scene Writing a scene of having a meal;
Unit 3 Preview

1第 回 時間
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1123
Listening and Speaking: identify
your classmates
Vocabulary: objects and people
Speaking: group task of drawing
a picture of a scene and describ
e it to your partner
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

3 Unit 3 Putting things in space Writing five items from a complete
picture; Unit 4 preview

1第 回 時間

Listening and Speaking: know the
items and put the items in their
proper places
Vocabulary: items that you often
use
Speaking: group task of drawing
a picture of the items in their
proper places
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

4 Unit 4 Spot the difference Writing some of the differences in a
picture; Unit 5 preview

1第 回 時間

Listening and Speaking: identify
the differences between two pict
ures
Vocabulary: words and expression
s to describe a picture
Speaking: group task of describi
ng a picture from your partner
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

5 Unit 5 Put a name to the desk Writing hobbies of a desk owner; Unit
6 preview

1第 回 時間

Listening and Speaking: identify
the owners of a desks
Vocabulary: words and expression
s to describe character and pers
onality
Speaking: group task of describi
ng the pictures of the desks
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

6 Unit 6 Get your story straight Writing your story; Mid-term project
preparation

1第 回 時間

Listening and Speaking: find the
differences between two stories
Vocabulary: words and expression
s to tell a short summary of a s
tory
Speaking: get a story from your
partner and retell it in your ow
n words
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

7 Mid-term review Mid-term review completion; Unit 7
preview

1第 回 時間

To review vocabulary, grammar, p
ronunciation, etc. instructed by
teacher

8 Unit 7 Lie throught your teeth Writing a fantastic story; Unit 8
preview

1第 回 時間

Listening and speaking: interrog
ate a person in order to spot a
lie
Vocabulary: words and expression
s related to the topic
Speaking: group task of asking q
uestions and know the lies
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

9 Unit 8 After the quake Writing how the situation would
change after an earthquake; Unit 9
preview

1第 回 時間
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Listening and speaking: predict
how a room will change
Vocabulary: words and expression
s related to the decorations and
objects of a room
Speaking: group task of describi
ng changes of a room before and
after an earthquake
Writing: reflection/words and ex
pressions that desribe details o
f a room in a picture

10 Unit 9 Search for something in
common

Writing interesting things that
people had in common; Unit 10 preview

1第 回 時間

Listening and speaking: find som
ething in common with other peop
le
Vocabulary: words and expression
s related to interests, hobbies,
habits, talents, values, likes a
nd dislikes
Speaking: group discussion of fi
nding things in common with the
people in your group
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

11 Unit 10 Chicken pot pie Writing a recipe for your favorite
meal; Unit 11 preview

1第 回 時間

Listening and speaking: put the
pictures in order
Vocabulary: words and expression
s related to a recipe
Speaking: group task of describi
ng how to make a chicken pot pie
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

12 Unit 11 Life in a train carriage Writing a whole story; Unit 12
preview

1第 回 時間

Listening and speaking: add thre
e people in a carriage
Vocabulary: words and expression
s related to the topic
Speaking: group discussion of th
ree possiblities of a story
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

13 Unit 12 The suspicious mother Writing a story in a logical order;
Final project preparation

1第 回 時間

Listening and speaking: tell a s
tory in a logical order
Vocabulary: words and expression
s related to tell a story
Speaking: make question and answ
er list of a story
Writing: reflection/words and ex
pressions that you want to use

14 Final review Final review completion 1第 回 時間
To review vocabulary, grammar, p
ronunciation, etc. instructed by
teacher
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授業科目名 英語演習Ⅳ（経営）

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

近藤嘉宏・泉谷律子・細川真菜・谷川明代・竹内ニコール・松山加奈子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業は、英語で他者とコミュニケーションをとるために、総合的な４技能（リスニング、リーディング、スピーキング、ラ
イティング）を向上させることを目的とします。テーマについての知識や語彙だけでなく、英文から情報を読み取る・聞き取る
スキルや、わかりやすく伝えるための文法や文章構成などについても学びます。「使える英語」の習得を目指して、場面に応じ
た会話練習や、英語でのスピーチ、プレンゼンテーション、文章作成などに取り組みます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

1123
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1124

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Smart CHOICE FOURTH
EDITION MULTI-PACK 2A

Ken Wilson OXFORD UNIVERSITY PRESS・・ 年・2020

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・本科目は1単位の科目であるため、毎回1時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その
回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 質問等は授業教室にて対応します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　コミュニケー
ション活動　UNIT 4  The best
place in the world!　Vocabulary

・コミュニケーション活動の復習 ・課題
に対する学習

1第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備物、課題等について説
明します
　この授業を受講する者は必ず当オ
リエンテーションに出席すること
・コミュニケーション活動
・テキスト Useful Classroom Lang
uage, vocabulary

2 UNIT 4  The best place in the
world!　Conversation

・UNIT4の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Conversation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT4のテーマ、natural feature
sに関連したパフォーマンス課題の
準備

3 UNIT 4  The best place in the
world!　Language Practice and
Listening

・UNIT4のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・UNIT4のテーマ、natural feature
sに関連したパフォーマンス課題の
準備

4 UNIT 4  The best place in the
world!　Reading　パフォーマンス
課題

・UNIT4の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・UNIT4のテーマ、natural feature
sに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

5 UNIT 4  The best place in the
world!　writing and Speaking
パフォーマンス課題

・UNIT4のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間
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・テキスト　Writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・UNIT4のテーマ、natural feature
sに関連したパフォーマンス活動を
行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

6 UNIT 5  Where's the party?
Vocabulary and Conversation

・UNIT5のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT5のテーマ、special events
に関連したパフォーマンス課題の準
備

7 UNIT 5  Where's the party?
Language Practice

・UNIT5の語彙 ・パフォーマンス課題の
準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice
・Grammar Practice
・UNIT5のテーマ、special events
に関連したパフォーマンス課題の準
備

8 UNIT 5  Where's the party?
Listening

・UNIT5のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Listening
・Listening活動
・UNIT5のテーマ、special events
に関連したパフォーマンス課題の準
備

9 UNIT 5  Where's the party?
Reading　パフォーマンス課題

・UNIT5の復習 ・発表の振り返り 1第 回 時間

・テキスト Reading
・Reading活動
・UNIT5のテーマ、special events
に関連したパフォーマンス活動を行
う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

10 UNIT 5  Where's the party?
Writing and Speaking　 パフォー
マンス課題

・UNIT5のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間

・テキスト　writing and Speaking
・Writing活動
・Speaking活動
・UNIT5のテーマ、special events
に関連したパフォーマンス活動を行
う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

11 UNIT 6  You should try it!
Vocabulary and Conversation

・UNIT6の語彙・パフォーマンス課題の準
備

1第 回 時間

・テキスト Vocabulary and Conver
sation
・ペアワーク、グループワーク
・UNIT6のテーマ、Healthy and unh
ealthy activitiesに関連したパフ
ォーマンス課題の準備

12 UNIT 6  You should try it!
Language Practice and Listening

・UNIT6のワーク ・パフォーマンス課題
の準備

1第 回 時間

・テキスト Language Practice and
Listening
・Grammar Practice
・Listening活動
・UNIT6のテーマ、Healthy and unh
ealthy activitiesに関連したパフ
ォーマンス課題の準備

13 UNIT 6  You should try it!
Reading and Writing　 パフォーマ
ンス課題

・UNIT6のまとめワーク ・発表の振り返
り

1第 回 時間
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・テキスト Reading and Writing
・Reading活動
・Writing活動
・UNIT6のテーマ、Healthy and unh
ealthy activitiesに関連したパフ
ォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他グループ
からの評価を参考にし、自己評価を
行い、今後の改善点を考える）

14 UNIT 6  You should try it!
Speaking　パフォーマンス課題

・英語演習IV全体の復習 ・期末試験に向
けての学習

1第 回 時間

・テキスト Speaking
・Speaking活動
・UNIT6のテーマ、Healthy and unh
ealthy activitiesに関連したパフ
ォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他グループ
からの評価を参考にし、自己評価を
行い、今後の改善点を考える）
・学期の総復習とリスニングテスト
により、学習の到達度を確認
・定期試験に向けての課題の指示

1124
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授業科目名 英語演習Ⅳ（国際観光）

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期国際観光学部 1

范然

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

This course will support students to continue improving their communicative ability by designing group tasks on
various topics. E-learning application will be added to make the course more efficient and facilitate off-class
teacher-student interaction. Learner autonomous Kobetsu supervision will also be carried out to promote students`
self-learning and self-development. Extensive reading application will be applied to enlarge students vocabulary
as well as deepen their reading comprehension ability.

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル Students will be able to learn
English words, grammar and
expressions independently under
teacher`s instruction. They
will practice speaking in
various contexts.

Students will be able to obtain
some knowledge about foreign
language acquisition. They can
also improve their conversation
skills and cultivate multi-
culture understanding.

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 Students will be able to
develop their independant
thinking and analysis on some
linguistic items. They can look
for their own ways of learning
and using a foreign language.

2．全学DP８.意思疎通 Students will be able to convey
their feelings, ideas and
thoughts by using English more
appropriately. They will be
able to use English as a
lingual franca communicating
with non-English people too.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

1124

- 145 -



1125・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

Students will also be assessed on
1. exercises and quizzes from textbook, e-learning and extensive reading
2. class participation and performance
3. participation and performance in Kobetsushido activities
Students will receive constant feedback from the instructor througout the term

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Extensive reading exercises

20

Students are expected to finish leveled reading tas
ks.

：

％

E-learning

30

Students will be evaluated on timeliness and projec
t perfomances by e-learning

：

％

Kobetsushido

30

Students are expected to finish exercises and activ
ities according to teacher`s instruction

：

％

CASEC

20

Students will be evaluated by CASEC test.：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Getting Things Done
[Book 2]

田村祐・Paul Wicking 三修社・・ 年・2023

参考文献等

Content-related online materials will be used if possible.

履修上の注意・備考・メッセージ

Students will participate in many listening and speaking tasks on various topics. They will receive comments and
feedbacks from teacher and e-learning. They will be required to organize group discussion and complete projects.
They will be assessed by teacher or by self-evaluation.

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： TBA

場所： TBA

備考・注意事項： Students will be informed of office hours and support time during
the first class.

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Orientation and Unit 13 Catch
the criminal

Writing investigation report of a
crime; Unit 14 preview

1第 回 時間

Listening and Speaking: read the
detailed definitions of a crime
Vocabulary: words and numbers of
a criminal scene
Speaking: Suspect Card play
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

2 Unit 14 Storytelling with
catoons

Writing as much details of a story as
you can; Unit 15 preview

1第 回 時間

LIstening and Speaking: tell a s
tory with a cartoon
Vocabulary: words and expression
s useful to make your own story
Speaking: describe each stage of
your story
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

３ Unit 15 Story telling with
videos

Writing a prediction of the end of a
story; Unit 16 preview

1第 回 時間
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1125
Listening and Speaking: Watch a
story from a TV commercial and r
etell it
Vocabulary: the people, the anim
als, the place, the objects and
action
Speaking: group task of Q&amp;am
p;amp;amp;amp;amp;amp;amp;A of a
story
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

４ Unit 16 Figure out the puzzle Writing a fun problem that you know;
Unit 17 preview

1第 回 時間

Listening and Speaking: solve fi
ve logic puzzles
Vocabulary: ideas about the puzz
les
Speaking: group task of pool you
r ideas and find solutions to mo
re puzzles
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

5 Unit 17 Figure out the
relationships

Writing a summary of the plot; Unit
18 preview

1第 回 時間

Listening and Speaking: read the
passage and complete the family
tree diagram
Vocabulary: words and expression
s useful to understand a story
Speaking: make up a story with a
beginning, the middle and the en
d
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

6 Unit 18 Origami challenge Writing how to overcome the
difficulty of making orgami; Mid-term
project preparation

1第 回 時間

Listening and Speaking: how to m
ake some orgami
Vocabulary: words and expression
s related to orgami
Speaking: group task of advising
your friends who is going to mak
e orgami
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

7 Mid-term review Mid-term review completion; Unit 19
preview

1第 回 時間

To review vocabulary, grammar, p
ronunciation, etc.instructed by
teacher

8 Unit 19 Japanese life
satisfaction

Writing a short summary of two texts
you read; Unit 20 preview

1第 回 時間

Listening and speaking: to compa
re two texts on the same topic
Vocabulary: words and expression
s related to the texts
Speaking: describe a table or gr
aph
Writing: reflection/words and ex
pressions of writing a report to
your boss

9 Unit 20 Deserted island Writing a short story about how you
survived; Unit 21 preview

1第 回 時間

Listening and speaking: describe
what you bring to help you survi
ve on a diserted island
Vocabulary: words and expression
s related to the topic
Speaking: group discussion of ho
w many uses you can think of for
a CD
Writing: reflection/words and ex
pressions of survival items

10 Unit 21 Amazing alumni Writing a recommendation to the
school board for the alumni award;
Unit 22 preview

1第 回 時間
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Listening and speaking: evaluate
candidates for an alumni award
Vocabulary: words and expression
s related to describe personalit
y
Speaking: group discussion of a
short list of a candidate who ca
n raise the reputation of your s
chool
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

11 Unit 22 Group trip Writing about your travel destination
and the place where you decided to
stay; Unit 23 preview

1第 回 時間

Listening and speaking: describe
the best place to stay for a gro
up holiday
Vocabulary: words and expression
s related to the topic
Speaking: group discussion of us
eful information about Hawaii
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

12 Unit 23 Top timetable Writing interesting ideas of making a
timetable; Unit 24 preview

1第 回 時間

Listening and speaking: to creat
e the perfect timetable
Vocabulary: words and expression
s related to good and bad points
of a timetable
Speaking: group discussion of th
e essential for a perfect timeta
ble
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

13 Unit 24  Agony aunt Writing your problem to Agony Aunt;
Final project preparation

1第 回 時間

Listening and speaking: to give
advice for some problems
Vocabulary: words and expression
s of reading the text `Agony Aun
t`
Speaking: group discussion of yo
ur advice to Troubled Teenager
Writing: reflection/words and ex
pressions you want to use

14 Final review Final review completion 1第 回 時間
To review vocabulary, grammar, p
ronunciation, etc. instructed by
teacher

1125
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授業科目名 英語表現Ⅰ（データサイエンス）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

日笠ロウェナ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

Students need  to  talk about various topics such as getting acquainted, daily routines , hometowns, and travel
using simple English.Students are expected to participate actively in pairs and group work.They will study basic
grammar and will listen to CDs. They will also practice presentation skills and lead activities in a group. 様々な
トピックについて、ペア、グループにおける会話やリスニング、プレゼンテーションを通して英語を使う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 簡単な英語や英語会話を理解し、
簡単な英語で身の回りのことを表
現できる。最終的には英語が好き
になり、楽しく英語を話すことが
できる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 ペア・グループにおいて、自分の
意見や思いを英語で表現できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Class Participation 授業参加

30

積極的に授業に参加しているかを評価します。：

％

Homework & Written Classwork 課題と作
文

20

授業で課された課題および作文について、期限内に提出
されたものに限り、内容や分量を総合的に評価します。

：

％

Speaking test 口頭テスト

20

口頭テストで、英会話力を総合的に評価します。：

％

Short Quiz & Listening Tasks 小テスト
と聞取の課題

10

小テストとリスニングテストを評価します。：

％

1125
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1126
10 ％

Final Exam 期末試験

20

授業で学んだ内容に関する問題が中心です。（Vocabular
y and Conversation語彙と会話60%, Reading and Listen
ing Part読解とリスニングテスト40%）

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Conversations in Class
Third Edition

Jerry Talandis Jr /
Bruno Vannieu

alma Publishing・・ 年・2015

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等があればいつでも来てください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Course Introduction コースの説明
self-introduction課題

Work Assignment: Write a self-
introduction課題: 自己紹介を書く

2第 回 時間

Goals,rules,tasks,grading
Textbook: Let's Get Started + Go
lden Rules ゴール、ルール、課題
、成績; 教科書：始めましょう+ゴ
ールデンルール

2 Unit 1 Part 1 Exchanging Basic
Information基本情報の交換

Work Assignment:  Memorize a scene
with a partner 課題：パートナーと一緒
にシーンを覚えて発表する

2第 回 時間

Vocabulary, Conversation ( Role
play) Listening Practice
ロールプレイ

3 Unit 1 Part 2  Majors, school
years, and clubs 専攻科目、学
年、クラブ

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Vocabulary/ Speaking:  Interview
and report
インタビュー

4 Unit 1 Part 3 Part-time jobs
パートタイム

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Vocabulary : Jobs / Listening pr
actice / Speaking
仕事について

5 Unit 2 Part 1  Daily Routines 日
課

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Vocabulary:Daily Routines/ Speak
ing Practice/ Reading
毎日のルーティンについて

6 Unit 2 Part 2 Hardest/ easiest
days of the week一週間の中で最も
忙しい/暇な日

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Language practice: Adjectives /
Vocabulary/ Speaking
形容詞を使った表現

7 Unit 2 Part 3 Spending Time 時間
の過ごし方

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Vocabulary: Adverbs of frequency
/ Listening Practice/ Conversati
on: Open and Closed Questions
頻度を表す福祉を使った表現

8 Review Units 1 & 2レビュー / 会
話テスト

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Review key vocabulary &amp;amp;a
mp;amp;amp;nformation with a par
tner / Speaking Test
復習と会話テスト
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9 Unit 3 Part 1  Hometown
Attractionsホームタウンの観光名
所

Work Assignment: Prepare a short
speech on hometowns故郷についての短い
スピーチを準備する

2第 回 時間

Vocabulary/ Speaking /Writing ab
out hometowns
ホームタウンについての作文

10 Unit 3 Part 2 Hometown likes and
dislikes故郷: 好き嫌い

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Perform and give feedback / Grou
p work
グループワーク

11 Unit 3 Part 3  Where to live in
the future将来住む場所

Work Assignment: Mind map about a
memorable trip 思い出に残る旅行につい
てのマインドマップ

2第 回 時間

Speaking : Agreeing +adding nuan
ce , stating a different prefere
nce /  Listening Practice
将来住む場所について話す

12 Unit 4 Part 1 Travel Experiences
旅行体験

Review and rewrite　振り返りと作文の
改善

2第 回 時間

Writing : Travel Story / Speakin
g : Interview &amp;amp;amp;amp;a
mp;; Report
旅行体験を作文する

13 Unit 4 Part 2 Future travel
plans & ideas将来の旅行計画

Review and prepare for the next
lesson　授業の復習と準備をする

2第 回 時間

Writing/Speaking : Pair work :Fu
ture travel ideas and/or plans
将来の旅行計画について

14 Unit 4 Part 3 Travel　Review
Units 3 & 4レビュー

Review and study　振り返りと試験の準
備

2第 回 時間

Vocabulary List and Dialogs
単語リストと会話
Review with a partner / Vocabula
ry &amp;amp;amp;amp;amp;Dialogs
授業の復習　ペアワーク

1126
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授業科目名 英語表現Ⅰ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

セン・イン

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加、授業態度

20

授業中の参加態度と授業への貢献を最も重視します。(授
業態度、授業における積極的な発言、グループワーク、
ペアワーク等）

：

％

プレゼンテーション 2回。文法と英語表現、発音と声、プレゼンテーションの
流れによって評価される。プレゼンテーション原稿もラ
イティング課題として別で評価される。

：
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1127

20

イティング課題として別で評価される。

％

定期試験

20

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

小テスト

20

筆記テスト: 3回：

％

宿題

20

読むと書く宿題: 6回：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, and Steven
Brown

Pearson・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的・意欲的に取り組むこと。[授業外学修課
題]に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Class Orientation.  Unit 1:
Hobbies and Free-Time Activities

授業の復習 (Unit 1)・授業中説明される
宿題

1第 回 時間

オリエンテーション
Unit 1: 語彙、リーディングと会話

2 Unit 1: Hobbies and Free-Time
Activities.

授業の復習 (Unit 1) 1第 回 時間

Unit 1: 文法,読むと書く
3 Unit 2: Do You Understand? 授業の復習( Unit 2)・授業中説明される

宿題
1第 回 時間

Unit 2: 語彙、リスニングと会話
Unit 2: 文法,読むと書く

4 Unit 2: Do You Understand?  小テ
スト1

授業の復習( Unit 2) 1第 回 時間

Unit 2: 文法,読むと書く
小テスト1

5 プレゼンテーション1 の準備 プレゼンテーション1 の準備 1第 回 時間
プレゼンテーションの指導
パワーポイントを作る

6 プレゼンテーション 1 授業の準備( Unit 3) 1第 回 時間
プレゼンテーション
クラスメイトのプレゼンテーション
評価

7 Unit 3: This is My Room 授業の復習( Unit 3)・授業中説明される
宿題

1第 回 時間

Unit 3: 語彙、リスニングと会話
Unit 3: 文法,読むと書く

8 Unit 4: When Do You Get Up? 授業の復習( Unit 4)・ 授業中説明され
る宿題

1第 回 時間

Unit 3: 文法,読むと書く
Unit 4: 語彙、リスニングと会話
Unit 4: 文法,読むと書く
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Unit 4: 文法,読むと書く
小テスト2

10 Unit 5: Who's That? 授業の復習( Unit 5)・授業中説明される
宿題

1第 回 時間

Unit 5: 語彙、リスニングと会話
Unit 5: 文法,読むと書く

11 Unit 6: That's a Great Shirt! 授業の復習( Unit 6)・授業中説明される
宿題

1第 回 時間

Unit 6: 語彙、リスニングと会話
Unit 6: 文法,読むと書く
Unit 6: 文法,読むと書く
小テスト3

13 プレゼンテーション2 の準備 プレゼンテーション の準備 1第 回 時間
プレゼンテーション
クラスメイトのプレゼンテーション
評価

14 プレゼンテーション 、英語表現Ⅰ
のまとめ

定期試験に向けての学習 1第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習

15 定期試験 授業の復習 1第 回 時間
定期試験
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授業科目名 英語表現Ⅰ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

ピアス・ストリックランド

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・その他(以下に概要を記述)

すべての課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライ
ド、フォームを使用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。語学の習得には継続した学習が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課
題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題 授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：
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1128

25

を評価される。

％

Presentations

50

3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

：

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的・意欲的に取り組むこと。「授業外学修課
題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。
　　　strickland@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ Class Orientation, Unit 1:
Hobbies and Free-Time Activities

授業の復習( Unit １)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 1: コミュニケーション活動
*この授業を受講する者は必ず出席
すること

2 Unit 1: Hobbies and Free-Time
Activities, プレゼンテーション１
の準備

プレゼンテーション１の準備 3第 回 時間

・Unit 1: 語彙、リスニングと会」
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 プレゼンテーション １、Unit 2:
Do You Understand?

授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・Unit 2: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 2: Do You Understand? 授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 2: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

5 Unit 3: This is My Room 授業の復習( Unit 3)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 3: 語彙、リスニングと会話
・Unit 3: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

7 Unit 4: When Do You Get Up?  授業の復習( Unit 4)・   授業中説明さ
れる宿題

2第 回 時間

・Unit 4: 語彙、リスニングと会話
・Unit 4: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 2の指導と準
備
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9 プレゼンテーション 2   授業の復習・授業中説明される宿題 2第 回 時間
・プレゼンテーション 2, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・特別活動

10 Unit 5: Who's That? 授業の復習( Unit 5)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 5: 語彙、リスニングと会話
・Unit 5: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

12 Unit 6: That's a Great Shirt! 授業の復習( Unit 6)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 6: 語彙、リスニングと会話
・Unit 6: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 3の指導と準
備

14 プレゼンテーション 3、英語表現Ⅰ
のまとめ

授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習

1128
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授業科目名 英語表現Ⅰ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

栖原有真人

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・その他(以下に概要を記述)

すべての課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライ
ド、フォームを使用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。語学の習得には継続した学習が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課
題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題

25

授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

％

Presentations 3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿

：
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1129

50

々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的・意欲的に取り組むこと。「授業外学修課
題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は授業の前後に受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ Class Orientation, Unit 1:
Hobbies and Free-Time Activities

授業の復習( Unit １)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 1: コミュニケーション活動
*この授業を受講する者は必ず出席
すること

2 Unit 1: Hobbies and Free-Time
Activities, プレゼンテーション１
の準備

プレゼンテーション１の準備 3第 回 時間

・Unit 1: 語彙、リスニングと会」
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 プレゼンテーション １、Unit 2:
Do You Understand?

授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・Unit 2: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 2: Do You Understand? 授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 2: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

5 Unit 3: This is My Room 授業の復習( Unit 3)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 3: 語彙、リスニングと会話
・Unit 3: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

7 Unit 4: When Do You Get Up?  授業の復習( Unit 4)・   授業中説明さ
れる宿題

2第 回 時間

・Unit 4: 語彙、リスニングと会話
・Unit 4: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 2の指導と準
備

9 プレゼンテーション 2   授業の復習・授業中説明される宿題 2第 回 時間
・プレゼンテーション 2, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・特別活動

10 Unit 5: Who's That? 授業の復習( Unit 5)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間
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・Unit 5: 語彙、リスニングと会話
・Unit 5: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

12 Unit 6: That's a Great Shirt! 授業の復習( Unit 6)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 6: 語彙、リスニングと会話
・Unit 6: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 3の指導と準
備

14 プレゼンテーション 3、英語表現Ⅰ
のまとめ

授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習
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授業科目名 英語表現Ⅰ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

國方太司

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・その他(以下に概要を記述)

すべての課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライ
ド、フォームを使用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。語学の習得には継続した学習が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課
題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題

25

授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

％

Presentations 3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿

：
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1130

50

々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的・意欲的に取り組むこと。「授業外学修課
題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は研究室（西館3階）、授業の前後、またはメールで受け付けます。
件名に学籍番号、氏名を記入してください。メールアドレス：
kunikata@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ Class Orientation, Unit 1:
Hobbies and Free-Time Activities

授業の復習( Unit １)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 1: コミュニケーション活動
*この授業を受講する者は必ず出席
すること

2 Unit 1: Hobbies and Free-Time
Activities, プレゼンテーション１
の準備

プレゼンテーション１の準備 3第 回 時間

・Unit 1: 語彙、リスニングと会」
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 プレゼンテーション １、Unit 2:
Do You Understand?

授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・Unit 2: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 2: Do You Understand? 授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 2: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

5 Unit 3: This is My Room 授業の復習( Unit 3)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 3: 語彙、リスニングと会話
・Unit 3: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

7 Unit 4: When Do You Get Up?  授業の復習( Unit 4)・   授業中説明さ
れる宿題

2第 回 時間

・Unit 4: 語彙、リスニングと会話
・Unit 4: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 2の指導と準
備

9 プレゼンテーション 2   授業の復習・授業中説明される宿題 2第 回 時間
・プレゼンテーション 2, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・特別活動
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10 Unit 5: Who's That? 授業の復習( Unit 5)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 5: 語彙、リスニングと会話
・Unit 5: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

12 Unit 6: That's a Great Shirt! 授業の復習( Unit 6)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 6: 語彙、リスニングと会話
・Unit 6: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 3の指導と準
備

14 プレゼンテーション 3、英語表現Ⅰ
のまとめ

授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習
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授業科目名 英語表現Ⅰ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

エリック・ロスランスキー

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語運用力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・その他(以下に概要を記述)

すべての課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライ
ド、フォームを使用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。語学の習得には継続した学習が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課
題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題 授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

1130
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30

を評価される。

％

Presentations

45

3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

：

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記試験を行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的な・意欲的に取り組むこと。「授業外学修
課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： ロスランスキー　質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。
件名に学籍番号、氏名を記入してください。
　　　eric(アットマーク）g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ Class Orientation, Unit 1:
Hobbies and Free-Time Activities

授業の復習( Unit １)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 1: コミュニケーション活動
*この授業を受講する者は必ず出席
すること
・GoogleClassroomでオンラインク
イズや宿題をする方法を教える
・オンラインのインタラクティブな
学習ソフトウェアとアプリの指導。

2 Unit 1: Hobbies and Free-Time
Activities, プレゼンテーション１
の準備

プレゼンテーション１の準備 3第 回 時間

・Unit 1: 語彙、リスニングと会」
・プレゼンテーション１の指導と準
備「自己紹介」

3 プレゼンテーション １、Unit 2:
Do You Understand?

授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１
・Unit 2: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 2: Do You Understand? 授業の復習( Unit 2)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 2: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

5 Unit 3: This is My Room 授業の復習( Unit 3)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 3: 語彙、リスニングと会話
・Unit 3: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 2の指導と準
備

7 プレゼンテーション 2  授業の復習( Unit 4)・   授業中説明さ
れる宿題

2第 回 時間
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・プレゼンテーション 2
・Unit　1-3　レビュー

8 Unit 4: When Do You Get Up? プレゼンテーション 2の準備 3第 回 時間
・Unit 4: 語彙、リスニングと会話

9 Unit 4: When Do You Get Up   授業の復習・授業中説明される宿題 2第 回 時間
・Unit 4: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・特別活動

10 Unit 5: Who's That? 授業の復習( Unit 5)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 5: 語彙、リスニングと会話
・Unit 5: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション 3の指導と準
備

12 Unit 6: That's a Great Shirt!
　・プレゼンテーション３

授業の復習( Unit 6)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 6: 語彙、リスニングと会話
・プレゼンテーション３

13 Unit 6: That's a Great Shirt! プレゼンテーション 3の準備 3第 回 時間
・Unit 6: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

14 Unit　４－６レビュー 授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間
・定期試験に向けての学習
・Unit　４－６レビュー
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授業科目名 英語表現Ⅰ（教育）

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 1

片岡晴美・天羽美帆・呉亜矢・Ｊ・リング・松本篤

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、語彙、文法、発音および4技能5領域（リーディング、リスニング、ライティング、スピーキング（やり取り・発
表））の全般的な向上を図ることにより、CEFR B2レベルの英語コミュニケーション能力を身に付けることを目指します。授業
内では、ペアワーク、グループワーク、ミニプレゼンテーション、グループプレゼンテーション、ディスカッション、エッセイ
ライティングなどの活動を行ない、多様な背景を持った人々と交流するために必要な英語力を獲得します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能(5領域）を用いて、英語で情
報の発信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％
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授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

American English File 3
(Third Edition)

Latham-Koenig, Christina
et al.

Oxford University Press・・ 年・2021

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・授業は予習を前提として行われます。また、授業後は丁寧に復習しておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 他の時間で対応可能な場合は、初回の授業で案内します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、コミュニケー
ション活動

授業の復習（語彙、発音、文法、リスニ
ング、リーディング、スピーキング）

1第 回 時間

・授業の進め方、準備、課題、約束
事等について説明する
・コミュニケーション活動の例を体
験する

2 Unit 1A   Eating in...and out 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: simple present and co
ntinuous, action and nonaction v
erbs
・vocabulary: food and cooking
・pronunciation: vowel sounds
・listening, reading and speakin
g: eating

3 Unit 1B   Modern Families 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: future forms
・vocabulary: family, adjectives
of personality
・pronunciation: sentence stress
, word stress
・listening, reading, speaking a
nd writing: family

4 Unit  2A   Spending money 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: present perfect and s
imple past
・vocabulary: money
・pronunciation: o and or
・listening, reading and speakin
g: money

5 Unit 2B   Changing lives 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間
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・grammar: present perfect+for/s
ince, present perfect continuous
・vocabulary: strong adjectives
・pronunciation: sentence stress
・listening, reading, speaking a
nd writing: life
・パフォーマンス課題（１）の説明

6 パフォーマンス課題（１） パフォーマンス課題の準備と振り返り 1第 回 時間
・第1-5回の授業の内容に関連した
パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

7 Unit 3A   Survive the drive 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: comparatives and supe
rlatives
・vocabulary: transportation
・pronunciation: affricates, lin
king
・listening, reading, speaking a
nd writing: driving

8 Unit 3B   Men, women, and
children

授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: articles
・vocabulary: collocation
・pronunciation: schwa, the
・listening, reading and speakin
g: gender

9 Unit 4A   Bad manners? 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: have to, must, should
・vocabulary: phone language
・pronunciation: silent consonan
ts
・listening, reading and speakin
g: manners

10 Unit 4B  Yes, I can! 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: cab, could, be able t
o
・vocabulary: -ed/-ing adjective
s
・pronunciation: present stress
・listening, reading,and speakin
g: ability and possibility
・パフォーマンス課題（２）の説明

11 パフォーマンス課題（２） パフォーマンス課題の準備と振り返り 1第 回 時間
・第7-10回の授業の内容に関連した
パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

12 Unit 5A   Sporting superstitions 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: past tenses
・vocabulary: sports
・pronunciation: r-diphthongs
・listening, reading, speaking a
nd writing: sports

13 Unit 5B   #thewaywemet 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: past and present habi
ts and states
・vocabulary: relationships
・pronunciation: the letter s, u
sed to
・listening, reading and speakin
g: relationships
・パフォーマンス課題（３）の説明
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14 パフォーマンス課題（３） パフォーマンス課題の準備と振り返り、
定期試験の準備

1第 回 時間

・第12―13回の授業の内容に関連し
たパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

1132
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授業科目名 英語表現Ⅰ（国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

澤泰人・山川温

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、日常生活やビジネスの基礎となる英語の語彙や表現を正しく理解し、リスニングとリーディングの両面で日常生活や
ビジネス的な内容に対して慣れ親しむことを目標とする。様々な演習問題に取り組むことを通じて、英語学修の意義や楽しさに
気づき、自律的な学習態度の基礎を確立できるよう授業を展開する。また、授業中にはペアやグループでの活動を積極的に取り
入れ、協働学習による目標達成への連帯感と動機付けを図りつつ、英語コミュニケーション力の育成と、TOEICや英検などの英
語検定にも対応できる力を培う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル ビジネスの基礎となる英語力の育
成

ビジネスシーンで用いられる会話
における基本的な英語の語彙や表
現が正しく理解できるようになる

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

英語コミュニケーション力の育成 よくあるビジネスシーンにおい
て、英語でやりとりができる（会
話やメール）

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 TOEIC等に向けて自ら学習計画を立
て、それに従って自律的に学習を
進めることができる

2．全学DP９.役割理解・連携行動 協働学習において積極的に関わ
り、互いに学びあうことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

●原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。
●私語や携帯電話等の不要な使用などが目立つ場合、授業への積極的な参加の意志がないものとみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題

35

宿題や課題への取り組みや完成度を評価します。：

％

参加と小テスト

35

質問や自分の考え・意見の発表に、また課題の完成に向
けてどれだけ積極的に取り組んでいるかを評価します。
小テストでは前回の授業内容の理解度を評価します。

：

％
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1133

定期試験

30

試験の得点で評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

The High Road to the
TOEIC Listening and
Reading Test

早川幸治 他 金星堂・・ 年・2017

参考文献等

English Grammar In Use, Second Edition （Cambridge University Press）1994
TOEICテスト英単語・熟語マスタリー2000（旺文社） 2016

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
●毎回、授業内に小テストを実施します。
●毎回、授業終了時に宿題が出されます。
●授業では、教科書を使用するほか、必要に応じてハンドアウト等を配布します。
●第1回目の授業で示されるルールを守って受講してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 初回授業でお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション、自己紹介と写
真描写

授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

TOEICテストの概要を説明する。
簡単な英語を使って、短い自己紹介
をする。
さまざまな場面の写真を見て、平易
な英語で説明する。

2 Unit 1 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Travel” （旅行・出張）①
旅行・出張に関する語句・表現を学
び、それをテーマにしたTOEICリス
ニングに取り組む。スピーキングの
練習も行う。

3 Unit 1 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Travel” （旅行・出張）②
旅行・出張に関する語句・表現を使
って作文練習を行う。また、それを
テーマにしたTOEICリーディングに
取り組む。

4 Unit 2 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Dining Out”（外食）①
外食に関する語句・表現を学び、そ
れをテーマにしたTOEICリスニング
に取り組む。スピーキングの練習も
行う。

5 Unit 2 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Dining Out”（外食）②
外食に関する語句・表現を使って作
文練習を行う。また、それをテーマ
にしたTOEICリーディングに取り組
む。

6 Unit 3 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Media”（メディア）①
メディア全般に関する語句・表現を
学び、それをテーマにしたTOEICリ
スニングに取り組む。スピーキング
の練習も行う。

7 Unit 3 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間
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“Media”（メディア）②
メディア全般に関する語句・表現を
使って作文練習を行う。また、それ
をテーマにしたTOEICリーディング
に取り組む。

8 第1回～第7回までの総まとめと表現
演習

授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

第1回～第7回まで学んだ語句や表現
を総復習をする。
また、各種問題に取り組むことで、
それらの習熟度や到達度を測り、評
価する。

9 Unit 4 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Entertainment”（娯楽・趣味）
①
娯楽や趣味に関する語句・表現を学
び、それをテーマにしたTOEICリス
ニングに取り組む。スピーキングの
練習も行う。

10 Unit 4 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Entertainment”（娯楽・趣味）
②
娯楽や趣味に関する語句・表現を使
って作文練習を行う。また、それを
テーマにしたTOEICリーディングに
取り組む。

11 Unit 5 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Purchasing”（買い物・購入）①
買い物や購入に関する語句・表現を
学び、それをテーマにしたTOEICリ
スニングに取り組む。スピーキング
の練習も行う。

12 Unit 5 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Purchasing”（買い物・購入）②
買い物や購入に関する語句・表現を
使って作文練習を行う。また、それ
をテーマにしたTOEICリーディング
に取り組む。

13 Unit 6 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Clients”（顧客・取引先）①
顧客・取引先に関する語句・表現を
学び、それをテーマにしたTOEICリ
スニングに取り組む。スピーキング
の練習も行う。

14 Unit 6 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Clients”（顧客・取引先）②
顧客・取引先に関する関する語句・
表現を使って作文練習を行う。また
、それをテーマにしたTOEICリーデ
ィングに取り組む。
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授業科目名 英語表現Ⅱ（データサイエンス）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

日笠ロウェナ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

Students will spend much time in class learning vocabulary and speaking with classmates about everyday life
topics, such as free time activities, hobbies, likes and dislikes, and eating out.Students are expected to
participate actively in pairs and group work、study and review basic grammar and will listen to CDs. They will
also practice presentation skills。日常生活に関連したトピックでの語彙や会話の力を養う。また、ペア、グループにおけ
る会話やリスニング、プレゼンテーションを通して英語を使うことを目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 簡単な英語や英語会話を理解し、
簡単な英語で身の回りのことを表
現できる。最終的には英語が好き
になり、楽しく英語を話すことが
できる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 ペア・グループにおいて、自分の
意見や思いを英語で表現できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Class Participation授業参加

30

積極的に授業に参加しているかを評価します。：

％

Homework and Written Classwork 課題と
作文

20

授業で課された課題について、期限内に提出されたもの
に限り、内容と分量を総合的に評価します。

：

％

Speaking Test口頭テスト

20

口頭テストで英会話力を評価します。：

％

Short Quiz & Listening Tasks小テスト
と聞き取り課題

小テストと聞き取りテストを評価します。：
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1134
10 ％

Final Exam期末試験

20

授業の内容に関して出題します。（Vocabulary and Conv
ersation語彙と会話60%, Reading and Listening Part読
解とリスニングテスト40%）

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Conversations in Class
Third Edition

Jerry Talandis Jr/ Bruno
Vannieu

alma Publishing・・ 年・2015

with Stephen
Richmond /Jean-Luc Azra

・・ 年・

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問があればいつでも来てください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Course Introductionコ-スの説明
Unit1-4のレビュー

Read the course syllabus 2第 回 時間

Goals, rules, grading       Revi
ew Units 1-4
目標、ルール、授業評価など
復習

2 Unit 5 Part 1  Talking about
breaks 休暇について話す

Work Assignment: Prepare a short
speech on ' My most memorable
holiday'. 課題：「私の最も記憶に残る
休日」の短いスピーチを準備する。

2第 回 時間

Vocabulary/Speaking: Group work
・Writing
グループワーク
ライティング

3 Unit 5 Part 2 Favorite Free time
activities お気に入りのフリータ
イムアクティビティ

Prepare for next lesson 2第 回 時間

Reporting/ Feedback / Speaking /
Listening Practice
フリータイムアクティビティ

4 Unit 5 Part 3  Current & future
hobbies 現在および将来の趣味

Work Assignment: Write about ' My
favorite kind of music'. 課題:「私の
好きな音楽の種類」について書く。

2第 回 時間

Vocabulary:Hobbies/ Reading: Pai
r work
趣味について

5 Unit 6 Part 1  Music 音楽 Prepare for next lesson 2第 回 時間
Group work discussion, Listening
Practice
音楽についてのディスカッション

6 Unit 6 Part 2  Movies 映画 Work Assignment: Prepare a short
presentation on a movie scene
analysis/ TV or game課題:  映画シーン
の分析/テレビやゲームで短いプレゼン
テーションを準備する

2第 回 時間

Vocabulary: Kinds of movies/ Wri
ting
映画についてのライティング

7 Unit 6 Part 3  TV, reading and
games テレビ、読書、ゲーム

Prepare for next lesson 2第 回 時間

 Presentation &amp;amp;amp;amp;a
mp; feedback / Speaking
プレゼンテーション

8  Review Units 5-6 復習 Prepare for next lesson 2第 回 時間
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Review  Quiz/ Speaking Test
授業の復習とスピーキングテスト

9 Unit 7 Part 1 Recent meals 最近
の食事

Prepare for next lesson 2第 回 時間

Vocabulary: Food  / Role Play
食事についてのロールプレイ

10 Unit 7 Part 2 Likes & dislikes
好き嫌い

Prepare for next lesson 2第 回 時間

Vocabulary/ Group work/ Listenin
g Practice
好き嫌いについてのグループ活動

11 Unit 7 Part 3  Exotic foods &
eating outエキゾチックな食べ物と
外食

Work Assignment: Work in groups;
prepare a short drama ( life in five
years) グループで短いドラマを準備する
（5年後の生活）

2第 回 時間

Vocabulary/ Role Play: Perform a
nd give feedback
食べ物についてのロールプレイ

12 Unit 8 Part 1 Imagining life in
five years5年後で人生を想像する

Prepare for next lesson +E61 2第 回 時間

Language Practice / Reading ・Pa
ir work
リーディング
ペアワーク

13 Unit 8 Part  ３ Dream jobs  夢の
仕事

 Short drama  presentation ( Perform
and give feedback) ショートドラマプレ
ゼンテーション（演奏とフィードバッ
ク）

2第 回 時間

About Dream jobs
夢の仕事についての活動

14  Review　授業全体の復習 Review　and study for the final exam 4第 回 時間
Review what you have learned.
Study for the final exam.
授業の復習と期末試験に向けての学
習
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授業科目名 英語表現Ⅱ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

セン・イン

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。語学の習得には継続した学習が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課
題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加、授業態度 授業中の参加態度と授業への貢献を最も重視します。(授
業態度、授業における積極的な発言、グループワーク、
ペアワーク等）

：
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1135

20 ％

プレゼンテーション

20

2回。文法と英語表現、発音と声、プレゼンテーションの
流れ、グループの協力および個々の努力によって評価さ
れる。プレゼンテーション原稿もライティング課題とし
ても評価される。

：

％

定期試験

20

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

小テスト

30

筆記テスト: 3回：

％

宿題

10

読むと書く宿題: 10回：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access  5th Edition
Student Book  with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, and Steven
Brown

Pearson・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的・意欲的に取り組むこと。「授業外学修課
題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Class Orientation, Unit 7: I
Really Enjoy It!

授業の復習 (Unit 7)・授業中説明される
宿題

1第 回 時間

オリエンテーション
Unit 7: 語彙、リスニングと会話

2 Unit 7: I Really Enjoy It!, 授業の復習 (Unit 7) 1第 回 時間
Unit 7: 文法,読むと書く

3 Unit 8: Let’s Eat! 授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

1第 回 時間

Unit 8: 語彙、リスニングと会話
Unit 8: 文法,読むと書く

4 Unit 8: Let’s Eat! 授業の復習( Unit 8) 1第 回 時間
Unit 8: 文法,読むと書く
小テスト1

5 プレゼンテーション１の準備;
Unit 9: I Really Enjoy It!

プレゼンテーション1 の準備 1第 回 時間

Unit 9: 語彙、リスニングと会話
プレゼンテーションの指導
パワーポイントを作る

6 プレゼンテーション１ 授業の準備( Unit ９) 1第 回 時間
プレゼンテーション１
クラスメイトプレゼンテーション評
価

7 Unit 9: I Really Enjoy It! 授業の復習( Unit 9)・ 授業中説明され
る宿題

1第 回 時間

Unit 9: 文法,読むと書く

- 178 -



8 Unit 10: Welcome to My Home 授業の復習( Unit 10)・ 授業中説明され
る宿題

1第 回 時間

Unit 10: 語彙、リスニングと会話
Unit 10: 文法,読むと書く
Unit 10: 文法,読むと書く
小テスト2

10 Unit 11: Where Did You Go? 授業の復習( Unit 11)・授業中説明され
る宿題

1第 回 時間

Unit 11: 語彙、リスニングと会話
Unit 11: 文法,読むと書く

11 Unit 12: Will I Be Famous? 授業の復習( Unit 12)・授業中説明され
る宿題

1第 回 時間

Unit 12: 語彙、リスニングと会話
Unit 12: 文法,読むと書く
Unit 12: 語彙、リスニングと会話
小テスト3

13 プレゼンテーション 2の準備 プレゼンテーション 2の準備 1第 回 時間
プレゼンテーション
クラスメイトのプレゼンテーション
評価

14 プレゼンテーション 2、英語表現Ⅰ
のまとめ

定期試験に向けての学習 1第 回 時間

プレゼンテーション2
クラスメイトのプレゼンテーション
評価
定期試験に向けての学習

15 定期試験 授業の復習 2第 回 時間
定期試験
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授業科目名 英語表現Ⅱ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

栖原有真人

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライド、
フォームを使用します。教科書付きのオンラインワークブックも利用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

 原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。語学の習得には継続した学習
が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題

25

授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

％

1135
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1136
25 ％

Presentations

50

3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

：

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

パソコン（またはタブレット）、教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的な・意欲
的に取り組むこと。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習
をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は授業の前後に受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Class Orientation and Class
Overview, Unit 7: I Really Enjoy
It!

授業の復習( Unit 7)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 7: 語彙、リスニングと会話
*この授業を受講する者は必ず出席
すること

2 Unit 7: I Really Enjoy It!, プレ
ゼンテーション1の準備

プレゼンテーション １の準備 3第 回 時間

・Unit 7: コミュニケーション活動
, リーディング
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 プレゼンテーション１、Unit 8:
Let's Eat!

授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・Unit 8: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 8: Let's Eat! 授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 8: コミュニケーション活動
, リーディング

5 Unit 9: I Really Enjoy It! 授業の復習( Unit 9)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 9: 語彙、リスニングと会話
・Unit 9: コミュニケーション活動
, リーディング

7 Unit 10: Welcome to My Home 授業の復習( Unit 10)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 10: 語彙、リスニングと会
話

8 Unit 10: Welcome to My Home, プ
レゼンテーション2の準備

プレゼンテーション2の準備 3第 回 時間
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・Unit 10: コミュニケーション活
動, リーディング
・プレゼンテーション２の指導と準
備

9 プレゼンテーション 2 授業中説明される宿題 2第 回 時間
・プレゼンテーション ２, クラス
メイトプレゼンテーション評価
・特別活動

10 Unit 11: Where Did You Go? 授業の復習( Unit 11)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 11: 語彙、リスニングと会
話
・Unit 11: コミュニケーション活
動, リーディング

12 Unit 12: Will I Be Famous? 授業の復習( Unit 12)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 12: 語彙、リスニングと会
話

13 Unit 12: Will I Be Famous?、プレ
ゼンテーション3の準備

プレゼンテーション3の準備 3第 回 時間

・Unit 11: コミュニケーション活
動, リーディング
・プレゼンテーション3の指導と準
備

14 プレゼンテーション 3、英語表現Ⅱ
のまとめ

授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習

1136
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授業科目名 英語表現Ⅱ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

竹内 ニコール

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライド、
フォームを使用します。教科書付きのオンラインワークブックも利用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

 原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。語学の習得には継続した学習
が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題

25

授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

％

1136
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1137
25 ％

Presentations

50

3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

：

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

パソコン（またはタブレット）、教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的な・意欲
的に取り組むこと。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習
をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。
takeuchi-ni(アットマーク）g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Class Orientation and Class
Overview, Unit 7: I Really Enjoy
It!

授業の復習( Unit 7)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 7: 語彙、リスニングと会話
*この授業を受講する者は必ず出席
すること

2 Unit 7: I Really Enjoy It!, プレ
ゼンテーション1の準備

プレゼンテーション １の準備 3第 回 時間

・Unit 7: コミュニケーション活動
, リーディング
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 プレゼンテーション１、Unit 8:
Let's Eat!

授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・Unit 8: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 8: Let's Eat! 授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 8: コミュニケーション活動
, リーディング

5 Unit 9: I Really Enjoy It! 授業の復習( Unit 9)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 9: 語彙、リスニングと会話
・Unit 9: コミュニケーション活動
, リーディング

7 Unit 10: Welcome to My Home 授業の復習( Unit 10)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 10: 語彙、リスニングと会
話

8 Unit 10: Welcome to My Home, プ
レゼンテーション2の準備

プレゼンテーション2の準備 3第 回 時間
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・Unit 10: コミュニケーション活
動, リーディング
・プレゼンテーション２の指導と準
備

9 プレゼンテーション 2 授業中説明される宿題 2第 回 時間
・プレゼンテーション ２, クラス
メイトプレゼンテーション評価
・特別活動

10 Unit 11: Where Did You Go? 授業の復習( Unit 11)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 11: 語彙、リスニングと会
話
・Unit 11: コミュニケーション活
動, リーディング

12 Unit 12: Will I Be Famous? 授業の復習( Unit 12)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 12: 語彙、リスニングと会
話

13 Unit 12: Will I Be Famous?、プレ
ゼンテーション3の準備

プレゼンテーション3の準備 3第 回 時間

・Unit 11: コミュニケーション活
動, リーディング
・プレゼンテーション3の指導と準
備

14 プレゼンテーション 3、英語表現Ⅱ
のまとめ

授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習

1137

- 185 -



授業科目名 英語表現Ⅱ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

エリック・ロスランスキー

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 英語運用力 4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

 原則として毎回出席すること。語学の習得には継続した学習が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と
課題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題

30

授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

％

Presentations 3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

：

1137
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1138

45

もライティング課題として別で評価される。

％

定期試験

25

授業の内容について定期試験を実施する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access Fifth Edition
Student Book with
MyMobileWorld  ISBN
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的な・意欲的に取り組むこと。「授業外学修
課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。
　　　eric(アットマーク）g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Class Orientation and Class
Overview, Communication Activity

授業の復習・ 課題に関する学習 2第 回 時間

・授業の進め方
・授業の準備もの、課題等について
説明します。
・授業で使われる英語表現
・コミュニケーション活動
・オリエンテーション
・GoogleClassroomでオンラインク
イズや宿題をする方法を教える
・オンラインのインタラクティブな
学習ソフトウェアとアプリの指導。
　*この授業を受講する者は必ず出
席すること
・Unit７　コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

2 Unit 7 I Love Weekends!
 "Vocabulary, Listening and
Conversation"

授業の復習( Unit 7)・  課題に関する学
習、パフォーマンス課題の準備

2第 回 時間

・Unit７　コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・ペアワーク、グループワーク
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 Unit 7 I Love Weekends!
 "Communication Activity and
Grammar" Performance 1

授業の復習( Unit 7) 2第 回 時間

・Unit７　コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション１

4 Unit 8 Let's Eat "Vocabulary,
Listening and Conversation"

ライティング課題１完了する 2第 回 時間

Unit 8: 語彙、リスニングと会話
5 Unit 8 Let's Eat "Communication

Activity and Grammar"
授業の復習( Unit 8) 2第 回 時間

・Unit 8　コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

6 Unit 9 I really enjoy it!
 "Vocabulary, Listening and
Conversation"

授業の復習( Unit 9)・ 課題に関する学
習

2第 回 時間

Unit 9: 語彙、リスニングと会話
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7 Unit 9  "Communication Activity
and Grammar"

授業の復習( Unit 9)・ Unit 9　に関連
したパフォーマンス課題の準備

2第 回 時間

・Unit 9: コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション２課題の準備

8 Unit 7-9 Review、Presentation 2 ライティング課題2完了する・ 2第 回 時間
・Unit 7-9 Review: 語彙、リスニ
ング、会話、表現と文法
・プレゼンテーション２

9 Unit 10 Welcome to my home
 "Vocabulary, Listening and
Conversation"

授業の復習( Unit 10) 2第 回 時間

・Unit 10 語彙、リスニングと会話
10 Unit 10 Welcome to my Home.

 "Communication Activity and
Grammar"

授業の復習( Unit 10)・課題に関する学
習 、教科書の109ページのカードを切っ
て用意する

2第 回 時間

・Unit 10:コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング

11 Unit 11 "Where did you go?" 授業の復習( Unit 11) 2第 回 時間
Unit 11: 語彙、リスニングと会話
・Unit 11:コミュニケーション活動
、表現と文法、リーディング
・プレゼンテーション３課題の準備

13 Unit 12 ”Will I be famous？”
Performance 3

授業の復習( Unit 12) 2第 回 時間

・Unit 12: 語彙、リスニングと会
話
・プレゼンテーション３

14 Unit 7~12, Semester Review 授業の復習・最終試験に向けての学習 2第 回 時間
学生はグループでUnit 7～12のレビ
ュー活動を作成する

・授業の振り返り
・最終試験の準備と練習。

1138
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授業科目名 英語表現Ⅱ（経営）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

ピアス・ストリックランド

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

このコースは、学生に英語でのコミュニケーションに対する経験と自信を与えることを目的としています。学生は様々なテーマ
について自分の考えや意見を述べることを学びます。スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの練習が割り当
てられ、授業内容に関連するプレゼンテーションがコース全体で3回行われます。大学生の興味や生活に関連するテーマについ
てのプレゼンテーションを計画し、実行することを通して、このクラスは学生の英語への興味を高めることを目指しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語運用力

4技能を用いて、英語で情報の発
信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。ペア・グループワークにおい
て他者を尊重しながら自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

すべての課題はGoogleClassroomに投稿され、週ごとに整理されます。 課題は、Googleドキュメント、スライ
ド、フォームを使用します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

 原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなす。語学の習得には継続した学習
が大切です。欠席した場合、各自で授業内容と課題等を教員に確認する責任があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業における課題と宿題

25

授業における課題、宿題の完了、授業における積極的な
発言、グループワーク、ペアワークによる積極的な態度
を評価される。

：

％

1138
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1139
25 ％

Presentations

50

3つのプレゼンテーションは、文法と英語表現、発音と声
、プレゼンテーションの流れ、グループの協力および個
々の努力によって評価される。プレゼンテーション原稿
もライティング課題として別で評価される。

：

％

定期試験

25

授業内で学んだ表現について筆記テストを行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

English Firsthand
Access 5th Edition
Student Book with
MyMobileWorld ISBN:
9789813132757

Marc Helgesen, John
Wiltshier, Steven Brown

Pearson Education・・ 年・2018

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

教科書、ノート、文房具と辞書（または電子辞書）を持参すること。授業には積極的な・意欲的に取り組むこと。「授業外学修
課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
＊＊教科書にはオンラインワークブックコードが付属しており、オンラインコンテンツにアクセスしなければならないため、各
学生は教科書を必ず購入する必要があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 質問等は本授業の前後、またはメールでも構いません。件名に学籍番号、
氏名を記入してください。
strickland@g.g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Class Orientation and Class
Overview, Unit 7: I Really Enjoy
It!

授業の復習( Unit 7)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・オリエンテーション
・Unit 7: 語彙、リスニングと会話
*この授業を受講する者は必ず出席
すること

2 Unit 7: I Really Enjoy It!, プレ
ゼンテーション1の準備

プレゼンテーション １の準備 3第 回 時間

・Unit 7: コミュニケーション活動
, リーディング
・プレゼンテーション１の指導と準
備

3 プレゼンテーション１、Unit 8:
Let's Eat!

授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・プレゼンテーション１, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・Unit 8: 語彙、リスニングと会話

4 Unit 8: Let's Eat! 授業の復習( Unit 8)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 8: コミュニケーション活動
, リーディング

5 Unit 9: I Really Enjoy It! 授業の復習( Unit 9)・授業中説明される
宿題

2第 回 時間

・Unit 9: 語彙、リスニングと会話
・Unit 9: コミュニケーション活動
, リーディング

7 Unit 10: Welcome to My Home 授業の復習( Unit 10)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 10: 語彙、リスニングと会
話

8 Unit 10: Welcome to My Home, プ
レゼンテーション2の準備

プレゼンテーション2の準備 3第 回 時間
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・Unit 10: コミュニケーション活
動, リーディング
・プレゼンテーション２の指導と準
備

9 プレゼンテーション 2 授業中説明される宿題 2第 回 時間
・プレゼンテーション ２, クラス
メイトプレゼンテーション評価
・特別活動

10 Unit 11: Where Did You Go? 授業の復習( Unit 11)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 11: 語彙、リスニングと会
話
・Unit 11: コミュニケーション活
動, リーディング

12 Unit 12: Will I Be Famous? 授業の復習( Unit 12)・授業中説明され
る宿題

2第 回 時間

・Unit 12: 語彙、リスニングと会
話

13 Unit 12: Will I Be Famous?、プレ
ゼンテーション3の準備

プレゼンテーション3の準備 3第 回 時間

・Unit 11: コミュニケーション活
動, リーディング
・プレゼンテーション3の指導と準
備

14 プレゼンテーション 3、英語表現Ⅱ
のまとめ

授業の復習・ 定期試験に向けての学習 3第 回 時間

・プレゼンテーション３, クラスメ
イトプレゼンテーション評価
・定期試験に向けての学習

1139
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授業科目名 英語表現Ⅱ（教育）

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 1

片岡晴美・天羽美帆・呉亜矢・Ｊ・リング・松本篤

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、「英語表現Ⅰ」に続いて、語彙、文法、発音および4技能5領域（リーディング、リスニング、ライティング、ス
ピーキング（やり取り・発表））の全般的な向上を図ることにより、CEFR B2レベルの英語コミュニケーション能力を身に付け
ることを目指します。授業内では、ペアワーク、グループワーク、ミニプレゼンテーション、グループプレゼンテーション、
ディスカッション、エッセイライティングなどの活動を行ない、多様な背景を持った人々と交流するために必要な英語力を獲得
します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 他者とコミュニケーションを取る
ための英語力

4技能(5領域）を用いて、英語で情
報の発信・受信ができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 英語で他者との意思疎通ができ
る。

2．全学DP10.忠恕の心 ペア、グループワークにおいて、
他者を尊重しながら、自らの役割
を遂行することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。
語学の習得には継続した学習が大切です。
欠席した場合は各自で課題等を教員に確認してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション等のパフォーマンス
課題

50

授業内に実施するパフォーマンス課題（学生が英語でア
ウトプットするもの）について、内容、発音、発表態度
、積極的に参加できたか等を総合的に評価します。

：

％

1139
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1140

授業課題、積極的な授業活動への参加

25

授業内および宿題として出された課題について、内容、
分量等を評価します。

：

％

定期試験

25

14回の授業で学んだ、テキストや言語活動の内容に関し
て出題される試験の結果で評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

American English File 3
(Third Edition),

Latham-Koenig, Christina
et al.

Oxford University Press・・ 年・2021

参考文献等

授業で指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・教科書、ノート、辞書を持参すること。
・授業には、積極的・意欲的に取り組むこと。
・携帯電話、スマートフォンは指示した時以外は使用を禁じます。
・授業は予習を前提として行われます。また、授業後は丁寧に復習しておいてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 他の時間で対応可能な場合は、初回の授業で案内します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、コミュニケー
ション活動

授業の復習（語彙、発音、文法、リスニ
ング、リーディング、スピーキング）

1第 回 時間

・授業の進め方、準備、課題、約束
事等について説明する
・コミュニケーション活動の例を体
験する

2 Unit 6A   Behind the scenes 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: passive
・vocabulary: movies
・pronunciation: past participle
s
・listening, reading, speaking a
nd writing: movies

3 Unit 6B   Every picture tells a
story

授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: modals of dedction
・vocabulary: the body
・pronunciation: diphthongs
・listening, reading and speakin
g: profiles

4 Unit  7A   Live and learn 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: first conditional etc
.
・vocabulary: education
・pronunciation: the letter u
・listening, reading and speakin
g: education

5 Unit 7B   The hotel of Mom and
Dad

授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: second conditional
・vocabulary: houses
・pronunciation: sentence stress
, the letter c
・listening, reading, speaking a
nd writing: houses
・パフォーマンス課題（１）の説明

6 パフォーマンス課題（１） パフォーマンス課題の準備と振り返り 1第 回 時間
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・第1-5回の授業の内容に関連した
パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

7 Unit 8A   The right job for you 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: gerunds and infinitiv
es
・vocabulary: work
・pronunciation: word stress
・listening, reading, speaking a
nd writing: jobs

8 Unit 8B   Have a nice day! 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: reported speech
・vocabulary: shopping
・pronunciation: the letter ai
・listening, reading, speaking a
nd writing: customer service

9 Unit 9A   Lucky encounters 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: third conditional
・vocabulary: making adjectives
and adverbs
・pronunciation: sentence rhythm
s etc.
・listening, reading and speakin
g: luck

10 Unit 9B   Digital detox 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ、ライティング）

1第 回 時間

・grammar: quantifiers
・vocabulary: electronic devices
・pronunciation: linking etc.
・listening, reading, speaking a
nd writing: digital life
・パフォーマンス課題（２）の説明

11 パフォーマンス課題（２） パフォーマンス課題の準備と振り返り 1第 回 時間
・第7-10回の授業の内容に関連した
パフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

12 Unit 10A   Idols and icons 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: relative clauses etc.
・vocabulary: compound nouns
・pronunciation: word stress
・listening, reading, speaking a
nd writing: idols

13 Unit 10B   And the murder is... 授業の準備と復習（語彙、発音、文法、
リスニング、リーディング、スピーキン
グ）

1第 回 時間

・grammar: tag questions
・vocabulary: crime
・pronunciation: intonation in t
ag questions
・listening, reading and speakin
g: crime
・パフォーマンス課題（３）の説明

14 パフォーマンス課題（３） パフォーマンス課題の準備と振り返り、
定期試験の準備

1第 回 時間

・第12―13回の授業の内容に関連し
たパフォーマンス活動を行う
・発表後には簡単な質疑応答を行う
・相互評価と振り返り（他者からの
評価を参考にし、自己評価を行い、
今後の改善点を考える）

1140
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授業科目名 英語表現Ⅱ（国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

澤泰人・山川温

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、日常生活やビジネスの基礎となる英語の語彙や表現を正しく理解し、リスニングとリーディングの両面で日常生活や
ビジネス的な内容に対する理解度をさらに高め、また自らも創造できるようになることを目標とする。様々な演習問題に取り組
むことを通じて、英語学修の意義や楽しさに気づき、自律的に英語学習を持続して行っていくための指針を与えるよう授業を展
開する。また、授業中にはペアやグループでの活動を積極的に取り入れ、協働学習による目標達成への連帯感と動機付けを図り
つつ、発展的な英語コミュニケーション力の育成と、TOEICや英検などの英語検定にも対応できる力をさらに向上させる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル ビジネスの基礎となる英語力の育
成

ビジネスシーンで用いられる会話
における基本的な英語の語彙や表
現が正しく理解できるようになる

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

英語コミュニケーション力の育成 よくあるビジネスシーンにおい
て、英語でやりとりができる（会
話やメール）

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 TOEIC等に向けて自ら学習計画を立
て、それに従って自律的に学習を
進めることができる

2．全学DP９.役割理解・連携行動 協働学習において積極的に関わ
り、互いに学びあうことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

●原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。
●私語や携帯電話等の不要な使用などが目立つ場合、授業への積極的な参加の意志がないものとみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題

20

宿題や課題への取り組みや完成度を評価します。：

％

授業参加

30

質問や自分の考え・意見の発表に、また課題の完成に向
けてどれだけ積極的に取り組んでいるかを評価します。

：

％

小テスト 前回の授業内容の理解度を評価します。：

1140
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1142
20 ％

定期試験

30

試験の得点で評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

The High Road to the
TOEIC Listening and
Reading Test

早川幸治 他 金星堂・・ 年・2017

参考文献等

English Grammar In Use, Second Edition （Cambridge University Press）1994
TOEICテスト英単語・熟語マスタリー2000（旺文社） 2016

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
●毎回、授業内に小テストを実施します。
●毎回、授業終了時に宿題が出されます。
●授業では、教科書を使用するほか、必要に応じてハンドアウト等を配布します。
●第1回目の授業で示されるルールを守って受講してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 初回授業でお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション、過去の体験説
明と写真描写

授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

TOEICテストの概要を復習する。
簡単な英語を使って、自分が経験し
たり体験したことを説明し、他者に
伝える。
さまざまな場面の写真を見て、平易
な英語で説明する。

2 Unit 7 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

 “Recruiting” （求人・雇用）①
求人・雇用などに関する語句・表現
を学び、それをテーマにしたTOEIC
リスニングに取り組む。スピーキン
グの練習も行う。

3 Unit 7 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

 “Recruiting” （求人・雇用）②
求人・雇用などに関する語句・表現
を使って作文練習を行う。また、そ
れをテーマにしたTOEICリーディン
グに取り組む。

4 Unit 8 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Personnel”（職員・人事）①
職員・人事に関する語句・表現を学
び、それをテーマにしたTOEICリス
ニングに取り組む。スピーキングの
練習も行う。

5 Unit 8 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Personnel”（職員・人事）②
職員・人事に関する語句・表現を使
って作文練習を行う。また、それを
テーマにしたTOEICリーディングに
取り組む。

6 Unit 9 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

 “Advertising”（宣伝・広告）①
宣伝・広告に関する語句・表現を学
び、それをテーマにしたTOEICリス
ニングに取り組む。スピーキングの
練習も行う。
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7 Unit 9 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Advertising”（宣伝・広告）②
宣伝・広告に関する 語句・表現を
使って作文練習を行う。また、それ
をテーマにしたTOEICリーディング
に取り組む。

8 第1回～第7回までの総まとめと表現
演習

授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

第1回～第7回まで学んだ語句や表現
を総復習をする。
また、各種問題に取り組むことで、
それらの習熟度や到達度を測り、評
価する。

9 Unit 10 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

4第 回 時間

“Meetings”（会議・打合せ）①
会議や打ち合わせに関する語句・表
現を学び、それをテーマにしたTOEI
Cリスニングに取り組む。スピーキ
ングの練習も行う。

10 Unit 10 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Meetings”（会議・打合せ）②
会議や打ち合わせに関する語句・表
現を使って作文練習を行う。また、
それをテーマにしたTOEICリーディ
ングに取り組む。

11 Unit 11 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Finance”（財務・会計）①
財務・会計に関する語句・表現を学
び、それをテーマにしたTOEICリス
ニングに取り組む。スピーキングの
練習も行う。

12 Unit 11 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Finance”（財務・会計）②
財務・会計に関する語句・表現を使
って作文練習を行う。また、それを
テーマにしたTOEICリーディングに
取り組む。

13 Unit 12 Listening & Speaking 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Offices”（オフィス・職場）①
オフィス・職場に関する語句・表現
を学び、それをテーマにしたTOEIC
リスニングに取り組む。スピーキン
グの練習も行う。

14 Unit 12 Reading & Writing 授業時に学んだ語句・表現を反復練習す
る。

1第 回 時間

“Offices”（オフィス・職場）②
オフィス・職場に関する語句・表現
を使って作文練習を行う。また、そ
れをテーマにしたTOEICリーディン
グに取り組む。
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授業科目名 総合英語Ａ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

坂井純子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業はアカデミック英語の基礎を身につけることを目標としています。多様な国際的、文化的テーマのリーディング素材を用
いて語彙力、文法力、理解に必要な背景知識を身につけ、内容についてディスカッションしながら、テーマについての考察を繰
り返します。また、ライティング課題を通じて、英文エッセイの基本構造を理解し、それに従って自らの考えを英文でわかりや
すく伝えるスキルを磨きます。最終的に確固たる視点を持ちながら英語で議論するためのベースを固めていくことを目指しま
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 国際的、文化的テーマを扱う英文
を理解する力

国際的、文化的テーマについて書
かれた英文を理解するための一般
的背景知識と英語力を身につけて
いる

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 英文で自分の考えを論理的に伝え
る力

英文エッセイの基本構造を理解
し、それに沿って自らの考えを論
理的に表すことができる

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 ペア・グループ活動に積極的に関
わり、相手の考えを尊重しながら
自分の意見を伝えることができる

2．全学DP９.役割理解・連携行動 さまざまなグループの中で仲間と
連携して与えられたタスクを確実
こなすことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がない場合は放棄とみなし、成績評価を行いません。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Participation 予習・宿題・振り返りワークへの取り組み、授業への積
極的参加、グループワークへの貢献から評価します。

：

1142
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1143

30 ％

Assignment

30

ルーブリックに基づき、学習内容した活かせているか、
期日を守っているか、十分な準備と考察が行われている
か、英語表現、その他について評価します。

：

％

Quizzes

15

小テストの結果により評価します。：

％

Final test

25

学習したことを理解しているか、知識が定着しているか
、学習した内容の統合がみられるかという点から評価し
ます。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Skills for Better
Writing -Basic-

Yumiko Ishitani 南雲堂・・ 年・2020

参考文献等

適宜授業内にて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回１時間の授業外学修が求められます。
授業は協働学習を中心として進むため、一人ひとりの積極的な姿勢とグループへの貢献が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

備考・注意事項： 相談がある場合はまずアポイントメントを取ってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction / Basic Essay
Structure

WritingテキストU1 1第 回 時間

授業の進め方、学習課題の進め方の
についての説明
Writing課題の進め方の説明
Quizletの登録
English Essay Structure: Model E
ssayの分析

2 Skills for Better Writing WritingテキストU2 1第 回 時間
復習：英文エッセイの構造
In-class Writing
Discussion

3 Unit 1 Mysterious: Reading 語彙学習、WritingテキストU2 1第 回 時間
宿題の確認
導入活動とReading
グループワークによる内容確認
演習（内容理解、文法、語彙）

4 Unit 1 Mysterious: Writing 語彙学習、WritingテキストU3 1第 回 時間
宿題の確認、Readingの復習
Critical Thinking Activity
In-class Writing
Unit 1のまとめ

5 Unit 2 Eating Extremes: Reading 語彙学習、WritingテキストU3 1第 回 時間
宿題の確認
導入活動とReading
グループワークによる内容確認
演習（内容理解、文法、語彙）

6 Unit 2 Eating Extremes: Video 語彙学習、授業内Writingの準備 1第 回 時間
Readingの復習、宿題の確認
Video: Right Dog for the Job
グループワークによる内容確認
Critical Thinking Activity

7 Unit 2 Eating Extremes: Writing 語彙学習、WritingテキストU4 1第 回 時間
復習Quizとアウトプット活動
In-class Writing
Unit 2のまとめ

8 Unit 3 Cool Jobs: Reading 語彙学習、WritingテキストU4 1第 回 時間
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宿題の確認
導入活動とReading
グループワークによる内容確認
演習（内容理解、文法、語彙）

9 Unit 3 Cool Jobs: Video 語彙学習、In-class writingの準備 1第 回 時間
宿題の確認
Video: Right Dog for the Job
グループワークによる内容確認
Critical Thinking Activity

10 Unit 3 Cool Jobs: Writing 語彙学習、WritingテキストU5 1第 回 時間
復習Quizとアウトプット活動
In-class Writing
Unit 3のまとめ

11 Unit 4 Shipwrecks: Reading 語彙学習、Writing Projectの準備、
WritingテキストU5

1第 回 時間

宿題の確認
導入、Reading、グループワークに
よる内容確認
演習（内容理解、文法、語彙）
Writing Projectの説明

12 Unit 4 Shipwrecks: Video 語彙学習、Writing Projectの準備 1第 回 時間
Readingの復習、宿題の確認
Video: An Ancient Shipwreck
Critical Thinking Activity
Writing Projectの確認

13 Unit 4 Shipwrecks: Writing 語彙学習、Writing Projectの準備 1第 回 時間
復習Quizとアウトプット活動
In-class Writing
Unit 4のまとめ
Writing Projectについてのディス
カッション

14 Writing原稿の完成 学習の振り返りとまとめ、定期試験に向
けた復習

1第 回 時間

ピアレビューとディスカッション
Writing Project: 原稿のreviseと
完成
総まとめ

1143
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授業科目名 総合英語Ｂ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

坂井純子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業はアカデミック英語の基礎を身につけることを目標としています。様々な国際的、文化的テーマのリーディング素材を用
いて、語彙力、文法力、理解に必要な背景知識を身に着けながら、テーマについて話し合い考察することを繰り返します。また
英文エッセイやプレゼンテーションにおける構造、説明、比較などで頻繁に用いられる表現などに十分に慣れ親しみ、自分の考
えをまとめ上げて効果的に伝える力を磨きます。最終的にこうした活動を通じて、確固たる自己の視点を持ちながら英語で議論
するためのベースをさらに固めていくことを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 国際的、文化的テーマを扱う英文
の内容を理解する力

国際的、文化的テーマについて書
かれた英文を理解できるだけの一
般的背景知識と英語力を身につけ
ている

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

事実や自分の考えを英語で伝える
力

テーマについて考察した結果や調
査内容をポイントを明確にしなが
ら、英文で正しく、論理的に伝え
ることができる

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 ペア・グループ活動に積極的に関
わり、相手の考えを尊重しながら
自分の意見を伝えることができる

2．全学DP９.役割理解・連携行動 共同作業においていろんな相手と
連携して与えられたタスクを確実
こなすことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がない場合は放棄とみなし、成績評価を行いません
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1149

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Participation

30

予習・宿題・振り返りワークへの取り組み、授業への積
極的参加、グループワークへの貢献から評価します。

：

％

Assignment

30

ルーブリックに基づき、学習内容した活かせているか、
期日を守っているか、十分な準備と考察が行われている
か、英語表現、その他について評価します。

：

％

Quizzes

15

小テストの結果に基づいて評価します。：

％

Final test

25

学習したことを理解しているか、知識が定着しているか
、学習した内容の統合がみられるかという点から評価し
ます。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Speaking of Critical
Thinking

Peter Vincent・中里　菜
穂子

南雲堂・・ 年・2021

参考文献等

適宜授業内にて紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は平均すると毎回2時間の授業外学修が求められます。
授業は協働学習を中心として進むため、一人ひとりの積極的な姿勢とグループへの貢献が求められます。
教科書は前期の「総合英語A」と同じものを使用します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します。

場所： 初回授業で案内します。

備考・注意事項： 相談がある場合はまずアポイントメントを取ってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction / Unit 1 Critical
Thinking

語彙学習、Writing課題 1第 回 時間

授業の進め方やWriting課題の説明
導入活動とReading
Critical Thinking Activity

2 Unit 2 Logic and Organizing 語彙学習、Writing課題 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

3 Unit 3 Strategies 語彙学習、Writing課題 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

4 Unit 4 Culture 語彙学習、Writing課題 1第 回 時間
導入活動とReading
グループワークによる内容確認
演習（内容理解、文法、語彙）

5 Unit 5 Communication 語彙学習、Writing課題 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

6 Unit 6 Perception プレゼンテーションの準備 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

7 Mini presentation 語彙学習、Reading課題 1第 回 時間
Presentation
Discussion
振り返りワーク
Final Presentationの説明

8 Unit 7 Values 語彙学習、Writing課題 1第 回 時間
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宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

9 Unit 8 Creative Thinking 語彙学習、Writing課題 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

10 Unit 9 Business 語彙学習、WritingテキストU13 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

11 Unit 10 Personal Issues プレゼンテーション原稿の準備 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

12 Unit 11 Giving Opinions プレゼンテーション原稿の完成 1第 回 時間
宿題に基づくdiscussion
Reading活動
Critical Thinking Activity

13 Unit 12 Self-Awareness/
Presentation Preparation

プレゼンテーションの練習 1第 回 時間

Reading
Presentation用のスライドの完成
リハーサル

14 Presentation 学習のまとめと振り返り 1第 回 時間
Presentation
Discussion
総まとめ

1149
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授業科目名 中国語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期/後期1～4年 1

鄭惠芳

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　初心者にとって、中国語の学習は文法を理解した上で、一字一字の発音を正確に練習することによって、中国語の美しい音色
を体得し、その上、コミュニケーションの喜びを覚えます。文法の理解と正確な発音を修得するために簡単な会話を通じて、自
分のことを発信して中国語を楽しく学びます。「言葉は文化交流の第一歩」です。
　この授業は、はじめて中国語を学ぶには「分かりやすく覚えやすい」初級レベルの中国語会話が中心の授業です。学習効果を
高めるため事前予習が必要です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 語学力を高めていくこと 語学力を高める、専門的知識を習
得することにより、さらに視野を
広げることができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 積極性および創造力を養う
よりよい社会性とコミュニケー
ションすることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、また規定された課題提出がなければ成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

30

授業態度：教師の指示に従い、積極的に活動をする。グ
ループ、ペアで協力しながら活動するなどの項目におい
て、５段階で評価する

：

％

1149
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1150

授業内テストおよび課題の提出

35

授業内テスト：毎回授業のあとに行う１０問の小テスト
。
課題提出：指示された範囲の教科書内のスキットを書き
写す。

：

％

中間試験(２回)および期末試験

35

中間試験：復習するために筆記試験（100点満点）＋自己
紹介の発表
期末試験：所定した範囲の筆記試験（100点満点）＋各課
本文の読み(発音なし)

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

中国語ポイント５５本間史　・　孟広学 白水社・・ 年・2011

参考文献等

授業中に提示する

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回１時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回の授業で案内する

場所： 初回の授業で案内する

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 中国語のアプローチ（中国概要） 授業した内容を復習する 1第 回 時間
中国語を学ぶには、まず近代の中国
の変化と発展を知る必要があります
。
さらに、日本の漢字と違ういわゆる
「簡体字」は今、中国では一般的に
使われていることや同じ漢字でも日
本と意味がまったく違うことを勉強
します。

2 発音篇Ⅰ　母音の仕組み＆練習 授業した内容を復習＆CDを聞きながら声
調を練習する

1第 回 時間

日本と違って漢字の一字一字には「
抑揚頓挫」（高さ）があります。文
章を読むと自然にイントネーション
が作られて、まるでメロディーのよ
うに美しく感じられます。最初は少
し不慣れかもしれないが、歌の練習
のように回を重ねていけば結構楽し
いリズムが出てきます。
「何事も最初のひと踏ん張り！」が
大事です。
最後に授業内テストをします

3 発音篇Ⅱ　母音と声調の組み合わせ 授業した内容を復習＆発音練習、発音
ルールを暗記する

1第 回 時間

３７の母音を声調の高さをのせて発
音練習しながら単独で使える母音の
単語も一緒に練習します。そのほか
、発音に関するルールを紹介し、そ
のルールのもとに正しい発音を練習
して覚えていきます。

4 発音篇Ⅲ　子音の練習と母音との組
み合わせ

次回の復習テストのために概要、発音
ルールと家族表と子音一覧を暗記

2第 回 時間

中国語の発音の中、３７個の母音（
単独に使える）と２１個の子音が存
在しています。
子音は単独には使えませんが、子音
は必ず母音と一緒に組み合わせして
文字になります。
子音を紹介したあとは繰り返し発音
練習をして、簡単な家族の呼びかけ
（家族表）も一緒に練習します。
次回の復習テストのために概要、発
音ルールと家族表と子音一覧を暗記
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1150
5 復習テスト＆第１課 名詞文 授業内容を復習してチャレンジ１(P.16)

を書いてみよう
1第 回 時間

１．復習テスト（テスト範囲：概要
・発音ルール・家族表・子音一覧・
P.11～13）
２．発音ルールが覚えられなければ
、正しく美しく中国語を発音できま
せんので、必ず覚えましょう。
　　第１課P.14～15の名詞文の文型
を解説しながら発音練習します。

6 第１課　スキット「初めまして」 次回提出筆記レポート（第１課P.14～17
書き写し）

1第 回 時間

１．名詞文の特徴や使い方を復習し
ながら、文型を使って置き換え練習
していきます。
２．会話文を練習⇒隣同士とロール
プレイ練習。
３．授業内テスト

7 第２課　動詞述語文の解説 授業内容を復習してチャレンジ１(P.20)
を書いてみよう。

1第 回 時間

１．ご飯を食べる､コーヒーを飲む
…動詞述語文
２．あれは辞書ではありません…指
示代名詞文
３．これは誰の本ですか…疑問詞文
４．これは父のメガネです…所有を
表す｢的｣を解説＆練習。
　　初歩的中国語文法は案外と日本
語に似ているが、発音は別だと実感
！
５．授業内テスト

8 第２課　スキット「あなたは何がす
きですか」

次回の課題提出（第2課P.18~21を書き写
す）

1第 回 時間

１．動詞文の特徴や使い方を復習し
ながら、文型を使って置き換え練習
していきます。
２．会話文を練習⇒学生二人でロー
ルプレイします。
３．授業内テスト

9 「自己紹介」の練習 ＆ 第３課　形
容詞述語文

次回に中間試験(1)のために所定範囲をテ
スト勉強

2第 回 時間

１．自己紹介のモデル文章を学び、
実際自分の自己紹介を講師と一緒に
繰り返し練習します｡
２．彼は忙しい、今日はたいへん暑
いです..形容詞述語文
３．彼は時間がない、私はパソコン
を持っている..所有の表現を解説＆
練習
４．授業内テスト

10 中間試験(1) 筆記試験＋自己紹介の
発表　/ 第３課スキット「今日は忙
しいですか」

次回の課題提出（第３課の書き写し
P.22~25)

2第 回 時間

１．中間試験(1)…筆記試験＋自己
紹介の発表（範囲は第９回授業内容
に参照）
２．今まで学んだ中国語の様々な述
語文やセンテンス内の構造助詞の仕
組みの理解度をチェックしながら第
３課の会話を練習⇒学生二人でロー
ルプレイします。

11 おさらい&第４課　場所詞・さまざ
まな疑問詞

授業した内容を復習する＆P.28チャレン
ジを書いてみよう

2第 回 時間

１．今まで習ったところを見直しし
て、積極的にロールプレイをします
。
２．第４課の文型を解説＆置き換え
練習⇒学生参加（文型にそって言葉
を置き換えていく）
３．授業内テスト

12 第４課スキット「あなたはどこに住
んでいる？」

次回の課題提出（第4課P.26~29を書き写
す）

2第 回 時間
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１．第４課スキットの会話を練習⇒
学生二人でロールプレイします。
２．P.28チャレンジ４を授業内で書
いてみよう＆語句のリスニング練習
３．授業内テスト
４．次回は中間試験(2)を行います
。筆記試験＋リスニング
範囲：授業進度を調整するため新た
に授業内で指示します。

13 中間試験（2）筆記試験＋リスニン
グ　/ 第５課　助数詞と応用

授業内容を復習する＆P.32チャレンジを
書いてみよう

2第 回 時間

１．中間試験（筆記試験＋語句の聞
き取り）
２．第５課　数の発音＆数える時の
言い方、文型の置き換え練習⇒学生
参加ロールプレイ
３．数量の疑問詞疑問文を練習

14 第５課スキット「電子辞書はいくら
ですか」　/ 総復習

総復習 2第 回 時間

１．第５課スキットの会話文を練習
＆学生二人でロールプレイします。
２．中国語の基本文型（肯定文、否
定文、形容詞、さまざまな疑問文な
ど）を復習しながら置き換えの練習
をします。
３．リスニング練習

1150
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授業科目名 中国語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 1

劉燕子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

授業で勉強する中国語は北京語を基礎とした普通語と呼ばれる共通語です。国際化とともに中国の歴史、文化、観光に触れる機
会も多くなります。中国語は漢字で日本語と共通し、他の外国語より親しみやすいです。中高校で学んだ漢詩との「比較対照」
など、これまでの知識を有効に活用します。発音が違うので「ピンイン」というローマ字表記を用い、「声調」という音の高低
によって意味を区別します。文字を見て、音を聞き、手で書くなど複数のルートでよりよく記憶する視覚と聴覚と手作業を組み
合わせた相乗効果で学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 中国語の初級レベルの語学力 中国語で挨拶、名前や道を尋ね
る、買い物をするなどに必要な基
礎的な会話と読み書き計算の実践
力を養う

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 教養としての異文化理解、異文化
コミュニケーション

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・その他(以下に概要を記述)

授業中の質問、教科書の練習、トレーニングの回答に即してコメントします。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業でのワーク

20

音読、書写、練習やトレーニングに積極的に取り組んで
いるか、指導を的確に理解しているかを評価します。

：

％

中間の小テスト

20

教科書の指定された範囲を的確に理解しているかを評価
します。

：

％

期末試験

60

教科書の指定された範囲を的確に理解しているかを評価
します。

：

％

1150
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使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

たのしくできる　We Can!
中国語　初級　改訂版

佐藤晴彦監修、徐送迎著 朝日出版社・・ 年・2016

参考文献等

相原茂, 石田知子, 戸沼市子 共著　『Why?にこたえるはじめての中国語の文法書』新訂版、同学社、2016年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回１時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること1

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業終了後やメールで質問を受け付けます。

場所： 教室、及びYanzi@mta.biglobe.ne.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 中国語の発音（１）ピンイン、声調
（四声）

教科書の発音編の１を復習する。予習・
復習では、自分の声を録音し、模範朗読
と比較させ、発音の向上と暗誦の一石二
鳥にします。溌剌と声を出し、生き生き
とした雰囲気でアクティブに中国語を学
びましょう。以下同様。

1第 回 時間

日本の漢字と中国語の簡体字の比較
、ピンイン、声調（四声）の初歩的
理解

2 中国語の発音（２）軽声、短母音、
子音

教科書の発音編の２、３、４を復習する 1第 回 時間

軽声、短母音、子音の基礎的理解と
活用

3 中国語の発音（３）複母音、鼻母音 教科書の発音編の５、６を復習する 1第 回 時間
複母音、鼻母音の基礎的理解と活用

4 中国語の発音（４）声調の変化 教科書の発音編の７、８を復習する 1第 回 時間
声調の変化などの基礎的理解と活用

5 中国語の語彙と文法（１）挨拶、人
称代名詞、疑問文

教科書の第一課を復習する 1第 回 時間

挨拶、人称代名詞、疑問文など
6 語彙と文法（２）基本的な語順、省

略疑問文
教科書の第二課を復習する 1第 回 時間

中国語の基本的な語順、省略疑問文
など

7 語彙と文法（３）疑問詞疑問文、動
詞「在」

教科書の第三課を復習する 1第 回 時間

疑問詞疑問文、動詞「在」など
8 語彙と文法（４）所有を表す

「有」、連動文及び中間の総復習、
到達度の評価

教科書の第四課までを復習する 1第 回 時間

所有を表す「有」、連動文など、こ
れまでの総復習と中間の小テストお
よび解説

9 語彙と文法（５）形容詞述語文 教科書の第五課を復習する 1第 回 時間
形容詞述語文など

10 語彙と文法（６）存在を表す
「有」、数量詞

教科書の第六課を復習する 1第 回 時間

存在を表す「有」、数量詞など
11 語彙と文法（７）指示代名詞、名詞

述語文
教科書の第七課を復習する 1第 回 時間

指示代名詞、名詞述語文など

12 語彙と文法（８）語気助詞、比較文 教科書の第八課を復習する 1第 回 時間
語気助詞、比較文など

13 語彙と文法（９）介詞、反復疑問文 教科書の第九、十課を復習する 1第 回 時間
介詞、反復疑問文など
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14 語彙と文法（１０）動態助詞、否定
を表す副詞、助動詞、動詞の重ね型

教科書の第十,十一課を復習する 1第 回 時間

動態助詞、否定を表す副詞、助動詞
、動詞の重ね型など

1151
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授業科目名 中国語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

和泉ひとみ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

初めて中国語を学ぶ学生を対象として、基礎的な中国語の運用能力の養成を目的とします。今学期は中国語の音声、初歩的な文
法を習得することに重点をおき、簡単な文章が読め、日常生活に必要な最低限の表現を覚えることを目標にします。テキストに
は練習問題がたくさん設けてありますので、それをこなせば簡単な中国語ができるようになります。授業は文法の解説、例文の
日本語訳、練習問題を使った作文の練習、本文の解釈、音声の練習という順に行い、単元が終わるごとに必ず小テストを実施し
ます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 中国語の発音記号のルールを知
る。会話に必要な文法のルールを
知る。

中国語の発音記号が正確に読め、
日常的に使うあいさつ表現や、動
詞や形容詞を使った簡単な表現が
言えたり書けたりする。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 中国語で自己紹介ができる。中国
語で簡
単な意思表示ができる。中国語圏
の人に場所や時間、交通手段など
を教えてあげられる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

50

中国語の発音記号が覚えられているか、基本的な文法を
理解し日本語に訳したり中国語で書いたりできるか、よ
く使う単語や表現が覚えられているか、簡単な中国語を
聴いて中国語で書いたり、日本語に訳したりできるか。

：

％

小テスト

20

学習した単元の単語や表現が覚えられているか。：

％

1151

- 211 -



1155
20 ％

課題

30

テキストに載っている例文を日本語に訳せるか、練習問
題ができているか。本文の発音練習をして正確に言える
ようになったか。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

LOVE！上海ー初級中国
語ー

楊凱栄／張麗群 朝日出版社・・ 年・2015

参考文献等

東京外国語大学　中国語モジュール　http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/zh/

weblio中国語辞典　https://cjjc.weblio.jp

コトバンク　小学館　中日辞典　https://kotobank.jp/dictionary/cj03

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業中に行う課題や小テストは全て学期末の成績の一部となるので、休まずに出席して下さい。
言語を覚えるのに才能は関係ありません。時間をかけて勉強すれば必ずだれでも習得できますので、自分の将来の武器にできる
よう頑張りましょう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

場所： メール

備考・注意事項： メールアドレス：izumi-h@g.osaka-seikei.ac.jp
課題や小テストの用紙に質問事項を書いてもらってもかまいません。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス　発音編　発音一 電子機器に音声をダウンロードし、聴き
な がら発音記号と音声を覚えましょう

1第 回 時間

声調、単母音
2 発音編　発音二 電子機器に音声をダウンロードし、聴き

な がら発音記号と音声を覚えましょう。
録 音データを作成しましょう。

1第 回 時間

複合母音
3 発音編　発音三 電子機器に音声をダウンロードし、聴き

な がら発音記号と音声を覚えましょう
1第 回 時間

子音、無気音と有気音、そり舌音
4 発音編　発音四 録音データを作成しましょう。 1第 回 時間

鼻母音、中国語の音節構造、声調の
変化、半三声、否定副詞”不”の変
調、一の変調、r化の発音、声調の
組み合わせパターン

5 第１課　浦東空港にて 文法を復習し、本文の日本語訳を作成し
ま しょう。

1第 回 時間

１．人称代名詞
２．動詞述語文
３．イエスノー疑問文
４．名前の言い方

6 第２課　タクシーに乗って 発音練習をして音読データを作成しま
しょ う。

1第 回 時間

１．場所をいう指示詞
２．疑問詞疑問文
３．名詞＋“的”＋名詞
４．副詞“也”

7 第３課　ホテルでお茶を 文法を復習し、本文の日本語訳を作成し
ま しょう。

1第 回 時間

１．所在を表す動詞“在”
２．指示詞「これ」「あれ」
３．数詞（1ー10）、量詞
４．語気助詞

8 第４課　私の家族 発音練習をして音読データを作成しま
しょ う。

1第 回 時間
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１．“的”の省略（親族関係・所属
関係）
２．所有・存在を表す動詞“有”
３．否定を表す“没有”
４．接続詞“和

9 中国語ドラマの中の中国語1 ドラマに出てきた表現を覚えましょう。 1第 回 時間
上海版『花より団子』の中国語を聴
いてみましょう。

10 第５課　趣味は映画です 文法を復習し、本文の日本語訳を作成し
ま しょう。

1第 回 時間

１．副詞“不”
２．～するのが好きだ
３．推量を表す助詞“”
４．副詞“都”

11 第６課　大学の図書館へ 発音練習をして音読データを作成しま
しょ う。

1第 回 時間

１．願望を表す助動詞“想”
２．連動文①
３．動詞の重ね型
４．形容詞述語文

12 中国語ドラマの中の中国語2 ドラマに出てきた表現を覚えましょう。 1第 回 時間
上海版『花より団子』の中国語を聴
いてみましょう。

13 第７課　放課後 文法を復習し、本文の日本語訳を作成し
ま しょう。

1第 回 時間

１．数詞（10以上）、時刻、曜日
２．名詞述語文
３．正反疑問文
４．勧誘・意志を表す助詞

14 総合復習 発音練習をして音読データを作成しま
しょ う。学期中に学習した文法を復習し
ましょ う。

1第 回 時間

期末試験の前に本学期中に出てきた
文法を復習します。

1155
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授業科目名 中国語入門Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

鄭惠芳

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

前期までの中国語（１）を習得済みであること。
「相手を知ることこそ、共存共栄ができる」のが目標とします。
１３億の人口をもつ中国と中国以外の中国語圏の人々とのコミュニケーションを通じて、互いに手を
とり共存共栄が実現できます。
この授業の最初の４回は、以前習った中国語の発音や発音に関する様々なルールを確認しながら練習し、
第１課から第４課は復習の範囲とし、第５課より進み、日常会話のレベルアップを目指します。
また、実践できるために、授業内での発表する機会を増やしていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 語学力を高めていくこと 語学力を高める、専門的知識を習
得することにより、さらに視野を
広げることができる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 積極性および創造力を養う
よりよい社会性とコミュニケー
ション力をもつことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
,また、課題提出がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業参加度

40

授業態度：教師の指示に従い、積極的に活動をする。グ
ループ、ペアで協力しながら活動するなどの項目におい
て、５段階で評価する

：

％

1155
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1156
40 ％

授業内テストおよび課題の提出

30

授業内テスト：毎回授業のあとに行う１０問の小テスト
。
課題提出：指示された範囲の教科書内のスキットを書き
写す。

：

％

中間試験(２回)および期末試験

30

中間試験：復習するための筆記試験（100点満点）＋自己
紹介の発表
期末試験：指定した範囲の筆記試験（100点満点）＋各課
本文の読み

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

中国語ポイント５５本間史 ・ 孟広学 白水社・・ 年・2011

参考文献等

授業内で配布

履修上の注意・備考・メッセージ

本授業は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業で案内します

場所： 初回授業で案内します

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 発音の復習＆練習 学習した内容を復習し、単語部分（P.11
＆P.13）を次回に発表するのに暗記。

2第 回 時間

１．授業前に授業範囲を必ず予習し
てきてください。
２．発音ルールを確認しながら声調
と組み合わせて積極的に声を出して
練習する。
　　　授業範囲：P.8～P.13
３．授業内テストを行う。

2 第１課～第２課の復習 次回の課題提出（P.17とP.21、日本語訳
入れ）と第１～第２課のスキットを暗
記。

2第 回 時間

１．全員P.１１とP.１３をする
２．第１課～第２課の文法ポイント
、本文を読み、内容を自分と入れ替
えてペアを組んで練習する。
３．授業内テストを行う。（出てき
た単語の漢字、発音記号と意味を書
く）

3 第３課の復習 次回の課題提出（P.24～P.25、スキット
は日本語訳入れ）と第３課スキットを暗
記。

2第 回 時間

１．第１課と第２課のスキットを全
員暗唱発表
２．第３課の文法ポイント、本文を
読み、内容を自分と入れ替えてペア
を組んで練習する。
３．授業内テストを行う。（第２回
授業と同じ方式）

4 第４課の復習 次回の復習テストを行います（範囲：第
１課～第４課）＆自己紹介を暗記。

2第 回 時間

１．第３課の本文を全員暗唱発表
２．第４課の文法ポイント、本文を
読み、内容を自分と入れ替えてペア
を組んで発表する。
３．プリントを配り、「自己紹介」
を練習し暗記する。

5 自己紹介の発表＆おさらい 次回の課題提出（P.26~P.29、スキットに
日本語訳入れ）と第４課スキットを暗
記。

2第 回 時間
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１．「自己紹介」の発表
２．復習テスト（筆記）
３．これまでの学習内容をおさらい
する。

6 第５課　「本屋さんで電子辞書を買
う」導入

次回の課題提出（P.30~P.34、スキットに
日本語訳入れ）と第５課スキットを暗
記。

2第 回 時間

１．第４課の本文を全員暗唱発表
２．第５課の文法ポイント、スキッ
トを解説、ペアを組んで練習する。
３．授業内テストを行う。（今回の
授業内容を範囲とする）

7 第5課「本屋さんで電子辞書を買
う」スキット発表、

学習した内容を復習とともに第６課のス
キットを予習する。

2第 回 時間

１．第５課の本文を全員に暗唱発表
。
２．ポイント２１～２４を解説して
から各例文を置き換え練習する。
３．授業内テストを行う。

8 第６課「いつ北京ダックを食べに行
きますか？」導入

授業始まる前に第６課のチャレンジ、本
文を書く＆本文暗記

2第 回 時間

１．第６課の文法ポイント、スキッ
トの解説。ペアを組んで練習する。
２．ペアを組んで練習する。（月日
・曜日・時刻）
３．授業内テストを行う。

9 第６課「いつ北京ダックを食べに行
きますか？」スキット発表

次回の中間試験のために所定範囲をテス
ト勉強する

2第 回 時間

＊第６課課題提出
１．第６課の本文を全員暗唱発表。
２．プリント配布（自由発表）

10 中間試験（１） ＆第７課「道をた
ずねる」導入

第７課のチャレンジ＆本文を書く。 2第 回 時間

１．中間試験の結果発表＆コメント
２．ポイント２５～２７文法解説、
例文を置き換え練習する。

11 第７課　「道をたずねる」スキット
練習

第７課本文暗記＆第８課予習 2第 回 時間

＊授業始まる前に第７課課題提出
１．第７課チャレンジ＆本文を答え
合わせ、練習。
２．リスニングの練習（１）最初は
単語から。
３．授業内テストを行う。（単語の
リスニング）

12 第８課「料理の注文」導入 第８課のチャレンジ、本文を書く＆第8課
本文熟読する

2第 回 時間

１．ポイント28～30 文法解説、例
文練習
２．短文のリスニング練習。
３．授業内テストを行います

13 第６課～第８課おさらい テスト勉強L.6～L.8 2第 回 時間
＊授業始まる前に第８課課題提出。
１．文法ポイントの復習、練習問題
、各課の本文を読む練習する。
２．授業内で短文、リスニングを練
習する。

14 中間試験（２）＆発表 次回の期末発表のための総復習をする。 1第 回 時間
１．中間試験（２）
２．授業中に中国語で自由発表する
。
３．期末試験（筆記ーー授業中提示
する）を準備

1156
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授業科目名 中国語入門Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

和泉ひとみ

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

中国語を少し学んだことがある学生を対象として、基礎的な中国語の運用能力の養成を目的とします。今学期は中国語の音声、
初歩的な文法を習得することに加えて様々な表現を学習し、日常生活でありがちな場面で適切な表現を使えるようになることを
目標にします。テキストには練習問題がたくさん設けてありますので、それをこなせば簡単な中国語ができるようになります。
授業は文法の解説、例文の日本語訳、練習問題を使った作文の練習、本文の解釈、音声の練習という順に行い、単元が終わるご
とに必ず小テストを実施します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 中国語の発音記号のルールを知
る。会話に必要な文法のルールを
知る。

中国語の発音記号が正確に読め、
日常的に使うあいさつ表現や、動
詞や形容詞を使った簡単な表現が
言えたり書けたりする。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 中国語で自己紹介ができる。中国
語で簡単な意思表示ができる。中
国語圏の人に場所や時間、交通手
段などを教えてあげられる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

50

中国語の発音記号が覚えられているか、基本的な文法を
理解し日本語に訳したり中国語で書いたりできるか、よ
く使う単語や表現が覚えられているか、簡単な中国語を
聴いて中国語で書いたり、日本語に訳したりできるか。

：

％

小テスト

20

学習した単元の単語や表現が覚えられているか。：

％
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課題

30

テキストに載っている例文を日本語に訳せるか、練習問
題ができているか。学習した単元の表現を使い自ら会話
文を作成し、発表できたか。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

LOVE！上海ー初級中国
語ー

楊凱栄 /張麗群 朝日出版社・・ 年・2015

参考文献等

東京外国語大学　中国語モジュール　http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/zh/

weblio中国語辞典　https://cjjc.weblio.jp

コトバンク　小学館　中日辞典　https://kotobank.jp/dictionary/cj03

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業中に行う課題や小テストは全て学期末の成績の一部となるので、休まずに出席して下さい。
言語を覚えるのに才能は関係ありません。時間をかけて勉強すれば必ずだれでも習得できますので、自分の将来の武器にできる
よう頑
張りましょう。

なお、就職活動により公欠の場合は、欠席届等の必要書類を提出の上、課題を提出して下さい。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

場所： メール

備考・注意事項： メールアドレス：izumi-h@g.osaka-seikei.ac.jp
課題や小テストの用紙に質問事項を書いてもらってもかまいません。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 文法と発音の復習 復習ワークシートを完成させる 1第 回 時間
「中国語Ⅰ」で学習した内容の復習

2 第８課　上海の交通 文法を復習して本文の日本語訳を作成し
ま しょう

1第 回 時間

１．時点
２．完了を表す助詞“了”
３．前置詞“在”
４．経験を表す助詞

3 第８課　上海の交通　９課　地下鉄
駅付近にて

本文の音読データを作成しましょう 1第 回 時間

　第8課 本文の日本語訳、発音練習
　第9課
１．連動文②
２．選択疑問文
３．副詞①
４．形容詞の連体修飾

4 第9課　中国語ドラマの中の中国語1 本文の音読データを作成しましょう、ド
ラ マの表現を覚えましょう。

1第 回 時間

第9課　　本文の日本語訳、発音練
習
上海版『花より団子』の中の中国語
を聴いてみましょう。

5 第10課　上海の“小吃” 文法を復習して本文の日本語訳を作成し
ま しょう。

1第 回 時間

１．主題文
２．助動詞“会”
３．動詞の連体修飾

6 第10課　上海の“小吃”　第11課
ちょっとおなか が空いた

文法を復習して本文の日本語訳を作成し
ま しょう。本文の音読データを作成しま
しょ う

1第 回 時間
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第10課　　本文の日本語訳、発音練
習
第11課
１．副詞“有点儿”
２．変化・新しい事態の発生を表す
助詞“了”
３．距離・時間の隔たりを表す前置
詞
４．“挺～的”

7 第11課　ちょっとおなかが空いた
ドラマの中の中国 語2

ドラマの表現を覚えましょう。 1第 回 時間

第11課　　本文の日本語訳、発音練
習
上海版『花より団子』の中の中国語
を聴いてみましょう。

8 第12課　突然の雨 文法を復習して本文の日本語訳を作成し
ま しょう

1第 回 時間

１．方位詞
２．存現文
３．動詞＋“一下”
４．比較を表す前置詞“比”

9 第12課　突然の雨　第13課　上海料
理を食べる

本文の音読データを作成しましょう 1第 回 時間

第12課 本文の日本語訳、発音練習
第13課
１．値段の言い方
２．“太～了”
３．“一点儿”
４．副詞“再”

10 第13課　上海料理を食べる　ドラマ
の中の中国語3

ドラマの表現を覚えましょう。 1第 回 時間

第13課 本文の日本語訳、発音練習
上海版『花より団子』の中の中国語
を聴いてみましょう。

11 第14課　おなかいっぱいです 文法を復習して本文の日本語訳を作成し
ま しょう

1第 回 時間

１．結果補語
２．時間幅
３．副詞“才”
４．副詞“就

12 第14課　おなかいっぱいです　ドラ
マの中の中国語4

本文の音読データを作成しましょう 1第 回 時間

第14課 本文の日本語訳、発音練習
上海版『花より団子』の中の中国語
を聴いてみましょう。

13 ドラマの中の中国語5 ドラマの表現を覚えましょう。 1第 回 時間
上海版『花より団子』の中の中国語
を聴いてみましょう。

14 総合復習 復習をして試験に備えましょう 1第 回 時間
期末テストに備えて、本学期に学ん
だ文法を復習しましょう。

1160
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授業科目名 フランス語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 1

東出加奈子・渋谷直樹・黒田恵梨子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

はじめてのフランス語
はじめてフランス語を学ぶ人を対象とした授業。「クールジャパン」をテーマにした教科書を用い、ビデオを見ながら生きたフ
ランス語を学習します。授業ではフランス語の発音、挨拶の仕方、初歩的な語彙や文法を学習するとともに、簡単な聞き取りや
口頭練習なども行います。また随時、プリントやＣＤ、ＤＶＤなどを用いて、フランスの文化や歴史、芸術、さらにフランス人
の生活についての紹介も行ない、フランス文化についての理解も深めていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 語学力：フランス語、フランスの
社会・文化に関する初歩的な知識
を身につける.

初歩的な発音、語彙、文法、フラ
ンスの歴史・地理、日常の生活習
慣や文化に触れ、国際的な感覚を
養う.

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 外国語修得において言語コミュニ
ケーションスキルを身につけるこ
とができる.

2．全学DP10.忠恕の心 道徳と思いやりを持ち、真剣に取
り組む姿勢を身につけることがで
きる.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

到達確認前半テスト

30

綴りと発音との関係、基本的な挨拶、基礎的な語彙や文
法などを正確に理解し、また表現できるかどうか

：

％

到達確認後半テスト

30

綴りと発音との関係、基本的な挨拶、基礎的な語彙や文
法などを文字で、また音声で正確に理解し、また表現で
きるかどうか

：

％
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30 ％

授業内の小テストや口頭での演習

20

継続的に予習、復習を重ねて、各回の授業内を着実に身
につけているかどうかを筆記および口頭で確認する

：

％

期末レポート

20

15回の授業終了後に授業を振り返り、基礎的な文法を理
解しているかどうか、レポートにまとめることにより、
到達度を確認する

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『パリのクール・ジャパ
ン』

藤田裕二 朝日出版社・・ 年・2011

参考文献等

授業内で必要に応じて適宜指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回１時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

フランス語は初習の外国語なので、授業に規則的に出席し、また授業外の時間にしっかり復習を行うことが絶対条件となりま
す。フランス語の音に慣れ親しむために、日頃から教科書付属のＣＤを活用しましょう。また、フランス語の映画や音楽を積極
的に見聞きしましょう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 東出　水曜4時限

場所： 東出研究室（西館２階03）

備考・注意事項： 東出担当クラス：水曜4限　研究室（西館2階03）
黒田担当クラス：初回授業時にお知らせします
渋谷担当クラス：初回授業時にお知らせします

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 第０課　フランス語の音と文字 教科書pp.2～5　アルファベットと綴りを
覚えてください

1第 回 時間

授業の説明
フランス語のアルファベットと発音
の基本、初歩的なあいさつなどにつ
いて学びます。

2 第１課　二人の出会い（第１課・前
半）

教科書pp.6～7の練習問題をしてください 1第 回 時間

主語人称代名詞、動詞 etre（～で
す）の活用について学びます。

3 第１課　二人の出会い（第１課・後
半）

第１課　復習用配布プリントで理解を深
めてください

1第 回 時間

国籍の言い方について学びます。
第１課の練習問題に取り組みます。

4 第２課　自己紹介をする（第２課・
前半）

教科書pp.10～11の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

規則動詞の活用、形容詞について学
びます。
会話の練習をします。

5 第２課　自己紹介をする（第２課・
後半）

第２課　復習用配布プリントで理解を深
めてください

1第 回 時間

名前の言い方について学びます。
第２課の練習問題に取り組みます。

6 第３課　好きなものを言う（第３
課・前半）

教科書pp.14～17の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

名詞の性・数と定冠詞、疑問文の作
り方について学びます。
会話文を作成し、会話の練習をしま
す。

7 第３課　好きなものを言う（第３
課・後半）

第３課　復習用配布プリントで理解を深
めてください

1第 回 時間

自分の好みの言い方、聞き方につい
て学びます。
第３課の練習問題に取り組みます。

8 スランス語の性・数について　前半
の到達度確認テストと解説

前半の復習（教科書p17まで）で理解度を
確認してください

1第 回 時間
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男性名詞・女性名詞による動詞の活
用と形容詞の特徴を理解します。学
期前半の学習の到達度をワークシー
ト演習により確認します。その解説
を聞き、授業全体を振り返ることで
、学習内容を確実に身につけます。

9 第４課　これは何ですか？（第４
課・前半）

教科書pp.18～21の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

疑問代名詞、不定冠詞と指示代名詞
について学びます。
日常よく使う物の用いて会話の練習
をします。

10 第４課　これは何ですか？（第４
課・後半）

第４課　復習用配布プリントで理解を深
めてください

1第 回 時間

目の前にあるものについて尋ねたり
、答えたりする方法について学びま
す。
第４課の練習問題に取り組みます。

11 第５課　ここはどこ？（第５課・前
半）

第５課　復習用配布プリントで理解を深
めてください

1第 回 時間

否定文、場所の尋ね方、位置表現に
ついて学びます。
会話の練習をします。

12 第５課　ここはどこ？（第５課・後
半）　第６課　年齢の話（第６課・
前半）

教科書pp.22～29の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

疑問副詞について学びます。第５課
の練習問題に取り組みます。
動詞 avoir（持っている）の活用、
職業を表す名詞について学びます。

13 第６課　年齢の話（第６課・後半） 第６課　復習用配布プリントで理解を深
めてください

1第 回 時間

年齢の言い方、疑問形容詞について
学びます。
第６課の練習問題に取り組みます。

14 後半の到達度確認テストと解説
DVDによる聞き取り演習

学期の総復習を行い課題を作成してくだ
さい

1第 回 時間

学習の到達度を確認します。解説を
聞き、授業全体を振り返ることで、
学習内容を確実に身につけます。DV
Dを通して発音と聞き取りの理解度
を確認し、リスニング力を高めます
。

1165
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授業科目名 フランス語入門Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

東出加奈子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

初級のフランス語
「フランス語入門１」の単位修得者を対象としたクラスです。ビデオ教材も活用しつつフランス語による生きたコミュニケー
ションのための基礎を固めていきます。授業では、聞き取りや口頭練習なども取り入れ、一歩進んだ語彙、文法などを確実に身
につけていきます。実用フランス語技能検定（５級）に合格するレベルを目指します。また随時、プリントやＣＤ、ＤＶＤなど
を用いて、フランスの文化や歴史、芸術、さらにフランス人の生活についての紹介も行ない、フランス文化についての理解も深
めていきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 語学力：フランス語、フランスの
社会と文化に関する初歩的な知識
を身につける.

初歩的な発音、語彙、文法、フラ
ンスの歴史・地理、日常の生活習
慣や文化に触れ、国際的な感覚を
養う.

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 外国語修得において言語コミュニ
ケーションスキルを身につけるこ
とができる.

2．全学DP10.忠恕の心 道徳と思いやりを持ち、真剣に取
り組む姿勢を身につけることがで
きる.

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

到達度確認前半テスト

30

綴りと発音との関係、基本的な挨拶、基礎的な語彙や文
法などを正確に理解し、また表現できるかどうか

：

％

到達度確認後半テスト

30

綴りと発音との関係、基本的な挨拶、基礎的な語彙や文
法などを文字で、また音声で正確に理解し、また表現で
きるかどうか

：

％
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30 ％

授業内の小テストや口頭での演習

20

継続的に予習、復習を重ねて、各回の授業内を着実に身
につけているかどうかを筆記および口頭で確認する

：

％

期末レポート

20

15回の授業終了後に、授業全体を振り返り、基礎的な文
法を理解しているかどうか、レポートにまとめることに
より、到達度を確認する

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『パリのクールジャパ
ン』

藤田裕二 朝日出版社・・ 年・2011

参考文献等

授業内で必要に応じて適宜指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

「フランス語入門１」単位修得者を対象としたクラスです。フランス語の音に慣れ親しむために、日頃から教科書付属のＣＤを
活用しましょう。また、フランス語の映画や音楽を積極的に見聞きしましょう。授業では、最小限必要な文法事項の解説やテキ
ストの訳読も行いますが、可能な限り、発音練習、音声の聞き取り、音読など、口頭での身体的なトレーニングに十分時間を割
きたいと思います。継続的な学習によってのみ語学力はアップします。受講者には日常的なフランス語学習を義務づけます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜 4限

場所： 研究室（西館２階03）

備考・注意事項： Google ClassroomのGmail にていつでもお送りください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 Introduction 教科書pp.３～４の発音練習をしてくださ
い

1第 回 時間

Lecon 0　あいさつ　フランス語入
門Ⅰの能力の現状を確認します
フランス語の発音を確認します。聞
き取りで語彙を学びます。

2 第１課　第２課　第3課　フランス
語初歩のおさらい（１）　Lecon 1-
3

教科書pp.6～16の発音練習をしてくださ
い

1第 回 時間

国籍を言う、元気かどうかを聞く、
アルファベ、数字（１～10）を確認
します。
自己紹介します。聞き取りで語彙を
学びます。
規則動詞の活用を確認します。不定
冠詞と指示代名詞を確認します。
聞き取りで語彙を学びます。

3 第４課　第５課　第６課　フランス
語初歩のおさらい（２）　Lecon 4-
6

教科書pp.18～28の発音練習をしてくださ
い

1第 回 時間

職業、住んでいるところについて言
う、数字（11～30）を、年齢を確認
します。
聞き取りで語彙を学びます。
否定形、疑問副詞、～がある、の表
現を確認します。

4 第７課　日本料理店に行く（第７
課・前半）

教科書pp.30～31の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

Lecon 7 - Tu n'as pas faim?
冠詞の種類を理解し、部分冠詞と定
冠詞を学びます。

5 第７課　日本料理店に行く（第７
課・後半）

第７課　復習用配布プリントで練習問題
をしてください

1第 回 時間

食べ物と飲み物の語彙を学びます。
日本料理店、フランス料理店での会
話を練習します。
第７課の練習問題に取り組みます。
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6 フランス旅行を想定した会話　到達
度確認前半テスト

教科書p.33までの理解度を確認してくだ
さい

1第 回 時間

口頭表現による会話の達成度を確認
します。学期前半の学習の到達度を
確認します。その解説を聞き、授業
全体を振り返ることで、学習内容を
確実に身につけます。

7 第８課　布団が好き 教科書pp.34～36の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

Lecon 8 - Ma soeur dort dans un
futon.
所有形容詞を学びます。
第８課の練習問題に取り組みます。

8 第９課　店で買い物をする 教科書pp.38～40の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

Lecon 9 - Je voudrais acheter ～
. 疑問副詞 combien.
指示形容詞、名詞の性・数による変
化を学びます。
日用品の語彙を学び、買い物の会話
を学びます。

9 第10課　私は行きたい 教科書pp.42～44の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

Lecon 10 - Tu ne veux pas y alle
r?
中世代名詞 y　を学びます。月、曜
日を学びます。
第10課の練習問題に取り組みます。

10 第11課　天候の話 教科書pp.46～48の練習問題をしてくださ
い

1第 回 時間

Lecon 11 - Il fait chaud!
非人称構文を学びます。天候、時刻
の表現を学びます。
第11課の練習問題に取り組みます。

11 第12課　美術館に行く 教科書pp.50～52の発音を練習してくださ
い

1第 回 時間

Lecon 12 - C'est magnifique, cet
ukiyo-e!
美術館での会話を学びます。色の形
容詞、複合過去形?を学びます。
第12課の練習問題に取り組みます。

12 第13課　バカンス 教科書pp.54～56の発音を練習してくださ
い

1第 回 時間

Lecon 13 - Beaucoup de gens sont
partis en vacances.
パリのバカンス中での会話を学びま
す。複合過去形?、疑問副詞を学び
ます。
第13課の練習問題に取り組みます。

13 第14課　ユミの帰国 教科書pp.58～60の発音を練習してくださ
い

1第 回 時間

Lecon 14 - Je rentrerai au Japon
.
フランスから日本に帰国する会話を
学びます。感嘆文を学びます。
第14課の練習問題に取り組みます。

14 後半の到達度確認テストと解説　フ
ランス語でプレゼンテーション

学期の総復習を行いレポートを作成して
ください

1第 回 時間

フランス語でプレゼンテーション・
会話を行うことにより達成度を確認
します。学習の達成度を確認テスト
により確認します。解説を聞き、授
業全体を振り返ることで、学習内容
を確実に身につけます。
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授業科目名 韓国語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 1

李炫淨

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、韓国語を初めて学ぶ学生を対象に、韓国語の読み、書き、聞き、話すための基礎的な運用能力を身につけることを
目標とします。まず、文字と発音の学習から始まり、基礎的な語彙と文法の学習へと進みます。口頭での反復練習を中心に、基
礎的な会話を学んでいきます。最終的には韓国語であいさつや簡単な自己紹介、旅行などで韓国に行ったとき簡単な会話ができ
るようになることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 韓国語の文字であるハングルの読
み、書きに関しての勉強。

韓国語の文字であるハングルの読
み、書きができるようになる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 韓国語であいさつや簡単な自己紹
介ができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

1. 原則として毎回出席すること。
2. 規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
3. 教科書がなければ授業を受けることができません。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末テスト

40

14回行った授業の内容を基にテストを行う。その結果で
評価する。

：

％

中間テスト

40

教科書の内容を基にテストを行う。その結果で評価する
。

：

％

課題及び授業態度

20

課題の完成度と授業態度をもって評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社
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1173

パランセ韓国語　初級
改定版

金京子／喜多恵美子 朝日出版社・・ 年・2021

参考文献等

特に無し。
韓日・日韓辞書があれば準備すること。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 一回目の授業の時説明します。

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 母音字の習得 教科書pp.8~11までの授業内容の復習、及
び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

授業の流れと韓国語や韓国の文字に
ついて簡単な説明をする。
また、基本母音字について勉強する
。

2 子音字の習得①－平音・激音・濃音
を中心に

教科書pp.12~21までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

子音字、主に平音、激音、濃音を中
心に勉強する。

3 合成母音字と音節末の子音(パッチ
ム)の習得。

教科書pp.22~30までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

合成母音字及び音節末の子音(パッ
チム)について勉強する。

4 発音規則①－連音化・濃音化・激音
化など－

教科書pp.31~35までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

発音規則、主に連音化、濃音化、激
音化などについて勉強する。

5 第1課の「AはBですか？」、「AはB
です」表現を勉強する。

教科書pp.40~43までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「AはBですか？」、「AはBです」表
現を学び、その表現を用いて会話練
習をする。

6 第2課の「～ではありません」、
「～ではなく」表現を勉強する。

教科書pp.44~49までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「～ではありません」、「～ではな
く」表現を学び、その表現を用いて
会話練習をする。

7 第1課と第2課の復習。 教科書pp.40~49までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第1課と第2課の内容を復習する。
8 第3課の「漢数字」、「～していま

す」表現を勉強する。
教科書pp.50~53までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「漢数字」、「～しています」表現
を学び、その表現を用いて会話練習
をする。

9 第4課の「ハムニダ体」、「存在
詞」について勉強する。

教科書pp.54~57までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「ハムニダ体」、「存在詞」につい
て学び、その表現を用いて会話練習
をする。

10 第3課と第4課の復習。 教科書pp.54~59までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第3課と第4課の内容を復習する。
11 中間テスト及び第5課の「年月日の

言い方」について勉強する。
教科書pp.60~63までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「年月日の言い方」について学び、
その表現を用いて会話練習をする。

12 第6課の「固有数詞」、「用言の否
定形」について勉強する。

教科書pp.64~67までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「固有数詞」及び「用言の否定形」
について勉強する。

13 第5課と第6課の復習。 教科書pp.64~69までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第5課と第6課の内容を復習する。
14 韓国語での自己紹介及び前期のまと

め。
期末テストに備えて勉強すること。 1第 回 時間
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韓国語での自己紹介及び前期のまと
め。
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授業科目名 韓国語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

金蘭正

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、韓国語を初めて学ぶ学生を対象に、韓国語の会話、文法、単語＆表現、読む、話すという総合的能力を高めていく
ことに重点を置いて講義し、学習者同士がペアワークを通じて会話能力を修得できるようにします。各課ごとにリスニング練習
を行うと共にリスニング能力の向上のため講義における使用言語の1/3は韓国語で行います。最終的には韓国語であいさつや簡
単な自己紹介、旅行などで韓国に行ったときの簡単な会話ができるようになることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 韓国語の文字であるハングルの読
み、書きに関しての勉強。

韓国語の文字であるハングルの読
み、書きができるようになる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 韓国語であいさつや簡単な自己紹
介ができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題・受講態度

30

評価の基準；課題の完成度と授業態度で評価する。：

％

中間テスト

30

１．授業で学んだ韓国語の基礎に対する理解度を「読む
・書く・聴く・話す」という観点から評価する。２．授
業で学んだ韓国語の表現を自分のものとして活用できる
か、その達成程度を評価する。

：

％

期末テスト

40

１．授業で学んだ韓国語の基礎に対する理解度を「読む
・書く・聴く・話す」という観点から評価する。２．授
業で学んだ韓国語の表現を自分のものとして活用できる
か、その達成程度を評価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

アクティビティな韓国語鄭勛燮・申昌鉉 朝日出版社・・ 年・2013
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参考文献等

適宜提示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日3限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 質問は授業の前後にも答えるが、メールでも対応する。
アドレス：kim-r@osaka-seikei.ac.jp
メールには必ず氏名と学籍番号を書くこと。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス・韓国の基礎知識 事前にシラバスを熟読し、授業について
の見通しを持つ。

1第 回 時間

学習内容や評価方法、受講において
の注意事項などについて説明したう
えで、韓国の基礎知識を確認する。

2 ハングル文字の仕組み 子音と母音について復習する。 1第 回 時間
ハングルの構成を理解し、母音と子
音を覚える。

3 ハンブル文字仕組みの応用および挨
拶表現

ハングルでの自分の名前を覚える。 1第 回 時間

自分の名前をハングルで書いてみる
。基本的な挨拶について触れる。

4 第１課　～は、～です、～ですか 「名詞＋です」の表現を覚える。 1第 回 時間
日本語の助詞「～は」と「名刺＋で
す、ですか」に相当する韓国語表現
について学ぶ。

5 第2課　～です/ですか、誰？ 「名詞+ですか？」の表現を覚える。 1第 回 時間
日本語の「～です/ですか」のやわ
らかい表現と「誰？」に相当する韓
国語表現について学ぶ。

6 第3課　～と申します/～と言います 「名前+と申します」の表現を覚える。 1第 回 時間
日本語の「～と申します/～と言い
ます」に相当する韓国語表現につい
て学ぶ。

7 第４課　～ではありません 「名詞+ではありません」の「ハムニダ
体」を覚える。

1第 回 時間

日本語の「名詞+ではありません」
、「名詞+ではありませんか」に相
当する韓国語「ハムニダ体」表現に
ついて学ぶ。

8 第5課　～です、～ます、～です
か、～ますか

動詞・形容詞の語幹に付いて、かしこ
まった場で使う丁寧な表現であることを
覚える。

1第 回 時間

日本語の「～です、～ます」と「～
ですか、ますか」に相当する韓国語
表現について学ぶ。

9 Reviewと中間テスト 現在までの授業ノートを取りまとめる。 1第 回 時間
今迄の授業内容を振り返り、中間テ
ストを実施する。

10 映像による韓国語の学び。 映像で聞き取れた韓国語を覚えてる。 1第 回 時間
映像をみながら、韓国語に触れてみ
る。

11 第６課　～が、私、（この、その、
あの、どの）

「この、その、あの、どの、＋名詞」を
覚える。

1第 回 時間

日本語の「～が」に相当する韓国語
表現と名詞の前に付いて、その名詞
を指し示す役割をする指示代名詞に
ついて学ぶ。

12 第7課　（いる、ある）、（いな
い、ない）、いらっしゃる

「いる、ある」の表現を覚える。 1第 回 時間

日本語の「いる、ある」に相当する
韓国語表現とその否定形・尊敬語に
ついて学ぶ。

13 第8課　～へ行く、（～にある・い
る）

場所や方向を表す指示代名詞を覚える。 1第 回 時間

進行の方向を表す助詞と場所を表す
指示代名詞、方向を表す指示代名詞
について学ぶ。
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14 第9課　～られます、お～になりま
す、動詞の活用

動詞や形容詞の尊敬表現を覚える。 1第 回 時間

動詞や形容詞の語幹に付く尊敬表現
と動詞の不規則活用について学ぶ。
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授業科目名 韓国語入門Ⅰ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 1

李貞淵

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業では、韓国語を初めて学ぶ学生を対象に、韓国語を読み、書き、聞き、話すための基礎的な運用能力を身につけること
を目標とします。まず、文字と発音の学習から始まり、基礎的な語彙と文法の学習へと進みます。口頭での反復練習を中心に、
基礎的な会話を学んでいきます。最終的には韓国語であいさつや簡単な自己紹介、旅行などで韓国に行ったとき簡単な会話がで
きるようになることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 韓国語の文字であるハングルの読
み、書きに関しての勉強。

韓国語の文字であるハングルの読
み、書きができるようになる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 韓国語であいさつや簡単な自己紹
介ができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末テスト

40

14回行った授業の内容を基にテストを行う。その結果で
評価する。

：

％

小テスト

40

教科書の内容を基に小テストを行う。その結果で評価す
る。

：

％

課題及び授業態度

20

課題の完成度と授業態度をもって評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

1174

- 232 -



1175

パランセ韓国語　初級
三訂版

金京子／喜多恵美子 朝日出版社・・ 年・2021

参考文献等

特に無し。
韓日・日韓辞書があれば準備すること。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は一単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 一回目の授業の時に説明します。

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 韓国語とは何か。 教科書pp.8~11までの授業内容の復習、及
び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

授業の流れと韓国語や韓国語の文字
について簡単な説明をする。
また、韓国語の基本母音字について
勉強する。

2 子音字の習得①－平音・激音・濃音
を中心に

教科書pp.12~21までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

韓国語の子音字、主に平音と激音と
濃音について勉強する。

3 小テスト及び合成母音字と音節末の
子音(パッチム)の習得。

教科書pp.22~30までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

合成母音字及び音節末の子音(パッ
チム)について勉強する。

4 発音規則①－連音化・濃音化・激音
化など－

教科書pp.31~35までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

発音規則、主に、連音化、濃音化、
激音化などについて勉強する。

5 小テスト及び第1課の「AはBです
か？」、「AはBです」表現を勉強す
る。

教科書pp.40~43までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「AはBですか？」、「AはBです」表
現を学び、その表現を用いて会話練
習をする。

6 第2課の「～ではありません」、
「～ではなく」表現を勉強する。

教科書pp.44~49までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「～ではありません」、「～ではな
く」表現を学び、その表現を用いて
会話練習をする。

7 小テスト及び第1課と第2課の復習。 教科書pp.40~49までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第1課と第2課の内容を復習する。
8 第3課の「漢数字」、「～していま

す」表現を勉強する。
教科書pp.50~53までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「漢数字」、「～しています」表現
を学び、その表現を用いて会話練習
をする。

9 第4課の「ハムニダ体」、「存在
詞」について勉強する。

教科書pp.54~57までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「ハムニダ体」、「存在詞」につい
て学び、その表現を用いて会話練習
をする。

10 小テスト及び第3課と第4課の復習。 教科書pp.54~59までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第3課と第4課の内容を復習する。
11 第5課の「年月日の言い方」につい

て勉強する。
教科書pp.60~63までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「年月日の言い方」について学び、
その表現を用いて会話練習をする。

12 第6課の「固有数詞」、「用言の否
定形」について勉強する。

教科書pp.64~67までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「固有数詞」と「用言の否定形」に
ついて勉強する。

13 第5課と第6課の復習。 教科書pp.64~69までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第5課と第6課の内容を復習する。
14 韓国語での自己紹介及び前期のまと

め。
期末テストに備えて勉強すること。 1第 回 時間
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韓国語での自己紹介及び前期のまと
め

1175
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授業科目名 韓国語入門Ⅱ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 1

李炫淨

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業は、主に韓国語入門1を履修した学生を対象に、韓国語を読み、書き、聞き、話すための基礎的な運用能力を身につけ
ることを目標とします。まずは文字と発音の学習から始まり、基礎的な語彙と文法の学習へと進みます。口頭での反復練習を中
心に、基礎的な会話を学んでいきます。最終的には韓国語であいさつや簡単な自己紹介、旅行などで韓国に行ったとき簡単な会
話ができるようになることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 韓国語の文字であるハングルを読
み、書くことができるようにす
る。

あいさつや簡単な自己紹介ができ
るようになることを目指す。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 受講者が韓国語で簡単なコミュニ
ケーションができるようになるこ
とを目指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

1. 原則として韓国語入門1を履修した学生が対象。
2. ハングル文字を読むことができないと授業を受けることができない。
3. 規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末テスト

40

14回行った授業の内容を基にテストを行う。その結果で
評価する。

：

％

中間テスト

40

教科書の内容を基にテストを行う。その結果で評価する
。

：

％

課題及び授業態度

20

課題の完成度と授業態度をもって評価する。：

％

使用教科書

指定する
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著者 タイトル 出版年出版社

パランセ韓国語初級（三
訂版）

金京子／喜多恵美子 朝日出版社・・ 年・2021

参考文献等

特に無し。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 一回目の授業の時に説明します。

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 前期のまとめ(第1課～第6課) 韓国語入門1で学んだ授業内容(第１課～
第６課)を復習しておくこと。

1第 回 時間

オリエンテーション及び前期の「パ
ランセ韓国語」の第1課～第6課まで
学んだ内容を中心に復習する。

2 第7課：授業は何時に終わります
か？

教科書pp.70~73までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「～時～分」の言い方と「～しまし
ょうか」の表現について勉強する。

3 第8課：日本語学校には行かないの
です。

教科書pp.74~77までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

用言の否定形と意志や推量を表す表
現について勉強する。

4 第9課：「マンドゥ」がお好きです
か？

教科書pp.80~83までの授業内容の復習、
及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

尊敬形に作り方について勉強する。
5 第7課～第9課の復習 教科書pp.70~83までの授業内容の復習、

及び練習問題を解いてみること。
1第 回 時間

第7課から第9課までの内容を復習す
る。

6 第10課：民秀と一緒に一度来てくだ
さい。

教科書pp.84~89までの授業内容の復習、
及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

ヘヨ体の終結語尾について勉強する
。

7 第11課：来年の春にまた来たいで
す。

教科書pp.90~93までの授業内容の復習、
及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

ハダ用言のヘヨ体の終結語尾と「～
したい」の表現について勉強する。

8 第12課：ひとついくらですか？ 教科書pp.94~99までの授業内容の復習、
及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

指定詞のヘヨ体と「～してください
」の表現について勉強する。

9 第10課～第12課の復習 教科書pp.84~99までの授業内容の復習、
及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

第10課から第12課までの内容を復習
する。

10 第13課：ご両親へのお土産は買いま
したか？

教科書pp.100~103までの授業内容の復
習、及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

用言の過去形について勉強する。
11 第14課：昨日地下鉄に乗っていまし

た。
教科書pp.104~107までの授業内容の復
習、及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

指定詞の過去形と「～しましょう」
の表現について勉強する。

12 第15課：お父さんはおいくつです
か？

教科書pp.110~113までの授業内容の復
習、及び練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

ヘヨ体の尊敬形と事実の確認や勧誘
などを表す表現について勉強する。

13 第16課：今週の土曜日ですか？ 教科書pp.114~119までの授業内容の復
習、及び、練習問題を解いてみること。

1第 回 時間

「～ですか」、「～のようだ」の表
現について勉強する。

14 第13課～第16課の復習 期末テストに備えて勉強すること。 1第 回 時間
第13課から第16課までの内容を復習
する。
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授業科目名 海外短期語学研修 / 海外英語研修

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

伊藤由紀子

演習

該当する

大阪市立中学校英語教諭として、その後教育センター研究員として24年間勤務。
英語教育、国際理解教育、異文化コミュニケーションの授業提案等に関わる経験。（第1～5、14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、海外の語学学校の短期英語集中コースに参加して、他国からの学生と一緒に英語と文化を学びます。これまでに学
習した英語を、海外で実際の生活場面において活用する体験と、異文化間コミュニケーション体験を通して、言葉や文化、生活
が違う者同士がお互いに理解し、伝え合う態度の育成と、自文化、異文化に対する関心を高める機会を提供します。また、本授
業に参加することで、他国の文化、生活と比較して日本文化、生活を対比できる貴重な機会になります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 実際のコミュニケーションに関わ
る英語運用能力を身に付ける。

3週間の滞在を通して、英語だけで
生活し、相手の話の内容を理解
し、適切な対応ができる。また、
自分の意思を相手に伝えることが
できる。

汎用的な力

1．全学DP10.忠恕の心 信頼関係を築くために、人に立場
に立って考え、行動することの重
要性に気づくことができる。

2．全学DP６.行動・実践 主体的に行動し、自分の行動に責
任を持つことができる。

学外連携学修

有り(連携先：現地語学学校)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・見学、フィールドワーク

・その他(以下に概要を記述)

海外の語学学校に３週間通学し、主体的に学び、行動に責任を持つ体験をします。それに向けての事前指導と
事後の報告レポート提出、および報告会に必ず参加すること。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価
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1192成績評価

注意事項等

事前、事後学習を含めて原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

現地校での成績報告

60

現地校での授業に対して、主体的に責任ある行動で学ん
だかという観点と、３週間での変化について、10段階で
総合的に評価する。

：

％

事前指導の提出課題

10

自己紹介文、オーストラリアについての調査、日本文化
ポスター、研修日誌の目標設定、渡航先の国の文化、リ
スニング課題、日常の英語の会話などの内容を質、量で
、5段階で評価する。（10点）。

：

％

プレゼンテーション

15

事後発表会（15点）の内容について、質、量について、
設定したルーブリックに基づいて、10段階で評価する。

：

％

事後報告レポート

15

授業後のまとめと振り返りとして事後報告レポート（15
点）を課し、自らの学びについてまとめたものを評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しない

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、授業内外合わせて90時間の学修が求められる。なお、海外研修中には1日5時間の授業に加え
て、平均すると1日あたり4時間の授業外学修を行うこと。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 木曜4限

場所： 伊藤研究室

備考・注意事項： 教員に連絡をとりたい場合はメールしてください。
件名に学籍番号、氏名を記載してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、渡航先の国に
ついて学ぶ

留学先の国・地域について様々な視点か
ら調べる

4第 回 時間

・語学留学について
・仲間づくり
・海外での生活、授業の概観
・自己紹介を含め、日本や家族をこ
とを伝える方略を学ぶ
・リスニング学習

2 異文化を学ぶ、ホームステイについ
て知る

日本文化ポスターの作成 4第 回 時間

・留学する国・地域について様々な
方面から学ぶ
・ホームステイの心得
・日常会話の練習（ステイ先、学校
での自己紹介など）
・留学の目標を確認
・リスニング学習

3 日本文化を英語で伝える 留学に当たっての目標設定 4第 回 時間
・日本文化ポスターを使ったミニプ
レゼン
・日常会話の練習（初めて家に行っ
た時、おみやげを渡す時など）
・リスニング学習
・海外旅行保険の案内
・日常生活に必要な情報を得る方法
について
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4 留学の目的を確認する 研修日誌の出発前課題 4第 回 時間
・留学の目的についての確認
・日常会話の練習（具合が悪くなっ
た時など）
・リスニング学習
・VISAなど重要書類の登録
・滞在中の研修日誌作成に関する注
意事項

5 語学研修を成功させるために 事前登録書類の完成と渡航準備 4第 回 時間
・滞在中の研修日誌の事前作成部分
の完成
・さまざまな事前登録の確認
・危機管理
・出発を控えた最終段階での注意事
項
・準備について

6 現地校でのオリエンテーション
Placement Test

現地校での課題 4第 回 時間

レベル分けテスト
受講クラスの決定、受講の注意点、
授業予定の連絡等

7 英語集中トレーニング１
Communication skills,
Pronunciation

現地校での課題 4第 回 時間

１日６時間の英語集中トレーニング
発音トレーニング
コミュニケーション活動
課外活動

8 英語集中トレーニング2
Pronunciation, Listening

現地校での課題 4第 回 時間

１日６時間の英語集中トレーニング
発音トレーニング
リスニング活動
課外活動

9 英語集中トレーニング3
Listening, Speaking

現地校での課題 4第 回 時間

１日６時間の英語集中トレーニング
リスニング活動
スピーキング活動、やり取り
課外活動

10 英語集中トレーニング4 Reading,
Speaking

現地校での課題 4第 回 時間

１日６時間の英語集中トレーニング
リーディング活動
スピーキング活動
課外活動

11 英語集中トレーニング5　Writing,
Mid-Term Test

現地校での課題 4第 回 時間

１日６時間の英語集中トレーニング
ライティング活動
中間テスト
課外活動

12 英語集中トレーニング6 　Academic
Skills, Presentation

現地校での課題、研修日誌に基づいた報
告パワーポイント作成

4第 回 時間

１日６時間の英語集中トレーニング
アカデミックライティング
プレゼンテーション
課外活動

13 英語集中トレーニング７　Final
Test, Review

現地校での課題、研修日誌に基づいた報
告パワーポイント作成

4第 回 時間

1日6時間の英語集中トレーニング
ファイナルテストと振り返り
プレゼンテーション
課外活動

14 研修日誌に基づいた報告プレゼン
テーション作成

プレゼンテーション資料の提出、報告レ
ポートの提出

4第 回 時間

・語学研修について、「目標と成果
」「新しい自分の発見」の2つのテ
ーマについて作成した事後報告パワ
ーポイントを用いてプレゼンテーシ
ョンを行う。
・研修日誌の完成

14回の授業後に、まとめと振り返り
としてレポートにまとめ、提出する
。

1192
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授業科目名 日本語演習１

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 1

鍛治致

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本語の発音（拍、アクセント、母音の無声化）を中心に学習する。また、演習形式も取り入れて日本語能力試験N1合格を目指
す。N1合格に必要なのは聴解力と読解力だが、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少ないので本講義では読解
力の養成に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、思考力、「一般知識」、文字・語彙・文法の知識の獲得だが、本講
義では思考力（筆者の意図や主張を丁寧に正確に把握し、筋道を立てて選択肢を吟味する力）の獲得を重視する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 身近な話題について書かれた平易
な文章を読んで、その主旨を理解
することができる。

日本語能力試験N1において80点を
獲得することを目指す。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 自己の学習過程を第三者的な視点
から客観的に評価し、それに基づ
いて次の課題を積極的に自らに課
し、主体的かつ自律的に学習を深
めていくことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テストの自己採点

25

正確に採点できているか、誰が見ても分かりやすく採点
してあるか、間違いが直してあるか等の観点から5回×5
点／回＝25点満点で評価する。

：

％

自習ノート 毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用し
ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設
定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点
満点で評価する。

：

1192
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1194

25

満点で評価する。

％

毎回の授業への取り組み状況

40

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授
業態度を独自のルーブリックを基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：日本語の力を
伸ばす方法とは

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：格助詞（対象）。

2第 回 時間

みなさんは日本語学校や専門学校で
これまでどのように日本語を勉強し
てきましたか。今学期はN1を受験し
ますか。受ける人は何点を目指しま
すか。受けない人はいつ受けますか
。この機会に自分の学習方法を見直
し、前期の学習計画を立ててみまし
ょう。

2 親子間の識別能力について書かれた
文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：格助詞（状況）。

2第 回 時間

赤ちゃんには自分の母親を識別する
能力があります。母親にも自分の赤
ちゃんを識別する能力があります。
では父親には……。今回は親子間の
識別能力について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

3 上達の法則について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：並列助詞。

2第 回 時間

スポーツ等の世界では、自分より下
のランクの人からも何かを学び取る
ことができるかどうかが上級者と中
級者の境目であるといわれています
。いったいなぜでしょうか。今回は
上達の法則について書かれた文章を
みんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。
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1194
4 新聞購読の国際比較について書かれ

た文章を読む
A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：時間を表す表現（アス
ペクト）。

2第 回 時間

日刊の新聞が日本ほど購読されてい
る国は世界にほとんどありません。
いったいなぜでしょうか。今回は新
聞購読の国際比較について書かれた
文章をみんなで読み進めることを通
じて読解力の向上を図ります。

5 人間の感覚について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：立場を表す表現（間接
的な影響を表す表現）。

2第 回 時間

人間には五感があるといわれていま
す。視覚、味覚、触覚……あとの2
つがいえますか。いずれにせよ、そ
れらの五感は大きく2つに分類でき
るそうです。今回は人間の感覚につ
いて書かれた文章をみんなで読み進
めることを通じて読解力の向上を図
ります。

6 新しい世界との出会い方について書
かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：自動詞と他動詞。

2第 回 時間

新しい世界と出会うために若者は旅
立ちます。みなさんもそうして日本
に来たのではないでしょうか。でも
どうですか。新しい世界と出会うこ
とができましたか。今回は新しい世
界との出会い方について書かれた文
章をみんなで読み進めることを通じ
て読解力の向上を図ります。

7 ロボットについて書かれた文章を読
む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：可能と難易の表現。

2第 回 時間

溶接ロボットをテレビで見たことが
ある人は少なくないと思います。で
は清掃ロボットは見たことがありま
すか。今回はロボットについて書か
れた文章をみんなで読み進めること
を通じて読解力の向上を図ります。

8 案内状について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：比較の表現。

2第 回 時間

みなさんは日本語で書かれた案内状
を見たことがありますか。参加資格
、申込方法等の情報をそこから素早
く読み取ることが出来ますか。今回
は案内状について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

9 動物の人口論について書かれた文章
を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：話し手の気持ちを表す
表現（義務・勧め・許可・禁止など）。

2第 回 時間
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シマウマを食べるライオンはシマウ
マにとって敵です。でもそんなライ
オンがシマウマの絶滅を防いでいる
といったらみなさんは信じてくれま
すか。今回は動物の人口論について
書かれた文章をみんなで読み進める
ことを通じて読解力の向上を図りま
す。

10 日本語の特殊拍（長音・促音・撥
音）について

長音・促音・撥音がどのように発音・表
記されるのか、復習しておこう。

2第 回 時間

英語（えいご）の「い」とエジプト
の「エ」の発音が同じだって知って
ましたか。また「切って下さい」と
「来て下さい」をきちんと区別して
発音できますか。「女子」と「上司
」の区別はどうでしょう。今回は日
本語の特殊拍とその表記について学
びます。

11 アクセントについて アクセントの3つの型、アクセント核につ
いて、復習しておこう。

2第 回 時間

「亀を飼う」と「甕を買う」の発音
の違い、説明できますか。「切って
下さい」と「切手下さい」の違いに
ついてはどうですか。実は「歯が生
える」と「葉が生える」の違いも日
本語話者ならほとんどの場合聞き分
けることができます。今回はアクセ
ントについて学びます。

12 母音の無声化について 母音の無声化が起こる条件について、復
習しておこう。

2第 回 時間

口（くち）の「く」と組（くみ）の
「く」は発音が異なります。「すみ
ませんです」の最初の「す」と最後
の「す」も実は発音が異なります。
では、どのようなの条件のときにこ
うした違いが生じるのか、説明でき
ますか。今回は母音の無声化につい
て学びます。

13 熟語における促音化について 熟語における促音化の原則について、復
習しておこう。

2第 回 時間

学習の「学」と学校の「学」は発音
が異なります。一位の「一」と一致
の「一」も発音が異なります。では
、どのようなの条件のときにこうし
た違いが生じるのか、説明できます
か。今回は熟語における促音化につ
いて学びます。

14 日本語の発音のまとめ 拍とアクセントと母音の無声化につい
て、復習しておこう。

2第 回 時間

これまで4回にわたり学習してきた
日本語の拍とアクセントと母音の無
声化について復習します。これらが
上手に使いこなせるかが日本人みた
いな発音で日本語が話せるかどうか
を決める決定的な要素です。しっか
り取り組みマスターするようにしま
しょう。
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授業科目名 日本語演習２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 1

鍛治致

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本語の表記（ひらがな、カタカナ、漢字、ローマ字、算用数字、記号）を中心に学習する。また、演習形式も取り入れて日本
語能力試験N1合格を目指す。N1合格に必要なのは聴解力と読解力だが、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少
ないので本講義では読解力の養成に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、思考力、「一般知識」、文字・語彙・文法
の知識の獲得だが、本講義では思考力（筆者の意図や主張を丁寧に正確に把握し、筋道を立てて選択肢を吟味する力）の獲得を
重視する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 身近な話題について書かれた平易
な文章を読んで、その主旨を理解
することができる。

日本語能力試験N1において90点を
獲得することを目指す。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 自己の学習過程を第三者的な視点
から客観的に評価し、それに基づ
いて次の課題を積極的に自らに課
し、主体的かつ自律的に学習を深
めていくことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テストの自己採点

25

正確に採点できているか、誰が見ても分かりやすく採点
してあるか、間違いが直してあるか等の観点から5回×5
点／回＝25点満点で評価する。

：

％

自習ノート 毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用し
ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設
定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点

：

1194
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25

定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点
満点で評価する。

％

毎回の授業への取り組み状況

40

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授
業態度を独自のルーブリックを基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：日本語の力を
伸ばす方法とは

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：否定と疑問の表現。

2第 回 時間

夏休み中は何をしましたか。日本語
を勉強しましたか。どのくらい勉強
しましたか。どのような教材で勉強
しましたか。この機会に自分の学習
方法を見直し、後期の学習計画を立
ててみましょう。

2 害虫の駆除方法について書かれた文
章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：とりたて（主題、対
比）。

2第 回 時間

農業を営む人々にとって作物に被害
をおよぼす害虫は大きな悩みです。
害虫駆除の方法には、殺してしまう
、寄せ付けないの他にもう一つとて
も有効な方法があります。今回は害
虫の駆除方法について書かれた文章
をみんなで読み進めることを通じて
読解力の向上を図ります。

3 インターネットについて書かれた文
章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：とりたて（評価）。

2第 回 時間

インターネットが普及して異なる価
値観をもつ人どうしが交流する機会
が増えましたが、そのことによるト
ラブルも増えています。今回はイン
ターネットについて書かれた文章を
みんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。
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4 科学と技術の違いについて書かれた

文章を読む
A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文（条件）。

2第 回 時間

よく一口に「科学技術」といいます
が、科学と技術に実は大きな違いが
あることを知ってますか。今回は科
学と技術の違いについて書かれた文
章をみんなで読み進めることを通じ
て読解力の向上を図ります。

5 思い込みの恐ろしさについて書かれ
た文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文（逆接・対比）。

2第 回 時間

見たいと思っているものは見えるけ
ど、見たくないと思っていることは
見えない――そんな経験、ありませ
んか。科学者も同じです。今回は思
い込みの恐ろしさについて書かれた
文章をみんなで読み進めることを通
じて読解力の向上を図ります。

6 イベント参加者募集について書かれ
た文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文（時間）。

2第 回 時間

みなさんは学内のイベントに参加し
たことがありますか。募集案内を見
て、参加方法、参加費用、集合場所
等の情報を素早く読み取ることがで
きますか。今回はイベント参加者募
集について書かれた文章をみんなで
読み進めることを通じて読解力の向
上を図ります。

7 専門書と啓蒙書の違いについて書か
れた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：待遇表現。

2第 回 時間

良い専門書であり良い啓蒙書でもあ
る――そのような本を読んだ経験は
ありますか。そもそも、そのような
本を書ける人なんているのでしょう
か。今回は専門書と啓蒙書の違いに
ついて書かれた文章をみんなで読み
進めることを通じて読解力の向上を
図ります。

8 社会人について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：省略（名詞句の省略・
助詞の省略）。

2第 回 時間

「社会人」というのはどういう人た
ちのことをいうのでしょう。働いて
いる人のことですか。では無職の老
人や無職の資産家は社会人ではない
のでしょうか。今回は社会人につい
て書かれた文章をみんなで読み進め
ることを通じて読解力の向上を図り
ます。

9 個人と国家について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：名詞・代名詞。

2第 回 時間
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「個」と「私」はそれぞれ「公」と
どのように結びついているのでしょ
うか。また、どう結びつくべきなの
でしょうか。今回は個人と国家につ
いて書かれた文章をみんなで読み進
めることを通じて読解力の向上を図
ります。

10 呉音と漢音について 呉音と漢音について、具体的な事例を集
め、分類してみよう。

2第 回 時間

日本語の漢字は読み方がたくさんあ
って面倒だと思ったことはありませ
んか。例えば「正直」と「正解」の
「正」は読み方が異なります。「人
間」と「人物」の「人」も読み方が
異なります。なぜ異なるのでしょう
か。どのような法則があるのでしょ
うか。今回は呉音と漢音について学
びます。

11 唐宋音と慣用音について 唐宋音と慣用音について、具体的な事例
を集め、分類してみよう。

2第 回 時間

漢字の音読みには呉音と漢音の他に
唐宋音と慣用音があります。唐宋音
の例としては「南京豆」の「京」や
「椅子」の「子」があります。慣用
の例としては「成立」の「立」や「
洗濯」の「洗」があります。今回は
唐宋音と慣用音について学びます。

12 日本語のローマ字表記とキーボード
入力について

「デュ」「ヂ」「ツォ」「ティ」の入力
方法について、考えてみよう。

2第 回 時間

キーボードで「デュアルディスプレ
イをセットアップする」と入力する
ことができるでしょうか。やってみ
ると意外と難しいものです。手も足
も出ないという人もいると思います
。でもこれが打てないと就職したと
き絶対困ります。今回は日本語のロ
ーマ字表記とキーボード入力につい
て学びます。

13 書き間違えやすい文字について 書き間違いやすいひらがな、カタカナ、
漢字、ローマ字、算用数字、記号にはど
のようなものがあるか、リストアップし
てみよう。

2第 回 時間

みなさんは「ゆ」「ふ」「ん」「が
」などの平仮名が正しく書けますか
。「角」「収」「写」などの漢字は
どうですか。「ン」と「ソ」、「ツ
」と「シ」、「ワ」と「ク」、「9
」と「g」、「1」と「7」、「b」と
「6」の書き分けは……。今回は書
き間違えやすい文字について学びま
す。

14 日本語の表記のまとめ 漢字の様々な読み方、日本語のローマ字
表記、書き間違いやすい文字について、
復習しておこう。

2第 回 時間

これまで4回にわたり学習してきた
漢字、仮名、ローマ字、算用数字、
記号の読み方や書き方（入力方法を
含む）について復習します。「こん
な文章ですら打てないのか」「あな
たの字は読めない」といわれないよ
う、しっかり取り組みマスターする
ようにしましょう。
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授業科目名 日本語演習３

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 1

鍛治致

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本語の文法を中心に学習する。特に、動詞や助動詞について体系的に学習する。また、演習形式も取り入れて日本語能力試験
N1合格を目指す。N1合格に必要なのは聴解力と読解力だが、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少ないので本
講義では読解力の養成に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、思考力、「一般知識」、文字・語彙・文法の知識の獲
得だが、本講義では思考力（筆者の意図や主張を丁寧に正確に把握し、筋道を立てて選択肢を吟味する力）の獲得を重視する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 馴染みのない話題について書かれ
たやや複雑な文章を読んで、その
論旨の展開や表現の意図を理解す
ることができる。

日本語能力試験N1において100点を
獲得することを目指す。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 自己の学習過程を第三者的な視点
から客観的に評価し、それに基づ
いて次の課題を積極的に自らに課
し、主体的かつ自律的に学習を深
めていくことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テストの自己採点

25

正確に採点できているか、誰が見ても分かりやすく採点
してあるか、間違いが直してあるか等の観点から5回×5
点／回＝25点満点で評価する。

：

％

自習ノート 毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用し
ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設
定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点

：

1196
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25

定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点
満点で評価する。

％

毎回の授業への取り組み状況

40

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授
業態度を独自のルーブリックを基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜3限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：日本語の力を
伸ばす方法とは

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：格助詞。

2第 回 時間

春休み中は日本語を勉強しましたか
。どのように日本語を勉強しました
か。今学期はN1を受験しますか。受
ける人は何点を目指しますか。受け
ない人はいつ受けますか。この機会
に自分の学習方法を見直し、前期の
学習計画を立ててみましょう。

2 学びについて書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：存在・所有を表す表
現。

2第 回 時間

学ぶとはいったいどのような活動の
ことをいうのでしょうか。知識を得
てそれを記憶するのも学びの一つで
すが、それだけでは深く学んだこと
にはなりません。今回は学びについ
て書かれた文章をみんなで読み進め
ることを通じて読解力の向上を図り
ます。

3 リスクやコストをめぐる動物たちの
かけひきについて書かれた文章を読
む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：可能を表す表現。

2第 回 時間

鮮やかな色をした動物には往々にし
て毒があり、捕食者たちはこれらの
動物を食べようとはしません。今回
はリスクやコストをめぐる動物たち
のかけひきについて書かれた文章を
みんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。
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4 免疫について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回

の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：「～ていく・～てく
る」。

2第 回 時間

免疫力が高い人は病気になりにくい
といわれています。では免疫力を高
めるにはどうしたらいいか知ってま
すか。今回は免疫について書かれた
文章をみんなで読み進めることを通
じて読解力の向上を図ります。

5 二分法的な思考法の危うさについて
書かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：話し手の気持ちを表す
表現（意志・願望）。

2第 回 時間

ダイコトミー（ディコトミー）とい
う言葉を知っていますか。これは何
でもかんでも1か0かで考えるデジタ
ルな思考様式のことで二分法とも呼
ばれています。今回は二分法的な思
考法の危うさについて書かれた文章
をみんなで読み進めることを通じて
読解力の向上を図ります。

6 最近の言葉の「みだれ」について書
かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：比較（二つを比較する
とき・三つを比較するとき）。

2第 回 時間

「やり・もらい」「やる・あげる・
さしあげる」などの学習で悩んだ人
は多いと思います。でも実は日本人
もそれらを適切に使用しているとは
いえません。今回は最近の言葉の「
みだれ」について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。

7 親の役割について書かれた文章を読
む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：名詞修飾。

2第 回 時間

子どもの教育で大切なことはいった
い何でしょうか。答えを教えること
でしょうか。練習を積ませることで
しょうか。上達のコツを教えること
でしょうか。今回は親の役割につい
て書かれた文章をみんなで読み進め
ることを通じて読解力の向上を図り
ます。

8 どうしたら「好きなこと」が長続き
するかについて書かれた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文と接続詞（時
間）。

2第 回 時間

みなさんは何をするのが好きですか
。いつ頃どのような経緯でそれが好
きになったのか覚えていますか。今
回はどうしたら「好きなこと」が長
続きするかについて書かれた文章を
みんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。

9 動植物の共生について書かれた文章
を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：複文と接続詞（条
件）。

2第 回 時間
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植物と昆虫がときとして共生関係に
あるということはみなさんもご存じ
だと思います。レンゲソウとミツバ
チなどがその具体例ですね。今回は
動植物の共生について書かれた文章
をみんなで読み進めることを通じて
読解力の向上を図ります。

10 テンスについて テンスとは何か、ネットで詳しく調べ、
整理してみよう。

2第 回 時間

「朝ごはん食べましたか」に対する
返事として正しいのは「1)いいえ、
食べませんでした」と「2)いいえ、
まだ食べていません」のどちらでし
ょうか――答えは「状況による」で
す。では、どのような状況のときは
1)が正しくて、どのような状況のと
きは2)が正しいのでしょうか。今回
はテンスについて学びます。

11 アスペクトについて アスペクトとは何か、ネットで詳しく調
べ、整理してみよう。

2第 回 時間

「1)すでに勉強している」と「2)い
ま勉強している」の「ている」はそ
れぞれ意味が異なります。では「犬
が死んでいる」「犬が吠えている」
「雪が降っている」「池が凍ってい
る」の「ている」は、それぞれ1)と
2)のどちらに分類されるでしょうか
。今回はアスペクトについて学びま
す。

12 ヴォイスについて ヴォイスとは何か、ネットで詳しく調
べ、整理してみよう。

2第 回 時間

「その仕事、ぜひ私どもにやらせて
下さい」「飲まされるのが嫌だった
ので先に帰らせてもらった」「いま
課長に辞められたらこのプロジェク
トは終わりですよ」など、ヴォイス
が使いこなせるようになると、表現
の幅がぐっと広がります。今回はア
スペクトについて学びます。

13 自動詞と他動詞について 自動詞と他動詞のペアを10個以上書き出
してみよう。

2第 回 時間

「お金がためて、旅行に行きたいで
す」「お金をもうかって、家を建て
ました」――どこか変ですね。どこ
が変だか説明できますか。自動詞と
他動詞の使い分けは本当に面倒です
が、これが区別できなようでは日本
語ができるようになったとはいえま
せん。今回は自動詞と他動詞につい
て学びます。

14 授受動詞について 「あげる」「もらう」「くれる」の違い
について調べてみよう。

2第 回 時間

“He gave me an apple, so I gave
him an orange.” を日本語に直す
と「彼がリンゴをくれたので、私は
ミカンをあげた」となりますが、「
くれた」と「あげた」の違いは何な
のでしょう。なぜ`gave'が「くれた
」と訳されたり「あげた」と訳され
たりするのでしょう。今回は授受動
詞について学びます。
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授業科目名 日本語演習４

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 1

鍛治致

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本語の文法を中心に学習する。特に、助詞や形式名詞について体系的に学習する。また、演習形式も取り入れて日本語能力試
験N1合格を目指す。N1合格に必要なのは聴解力と読解力だが、本学では聴解力が合格ラインに達していない受験者は少ないので
本講義では読解力の養成に重点をおく。また、読解力の獲得で重要なのは、思考力、「一般知識」、文字・語彙・文法の知識の
獲得だが、本講義では思考力（筆者の意図や主張を丁寧に正確に把握し、筋道を立てて選択肢を吟味する力）の獲得を重視す
る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 馴染みのない話題について書かれ
たやや複雑な文章を読んで、その
論旨の展開や表現の意図を理解す
ることができる。

日本語能力試験N1において110点を
獲得することを目指す。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 自己の学習過程を第三者的な視点
から客観的に評価し、それに基づ
いて次の課題を積極的に自らに課
し、主体的かつ自律的に学習を深
めていくことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テストの自己採点

25

正確に採点できているか、誰が見ても分かりやすく採点
してあるか、間違いが直してあるか等の観点から5回×5
点／回＝25点満点で評価する。

：

％

自習ノート 毎週4ページ以上学習しているか、辞書や参考書を活用し
ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設

：
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1306自習ノート

25

ているか、自己の目標や興味に合わせ自主的に課題を設
定し取り組んでいるか等の観点から5点／回×5回＝25点
満点で評価する。

：

％

毎回の授業への取り組み状況

40

ワークシートを用いながら各回授業への積極的参加や授
業態度を独自のルーブリックを基に総合的に評価する。

：

％

試験（期末レポート）

10

14回の授業で学んだことを独自の視点から整理・要約し
た上で、そのうち最も興味を持ったテーマを一つ設定し
て調べ、整理・要約し、考察し、結論を導き出す（1600
字）。独創性5点＋形式5点＝合計10点で評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しません。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業中に誤答の訂正をしてもらうことがあるので、必ず赤ペンを持参すること（蛍光ペン等のマーカーは不可）。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： 鍛治研究室（西館2階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：日本語の力を
伸ばす方法とは

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：関連づけ（のだ・ので
す・のだろう・のかもしれない）。

2第 回 時間

夏休み中は何をしましたか。日本語
を勉強しましたか。どのくらい勉強
しましたか。どのような教材で勉強
しましたか。この機会に自分の学習
方法を見直し、後期の学習計画を立
ててみましょう。

2 読書と想像力について書かれた文章
を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：立場を表す表現（ヴォ
イス：受け身・使役・使役受け身）。

2第 回 時間

この世にもし辞書がなかったら、読
書はもっと「スリリング」なものに
なるに違いない。分からない単語や
言葉が出てくるからこそ想像力が鍛
えられるのだ――今回は読書と想像
力について書かれた文章をみんなで
読み進めることを通じて読解力の向
上を図ります。

3 民法について書かれた文章を読む A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：敬語（素材敬語と対者
敬語）。

2第 回 時間

経済活動のどの側面に注目するのか
は、経済学と法学で大きく異なって
います。経済学なら需要と供給の変
動が価格をどう変動させるかに注目
するはずです。では法学は……。今
回は民法について書かれた文章をみ
んなで読み進めることを通じて読解
力の向上を図ります。
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1306
4 都市の魅力について書かれた文章を

読む
A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：活用（語幹と活用、不
規則な活用をする形容詞）。

2第 回 時間

「ストリートライフ」という言葉を
聞いたことはありますか。路上で生
活するという意味ではありません。
単なる景観でもありません。今回は
都市の魅力について書かれた文章を
みんなで読み進めることを通じて読
解力の向上を図ります。

5 動物の利他的行動について書かれた
文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：動詞（方向性・状態
性・意志性）。

2第 回 時間

人はみな助け合って生きています。
見返りを期待して相手を助けること
もあります。では動物はどうでしょ
うか。今回は動物の利他的行動につ
いて書かれた文章をみんなで読み進
めることを通じて読解力の向上を図
ります。

6 二酸化炭素について書かれた文章を
読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：副詞（陳述副詞・程度
副詞・様態副詞）。

2第 回 時間

二酸化炭素が温室効果ガスであるこ
とはみなさんも知っているでしょう
。では大気中に放出された二酸化炭
素がその後どこへ行くか知ってます
か。今回は二酸化炭素について書か
れた文章をみんなで読み進めること
を通じて読解力の向上を図ります。

7 家族とプライバシーについて書かれ
た文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。キーワード：接辞（～らしい、～っ
ぽい、～まる・める）。

2第 回 時間

みなさんはどのような間取りの家で
育ちましたか。目的や機能別に仕切
られた小さな部屋が多い家でしたか
。今回は家族とプライバシーについ
て書かれた文章をみんなで読み進め
ることを通じて読解力の向上を図り
ます。

8 「ある恐ろしい実験」について書か
れた文章を読む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。格助詞（手段・原因・根拠・情報
源）

2第 回 時間

あることが好きだからあることをす
る――これが内発的な動機による行
動です。ではその行動を賞罰と結び
つけた場合、いったいどのようなこ
とが起こるでしょうか。今回は「あ
る恐ろしい実験」について書かれた
文章をみんなで読み進めることを通
じて読解力の向上を図ります。

9 鳥類の卵について書かれた文章を読
む

A4版ノート（ルーズリーフ不可）に今回
の授業で（あるいはそれ以外の機会に）
学んだ語彙や表現や文法事項をまとめて
ください。その際、必ず辞書や参考書を
活用すること。毎週4ページ以上書くこ
と。格助詞（複合格助詞）

2第 回 時間
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鳥類の卵はどんな色をしていますか
。白、茶色、青、緑……。ではそれ
らの色が何に由来しているか知って
ますか。今回は鳥類の卵について書
かれた文章をみんなで読み進めるこ
とを通じて読解力の向上を図ります
。

10 対象を表す複合助詞について 「にたいして」「をめぐって」「にかか
わる」等について復習しておこう。

2第 回 時間

「日本語は私にたいして難しい言語
です」「今日は年金問題をめぐって
説明します」――これらの文のどこ
がどう間違っているか、分かります
か。複合格助詞にはそれが用いられ
るのにふさわしい条件がありますが
、今回は手段などを表す複合格助詞
について学びます。

11 手段などを表す複合助詞について 「によって」「とあって」「によると」
「に即して」等について復習しておこ
う。

2第 回 時間

「寝坊によって授業を休みました」
「昼休みとあって道が空いている」
――これらの文のどこがどう間違っ
ているか、分かりますか。複合格助
詞にはそれが用いられるのにふさわ
しい条件がありますが、今回は手段
などを表す複合格助詞について学び
ます。

12 状況を表す複合助詞について 「において」「にわたって」「いかん
で」「をとわず」等について復習してお
こう。

2第 回 時間

「テストの結果いかんで進学先を決
めます」「5月にわたって雨がほと
んど降らなかった」――これらの文
のどこがどう間違っているか、分か
りますか。複合格助詞にはそれが用
いられるのにふさわしい条件があり
ますが、今回は手段などを表す複合
格助詞について学びます。

13 形式名詞について 「こと」「もの」「ところ」等の使い方
を整理してみよう。

2第 回 時間

名詞本来の意味が抽象化されて文法
的機能をもつようになった成分を形
式名詞といいます。「いま準備して
いるところです」「もう少しで死ぬ
ところでした」の「ところ」、「よ
くここで遊んだものだ」「こんなと
きは素直に礼をいうものだ」の「も
の」などがそれに当たります。今回
は形式名詞について学びます。

14 まとめ：２年間の振り返り 大学入学後、自分の日本語力がどれだけ
向上したのか確認するとともに、今後の
日本語の学習計画を立ててみよう。

2第 回 時間

2年間にわたり日本語を学習してき
ましたが、みなさんの日本語力はど
れだけ向上したでしょうか。今回は
2年間の学習内容を振り返るととも
に、簡単なテストを実施することを
通じてみなさんの日本語力がどれだ
け向上したのかを検証し、今後2年
間の学習計画を立ててもらおうと思
います。
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授業科目名 人間と文学／日本の文学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期１～４年 2

藤田大雪

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

優れた文学は、私たちに新しいものの見方を与えてくれるものです。この授業では異質な他者を理解し、共感する力を培いなが
ら、最終的に一本の短編小説を完成させることを目指します。そのために、前半は物語の構造を理解し、人物、性格、感情、風
景などを描写する技法を学びます。後半では、前半に学んだ創作の技法を生かしてフランツ・カフカの小説『変身』を分析し、
カフカの他者を見るまなざしの深さを感じ取ってもらいます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 優れた観察力と表現力 鋭い感性を持ち、見たことや感じ
たことを文学的に表現できるよう
になる

汎用的な力

1．全学DP10.忠恕の心 寛容な心を持ち、異なる立場にい
る他者の視点から物事を見られる
ようになる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業への取り組み状況（グループでの話し合いへの参加
状況、発言）などに基づき評価する

：

％

授業外課題

60

ワークシートの取り組み状況に基づき評価する：

％

定期試験（短編小説の執筆）

30

短編小説について、①ストーリーに破綻がないか、②登
場人物の行動に一貫性があるか、③描写は正確か、④表
現にオリジナリティーがあるか、を基準に評価する

：

％
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1312
30 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

変身,掟の前で 他2編フランツ・カフカ（著）、
丘沢静也（訳）

光文社・・ 年・2007

参考文献等

石黒圭（2017）『形容詞を使わない　大人の文章表現力』日本実業出版社
橋本陽介（2017）『物語論　基礎と応用』 講談社選書メチエ
ウラジーミル・ナボコフ（著）、野島秀勝（訳）（2013）『ナボコフの文学講義　下』河出文庫

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 研究室にて実施します

備考・注意事項： 詳細は初回の授業時に指示します

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 文学とは何か ワークシートを完成させる 4第 回 時間
実用文との比較を通じて、文学作品
の一般的な特徴や、文学が何を目指
しているのかを考える。

2 ストーリーの構造を理解する 自分が好きな物語（小説、映画、マンガ
など）の構造を分析する。

4第 回 時間

人を惹きつけるストーリーは、ある
共通する構造を持っている。この構
造を理解することで、ストーリーの
要約や創作の技法を学ぶ。

3 小説とは何か ワークシートを完成させる 4第 回 時間
物語との比較を通じて、小説の特徴
や、小説が生まれた背景を学ぶ。

4 小説における筋 ワークシートを完成させる 4第 回 時間
芥川龍之介と谷崎潤一郎の間で行な
われた「小説の筋」論争を読み、小
説における筋の役割を考える。

5 人物／性格を描写する ワークシートを完成させて性格を分析す
る

4第 回 時間

さまざまな文学作品に見られる人物
描写を手掛かりに、外見や行動を通
じて人物の特徴をとらえ、表現する
技法を学ぶ。

6 人物を造形する ダメ人間になりきって人生相談を書く 4第 回 時間
さまざまな文学作品を手がかりに、
小説で魅力を放つ人物の造形につい
て学ぶ。

7 感情を描写する 動画を見て登場する人物の感情を描写す
る

4第 回 時間

さまざまな文学作品に見られる感情
描写を手掛かりに、1人称と3人称に
よる感情表現の技法を学ぶ。

8 無意識を描写する ワークシートを完成させる 4第 回 時間
20世紀前半のモダニズム運動の中で
生まれた「意識の流れ」の技法を学
び、小説における心のとらえ方につ
いて考える。

9 風景を描写する 与えられた写真を言語的に描写する 4第 回 時間
さまざまな文学作品に見られる風景
描写を手掛かりに、目で見たものを
描写する技法を学ぶ。

10 カフカの『変身』を読む（その１）
―物語の構造を分析する

読んだ内容をワークシートにまとめる。 4第 回 時間

『変身』を時間軸に沿って分析し、
物語全体の構造を把握する。

11 カフカの『変身』（その２）―感情
描写を分析する

読んだ内容をワークシートにまとめる。 4第 回 時間
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グレゴールが目を覚まして、自分が
巨大な毒虫に変身していることに気
づき、あれこれと考えをめぐらせる
場面を分析し、カフカにおける感情
描写の特色を考える。

11 カフカの『変身』を読む（その３）
―人物描写を分析する

読んだ内容をワークシートにまとめる。 4第 回 時間

『変身』の第2部はグレゴールと妹
の関係性の変化を軸に進行する。こ
の妹についての描写と、第3部の名
高いバイオリン演奏の場面での3人
の紳士の描写を分析し、カフカにお
ける人物描写の特色を考える。

12 カフカの『変身』を読む（その４）
―グレゴールの家族の人間性を分析
する

読んだ内容をワークシートにまとめる。 4第 回 時間

グレゴールが毒虫に変身して以来、
3人の家族は彼に対して三者三様の
振る舞いをする。この3人の発言と
行動を分析し、彼らの人間性を分析
し、評価する。

14 カフカの『変身』を読む（その５）
―物語の意味を考える

読んだ内容をワークシートにまとめる。 4第 回 時間

家族のために自分を犠牲にしてきた
グレゴールだが、毒虫に変身してか
らは家族から厄介者として扱われ、
ついには「始末されねばならない」
存在となる。彼が死ぬことで家族は
「解放」され、ザムザ家に平和が訪
れる。この結末の意味について考察
し、現代に『変身』を読むことの意
義を考える。

1312

- 258 -



授業科目名 人間と宗教

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

森山徹

講義

該当する

平成22年4月～平成30年3月
　中学高等学校にて「宗教科」教員として指導

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　世界にはいろいろな「宗教」があり、今もなお多くの人々を惹きつけている。それは時に苦しみの中にある人々の救いとな
り、また権力と結びついて争いの原因ともなってきた。現代に生きる私たちもまた、信じるか否かに関わらず、すでに「宗教」
と様々な形で関係し、否応なく巻き込まれている。
　本講義では、この「宗教」の基盤となっている各宗教の始祖たちの思想の断片に焦点を当て、それらを歴史的思想史的に理解
するだけでなく、「今」「ここ」に生きている「わたし」との関わりにおいて再解釈する。このような作業によって、一方で
「宗教」が持つ力とそれを意識化する視点を獲得し、他方で授業に参加する一人ひとりが「わたし」を通して深く人間を理解す
る機会を提供することが本科目の目的である。
　また、Google Classroomや毎回の授業へのコメント・シートを活用し、受講生の考えや疑問を共有・検討するアクティブラー
ニングもとりいれる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 現存する世界の主要な宗教に関す
る知識を歴史的思想史的に学ぶ。

主要な宗教の特徴を理解し、説明
することができる。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

諸宗教の中心思想を内在的に把握
し、反省的に解釈する。

諸宗教の中心的思想を内在的に理
解し、自己の経験と象徴的に結び
つけることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 宗教的知識や思想を深く理解し、
検討できる。

2．全学DP10.忠恕の心 倫理的道徳的徳価値観を深め、広
げることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の小レポート

50

内容の妥当性・論理性・説得性について独自のルーブリ
ックに基づいて5段階で評価します。

：

％

学期末レポート

50

内容の妥当性・論理性・説得性について独自のルーブリ
ックに基づいて評価します。

：

％
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1320
50 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・リチャード・ホロウェイ　『若い読者のための宗教史』　上杉隼人・片桐恵理訳、イェール大学出版局、2016年。その他の参
考文献については、適宜授業時に紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、授業および授業外学修時間（毎回約4時間）が、合計90時間求められる。
それなので、授業外での学修課題に取り組むことに加え、毎回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習するこ
と。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後（オンデマンド授業の場合は備考を参照）

場所： 授業の前後（オンデマンド授業の場合は備考を参照）

備考・注意事項： 授業時のコメントや授業前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付
ける（tmoriyama820@gmail.com)。メールには必ず氏名と所属を明記するこ
と。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスとイントロダクション
「人間と宗教」について

・授業内容の主題を反芻し、その視点か
ら折に触れて反省的に自己の経験を再解
釈する。・その際に生まれた視点やアイ
デアや疑問をノートにまとめ、コメント
やレポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業の目的、課題、評価、注意点
等を説明。
・「宗教」の様々な側面を「人間」
との関係から概観。
・「宗教religion」の語源となって
いる「再び結びつける」という意味
を「わたし」という視点から解釈。
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

2 わたしとガウタマ・シッダールタ
「苦しみ」について

・授業内容の主題を反芻し、その視点か
ら折に触れて反省的に自己の経験を再解
釈する。・その際に生まれた視点やアイ
デアや疑問をノートにまとめ、コメント
やレポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・授業の目的、課題、評価、注意点
等を再度説明
・シッダールタが誕生した地理的歴
史的状況を確認
・シッダールタの前半生を概観
・四門出遊の出来事とその解説
・「苦しみ」の個別性と普遍性に焦
点を当てて解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

3 わたしとガウタマ・シッダールタ
「つながり」について

・授業内容の主題を反芻し、その視点か
ら折に触れて反省的に自己の経験を再解
釈する。・その際に生まれた視点やアイ
デアや疑問をノートにまとめ、コメント
やレポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・シッダールタの後半生1を概観
・悟りの出来事とその後の歩みにつ
いて解説
・「縁起」を解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

4 わたしと孔子　「天命」について ・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間
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1320
・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・孔子が生まれた地理的歴史的状況
を確認
・孔子の前半生を概観
・大司寇失脚の出来事とその解説
・「五十にして天命を知る」という
語の解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

5 わたしと孔子　「仁と礼」について ・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・孔子の後半生および死後を概観
・礼と仁、および徳治主義の解説
・「礼と仁」の解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

6 わたしとソクラテス　「自分を知る
こと」について

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・ソクラテスが生まれた地理的歴史
的状況を確認
・ソクラテスの前半生を概観
・デルフォイの神託の出来事とその
解説
・「汝自身を知れ」という語の解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

7 わたしとソクラテス　「法と正義」
について

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・ソクラテスの後半生を概観
・ソクラテスの裁判の解説
・「法と正義」の解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

8 わたしとモーセ　「召命」について ・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・モーセが生まれた地理的歴史的状
況を確認
・モーセの前半生を概観
・シナイ山での召命およびエジプト
への帰還の出来事とその解説
・「召命」についての解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

9 わたしとモーセ　「律法」について ・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・モーセの後半生を概観
・週エジプトおよびシナイ山での十
戒授与の出来事とその解説
・「律法」の解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす
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10 わたしとイエス　「敵を愛するこ
と」について

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・イエスが生まれた地理的歴史的状
況を確認
・イエスの前半生を概観
・律法学者や祭司たちとの論争の出
来事とその解説
・「敵を愛せ」という語の解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

11 わたしとイエス　「ゆるし」につい
て

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・イエスの後半生を概観
・十字架刑での死とイエスの復活を
告げ始める弟子たちの解説
・「ゆるし」についての解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

12 わたしとムハンマド　「一なる神」
について

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・ムハンマドが生まれた地理的歴史
的状況を確認
・ムハンマドの前半生を概観
・ムハンマドが受けた啓示の出来事
とその解説
・「一なる神」についての解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

13 わたしとムハンマド　「平等」につ
いて

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・ムハンマドの後半生を概観
・ムハンマドの闘争と人々の改宗の
出来事についての解説
・「平等」についての解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす

14 わたしと現代　「グローバル社会で
生きること」について

・授業内の主題を反芻し、その視点から
折に触れて反省的に自己の経験を再解釈
する。・その際に生まれた視点やアイデ
アや疑問をノートにまとめ、コメントや
レポート作成時に活用する。

4第 回 時間

・授業のコメントを共有、前回の補
足や質問への応答
・私たちが生きる現代の状況を確認
・グローバル社会と宗教との関わり
について解説
・宗教を学ぶ意義について解釈
・授業内容を的確に理解し、自分の
考えと経験を反省的に書き起こす
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授業科目名 人間と哲学／哲学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

藤田大雪

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

哲学とは、日々の生活で意識されない基礎的問題をあえて反省し、考えぬこうとする営みです。この授業では、「幸福」「正
義」「自由」「美」という4つのテーマを取り上げながら、人間とは何かを考察します。
受講者には、これらのテーマについて自ら問いを立て、思索を深めながら、自分の意見を根拠とともに説明できるようになるこ
とが求められます。それにより、人間社会のあり方や、自分自身の生き方について反省的に考える力を培うのが授業の目標で
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 哲学に関する基礎的知識 哲学に関する基礎的知識を自分自
身の言葉で説明できる

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 哲学上の立場に関して課題を発見
し説明することができる

2．全学DP８.意思疎通 相手の意見を傾聴するとともに、
自身の意見を的確に伝えることが
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。
最終レポートでは、授業で取り上げた論題の中から１つを選んで1600字以上で執筆してもらいます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業への取り組み状況（グループでの話し合いへの参加
状況、発言）などに基づき評価する

：

％

授業外課題

40

ワークシートの記入内容をルーブリックにより評価する：

％

レポート 授業内容を理解しているか、他者の意見を引用しながら
自分の意見を論理的に展開できているかを評価する

：

1320
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1321レポート

40

授業内容を理解しているか、他者の意見を引用しながら
自分の意見を論理的に展開できているかを評価する

：

％

ミニテスト

10

授業で紹介した哲学者の人物と思想を問うミニテスト：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 研究室にて実施します

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 問いの立て方―哲学的な問いを立て
るトレーニング

幸福についての自分のイメージを書く 4第 回 時間

哲学することの意味を考え、問いを
立てることの大切さを学ぶ。また、
開いた問いと閉じた問いを区別し、
テーマについての考察を深める上で
役に立つ、問いを立てる練習を行う
。

2 幸福について（１）―幸福度はどう
すれば測定できるか

配布資料を要約する 4第 回 時間

幸福に関する問いを立てる。また、
ポジティブ心理学における幸福度の
測定を学び、その基盤となる幸福観
を問いなおす。

3 幸福について（２）―快楽説 快楽説を要約し、自分の意見を述べる 4第 回 時間
近代イギリスの哲学者ベンサムの、
幸福を快楽の総量に比定する考え方
（快楽説）を学ぶ。快楽説に沿って
自己の幸福度を測定する方法を考え
、その妥当性を考える。

4 幸福について（３）―エウダイモニ
ア説

幸福度を測定するテストを作成し、その
理論的根拠を述べる

4第 回 時間

古代ギリシアの哲学者アリストテレ
スの幸福論（エウダイモニア説）を
学ぶ。快楽説に基づき自己の幸福度
を測定する方法を考案し、その妥当
性について検討する。

5 正義について（１）―公正としての
正義

日本の制度や法律を調べ、具体的に１つ
取り上げて、それが不公正であることを
論証する

4第 回 時間

現代アメリカの哲学者ロールズの『
正義論』を導きに、公正としての正
義の概念を理解する。また、正義を
決定する手続きを考え、現実の問題
に応用する。

6 正義について（２）―正義と愛 授業で新しく学んだこと、気づいたこと
について述べる

4第 回 時間

正義と愛のどちらを優先するべきか
、という問いを導きに、社会が正義
を必要とする理由を考える。

7 正義について（３）―正義と自己利
益

正義は自己の利益追求を阻害する、とい
う説への反論を述べる

4第 回 時間

古代ギリシアの哲学者プラトンの『
国家』を読み、「もし透明人間にな
れる指輪を手に入れたら」という設
定の中で、〈他ならぬこの私〉が正
義を尊重するべき理由を考える。

8 自由について（１）―物心二元論 授業の内容を要約する 4第 回 時間
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人文科学と自然科学、理由と原因の
相違を考え、そこから物事を理解す
る枠組みに根源的な対立点があるこ
とを理解する。それを手がかりに、
近代フランスの哲学者デカルトの二
元論を学ぶ。

9 自由について（２）―物理主義に抗
する

犯罪に対する刑罰の根拠について、一般
的な仕方で説明する

4第 回 時間

現代イギリスの哲学者ピーターソン
による「反応的態度」と「客体的態
度」の違いを学ぶ。そこから、私た
ちが行為の責任を問えるのはなぜな
のかを考える。

10 自由について（３）―私たちは自由
なのか

授業の内容を踏まえて、自分が自由だと
思う状態がどのようなものか、具体的に
説明する

4第 回 時間

いくつかの事例を検討し、私たちの
行為がどこまで自由なのかを考える
。科学的な知見と自由の両立を目指
す「両立論」について考える。

11 美について（１）―美とは何か カントの議論を要約し、それについての
意見を述べる

4第 回 時間

美についての問いを立てる。また、
近代ドイツの哲学者カントによる美
の定義を学び、「動物は美を感じら
れるのか」という問いを考える。

12 美について（２）―美は何の役に立
つか

２人の対立を要約し、それについての意
見を述べる

4第 回 時間

カントによる美の理解をもとに、芸
術と美は何の役に立つのかを考える
。また、カントを批判した近代ドイ
ツの哲学者ニーチェの議論を読み、
２人の対立から何が学べるのかを考
える。

13 美について（３）―人間的な美 美的認識の発展の枠組みの中で、動物が
感じる日と人間的な美の違いを考える

4第 回 時間

プラトンの『饗宴』を導きに、美の
認識の発展について考える。美的認
識の発展の枠組みの中で、動物が感
じる美と人間的な美の違いを考える
。

14 人間とは何か―以上を総括して、あ
らためて人間とは何かを考える

これまでの授業資料を見直し最終レポー
トの執筆を行う

4第 回 時間

授業で紹介した哲学者の人物と思想
を問うミニテストを実施する。13回
分の授業をふりかえり、自己の幸福
について内省を行い、他者とともに
公正な社会を築き、自己自身を構成
し、快苦を超える次元に美を見出そ
うとする人間という存在について理
解を深める。
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授業科目名 人間と哲学／哲学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

成瀬尚志

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

哲学は、基本的に私たち人間自身や私たちが経験する諸事象についてその根源に遡って思考・理解しようとする、人間や人間の
関わる諸事象の本質・根拠を探究する学問です。人間とは何かという問題を中心に、徳、幸福、人格の尊厳、共同体、コミュニ
ケーションなどの人間が生きる上での重要な基本問題や、人間の本質的な特性を示す知識や思考の問題についてしっかりと探究
し明らかにしていくのが、この授業の目的です。
また、この授業では毎回の授業で400字程度のコメントシートと2,000字程度のレポートを3回求めます。たくさん文章を書くこ
とで考える力を養います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 哲学に関する基礎的知識 哲学に関する基礎的知識を自分自
身の言葉で説明できる

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 哲学上の立場に関して課題を発見
し説明することができる

2．全学DP８.意思疎通 相手の意見を傾聴するとともに、
自身の意見を的確に伝えることが
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト（2点×14回）

28

授業内容の理解度を確認するために、各回の授業でコメ
ントシート（400字以上）の提出を求めます。

：

％

レポート

72

授業内容を理解しているか、また、自身の意見を吟味で
きているかどうかに関して評価します。
12点（ユニット1）＋20点（ユニット2）＋40点＝72点

：

％

1321
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1322
72 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

伊藤邦武『物語　哲学の歴史―自分と世界を考えるために』中公新書、2012

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　3限

場所： 研究室（西館4F）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 哲学とは何か 授業内容について復習し、コメントシー
トをまとめる。

4第 回 時間

哲学とはどのような学問であるかに
ついて考えます。また、この授業で
どのような問題に取り組むかについ
て解説します。

2 （ユニット1）知識とは何か？1―プ
ラトン

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

プラトンのイデアについて検討し、
イデアが存在するかどうかについて
検討します。

3 （ユニット1）知識とは何か？2―ア
リストテレス

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

プラトンのイデアについて検討する
ために、アリストテレスの立場を取
り上げます。

4 （ユニット1）知識とは何か？3―経
験論

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

知識について考えるために経験論を
取り上げ、知識と経験の関係につい
て検討します。

5 （ユニット1）知識とは何か？4―合
理論

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

知識について考えるために、合理論
を取り上げ、経験を通さない知識に
ついて検討します。

6 （ユニット2）存在とは何か？1―
ロック

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

目の前のリンゴは本当に存在するの
かについて、ロックの立場からどの
ように説明できるかについて検討し
ます。

7 （ユニット2）存在とは何か？2―
ヒューム

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

因果関係は存在するといえるのかを
めぐるヒュームの立場について検討
します。

8 （ユニット2）存在とは何か？3―カ
ント

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

対象と認識がどのような関係である
のかについて、カントは「コペルニ
クス的転回」という言葉を用いて説
明しています。この「コペルニクス
的転回」を取り上げ、私たちの認識
の客観性とはどのようなものである
かについて検討します。

9 （ユニット2）存在とは何か？4―知
識の客観性

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

- 267 -



カントの認識論を通して、世界に何
が存在すると言えるのかについて検
討します。

10 （ユニット3）自由とは何か？1―行
為とは？

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

自由の問題について考えるために、
行為と行為でないものをどのように
区別できるのかについて検討します
。

11 （ユニット3）自由とは何か？2―自
由意志

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

自由の問題について考えるために、
自由意志とは何かについて検討しま
す。

12 （ユニット3）自由とは何か？3―因
果律

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

自由の問題について考えるために、
因果律を取り上げ、心物因果につい
て検討します。

13 （ユニット3）自由とは何か？4―自
由に関するジレンマ

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

私たちが自由であるかについて、決
定論を取り上げ、自由に関してどの
ようなジレンマがあるかについて検
討します。

14 （ユニット3）自由とは何か？5―心
とは？

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

ユニット3を振り返り、自由の問題
を通して私たちの心とは何かについ
て検討します。
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授業科目名 人間と芸術

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1年～4年 2

松本理沙

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

芸術と人間や社会との関わりを考えるための授業です。
授業では、絵画、音楽、写真、映画、漫画やアニメ、現代アート、SNSなどを分析しつつ、現代につながる発想や工夫を考えて
いきます。同時に、そうした展開の背景にある社会的背景を知り、芸術と人間や社会の関わりについて理解を深めていきます。
こうした学びを通じて、受講生はそれぞれの関心に応じて自分自身の専門的な学修課題との接点を発見し、独自のものの見方を
養うことができます。

前もって必要となる知識は特にありません。授業を通じて自然と身につけていきましょう。この授業から、自分の生活を豊かに
するためのヒントを見つけたり、創作に生かすことのできる知識を身に着けてもらえたらと思います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 人間や社会と芸術の関わりについ
ての知識と理解

人間や社会と芸術の関わりについ
て、歴史的な具体例や様々なジャ
ンルの具体例を通して理解する。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

人間や社会と芸術の関わりについ
ての知識と実践

人間社会と芸術の関わりについて
授業を通して得た知識を、現代社
会に応用できるようになる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 授業で紹介する具体的事例を通し
た考察から着想を得て、自ら現代
社会の問題に気づけるようにな
る。

2．全学DP６.行動・実践 授業内容を着想源として活用し、
自ら発見した課題の解決に役立て
ることができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題 毎回提出してもらう授業内課題によって、授業への能動
的な参加態度、学習内容の理解度を評価する。

：
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1323
70 ％

試験（レポート）

30

14回の授業終了後、授業内容に基づくレポート試験を課
す。授業内容を自分なりに消化して自分自身の実践に活
かす態度が身についているかどうかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

池上英洋『西洋美術史入門』
岡田暁生『西洋音楽史――「クラシック」の黄昏』
細馬宏通『ミッキーはなぜ口笛を吹くのか――アニメーションの表現史』
石岡良治『視覚文化「超」講義』
レフ・マノヴィッチほか『インスタグラムと現代視覚文化論』

その他、授業中に指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

授業の中では、多くの人名や専門的な用語が出てきます。わからない用語は自主的に調べることで、毎回の授業内容を自分なり
に消化し、普段の実践に活用する姿勢を持ってください。授業ではその都度参考文献を紹介しますので、たくさん読んで、主体
的に学んでください。

また、美術館やアートイベント等に積極的に出かけることで、授業で得た知識を応用してください。実際に作品を見ることに
よって、現代社会における芸術の役割についての関心が高まります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 随時対応します

場所： メール、Zoomでの対応

備考・注意事項： 担当者は非常勤講師のため、メールやZoomで対応します。連絡方法につい
てはGoogle Classroomから伝えます。
Zoomでの相談は、あらかじめアポイントメントをとってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 人間と芸術（ガイダンス） 人間と芸術（ガイダンス）の配布資料と
ノートによる該当箇所の復習

5第 回 時間

これまで芸術が、人間や社会といか
に関わってきたのか。そのことを俯
瞰する意義について考えます。各回
の概要を伝え、この講義についての
イメージを持つとともに、目的を確
認します。

2 絵画 絵画についての配布資料とノートによる
該当箇所の復習

5第 回 時間

絵画の見方や歴史を学びます。何が
描かれているのかだけではなく、ど
のような技法で描かれたのか、なぜ
その時代や地域で描かれたのか、社
会や思想とのつながりに注目します
。より深く絵画について考えること
ができるようになりましょう。

3 彫刻 彫刻についての配布資料とノートによる
該当箇所の復習

5第 回 時間

彫刻の見方や歴史を学びます。何が
表現されているのかだけでなく、ど
のように制作されているのか、なぜ
その時代や地域で制作されたのか、
社会や思想とのつながりに注目しま
す。より深く彫刻について考えるこ
とができるようになりましょう。

4 音楽 音楽についての配布資料とノートによる
該当箇所の復習

5第 回 時間

クラシック音楽の聴き方や歴史を学
びます。クラシック音楽と聴くと身
構えるかもしれませんが、音楽の歴
史や曲の構造を理解すれば誰でも楽
しむことができます。より深く音楽
について考えることができるように
なりましょう。
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1323
5 フェミニズム・アート フェミニズム・アートについての配布資

料とノートによる該当箇所の復習
5第 回 時間

近年フェミニズムへの注目が集まっ
ていますが、アメリカでは、1960年
代からフェミニズムをテーマにした
芸術作品がたくさん制作されていま
す。それぞれの作品において表現さ
れていることを丁寧に辿り、フェミ
ニズム・アートへの理解を深めまし
ょう。

6 現代アート 現代アートについての配布資料とノート
による該当箇所の復習

5第 回 時間

現代アートというと難解な印象を受
けるかもしれませんが、その歴史を
紐解くことで、なぜ現代アートが難
解に思えるのかが理解できます。そ
の始まりともいえる1960年代に焦点
を絞り、そのころの芸術がどのよう
なものであったのかを確認していき
ましょう。

7 ソーシャリー・エンゲージド・アー
ト

ソーシャリー・エンゲージド・アートに
ついての配布資料とノートによる該当箇
所の復習

5第 回 時間

ソーシャリー・エンゲージド・アー
トと呼ばれる、社会と積極的に関わ
ろうとする芸術が近年人気を博して
います。これを例に、芸術はどのよ
うにして社会と関わることができる
のか、その方法について考えましょ
う。

8 美術館 美術館についての配布資料とノートによ
る該当箇所の復習

5第 回 時間

美術館の歴史について学びます。美
術館と似たような施設は古代から存
在したと言われていますが、今日私
たちが知る美術館が開館したのは18
世紀になってからです。美術館の歴
史を辿ることで、私たちが訪れる美
術館がどのような経緯のもと成立す
ることになったのかについて理解す
ることを目指します。

9 写真 写真についての配布資料とノートによる
該当箇所の復習

5第 回 時間

初期の写真について学びます。写真
が発明されたのは19世紀ですが、当
時の人々は写真をどのように使用し
たのでしょうか。私たちが普段撮っ
ている写真との意外な共通点が見つ
かるかもしれません。

10 映画 映画についての配布資料とノートによる
該当箇所の復習

5第 回 時間

映画についての研究は多く存在しま
す。講義を通じて学んだことを、実
際の作品に当てはめて、分析をして
もらいます。好きな映画の新たな側
面が発見できるかもしれません。

11 漫画とアニメ 漫画とアニメについての配布資料とノー
トによる該当箇所の復習

5第 回 時間

漫画やアニメも独自の形式をもつジ
ャンルとして、多くの研究がなされ
ています。講義を通じて学んだこと
を、実際の作品に当てはめて、分析
をしてもらいます。好きな漫画やア
ニメの魅力を再発見しましょう。

12 SNS SNSについての配布資料とノートによる該
当箇所の復習

5第 回 時間

映える写真や短い動画を手軽に投稿
でき、それが話題になる時代。SNS
の発展とともに、人々の感じ方や美
の感覚はどのように変化したのか、
Instagramを例に考えます。皆さん
自身、意識しないうちに感性が変化
しているかもしれません。

13 触れる芸術 触れる芸術についての配布資料とノート
による該当箇所の復習

5第 回 時間
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近年、触れることのできる芸術の展
示が美術館やアートイベント等で増
加しています。触れるとはどういう
ことなのかについて考えながら、芸
術を直接触ることによって得られる
効果に着目してみましょう。

14 匂いを用いた芸術 匂いを用いた芸術についての配布資料と
ノートによる該当箇所の復習

5第 回 時間

伝統的な芸術は視覚や聴覚を使って
鑑賞しますが、近年では匂いも鑑賞
体験に組み込まれている場合があり
ます。匂いがもたらす効果を、作品
の分析を通して考えていきましょう
。

1323
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授業科目名 教育学入門

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

保田直美

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

教育とは何か。人間が大人になり、社会で活躍するためにはどのような教育が必要なのか。また学校で学ぶということはどのよ
うな視点を大事に見ていかねばならないのだろうか。こうした問いは、さまざまな教育問題が生起する現在においては避けられ
ないものとなっている。本講義ではこうした問いを深めるために、現在の教育問題の論点について検討する。さらに教育問題へ
の理解にとどまらず、「人を育てる教育とはどうあるべきか」という視点を持ちながら、よりよい教育像を追求するために何が
必要かという点についても検討していきたい。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 教職志望のものだけではなく、人
を育てるという広義において教育
の意義について知り、自分自身に
ひきつけて考える。

教育の意義を捉えるとともに、現
代的な教育問題に関心をもち、知
識を踏まえた自らの意見を持つこ
とができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 これまでの教育体験を踏まえつつ
も教育学的知見から自らの体験を
相対化し、現代の教育問題に対し
て自らの意見を持つことができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

45

授業の内容をふまえ、論理的に、自らの意見を述べてい
るかどうかを評価します。

：

％

一枚ポートフォリオ

30

毎回の授業で提出してもらいます。授業の内容をふまえ
自らの意見を述べていれば2点、許容範囲の誤りが見られ
るものは1点、内容の理解が根本的に誤っているものは0
点とします。全体の振り返りができていたかも加味しま
す。

：

％
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1325
30 ％

ミニ課題

25

授業外で授業前に取り組むミニ課題（調べる課題）を2回
程度出す予定です。課題に応えて調べることができてい
たかで評価します。また、授業内でディスカッションを
行い、自身の意見をまとめてもらうことも3回程度行う予
定です。授業やディスカッションを踏まえて、自分なり
に考えを深めることができているかで評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

広田照幸・伊藤茂樹, 2010, 『教育問題はなぜまちがって語られるのか？―「わかったつもり」からの脱却―』, 日本図書セン
ター.

松嶋秀明, 2019, 『少年の「問題」／「問題」の少年』, 新曜社.

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： オフィスアワーは初回授業時に連絡します

場所： 研究室（5階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 教育問題とは何か 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。

4第 回 時間

まず、オリエンテーションとして本
講義の概要やスケジュール・評価方
法などを確認する。その後、教育問
題を考える前の準備として、そもそ
も教育とは何かを、特に社会学的な
観点から理解する。学校教育の普及
とそれに伴う教育問題の学校問題化
にもふれる。

2 教育問題は作られる：逸脱の社会学 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。

4第 回 時間

現実がそのまま教育問題として存在
しているのではなく、現実を解釈す
る言説が加わって初めて現実が教育
問題となることを理解する。

3 いじめ 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。いじめ問題を踏まえた教育のあり方
について、自分の考えを簡単にまとめて
おく。

4第 回 時間

いじめの定義と実態を確認し、発生
の要因および対応に関する議論を理
解する。

4 学級崩壊 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。学級崩壊問題を踏まえた教育のあり
方について、自分の考えを簡単にまとめ
ておく。

4第 回 時間

学級崩壊の実態と要因および対応に
関する議論を理解したうえで、学級
のあり方について考える。

5 不登校（1）：不登校の歴史と実態 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。不登校問題を踏まえた教育のあり方
について、自分の考えを簡単にまとめて
おく。

4第 回 時間

戦後日本における長期欠席（不登校
も含む）の推移を確認し、不登校が
どのような問題として認識されてき
たかを確認する。また現在、不登校
がどのような要因によると考えられ
ているのかを調査データから確認す
る。

6 不登校（2）：不登校への支援 不登校特例校について、1校取り上げて、
調べてくる。講義の内容を配布資料を用
いて復習する。

4第 回 時間
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学校で不登校に対してどのような支
援が学校内外で行われているかを確
認する。教育機会確保法や不登校特
例校についても理解する。

7 不登校（3）：学校の息苦しさと可
能性

講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。不登校問題を踏まえた教育のあり方
について、自分の考えを簡単にまとめて
おく。

4第 回 時間

学校の全制的施設としての一面と、
それゆえに公共性を作る可能性につ
いて理解し、学校のあり方について
考える。

8 少年非行 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。少年非行問題を踏まえた教育のあり
方について、自分の考えを簡単にまとめ
ておく。

4第 回 時間

少年非行に関する用語をおさえた上
で、実態についての調査データを確
認する。また、非行の原因について
の社会学的理論を理解する。

9 学力問題 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。学力の階層差問題を踏まえた教育の
あり方について、自分の考えを簡単にま
とめておく。

4第 回 時間

日本の学力水準の動向、学力の階層
差について調査データを確認し、学
力の階層差を生む要因についての社
会学的な理論を理解する。

10 子どもの貧困 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。家庭背景の違いを踏まえた教育のあ
り方について、自分の考えを簡単にまと
めておく。

4第 回 時間

子どもの貧困の実際を調査データか
ら把握し、家庭背景の違いにより生
じる教育上の格差にどのように対処
していくか、教育の福祉の関係のあ
り方について考える。

11 発達障害 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。学校における排除と包摂についての
議論を踏まえた教育のあり方について、
自分の考えを簡単にまとめておく。

4第 回 時間

学校で発達障害が問題化されていく
過程について調査データから把握す
る。学校における排除と包摂につい
ての社会学的な議論を理解する。

12 教育問題と教師 講義の内容を配布資料を用いて復習す
る。これからの教師のあり方について、
自分の考えを簡単にまとめておく。

4第 回 時間

これらの教育問題に対応する教師を
めぐる社会的状況について調査デー
タから把握する。教師の専門性・専
門職性について理解する。

13 多職種協働とケア 学校で教育に関わる教員以外の職種にど
のようなものがあるか調べてくる。講義
の内容を配布資料を用いて復習する。

4第 回 時間

学校において進められている多職種
協働（「チームとしての学校」）に
ついて実際を確認する。多職種協働
とその前提となる教師の専門性が、
子どものケアにどのように寄与しう
るかを考察する。

14 学校化社会のゆくえ これまでの授業を振り返り、自らの考え
をまとめ、期末レポートの作成に取り組
む。

4第 回 時間

子どもの教育について、どこまで学
校が担うかも含めて、これからの教
育のあり方を考える。
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授業科目名 現代倫理

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 2

成瀬尚志

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では倫理学上の問題を考える上で基礎となる立場について概説します。さまざまな倫理学上の立場を学ぶことで、倫理
学の基礎的知識を習得するとともに、現代の倫理学的な問題について自分自身の意見を持つことができるようになることを目標
とします。
また、この授業では毎回の授業で400字程度のコメントシートと2,000字程度のレポートを3回求めます。たくさん文章を書くこ
とで考える力を養います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル ・倫理学に関する基礎的知識
・現代社会における問題の倫理学
的分析

・倫理学に関する基礎的知識を自
分自身の言葉で説明できる
・現代社会における問題を倫理学
的観点から分析し、自分自身の意
見を持つことができる

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現代社会における諸問題に関して
倫理学的な観点から課題を発見し
説明することができる

2．全学DP８.意思疎通 相手の意見を傾聴するとともに、
自身の意見を的確に伝えることが
できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト（2点×14回）

28

授業内容の理解度を確認するために、各回の授業でコメ
ントシート（400字以上）の提出を求めます。

：

％

1325
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1328

レポート

72

授業内容を理解しているか、また、自身の意見を吟味で
きているかどうかに関して評価します。
12点（ユニット1）＋20点（ユニット2）＋40点（ユニッ
ト3）＝72点

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

マイケル・サンデル『これからの「正義」の話をしよう』早川書房、2011年

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日　3限

場所： 研究室（西館4F）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 倫理学とは何か？ 授業内容について復習し、コメントシー
トをまとめる。

4第 回 時間

倫理学とは何かについて考えるため
に、価値判断をどのように正当化で
きるかについて考えます。

2 （ユニット1）功利主義1―禁欲主義
と功利主義

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

現代倫理を考えるに当たって、私た
ちのニーズと倫理との関係を考える
ために禁欲主義と功利主義の立場に
ついて見ていきます

3 （ユニット1）功利主義2―人工生殖
や代理出産

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

現代の医療の倫理的問題として、人
工生殖や代理出産の問題を取り上げ
、功利主義の問題点も検討しながら
、ニーズと倫理との関係について改
めて検討します。

4 （ユニット1）功利主義3―尊厳死と
臓器移植

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

現代の医療の倫理的問題として、尊
厳死や臓器移植を取り上げ、尊厳死
の是非について考える際にどのよう
なことを検討すべきかについて考え
ます。

5 （ユニット1）功利主義4―合意と同
意

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット1のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

現代の医療の倫理的問題として、尊
厳死や臓器移植の問題を取り上げ、
その問題に合意や同意がどのように
関わってくるかについて考えます。

6 （ユニット2）配慮の対象1―世代間
倫理の問題

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

現在の世代は未来の世代に対して責
任を負うべきかという問題について
考え、（同意を得ることができない
）世代間の倫理がどうあるべきかに
ついて検討します。

7 （ユニット2）配慮の対象2―ニーズ
と環境問題

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

世代間の倫理の問題を、ニーズの観
点から検討し直すことで、ニーズに
よる正当化の問題について考えます
。

- 277 -



8 （ユニット2）配慮の対象3―動物の
権利

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

私たち人間には等しく権利があり倫
理的配慮の対象としてみなされてい
ますが、動物は倫理的配慮の対象に
入るのでしょうか。この問題につい
て人と動物を区別できるか、また、
区別すべきかについて考えます。

9 （ユニット2）配慮の対象4―配慮の
対象の範囲

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット2のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

動物の倫理の問題を、ニーズ・自己
決定・権利の3つの観点から検討し
直すことで、動物の倫理の問題を整
理します。その中で倫理的配慮の対
象の範囲について考えます。

10 カントの義務論1（欲求と自由） 授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

欲求に従うことは自由であると言え
るのかについてカントの立場を通し
て考えます。

11 カントの義務論2（定言命法と自
由）

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

カントの義務論における定言命法と
自由について検討することで、私た
ちのニーズが倫理とどのように関係
しているかについて再検討するとと
もに、自己決定や権利についても改
めて検討します。

12 カントの義務論3（カントの考える
自由とは）

授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

欲求に従うことは自由であると言え
るのかについてカントの立場を通し
て考え、カントの考える自由と道徳
がどのようなものかについて考察し
ます。

13 カントの義務論4（自由と道徳） 授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

カントの義務論についての全体像を
確認し、功利主義との相違点につい
て考察します。

14 ニーズから考える倫理について 授業内容を復習し、コメントシートをま
とめる。また、ユニット3のレポートの準
備をする。

4第 回 時間

授業全体をふりかえり、あらためて
ニーズと倫理の関係について考えま
す。
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授業科目名 心理学概論／心理学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 2

羽野ゆつ子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

心理学入門として、心のしくみについて基礎的な内容を学びます。身体を動かすこと、見たり聞いたりすること、ものをつくっ
たり考えたりすること、人と関わること。私たちが日常の中で行っているいとなみについて、その基礎となる心理メカニズムを
学びます。また、生を受けて誕生し、子どもから大人になって、老いていき、死を迎えるという、人の一生を視野に入れて、人
が人と交わり、自分を育てていく、その心理メカニズムの基礎も学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 人間の心のしくみについての知識 人間の心のしくみについて、心理
学の知見にもとづいて理解でき
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 日常の出来事を心理学の知見と結
びつけてとらえることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

シャトルシートと授業内ワークシート

65

毎授業ごとにシャトルシートの提出を求め、評価の対象
とします。シャトルシートは、授業内容が的確にまとめ
られているか、授業内容に対する自分の意見が記述でき
ているかを評価します。

：

％

中間課題

10

心理学で学んだことを日常生活に結びつけて考える課題
です。心理学の基礎知識を正しく理解しているかどうか
という観点から評価します。

：

％

後半課題 心理学の基礎知識を用いて自身の意見を述べる課題に取
り組みます。心理学の基礎知識を正しく理解し、日常生
活と結びつけて考察しているかという観点から評価しま
す。

：
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1330

15

す。

％

期末レポート（まとめ）

10

心理学の学習内容についてふりかえります。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

あなたとわたしの心理学羽野ゆつ子・竹原卓真 ナカニシヤ出版・・ 年・2021

参考文献等

授業中に紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水・木の昼休み（12:20～12:50）

場所： 研究室　中央館２階研究室80

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　―心へのアプ
ローチ

授業の内容をふりかえり、受講の目的を
明確にする。

4第 回 時間

19世紀後半から20世紀初頭に、物理
学や生理学などに学び、科学として
始まった心理学研究を紹介します。

2 知覚のしくみ（１）　目でものを見
ること

授業の内容を復習し、錯視図形を探す。 4第 回 時間

知覚の中でも「目でものを見ること
」すなわち「視覚」に関する研究か
ら、「知覚」が心の働きの出発点で
あることを紹介します。

3 知覚のしくみ（２）　味わうという
こと

授業の内容を復習し、日常の学習や生活
に活用する。

4第 回 時間

知覚の中でも「味わうということ」
すなわち「味覚」に関する研究から
、「味覚」に「味覚」以外の知覚が
働いていることを紹介します。

4 認知（１）　認知と感情 ここまでの授業の内容を復習し、心理学
と日常場面のつながりを探す。

4第 回 時間

考えたり選んだりといった私たちの
認知に感情が関わっていることを紹
介します。

5 認知（２）　記憶のしくみ 授業の内容を復習し、日常場面の出来事
に照らす。なぞなぞを探す。

4第 回 時間

新しいことを覚えること、覚えてい
ることを思い出すこと。どちらにも
人のエラーはつきものです。このよ
うな「人間の記憶」について、心理
学の研究で明らかになってきた特徴
を紹介します。

6 認知（３）　思考の方法 授業の内容を復習し、日常の中にあるメ
タファーを探す。

4第 回 時間

コミュニケーションの手段であると
同時に、私たちが世界についての理
解を拡げたり、新しい理解を生み出
したりする思考方法について考えま
す。

7 心理学の視点から自分を見つめる：
第１～6回のふりかえり

第1回から第6回までの復習と定着 4第 回 時間

第1回から第６回までの学習内容を
ふりかえり、自分の日常生活につい
てみつめます。

8 発達（１）　赤ちゃんから小学生ま
で

授業の内容を復習し、乳幼児期・児童期
の発達について理解を深める。

4第 回 時間

乳児から児童にみられる、人の心の
発達について考えます。

9 発達（２）　若者から大人へ 授業の内容を復習し、青年期・成人期初
期の発達について理解を深める。

4第 回 時間
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思春期・青年期から成人初期にみら
れる、人の心の発達について考えま
す。

10 発達（３）　中年から高齢者へ 授業の内容を復習し、中年期・老年期の
発達について理解を深める。

4第 回 時間

人生の後半と言われる中年期から老
年期にみられる、人の心の発達につ
いて考えます。

11 社会（１）　社会の中で人をどのよ
うにとらえるか

授業の内容を復習し、パーソナリティに
ついて理解を深める。

4第 回 時間

社会心理学の研究で明らかにされて
きた、パーソナリティについて紹介
します。

12 社会（２）　社会の中でのコミュニ
ケーション

授業の内容を復習し、対人コミュニケー
ションについて理解を深める。

4第 回 時間

社会心理学の研究で明らかにされて
きた、対人コミュニケーションにつ
いて紹介します。

13 臨床　心の不調をどう理解するか 授業の内容を復習し、自己を見つめる。 4第 回 時間
心の不調について、ストレスを中心
に、どのような手だてをとることが
できるのかという理解と、心の不調
のもつ意味について紹介します。

14 心についてみつめる 授業の内容を復習し、人間の心について
の理解を深める。

4第 回 時間

第7回から第13回までの学習内容を
ふりかえり、自分の日常生活につい
てみつめます。

1330
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授業科目名 心理学概論／心理学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

水谷聡秀

講義

該当する

公益財団法人の研究センターでデータ分析の業務委託を請け負う（第1回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　心理学入門として、心のしくみについて基礎的な内容を学びます。身体を動かすこと、見たり聞いたりすること、ものをつ
くったり考えたりすること、人と関わること。私たちが日常の中で行っているいとなみについてその基礎となる心理メカニズム
を学びます。また、生を受けて誕生し、子供から大人になって、老いていき、死を迎えるという、人の一生を視野に入れて、人
が人と関わり、自分を育てていく、その心理メカニズムの基礎も学びます。
　なお、Google Classroomで授業を行い、原則的に毎回ウェブ上で小レポートを記入してもらい、意見の共有などを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 心理学の幅広い領域から学ぶ。 心理学の知識を問われときには答
えられ、日常や社会にどのように
応用できるか述べられる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

心理学の中心的領域の概要と基礎
理論を学ぶ。

心理学の中心的領域の概要と基礎
理論を学んだことについて問われ
た場合には正確に答えられる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 日常や社会（家族、地域、企業、
芸術、国際関係など）の生活（人
間関係、仕事の効率化、教育な
ど）に関連づけて述べられる。

2．全学DP８.意思疎通 授業で学んだことを分かりやすく
説明できる。

3．全学DP10.忠恕の心 日常や社会の生活において徳（愛
情、親切、向上心、知恵など）が
備わるよう適切に努力できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・ディベート、討論

・その他(以下に概要を記述)

・調査、アセスメントなどを実施して測定を体験をする。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出後の授業で、全体的な傾向あるいは特定の学生の小レポート等を取り上げてコメントする。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席（参加）すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」と
する。

1330
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1332
原則として毎回出席（参加）すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」と
する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

振り返り・小レポート提出

42

毎回、小レポート等を記述して時間内、あるいは期日ま
でに提出したもので評価する。

：

％

小テスト（電子上）

48

心理学の基礎知識と応用力で判断する。：

％

期末テスト（レポート提出）

10

授業で学んだこと活かして十分に論じていることができ
ているかで判断する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

心理学・入門‐ 心理学は
こんなに面白い　改訂版

サトウタツヤ・渡邊芳之 有斐閣・・ 年・2019

参考文献等

鈴木 直人(監修) 『心理学概論　第2版』 ナカニシヤ出版、2014年。
その他の参考文献については必要に応じて授業中に紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間の前後

場所： Google Classroom

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・心へのアプ
ローチ

教科書や配布資料などを熟読し、心への
アプローチについて予習・復習する。

4第 回 時間

授業の進め方などを確認し、心理学
では心がどのように研究されている
かを学びます。

2 知覚のしくみ（1）目でものを見る
こと

教科書や配布資料などを熟読し、視覚に
ついて予習・復習する。

4第 回 時間

恒常性、立体視、錯視などの現象に
加えて、網膜や脳から解明されつつ
ある視覚機能を学びます。

3 知覚のしくみ（2）味わうというこ
と

教科書や配布資料などを熟読し、視覚以
外の知覚について予習・復習する。

4第 回 時間

音の高さや大きさ、味の知覚などの
視覚以外の知覚機能について幅広く
学びます。

4 認知（1）身体と認知 教科書や配布資料などを熟読し、身体と
認知について予習・復習する。

4第 回 時間

身体の感覚と運動、アフォーダンス
、表情などについて学びます。

5 認知（2）記憶の仕組み 教科書や配布資料などを熟読し、記憶の
仕組みについて予習・復習する。

4第 回 時間

短期記憶、長期記憶、記憶の種類に
ついて学びます。

6 認知（3）思考の方法 教科書や配布資料などを熟読し、思考の
方法について予習・復習する。

4第 回 時間

認知バイアス、ヒューリスティック
スについて学びます。

7 心理学の視点から自分をみつめる 教科書や配布資料などを熟読し、自己認
知について予習・復習する。

4第 回 時間

自己認知（自己概念、自尊心）、性
格（知能検査、性格検査、遺伝と環
境）について学びます。

8 発達（1）新生児期・乳児期 教科書や配布資料などを熟読し、赤ちゃ
んの心について予習・復習する。

4第 回 時間

赤ちゃんが認識する顔、声、言葉の
発達などについて学びます。
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9 発達（2）幼児期・児童期 教科書や配布資料などを熟読し、幼児か
ら児童の心について予習・復習する。

4第 回 時間

幼児や児童の言葉の発達、親子関係
、友人関係について学びます。

10 発達（3）青年期以降 教科書や配布資料などを熟読し、青年期
以降の心について予習・復習する。

4第 回 時間

青年期のアイデンティティ、高齢期
の心理などについて学びます。

11 社会（1）社会の中での人をどのよ
うにとらえるか

教科書や配布資料などを熟読し、社会認
知や集団について予習・復習する。

4第 回 時間

社会認知、集団、群衆について学び
ます。

12 社会（2）社会の中でのコミュニ
ケーション

教科書や配布資料などを熟読し、他者と
の相互作用について予習・復習する。

4第 回 時間

非言語コミュニケーション、対人感
情、援助行動、攻撃行動について学
びます。

13 臨床（1）心の不調をどう理解する
か

教科書や配布資料などを熟読し、心の不
調について予習・復習する。

4第 回 時間

心の不調について検査や面談で診断
が行われることや、さまざまな療法
があることを学びます。

14 臨床（2）心についてみつめる 教科書や配布資料などを熟読し、臨床か
ら心について予習・復習する。

4第 回 時間

精神分析学、マズローの欲求五段階
説、ポジティブ心理学などについて
幅広く学びます。
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授業科目名 心理学概論／心理学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

宮原朋子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　心理学入門として、心のしくみについて基礎的な内容を学びます。身体を動かすこと、見たり聞いたりすること、ものをつ
くったり考えたりすること、人と関わること。私たちが日常の中で行っているいとなみについてその基礎となる心理メカニズム
を学びます。また、生を受けて誕生し、子供から大人になって、老いていき、死を迎えるという、人の一生を視野に入れて、人
が人と関わり、自分を育てていく、その心理メカニズムの基礎も学びます。
　なお、Google Classroomで授業を行い、原則的に毎回ウェブ上で小レポートを記入してもらい、意見の共有などを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 心理学の幅広い領域から学ぶ。 心理学の知識を問われときには答
えられ、日常や社会にどのように
応用できるか述べられる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

心理学の中心的領域の概要と基礎
理論を学ぶ。

心理学の中心的領域の概要と基礎
理論を学んだことについて問われ
た場合には正確に答えられる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 日常や社会（家族、地域、企業、
芸術、国際関係など）の生活（人
間関係、仕事の効率化、教育な
ど）に関連づけて述べられる。

2．全学DP８.意思疎通 授業で学んだことを分かりやすく
説明できる。

3．全学DP10.忠恕の心 日常や社会の生活において徳（愛
情、親切、向上心、知恵など）が
備わるよう適切に努力できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・ディベート、討論

・その他(以下に概要を記述)

・調査、アセスメントなどを実施して測定の体験をする。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出後の授業で、全体的な傾向あるいは特定の学生の小レポート等を取り上げてコメントする。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席（参加）すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」と
する。

1332
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1335
原則として毎回出席（参加）すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」と
する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

振り返り・小レポート提出

42

毎回、小レポート等を記述して時間内、あるいは期日ま
でに提出したもので評価する。

：

％

小テスト（電子上）

48

心理学の基礎知識と応用力で判断する。：

％

期末テスト（レポート提出）

10

授業で学んだこと活かして十分に論じていることができ
ているかで判断する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

心理学・入門‐ 心理学は
こんなに面白い　改訂版

サトウタツヤ・渡邊芳之 有斐閣・・ 年・2019

参考文献等

鈴木 直人(監修) 『心理学概論　第2版』 ナカニシヤ出版、2014年。
その他の参考文献については必要に応じて授業中に紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間の前後

場所： Google Classroom

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・心へのアプ
ローチ

教科書や配布資料などを熟読し、心への
アプローチについて予習・復習する。

4第 回 時間

授業の進め方などを確認し、心理学
では心がどのように研究されている
かを学びます。

2 知覚のしくみ（1）目でものを見る
こと

教科書や配布資料などを熟読し、視覚に
ついて予習・復習する。

4第 回 時間

恒常性、立体視、錯視などの現象に
加えて、網膜や脳から解明されつつ
ある視覚機能を学びます。

3 知覚のしくみ（2）味わうというこ
と

教科書や配布資料などを熟読し、視覚以
外の知覚について予習・復習する。

4第 回 時間

音の高さや大きさ、味の知覚などの
視覚以外の知覚機能について幅広く
学びます。

4 認知（1）身体と認知 教科書や配布資料などを熟読し、身体と
認知について予習・復習する。

4第 回 時間

身体の感覚と運動、アフォーダンス
、表情などについて学びます。

5 認知（2）記憶の仕組み 教科書や配布資料などを熟読し、記憶の
仕組みについて予習・復習する。

4第 回 時間

短期記憶、長期記憶、記憶の種類に
ついて学びます。

6 認知（3）思考の方法 教科書や配布資料などを熟読し、思考の
方法について予習・復習する。

4第 回 時間

認知バイアス、ヒューリスティック
スについて学びます。

7 心理学の視点から自分をみつめる 教科書や配布資料などを熟読し、自己認
知について予習・復習する。

4第 回 時間

自己認知（自己概念、自尊心）、性
格（知能検査、性格検査、遺伝と環
境）について学びます。

8 発達（1）新生児期・乳児期 教科書や配布資料などを熟読し、赤ちゃ
んの心について予習・復習する。

4第 回 時間

赤ちゃんが認識する顔、声、言葉の
発達などについて学びます。
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9 発達（2）幼児期・児童期 教科書や配布資料などを熟読し、幼児か
ら児童の心について予習・復習する。

4第 回 時間

幼児や児童の言葉の発達、親子関係
、友人関係について学びます。

10 発達（3）青年期以降 教科書や配布資料などを熟読し、青年期
以降の心について予習・復習する。

4第 回 時間

青年期のアイデンティティ、高齢期
の心理などについて学びます。

11 社会（1）社会の中での人をどのよ
うにとらえるか

教科書や配布資料などを熟読し、社会認
知や集団について予習・復習する。

4第 回 時間

社会認知、集団、群衆について学び
ます。

12 社会（2）社会の中でのコミュニ
ケーション

教科書や配布資料などを熟読し、他者と
の相互作用について予習・復習する。

4第 回 時間

非言語コミュニケーション、対人感
情、援助行動、攻撃行動について学
びます。

13 臨床（1）心の不調をどう理解する
か

教科書や配布資料などを熟読し、心の不
調について予習・復習する。

4第 回 時間

心の不調について検査や面談で診断
が行われることや、さまざまな療法
があることを学びます。

14 臨床（2）心についてみつめる 教科書や配布資料などを熟読し、臨床か
ら心について予習・復習する。

4第 回 時間

精神分析学、マズローの欲求五段階
説、ポジティブ心理学などについて
幅広く学びます。

1335
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授業科目名 カウンセリング理論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年・看護学部 1

永井和香

講義

該当する

児童養護施設にて心理療法（3年）他。大学の学生相談室カウンセラーとして勤務（18年）。
臨床心理士・公認心理師

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　カウンセリングの基礎となる理論とコミュニケーションスキルを学び、
実際の場面で適切なコミュニケーションができる基礎を作ることを目的とする。
またカウンセリングは、臨床心理学の考え方を基盤にして、他者をどのように理解し、
いかに関わるのかを吟味し行われるもので、この学習を通して看護における
心理的援助のあり方について考え、看護師としてどのようにカウンセリングを
用いることができるかについて考える。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 適切なコミュニケーションに必要
なカウンセリングの理論・技法

心理的援助における基本的態度・
姿勢、
傾聴、基礎的な面接技法について
理解できる

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

全人的理解に基づいた、対象理
解、心理的援助の理論・方法

心理アセスメント・心理療法・患
者の心理やストレスについて、基
礎的なことを理解できる

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 学んできたことを振り返り、看護
における心理的援助のあり方につ
いて考える

2．全学DP10.忠恕の心 他者の心の世界に関心を持ち、共
感的に理解する姿勢を養う

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「 ‐ 」とします

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題 （振り返りシート）

42

・自己評価と共に、授業の学びを的確に示しているかに
ついて
　評価する（3点）
・授業の内容を踏まえて、主体的に考える姿勢がうかが
える
　ものを評価する（3点）

：

％

1335
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1341

期末試験（レポート）

58

・実際の場面において適切なコミュニケーションを行う
為の
　基礎的理解に達しているかを判断する
・看護における心理的援助のあり方について自身の意見
が記述
　されているか、内容の適切さも踏まえて評価する

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

心とかかわる臨床心理
［第3版］基礎・実際・方
法

川瀬正裕・松本真理子・英
夫英夫

株式会社ナカニシヤ出版・・ 年・2015

参考文献等

伊藤良子編著「一番はじめに読む心理学の本①　臨床心理学－全体的存在として人間を理解する－」（2011）
授業中に適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

　本科目は１単位の科目で、7回の授業であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて
予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ カウンセリングで何を学ぶのかー臨
床心理学の視点から－

第Ⅰ部（教科書）を読んでおく、振り返
りシートの作成

4第 回 時間

カウンセリングとは何かについて知
る。
臨床心理学の定義・目的・特徴など
基礎的なことについて学ぶ。
対象を理解するための基本的態度・
姿勢や方法について学ぶ。

２ 心理アセスメント 第Ⅳ部（教科書）を読んでおく、振り返
りシートの作成

4第 回 時間

心理アセスメントにおける基本的態
度や情報収集について学ぶ。
代表的な心理検査（発達・知能・人
格・その他）について知り
各検査の長所や短所などを理解する
。

３ 心理療法 第Ⅴ部（教科書）を読んでおく、振り返
りシートの作成

4第 回 時間

代表的な心理療法（精神分析的心理
療法・行動療法・認知行動療法）
について、基礎的な理論と方法につ
いて学ぶ

4 面接技法Ⅰ　実践のための基本的態
度・非言語的コミュニケーション

看護においてコミュニケーションが必要
な場面について考える、　振り返りシー
トの作成

4第 回 時間

カウンセラーの基本的な態度（クラ
イエント中心療法）について学ぶ
心理的援助を実践する時に求められ
ることについて知る
非言語的コミュニケーションの機能
・重要性について理解する

５ 面接技法Ⅱ　傾聴・基礎的なコミュ
ニケーション技法

傾聴について調べる、振り返りシートの
作成

4第 回 時間

傾聴の重要性や、基礎的なコミュニ
ケーション技法について理解する

６ 医療領域における臨床心理学Ⅰ：患
者の心理について

病気になった時の気持ちについて考え
る、振り返りシートの作成

4第 回 時間

病気になった時の心理について学ぶ
さまざまな看護場面における患者の
心理について学ぶ

７ 医療領域における臨床心理学Ⅱ：患
者のストレスについて　/　まとめ

ストレスについて調べる、振り返りシー
トの作成

4第 回 時間
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ストレスとはなにかについて学ぶ
患者のストレスとその支援について
これまでの授業のまとめ
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授業科目名 考古学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

渡邊貴亮

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「考古学」、聞いたことのある言葉だが具体的にどのような学問なのであろうか。考古学者とは、人類が残したあらゆる痕跡を
手掛かりとして、生活していたヒトの暮らしや社会、環境を知ろうとする。時として遺跡を発掘調査し、そこから掘り出された
ものを様々な手段を用いて分析する。本講義では、まず考古学がどのような学問であるのかを概観し、次に実際に発掘調査で得
られる「石器」や「土器」といった資料の扱い方と、そこからいかに情報を引き出し、研究するのかといった方法を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 人類の歴史とその発展の理解 人類の歴史とその発展の経過を、
学問的手順を経て理解することが
できる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

考古学の理解 考古学とはどのような学問なのか
を理解することができる。考古資
料の取り扱い方法を身に着けてい
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 考古学的な調査方法研究から、課
題発見とその解決のための自己目
標設定を学ぶことができる。や

2．全学DP10.忠恕の心 授業を通じて集団で実施する調
査・研究の方法を学び、他者の立
場にたった思考を身につける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

授業内において、身近な「モノ」に触れる機会を設けることで、より深く考古資料の取り扱いを学ぶ。それら
の資料について受講生に図化や写真化の機会を用意しコメントを求めることによって、考古学的な資料の観察
方法や資料化方法などを学ぶ。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点 講義内で短いコメントや簡単な設問への回答を求め、「
授業の内容を理解し、自身の言葉で簡潔にまとめること
ができているか」という観点から評価する。また、質問

：
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30

ができているか」という観点から評価する。また、質問
などの講義への積極性についても評価する。

％

中間課題

20

第1回から第6回までの範囲について、「授業内容を正し
く理解しているか」第4回の「図・写真の資料化とその重
要性を理解しているか」という観点から評価する。

：

％

期末試験(レポート）

50

14回の授業を通じて「授業内容を正しく理解できている
か」「学問的な思考方法を身につけられているか」「学
問的な手順を経て作成できているか」という観点から評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

一瀬和夫著『考古学の研究法』学生社　2013年
松藤和人・門田誠一編著『よくわかる考古学』ミネルヴァ書房　2010年
コリン・レンフルー　ポール・バーン著『考古学―理論・方法・実践』東洋書林　2007年
近藤義郎ほか編著『岩波講座　日本考古学＜1＞研究の方法』岩波書店　1991年

その他の参考文献については講義の単元ごとに適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
シラバスに記載の参考文献の他にも授業の単元ごとに参考文献等を紹介するため、それらを用いて予復習するとより効果的な学
習となる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日1限

場所： Google Classroom

備考・注意事項： 遠隔授業のため、基本的にはGoogle Classroomでのコメント・限定公開コ
メントで質問を受け付けています。質問用のトピックも設けてありますの
で適宜利用してください。時間は上記の限りではありません。
メールで質問する場合は
watanabe-t@g.osaka-seikei.ac.jp
にて受け付けています。メールには必ず「件名」「所属」「氏名」を明記
するようお願いします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 考古学とは何か 講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。また、これから学ぶ「考古
学」が今まで受講生各自が持っていたイ
メージとどのように異なるのかを考え
る。用語について復習しておくことに
よって次回からの講義の理解が深まる。

5第 回 時間

　この講義の流れや出席の取り方、
成績評価の方法などをガイダンスす
る。また、この授業では何を学び、
何を身に着けることを目標とするの
かを説明する。また、本講義は遠隔
授業での開講が想定されているため
、G suite for Education を用いて
どのように講義を進めていくのか、
どのように受講していくのかを詳細
に説明する。
　ガイダンス後、考古学とはどのよ
うなものかを概説するとともに、今
後講義内で頻出する専門用語などを
説明する。

2 考古学とはどのような学問なのか 講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。これまで自身がもっていた
「考古学」のイメージと今回学んだ「考
古学」とがどのように異なっていたの
か、またなぜそうなっているのかを、受
講生自身の体験に基づいて考えることに
より、より現代考古学についての理解が
深まる。

5第 回 時間
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　初回の概説を踏まえ、より詳細に
「考古学がどのような学問なのか」
を学ぶ。世間一般に普及している「
考古学」のイメージと、実際にこれ
から講義で学んでいく「考古学」に
ついては乖離がある。これらの違い
について学ぶとともに、考古学の基
本理念や目的、方法について学ぶ。

3 考古学の歴史 講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。日本考古学はどのようにし
て持ち込まれ、どのように発展してきた
のかについて理解を深める。講義内で取
り上げた人物について受講生自身で調べ
ることによって、その時代背景をより深
く理解することができる。

5第 回 時間

　日本における考古学がどのような
歴史をたどってきたのかを概説する
。また、日本(東アジア)における考
古学の扱いと欧米における考古学の
扱いについてどのように異なるかを
説明する。

4 考古学の方法(1)‐考古学における
図・写真‐

講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。特に図や写真の見方や意味
について理解を深める。考古学に関する
図や写真を調べてみて、そこから何が読
み取れるのかを実践することにより、図
や写真の有用性をより深く理解すること
ができる。

5第 回 時間

　考古学では「図」や「写真」とい
った資料化された情報がとても重要
になる。これらが「何故重要なのか
」や、考古学における図や写真の「
資料化の方法」や資料化されたもの
の「読み解き方」などを中心に学ぶ
。

5 考古学の方法(2)‐発掘調査につい
て‐

講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。発掘調査のメリット・デメ
リットについて理解する。また、「遺
跡」にはどのような法律や法令が適用さ
れるのかについて理解を深める。自身の
興味のある土地が「遺跡」なのかどうか
を調べてみることで、より深く理解する
ことができる。

5第 回 時間

　考古学では時として「発掘調査」
という手法を用いる。「発掘調査」
とはどのような意味があり何を目的
として行うものなのか。どのような
ルールが定められているのか。これ
らの内容について授業担当者の実際
の経験を踏まえて学ぶ。

6 考古学の方法(3)‐年代の推定につ
いて‐

講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。考古学における資料の新旧
関係や年代の推定方法について理解を深
める。特に自然科学的な手法と人文科学
的な手法との違いについて理解を深め
る。

5第 回 時間

　考古学を学んでいくと「どちらが
新しいモノなのか」という問題につ
きあたる。考古学ではどのようにし
て遺跡や資料の「新旧」を決めてい
るのか、具体的な年代が発表されて
いるものについてはどのようにその
年代を推定(決定)しているのかを学
ぶ。

7 「デザイン」を用いた研究 　講義の内容を配布資料および参考文献
等で復習する。考古学の方法論について
理解を深める。特に「デザイン」を手掛
かりとする「形式」「型式」「様式」に
ついての理解を深める。課題にとりあげ
たような身近なものに置き換えて考える
ことによって、この方法論をより深く理
解することができる。

5第 回 時間

　考古学では人類が残した痕跡を手
掛かりとして、様々な研究をおこな
う。考古資料には、その資料の製作
や使用にかかわった人が残した「デ
ザイン」を留めるものがある。これ
らの資料に残された「デザイン」を
手掛かりとする研究方法について学
ぶ。
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8 石器を用いた研究 講義の内容を配布資料および参考文献等

で復習する。石器研究のメリット・デメ
リットについて理解を深める。石器とは
どのような資料であるのか理解を深め
る。身の回りの「石」と石器がどのよう
に異なるのかを、自身で実感することで
より深く理解することができるようにな
る。

5第 回 時間

　「石器」とは人類がこれまでにも
っとも長く使い続けている道具の一
つである。「石器研究」とはどのよ
うなものであり、なぜ石器を用いて
研究するのかを学ぶ。

9 土器を用いた研究 講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。土器の性質や研究の方法に
ついて理解を深める。身の回りにある
「土器」について、改めて考えてみるこ
とで「土器」についてのより深く理解す
ることができる。

5第 回 時間

　「土器」とは人類のみが用いる道
具であり、人類の進化の上でも大き
な変化の一つである。「土器研究」
とはどのようなものであり、なぜ土
器を用いて研究するのかを学ぶ。

10 遺構を用いた研究 講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。「遺構」とは「遺跡」や
「遺物」と何が異なるのかについて理解
を深める。また、人々が地面に残した痕
跡からどのようにして情報を読み解くの
かについて理解を深める。現在の人間の
営みが、将来的にどのような「遺構」と
なるのかを想像することで「遺構」につ
いてより深く理解することができる。

5第 回 時間

　「遺構」とは人類が残した不動産
的な痕跡をあらわす。昔の人々が残
した「持ち運びできない資料」とは
どのようなもので、それらを用いた
研究とはどのようにしておこなわれ
るのかを学ぶ。

11 博物館・資料館における考古資料に
ついて

講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。博物館における考古学の役
割について理解を深める。実際に博物館
や資料館へ行くことでより深く理解する
ことができる。

5第 回 時間

　現代社会において、考古資料は博
物館や資料館で目にする機会が多い
。博物館における考古資料とはどの
ようなものなのか。また、博物館の
資料とはどのようにして観覧者に届
けられるのか。考古学が博物館・資
料館において担う役割について学ぶ
。

12 博物館における考古資料の実際 これまで博物館で実際に目にした資料に
ついて、自身で調べて理解を深める。講
義内で扱った考古資料の役割について、
これまで受講生各自が訪れた館園とどの
ように異なるのかを考えてみる。

5第 回 時間

　これまで学んできた考古資料とい
うものが、実際の博物館においてど
のように扱われているのか、どのよ
うに活用されているのかを学ぶ。ま
た、実際の博物館内で撮影した講義
資料を用いて、講義担当者の解説を
ふまえながら博物館における考古資
料について学ぶ。

13 現代社会における遺跡の活用方法 講義の内容を配布資料および参考文献等
で復習する。世界遺産に指定されること
のメリット・デメリットについて理解を
深める。現代社会における遺跡のあり方
について理解を深める。身の回りの「遺
跡」や「遺産」について改めて調べるこ
とにより、より深く理解することができ
る。

5第 回 時間
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　過去の人々が残した「遺産」であ
り「財産」でもある遺跡を、現代社
会においてどのように扱うべきなの
か、今後遺跡はどのようにして残さ
れていくのかを学ぶ。近年頻繁に目
にする「世界遺産」や「文化遺産」
、「日本遺産」とはどういったもの
なのか。そのメリット・デメリット
について学ぶ。

14 これからの考古学 これまでの講義の内容を配布資料および
参考文献等で復習する。教科書やマスメ
ディアに取り上げられていない研究とは
どのようなものなのかを考えることで、
より深く理解することができる。また、
第1回目の講義テーマである「考古学とは
何か」について、これまでの講義をふり
返りながら受講生各自の答えを見つけ出
す。

5第 回 時間

　現在、考古学ではどのような研究
がおこなわれているのか。授業担当
者がおこなっている研究を含め、新
聞発表や報道などがおこなわれてい
ない最新の研究状況を知ることで、
より深く現在の考古学の在り方につ
いて学ぶ。それらをふまえて、これ
からの考古学がどのように変化して
いくのかを考える。
　最後に、本講義をふり返り、考古
学ひいては歴史学という学問が現代
社会にとってどのような意味を持つ
ものであるのかを考えるとともに、
期末試験に向けたまとめとする。
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授業科目名 日本国憲法

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

千代原亮一

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　具体的な事例の分析を通じて憲法や人権の考え方、統治機構の仕組みに関する知識を身につけることを目的とします。憲法と
いうと、自分には関係がないと思っている方も少なくないかもしれませんが、実際には身の回りの様々な出来事が憲法に関わっ
ています。講義を通じて、少しでも憲法を身近なものとして感じてもらいたいと考えています。憲法の規定のうち基本的人権と
統治機構を中心に講義を進めます。単に知識を学ぶということではなく、受講者と一緒に議論しながら憲法的な考え方を身につ
けることができる講義にしたいと考えています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

人権保障と統治システムについて
の理解

基本判例を正確に理解し、その当
否を考察できる。人権保障と統治
システムを正確に理解し、具体的
な問題の検討にあたり、その知識
を用いることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 複雑な事象の中から解決すべき課
題を抽出し、真の原因を見出し、
その解決策を提示することができ
る。

2．全学DP８.意思疎通 他人の意見や主張を正確に把握
し、他人との意見や主張の違いを
理解した上で、自分の意見や主張
を他人に対して正確に伝えること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。

＜評価基準（定期試験・授業中課題）＞
S評価：到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果を収めている。
A評価：到達目標を十分に達成している。
B評価：到達目標を平均的なレベルを超えて達成している。
C評価：到達目標を達成している。
D評価：到達目標を達成していない。

1401
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

定期試験の答案により問題発見力と実践力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた試
験答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業中課題

30

授業中に配布する課題の内容により理解力を評価する。
講義内容を踏まえた上で、一定程度のレベルを超えた課
題答案の内容を合格とする。単にテキストや講義資料の
内容を丸写しした内容では、合格とはしない。

：

％

授業貢献

10

討議などでの発言内容により授業貢献度を評価する。教
員との質疑応答、他の受講生とのグループ討議及びディ
ベートへの参加態度について、積極的に発言し、主体的
に議論に参加する態度を示した場合に合格とする。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『図録 日本国憲法（第2
版）』

斎藤一久・堀口悟郎 編著 弘文堂・・ 年・2021

参考文献等

①芦部信喜著（高橋和之補訂）『憲法（第7版）』（岩波書店・2019年）、②安西文雄・巻美矢紀・宍戸常寿『憲法学読本（第3
版）』（有斐閣、2018年）、③佐藤幸治『日本国憲法論（第2版）』（成文堂・2020年）、④高橋和之『立憲主義と日本国憲法
（第5版）』（有斐閣・2020年）、⑤橋本基弘『日本国憲法を学ぶ（第2版）』（中央経済社・2019年）、⑥長谷部恭男『憲法
（第7版）』（新世社・2018年）、⑦長谷部恭男・石川健治・宍戸常寿編『憲法判例百選I・II（第7版）』（有斐閣・2019
年）。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・やむを得ず授業を欠席する場合は、文書にて速やかに届け出ること。
・授業中は、ディスカッションや質疑にも積極的に参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜5時限目

場所： 西館3階個人研究室

備考・注意事項： 　メールアドレスは、chiyohara@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 人権総論（人権の射程、私人間効
力、公共の福祉）

外国人の人権享有主体性及び各人権の保
障の範囲と限界、公共の福祉の意味につ
いて調べておこう。

4第 回 時間

憲法上の人権は、いかなる者がそれ
を享受するのかについて、外国人の
人権享有主体性を中心に、その内容
と限界を学ぶ。また、人権には限界
があり、憲法が規律する法的関係と
は何かを踏まえつつ、いかなる理由
によって、どのような制約が課され
うるのかを理解しながら、権利の性
質や制約理由によって差があること
を学ぶ。

2 包括的基本権 幸福追求権の意味、プライバシーの権利
及び自己決定権の保障の性格について調
べておこう。

4第 回 時間

憲法13条が保障する包括的基本権の
法的性格を踏まえながら、具体的な
内容やその限界について学ぶ。また
、プライバシーの権利がどのように
発展してきたのかを理解しながら、
憲法上保障される内容とその限界に
ついて学ぶ。

3 法の下の平等 平等の意味、平等の射程及び限界、合理
的区別の意味について調べておこう。

4第 回 時間
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平等とは何かを考えながら、14条が
列挙している事項とそうでない事項
の違いや、区別と差別の違いを踏ま
えつつ、具体的場面に応じて、どの
ような取扱いの差異が認められるの
かを学ぶ。

4 思想・良心の自由、信教の自由①
（信教の自由の保障と限界）

内心の自由と沈黙の自由、外部的強制の
問題、信仰の自由と宗教的行為の自由に
ついて調べておこう。

4第 回 時間

思想・良心の自由及び信教の自由が
侵害されてきた歴史的経緯を踏まえ
ながら、それを保障することの意義
を理解し、いかなる行為が保障され
るのか、そして、どのような場面で
問題になるのかを学ぶ。

5 信教の自由と政教分離 政教分離の制度的保障の意味、目的効果
基準、宗教上の免除の意味について調べ
ておこう。

4第 回 時間

政教分離とはいかなる法的性格を有
し、どのような機能を果たしている
のかを理解し、具体的場面において
、どのような観点から政教分離違反
を考えれば良いのかを学ぶ。

6 表現の自由①（内容着目規制） 表現の自由の保障根拠、表現内容着目規
制の意味について調べておこう。

4第 回 時間

表現の自由の保障根拠を理解した上
で、表現内容が規制される場合とそ
うでない場合とでどのような違いが
生じるかを考え、表現内容が規制さ
れる場合における具体的問題を取り
上げながら、表現の自由の重要性と
その限界を学ぶ。

7 表現の自由②（内容中立規制、検閲
と事前抑制）

内容中立規制、検閲と事前抑制の違いに
ついて調べておこう。

4第 回 時間

表現の時・場所・方法による規制（
内容中立規制）における具体的問題
を取り上げながら、表現の自由の重
要性とその限界を学ぶ。

8 経済的自由権（職業選択の自由、財
産権）

規制目的二分論の意味、財産権保障の意
味について調べておこう。

4第 回 時間

憲法 22 条が保障する職業選択の自
由とは何を保障しているのかを理解
し、具体的な規制態様を踏 まえな
がら、どのように経済的自由の限界
を判断するかを学ぶ。また、 憲法
が財産権の保障することの意義を理
解し、その保障と法律との関係を踏
まえつつ、具体的な規制を取り上げ
ながら財産権保障の限界を考え、正
当な補償の意味について学ぶ。

9 生存権、労働基本権 生存権の裁判規範性、公務員の労働基本
権に対する制限について調べておこう。

4第 回 時間

国家に積極的行為を要求する生存権
の具体的な意味内容について、その
意義と共にそれがどのように保障さ
れているのかを学ぶ。また、労働基
本権をめぐる一連の判例の変遷を学
ぶ。

10 統治の基本原理（法の支配、権力分
立）、立法権と国会

国民主権の意味、国会の地位（国権の最
高機関、唯一の立法機関、全国民の代
表）、国会議員の地位について調べてお
こう。

4第 回 時間

主権概念が歴史的にどのように形成
されてきたのかについて学ぶ。また
、国会の憲法上の位置づけや、立法
の委任とその限界について学ぶ。

11 行政権と内閣 議院内閣制及び行政権の概念、 内閣の権
限について調べておこう。

4第 回 時間

統治制度としての議院内閣制の概要
や行政権の意味内容、及び憲法上、
内閣及び内閣総理大臣に与えられて
いる権能について学ぶ。

12 司法権と裁判所 司法権の概念および限界、司法権の独立
の意味について調べておこう。

4第 回 時間
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司法権の意味内容及びそれを発動す
るための要件を踏まえつつ、司法権
が及ばない場面について検討する。
また、憲法上、裁判所に与えられて
いる権能及び裁判所の組織について
理解し、司法権が適切に行使できる
ための諸原則について学ぶ。

13 憲法訴訟 違憲審査の対象、違憲審査制の類型につ
いて調べておこう。

4第 回 時間

違憲審査制のあり方及び付随的審査
制を採用する日本の憲法訴訟の基本
的な枠組み、憲法判断における様々
な解釈技法及び違憲審査の対象につ
いて、その効力と共に学ぶ。

14 平和主義 憲法9条成立の経緯及び解釈、平和的生存
権の裁判規範性について調べておこう。

4第 回 時間

平和主義の意義や憲法9条の解釈論
を理解し、あわせて、憲法保障と憲
法改正の基本的枠組みについて学ぶ
。
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授業科目名 日本国憲法

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 2

則武立樹

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

≪授業形態≫全回オンデマンド配信

「日本国憲法」と聞くと、何か難解で理解しづらい「法」のように思えるかもしれない。しかし、日本という国家の構造上、法
の中でも一番強い力を持つものが日本国憲法なのである。では、憲法が私たちにしてくれていること、逆に私たちの行動を制限
していることって何なのか？憲法はどういう形でこの社会に溶け込んでいるのか？こうした今まで深く考えてこなかったであろ
う「憲法」に真正面から向き合い、次世代を担う皆さんが「憲法」を理解できるよう、様々な生活の中でのエピソードを交えつ
つ授業を展開します。
また、下記の授業方法の欄にもあるように、講義動画視聴を中心として授業を進行しますが、Google Classroomや課題（コメン
ト）の提出を活用し、受講生の疑問等を共有するアクティブラーニングも取り入れます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

日本国憲法の基本構造や理念に関
する知識の習得。

日本国憲法とはどんな法であるの
かについて、自らの考えを述べる
ことができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 日本国憲法の理念、法解釈を正し
く理解した上で、日本社会の抱え
る現代的課題について、事実概要
を整理し、批判的に検討すること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・その他(以下に概要を記述)

≪映像教材配布＋異時双方向型≫
授業の流れ（初回）
・音声付きパワーポイント講義動画視聴（60分程度）→配布PDFファイルを用いた「振り返り」（20分程度）→
課題（コメント）/Google Classroom上での質問の作成と提出（20分程度）
授業の流れ（2回目以降）
・課題（コメント）/質問に対するフィードバック（10分程度）→音声付きパワーポイント講義動画視聴（50分
程度）→配布PDFファイルを用いた「振り返り」（20分程度）→課題（コメント）/Google Classroom上での質
問の作成と提出（20分程度）

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。毎回の課題の提出をもって出席とします。規定回数以上の出席がなければ放棄
とみなし、成績評価を「―」（評価しない）とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加度 次回授業日前日（23時59分）までに提出を求める課題（
コメント）/質問等について、科目独自のルーブリックに
よって評価します。

：

1402
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30

よって評価します。

％

期末レポート試験

70

日本国憲法の構造、理念、法解釈などについて正しく理
解をしているか、そして、自らの意見を論理的に述べら
れるかという観点から評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『保育と日本国憲法』橋本勇人編（みらい、2018年）
『教職課程のための憲法入門（第2版）』、西原博史、斎藤一久編著（弘文堂、2019年）
『憲法第7版』、芦部信喜著、高橋和之補訂（岩波書店、2019年）

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。まず予習として、該当するテーマにつ
いてインターネット等を用いて調査すること。そして、受講後には当該授業内容の復習を行うこと。
この講義は、日本国憲法や法学の初学者を含め、教職を目指す者、一般常識として憲法を学びたいと考える者、講義内容に関心
を持つ者を広く対象とします。そもそも、なぜ私たちは憲法を「学ぶ（必要がある）」のか？次世代を担う学生の皆さんのふと
した疑問に答えられる授業を展開していきます。なお、授業運営の説明を行うので第1回目の授業動画は必ず視聴すること。ま
た日常の心構えとして、「憲法」のキ―ワ―ドの出てくる新聞記事やニュ―スなどを注意深く見ておくこと。そして、自分なり
に「何が問題となっているのか」について考えてみることを勧めます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： Google Classroom上

備考・注意事項： 授業に関する質問がある場合には、Google Classroomにて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス－なぜ私たちは憲法を学
ぶ（必要がある）のか？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。 １：基本的人権、２：国家権
力、３：主権者。また、授業後には講義
内容を自分の言葉で再整理すること。

4第 回 時間

教職を選ぶ者にとっては必修科目と
される「日本国憲法」であるが、な
ぜ学ぶ必要があるのか？また、一般
常識としてなぜ憲法を知っておかな
ければならないのか。次世代を担う
学生の皆さんが今ここで真正面から
「日本国憲法」を学ぶ意義を示す。

2 人権総論－憲法が保障する「人権」
とは何か？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：外国人の人権、２：国民
の定義、３：国籍の取得。また、授業後
には講義内容を自分の言葉で再整理する
こと。

4第 回 時間

人権とは「誰のもの」であるのか。
そして、人権は国家権力によって「
制限」されてもよいのかについて概
説する。

3 法の下の平等－差別のない世の中は
「憲法」によって生み出せるのか？
①－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。 １：包括的基本権、２：機会
の平等/結果の平等、３：尊属殺人（親子
関係に基づく差別）、４：非嫡出子（子
どもに対する差別）。また、授業後には
講義内容を自分の言葉で再整理するこ
と。

4第 回 時間

「平等」とは何か？どのように差別
が発生するのか？実例を挙げて、そ
のメカニズムに迫る。

4 法の下の平等－差別のない世の中は
「憲法」によって生み出せるのか？
②－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：再婚禁止期間、夫婦別姓
（女性に対する差別）、２：同性愛者の
家族形成（LGBTQ＋に対する差別）。ま
た、授業後には講義内容を自分の言葉で
再整理すること。

4第 回 時間

憲法はどういう手段/論理で「差別
」に挑んでいるのか？「性（女性差
別/LGBTQ＋差別）」をキーワードに
様々なケースを考察する。
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5 精神的自由①－人の「思い」や「考

え」はどこまで保障されるべきか？
－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：思想･良心の自由、２：信
教の自由、３：政教分離、４：目的効果
基準。また、授業後には講義内容を自分
の言葉で再整理すること。

4第 回 時間

精神的自由のうち、「思想･良心の
自由」と「信教の自由」を取り上げ
、個人の「心の自由」を守るという
ことがいかに重要であるかを学ぶ。

6 精神的自由②－人は何でも自由に
「表現」することが可能なのか？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：表現の自由、２：表現内
容/表現内容中立規制、３：ヘイトスピー
チ。また、授業後には講義内容を自分の
言葉で再整理すること。

4第 回 時間

精神的自由のうち、現代の日本社会
で問題となっている「在日朝鮮人/
韓国人を巡るヘイトスピーチ」の問
題を軸に、憲法はどう立ち向かって
いるのかについて学ぶ。

7 精神的自由③－「学問」が目指す真
理の追求はどう保障されているの
か？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：学問の自由、２：大学の
自治、３：東大ポポロ事件。また、授業
後には講義内容を自分の言葉で再整理す
ること。

4第 回 時間

精神的自由のうち、学問の自由を取
り上げ、国家権力による学問の自由
の侵害について、著名判例を通じて
検討する。

8 経済的自由－人の経済活動はどこま
で保障されているのか？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：職業選択（遂行）の自
由、２：規制目的二分論、３：営業の自
由。また、授業後には講義内容を自分の
言葉で再整理すること。

4第 回 時間

人が生計を立てる手段である「職業
選択とその遂行」は、憲法上、どの
ように、また、どこまで保障されて
いるのか。精神的自由に対する法規
制との「規制の強度」の違いを学ぶ
。

9 社会権①－「教育を受ける機会」を
ひとりひとり平等に保障するために
－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：教育を受ける権利、２：
教育の機会均等、３：学習権、４：七生
養護学校事件（障がいのある児童に対す
る性教育のあり方）。また、授業後には
講義内容を自分の言葉で再整理するこ
と。

4第 回 時間

子どもたちにとって「教育を受ける
機会」は成長のための必要不可欠の
要素である。子どもたちの「権利」
として、特に、障がいのある児童生
徒の「性教育を学ぶ権利」のあり方
について、日本と諸外国を比較する
ことでその意味を読み解く。

10 社会権②－私たちの暮らしを憲法は
保障してくれているのか？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：健康で文化的な最低限度
の生活、２：生活保護。また、授業後に
は講義内容を自分の言葉で再整理するこ
と。

4第 回 時間

「生存権」として、憲法第２５条が
規定する「健康で文化的な最低限度
の生活」とはどういった生活レベル
を指すのか。近年問題提起がなされ
ている「生活保護」と関連して、そ
の実態を探る。

11 国民主権と参政権－日本の政治の未
来は誰が握っているのか？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：国民主権、２：選挙権、
３：一票の格差。また、授業後には講義
内容を自分の言葉で再整理すること。

4第 回 時間

誰が日本の政治の行く末を決める権
力を持っているのか？また、どうい
った制度で政治が行われているのか
？特に「選挙」と言う制度を軸に問
題点等を洗い出す。

12 統治機構①－日本の「国家統治」の
仕組みを知る－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：権力分立（三権分立）、
２：国会（立法権）３：内閣（行政
権）、４：裁判所（司法権）。また、授
業後には講義内容を自分の言葉で再整理
すること。

4第 回 時間
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国家統治の方法として、国家の持つ
三大権力をそれぞれ独立した三機関
（国会、内閣、裁判所）に委ねてい
る。それぞれの機関はどんな特徴を
持ち、どのようにしてお互いに暴走
しないように監視・抑制をしている
のかについて学ぶ。

13 統治機構②－地方の政治はここに住
む私たちが決めるべき－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。１：地方自治の本旨、２：条
例。また、授業後には講義内容を自分の
言葉で再整理すること。

4第 回 時間

日本の政治を東京に一極集中させて
しまえば、地方は軽視され、衰退の
一途を辿ってしまうだろう。そこで
設けられた制度である「地方自治」
について、どのように地域住民たち
の意思が反映されているのか、地方
公共団体の役割を読み解く。

14 総括－憲法とはどのような「法」な
のか？－

予習として以下のキーワードの意味を調
べること。 １：最高法規性、２：硬性憲
法、３：憲法改正、４：平和主義。ま
た、授業後には講義内容を自分の言葉で
再整理すること。

4第 回 時間

日本という国家と不可分の存在であ
る日本国憲法という法がどれほどの
重要性を帯びた法であるのか。本科
目の総括として、その答えを探る。

1407
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授業科目名 国際関係論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年～4年 2

平賀富一

講義

該当する

大手損保企業にて国際事業戦略・海外でのM&A等、外務省にて政府開発援助（ODA)、調査機関（シン
クタンク）にて各国の政治経済分析、格付会社にて世界各国、世銀等国際機関や大手企業の格付等、
本授業に関連する各種の業務を担当（全14回）。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

国際情勢や国際関係は大きな転換期を迎えており、私たちの日々の暮らしや将来のあり方も、国際的な状況と密接に関連してい
ます。経営学部生や国際観光学部生にとっては言うまでもありませんが、教育学部生にとっても外国籍の生徒の増加傾向、芸術
学部生にとってのアニメ・ゲームの国際化の進展、など多くの事例があります。この授業では、国際政治経済を中心に、社会の
変化も含め、分かりやすいテキストを用いて、世界の主要地域、国家、国際機関などの概要や国際的に重要な諸課題についての
基本的な情報・知識を学び理解します。各学部・学科・コースの受講生がどのような分野に進んでも、世界や国際的な問題を理
解し考える基礎となるよう、重要な事項や視点身近な事例も紹介しつつ分かりやすく説明し、受講生一人一人に興味を持って授
業に参画してもらえるように努めます。教室での対面授業を基本にしますが、知識・情報の理解の定着、充実した内容のビデオ
教材の視聴などに有効なオンデマンド授業を月１回程度併用する予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 国際関係に関連する事項の重要事
項、理論、論点を理解する。

国際関係に関する重要事項、理
論、論点について理解し説明でき
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 国際関係に関わる重要な問題を、
自分なりの見解やアイディアで発
見・理解し考えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

授業方法はクラスの規模等により適宜変更する。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。特別な事情のある場合を除き、全授業回数の過半以上の出席（オンライン授業
は、リアクションペーパーの提出を出席とみなします）がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。私語・居眠り等授業態度に問題ある場合は都度注意しますが、改善が見られない場合はイエローカードを
渡し警告、次いでレッドカードを渡し減点（1点/枚）対象とします。特に授業の進行と、周囲の受講者の迷惑
行為となる私語・携帯電話の通話には厳しく対応します。リアクションペーパーの提出期限は原則として毎回
の授業後1週間とし、それ以降の提出は各回1点減点となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小レポート（リアクションペーパー、各
回）

授業内容を踏まえた記述であれば1点とし、そこに「論理
性」と「簡潔性」を備えていれば2点とします。また、授
業内容に関係のない記述や極端に少ない記述の場合は0点
とします。

：

1407
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1410

30 ％

期末試験またはレポート

70

国際政治経済に関連する重要事項を問う問題を出題し、
その理解度と、的確な記述や説明ができているかを基準
にして評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

地図で読む「国際関係」
入門

眞淳平 筑摩書房・・ 年・2015

参考文献等

佐渡友哲・信夫隆司・柑本英雄（2018）『国際関係論（第3版）』弘文堂
澤喜司郎（2018）『世界を読む国際政治経済額入門（２訂版）』成山堂書店
野林健・大芝亮・納屋政嗣・山田敦・長尾悟（2007）『国際政治経済学入門（第3版）』有斐閣

その他は適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。授業時
間内にも伝達しますが、本講義の内容を深く理解する上で、国際政治・国際経済・国際社会などの動きに関心を持つことが重要
です。新聞・雑誌・テレビやインターネット等の記事・ニュースに注目するよう心掛けてください。Google Classroomの本講義
の項で、授業の情報・資料を掲示し、毎回の授業後のリアクションペーパーや課題等の掲示・提出を行います。その他は第1回
目の授業で説明します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 西館3階44研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス、国際関係論とは何か テキストの目次や、その中で興味を持っ
た箇所を読んで授業に臨み、授業の終了
後は、その復習と次回分のテキストの予
習をして下さい。

4第 回 時間

国際関係論、中でも国際政治経済と
はどのようなものか、それを学ぶ上
での基本事項や理論、視点などにつ
いて学びます。

2 日本と国際関係 日本が抱える国際課題の復習と次回講義
のテキストの予習を行ってください。

4第 回 時間

日本が抱える国際的な重要課題と、
国際社会における日本のポジション
や役割、変化などについて学びます
（テキスト第1章）。

3 アメリカ アメリカの政治経済や課題の重要点を復
習し、次回講義のテキストの予習を行っ
てください。

4第 回 時間

世界的な超大国であるアメリカの政
治経済の状況や主要な課題について
学びます（テキスト第2章）。

4 新興国（概論） 新興国に係る重要点を復習し、次回講義
のテキストの予習を行ってください。

4第 回 時間

新興国とは何か、その発展や世界に
おける位置付けの変化・増大化、多
くの新興諸国に共通する課題などに
ついて学びます（テキスト第3章）
。

5 中国 中国の政治経済の重要点や課題を復習
し、次回講義のテキストの予習を行って
ください。

4第 回 時間

急速な経済発展により世界第二の経
済大国となり、国際的な影響力も増
している中国の政治経済の状況や主
要課題について学びます（テキスト
第3章）。

6 インド インドの政治経済の重要点や課題を復習
し、次回講義のテキストの予習を行って
ください。

4第 回 時間
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近い将来に中国を抜き世界最大の人
口大国となると見られているインド
の政治経済の状況や主要な課題につ
いて学びます(テキスト第3章）。

7 ロシア・ブラジル ロシア・ブラジルの政治経済の重要点や
課題を復習し、次回講義のテキストの予
習を行ってください。

4第 回 時間

中国、インドと共に、いわゆるBRIC
sの一角を占め、その発展や動向が
注目される重要新興国であるロシア
、ブラジルの政治経済の状況や主要
な課題について学びます（テキスト
第3章）。

8 東南アジア諸国とアセアン(東南ア
ジア諸国連合)

東南アジアの諸国の政治経済の重要点や
課題、およびアセアンについて復習し、
次回講義のテキストの予習を行ってくだ
さい。

4第 回 時間

貿易・投資、人材交流など様々な局
面で我が国との関係が深く、経済発
展を遂げている東南アジア諸国の政
治経済の状況や主要な課題、それら
諸国による重要な地域機構であるア
セアン（東南アジア諸国連合）につ
いて学びます（テキスト第3章）。

9 EU（欧州連合） EUの概要や重要点・課題を復習し、次回
講義のテキストの予習を行ってくださ
い。

4第 回 時間

米国、アジアと共に、世界の3極の
一つとして重要な位置づけにあるEU
について、歴史、組織・機構と役割
を含む重要点・課題を学びます（テ
キスト第4章）。

10 英国・ドイツ・フランス 欧州3ヵ国の政治経済の重要点や課題を復
習し、次回講義のテキストの予習を行っ
てください。

4第 回 時間

欧州を代表する主要国である英国・
ドイツ・フランスについて政治経済
の状況や主要な課題について学びま
す（テキスト第4章）。

11 発展途上国の重要課題 発展途上国の重要課題について復習し、
次回講義のテキストの予習を行ってくだ
さい。

4第 回 時間

発展途上国（開発途上国）の発展の
あり方、貧困問題および国際的な援
助などの問題について学びます（テ
キスト第5章）。

12 グローバリゼーション グローバリゼーションや自国中心主義の
重要点について復習し、次回講義のテキ
ストの予習を行ってください。

4第 回 時間

自由貿易協定、地域統合、金融自由
化などグローバル化の動向と、それ
に反する自国中心主義の動きなどに
ついて学びます（テキスト第6章）
。

13 国際機関と非政府組織 主要な国際機関と非政府組織の概要につ
いて復習し、次回講義のテキストの予習
を行ってください。

4第 回 時間

国際連合やその他の主要国際機関の
概要と役割、非政府組織（NGO）な
どについて学びます（テキスト第7
章）。

14 国際社会における新たな重要課題と
講義全体のまとめ

今回の講義の内容を含め、本講義で学ん
だ重要事項を復習してください。

4第 回 時間

人口問題、宗教対立や環境問題やSD
Gs（持続的な開発目標）など近年注
目される重要課題について学び（テ
キスト第8章）、その後講義全体の
まとめを行います。

1410
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授業科目名 人権と社会

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

榎井縁

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

民主主義社会は何よりも人権重視の社会でなければならないが、十分実現されていないのが現実である。こうした現状を少しで
も変えていくためには、個人として社会としての「人権」への十分な認識を持つことが大切である。本講義では、社会思想や歴
史的な観点から人類にとての人権の基本的認識を得た上で、現代社会の国際人権から、マイノリティ人権をはじめとする具体的
人権問題についてグローカル（グローバル／ローカル）な視点で考え、自分事として捉えられるようにする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 「人権」とは何かを歴史的文脈を
踏まえて理解できる。国際人権の
中で擁護されている「マイノリ
ティの人権」を理解できる。

「人権」を歴史を踏まえた上で、
国際的な視点から捉えることがで
きる

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現代社会の諸課題を人権の視点で
捉えることができる

2．全学DP６.行動・実践 社会的に構築されたマイノリティ
の人権課題解決のため具体的態度
や行動に結びつけることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。遠隔授業なので課題の期限内提出をもって出席の扱いとする。規定回数以上の
出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行ず「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

毎回の課題の提出

70

授業内容について理解しているか、また自分自身の問題
として理解を深めようとしているか、毎回の課題につい
て出席と共にその理解度について評価する。

：

％

最終レポートの提出

30

授業修了後に自分で課題を選択して最終レポートとして
提出されたものを評価する。

：

％

1410
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1427
30 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

人権入門　憲法/人権/マ
イノリティ〔第４版〕

横藤田誠、中坂恵美子 法律文化社・・ 年・2021

参考文献等

人権の精神と差別・貧困　内野正幸　明石書店
現代社会と人権　安部頼孝　梓出版社
地球市民の人権教育　肥下彰男　阿久澤麻理子　解放出版社
よくわかる国際社会学　樽本英樹　ミネルヴァ書房
レイシズム・スタディーズ序説　鵜飼哲ほか　以文社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 随時

場所： メールにて

備考・注意事項： classroomの中で随時対応します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業ガイダンス・オリエンテーショ
ン

シラバスを熟読し、教科書全体に何が書
かれているかを把握してくる

4第 回 時間

授業のテーマ、到達目標を知ると同
時に授業を受けるにあたっての姿勢
、注意などを理解する

2 「人権」に関する意識の共有 各人が今まで学校教育その他の体験を通
して自分の中で培われてきた「人権」を
振り返る

4第 回 時間

自分がこれまで学んできた「人権」
について振り返ってみると同時に、
他の人が学んできた「人権」につい
て聞き、その共通点と相違点につい
て整理する

3 民主主義の原理と人権思想の発展①
立憲主義の思想

テキスト第１講を熟読する。イギリスの
ホッブズ、ロックとフランスのルソーの
社会契約説について、調べる

4第 回 時間

ヨーロッパ市民社会の誕生の中で生
まれてきた人権思想について歴史的
に学ぶ

4 民主主義の原理と人権思想の発展②
自由権から社会権への発展

配付資料の第1章を熟読する。資本主義の
発展の中で生まれてきた社会権（生存
権）について、調べる

4第 回 時間

国家権力に対して生まれた人権の歴
史が自由権から社会権へと発展して
いった過程について学ぶ

5 日本における人権の歴史①明治憲法
の内実

テキスト第２講を熟読してくる。日本に
おける明治以降の自由民権運動から大日
本帝国憲法時代まで人権の流れについ
て、調べる

4第 回 時間

明治以降、日本の近代化の中で大日
本帝国憲法がどのように成立しどの
ような性質を持っていたのかを歴史
的に学ぶ

6 日本における人権の歴史②昭和前期
の超国家主義

配付資料の第3章を熟読する。戦争を加速
させていくような法が次々と成立して
いった過程について調べる

4第 回 時間

日本が戦争突入する中で、明治憲法
成立過程の思想が利用されたことや
”抑圧の移譲”が起きていたことな
どを学ぶ

7 日本国憲法の誕生・国際人権の誕生
とその影

テキスト第2講を熟読する。沖縄における
米軍基地問題に関して調べてくる

4第 回 時間

敗戦後の日本で目指された２つのＤ
(Demilitarization,Democratizatio
n)の中で二歩国憲法が基本的人権を
どのように定めたのかそ知るととも
に、日本の民主化から取り残された
地域の現代につながる課題について
も学ぶ
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8 世界人権宣言 テキスト第4講を熟読する。世界人権宣言
の内容について調べる

4第 回 時間

国際人権保障について学び、世界人
権宣言の内容とその意義について理
解する

9 男と女：セックスとジェンダーをめ
るぐ人権

テキスト第11講を熟読する。性の多様性
の内容について調べてくる

4第 回 時間

女性の権利に関する歴史的変遷とジ
ェンダーについて、また性の多様性
について理解する

10 子どもの権利 テキスト第12講を熟読する。子どもの権
利条約を読み、子どもの権利と関係する
ようなニュース（記事）をピックアップ
してくる

4第 回 時間

子どもの権利条約の内容を理解し、
現代社会における権利の主体として
の子どもについてどのような課題が
あるかを考える

11 障害者権利宣言( nothing about us
without us!)

テキスト第13講を熟読する。障害者の権
利宣言の内容について調べてみる。

4第 回 時間

障害者差別、障害者の権利宣言につ
いて学ぶ。特にnothing about us w
ithout usというスローガンが出さ
れた経緯について知る

12 障がい者の権利について考える マスメディアに登場する障害者（ドキュ
メンタリーやドラマ、映画など）にどの
ような傾向があるのか調べてみる

4第 回 時間

マスメディアにとりあげられる障害
者について、当事者側からの視点を
入れ批判的に読み解いてみる（動画
のテキストから）

13 人種差別と日本 人種差別撤廃条約の成立の経緯と、その
内容について調べる

4第 回 時間

人種差別撤廃条約の内容を理解し、
世界で起きている移民排斥や日本で
のヘイトスピーチと人権について考
える

14 わたしにとっての BLACK LIVES
MATTER

BLACKLIVESMATTERについて自分なりに調
べてみる

4第 回 時間

BLACK LIVES MATTER を通して、人
類が直面している人種差別の根源を
考える。また、自分との関係を振り
返ってみる

1427
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授業科目名 社会学概論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

西徳宏

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では，社会学の基礎概念や独特の「社会学的なものの見方」について理解することを目的とし，他の社会諸科学との理
論的学問的特徴の違いを明らかにする。具体的には，社会学の基礎概念を体型的に習得するため，家族，地域，職場・労働，社
会集団などで具体的なテーマを取り上げ，関連づけて解説する。社会学の基礎理論を学ぶことで，身の回りに起こっている様々
な社会現象を読み解く有効な基礎知識を習得することが目標である。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル グローバル化する現代社会の諸問
題を理解し，理論と知識を持って
その解決に向けて自ら考え，取り
組む姿勢を身につけている。

社会学の基礎理論について，それ
が誕生した時代背景も踏まえ理解
している。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 身近な社会問題への感受性を高め
るとともに，論理的な思考力を身
につける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業中のリアクションペーパー

50

授業の内容について基本的な事柄を理解することができ
ている。
自分の意見について言及している。

：

％

定期試験（筆記試験）

50

これまでの授業で得た知識を応用して、自らの主張を展
開し、適切に論述することができている。

：

％

使用教科書

特に指定しない

1427
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1432

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学習が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業終了後30分程度

場所： 講義室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション　社会学とは 配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間
社会学とはいかなる学問なのかを紹
介し，各界の授業のテーマとその概
要，授業の目標，方法，成績評価な
どについて説明する。

2 社会学の誕生　コント 配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間
社会学は近代社会の成立とともに生
まれた新しい学問である。第2回講
義では，それまで空気のような「当
たり前」の存在であった「社会」に
関心が向けられ，学問としての構想
が練られていった背景を理解すべく
，オーギュスト・コントに着目する
。

3 社会と個人の関係をどう見るか1
デュルケム

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

目に見えない「社会」をどのように
とらえたらいいのだろうか。ここで
はのちの社会学に大きな影響力を与
えた学者のうち，デュルケムに着目
し，その方法論について学ぶ。

4 社会と個人の関係をどう見るか
ウェーバー

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

目に見えない「社会」をどのように
とらえたらいいのだろうか。ここで
はのちの社会学に大きな影響力を与
えた学者のうち，ウェーバーに着目
し，その方法論について学ぶ。

5 社会はどのように秩序立っているの
か　パーソンズとマートン

特になし 4第 回 時間

1億二千万人が暮らす日本社会。こ
れだけ多くの人々がある程度秩序立
って生きる背景には，どのような社
会的構造があるのか。この点を捉え
るためにパーソンズとマートンの理
論を学んでいく。

6 資本主義社会とはどのような社会な
のか　マルクス

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

私たちが生きる資本主義社会にはど
のような問題があるのか，マルクス
の理論をもとに学ぶ。

7 監視カメラに囲まれた社会を考える
フーコーの権力論

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

駅や商店街を歩くといたるところで
目にする監視カメラ。使うことが当
たり前になったポイントカードやIC
カード。ここでは人々が監視され，
個人情報が管理される「当たり前」
の社会を捉えなおすために，フーコ
ーの権力論を学んでいく。

8 自分らしい生き方の背後にある選択
原理　ブルデューの社会学

特になし 4第 回 時間

自分らしい服装や習い事，お金の使
い方，音楽の趣味などは，自分一人
で選んだ結果である。しかし，本当
にそうなのか？ここではそういった
常識的なものの見方をくつがえすべ
く，ブルデューの社会学を学ぶ。

9 後期近代の理論　リスク社会 配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間
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私たちが今生きている現代は，18世
紀以降に訪れた近代社会が成熟し，
進展した段階にある後期近代として
位置付けられる。第9回から第10回
では後期近代の理論を取り扱う。第
9回では，ベックの議論を取り上げ
る。

10 後期近代の理論　個人化・液状化 特になし 4第 回 時間
第10回ではギデンズとバウマンの議
論に基づきながら，現代社会におけ
るアイデンティティの特徴や，個人
化が進展した結果生じる諸問題につ
いて学んでいく。

11 男として，女としての生きづらさを
考える　ジェンダー論

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

日本は「ジェンダー格差指数」では
世界でも低位に位置づいており，世
界の国々の中でもとりわけ男女間の
格差が大きい国となっている。そし
てこの格差はなかなか改善されない
ままにいる。ここではこうした日本
社会を捉えなおす視覚を獲得すべく
，ジェンダー論者の議論を摂取し，
学んでいく。

12 国際社会とエスニシティ 配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間
近年，日本社会の国際化が急激に進
んでいる。第11回では国際社会と多
様化するエスニシティの現状をもと
に，今後の日本社会がどのように変
化していくのかを考えていく。

13 新たな社会の構築に向けて　市民社
会を考える1

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

自分たちが暮らす社会をより良いも
のに変えていくことは可能なのか。
第13回と第14回では新たな社会を紡
ぎあげていく方法について学ぶ。

14 新たな社会の構築に向けて　市民社
会を考える2

配布資料をもとに復習すること。 4第 回 時間

自分たちが暮らす社会をより良いも
のに変えていくことは可能なのか。
第13回と第14回では新たな社会を紡
ぎあげていく方法について学ぶ。ま
た，第1から第14回までの講義内容
をまとめ，総括を行う。そして現代
社会を取り巻く様々な事象に対して
これまで学んだ理論の数々をどのよ
うに応用して理解していけるのかを
考えていく。

1432
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授業科目名 多文化共生社会

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

伊藤莉央

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本における多文化な社会とはどのような状況なのか、また多様なエスニシティが共生する社会とはどのような社会なのかにつ
いて、歴史的背景とともに多文化共生社会の現状と課題を把握していく。
多様な文化的背景を有する人々が、社会のなかでいかにして共に生きているのか、また生きていけるのか、学校教育における多
文化共生を主に取り上げて考えていく。
毎回の授業では、授業内容に関わるワークシートの記入を求める。次の授業回で受講生の代表的な意見を紹介する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 多文化共生社会に関する知識理解 日本における多文化共生社会の現
状や課題について理解できる。
多様なマイノリティの存在や価値
観を認識し、自己の価値観を捉え
直すことができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 多文化共生社会の課題について自
らの意見をもつことができる。

2．全学DP６.行動・実践 多文化共生社会の課題やその課題
の改善点についてまとめることが
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内小レポート

45

毎回授業に関わる課題を提示し、それに対する自身の考
えや意見についてまとめる。授業内活動についても、小
レポートの内容によって評価する。

：

％

期末レポート

55

評価については、以下の2点を重視する。
①「学んだ内容を活かしながら、さらに情報を収集した
り、発展的な考えに至っているか」
②「誤字脱字や形式など、提出するに足りるルールやマ
ナーを遵守しているか」

：

％

1432
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1437
55 ％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

移民から教育を考える
子どもたちをとりまくグ
ローバル時代の課題

額賀美紗子・芝野淳一・三
浦綾希子

ナカニシヤ出版・・ 年・2019

参考文献等

本授業で指定した教科書を中心として、授業内で適宜指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： メールにて

備考・注意事項： 本授業は遠隔実施のため、授業に関する質問などがあればメールでの連絡
をお願いします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 多文化共生社会とは 配布資料を復習し、授業の進め方や成績
評価について疑問点がないか確認してお
くこと。自分なりの「多文化共生社会」
をイメージしておくこと。

4第 回 時間

多文化共生社会が遠いものではなく
、身近な社会的課題であることを受
講生の間で共有する。

2 多文化共生の社会とは（歴史編） 次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。「多文化」という状態を
イメージしておくこと。授業内小レポー
トの内容にそって、授業内容を復習して
おくこと。

4第 回 時間

アメリカやオーストラリアといった
移民国家を例に、多文化が共生する
社会の成立背景について理解する。

3 日本における多文化共生①（歴史
編：近代以前）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

アイヌの文化や琉球の文化を取り上
げ、歴史的に日本が単一民族国家で
はなかったことを理解する。

4 日本における多文化共生②（歴史
編：近代以降）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

戦前戦後の外国人労働者をテーマに
し、近代日本における多文化共生の
歴史的背景について理解する。

5 教育における多文化共生（理念編） 次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

欧米における多文化教育の理念を中
心に取り上げ、教育における多文化
共生の方策について理解する。

6 多文化共生の教育①（オールドカ
マー）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

在日朝鮮人教育を取り上げ、多文化
共生の教育には差別と闘争の歴史的
背景が伴っていることを理解する。

7 多文化共生の教育②（ニューカ
マー）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

いわゆるニューカマーとよばれる、
1980年代以降増加した外国人児童生
徒への教育問題について理解する。
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8 多文化共生の教育③（外国人学校） 次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

外国人学校を取り上げ、教育におけ
る多様な選択の機会が日本において
もみられることをその課題とともに
理解する。

9 多文化共生の実践①（現状編：小学
校）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

主に小学校における多文化共生に向
けた具体的な取り組みを紹介する。
そのうえで、小学校における多文化
共生に向けた取り組みの方策や課題
点を考えることができる。

10 多文化共生の実践②（現状編：中学
校）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

主に中学校における多文化共生に向
けた具体的な取り組みを紹介する。
そのうえで、中学校における多文化
共生に向けた取り組みの方策や課題
点を考えることができる。

11 多文化共生の実践③（現状編：高等
学校）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

大阪府における外国人生徒を公立高
校に受け入れている特別入試枠校を
取り上げ、高校段階における多文化
共生に向けた取り組みや課題につい
て考えることができる。

12 多文化共生の社会①（海外帰国生） 次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

日本における海外帰国生の現状と課
題について取り上げ、多文化共生の
社会について理解を深める。

13 多文化共生の社会②（留学生・地域
における支援）

次回授業に向けて教科書の該当箇所を読
んでおくこと。授業内小レポートの内容
にそって、授業内容を復習しておくこ
と。

4第 回 時間

日本における留学生の受入れ状況を
把握し、留学生のおかれている課題
について理解する。また、多文化が
共生する社会の実現に向けた地域社
会のあり方について考えを深める。

14 振り返りとまとめ これまでの授業で扱った個々のテーマに
ついて復習し、その関係性を検討してく
る。

4第 回 時間

授業を通してのまとめを行う。

1437

- 315 -



授業科目名 現代と社会福祉／日本の社会福祉

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 ２

潮谷光人

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　この授業は、その時々で問題となっている様々な社会福祉の現状をトピックとして取り上げ、現代の社会福祉をめぐる現状と
課題について理解を深めるものである。また、社会福祉課題の背景となっている制度、地域実情、歴史、構造などについても考
えていきたい。社会福祉とは、対応すべきニーズに対し、問題解決のために様々な社会資源を結びつける活動である。この授業
でも問題解決の視点を重視し、積極的な学生の自己学習や意見交換などを通して、自分なりの社会福祉への関心、問題意識を醸
成していくことを大事にしていきたい。webでの授業及び課題の提出となるため、提出遅れのないようお願いしたい。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

社会福祉を理解するうえで基礎的
知識を身につけ、今日的課題を説
明できる。また、社会福祉に関わ
る社会資源や専門職の支援を理解
し、その実際について説明でき
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 社会福祉に関する法制度や社会資
源の現状を理解し、課題について
整理することができる。

2．全学DP６.行動・実践 福祉に関わる社会資源の存在と機
能を理解し、説明できる。また積
極的に地域にある社会資源との関
係性を構築する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席(オンライン授業課題の提出）をすること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみな
し、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

講義内提出物

80

毎回の授業を踏まえた課題提出がある。提出課題の内容
の妥当性と論理的構成について評価します。

：

％

期末レポート課題

20

１４回の授業を踏まえた課題の設定の妥当性と問題解決
への論理的構成について評価します。

：

％

1437
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1441
20 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

子ども家庭福祉　 （共著）浦田　雅夫　 保育出版
わたしたちの暮らしとソーシャルワーク２－相談援助の理論と方法－　（編著）高井由紀子　教育情報出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間：  授業開始前後。

場所： 授業教室。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 社会福祉の基本的考え方 社会福祉の基本的概念理解を理解する。
ニーズの発見と社会資源との適合につい
て理解し、それらを実際の生活で想像で
きるようにする。

4第 回 時間

　社会福祉の基本的理解を行ってい
く。社会福祉の概念について、個人
及び社会におけるニーズとは何か、
社会資源とは何かについて理解を行
い、それらを結び付けていく活動が
社会福祉であることを理解する。キ
ーワードは、顕在的ニーズ、潜在的
ニーズ、社会資源の適合・不適合、
岡村重夫の社会福祉ニーズ。

2 社会福祉を取り巻く状況を理解する 様々な社会福祉領域を理解し、それらの
現状や課題を知るため、新聞やニュース
に目を通し理解を深める。

4第 回 時間

様々な社会福祉領域における課題を
抽出し、その現状について検討を行
う。幅広い社会福祉の多少領域を知
るとともに、今身近に起きている福
祉課題について、把握を行う。キー
ワードは、高齢社会、障がい者の権
利、児童虐待、社会保障費。

3  社会福祉の実施体制と人Ⅰ～子ど
も家庭福祉分野～

授業で把握した地域の子育て支援の現場
に足を運び見学し、その活動を理解す
る。また理解したことをレポートとして
まとめる。

4第 回 時間

様々な社会福祉の実施体制を紹介し
、地域実態について把握を行ってい
く。児童分野を中心に新たに施策と
して動いている子育て支援の社会資
源について理解し、虐待や発達への
支援としてどのような機能を有して
いるか理解する。

4  社会福祉の実施体制と人Ⅱ～障が
い者分野～

授業で把握した地域の障がい者施設など
支援の現場に足を運び見学し、その活動
を理解する。また理解したことをレポー
トとしてまとめる。

4第 回 時間

様々な社会福祉の実施体制を紹介し
、地域実態について把握を行ってい
く。障がい者分野を中心に障がい者
総合支援法や障がい者雇用の社会資
源について理解する。

5  社会福祉の実施体制と人Ⅲ～高齢
者分野～

授業で把握した地域の高齢者支援の現場
に足を運び見学し、その活動を理解す
る。また理解したことをレポートとして
まとめる。

4第 回 時間

様々な社会福祉の実施体制を紹介し
、地域実態について把握を行ってい
く。高齢者分野を中心に地域包括支
援センターや介護の社会資源につい
て理解する。

6  社会福祉の実施体制と人ⅳ～家族
支援～

家族支援と実際の自分生活との関連性に
ついて考え、これまで利用してきた制度
や支援について考察する。

4第 回 時間
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様々な社会福祉の実施体制を紹介し
、地域実態について把握を行ってい
く。家族支援の分野を中心にＤＶの
課題や社会手当、生活保護制度など
について理解する。

7 児童虐待の現状と対応Ⅰ　～実態と
対応の枠組み～

児童虐待の法的な枠組みについて理解す
る

4第 回 時間

児童虐待の実態と法的な枠組みにつ
いて理解をする。現在問題となって
いる児童虐待がどのような社会背景
から生じ、制度や地域における機能
がどのような課題を有しているのか
について学ぶ

8 児童虐待の現状と対応Ⅱ～事例から
虐待の状況を把握する～

様々な児童虐待の要因について理解をす
る。児童虐待のニュースについて目を通
しておく。

4第 回 時間

児童虐待やＤＶの事例を通して、虐
待の傾向や対応上の課題について把
握する。児童虐待の要因として、ど
のような家族機能や社会の課題を有
しているのかについて学ぶ。また、
事例における対応の可能性について
も検討を行っていく。

9 児童虐待の現状と対応Ⅲ～大阪で起
こった虐待死の事例について考える
～

様々な児童虐待の要因について理解をす
る。児童虐待のニュースについて目を通
しておく。授業内レポートについて提出
できない場合は、授業外学修課題とす
る。

4第 回 時間

大阪で起きた2人の子どもが虐待に
よって餓死した事例を取り上げ、児
童虐待の課題について把握する。事
例から学ぶべき課題、マスコミや報
道の問題についても検討を行ってい
く。

10 障がい者福祉の現状と対応Ⅰ～障が
い者の生活について考える～

配布物を通して障がい者の生活上の困難
や社会における問題について理解する。

4第 回 時間

障がい者の生活と基本的な法制度に
ついて理解をする。より身近な存在
として障がいを感じ、現在の日本に
おける課題について理解をしていく
。

11 障がい者福祉の現状と対応Ⅱ～ノー
マライゼーションの広がり～

配布物を通して障がい者福祉の基本的理
念について理解する。

4第 回 時間

障がい者福祉の基本的理念となるノ
ーマライゼーションの思想の背景を
理解する。また、ノーマライゼーシ
ョンから派生した様々な思想につい
て把握をしていく。理念と日本の現
状を比較しながら、今後の障がい者
福祉のあり方を検討する。

12 高齢者福祉の現状と対応Ⅰ～高齢者
社会の現状と課題について考える～

配布物や授業を通して高齢者の生活上の
困難や社会における問題について理解す
る。

4第 回 時間

高齢者の生活と基本的な法制度につ
いて理解をする。介護保険について
の理解を行い、その現状について考
える。

13 高齢者福祉の現状と対応Ⅱ～高齢者
の生活について考える～

高齢者の生活と地域の関わりについて理
解する。

4第 回 時間

高齢者の生活と基本的な介護や家族
での関わり、認知症などについて理
解をする。

14 現代社会と福祉の関係性について考
察する

現代社会と社会福祉の関係性について整
理する

4第 回 時間

これまでの授業内容を総括し、自分
自身が興味のあるテーマを設定して
、課題やその対応方法について検討
を行う。社会福祉における様々な領
域について振り返りを行い、自己理
解の確認をする。社会福祉における
貧困への支援について考える。特に
生活保護制度やひとり親家庭への支
援、子どもへの支援について、法的
な支援と実態について理解をしてい
く。

1441
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授業科目名 ジェンダー論／女性学・男性学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

堀江有里

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

わたしたちの生きる社会は、「女性」「男性」という性別（ジェンダー／社会的・文化的性別）が様々な場面に張りめぐらされ
ている。本講義では性別にかかわる「常識」がいかにして社会構造として維持・再生産されてきたのか、いくつかの事例を取り
上げながら考察する。ジェンダーがつくりだすのは、「女らしさ」「男らしさ」という性別役割のみならず、人間関係のあり方
でもある。家族、恋愛、結婚、パートナーシップなど、異性間のみの関係が前提とされてきた社会の問題についても検討する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル ジェンダー／セクシュアリティ関
する基礎知識

①フェミニズム（女性解放の思想
と実践）の基本的な発想を身につ
ける。
②性別二元論・異性愛主義という
社会規範の諸現象を知る。
③ジェンダーに関する諸問題につ
いて日常のなかで立ち止まり、考
える力を養う。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 ジェンダー／セクシュアリティ関
する応用力を身につける。
自分や周囲の人びとのモノの考え
方が社会的に構築されていること
に気づく。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則としてオンデマンド教材は毎回すべて視聴すること。規定回数以上のコメント提出がなければ放棄とみな
し、成績評価を「不可」とする。
また、コメントおよびレポートは〆切を超過したものは受け付けない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末レポート

70

概念説明を含む論述形式。採点基準は後日講義内で紹介
する。

：

％

毎回の講義後、コメントの提出を求める
。

30

：

％
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

おもな参考書は以下のとおり。
菊地夏野・堀江有里・飯野由里子編『クィア・スタディーズをひらく１：アイデンティティ，コミュニティ，スペース』（晃洋
書房，2019年）
加藤秀一『はじめてのジェンダー論』（有斐閣，2017年）
石田仁　『はじめて学ぶLGBT ――基礎からトレンドまで』（ナツメ社，2019年）
堀江有里『レズビアン・アイデンティティーズ』（洛北出版，2015年）
ほか，講義内で紹介する．

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
なお、オンデマンド教材を毎週きちんと確認しない受講生が少なくないが、自主的に確認することができない者、自習のための
時間を作れない者は受講登録をしないこと。〆切超過の提出物については応答しない。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： コメントシートに記載のこと。

場所： 適宜

備考・注意事項： 必要に応じて次回以降の講義振り返り時にリプライする。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクションーー「ジェン
ダー」とは何か

日常生活のなかにある性別について考え
る。新聞やテレビニュース、インター
ネットなどで性別に関する問題を見つけ
てみる。

5第 回 時間

講義内容や進め方、成績評価につい
てのガイダンス。
ジェンダー（社会的・文化的性別）
という概念が使われるようになった
背景を知る。

2 ジェンダーの視点を学ぶ（１）：
ステレオタイプと性規範

日常生活のなかにある性別のステレオタ
イプに立ち止まってみる。

5第 回 時間

性別によって振り分けられるイメー
ジと偏見について検討する。
イメージにつくられた思い込みをほ
ぐしていく。

3 ジェンダーの視点を学ぶ（２）：
性の多様性と重層性

いくつかの概念を繰り返し検討し、混同
しないようにしっかりと覚える。できれ
ば、日常のなかでの混同事例をみつけ、
まちがいを正せる説明を考えてみる。

5第 回 時間

「ジェンダー」に加え、性別の重層
的な概念を考える。国連で議論され
るSOGI（性別自認と性的指向）をめ
ぐる課題について学ぶ。

4 フェミニズムの思想と実践（１）：
女性解放運動とあゆみ

わたしたちの生きる現代社会がどのよう
な道筋でつくられてきたかに思いを馳せ
る。日常のなかにその痕跡を見つける。

5第 回 時間

人権という考え方はどこからやって
きたのか。法律や制度のなかに埋め
込まれた女性差別の現実や、それら
を克服してもなお継続した意識慣習
のなかの女性差別を知る。

5 性暴力の諸問題（１）：　軍隊「慰
安婦」問題

インターネットに溢れるフェイクニュー
スを見極め、ファクトチェックができる
にはどうすればよいのか、考える。

5第 回 時間

太平洋戦争時に日本軍によってつく
られた「慰安婦」制度について、歴
史的な資料とともに国連での議論を
説明する。

6 性暴力の諸問題（２）：　米軍基地
とジェンダー

インターネットに溢れるフェイクニュー
スを見極め、ファクトチェックができる
にはどうすればよいのか、考える。

5第 回 時間

沖縄に集中する米軍基地の歴史を踏
まえ、レイプが多発している軍隊の
状況について説明する。

7 クィア・スタディーズの現在 ――
「セクシュアリティ」とは何か

LGBTについての差別や人権問題につい
て、新聞やテレビなどでの情報を探る。

5第 回 時間
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性別二元論、異性愛主義というふた
つの社会規範について検討し、規範
を問う理論と実践についての歴史を
学ぶ。

8 性別二元論を問う（１）：　性自認
とトランスジェンダー（性別越境）

トランスジェンダーについての正しい理
解を身につけること。また、性別二元論
が、日常のなかにどのように現れている
か事例を集める。

5第 回 時間

性別自認についての課題をいくつか
の事例から考える。とくに性別自認
と身体の性別が一致している人たち
がもつ特権について考える。

9 性別二元論を問う（２）：　トラン
スジェンダーと医療制度

トランスジェンダーについての正しい理
解を身につけること。また、性別二元論
が、日常のなかにどのように現れている
か事例を集める。

5第 回 時間

トランスジェンダーの医療が日本で
合法化されてきたあゆみや、そこで
生じる問題について、具体的な事例
から考える。

10 性別二元論を問う（３）：　トラン
スジェンダーと法制度

トランスジェンダーについての正しい理
解を身につけること。また、性別二元論
が、日常のなかにどのように現れている
か事例を集める。

5第 回 時間

トランスジェンダーをめぐる法制度
が日本でどのようにつくられてきた
のか、また、そこで生じる問題につ
いて、具体的な事例から考える。

11 異性愛主義を問う（１）：　性的指
向と同性愛者の人権

異性愛主義の規範が、日常生活のなかで
どのようにあらわれているのか事例を集
める。

5第 回 時間

性別自認と区別して、性的指向の概
念を学ぶ。とくにその概念が広がる
こととなった同性愛者の権利獲得運
動について学ぶ。

12 異性愛主義を問う（２）：　カミン
グアウトとクローゼット

異性愛主義の規範が、日常生活のなかで
どのようにあらわれているのか事例を集
める。

5第 回 時間

マイノリティの属性を語ることが社
会的にどのような意味を持つのか。
異性愛主義という社会規範の問題に
ついて検討する。

13 異性愛主義を問う（３）：　さまざ
まな家族のかたち

日常生活のなかで、どのような家族の多
様性が表現されているのか、事例を集め
て検討する。

5第 回 時間

国家が想定する「父・母・子」とい
うかたちの近代家族の”あたりまえ
”を問い、さまざまな家族の可能性
について考える。

14 ふりかえりとまとめ 講義内容の復習をおこない、わからな
かった点を図書館などで調べる。

5第 回 時間

講義で扱ってきたテーマをまとめ、
レポート作成に向けての最終確認を
おこなう。
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授業科目名 現代社会と政治

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年～4年 2

梶居佳広

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は政治学を扱う教養科目であり、民主的な社会生活の維持・発展に果たす政治の役割を学び理解することを目的としま
す。特に、現在日本も採用している（自由）民主主義体制の形成（歴史）と現状について、日本の事例も含めて紹介します。日
本においても「国民の声が政治に反映されない」という不満が渦巻き、また国民の政治的無関心が増大しているといわれます。
「よりよい政治」を実現するためどうすればよいか、一緒に考えていきましょう。なお担当者は政治史専攻ゆえ、やや歴史寄り
の講義になることは了解してください。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 現代社会の中で「政治」が果たし
ている機能、仕組みを理解するた
めの基礎的知識を修得し、政治に
参加する主体としての判断力を持
つ。

現代社会における「政治」に関わ
る現象を「政治学」的に理解し説
明できるようになる。政治を多角
的に考える力をつける。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現代社会に終える様々な現象や課
題を「政治」的に捉えて考えるこ
とができる。

2．全学DP５.計画・立案力 レポートについて、課題の設定か
ら提出まで、スケジュールをたて
ることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

1．対面式講義が実施出来る場合、①最終試験を軸に、②受講生が各自興味を持ったことについてのミニレ
ポート、③毎回の講義コメントを加味して評価します。WEB主体の講義に変更した場合は期末試験を最終レ
ポートに変更します。2，原則として毎回出席ですが、WEB講義の場合、期日を守った上での課題提出をもって
出席と見なします。なお規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験またはそれに代わる最終レポー
ト

40

講義担当者が提示する課題についてレポートをまとめて
もらう。授業内容を理解できているか、その上で自分の
見解がまとめられているかがポイントですが、政治学的
なものの見方が出来るようになっているかも重要です。

：

％
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- 322 -



1443

ミニレポート

25

講義内容の中で興味関心を持ったテーマについて、ミニ
レポートをまとめてもらう。政治的な現象を政治学的な
概念を使って分析出来ているかが評価のポイントです。

：

％

毎回の課題・コメント

35

授業のポイント、興味関心をもったところ、あるいは疑
問点が適切にまとめられているかが評価のポイントです
。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

民主主義とは何か宇野重規 講談社現代新書・・ 年・2020

教養としての政治学入門成蹊大学法学部 ちくま新書・・ 年・2019

参考文献等

教科書については、出来れば2冊とも購入が望ましいが、どちらか1冊でもよい（毎回の講義に必要と言うより，講義の全体像把
握、試験・レポート対策に有益でしょう）。参考文献は適宜紹介しますが、さしあたり、1．高校時代の教科書（政治経済、現
代社会）ないし『もういちど読む山川政治経済（新版）』（山川出版社）。2．『18歳から考える日本の政治』（法律文化社）
辺りが有益です。

履修上の注意・備考・メッセージ

（重要）
対面式講義で実施の予定ですが、COVID-19感染拡大によってはWEB講義が主となる可能性もわずかですがあります。

WEB主体の場合、レジュメ・資料をWEB上にアップしますので定められた期日までに課題に取り組んでください。
課題提出をもって出席と見なします。
ただしWEBでアップする資料は音声つきでないのでわかりにくいかもしれません。

なおWEB主体になっても、講義担当者が講義内容の説明を行う「対面式講義」も数回程度実施する予定です
（いつ「対面式」を実施するかは事前にWEBで指示します）。
資料だけでは理解しにくい、対面での講義を歓迎する方は出席してください。
当然ですが、対面式講義中の私語は厳禁です。
本科目は、2単位の科目であるので、平均すると毎回4時間の授業外学習が求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 講義開始前または終了後。メール

場所： 大学構内ないしメール

備考・注意事項： 火曜1限の講義ですが、講義担当者は午後から別の大学で講義があるので
メール対応が中心になると思います（WEB主体講義の場合も同様）。もちろ
ん、対面講義開始前・終了後に簡単な質問には対応できます。なお講義担
当者のメールアドレスは1回目の対面式講義時に提示します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション並びに「政治」
とは？

事前：講義開始までにシラバスを読ん
で、「政治」についてイメージするもの
を考えておく。　事後：授業内容を見直
し、自分のコメントをまとめておく。

4第 回 時間

授業の概要（目的、進め方、成績評
価基準）を説明するとともに、政治
（学）とは何かについて学びます。
余力があれば「デモクラシー」につ
いても説明する予定です。

2 歴史的背景その1：近代国家の成立
と市民革命

事前：講義開始までに「デモクラシーの
語源」「近代国家」「市民革命」につい
て自分なりに調べ、イメージをつかんで
おく。　事後：授業内容を見直し、自分
のコメントをまとめておく。

4第 回 時間

民主主義体制成立の歴史について、
前半は（古代ギリシアにも言及しま
すが）近代国家の成立から市民革命
、革命以降の政治の有り様を紹介し
ます。

3 歴史的背景その2：19世紀以降 事前：講義開始までに「自由民主主義体
制」「議会制民主主義」「ファシズム」
について自分なりに調べ、イメージをつ
かんでおく。事後：授業内容を見直し、
自分のコメントをまとめておく。

4第 回 時間
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第2回に引き続き、民主主義体制成
立の歴史について、後半は自由主義
との「違い」、20世紀における自由
民主主義体制成立（並びに挑戦者と
してのファシズム）の過程を紹介し
ます。

4 政治体制・制度 事前：講義開始までに「権威主義と民主
主義」「大統領制」「議院内閣制」「共
和制」について言葉の意味を調べてお
き、イメージをつかんでおく。事後：授
業内容を見直し、自分のコメントをまと
めておく。

4第 回 時間

第2、3回の歴史的背景の説明をうけ
、政治体制・制度を整理していきま
す。具体的には民主主義体制と非民
主主義的体制、議院内閣制と大統領
制についておさえていきます。余力
があれば、日本における首相の有り
様について学んできます。

5 選挙と政党（その1）：選挙制度と
政党システム

事前：講義開始までに「政党」「選挙」
「小選挙区」「比例代表制」について、
自分なりに調べたり、イメージをつかん
でおく。　事後：授業内容を見直し、自
分のコメントをまとめておく。

4第 回 時間

主権行使・政治参加の手段である選
挙、国家・社会と個人をつなぐパイ
プ役といえる政党について学んでい
きます。前半は（歴史的）意義、選
挙制度と政党システム（政党制）に
ついておさえてていきます。

6 選挙と政党（その2）：投票行動並
びに日本の状況

事前：「小選挙区比例代表制並立型」
「一党優位」「投票率（低下）」につい
て、自分なりに調べ、イメージをつかん
でおく。事後：授業内容を見直し、自分
のコメントをまとめておく。

4第 回 時間

第5回に引き続き、選挙と政党につ
いて学んでいきます。後半は投票行
動を押えた上で、日本の状況（小選
挙区比例代表並立制、一党優位）を
学んでいきます。（第13回でも触れ
る予定ですが）投票率の問題も紹介
します。

7 議会（国会・立法） 事前：講義開始までに「国会」「立法」
「二院制」について自分なりに調べ、イ
メージをつかんでおく。　事後：授業内
容を見直し、自分のコメントをまとめて
おく。

4第 回 時間

（日本においては主権を有する国民
の代表者からなる）議会の権能と歴
史、日本の国会の特徴と課題につい
て学んでいきます。余力があれば、
「二院制（の是非）」についても考
えていきます。

8 行政・官僚制 事前：講義開始までに「官僚制」「政治
と行政」について自分なりに調べ、イ
メージをつかんでおく。　事後：授業内
容を見直し、自分のコメントをまとめて
おく。

4第 回 時間

議会（政治家）が決定した事柄・政
策を実際に執行する行政や官僚制に
ついて学んでいきます。その際、20
世紀になって「立法から行政へ」政
治の主導権が移ってきたことに注目
し、政治と行政の関係（政官関係）
も考えていきます。

9 利益集団・圧力団体 事前：講義開始までに「利益集団（圧力
団体）」「鉄のトライアングル」「政治
資金」について自分なりに調べ、イメー
ジをつかんでおく。「事後：授業内容を
見直し、自分のコメントをまとめてお
く。

4第 回 時間

政治過程（政策形成過程）において
自己の目標実現のため活動する集団
である利益集団（圧力団体）につい
て学んでいきます。具体的には組織
化、活動の必要性、集団の種類、活
動内容と影響（政治家、官僚との関
係）をおさえます。
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10 マスメディアと政治 事前：講義開始までに「第4の権力」「強
力効果・限定効果」「議題設定」につい
て自分なりに調べ、イメージをつかんで
おく。事後：授業内容を見直し、自分の
コメントをまとめておく。

4第 回 時間

マスメディアの（政治的）役割と現
実政治との関係、政治の世界におい
て果たす役割について、歴史的な展
開も注意しながら、学びます。

11 地方政治 事前：講義開始までに「連邦制」「地方
自治の本旨」「二元代表制」について自
分なりに調べ、イメージをつかんでお
く。　事後：授業内容を見直し、自分の
コメントをまとめておく。

4第 回 時間

地方政治の意義、「中央ー地方」関
係を押えた上で、日本の地方政治の
特徴（地方自治の本旨、二元代表制
、直接請求権）と課題について学ん
でいきます。

12 国際政治 事前：講義開始までに「主権国家」「国
際政治（国内政治との違い）」について
自分なりに調べ、イメージをつかんでお
く。　事後：授業内容を見直し、自分の
コメントをまとめておく。

4第 回 時間

国際政治の特徴を簡単に学んでいき
ます。具体的には、国際政治との違
い、平和維持の方法を中心に、歴史
的展開も交えつつ、考えていきます
。

13 政治参加 事前：講義開始までに「お任せ民主主
義」「政治的無関心」について自分なり
に調べ、イメージをつかんでおく。　事
後：授業内容を見直し、自分のコメント
をまとめておく。

4第 回 時間

選挙における低い投票率に象徴され
るように、日本人は政治への関心が
低いとされますが、これまでの授業
も踏まえた上で、政治参加の方法・
有り様について考えていきます。

14 まとめ・日本政治の課題 事前：講義開始までにこれまでのレジュ
メをチェックしておく。　事後：最終レ
ポートをまとめ、提出する。

4第 回 時間

これまでの13回の講義を受けて、日
本政治の課題について改めて考えて
いきます。同時に講義のまとめも行
います。

1443
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授業科目名 現代社会と政治

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 2

西直美

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この講義は、おもに政治経済や政治学で扱われてきた内容を中心として、現代社会と政治について考えるための視点を学ぶこと
を目的としています。そもそも国家とは何なのか、国家を動かす仕組みである民主主義という体制はどのようなものなのか、後
半ではジェンダーや宗教、国際政治の捉え方についても学んでいく予定です。社会における政治の役割を、学問的な点もふまえ
て理解するだけでなく、さまざまなテーマを通して自分の政治観についても知ることができるようになることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 現代社会において政治が果たして
いる役割を理解するための基礎的
な知識を身に付ける。

政治学的な観点もふまえて、現代
社会における政治の役割について
自らの言葉で語ることができるよ
うになる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現代社会における政治をめぐっ
て、何が問題なのかを発見する力
を身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

評価方法
１）講義毎にリアクションペーパーを提出していただく予定です。
２）リアクションペーパーの提出回数と内容に応じて成績の評価を行います。
３）リアクションペーパーの提出をもって出席とカウントします。大学で定められた回数以上の提出がなけれ
ば、放棄とみなし「不可」となります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

30

講義を受け、課題を提出したかどうか。：

％

小レポート（リアクションペーパー）

70

質問に答えているか、自分なりの意見が根拠をもって説
明されているか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

1443
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1446

参考文献等

砂原庸介、碑田健志、多湖淳、『政治学の第一歩（新版）』（2020）有斐閣ストゥディア

履修上の注意・備考・メッセージ

講義の進め方や内容については、受講者の人数や関心に応じて変更する可能性があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜午前中

場所： メール

備考・注意事項： この講義は、オンライン（オンデマンド型）講義です。
月曜日に講義資料や課題を提示する予定です。
メールの対応は、月曜日の午前中に行います。メールアドレスについては
講義開始後にお知らせします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ 政治とはなにか 事前：政治と聞いたときに自分がイメー
ジするものについて考えておく。事後：
講義を復習し、与えられた課題に取り組
む。

4第 回 時間

講義の進め方、成績評価基準、スケ
ジュールを確認するとともに、政治
（学）とは何かについて考えます。

２ 国家とはなにか 事前：国家という用語について新聞やイ
ンターネットなどで調べる。事後：講義
を復習し、与えられた課題に取り組む。

4第 回 時間

私たちが暮らす世界における政治は
、国家が前提となっています。そも
そも国家とは、どういった特徴をも
つ存在なのか考えます。

3 民主主義は「よい」政治体制なのか 事前：民主主義という用語について新聞
やインターネットなどで調べる。事後：
講義を復習し、与えられた課題に取り組
む。

4第 回 時間

民主主義はよい政治体制だと思われ
ていますが、どうしてなのか、理由
を考えたことがあるでしょうか。民
主主義体制の特徴、そして民主主義
体制がもつ問題点についても考えま
す。

４ 全体主義と権威主義 事前：全体主義、権威主義という用語に
ついて新聞やインターネットなどで調べ
る。事後：講義を復習し、与えられた課
題に取り組む。

4第 回 時間

世界の半分以上は、じつは民主主義
の国ではありません。民主主義では
ない政治体制には、どのような特徴
があるのかについて全体主義と権威
主義という言葉を通して考えます。

５ 選挙と投票 事前：選挙、投票という用語について新
聞やインターネットなどで調べる。事
後：講義を復習し、与えられた課題に取
り組む。

4第 回 時間

民主主義の大切な条件の一つが、選
挙があるかどうかという点です。選
挙にはさまざまな方法があり、各国
の民主主義体制の違いに結びついて
います。この講義では、政治に参加
することの意味ついても考えていき
ます。

６ 政党が果たす役割 事事前：日本にどのような政党があるの
かについて新聞やインターネットなどで
調べる。事後：講義を復習し、与えられ
た課題に取り組む。

4第 回 時間

民主主義にとってもう一つの重要な
点としては、政党が複数あって、そ
れぞれが競争できているかという点
です。政党の果たす役割とはどのよ
うなものなのかについて学ぶことを
通して、民主主義について考えてい
きます。

７ 執政・立法・司法 事前：大統領制、議院内閣制、国会、最
高裁判所という用語について新聞やイン
ターネットなどで調べる。事後：講義を
復習し、与えられた課題に取り組む。

4第 回 時間
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1446
大統領と首相の違いとは何か、議会
はどのような仕組みで動いているの
か、裁判所が政治において果たす役
割とはどのようなものか。こういっ
た点を通して、国家権力について考
えていきます。

８ 官僚の役割 事前：官僚という用語について新聞やイ
ンターネットなどで調べる。事後：講義
を復習し、与えられた課題に取り組む。

4第 回 時間

政策を作っているのは、政治家だけ
ではありません。官僚とはいったい
誰で、政策を作るプロセスにどのよ
うに関わっているのか、また民主的
に選ばれた政治家と専門家である官
僚とのあるべき関係とはどのような
ものなのかという点についても考え
ます。

９ ジェンダー 事前：ジェンダーという用語について新
聞やインターネットなどで調べる。事
後：講義を復習し、与えられた課題に取
り組む。

4第 回 時間

SDGsやジェンダー平等という言葉を
よく聞くようになりました。日本で
は、女性の政治家の数は先進国のな
かでも最下位です。政治参加におけ
る男女平等に向けた試みを通して、
ジェンダー平等が私たちが生きやす
い社会をつくることにどのようにつ
ながるのかを考えてみます。

10 宗教と政治 事前：政教分離という用語について新聞
やインターネットなどで調べる。事後：
講義を復習し、与えられた課題に取り組
む。

4第 回 時間

宗教は政治と切り離されるべきだと
考えられています。しかし宗教は政
治に影響を与えていないといえるで
しょうか。この講義では、宗教と政
治の距離に関する問題、2000年代以
降に注目されることが増えたイスラ
ームという宗教についても考えます
。

11 連邦制と地方政府 事前：連邦制という用語について新聞や
インターネットなどで調べる。事後：講
義を復習し、与えられた課題に取り組
む。

4第 回 時間

一つの国に一つの政府がある訳では
ありません。連邦制と呼ばれる制度
を採用している国では、地方の政府
が一つの国並みの権限を持っていま
す。この講義では、中央と地方とい
う異なるレベルの政府の役割を通し
て、国家とは何かについて改めて考
えていきます。

12 国際政治の特徴 事前：主権国家という用語について新聞
やインターネットなどで調べる。事後：
講義を復習し、与えられた課題に取り組
む。

4第 回 時間

国内政治ではできて、国際政治では
できないこととは何でしょうか。こ
の講義では、国と国との間の関係か
ら成り立つ国際政治がもつ特徴につ
いて学びます。

13 安全保障 事前：安全保障という用語について新聞
やインターネットなどで調べる。事後：
講義を復習し、与えられた課題に取り組
む。

4第 回 時間

国どうしはそれぞれが平等で、国に
危機が及んだ場合は、守る権利があ
ると考えられています。戦争はいっ
たいどのような時に生じてしまうの
か、国家にとっての危機は戦争だけ
なのか「安全保障」という言葉を通
して考えます。

14 グローバル化 事前：グローバル化という用語について
新聞やインターネットなどで調べる。事
後：講義を復習し、与えられた課題に取
り組む。

4第 回 時間
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私たちが生きる世界はグローバル化
が進んだ世界だと言われています。
グローバル化とはそもそも何なのか
、私たちはどのような時代を生きて
いるのかという点について、経済的
な相互依存関係という点から考えて
いきます。
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授業科目名 現代社会と経済／経済入門

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 2

藤森梓

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この講義では、初学者を対象として経済学の基本的な概念を学んだ上で、私たちの日常生活や社会の諸問題について経済学とい
う視点から考察します。皆さんは経済学について、難解かつ抽象的な学問というイメージをお持ちかも知れません。しかし、経
済学的思考を身に付けることができれば、世の中の諸現象について、非常に論理的なものの見方ができるようになります。この
講義では、できるだけ平易かつ具体的に経済学のエッセンスについて解説します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 経済学の基本概念を習得する。経
済に関するテクニカル・タームを
正しく理解する。

世の中経済現象の本質を正しく理
解し、自分なりの見解を持つこと
ができるようになる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 自らの専門分野（各自が所属する
の学部/学科の学び）に関連した問
題を経済学的視点から分析できる
ようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を「不可」とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

期末試験

70

世の中の経済の動きにについて基本的な知識を有し、か
つ本質的な問題点をきちんと理解しているかどうかを評
価します。

：

％

小レポート

30

原則、毎回の授業で提出を求めます。授業内容を踏まえ
た上で、きちんと内容が記述されているかを評価します
。

：

％

使用教科書

指定する
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1447指定する

著者 タイトル 出版年出版社

日本経済と公共部門のダ
イナミクス：データで読
み解く現代社会

南波浩史・水ノ上智邦・藤
森梓

晃洋書房・・ 年・2022

参考文献等

初回の授業でリーディングリストを配布します。また、講義内でも適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をして下さい。
本講義では、現実社会の問題を取り上げるために、時事問題に関する知識は必須です。そのために、新聞購読、ニュースを見る
習慣を身に付けて下さい。
授業の資料等はGoogle Classroomで配布します。登録については初回の授業でガイダンスを行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日3限

場所： 個人研究室（西館２階）

備考・注意事項： 授業に関する質問は、授業の前後、または研究室でのオフィスアワー（水
曜日3限）にて受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス～経済学への導入～ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（社会科学における経済学の位置づ
けを理解する）

4第 回 時間

講義に関するガイダンス、大学で経
済学を学ぶ意味について考えます。

2 経済学の基礎（１）～経済学はどの
ような学問なのか～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（経済学の究極の目標とは何なのか
を理解する）

4第 回 時間

経済学的なものの見方、考え方につ
いて学びます。

3 経済学の基礎（２）～ 経済活動と
市場～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（市場原理がなぜ合理的なシステム
と言えるのか、その要因を考える）

4第 回 時間

私たちの日常生活と市場の役割につ
いて学びます。

4 経済学の基礎（３）～市場原理と価
格決定のしくみ～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（価格調整メカニズムについて理解
する）

4第 回 時間

市場原理について、特に価格調整メ
カニズムを中心に学びます。

5 経済学の基礎（４）～市場の失敗～ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（市場原理がうまく機能しない要因
について考える）

4第 回 時間

市場原理の限界について、市場の失
敗という概念について学びます。

6 経済学の基礎（５）～経済活動と金
融のしくみ～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（金融仲介機能及び中央銀行の役割
について考える）

4第 回 時間

金融のしくみ、各金融機関の役割に
ついて学びます。

7 日本経済の現状と課題（１）～日本
経済のしくみ～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（明治以降の日本の産業政策につい
て、経済学的な視点から分析する）

4第 回 時間

日本における経済・産業政策と産業
発展について学びます。

8 日本経済の現状と課題（２）～失業
について考える～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（なぜ失業が生じるのかを考える）

4第 回 時間

マクロ経済の観点から失業問題につ
いて考えます

9 日本経済の現状と課題（３）～日本
経済と景気変動～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（景気変動の要因について考える）

4第 回 時間

景気循環が発生する要因、および戦
後の日本経済と景気循環について学
びます。

10 日本経済の現状と課題（４）～日本
経済と財政政策～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（財政政策のしくみについて理解を
深める）

4第 回 時間

財政政策のしくみについて理解する
。財政政策の効果について学びます
。
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11 日本経済の現状と課題（５）～日本
経済と金融政策～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（金融政策のしくみについて理解を
深める）

4第 回 時間

金融政策のしくみについておよび中
央銀行の役割について学びます。

12 日本経済の現状と課題（６）～日本
の財政問題～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本の財政状況を改善させる施策
を考える）

4第 回 時間

日本の財政状況および財政赤字の問
題について学びます。

13 日本経済の現状と課題（７）～失わ
れた30年と日本経済の再興～

講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（日本経済が直面する問題と将来の
展望について理解を深め、その成果を検
証する）

4第 回 時間

失われた30年の概要と現代日本経済
の抱える問題点について学びます。

14 まとめ 講義内で配布する、復習ノートに取り組
む。（講義全体を振り返る）

4第 回 時間

講義全体を振り返り、重要なポイン
トについて復習します。

1447
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授業科目名 現代社会と経済／経済入門

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

本間哲也

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学初年次学生が身につけておくべき「経済」および「経済学」の知識，そして「経済学の考え方」を学ぶ。具体的には，高等
学校で学んだ「現代社会」あるいは「政治・経済」「ビジネス経済」の内容を踏まえ，そこにさらに高度な科学的根拠を与えて
ゆく。
それにより，生活者・家庭人・職業人として直面する日常の諸事象や，日ごろマスメディアで見聞する時事問題や政策を科学的
な思考で理解・評価し，責任ある社会人・市民として意思決定できる素地を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 経済活動が社会の基本的な営みで
あること，個々の生活者や企業，
そして施政者の意思決定の多くに
は経済的な背景があることを認識
する。

経済活動，経済社会，経済体制と
はどのような概念なのかを説明で
きる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

経営や市場に関わる諸現象を捉え
る際に有効な，経済学的分析概念
の知識を得る。

消費者行動・経営活動・企業行
動・政府の政策の基礎的な原理や
メカニズムを経済学的概念や用語
を用いて説明できる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 経済学の考え方や接近方法を自ら
が関わる具体的場面に援用し，適
切な現状理解ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

試験

40

学習内容の理解，
適切な説明ができる文章力。
※表面的な用語知識よりも概念やメカニズムの理解を重
視する。

：

％

課題 授業内容の理解，
諸事例に対する応用力。
※提出資料の体裁や読みやすさも評価の対象。

：

1447
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1449
40 ％

授業への貢献

20

質問・発言などの「参加」状況。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・N.グレゴリー＝マンキュー『マンキュー入門経済学』（最新は「第3版」）東洋経済新報社，2019年（第3版）。
・中谷武・中村保（編著）『1からの経済学』碩学社，2010年。
・岩田規久男『経済学への招待』新世社，2007年。
・高校時代に学習した「現代社会」「政治・経済」「ビジネス経済」の教科書・資料集は（手元に残っているようなら）有益な
はず。
・その他，必要に応じ授業中に示す。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は２単位の科目であるため，平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに
加え，その回の授業の内容を丁寧に復習し，次回の授業に向けて予習をすること。
・履修開始前の特段の予備知識は不要。ただ，「参考文献等」欄でも触れたように，高校の「現代社会」「政治・経済」「ビジ
ネス経済」の教材（特に教科書と資料集）が残っていれば，参照できるよう手許に持っておくことを推奨する。
・授業中の発言・質問等の積極的な参加は高く評価する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜４時限目

場所： 教員室（西館４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ 授業ガイダンス・経済と経済学 シラバスを読み直し，内容を確認する。
復習用教材等を用いて授業内容を確認
し，「経済」という語の意味や，経済学
独特の基礎的諸概念を次回授業時に説明
できるようにしておく。

4第 回 時間

本科目の目的・内容・授業の進め方
・評価方法など
「経済」という語の意味・使われ方
「経済学」の特徴・歴史，政治との
関わり
財・サービスの概念，希少性，機会
費用，比較優位と分業など，経済学
独特の考え方

２ 需要と供給(1)：消費者 復習用教材等を用い，授業内容（消費行
動と効用など）を次回授業時に説明でき
るようにしておく。

4第 回 時間

消費と効用，需要曲線など
３ 需要と供給(2)：企業 復習用教材等を用い，授業内容（企業や

利潤の概念など）を次回授業時に説明で
きるようにしておく。

4第 回 時間

企業，利潤，供給曲線など
４ 価格メカニズム 復習用教材等を用い，授業内容（需給調

整のメカニズムなど）を次回授業時に説
明できるようにしておく。

4第 回 時間

市場均衡，均衡の安定性と効率性な
ど

５ 市場と政府 復習用教材等を用い，授業内容（「市場
の失敗」の例など）を次回授業時に説明
できるようにしておく。

4第 回 時間

市場の失敗，政府の役割など
６ 環境と経済 復習用教材等を用いて授業内容の理解を

確実にし，次回授業時に環境と経済の関
わりを説明できるようにしておく。

4第 回 時間

「環境」と経済の関わり（川村客員
教授による授業）：環境に関わる「
市場の失敗」，環境問題への取組み
とＣＳＲなど

７ 国民経済・ＧＤＰ 復習用教材等を用い，授業内容（ＧＤＰ
の意味と指標としての限界など）を次回
授業時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

国民経済計算体系，ＧＤＰなど
８ 経済成長・景気・物価 復習用教材等を用い，授業内容（経済成

長，景気，物価などの意味）を次回授業
時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間
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経済成長，景気変動，インフレとデ
フレなど

９ 財政(1)：財政政策 復習用教材等を用い，授業内容（裁量的
財政政策の理論と実例など）を次回授業
時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

政府による景気対策の基礎理論と歴
史，他

10 財政(2)：税制度・財政収支 復習用教材等を用い，授業内容（各種税
制度の特徴，日本の財政健全性など）を
次回授業時に説明できるようにしてお
く。

4第 回 時間

租税の原則，日本と世界の税体系，
公債，財政収支の歴史と現状など

11 貨幣と金融 復習用教材等を用い，授業内容（金融の
特徴，金融政策の理論と現状など）を次
回授業時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

貨幣の役割，金融と金融機関，信用
創造，金利，中央銀行と金融政策な
ど

12 国際経済(1)：貿易・外国為替 復習用教材等を用い，授業内容（貿易の
利点欠点，外国為替レートの決定要因な
ど）を次回授業時に説明できるようにし
ておく。

4第 回 時間

貿易，国際収支，外国為替など
13 国際経済(2)：グローバル化と諸問

題
復習用教材等を用い，授業内容（グロー
バル化進展の利点と問題点など）を次回
授業時に説明できるようにしておく。

4第 回 時間

地域的経済統合，経済のグローバル
化，南北問題など

14 まとめ 定期試験準備：全14回の授業内容を総復
習

4第 回 時間

授業の振り返りとまとめ，試験情報

1449
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授業科目名 現代社会と法

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

椚座三千子

講義

該当する

法律事務所に所属し，弁護士として民事・家事事件を中心に取り扱っている

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代社会におけるさまざまな「法」にまつわる現象や事例をトピックとして、社会人になるための法的なものの見方、考え方を
身につけることを目指す。具体的には、社会におけるさまざまな法律・ルールについて、1回につき1つのテーマを取り上げて通
常の講義形式で紹介していく。テーマの順番と内容は、変更されることがある。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 現代社会の中で「法律」「ルー
ル」が果たしている機能、しくみ
を理解するための基礎的な知識と
教養を修得し、社会に参加する主
体としての判断力をもつ。

現代社会における「法律・ルー
ル」にかかわる現象を、「法学的
に」理解して説明が出来るように
なることを目指す。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現代社会におけるさまざまな現象
や課題を「法的に」とらえて考え
ることができるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

講義が行われる「教室」も「現代社会」の１つであるので、講義自体も実践の１つであると講義担当者はとら
えている。このため、講義形式ながら一定程度の双方向性のある授業を目指すので、受講生には「大学生らし
い」授業態度を求める。それに反すると判断をした場合には、授業出席の回数にかかわらず、成績評価を「不
可」とすることがある。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

ミニッツペーパーの内容による

70

各回のテーマについて、理論的に考察し、自身の考えを
整理し、表現できているかを評価する。

：

％

レポート

30

課題に関し、自身の考えを整理し、説得的に丁寧に文章
化できているかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

1449
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参考文献等

吉永一行・編『法学部入門〔第2版〕：はじめて法律を学ぶ人のための道案内』2017年、法律文化社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
また、定期試験の前にはそれまでの学修内容を確認するとともに、最終回までに（できるだけ早いうちの方が良い）質問をする
ことで分からないところをなくすように努めること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の後

場所： グーグル・クラスルームによる

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 社会と紛争と法（1） 「社会」の定義を検討。 2第 回 時間
社会とは何かについて説明します。

2 社会と紛争と法（2） 日本社会がなぜ安全だと言われるのかを
検討。

2第 回 時間

社会における「法」とは何かを検討
します。

3 死刑判決と永山基準 日本社会がなぜ安全だと言われるのかを
検討

2第 回 時間

日本社会の安全神話をゆるがした事
件の社会への具体的な影響を説明し
ます。
永山事件を通じて死刑判決の基準を
考えます。

5 少年法改正 少年法改正の議論について調べる 2第 回 時間
少年による具体的事件を通じて、少
年法改正に至る経緯を説明します。

6 冤罪事件 冤罪事件に関する最近の動向を調べる 2第 回 時間
具体的な冤罪事件を通じて、冤罪事
件を生む構造を説明します。

7 痴漢冤罪事件判決 刑事事件における証拠収集について調べ
る

2第 回 時間

実際の痴漢冤罪事件判決を踏まえて
、痴漢冤罪事件特有の問題を検討し
ます。

8 〈男と女〉をめぐる近年の日本社会
の動向

日常生活における男女の差を検討する 2第 回 時間

男女平等をめぐる日本社会の動向を
説明します。

9 職場における男女平等 社会における男女の差を検討する 2第 回 時間
職場における男女の立場を整理しま
す。

10 新しい家族観と伝統的な結婚観のゆ
らぎ

家族の在り方について調べる 2第 回 時間

夫婦別姓問題を通じて家族観、結婚
観の移り変わりを説明します。

11 同性婚 同性婚を扱った最近のニュースを調べる 2第 回 時間
同性婚をめぐる国際情勢、国内の動
向を整理します。

12 性同一性障害と戸籍上の性転換 性別とは何かを考える 2第 回 時間
性同一性障害について検討する

13 〈性と生〉をめぐる近年の動向
（1）

自己決定権とは何かを調べる 2第 回 時間

バイオテクノロジー等と自己決定に
ついて説明します。また、代理母を
めぐる倫理を説明します。

14 〈性と生〉をめぐる近年の動向
（2）

代理出産によって生じるであろう問題を
検討する

2第 回 時間

代理出産によって生じた具体的な事
件を通じ、代理母出産の法的問題を
検討します。

1456
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授業科目名 日本史概説

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

松本望

講義

該当する

近世大坂における教育や出版について研究している。また地域史料を収集・調査し、史料集や雑誌を
刊行する機関に勤務している。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、古代から近現代に至る日本史を網羅するが、学生に歴史を身近に感じてもらうため、大学の所在地である大阪を
フィールドの中心として取り上げる。各時代において大阪は、為政者から重要な地域と位置付けられ、政治・経済・文化の拠点
となった。各回の授業では、大阪に残されてきた史跡・文化財を取り上げ、それがこれまで学習してきた日本史における出来事
とどう関わるのかを講義する。毎回内容を示した資料を配付し、具体例を紹介するが、概説的な内容となる場合が多いため、復
習等の参考として適宜文献や関連作品を紹介する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 日本史・日本文化に関する知識 日本史・日本文化に関する基本的
な知識を正しく理解できる。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

日本史・日本文化に関する知識の
利用

授業を通じて得た日本史・日本文
化に関する知識を自分の専門分野
に取り入れることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 日本史・日本文化に対して広く関
心を持ち、文献を読んだり、史跡
や博物館等の施設を見学したりす
ることによって、大阪の歴史・文
化に対する独自の観点を育むこと
ができる。

2．全学DP８.意思疎通 日本史・日本文化に関する知識を
自分の言葉で説明できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・見学、フィールドワーク

授業中、視聴覚教材を鑑賞したり、江戸時代の和本や引札を実際に読む機会を設けます。その際400字程度の感
想を求めるので主体的に取り組むこと。また各回の授業内容に関連した史跡や博物館等を紹介するので、自身
が興味・関心を持った場所に積極的に見学に行くこと。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

希望者は、各回の授業の中で興味を持ったテーマについて、400字程度で論述し、提出すること。①内容が適切
にまとめられているか、②学生固有の見解が述べられているか、などの観点から添削し、返却します。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

学期末レポート 授業の内容に即した課題について、800～1200字程度の小
論文を求める。内容描写に加えて、独自の観点が加わっ

：

1456
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1461学期末レポート

35

論文を求める。内容描写に加えて、独自の観点が加わっ
た論述を積極的に評価する。

：

％

中間レポート（1）

25

授業で取り上げた視聴覚教材に関して、400字程度の感想
文を求める。内容描写に加えて、独自の観点が加わった
論述を積極的に評価する。

：

％

中間レポート（2）

30

授業に関連する歴史小説に関して、800字程度の感想文を
求める。内容描写に加えて、独自の観点が加わった論述
を積極的に評価する。

：

％

授業内小レポート

10

授業の内容に即したアンケートを求める。自身の生活や
経験による素直な記述を積極的に評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・大阪市史編纂所編『大阪市の歴史』創元社　1999年。その他の参考文献は授業中に随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

・現代社会と歴史の関わりを様々な形で言及するため、各種のメディアを通じて、時事問題を常に追いかけていることが望まし
い。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日2限

場所： GoogleClassroom

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 日本史や日本文化を学ぶということ 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：高校日本史の
教科書に見える大阪

4第 回 時間

日本史や日本文化を学び、現代の生
活にどのように生かすかを考える。

2 飛鳥時代の宗教と政治 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：厩戸王（聖徳
太子）の事績、仏教の受容をめぐる対立

4第 回 時間

古代の大阪を代表する史跡である四
天王寺と、建立した厩戸王（聖徳太
子）について、学習する。

3 飛鳥~奈良時代の遷都 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：大化の改新、
聖武天皇

4第 回 時間

古代大阪に遷都された難波宮につい
て、特徴と遷都に至る経緯を学習す
る。

4 平安～鎌倉時代 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：西行、江口
君、渡辺党

4第 回 時間

皇族・貴族の四天王寺や住吉への寺
社参詣や源平合戦と大阪について、
学習する。
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1461
5 南北朝～室町時代 配付資料と講義で得た知識をもとに、

ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：承久の乱、楠
木正成、室町幕府

4第 回 時間

南北朝期に活躍した楠木正成につい
て学習する。また室町幕府の成立と
大阪についても言及する。

6 江戸時代の政治 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：豊臣期の大坂
城、徳川期の大坂城、幕藩体制、幕府直
轄領、大坂城代

4第 回 時間

豊臣秀吉が築城した大坂城は大坂夏
の陣により落城する。その後江戸幕
府が行った再築工事について学習す
る。また、江戸幕府にとって大坂城
がどのような役割を果たしたのかに
ついて学習する。

7 江戸時代の学問と出版文化 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：懐徳堂、泊園
書院、適塾

4第 回 時間

江戸時代の大坂における教育活動と
出版文化について学習する。江戸時
代の書物（和本）やちらし（引札）
を考察する。

8 幕末期における内憂外患 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：ロシア船ディ
アナ号、プチャーチン

4第 回 時間

幕末期、異国船の来航により、様相
が一変した天保山について、学習す
る。

9 明治維新期の政治と経済 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：大久保利通、
五代友厚、大阪商法会議所、大阪会議

4第 回 時間

明治政府による政策と大阪に与えた
影響について学習する。特に大久保
利通と五代友厚の動向を中心に学習
する。

10 日清・日露戦争 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：治外法権、関
税自主権、与謝野晶子

4第 回 時間

日本が初めて経験した近代戦争であ
る日清・日露戦争と、不平等条約の
改正について学習する。また日露戦
争への反戦詩を発表した与謝野晶子
についても言及する。

11 明治政府による殖産興業政策 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：内国勧業博覧
会、新世界ルナパーク、通天閣

4第 回 時間

大阪で開催され、最後にして最大と
称された第五回内国勧業博覧会と、
閉幕後建設された通天閣について、
学習する。

12 大正～昭和初期の都市整備と洋風建
築

配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：第二次市域拡
張、御堂筋、地下鉄、大阪市中央公会
堂、大阪府立中之島図書館

4第 回 時間
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第七代大阪市長・関一が進めた都市
整備と、大阪が「大大阪」と称され
た時期に建設された、洋風建築につ
いて、学習する。

13 太平洋戦争 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：第1回大阪大空
襲、救難列車

4第 回 時間

太平洋戦争では、東京や大阪、名古
屋など200を超える都市が空襲で焼
き尽くされた。このうち大阪で8度
にも及んだ「大阪大空襲」について
学習する。

14 高度経済成長期の日本 配付資料と講義で得た知識をもとに、
ノートを作成する。またテーマに関わる
文献を読んだり、史跡・文化財に触れた
りすることにより、知識を深めること。
理解のためのキーワード：日本万国博覧
会（大阪万博）、国際花と緑の博覧会
（花博）、2025年万博誘致

4第 回 時間

日本万国博覧会（大阪万博）につい
て学習し、大阪府が目指している20
25年国際博覧会（万博）誘致につい
て考える。

1461
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授業科目名 外国史概説

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

東出加奈子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、外国史ならびに国際関係について、幅広い教養を身に付けます。諸外国の歴史は、地理的境界線や民族、言語、宗
教などから独自の文化が形成され、相互の関わりによって展開されてきました。ヨーロッパの歴史を中心にアジアとの関係をふ
まえつつ、政治、文化、社会を取り上げながら、古代から現代に至るまでを学びます。歴史的知識を覚えるだけではなく、諸外
国との関係に視野を広げながら論じることができるようになることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 世界史ならびに国際関係の全般的
な知識

今日の国や社会がどのような経緯
を経て成立したのか概略を理解す
る

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 今日の世界情勢を把握するための
分析力、ならびに比較史的な視野
を会得できる。

2．全学DP８.意思疎通 世界の歴史を学んだ知識につい
て、自分の言葉で伝えることがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

定期試験

60

授業内容の正確な把握、ならびに自らの考えを正確かつ
簡潔に表現する能力。

：

％

小テスト

20

授業内容とその重要な点の正確な把握。：

％

授業内レポート

20

授業に取り組む姿勢、ならびに内容の理解。：

％

1461
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1463
20 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『詳説世界史研究』木村靖二・岸本美緒・小松久男編、山川出版社、2017年。
そのほか関連文献については随時紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習してください。また授業中の私語は慎んでください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 前期：月曜4限　後期：水曜4限

場所： 研究室（西館２階03）

備考・注意事項： Google Classroom　や Gmailでいつでも連絡してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 外国史をどのように学ぶのか 世界地図で海外諸国の地理を確認し、世
界史の概要を調べてください

4第 回 時間

授業の概要と目的について説明しま
す。なんのために歴史を学ぶのか考
えます。
外国史における時代区分を理解しま
す。

2 古代文明（１）オリエントと地中海 古代オリエント文明について調べてくだ
さい

4第 回 時間

古代文明の起源と史的背景について
学びます。メソポタミア文明とエジ
プト文明の成立とその特徴を理解し
ます。地中海世界の形成と独自の文
明を築いた過程を理解します。

3 古代文明（２）アジア アジアの古代文明の特徴を調べてくださ
い

4第 回 時間

アジアで生まれた古代文明の背景を
学びます。都市文明の成立とアジア
諸地域の特色を捉えます。古代文明
の盛衰とその後の影響について理解
します。

4 イスラーム世界の形成 宗教と歴史の関係について調べてくださ
い

4第 回 時間

イスラーム教の誕生からイスラーム
文明が発展した過程を捉えます。イ
スラーム文明は宗教信仰にとどまる
ことなく公的な領域や政治にも影響
を及ぼし、人文主義や啓蒙思想が成
立していった社会を理解します。

5 ヨーロッパ世界の形成と発展、大航
海時代

中世ヨーロッパの形成と大航海時代にお
ける東インド会社について調べてくださ
い

4第 回 時間

中世のヨーロッパの形成と発展を理
解します。西ヨーロッパと東ヨーロ
ッパの成立について知識を深め、世
界の交易ネットワークの規模が拡大
していった大航海時代について学び
ます。

6 フランス・イギリスの植民地時代 ヨーロッパの植民地について調べてくだ
さい

4第 回 時間

重商主義期のヨーロッパ各地が発展
するなか海外貿易が進み、海外植民
地が必要となったことを理解します
。フランスやイギリスが海外との繋
がりを背景に成長していく具体的な
動きを把握します。

7 ヨーロッパ近世から近代化へ 重商主義と啓蒙専制主義を調べてくださ
い

4第 回 時間

近世ヨーロッパにおける啓蒙思想が
政治や社会、そして経済政策にも影
響を与えることになった背景を理解
します。ヨーロッパが科学革命の時
代と称された社会を把握します。
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8 産業革命 産業革命の経緯と成果について調べてく
ださい

4第 回 時間

イギリスに始まった産業革命の概要
を把握します。巨大な製品市場が出
現し、技術革新によって資本主義と
よばれる生産システムが誕生した背
景を理解し、現代への影響を考えま
す。

9 アメリカ合衆国の成立と拡大 アメリカ合衆国の成立と発展について調
べてください

4第 回 時間

イギリス本国とのあいだで植民地の
独立をめぐる戦争を経て、連邦共和
国が創出された過程について知識を
深めます。南北戦争に至った経緯と
その後のアメリカの政治・経済につ
いて理解します。

10 フランス革命とナポレオン フランス革命がもたらした近代社会につ
いて調べてください

4第 回 時間

絶対王政によるアンシャン・レジー
ムの封建的特権に対して不満が勃発
し、社会全体が混乱するなかで革命
が起こった過程を把握します。近代
市民社会が誕生した経緯を理解しま
す。

11 ナショナリズムの発展 「国民国家」が生まれる背景とそれが残
した影響を調べてください

4第 回 時間

欧米における近代国民国家の発展の
動向を把握します。ウィーン体制に
おける国民または民族の共同体を重
視・尊重する思想や動きを学びます
。

12 ヨーロッパとアジアの変革 ヨーロッパ諸国がアジア進出を展開した
時代について調べてください

4第 回 時間

ヨーロッパ諸国が経済的にも政治的
にも発展し対外進出を進めるなか、
アジア諸国が変容していった過程に
ついて理解します。世界の列強国が
衝突しあう帝国主義時代への移り変
わりを把握します。

13 二つの世界大戦 世界大戦と大戦後の世界について調べて
ください

4第 回 時間

第一次世界大戦から第二次世界大戦
までの世界的な社会情勢と過程を理
解します。
両大戦が世界に与えた影響について
外国史の視点から考えます。

14 グローバリゼーション　まとめ 現代における世界情勢と課題について調
べてください

4第 回 時間

冷戦時代を経て成立した現代の国際
社会について知識を深めます。
外国史を振り返り、地域紛争の激化
や、格差を背景とした地域・宗教戦
争や国際テロ活動の多発など、世界
の現状と課題について考えます。

1463
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授業科目名 ＡＩ入門

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年～4年 2

加藤隆文

講義

該当する

AIによって急速に変容してゆく社会（いわゆるSociety 5.0）において、都市計画、新ビジネス開
拓、法制度や倫理的問題への配慮など、多彩な分野での実務経験がある特別講師を招聘する。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

Society 5.0という言葉を聞いたことはありますか。あなたは、自分の個人情報がどのように活用されているのか、理解してい
ますか。私たちの生活の様々な局面でAI（人工知能）が活用されるようになっており、ビッグデータとAIを活用した新興のデー
タビジネスにより、社会の姿は劇的に変わりつつあります。本講義では、こうした社会において実務面・思想面の両面で活躍す
る外部講師を招き、それぞれの専門や手掛けるビジネスについてお話しいただきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル AI導入や新しいデータビジネスに
よって急速に変化する社会を生き
抜く教養を身につける。

社会で活躍する様々な産業人や研
究者から直接話を聞いたり、質疑
応答をしたりすることを通じて、
AI時代の社会についての知識と想
像力、思考力を身につける。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

AI導入や新しいデータビジネスに
よって社会がどう変化するのかを
具体的に理解し、先進的なアイデ
アを自ら構想できるようになる。

AI時代の最先端の都市計画やビジ
ネスについて、その専門当事者の
講義を聴き、時には議論をするこ
とを通して、自らがそうした新し
い社会の最前線で活躍できる将来
像を具体的に思い描けるようにな
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 今後の社会の変化に柔軟に対応
し、自ら率先して、AIを利用した
りデータを扱ったりする際の倫理
的課題等を見抜けるようになる。

2．全学DP５.計画・立案力 ビッグデータとAIが組み合わさる
ことで生じる幅広い新ビジネスを
自ら構想・開拓できる柔軟な想像
力を身につける。

学外連携学修

有り(連携先：AI利用やデータビジネス関連の分野で活躍する様々な産業人・研究者)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・その他(以下に概要を記述)

小シンポジウムを開催する際には、ゲスト講師と学生との間で議論をする時間を設ける。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内質疑応答 ゲスト講師との積極的なコミュニケーションを期待しま
す。社会の最先端で活躍する産業人や研究者との貴重な
コミュニケーションの機会をどれだけ有意義なものにで

：
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10

コミュニケーションの機会をどれだけ有意義なものにで
きるかを見ます。

％

授業振り返り（フィードバック課題）

60

講義ごとに、各自が内容を振り返り、気付いたことや考
えたことなどを報告してもらいます。理解の深さ、自分
の考えが述べられているかを見ます。

：

％

課題試験（総括レポート）

30

授業全体に関して個々に振り返りをおこない、自分が何
を感じ、考えたのかを述べるレポートを作成する。未来
の社会において自分ならばどのように活躍できるのかを
具体的に構想できているレポートは高く評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に適宜指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間以上の授業外学修が求められる。
各講義で学習したことについて、独自に復習や調査をおこない、さらに理解を深めることを期待する。

※特別講師のご都合や、受講学生に合わせた授業設計改善の観点から、それぞれの講義・小シンポジウムの予定が変更される場
合がある。予定変更が生じた場合は、適宜連絡する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜2限

場所： 南館情報デザイン研究室

備考・注意事項： 相談や質問の内容を、事前に下記メールアドレスに連絡することが望まし
い。
kato-t@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 AIは社会をどう変えるのか 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

私たちの身近なところで、AI（Arti
ficial Intelligence: 人工知能）
の活用が急速に進んでいる。しかし
そもそも、AIとは何をするもので、
私たちの生活をどう変えるのか。「
何となく凄そう」という漠然とした
イメージだけが先行してはいないか
。まずは広い視野で、実際に社会の
どのような場面でAIが実装されてい
るのかを考察する。

※初回に、本授業の全体的な設計や
評価方法などについても説明する。

2 ELSIとは 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
Society 5.0において必要とされる
知恵とはなにか。AIやデータサイエ
ンスを適切に活用してゆくには、科
学的知識や工学的関心だけでなく、
人文知も不可欠である。こうした考
えに基づき、最先端テクノロジーと
主体的に（人間中心の態度を維持し
て）付き合うための人文知を身につ
けるべく、ELSI（Ethical, Legal a
nd Social Issues）と呼ばれる問題
系の概要を学ぶ。

3 小シンポジウム１：「スマート」な
社会（予定）

講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間
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【特別講師を2名招聘予定（産業界
から1名、研究者を1名）】
第3回と第4回は連続で授業をおこな
う。

1) 産業界からお呼びするゲスト講
師より、経歴、今までの活動、AI時
代の社会についての今後のヴィジョ
ンと自分自身の戦略などをお話しい
ただく。
2) ゲスト講師のお話をふまえ、研
究者の特別講師から、とりわけELSI
の観点で留意すべき事柄についてご
指摘いただく。

4 小シンポジウム１：ディスカッショ
ン

ディスカッション内容を反芻し、ゲスト
講師の携わる事業に将来の自分が関わる
ことになったらどう貢献できるか等を具
体的に構想する。

4第 回 時間

休憩をはさんだのちに、特別講師2
名と学生たちのあいだで質疑応答を
おこなう。さらに、本学教員がファ
シリテーターとなり、特別講師と学
生たちのあいだで議論をする機会を
提供する。

5 ELSIの歴史（予定） 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
第2回にその概要を学んだELSIは、
科学技術と社会の関わりを考える上
で必須の問題系を示している。こう
した問題系について、どういった歴
史的経緯があって成立・発展してき
たのかを、専門の科学哲学研究者が
講じる。

6 科学者コミュニケーションと社会
（予定）

講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
科学技術は、閉じられた科学者・工
学者・技術者のコミュニティ内だけ
で発展するものではない。新しい技
術が社会の中でどう受け入れられ、
どのような利用方法が発展してゆく
のかを構想する、科学者コミュニケ
ーションの視点が極めて重要である
。科学者コミュニケーションにまつ
わる議論や実践を、様々な具体例を
踏まえつつ概観する。

7 AIを用いた医療（予定） 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
医療へのAI活用という点では、既に
、AIに大量の論文を読ませることに
よって、人間には識別不可能な微妙
な画像から繊細な変化を検知させ、
高い精度で疾病を特定することに成
功している。日本でも同様の研究開
発は進められており、患者に対して
より高精度な医療を提供できるだけ
でなく、医師の負担を軽減すること
にもつながる。しかし、その一方で
、誤診が生じた際の責任の所在が不
明確になること、またAIと医師の診
断が分かれた場合の判断が分かれる
など、新たな問題も生じている。こ
うした現状について再考する講義を
おこなう。

8 小シンポジウム２：AIとヘルスケア
（予定）

講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間
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【特別講師を2名招聘予定（産業界
から1名、研究者を1名）】
第8回と第9回は連続で授業をおこな
う。

1) 産業界からお呼びするゲスト講
師より、経歴、今までの活動、AI時
代の社会についての今後のヴィジョ
ンと自分自身の戦略などをお話しい
ただく。
2) ゲスト講師のお話をふまえ、研
究者の特別講師から、とりわけELSI
の観点で留意すべき事柄についてご
指摘いただく。

9 小シンポジウム１：ディスカッショ
ン

ディスカッション内容を反芻し、ゲスト
講師の携わる事業に将来の自分が関わる
ことになったらどう貢献できるか等を具
体的に構想する。

4第 回 時間

休憩をはさんだのちに、特別講師2
名と学生たちのあいだで質疑応答を
おこなう。さらに、本学教員がファ
シリテーターとなり、特別講師と学
生たちのあいだで議論をする機会を
提供する。

10 スマート社会の光と影（予定） 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
「スマートな社会」には明るい面だ
けではなく、危険もついて回る。学
生にとって身近なのは個人情報の管
理の問題である。プライバシーポリ
シーの制定をめぐる倫理的諸問題に
ついて、専門の哲学研究者が講じる
。

11 AIによって変わる働き方（予定） 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
AIないしアルゴリズムを導入してゆ
くことによって、私たちの働き方は
大きく変化する。数十年単位の経済
文化の変化をベースに、AIやアルゴ
リズムの導入によって到来すること
が予想される非正規労働／フレキシ
ブル労働について、Uber等を例に講
義する。

12 AIが変える音楽ビジネス（予定） 講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間

【特別講師を招聘予定】
AIによる作曲と、それを活用したビ
ジネスモデルについて論じる。レコ
ード会社やアーティストは、すでに
AIを導入した作曲を行っており、AI
作曲は一般の耳には聞き分けのつか
ない水準になっている。さらに、ス
トリートやショッピングモールにお
いてAIがBGMを作曲するなど、単に
音楽業界にとどまることなく、その
利用可能性を広げている。講義では
、実際の事例を多く紹介し、AIが音
楽ビジネスをいかに変えるのか、概
観する。

13 AIは音楽環境をどう変えるのか（予
定）

講義内容を復習し、必要に応じて関係分
野や社会情報をさらに探究する。

4第 回 時間
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【特別講師を招聘予定】
AIを活用した音楽ビジネスが、我々
の日常生活に与える影響について論
じる。特に、聴取、音楽制作、著作
権という主題に焦点を当てて解説す
る。AI音楽は、「Aメロ－Bメロ－サ
ビ」や「ソナタ形式」のような、大
規模形式をもつ作曲には現段階では
適さず、小規模のメロディーやコー
ド進行の作成に適している、としば
しばいわれる。他方で、デジタル時
代にあって、曲の全体を聞くよりも
、一部のみをストリーミングして聞
くという聴取の変化が生じてきた。
AI音楽は、このような我々の聴取と
合致し、さらにその傾向を強めてい
くと予想される。また、AIの登場に
よる作曲の日常化、およびそれによ
って生じる著作権問題についても、
具体的事例を紹介しながら説明して
ゆく。

14 実データを扱ってみよう（データ処
理入門演習）

講義全体を復習し、最終レポート課題執
筆に備える。

4第 回 時間

独立行政法人統計センターが提供す
る教育用標準データセット（SSDSE
）を活用し、表計算ソフトを使って
実データ内の分布相関を視覚化する
などの簡単な演習をおこなう。

1502
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授業科目名 生命と科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

伴みずほ

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

DNAが発見されてきてから半世紀がたち、生命科学はさまざまなことを明らかにしてきました。また、生命科学の応用技術は、
社会から大きな期待が寄せられていますが、遺伝子による差別や遺伝子操作の危険性など、新たに生まれる問題も指摘されてい
ます。この授業では、教科書に沿って各テーマ毎に、生命科学が明らかにしてきたこと、まだわからないこと、そして応用技術
など、生命科学が生み出す倫理の問題とも関連させながら学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 幅広い教養・品格 生命科学の技術について必要な情
報を、収集・整理し、テーマに合
わせ簡潔に説明することができ
る。

汎用的な力

1．全学DP10.忠恕の心 生命倫理についてのさまざまな問
題点から自分や家族に置き換え考
えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
規定回数以上の出席が無ければ放棄とみなす。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題レポート

40

内容の妥当性と論理的構成について生命倫理に関する課
題を理解し適切にまとめられているか、課題や問題点を
自分に置き換え考えることができているか、指示された
文字数を満たしているかの点から3段階で評価します。

：

％

授業内小テスト

10

授業で学んだキーワード等の理解度を評価します。：

％

期末テスト

50

生命がどのように維持されているか、しくみの理解度を
評価します。

：

％

使用教科書
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指定する

著者 タイトル 出版年出版社

フォトサイエンス　生物
図録

鈴木孝仁　監修 数研出版・・ 年・2022

参考文献等

【参考資料】
必要に応じて授業内で紹介します。
【参考図書】
畑山智充、小田達編著、はじめて学ぶ生命科学の基礎、化学同人

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

・レポートは教科書をよく読み内容を引用し、授業中に提示した事例について自分の考えを述べてください。レポート提出はHD
のLドライブ内にある共有フォルダを使用するため、ログインが出来るよう準備しておいてください。
・生命科学が生み出す問題に関連する映画やドラマを積極的に鑑賞しておくことで、色々な考え方を知る機会を増やすようにし
てください。
・授業の順番や内容を変更する場合があります。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜4時間目

場所： 研究室（西館２階）

備考・注意事項： 質問は授業の前後でも応じますが、メール（ban-m@osaka-seikei.ac.jp）
でも対応します。
＜タイトルには必ず氏名、学籍番号、学部名、学科名、コース名、を記入
＞

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 生命の特徴 生物と非生物の違いを箇条書きでまとめ
ておく

4第 回 時間

生命を持つものと生命を持たないも
のが何によって区別されるかを学ぶ

2 生命の単位 ミトコンドリアの働きについて調べる 4第 回 時間
生命の基本となる細胞の構造と働き
について学ぶ

3 ヒトをかたちづくる細胞 運動時の信号の伝わり方について調べる 4第 回 時間
細胞の種類と、各種の細胞にはどの
ような形態的・機能的特徴がるのか
を学ぶ

4 生命を構成する成分 食品を構成する成分に期待する体内での
働きについて調べる

4第 回 時間

食品を構成する成分とヒトを構成す
る細胞の成分との違いを学ぶ

5 生命を維持するはたらき①＜成分＞ ミトコンドリアの中で利用される材料に
ついて調べる

4第 回 時間

生命を維持するための材料について
学ぶ

6 生命を維持するはたらき②＜代謝＞ ミトコンドリアの中で利用される材料に
ついて調べどのように異化されるのかを
調べる

4第 回 時間

生命を維持するために細胞の中で行
われている合成と分解について学ぶ

7 生命を維持するはたらき③＜代謝異
常＞

合成と分解のバランスが崩れた場合に起
こりうる病気を１つ選び調べる

4第 回 時間

合成と分解のバランスが崩れた場合
に起こる病気について学ぶ

8 生命の連続性①＜遺伝＞ エンドウマメの遺伝例の復習を行う 4第 回 時間
遺伝の決まりについて学ぶ

9 生命の連続性②＜特異性＞ DNAの構造と遺伝情報の記載のされ方につ
いて復習する

4第 回 時間

DNAの構造と遺伝情報の記載のされ
方について学ぶ

10 生命の連続性③＜変異＞ 遺伝情報のながれ、特に遺伝子からタン
パク質の生成までの過程を調べる。健康
的な食べ方として推奨されている方法を
ネット検索しておく

4第 回 時間

遺伝情報のながれについて理解し、
遺伝子の異常により引き起こされる
（遺伝性）疾患について学ぶ
また変異が起こりにくいと推奨され
ている食べ方を学ぶ
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11 生命の連続性④＜生殖＞ 着床前診断の方法についてインターネッ
トで検索し最新の方法を調べる

4第 回 時間

着床前診断の方法や目的を復習し、
現状ならびに今後の法的・倫理的問
題点について考える

12 生命の連続性⑤＜移植＞ iPS細胞に関する最近のニュースのネット
検索をしておく

4第 回 時間

細胞工学、遺伝子工学、ES細胞およ
びiPS細胞の用語と意味を理解し、
これらを用いて現在どのようなこと
が行われているのかを理解する

13 生命を守るはたらき①＜恒常性＞ 運動時における体温上昇の抑えられ方を
調べる

4第 回 時間

体内の内部環境を一定に保つ仕組み
にどのようなしくみがあるか学ぶ

14 生命を守るはたらき②＜免疫反応＞ 小学校の給食現場で起こりうる食物アレ
ルギー関連事故についてネット検索して
おく

4第 回 時間

疫病（病気)を免れるしくみを免疫
という。
風邪（異物侵入）を例に私たちのか
らだの防御システムについて学ぶ。
また、からだの防御システムが過剰
に働くことでおこる食物アレルギー
について学ぶ

1506
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授業科目名 地球環境問題／環境と科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

山本元

講義

該当する

山本　元（Yamamoto Hajime）：2012年よりNPO法人気候ネットワークにて、気候変動・エネルギー政
策の調査研究・政策提言、環境訴訟の支援等に従事。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

地球環境問題は、社会・経済システムと深く関係しており、多くの人が影響を受ける問題である。本講義では、人類が環境問題
と向き合ってきた歴史的経緯から出発し、持続可能な社会に向けた課題や取り組みについて学んでいく。なかでも、公害被害と
気候変動問題を中心に、幅広い環境問題について取り扱う。
知識の習得だけでなく、受講生自身が問題に対して、関心を寄せたり、解決しようとする思考、問題に対する批判的思考を習得
することをめざします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 地球環境問題、とりわけ気候変動
問題と社会の関わりについて理解
を深める。

社会問題、とりわけ地球環境問題
に向き合う態度を身につける。

汎用的な力

1．全学DP10.忠恕の心 地球環境問題の被害を受けた人々
の立場を理解することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・その他(以下に概要を記述)

授業外学習として、地球環境問題に関連する新聞記事を選び、短いコメントを付して提出することなどが求め
られます。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

提出後の授業で、提出された課題や受講生からの質問に対して、フィードバックを行います。

成績評価

注意事項等

課題の提出期限を過ぎた後の提出は原則として受け付けません（遅れての提出の場合は、採点の対象になりま
せん）。
レポート課題等で他の学生の提出物のコピーや剽窃等の問題がみられた場合には、その問題の程度に応じて減
点する場合があります。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

学習レポート

42

各授業内容に対する意見、質問、授業外学習にそれぞれ
適切に取り組んだかどうかを評価します。

：

％

期末レポート

58

出題された問いを的確に理解し、授業で取り上げた情報
を踏まえた上で、論理的に本質的な回答をしたかどうか
を評価します。

：

％

1506
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

日本環境教育学会ほか編『事典　持続可能な社会と教育』教育出版社、2019年。
小西雅子『地球温暖化は解決できるのか　パリ協定から未来へ！』岩波ジュニア新書、2016年。
江守正多『異常気象と人類の選択』角川SSC新書、2013年。
政野淳子『四大公害』中公新書、2013年。

※その他、関連する文献を授業内で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

●「授業外学習」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を復習し、次回の授業に向けて予習をすること。本科目は2単位
の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。

●大学水準の授業であるため、学習レポートや筆記試験においては、大学水準の内容が求められます。
よくあるものとして、学んだ知識の概要を論述したうえで、「環境問題は大変だと思った」、「一人ひとりが環境意識を持つこ
とが大切だと思った」などと締め括るものがありますが、それでは不十分です。環境問題の何が、どのように、なぜ深刻なの
か…あるいは、環境意識とは具体的にどのような意識のことなのか？なぜそれが大切なのか？一人ひとりが意識すれば解決する
問題なのか？など、問いを重ねて、学びを深めていくことが重要です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 特に指定なし

場所： Google Classroom

備考・注意事項： 学習レポートの中で質問してください。
連絡については、メールにて行うこと。
メールアドレス：yamamoto-haj@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業ガイダンス・環境問題とは？ 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

環境問題の定義とはなにか？歴史的
経緯を確認し、持続可能な社会への
歩みについて学ぶ。

＜キーワード：地球環境問題、公害
、サステナビリティ＞

2 公害問題から地球環境問題へ 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

四大公害を中心に学び直し、公害問
題への理解を深める。

＜キーワード：公害、水俣病、公害
裁判、水俣条約＞

3 気候変動/地球温暖化問題の今 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

気候変動の科学的知見について学び
、現状を紹介する。

＜キーワード：気候変動問題、IPCC
＞

4 地球環境問題×国際条約 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

気候変動枠組条約をはじめ、国際環
境問題に関する条約について理解を
する。

＜キーワード：気候変動枠組条約、
京都議定書、パリ協定＞

5 地球環境問題×エネルギー政策の問
題

地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

環境問題とエネルギー政策の関わり
について紹介する。

＜キーワード：エネルギー基本計画
、化石燃料、原子力＞

6 地球環境問題×エネルギー政策の展
望

地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間
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環境問題とエネルギー政策について
、今後の望ましあり方を検討する。

＜キーワード：エネルギー基本計画
、再生可能エネルギー、GX（グリー
ントランスフォーメーション）＞

7 地球環境問題×地域での対策 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

主に地域レベルでの地球温暖化対策
について紹介し、現状と課題につい
て論じる。

＜キーワード：地球温暖化対策事項
計画、条例＞

8 地球環境問題×交通政策 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

地球温暖化対策として、交通分野に
おける対策、まちづくりのあり方に
ついて論じる。

＜キーワード：都市再生、公共交通
、交通権＞

9 地球環境問題×SDGsと金融 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

持続可能な開発目標（SDGs）の意義
と課題について論じる。また、ESG
など新たな潮流についても紹介する
。

＜キーワード：SDGs、ESG投資、ダ
イベストメント、RE100＞

10 地球環境問題×住民参加 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

環境問題と住民との関わりについて
、環境アセスメント制度を中心に論
じる。

＜キーワード：環境基準、環境アセ
スメント、オーフス条約、環境訴訟
＞

11 地球環境問題×気候正義 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

気候変動問題における重要な概念で
ある気候正義について論じる。

＜キーワード：未来のための金曜日
、グレタ・トゥーンベリ＞

12 地球環境問題×消費・生活 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

環境問題と日常の消費、ライフスタ
イルについて論じる。

＜キーワード：フードマイレージ、
グリーンコンシューマー、エシカル
消費＞

13 地球環境問題×生物多様性 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

環境問題と生物多様性について論じ
る。

＜キーワード：名古屋議定書、ラム
サール条約、生物多様性条約＞

14 地球環境問題×市民社会の取り組み 地球環境問題に関する新聞記事を1つ選
び、自分なりにコメントできるようにす
ること。講義内容を復習すること。

4第 回 時間

これまでの講義の振り返りとともに
、市民社会の取り組みについて論じ
る。

＜キーワード：パワーシフト、署名
キャンペーン＞
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授業科目名 暮らしの科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

澤田玲子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

食事は、私たちにとって生涯を通じて重要な活動のひとつです。日々の暮らしの中で、あなたは何を・どのように食べています
か。またそれはなぜでしょうか。食べることは、身体の健康だけでなく精神の健康を維持することにも大いに関わる行為です。
この授業では、自分自身の食行動や食生活に意識して目を向けるとともに、生化学や心理学の知見に基づいて「食」にかかわる
人体のしくみや機能、また「食」に対するヒトの心理や行動について、基礎的な知識を身につけます。授業で学習したり、考察
したりした内容を通じて、自分にとって、あるいは誰かにとって、心身ともに健康で楽しい「食」とのつきあい方を見つけるこ
とを目指しましょう。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

生化学・心理学の知見に基づい
て、食に関わる人体の仕組みや機
能、ヒトの心理や行動を学習す
る。

代謝についての基礎的な生化学の
知識や食物認識や食行動に関する
実験心理学の知識を身につけ、自
分の言葉でそれらを説明・描写す
ることができる。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

学習した科学的知見を、心身とも
に健康な食生活の実現するために
活用する。

学習した生化学・心理学の知見に
基づいて、自分あるいは誰かに
とって心身ともに健康な食生活と
は何か、またどのようにその実現
をサポートできるかについて具体
的に考察し、その方法を述べるこ
とができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 授業内容と自分自身の暮らしとの
関連性を見出し、実際の食生活の
中にある疑問や課題を見つけるこ
とができる。

2．全学DP６.行動・実践 生理学・心理学の知見に基づい
て、生活の中にある問題の原因を
考察したり、改善する方法を具体
的に提案したりすることができ
る。

3．全学DP８.意思疎通 出題された課題や質疑応答会での
発表(引用)を通じて、自分の考え
をほかの受講生と伝え合い、自分
の考えや学習内容の理解をさらに
深めることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

この授業はオンライン授業です。授業はGoogleClassroomを用いて行います(履修登録後に招待されます)。授業
は、授業解説動画と授業内容の理解を補助する資料から構成されます。また、各回授業内課題・授業外学修課
題が出題されます。原則、水曜13時より授業配信を開始し、土曜17時に各回の課題提出の受付を締切ります。
各自でスケジュールを管理し、余裕をもって授業を受講してください。また、欠席した授業回も必ずアーカイ
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1521
各自でスケジュールを管理し、余裕をもって授業を受講してください。また、欠席した授業回も必ずアーカイ
ブで受講して学習に遅れがでないように努めてください。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

規定回数以上の出席がなければ授業放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。授業への参加は授業の受講
と課題への取り組みによって認められます。第1回の授業で授業に関わる注意点が説明されるので、受講生に
は必ず出席することを求めます。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業に対する取り組み

60

各回、課題を出題します。授業内容を十分理解せずに課
題を提出しても評価には加えられません。授業への取り
組み姿勢や授業内容の理解度に基づいて、総合的に評価
します。

：

％

論述課題

15

授業期間内に論述課題を出題します。授業内容の理解度
・到達目標の達成度に基づいて評価します。

：

％

理解度テスト

25

終講時に出題します。授業内容の理解度・到達目標の達
成度に基づいて評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業の内容の理解を促進するために、補足資料を配布します。
また、参考文献は授業の中で適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

対面の授業と同じように、筆記用具とノート(と補足資料)を準備して、授業を受講すること。各回必ず自分の言葉で授業内容を
要約すること。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。授業外学修では、出題された課題に取り組
むことに加え、その回(まで)の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて準備をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業(配信)前後

場所： GoogleClassroom上の「掲示板」

備考・注意事項： 各回、GoogleClassroom上に設定した「掲示板」で質問やコメントを受け付
けます。質問の書き込みに関する注意点は授業内あるいはGoogleClassroom
上(掲示)で説明します。ルール厳守で掲示板を使用してください。解説動
画や課題ページの動作確認とトラブル報告を授業配信翌日(木曜)9時までに
各自必ず行ってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 「食」と科学 課題に取り組む・授業内容を振り返るこ
とで、生化学あるいは心理学と暮らしの
中の「食」について自分なりの考えを深
める。

4第 回 時間

これから授業で学習する内容を概観
しながら、授業に対する心構えをし
ましょう。「暮らしの科学」では、
生化学・心理学の科学的知見に基づ
いて、ヒトと「食」との関わりを身
体的あるいは精神的側面から学習し
ます。「食」と生化学を結びつける
ことができるひとは多いかもしれま
せんが、「食」と心理学との関連に
ついても第1回の授業を通じて具体
的に思い描きましょう。

2 暮らしの中の「食」 授業内容と自分の生活を結び付けて考え
るための手始めに、自分自身の食の記録
をつける。ケータイやスマフォ、デジカ
メで食事を撮影して記録して、自分の食
事に意識して注意を向けよう。

4第 回 時間
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暮らしの中で「食」がどのようなは
たらきをしているのかについて概説
しながら、私たちが「食」に何を求
めるのか、また実際に「食」によっ
て何を得られているのかについて理
解を深めましょう。また、授業外学
修を通じて、自分自身が何を・どの
ように食べているのか、あなた自身
の食生活の実態を記録することで、
自分自身の食生活を意識して見つめ
ましょう。

3 食物摂取に関わる人体の仕組み 授業内容を振り返り、生化学の用語をお
さらいする。必要に応じて、生物や化学
の関連項目を自主学習する。

4第 回 時間

摂取された食物は体内でどのような
過程を経るのでしょうか。ここでは
、代謝に関する生化学の基礎的な知
識を学習します。摂取された食物を
分解したり、体内で必要な物質を合
成したりする過程を、生化学の用語
を用いて説明・描写できるようにな
りましょう。こうした知識を身につ
けることで、食べる行為があなた自
身の身体的な健康にどのようにかか
わっているかを具体的に思い描きま
しょう。

4 やせ・肥満と健康リスク 授業内容を振り返り、課題に取り組みな
がら重要な生化学用語・健康リスクの概
要についてまとめる。

4第 回 時間

第3回で学習した代謝に関わる生化
学の知識を復習しながら、食べ過ぎ
や肥満、また過度なやせがどのよう
な健康リスクとなり得るか学習しま
す。「国民健康・栄養調査」の結果
を概観して、日本における肥満やや
せの現状についての理解を深め、自
分や社会において、「食」に関して
どのような問題が生じているか、ま
たその原因は何であるかを考えまし
ょう。

5 「食」にまつわる感覚: 視覚に着目
して「食」を深堀する

授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいする。また、自分の
理解に基づいて授業内容を要約してまと
める。

4第 回 時間

ヒトはさまざまな感覚を用いて「食
」を「感じ」ます。授業では、五感
を中心に、「食」に関わる感覚につ
いて基礎的な知識を身につけましょ
う。また、ここでは特に視覚に注目
します。私たちは、視覚を通じて食
物からどのような情報を読み取り、
食物の認識や評価に活用しているで
しょうか。また、第2回の授業外学
修で取り組んだ写真課題を振り返り
ながら、今度はこの課題を活用して
、食物の外観特徴から私たちが何を
予測したり、期待したりするのか、
実際に体験しながら「食」における
視覚の役割について理解を深めまし
ょう。

6 「食」にかんする典型と人々の期待 授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいする。また、自分の
理解に基づいて授業内容を要約してまと
める。

4第 回 時間

それぞれの食物には色や形態などに
典型的な特徴があります。また、ヒ
トは特定の食物に対してある特定の
期待をもちます。つまり、ヒトが食
物に対して抱く期待や予測、イメー
ジにも「典型」があります。こうし
た食にまつわる「典型」はどのよう
に生まれるのでしょうか。食にまつ
わる「典型」について学習し、あな
た自身がどのような「典型」をもっ
ているのかについても考えを巡らせ
ましょう。

7 研究手法を学習する(1)　視覚的注
意を調べる課題

文献から心理学研究の世界観を感じなが
ら、文献から研究手法を理解する。ま
た、これまでの授業の振り返りをして、
わからなかったところ・疑問に思ったと
ころを書き出す。

4第 回 時間
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実験心理学で用いられる実験手法を
文献を読んで学習しましょう。学術
的な文献に実際に触れながら、学術
研究を身近に感じましょう。普段読
んでいる文章に比べて、学術的な文
献はとっつきにくく難しいと感じる
かもしれませんが、授業の中で示さ
れた文献の読み方の指針参考にしな
がら読み進めてみましょう。学術論
文を自分で読んでみるという体験を
通じて、心理学研究の世界観を少し
体感してみましょう。また、授業に
慣れてきたこの時期に、ここまでの
授業内容のおさらいをして、わから
なかったところを明確にしましょう
。

8 「食」に向けられる視覚的注意・質
疑応答会(1)

授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいする。また、授業内
容を要約してまとめる。

4第 回 時間

第7回の授業で集めた受講生からの
疑問・質問に基づいて、授業内容を
補足する「質疑応答会」を実施しま
す。この質疑応答会を通じて、自分
の疑問だけでなく、他の受講生の疑
問や考えに触れながら、授業内容へ
の理解をさらに深めましょう。
また、第7回の授業で文献を読んで
学習した視覚探索課題を用いた食物
に対する注意を調査した研究例を学
びながら、食に向けられる注意や食
の認知に関する実験心理学研究の世
界をもっと身近に体感しましょう。

9 生理状態と「食」・質疑応答会(2) 授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいして授業内容を要約
してまとめる。

4第 回 時間

「空腹は最高のスパイス」といいま
すが、本当でしょうか。空腹・満腹
といった生理状態が私たちの「食」
に対する心理や行動をどのように変
えるのか学習します。また、前回に
引き続き、第7回の授業で集めた受
講生からの疑問・質問に基づいた「
質疑応答会」を実施し、授業内容を
さらに深めたり広げたりします(質
疑応答会は受講生からの質問に応じ
て第10回以降も適宜実施します)。

10 研究手法を学習する(2) 食行動を計
測する

日々の生活を振り返り、自分の食行動に
ついて振り返る。授業で算出したスコア
に誤りがないか計算確認をおこなう。

4第 回 時間

ヒトの食行動には特徴があることが
知られており、食行動の特徴を調べ
る質問紙調査が開発されています。
授業では、こうした調査方法を体験
しながら、自分自身の食行動の特徴
を理解することで、今後の食生活へ
の向き合い方を考えなおしたり、食
生活の改善に活かす方法を提案した
りすることを目指します。第10回で
は、まず食行動調査の「参加者」に
なって実際に調査方法を体験してみ
ましょう。調査の参加の後、今度は
「調査者」となって結果を得点化し
て算出しましょう。

11 研究手法を学習する(3) データを解
釈する

授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいする。また、授業内
容を要約してまとめる。

4第 回 時間

第11回では、第10回の調査の結果を
解釈し、調査結果から導かれたあな
たの食行動の特徴を読み取りましょ
う。また、このようにして読み取っ
た食行動の特徴は、実際の食生活や
BMIとどのようにかかわっているで
しょうか。また、調査結果から導か
れたあなたの食行動の特徴を活かし
た食生活の改善方法を具体的に考え
ましょう。

12 「食」に対する向き合い方 授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいする。また、授業内
容を要約してまとめる。

4第 回 時間
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テレビを見ながら、ゲームをしなが
ら、スマフォを操作しながら、食事
していませんか。そんなながら食べ
をしているとは、あなたは食事にど
のくらい集中できているでしょうか
。食事に対する集中度合いが食行動
や食に対する認知にどのように影響
するのか、心理学研究の知見から学
びましょう。日々の生活の中での食
事のとり方を改めて振り返りながら
、食事に対する集中・注意の効果を
学習します。

13 「食」と社会 授業で紹介された心理学用語や手法、実
証データをおさらいして授業内容を要約
してまとめる。また終講に向けてここま
での授業内容全体をおさらいする。

4第 回 時間

食事は、自分と食物だけの関係で成
り立つものではなく、「他者」の存
在がかかせません。一人で食べる食
事と誰かと一緒に食べる食事では私
たちの食行動・食への認知はどのよ
うに変わるのかを学習・考察しまし
ょう。コロナ禍で変わってしまった
食事の形態が私たちの食生活に、あ
るいは心身にどのような影響を及ぼ
しているかも考察しましょう。

14 おいしいってなんだ?を真剣に考え
る

これまでの授業内容を振り返り、生化
学・心理学の知見や用語をまとめる。理
解度テストに取り組む。

4第 回 時間

これまで代謝に関する基礎的な知識
を学んだり、ヒトの食に対する心理
と行動について学んだりしました。
授業で取り上げた学術研究から得ら
れた知見、またこれまでに取り組ん
できた課題、これまで考察してきた
ことを振り返り、整理しましょう。
自分にとって、あるいは誰かにとっ
て「心身ともにおいしくたのしい、
健康な食生活」とは何か、また日常
の食生活の中にある問題をどのよう
に改善できるのか、またそれを実現
するために、学習したことをどのよ
うに活かしていけるかを考えましょ
う。授業内課題のほかに、終講にあ
たって授業内容の理解度を問うテス
トを実施します。

1521
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授業科目名 現代と科学／現代科学論

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

本田隆行

講義

該当する

国内では稀有な「フリーランスの科学コミュニケーター」として、国内の研究機関、教育機関、科学
館・博物館や行政、各種メディアなどの様々な相手と連携し、手法やジャンルを問わない幅広い科学
コミュニケーション活動を実施しています。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

私たちの日常生活や経済活動など、現代社会の様々な場面において科学・技術は不可欠なものとなっています。しかし多くの
人々にとって科学や技術というものは専門的なものというイメージが広く持たれており、どうしても身近な話題としては扱いに
くいと感じている人も少なくありません。
この講義では、そんな科学や技術と私たちの生活、社会とのつながりについて、いくつかの身近な話題を通じて感じてもらいた
いと思っています。また、話を聞くだけではなく、各人に出来るだけ参加してもらいながら対話形式で講義を進める予定です。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 科学的なトピックスと社会とのつ
ながり

知識基盤社会における現代科学の
素養を身に着けることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現代科学と社会との関わりに内在
する課題を見出すことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題レポート

50

課題に対してしっかりと自分なりの考えを持ち、的確で
明瞭なレポートが書かれていること。

：

％

授業内で出す問いに関するコメント

10

自分の言葉で、自分の考えを述べられているか。積極的
に講義へ参加しているか。

：

％

期末レポート

40

課題に対してしっかりと自分なりの考えを持ち、的確で
明瞭なレポートが書かれていること。

：

％

使用教科書

特に指定しない

1521
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参考文献等

授業内で紹介する

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
本授業は現代科学の現状に触れるものであるので、新聞やテレビなどでの現代科学のトピックスを扱った記事やドキュメンタ
リー番組に関心を持ち学びを深めること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 特に指定はなし

場所： google classroom上にて

備考・注意事項： メールなどの、オンラインシステムを用いて、質問を受け付けたのち適宜
回答します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 暑い寒いは誰のせい？（前編）～温
暖化って何？～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

地球温暖化問題を軸に、都市化の問
題や環境と人間との関係などについ
て取り上げます。

2 暑い寒いは誰のせい？（後編）～温
暖化の原因に迫る～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

地球温暖化問題を軸に、前回の講義
よりも大きなスケールで問題を俯瞰
します。

3 ねつ、はな、のどには何が効く？
（前編）～それは風邪ですか？～

授業内のレジュメや紹介する書籍・ホー
ムページなどを参考にすることで、授業
内容の理解を深めます。

4第 回 時間

感染症の代表例である風邪とインフ
ルエンザの違いについて取り上げま
す。

4 ねつ、はな、のどには何が効く？
（後編）～感染症と、社会～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

感染症とその原因、対策と、人間社
会との関わりについて取り上げます
。

5 あなたは、どこ生まれ？（前編） 授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

生命史と生物の進化・淘汰、生命の
起源について取り上げます。

6 あなたは、どこ生まれ？（後編） 授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

生命史と生物の進化・淘汰、生命の
起源について、さらにスケールを拡
大して取り上げます。

7 手のひらに収まる宝（前編）～デジ
タルって何？～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

デジタルとアナログの違いや、生活
のあらゆるところに密着するデジタ
ル技術の話を取り上げます。

8 手のひらに収まる宝（後編）～デジ
タルでできること～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

デジタルとアナログの違いや、生活
のあらゆるところに密着するデジタ
ル技術の今後について取り上げます
。

9 炭の塊が、高級品？（前編）～その
石はどんな石？～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間
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宝石や鉱物資源、地下資源とその成
り立ちについて取り上げます。

10 炭の塊が、高級品？（後編）～生活
を支える資源～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

宝石や鉱物資源、地下資源とその利
用方法や今後の付き合い方について
取り上げます。

11 スポーツ＋科学技術＝？ 授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

スポーツと科学の関わり、スポーツ
における科学の必要性について取り
上げます。

12 危ない！は本当か？（前編）～テク
ノロジーとどう付き合う？～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

社会実装される技術とそのリスクや
安全性について取り上げます。

13 危ない！は本当か？（後編）～安全
と安心～

授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

社会実装される技術について、安心
と安全の両観点から取り上げます。

14 社会と科学と、その間 授業内で取り上げるトピックに関連する
書籍やウェブページ、ニュースなどを参
考にすることで、授業内容の理解を深め
ます。

4第 回 時間

授業を振り返りながら、日々に潜む
科学との接点や「科学」「技術」そ
のものについて取り上げます。

1530
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授業科目名 化学（看護学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期１年・看護学部 2

關野高泰

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

 看護師は、医療の現場で多種多様な薬品、材料などの物質を扱う立場にあり、化学の基礎的知識が必要不可欠である。化学
は、物質の性質、構造、変化に関する学問である。気体や水溶液について学習し、化学反応や有機化合物の基本的な構造や性質
等を学び化学の理解を深める。さらに、人体をはじめとした生体を形成している化学物質についても学習する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 化学の基礎や気体・液体について
学ぶ。化学反応式や濃度計算を確
実にできるようにする。

化学の基礎的な事項を完全に理解
して今後の専門の学習や現場での
実践に役立てることができる

汎用的な力

1．全学DP９.役割理解・連携行動 化学を学び自然界の法則性を知る
ことで科学的な思考を身に着け
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

グループディスカッション、授業態度、
レポート

10

ディスカッションへの参加状況やグループのレポートの
内容などを評価。

：

％

提出レポート（個人）

20

個人で提出するレポートを評価します。：

％

定期試験

70

講義の内容を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

1530
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化学第7版奈良雅之 医学書院・・ 年・2018

参考文献等

高校時代の教科書や資料集　スベトラーナ・アレクシェビッチ著「チェルノブイリの祈り」岩波現代文庫、　井伏鱒二著「黒い
雨」新潮文庫、　小倉豊文著「絶後の記録」中公文庫、　高木仁三郎著「プルトニウムの恐怖」岩波新書

履修上の注意・備考・メッセージ

高校時代の化学に関する履修状況によらず、講義の内容をしっかり理解してください。放射線について理解を深め、社会的な問
題にも関心を持ってください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション／ Ⅰ化学の基
礎１

高校時代の化学の復習　読書レポート課
題の書籍を入手する

4第 回 時間

小テストについて、読書レポートに
ついて、
物質、三態変化、温度、圧力、原子
、同位体

2 Ⅰ化学の基礎２ 校時代の化学の復習と小テストの復習
読書課題を始める

4第 回 時間

電子、イオン、化学結合
3 Ⅰ化学の基礎３ 化学反応式について授業の復習と小テス

トの復習　読書課題レポートの作成
4第 回 時間

化学反応式、小テスト
4 Ⅱ気体と液体１ 気体の法則について復習、読書課題レ

ポートの作成
4第 回 時間

気体のルール、大気、CO2の増加と
地球環境問題

5 Ⅱ気体と液体２ 地球温暖化の問題について調べる。温暖
化を回避する方法を調べる

4第 回 時間

地球環境問題、温暖化、温暖化回避
6 Ⅱ気体と液体３ 液体の性質について復習。濃度計算に習

熟する
4第 回 時間

液体の性質、濃度計算、ｐｐｍ
7 Ⅱ気体と液体４ 小テストを復習して濃度計算を確実にで

きるようにする
4第 回 時間

希釈、％とモル濃度
8 Ⅱ気体と液体５ 消毒液の希釈など濃度計算を確実にでき

るようにする。読書レポート課題の完成
4第 回 時間

消毒液の濃度と希釈
9 Ⅱ気体と液体６ 酸とアルカリについて理解を深め小テス

トの復習をする　読書課題レポートの提
出

4第 回 時間

コロイド、酸とアルカリ、　読書レ
ポート締切、ミニ読書会、レポート
提出

10 Ⅲ毒物１　周期表 周期表について復習する 4第 回 時間
毒とは？周期表の毒について

11 Ⅲ毒物２　放射線１ 放射線について同位体や半減期などにつ
いて復習する

4第 回 時間

放射線と原発
12 Ⅲ毒物３　放射線２ 福島第一原発の事故について調べる 4第 回 時間

放射線被害、アスベスト、アルコー
ルの毒性

13 Ⅳ有機化学　人間生活と有機化学
１医薬品

様々な医薬品の化学構造を調べる 4第 回 時間

消毒薬・麻酔薬・抗生物質・薬害、
麻酔特許、

14 Ⅵ有機化学　人間生活と有機化学
２農薬・食品添加物・廃棄物

農薬や食品添加物の化学構造を調べる 4第 回 時間

殺虫剤や除草剤、食品添加物、マイ
クロプラスチックとごみ、SDGｓ

1531
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授業科目名 生物（看護学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期１年・看護学部 2

関野高泰

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

看護師として、生命のしくみ、細胞と組織、遺伝と進化など生物学を基盤とする生命科学の知識は必須である。また生物学は、
その発展形としての解剖学、組織学、生理学、生化学と密接に繋がっており、さらに微生物学・免疫学、病理学、薬理学などの
学問分野の基本である。生命の成り立ちや進化、細胞の成り立ちと活動、生命が連続するしくみ、生命が環境の変化に合わせて
生活するしくみについて理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

生物学の発展や細胞、器官につい
て知識を深め、様々な生物現象の
法則性を知り、遺伝の法則や恒常
性、免疫などについて詳しく学
ぶ。

生物学の知識を確実なものとして
解剖学や生理学、微生物学など今
後の学習の基礎とすることができ
る。

汎用的な力

1．全学DP９.役割理解・連携行動 遺伝子疾患の原因となる遺伝子変
異の原因や遺伝の仕方の法則性な
どを理解して、生物学をもとに他
の分野での理解を深めることがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

グループディスカッション、授業態度、
レポート

10

ディスカッションへの参加状況やグループのレポートの
内容などを評価。

：

％

提出レポート（個人）

20

個人で提出するレポートを評価します。：

％

定期試験

70

講義の内容を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

1531
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1532使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

生物学第10版高畑雅一他 医学書院・・ 年・2019

参考文献等

高校時代の教科書や資料集　　　レイチェル・カーソン著「沈黙の春」新潮文庫、　石牟礼道子著「苦界浄土」講談社文庫　、
有吉佐和子著「複合汚染」新潮文庫　、　森本誠一著「悪魔の飽食」角川文庫

履修上の注意・備考・メッセージ

生物学の知識をしっかり身に着け、今後の学習の基礎としてください。また、読書課題などから環境汚染などの社会問題にも関
心を持ってください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、レポート・グ
ループ学習について、講義

高校時代の生物について復習する。読書
レポート課題の書籍を入手する

4第 回 時間

レポート課題の方法、グループ学習
の進め方、課題図書について、０コ
ロナから学ぶ

2 Ⅰ細胞１　細胞の構造・細胞研究・
細胞分裂

細胞や細胞研究の歴史について復習す
る。読書課題を始める

4第 回 時間

高校生物の復習　生物の特徴である
細胞について、構造、研究の歴史や
細胞分裂

3 Ⅰ細胞２　組織、器官、器官系、 組織、器官、器官系などについてまとめ
る。読書課題レポートの作成

4第 回 時間

ヒトの組織、器官、器官系について
、クローン

4 Ⅱ発生と遺伝１　無性生殖と有性生
殖、ＳＧＤ①クローン

クローンについて調べておく。読書課題
レポートの作成

4第 回 時間

生殖方法、幹細胞、分化、ＳＧＤ①
クローンと班発表

5 Ⅱ発生と遺伝２　ヒトの発生 発生について復習する 4第 回 時間
ヒトの発生、ヒトの始まり、メンデ
ル遺伝の復習

6 Ⅱ発生と遺伝３　メンデル遺伝 メンデル遺伝の復習をする。遺伝小テス
トの復習をする。読書課題レポートの完
成

4第 回 時間

メンデル遺伝、遺伝研究の歴史
7 スモールグループディスカッション

読書課題レポート
読書課題レポートの提出 4第 回 時間

各班でお互いの読書課題レポートを
読んで感想を述べあう。課題レポー
トの推薦文を評価して最もよかった
ものを班の代表として発表する。

8 Ⅱ発生と遺伝４　メンデル遺伝、伴
性遺伝

伴性遺伝について調べる。遺伝小テスト
の復習をする

4第 回 時間

メンデル遺伝や伴性遺伝の問題演習
を通して理解を深める。Ｙ染色体

9 Ⅱ発生と遺伝５　ＤＮＡ DMAの複製の仕方について調べる。遺伝小
テストの復習をする

4第 回 時間

ＤＮＡの複製やタンパク質合成の仕
組み、遺伝子としてのＤＮＡの働き

10 Ⅱ発生と遺伝６　突然変異とNIPT 突然変異について調べる。遺伝小テスト
の復習をする

4第 回 時間

突然変異とその原因、ＮＩＰＴと優
生学

11 Ⅲ恒常性１　体液（血液） 血液の働き、循環器系器官の働き、排出
系器官の働きなどについて調べる

4第 回 時間

血液の成分や働き、循環器系、排出
器系、腎臓・肝臓の働き

12 Ⅲ恒常性２　感覚器・神経・脳 神経系の働き、脳の構造と働きについて
調べる

4第 回 時間

神経細胞の特徴や感覚器、脳の構造
や働き、脳死移植と臓器売買

13 Ⅲ恒常性３　ホルモン ホルモンについて調べる 4第 回 時間
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内分泌系器官とホルモンの働き、ホ
ルモンによる調節

14 Ⅲ恒常性４　免疫 免疫について調べる 4第 回 時間
生体防御の仕組み、アレルギー・ワ
クチン、ｍＲＮＡワクチン

1532
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授業科目名 生命倫理（看護学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期１年・看護学部 １

関野高泰

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代の医学・医療の発展と価値観の多様化に伴い、様々な生命倫理上の諸問題が発生し、医療者と患者の関係も変化しつつあ
る。これを踏まえて、臨床的な観点から、「生命倫理」について考え、より良い医療および看護を志向する。同時に、日本にお
ける医療の歴史や「風土」に根ざした生命観、健康観についても考える。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

生命倫理学の考え方の基本を理解
して、具体的な問題として安楽死
の問題を取り上げて考える。

生命倫理学全般から医療・看護倫
理学の実際の問題を現場で考える
ことができる。

汎用的な力

1．全学DP９.役割理解・連携行動 他の医療専門職と協調して看護を
行うにはどうすればいいのかを考
えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

グループディスカッション　授業態度

40

ディスカッションへの参加状況やグループのレポートの
内容を評価します

：

％

提出レポート

60

個人で提出するレポートを評価します：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

看護倫理第２版宮坂道夫　他 医学書院・・ 年・2018

1532

- 369 -



参考文献等

森鴎外著　「高瀬舟」各出版社　　加藤尚武著　「現代倫理学入門」講談社学術文庫　　　グレゴリー・Eペンス著「医療倫理
１・２」みすず書房　　加藤・加茂著「生命倫理学を学ぶ人のために」世界思想社　ドルトン・トランボ著「ジョニーは戦場に
行った」角川文庫

履修上の注意・備考・メッセージ

短い時間ですが医療と倫理の問題を考えるきっかけとしてください

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション／Ⅰ法・道徳・
倫理

参考図書「高瀬舟」を入手する 4第 回 時間

レポートについて、スモールグルー
プディスカッション（SGD）につい
て
法と道徳と倫理、カントとミル、医
療倫理の4原則

2 Ⅰ法・道徳・倫理　２ プライベートライアン全編を視聴する
（できれば）　「高瀬舟」を読む

4第 回 時間

スモールグループディスカッション
（SGD）と班発表、レポート提出

3 Ⅱ研究倫理とインフォームド・コン
セント

「高瀬舟」のレポート作成 4第 回 時間

ニュルンベルク裁判、７３１部隊、
九大人体実験、ヒトチャレンジ治験
など。ヘルシンキ宣言、IC、パター
ナリズムについて

4 Ⅲ安楽死１ 「高瀬舟」のレポート提出 4第 回 時間
高瀬舟」レポート提出、スモールグ
ループディスカッション、カレン・
アン・クインラン事件、東海大学安
楽死事件、京都安楽死事件など

5 Ⅲ安楽死２ 安楽死について調べる 4第 回 時間
安楽死の分類について

6 Ⅲ安楽死３ 「海を飛ぶ夢」レポート作成 4第 回 時間
安楽死スモールグループディスカッ
ション、レポート提出と班発表

7 Ⅳ医療人の倫理 「海を飛ぶ夢」レポート提出 4第 回 時間
新津春子氏、長尾能雅氏の仕事と倫
理について
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授業科目名 大阪の風土と文化

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

彦坂真一郎

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

伝統芸能である「落語」を教材に、滑稽なストーリーの底流にある大阪の歴史や文化の実相を探究する。落語に登場する地名や
人名、出来事は、歴史的な事実を踏まえた内容を含んでおり、それらのゆかりの場所を訪ねた記録を基に解説することで、大阪
の歴史に親しむ。落語の舞台は、江戸時代～昭和初期の風俗を描くが、ゆかりの地には古代から戦国時代の歴史につながるエピ
ソードを見つけることができ、滑稽話を契機に様々な側面に興味を持たせることも狙いとする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 伝統芸能の中に織り込まれた大阪
の文化、歴史の諸相を読み解き、
「笑い」の文化が多角的な教養に
支えられていることを理解でき
る。

日常的に接する「街並み」の中に
埋もれた歴史エピソードに気付
き、大阪の歴史、文化を理解でき
る。

汎用的な力

1．全学DP10.忠恕の心 一人で何役も演じ分ける落語を聴
き、理解、追体験することで、
様々な立場を理解できる人間性を
養う。

2．全学DP４.課題発見 身近に存在する伝承や史跡に気付
き、郷土の風土を理解する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・eラーニング、反転授業

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

各講義の理解を確かめる選択形式の課題

40

毎回の授業を視聴して、テキストを参考に回答できる課
題を出題する。

：

％

定期試験　学期末のレポート提出

60

授業の内容について、最も関心のある演目をあげ、自身
でさらに深めた内容や感想をレポートとする。

：

％

1601
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1606

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

笑福亭純瓶と行く　上方
噺三十六景　落語散策そ
ぞろ歩き

狐狸窟彦兵衛 レベル・・ 年・2018

参考文献等

桂米朝著 米朝ばなし　上方落語地図　（講談社文庫）２００２年
本渡章著 大阪名所むかし案内　絵とき「摂津名所図会」（創元社）２００６年、大阪古地図むかし案内:読み解き大坂大絵図
（創元社）　２０１０年、続・大阪古地図むかし案内―明治～昭和初期編　（創元社）２０１１年、続々・大阪古地図むかし案
内:戦中~昭和中期編　（創元社）２０１３年 図典「摂津名所図会」を読む――大阪名所むかし案内（創元社）２０２０年
喜田川守貞著　宇佐美英機校訂「近世風俗志」（一）～（五）２００２年
牧村史陽編　大阪ことば事典　（講談社学術文庫）１９８７年
四代目旭堂南陵著　事典にない大阪弁　絶滅危惧種の大阪ことば増補改訂版（浪速社）２０１９年
橋爪節也編著　原寸復刻「浪花百景」修整（創元社）２０２０年
安楽庵策伝著　宮尾與男訳注　醒睡笑　全訳注」（講談社学術文庫）２０１８年
薮田貫著　武士の町　大坂　（講談社学術文庫）２０２０年
他

履修上の注意・備考・メッセージ

落語の演目と解説を映像で提供するが、テキストや、参考文献を通してより深い理解をするように心がける。不確かなネット情
報に依存しないように注意する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： メールで受け付ける。

場所： Google　classroomを活用する

備考・注意事項： Google　classroomを活用する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 「時うどん」江戸時代の時間とお金
について

授業を復習する。滑稽話の中に含まれる
史実を読み解き、経済や生活の変遷を理
解する。

4第 回 時間

授業ガイダンスで、なぜ落語を教材
とするかを説明し、古典芸能の「笑
い」と「歴史」の関係を解説する。
その後「時うどん」の映像を視聴し
、江戸時代の時間や貨幣価値につい
て説明する。

2 「あみだ池」難波の堀江の物語 授業を復習する。滑稽話の中に含まれる
史実を読み解き、経済や生活の変遷を理
解する。大阪が「天下の台所」と言われ
たのはなぜかなどを考察する。

4第 回 時間

落語映像「あみだ池」を視聴し、善
光寺の縁起にある伝承の地「難波の
堀江」と、和光寺の「あみだ池」の
関係を解説する。仏教伝来の古代史
にさかのぼる伝承と史実の違いなど
を考察する。また大阪市西部の埋め
立てと市街地形成などの推移を検討
する。また、メディアリテラシーに
ついて言及する。

3 「へっつい幽霊」庶民の暮らしを考
える

授業を復習する。江戸時代の庶民生活に
ついて考察する。日用品の名称や用法な
どについて理解する。

4第 回 時間

落語映像「へっつい幽霊」を視聴、
長屋の構造や身分社会について解説
する。「貧乏長屋」と「豪商」「家
主（いえぬし）」など落語主人公た
ちの人間関係を解明する。さらに江
戸時代の社会がリサイクル社会であ
ったことなど庶民の暮らしのあり方
を考察する。

4 「住吉駕籠」住吉大社は古代の国際
港

授業を復習する。江戸時代の様々な階層
の生活について理解する。住吉大社にゆ
かりのある古代史、民間伝承についても
考察する。

4第 回 時間

落語映像「住吉駕籠」を視聴し、遣
隋使、遣唐使の出港地ともなった古
代の国際港「すみのえ」の地の地理
的、歴史的意味を解説。古代の大阪
の地形などについて言及する。
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5 「野崎詣り」水郷地帯だった河内の

歴史と風土
授業を復習する。河内地方の地理的特色
について考察する。民間伝承や地域の風
土について理解を深める。

4第 回 時間

落語映像「野崎詣り」を視聴し、か
つて大和川が生駒山西麓を北上し、
水郷地帯を形成していた歴史を振り
返り、新田開発などによって干拓さ
れ、街づくりが行われた歴史を考え
る。また「お染久松の悲恋」の演劇
化した「新版歌祭文」に触れ、と江
戸時代の情報媒体「歌祭文」と演劇
の関係を紹介する。

6 「初天神」天神信仰と菅原道真の足
跡

授業を復習する。「難波宮」にさかのぼ
る、大阪の歴史についても理解する。

4第 回 時間

落語映像「初天神」を視聴し、菅原
道真の足跡と「天神信仰」について
解説する。もと難波宮の守護神だっ
た「大将軍社」の存在に触れ、「神
社」の信仰の意味の変遷をたどる。
また、庶民に開放されていた「城の
馬場」について解説する。

7 「天神山」葛葉伝説と人形浄瑠璃を
取り入れた笑いの世界

授業を復習する。文楽「蘆屋道満大内
鑑」を下敷きにした滑稽話について、民
間伝承を含めて落語にどのように反映さ
れているかを考察する。

4第 回 時間

落語映像「天神山」を視聴する。幽
霊や狐が活躍する荒唐無稽な話だが
、人形浄瑠璃にもなった「葛葉伝説
」が下敷きになっている。パロディ
が形成される文化的な背景などにつ
いて解説する。また舞台の一心寺、
安居神社が大阪の陣の古戦場として
さまざまな伝承があることを解説す
る。

8 「雁風呂」豪商は如何に形成された
か

授業を復習する。滑稽話の中に含まれる
史実とフィクションの妙を理解する。
「天下の台所」とされた大阪経済の根源
を考える。

4第 回 時間

落語「雁風呂」を聞き、江戸時代初
めの豪商が形成される過程を理解し
、米市場の開設や淀屋橋架橋など、
「商人の町大坂」の基盤を作りなが
ら「闕所（取り潰し）」となった淀
屋の興亡と、鴻池や炭路もの勃興な
ど天下の財政を握っていく商人の富
の蓄積について考える。

9 「船弁慶」水の都大川の納涼風景 授業を復習する。滑稽話の中に含まれる
史実を読み解き、経済や生活の変遷を理
解する。古代にさかのぼる大阪の歴史や
文化を考える。

4第 回 時間

落語映像「船弁慶」を視聴し、大川
(淀川)で繰り広げられた納涼風景を
追体験する。また、ストーリーに取
り込まれた歌舞伎や能の「船弁慶」
に言及し、かつて庶民も嗜んだ古典
芸能の「深み」を味わう。淀川治水
の歴史や沿岸風景の変遷についても
言及する。

10 「まめだ」芝居の町、道頓堀 授業を復習する。庶民の娯楽の「芝居」
がどのように提供され発達したかなど、
古典文化を理解する。

4第 回 時間

落語映像「まめだ」を視聴し、芝居
の町道頓堀の形成史を考える。成安
道頓による道頓堀開削と、大坂の陣
の後の徳川氏による大阪復興の歴史
を振り返る。文楽や歌舞伎など演劇
、芸能の発信地だった道頓堀の変遷
を考察して、「大阪文化」「上方文
化」とは何かを考える。

11 「佐々木裁き」奉行所はどこにあっ
たか

授業を復習する。滑稽話の中に含まれる
史実を読み解き、経済や生活の変遷を理
解する。町人の町であると同時に「武
士」も様々にかかわった様子を理解す
る。

4第 回 時間
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落語映像「佐々木裁き」を視聴し、
江戸時代の行政、司法の長だった町
奉行の役割や、商人の町大阪におけ
る「侍」の姿を考察する。また、江
戸幕府瓦解の遠因となったとされる
大塩平八郎の乱についても考察する
。

12 「池田の猪買い」大阪から池田は
「旅」だった

授業を復習する。昔の「旅」の実像をし
り、大阪と周辺地域の関係などについて
考察する。また当時の交通手段、街道の
分布などを考察する。

4第 回 時間

落語「池田の猪買い」を聴き、能勢
街道を往来した文物を検討する。古
代から近現代にかけての淀川の風景
の変遷や古代における大陸からの文
化伝承などを考察する。

13 「いらち俥」大大阪時代とは何か 授業を復習する。「近代」に焦点を当
て、大阪の都市の変遷について考察す
る。

4第 回 時間

落語映像「いらち俥」を視聴し、「
人力車」の活躍した時代の大阪の近
代化を読み解く。人力車、路面電車
、巡航船など近代の交通機関の変遷
を追いながら、「大大阪時代」と呼
ばれた大阪の市域拡大と町の変遷を
考える。

14 「天王寺詣り」崇仏論争にさかのぼ
る四天王寺の歴史

授業を復習する。古典芸能に描かれ、
「観光地」でもあった「四天王寺」が、
再三の火災や災害にも乗り越えて復興さ
れてきた歴史と伝統について考察する。

4第 回 時間

落語映像「天王寺詣り」を視聴し、
ストーリーに沿って伽藍配置などを
解説。創建の由来、浄土信仰とのか
かわりなどを解説する。四天王寺の
本来の正門は南大門だが、浄土思想
の伸展にともない西門（さいもん）
が重要な意味を持つようになる。夕
日礼拝の聖地としての上町台地の地
理的、歴史的意味を検討する。
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授業科目名 京都の文化と芸術

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

原山詠子

講義

該当する

美術館学芸員として勤務。日本美術史を専門とし、展覧会の企画や研究、作品の管理を担当。（全14
回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

京都は千年の歴史がはぐくんだ様々な文化遺産を有する都市です。京都の文化遺産の伝統と創造のありようを再確認し、現代に
残された文化や芸術を知ること目指します。美術、宗教、文学などの諸分野、それらが複合的に見られる場としての社寺や美術
館などについて、毎回テーマを定めて講義を進めます。対象に直接ふれる機会として、授業で取り上げる複数の社寺・美術館の
うちの一つの見学を期末レポートの課題（指定された見学先の中から一つを自分で選び、各自で見学、レポートを提出）としま
す。
本科目は全授業をGoogle Classroom（オンデマンドの遠隔授業形式）で行います。授業ファイルを閲覧しながら毎回の授業で求
めるコメントのやりとりを活用し、受講生の考えや経験を共有・検討するアクティブラーニングもとりいれます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 京都と深くかかわる伝統文化、諸
芸術などについて基礎知識を習得
し、それらを楽しむヒントを得
る。

京都についてより親しみと理解を
深め、基礎的な事項が説明でき
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 京都で成立・発展した文化と芸術
についての諸課題を、自らの経験
に基づいて捉えることができる。

2．全学DP６.行動・実践 京都で成立・発展した文化と芸術
について、具体的な文化財や事例
を挙げながらまとめることができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

・原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」としま
す。
なお、本科目はオンデマンドの遠隔授業形式なので、毎回の課題を期限内に提出することで出席とします。
・指定された京都府内の社寺・美術館を各自で見学し、期末レポートを提出すること。提出がなかった場合は
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

10

授業テーマに関する設問に対して毎回コメントを求め、
内容の妥当性や自分の言葉でまとめられているかなどを
、独自のルーブリックに基づいて評価します。質問など
も積極的な授業への参加として評価します。

：

％

1606
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1801
10 ％

授業内課題

40

毎回小テストを実施し、講義内容の理解度などを独自の
ルーブリックに基づいて評価します。

：

％

期末レポート

50

指定された見学先の中から一つを選び、各自で見学をし
てレポートを作成すること。課題の条件を満たしている
か、見学で得た知見が充分に反映されているかなどを独
自のルーブリックに基づいて評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

毎回、テーマに沿った参考文献を授業中に紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は全14回の授業をGoogle Classroom（オンデマンドの遠隔授業形式）で行います。
・本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回5時間程度の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・講義では、多くの文化財、作品、資料を紹介します。より深い理解と知識獲得のために、配布資料や講義で紹介した参考文献
などを適宜利用し、最終課題である期末レポートにおいて、その復習の成果を反映できるように努めてください。
・日頃から関連ニュースに注目したり展覧会に出かけるなど、積極的に文化財に親しむよう心がけてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜日１～2時限

場所： Google Classroom、Gmail

備考・注意事項： Google Classroom上、またはGmailで受け付けます。返信は基本的に授業期
間中の月曜日1～2時限とその授業前後に行います。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 [ガイダンス]授業の進め方と目標 配布資料をもとに、今後の授業の進め方
や諸注意事項、授業の目標などについて
よく確認しておく。 次回の授業テーマに
ついて調べ、自分なりのイメージを持っ
ておく。【キーワード：平安貴族の文
化、国風文化、源氏物語】

5第 回 時間

・授業の進め方とシラバスの確認：
Google Classroomにおける授業の進
め方、出欠の取り方、成績評価など
について確認します。
・授業の目標と意義：この授業で何
を学び、何を身につけることが目標
なのか確認します。

2 [古代]源氏物語と平安貴族 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：京都の年中
行事、五節句、祇園祭】

5第 回 時間

・平安貴族の文化：平安時代の京都
において、文化の担い手は平安貴族
たちでした。彼らの価値観や文化・
風俗がどのように変化したか学びま
す。
・『源氏物語』の中の平安貴族：『
源氏物語』から平安貴族の美の価値
観を読み取り、関連作品を味わいま
しょう。

3 [中世～現代]京都の年中行事と祭礼 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：平等院鳳凰
堂、末法思想、浄土信仰】

5第 回 時間
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・京都を彩る年中行事と五節句：古
来より京都で行われてきた五節句の
行事と、その由来や意味について学
びます。
・祇園祭：京都三大祭の一つである
祇園祭の歴史や縁起を学び、実際の
祭の様子を確認します。

4 [中世]平等院鳳凰堂と阿弥陀信仰 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：三十三間
堂、千手観音菩薩、仏像の分類】

5第 回 時間

・☆平等院鳳凰堂（見学対象の一つ
）の歴史：京都の宇治にある平等院
鳳凰堂について、成立の歴史的背景
を学びます。
・阿弥陀信仰：阿弥陀信仰とはどの
ような信仰なのか、流行した社会背
景を踏まえながら、当時の人々の生
と死に対する考え方を学びます。

5 [中世～近世]三十三間堂と仏像の基
礎知識

配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：室町文化、
会所と唐物、禅林美術】

5第 回 時間

・☆三十三間堂（見学対象の一つ）
の歴史：三十三間堂の創建以来の歴
史を確認し、所蔵されている文化財
の数々について学びます。
・仏像鑑賞の基礎知識：三十三間堂
には国宝「千手観音像」をはじめ、
多くの仏像が安置されています。仏
像を鑑賞するための基礎知識を学び
ましょう。

6 [中世～近世]室町文化と禅宗 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：二条城二の
丸御殿の障壁画、狩野探幽、後水尾天皇
の二条城行幸】

5第 回 時間

・足利将軍と室町文化（☆銀閣寺は
見学対象の一つ）：三代将軍義満と
八代将軍義政を中心に成立した室町
文化は、その後の日本美術の規範に
もなっています。これらの文化の成
立過程を確認しましょう。
・禅宗の美術：日本中世における禅
宗の歴史と、禅宗寺院において生み
出された禅林美術について学びます
。

7 [近世]二条城と徳川政権 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：東京奠都
（とうきょうてんと）、番組小学校、辰
野金吾】

5第 回 時間

・京都における徳川将軍の居城「二
条城」（☆二条城は見学対象の一つ
）：京都において徳川幕府の繁栄と
終焉を見届けた城郭、二条城につい
て学びます。特に、国宝「二の丸御
殿」の構造と障壁画の役割、狩野派
と狩野探幽、後水尾天皇の行幸につ
いて注目しましょう。
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8 [近代～現代]明治時代の京都 配布資料をもとに今回のテーマを自分な

りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：洛、屏風の
仕組み、舟木本】 学期末レポートについ
て、見学先を決定する。

5第 回 時間

・近代京都の産業と教育（☆京都市
学校歴史博物館は見学対象の一つ）
：明治維新を迎えると、京都は都市
としての衰退の危機に直面します。
この局面から立ち直るための鍵とな
った、京都の近代産業と教育につい
て学びます。
・京都の近代建築：京都の都市とし
ての復興に伴い、近代京都の街並は
西洋建築化が進みます。京都の代表
的な近代建築物について確認しまし
ょう。

9 [近世]洛中洛外図にみる京都 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：わび茶、千
利休、利休好みの茶道具】 学期末レポー
トの準備・作成を進める。

5第 回 時間

・「洛中」と「洛外」：「洛中洛外
図」とは京都の景観を描いた絵のこ
とです。「洛」とは何なのか、京都
の歴史を踏まえながら、「洛中」と
「洛外」について学びます。
・「洛中洛外図屏風」：「洛中」と
「洛外」の様子を屏風に描いた「洛
中洛外図屏風」は百数十点が現存し
ています。特に優れた作品である国
宝「舟木本」を味わいましょう。

10 [近世～現代]京都と茶の湯 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：京都画壇、
円山応挙、円山四条派】 学期末レポート
の準備・作成を進める。

5第 回 時間

・茶の湯の歴史：中国宋時代に主流
であった喫茶文化は、日本に伝わる
と京都を中心に発展しました。日本
を代表する文化、茶の湯の歴史を学
びます。
・利休の茶の湯：茶聖ともよばれる
千利休は、卓越した感性で現在の茶
の湯のかたちをつくりあげ、その精
神は現在にまで受け継がれています
。利休の茶室や茶道具を味わいまし
ょう。

11 [近代]円山四条派と京都画壇 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：出雲の阿
国、和事と荒事、時代物と世話物】 学期
末レポートの準備・作成を進める。

5第 回 時間
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・円山四条派の誕生と発展：18世紀
後半、京都の絵画界を大きく変化さ
せた円山応挙と、その弟子の呉春を
筆頭とする、円山四条派について学
びます。
・明治以降の京都画壇：円山四条派
の影響は、近代以降も京都画壇に大
きな影響を及ぼしました。近代化さ
れる美術教育の中で誕生した、京都
画壇の絵師たちについて確認しまし
ょう。

12 [近世～現代]京都と歌舞伎 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：京都の花
街、舞妓と芸妓、舞妓をテーマにした作
品】 学期末レポートの準備・作成を進め
る。

5第 回 時間

・歌舞伎の歴史：京都で誕生した歌
舞伎は、上方と江戸でそれぞれ独自
の発展を遂げました。歌舞伎成立の
歴史を確認し、現代の歌舞伎にどう
つながっているのかを学びます。

13 [近現代]京都の花街 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 次回の授業テーマ
について調べ、自分なりのイメージを
持っておく。【キーワード：安楽庵策伝
（あんらくあんさくでん）、上方落語、
落語「京の茶漬け」】 学期末レポートの
準備・作成を進める。

5第 回 時間

・花街と舞妓：京都には花街と呼ば
れる場所があり、今もなお伝統が受
け継がれています。花街と、そこに
生きる舞妓と芸妓について学びます
。
・絵画に見る舞妓イメージ：舞妓は
明治時代中頃から絵画の画題として
本格的に描かれはじめました。舞妓
のイメージがどのように捉えられた
か、作品を通じて確認しましょう。

14 [近世～現代]京都と落語 配布資料をもとに今回のテーマを自分な
りに整理し、関連する文化財を挙げなが
ら自分の言葉で説明できるように復習し
ておく。また、他の受講生の前回のコメ
ントを読み、自分のコメントと比較しな
がら考えを補強する。 学期末レポートを
完成させる。

5第 回 時間

・落語の歴史：上方落語といえば現
在は大阪が中心とされますが、その
起源は京都に辿ることができます。
落語の誕生と成立過程について確認
し、現代の落語にどうつながってい
るのかを学びます。

1801
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授業科目名 スポーツ演習Ⅰ（ヨガ・ピラティス）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

坂元紹子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

現代人の健康法として人気の高まっているヨガやピラティスを実践していく中で、自分の内側に目を向け、心と身体を整えるた
めの課題をみつける。日頃抱えている身体問題（腰痛、肩凝り、冷え性など）の解消や身体機能の向上を目指す。ヨガではポー
ズ（アーサナ）や呼吸法（プラーナーヤーマ）などを通して、自らの心身のバランスを保ちコントロールしていくこと、また他
者を受入れ、他者とのコミュニケーション能力を高めていくことを習得する。ピラティスでは、基本動作を理解習得しながら、
しなやかで強く美しい身体づくりの方法を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル ヨガ・ピラティスの基本理念・動
作を理解習 得し、自らの心身の健
康保持に繋げることができる。

ヨガ・ピラティスの基本理念・動
作を理解習得できる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 運動学習での気付きを、主体的に
生活にいかし、自らの身体課題を
設定・克服できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

実技

20

ヨガ・ピラティスに関する基礎的・基本的理念や動作を
身につけているかを評価する。

：

％

取り組み姿勢、協力度、授業態度

50

積極的に授業に参加し、協力して活動できているか評価
する。

：

％

1801
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50 ％

学習記録、レポート

15

授業毎の学習記録から評価する：

％

試験（レポート）

15

授業期間終了後に課す当初目標に対する到達状況の自己
判定、レポートから評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中の適宜配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業前後

場所： 授業場所

備考・注意事項： 初回の授業時にアナウンスします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：ヨガ・ピラ
ティスの特徴を理解する。

授業概要について理解し、次回の授業に
向けて準備をする。自分の健康課題につ
いて検討する。

1第 回 時間

授業概要、授業計画、授業形態、評
価方法、履修上の注意などに つい
て説明する。
ヨガ・ピラティスの特徴を紹介する
。

2 ヨガとは 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常的実施、ストレッチやトレーニン
グ）

1第 回 時間

ヨガの歴史、哲学、効果、ヨガセラ
ピー療法について紹介する。

3 ヨガの種類、呼吸法について 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常的実施、ストレッチやトレーニン
グ）

1第 回 時間

ヨガの重要なポイントのひとつでも
ある呼吸法（プラーナーヤーマ）を
紹介する。
瞑想に趣を持つヨガ、ポーズに趣を
持つヨガについて紹介する。

4 身体の問題とヨガ処方(冷え性、生
理痛）

基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常的実施、ストレッチやトレーニン
グ）

1第 回 時間

冷え性、生理痛等の身体の問題につ
いて症状別対応動作を紹介する。

5 身体の問題とヨガ処方（肩凝り、腰
痛、頭痛）

基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常的実施、ストレッチやトレーニン
グ）

1第 回 時間

歪み、肩凝り、腰痛等の身体の問題
について症状別対応動作を紹介する
。

6 身体問題とヨガ処方（ストレス、不
安、集中）

基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常的実施、ストレッチやトレーニン
グ）

1第 回 時間

ストレス改善、集中力等の身体の問
題について症状別対応動作を紹介す
る。

7 セルフプラグラム作成 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常的実施、ストレッチやトレーニン
グ）

1第 回 時間

心身のバランスを保ちコントロール
するため自分自身の生活の中にヨガ
を取り入れる、セルフプログラムを
作成する。
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8 ピラティスの原則 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング）

1第 回 時間

トレーニングを行う際の原則につい
て紹介する。

9 体幹に関わる筋肉 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング）

1第 回 時間

骨盤、背中を中心に体幹に関わるト
レーニングを紹介する。

10 基礎動作の実施（基本姿勢、仰向
け）

基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング）

1第 回 時間

主に基本姿勢、仰向けでのトレーニ
ングを紹介する。

11 基本動作の実施（座位、うつ伏せ） 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング）

1第 回 時間

主に座位、うつ伏せでのトレーニン
グを紹介する。

12 基礎動作の実施（横向き、立位） 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング）

1第 回 時間

主に横向き、立位でのトレーニング
を紹介する。

13 セルフプログラム作成 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング、
マッサージ）

1第 回 時間

自分自身の身体問題を理解し、生活
習慣を見直しながら運動習慣の構成
として取り入れられそうなセルフプ
ログラムを作成する。

14 学習記録シートのまとめ 基礎体力づくり（授業で紹介した動作の
日常実施、ストレッチやトレーニング）

2第 回 時間

当初の目標に対する自己評価を含め
、学習記録シートを記入し授業全体
のまとめを行う。

1802
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授業科目名 スポーツ演習Ⅰ(卓球)

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

寳学淳郎

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツは人生をより豊かにし、充実したものとする世界共通の人類の文化のひとつである。心身の健全な発達に必要不可欠な
ものであり、人々が生涯にわたってスポーツに親しむことは大きな意義がある。この授業では卓球の実践を通じて、プレイする
ための基礎的なスキル習得及び、生涯スポーツとして実践できるスキルの習得を目指す。種目のルール、試合(ゲーム)に必要な
技能、審判、指導法を理解し、シングルス、ダブルスのそれぞれのスタイルの特徴と面白さを実践を通じて学び、判断力や協調
性といった集団技能を身につけ、スポーツをより楽しむことができるようになることを目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

卓球に関する知識及び実践できる
スキル

卓球に関する知識及び実践のため
のスキルを習得し、指導方法につ
いて理解できる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 卓球における身体運動のメカニズ
ムを理解する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み

50

各回授業への積極的参加（作戦・立案の積極性や試合中
の動き）や授業態度（受講マナー、スマートフォンの使
用や集合時に集まらないなど授業の妨げになるような行
為は減点対象とする。）などをもとに総合評価する。

：

％

授業中の課題レポート

20

指定された内容に従い、正確な文書表現および容易に理
解できるよう、まとめられているかにより評価する。

：

％

期末レポート 14回の授業終了後にレポート実施する。指定された内容
に従い、授業内容を踏まえ、自身の論理的な考察と参考
文献等を用いて論述されているか、文字数や提出期限を
守れているか、以上を総合的に評価し採点する。

：

1802
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30

守れているか、以上を総合的に評価し採点する。

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は１単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
なお、授業開始までに更衣を済ませておき、腕時計やピアスなどの装飾品は実技中に大きな損傷を招く恐れがあるため、全て取
り外すこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間の前後

場所： 授業の実施場所

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンス(卓球の説明、授業のす
すめ方、評価方法)

卓球のルール、試合方法について理解し
ておいくこと。

2第 回 時間

本実技の進め方、実施する競技の説
明、ルール、卓球に必要なスキル等
の説明を行う。

2 ラケットの種類、握り方、フォアハ
ンド・バックハンドの基本的な打ち
方

卓球の特徴を理解し、基本的な打ち方の
練習を行っておくこと。

2第 回 時間

基礎的スキルの習得　・ルールの理
解

3 フォアハンド・バックハンドの打ち
方の練習、サーブの練習、ゲーム

フォアハンド・バックハンドの打ち方の
練習を行っておくこと。

2第 回 時間

基礎的スキルの習得・ルールの理解
(審判)

4 連続ラリーの練習、サーブ、カット
の打ち方、ゲーム

サーブ、カットの打ち方の基本的な技術
の練習を行っておくこと。

2第 回 時間

・基本ストローク(サーブを中心)
・カットの打ち方
・ルールの理解(審判と試合運営)
・試合の展開

5 連続ラリーの練習、様々なサーブの
練習、試合

習得した技術(フォアハンド、バックハン
ド、サーブ、カット)の練習を行っておく
こと。

2第 回 時間

・試合におけるスキルの習得(戦術)
・ルールの理解③(審判と試合運営)
・試合の展開

6 連続ラリーの練習、様々なサーブの
練習、スマッシュの練習、試合

安定した連続ラリーとそれに必要なフッ
トワークの練習を行っておくこと。

2第 回 時間

・安定した連続ラリーの練習
・フットワーク
・スマッシュの練習
・ルールの理解
・試合方法の理解

7 試合の展開、シングルス(リーグ戦)
～前半～

卓球の試合運営(シングルス)を行う上で
必要となるルールの理解、審判の方法を
理解しておくこと。

2第 回 時間

・ルールの理解(審判)
・シングルスの試合運営

8 試合の展開、シングルス(リーグ戦)
～後半～

卓球の試合運営(シングルス)を行う上で
必要となるルールの理解、審判の方法を
理解しておくこと。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(シン
グルスにおける試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)

9 試合の展開、シングルス(レベル別
の対戦形式)

卓球の試合運営(シングルス)を行う上で
必要となるルールの理解、審判の方法を
理解しておくこと。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(シン
グルスにおける試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)
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10 試合の展開、ダブルス(リーグ戦)
～前半～

卓球の試合運営(ダブルス)を行う上で必
要となるルールの理解、審判の方法を理
解しておくこと。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(ダブ
ルスにおける試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)

11 試合の展開、ダブルス(リーグ戦)
～後半～

卓球の試合運営(ダブルス)を行う上で必
要となるルールの理解、審判の方法を理
解しておくこと。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(ダブ
ルスにおける試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)

12 試合の展開、ダブルス(レベル別の
対戦形式)　～前半～

卓球の試合運営(ダブルス)を行う上で必
要となるルールの理解、審判の方法を理
解しておくこと。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(ダブ
ルスにおける試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)

13 試合の展開、ダブルス(レベル別の
対戦形式)　～後半～

試合(ダブルス)を展開運営する上で必要
となるルールの理解、審判の方法を理解
しておくこと。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(ダブ
ルスにおける試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)

14 団体戦 卓球の団体戦のルールを理解しておくこ
と。

2第 回 時間

・卓球に必要なスキルの習得(団体
戦における試合戦術)
・ルールの理解(審判と試合運営)

1803
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授業科目名 スポーツ演習Ⅰ（球技等）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

村田正夫

演習

該当する

本実技を担当（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　スポーツで自分の身体を巧みに動かす能力を高めることで、競技パフォーマンスの向上が期待できる。これにはからだの精妙
な動かし方を、単なる偶発的な動きではなく、反復可能な技として体得する必要がある。この授業では、リズム能力、バランス
能力、変換能力、反応能力、連結能力、定位能力、識別能力について学びつつ、トレーニングを行いながら運動神経の向上を図
り、球技やアルティメットに必要なテクニックを反復練習することで技術を高めていく。また各種のゲームを通してスポーツの
協調性、観察力、判断力、爽快感、達成感を体得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 協働的な学び、自己理解・他者理
解

ゲームや演習を通して協調性、観
察力、判断力を磨きマナーを尊重
して能動的に取り組む。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

自分の身体を巧みに動かす リズム能力、バランス能力、変換
能力、反応能力、連結能力、定位
能力、識別能力を理解し、反復す
ることでスポーツに必要な技能を
獲得する。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 ゲームを通して自分の課題を発
見・検討することができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

本科目で取り扱う競技はチーム競技（バレーボール、アルティメット、フットサル）であり、欠席が生じると
活動に支障をみたすことから原則として毎回出席とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

実技習熟度

30

バレーボール 10％、アルティメット 10％、フットサル
10％とする。各競技の能力を高めるために必要な技術に
ついて独自のルーブリックを用いて評価を行う。

：

％

1803
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期末レポート

30

出題したテーマについてレポートの作成を行う。その成
果物については、独自のルーブリックを用いて評価を行
う。

：

％

授業参加度

40

チームワークの確立度合い（協働・コミュニケーション
・役割・試合での勝利、貢献度）を独自のルーブリック
を用いて評価を行う。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

使用しない。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。実技科目であるため、日ごろより身体のコ
ンディショニングを整え、スポーツの実践をこころがけること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日2限目

場所： 研究室（西館２階　№13）

備考・注意事項： 本授業ではGoogleクラスルームを使用するので、質問などはGoogleクラス
ルームをご利用ください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業概要の説明およびバレーボール
（ゲーム）

バレーボールに必要な敏捷性、瞬発力、
腹 筋・背筋において自分の能力を
チェックして みる。

2第 回 時間

この授業の評価方法、到達目標の説
明後に、グループ分けを行い、ゲー
ムを実施する。
（初回の授業で能力の確認を行う）

2 サーブ練習とゲーム ボールを狙った場所へ正確に打つことが
できるか（識別能力）について課題を確
認する。

2第 回 時間

ゲームを開始するためのプレーであ
るサーブ能力を身につける。ここで
はサーブ打ち方の説明および練習を
行う。

3 パス練習とゲーム ボールの落下地点に正確に入ることがで
きる定位能力、ボールを正確に受け取れ
ることができるかあ（識別能力）につい
て課 題を確認する。

2第 回 時間

安定したパスを出せる能力を身につ
ける。ここではオーバーハンドパス
、アンダーハンドパスの説明および
対人練習を行う。

4 スパイク練習とゲーム スパイク前の助走・ステップなど動作の
タイミングを合わせることができるリズ
ム能力、体を無駄なく動かすことができ
るか（連結能 力）について課題を確認す
る。

2第 回 時間

攻撃の柱であるスパイク能力を身に
つける。ここではスパイクの説明お
よび手投げからのボールを効果的に
打ち込める練習を行う。

5 バレーボール技術習熟度チェック バレーボール競技の成果・課題などにつ
いて個々に振り返りを行う。

2第 回 時間

バレーボール技術におけるパス、ス
パイク、サーブについて習熟度チェ
ックを実施する。

6 アルティメットの説明とゲーム アルティメットに必要な走る・投げる・
跳ぶ といった能力において自分の状態を
チェックしてみる。

2第 回 時間

アルティメット競技のルール説明後
、グループ分けを行いゲームを実施
する。
（初回の授業で能力の確認を行う）

7 スローイング練習とゲーム ディスクを正確に投げることができる識
別能 力について課題を確認する。

2第 回 時間
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マーカーを抜き、見方にパスをつな
ぐためのスローイング能力を身につ
ける。ここでは様々なスローイング
のポイント説明とロールプレイを実
施する。

8 キャッチングおよびカット練習と
ゲーム

ディスクを正確にスローできる識別能
力、ディフェンスで相手の動きに合わせ
て適切に対応する変換能力につい て課題
を確認する。

2第 回 時間

パスされたディスクを受け取るキャ
ッチング能力とカットするディフェ
ンス能力を身につける。ここではキ
ャッチング、カット技術の説明とロ
ールプレーを実施する。

9 アルティメット技術習熟度チェック アルティメット競技について成果・課題
など について個々に振り返りを 行う。

2第 回 時間

アルティメット技術に必要なスロー
イング、キャッチングにおける習熟
度チェックを実施する。

10 フットサルの説明とゲーム ボールタッチ、ド リブル、シュートな
ど、フットサルに必要なボールコント
ロールの正確性を自分でチェックしてみ
る。

2第 回 時間

フットサル競技のルール説明後、グ
ループ分けを行いゲームを実施する
。

11 ドリブル技術とゲーム ドリブル練習を通して状況に応じ、適切
に対 処できる変換能力について課題を確
認する。

2第 回 時間

様々なドリブルの説明とロールプレ
ーの反復練習でドリブルの精度を高
めていく。

12 パス技術とゲーム パス練習を通してボールを左右の足で正
確に扱うことができる識別能力について
課 題を確認する。

2第 回 時間

様々なパスの説明とロールプレーの
反復練習でパスの精度を高めていく
。

13 シュート技術とゲーム 体を無駄なくスムーズに動かすリズム能
力に ついて課題を確認する。

2第 回 時間

サッカーとの違い（コートの狭さや
ゴールの小ささ）を知り、コンパク
トに蹴り込む技術を身につける。

14 フットサル技術習熟度チェック フットサル競技について成果・課題など
につ いて個々に振り返りを行う。

2第 回 時間

フットサル技術におけるボールタッ
チ、ドリブル、シュートについて習
熟度チェックを実施する。

1807
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授業科目名 スポーツ演習Ⅱ（屋外スポーツ等）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1～4年 1

中村公美子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツは，人生をより豊かにし、充実したものとする世界共通の人類の文化のひとつである．心身の健全な発達に必要不可欠
なものであり，人々が生涯にわたってスポーツに親しむことは、大きな意義がある．サッカー・アルティメットの競技特性を踏
まえ，個人技能を身につけるとともに，チームプレー によって養われる判断力や協調性といった集団技能を身につけま，対戦
相手との駆け引きができ，スポーツをより楽しむことができるようになることを目的とします．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル サッカー・アルティメットに関す
る基礎的・専門的な知識と技能
を，ゲームを中心に身に付ける．

サッカー・アルティメットに関す
る知識，個人および集団技能を身
に付け，スポーツをより楽しむこ
とができる．

汎用的な力

1．全学DP９.役割理解・連携行動 積極的に取り組むとともに，個々
の技能をもとに互いに協力し，
チームプレーを行うことができ
る．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなけれ不可とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

30

本講義に関する活動に対しての，積極性・主体性・協同
性について評価する

：

％

実技

30

サッカー・アルティメットに関する基礎的・専門的な知
識と技能を身に付けているか評価する．

：

％

課題・レポート

40

講義内で指定した課題・レポートについて評価する．：

％

1807
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1809

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜日昼休み

場所： 中央館２F個人研究室82

備考・注意事項： 急用に際しては次に連絡をしてください。hougaku@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション，学習ノートの
作成

これまで学んできたサッカーに関する知
識を振り返り，ルールの確認等を行な
う．

2第 回 時間

サッカーのルールを振り返るととも
に，授業計画や注意点など，本講義
の概要を説明する．

2 サッカー　個人基礎技能 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

サッカーの基礎であるパス、ドリブ
ル、シュートなどに関する個人技能
を習得する。

3 サッカー　個人応用技能 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

これまでのサッカーにおける個人技
能を活かし、セットプレーに関する
技能を修得する。

4 サッカー 集団技能 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

サッカーで求められる総合的な能力
向上を目的として、これまでに行っ
た基本的な練習に加えてフォーメー
ションなどについての知識・技能を
修得する。

5 サッカー 戦術 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

これまでの個人・集団技能を活かし
、戦術を考えながらサッカーのミニ
ゲームを楽しむ。

6 サッカー ゲーム 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

班対抗戦等のゲームを通して、総合
的な練習と指導方法について学び、
サッカーを楽しむ。

7 サッカー リーグ戦 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

チーム練習とリーグ戦を通じて、戦
術などを考える力、試合中の動きの
意識や協調性・主体性を養いながら
、サッカーを楽しむ。

8 アルティメットのルール 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

アルティメットを含むフライングデ
ィスクの特性やルールを学ぶ。

9 アルティメット　個人基礎技能 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

フライングディスクの基礎であるデ
ィスクの投げ方、パスワークに関す
る個人技能を修得する。
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10 アルティメット　個人応用技能 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

これまでのフライングディスクにお
ける個人技能を活かし、アルティメ
ットのオフェンス・ディフェンスプ
レーに関する技能を修得する。

11 アルティメット 集団技能 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

アルティメットで求められる総合的
な能力向上を目的として、これまで
に行った基本的な練習に加えてフォ
ーメーションなどについての知識・
技能を修得する。

12 アルティメット 戦術 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

これまでの個人・集団技能を活かし
、戦術を考えながら、アルティメッ
トのミニゲームを楽しむ。

13 アルティメット ゲーム 日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

班対抗戦等のゲームを通して、総合
的な練習と指導方法について学び、
アルティメットを楽しむ。

14 アルティメット リーグ戦、学習
ノートの総括

日常生活において運動による身体活動量
を増やすとともに，講義内で扱った内容
について振り返る．

2第 回 時間

チーム練習とリーグ戦を通じて、戦
術などを考える力、試合中の動きの
意識や協調性・主体性を養いながら
、サッカーを楽しむ。
また、これまでの講義で取り扱った
内容について，学習ノートを使って
，学習成果を振り返る．

1809
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授業科目名 スポーツ演習Ⅱ（体育館等）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 1

村田正夫

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツは人生をより豊かにし、充実したものとする世界共通の人類の文化のひとつである。また、心身の健全な発達に必要不
可欠なものであり、生涯にわたってスポーツに親しむことは大きな意義がある。本授業では様々な種目のスポーツを通じて、自
身の体力の向上を図るのみならず、チームプレーによって養われる集団技能を身につけ、さらに対戦相手との駆け引きができ、
スポーツをより楽しむことができるようになることを目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル スポーツに親しむことを通し、身
体を使った汎用的な技能の修得
し、スポーツの実践能力を磨く。

様々なスポーツに関する知識、個
人および集団技能を身につけ、ス
ポーツをより楽しむことを目指
す。

汎用的な力

1．全学DP９.役割理解・連携行動 スポーツに積極的に取り組むこと
を通じ、個々の技能をもとに互い
に協力し、チームプレーを行うこ
とを目指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

①他者との協力・尊重を図り、積極的なスポーツ活動を実践する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

30

本講義で行う活動における積極性・主体性・協同性につ
いて評価する。

：

％

実技

30

各種スポーツに関する基礎的・専門的な知識と技能を身
につけているか評価する。

：

％

課題・レポート

40

講義内で指定した課題、レポートについて評価する。：

％

1809
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特に指定しない。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学習課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。なお、
授業開始までに更衣を済ませておき、腕時計やピアスなどの装飾品は実技中に大きな損傷を招く恐れがあるため、全て取り外す
こと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日2限目

場所： 研究室（西館２階　№13）

備考・注意事項： 本授業ではGoogleクラスルームを使用するので、質問などはGoogleクラス
ルームをご利用ください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション 講義内で扱った内容について振り返る。 2第 回 時間
授業の進め方や成績評価の方法、受
講マナーについてガイダンスを行う
。また、近年におけるスポーツを取
り巻く環境について理解し、安全か
つ健全にかかわることの意義を学ぶ
。

2 バレーボール　～基礎的技能～ バレーボールのルールを理解する。 2第 回 時間
バレーボールのルールの概略を説明
し、基本技術の動きを修得する。

3 バレーボール　～発展的技能～ バレーボールの戦術を理解する。 2第 回 時間
バレーボールのフォーメーションの
確認やコンビネーションの確認を行
う。

4 バレーボール　～ゲーム～ バレーボールのゲームを理解する。 2第 回 時間
チームに分かれてゲームを展開し、
その中で協調性・主体性を養う。

5 バスケットボール　～基礎的技能～ バスケットボールのルールを理解する。 2第 回 時間
バスケットボールのルールの概略を
説明し、基本技術の動きを修得する
。

6 バスケットボール　～発展的技能～ バスケットボールの戦術を理解する。 2第 回 時間
バスケットボールのフォーメーショ
ンの確認やコンビネーションの確認
を行う。

7 バスケットボール　～ゲーム～ バスケットボールのゲームを理解する。 2第 回 時間
チームに分かれてゲームを展開し、
その中で協調性・主体性を養う。

8 バドミントン　～基礎的技能～ バドミントンのルールを理解する。 2第 回 時間
バドミントンのルールの概略を説明
し、基本技術の動きを修得する。

9 バドミントン　～発展的技能～ バドミントンの戦術を理解する。 2第 回 時間
バドミントンの発展的な攻撃や防御
の練習を行う。

10 バドミントン　～ゲーム～ バドミントンのゲームを理解する。 2第 回 時間
シングルスとダブルスに分かれてゲ
ームを展開する。その中で、協調性
・主体性を養う。

11 フットサル　～基本的技能～ フットサルのルールを理解する。 2第 回 時間
フットサルのルールの概略を説明し
、基本技術の動きを修得する。

12 フットサル　～発展的技能～ フットサルの戦術を理解する。 2第 回 時間
フットサルのフォーメーションの確
認やコンビネーションの確認を行う
。

13 フットサル　～ゲーム～ フットサルのゲームを理解する。 2第 回 時間
チームに分かれてゲームを展開し、
その中で、協調性・主体性を養う。

14 授業の総括 講義内で扱った内容について振り返る。 2第 回 時間
授業で親しんだスポーツの総合的な
振り返りを行う。

1812
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授業科目名 スポーツ演習Ⅱ（体育館等）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 1

坂元紹子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツは人生をより豊かにし、充実したものとする世界共通の人類の文化のひとつである。また、心身の健全な発達に必要不
可欠なものであり、人々が生涯にわたってスポーツに親しむことは大きな意義がある。本授業では様々な種目のスポーツを通じ
て、自身の体力の向上を図るのみならず、チームプレーによって養われる集団技能を身につけ、さらに対戦相手との駆け引きが
でき、スポーツをより楽しむことができるようになることを目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル スポーツに親しむことで、身体を
通しての汎用的な技能の修得や実
践能力を磨くことができる。

様々なスポーツに関する知識、個
人および集団技能を身につけ、ス
ポーツをより楽しむことができ
る。

汎用的な力

1．全学DP９.役割理解・連携行動 積極的に取り組むとともに、個々
の技能をもとに互いに協力し、
チームプレーを行うことができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業態度

30

本講義に関する活動に対しての、積極性・主体性・協同
性について評価する

：

％

実技

30

各種スポーツに関する基礎的・専門的な知識と技能を身
に付けているか評価する

：

％

課題・レポート

40

講義内で指定した課題、レポートについて評価する：

％

1812
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1814
40 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回2時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
なお、授業開始までに更衣を済ませておき、腕時計やピアスなどの装飾品は実技中に大きな損傷を招く恐れがあるため、全て取
り外すこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業時間前後、もしくは、火曜15:00～17:00

場所： 授業場所、もしくは、外林研究室（中央館5階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：近年のスポー
ツを取り巻く環境について。

講義内で扱った内容について振り返る。 2第 回 時間

授業の進め方や成績評価の方法、受
講マナーについてガイダンスを行う
。また、近年におけるスポーツを取
り巻く環境について理解し、安全か
つ健全にかかわることの意義を学ぶ
。

2 バレーボール　～基礎的技能～ バレーボールのルールを理解する。 2第 回 時間
バレーボールのルール概略を説明し
、基本技術の動きを修得する。

3 バレーボール　～発展的技能～ バレーボールの戦術を理解する。 2第 回 時間
バレーボールのフォーメーションの
確認やコンビネーションの確認を行
う。

4 バレーボール　～ゲーム～ バレーボールのゲームを理解する。 2第 回 時間
チームに分かれてゲームを展開し、
そのなかで、協調性・主体性を養う
。

5 バスケットボール　～基礎的技能～ バスケットボールのルールを理解する。 2第 回 時間
バスケットボールのルール概略を説
明し、基本技術の動きを修得する。

6 バスケットボール　～発展的技能～ バスケットボールの戦術を理解する。 2第 回 時間
バスケットボールのフォーメーショ
ンの確認やコンビネーションの確認
を行う。

7 バスケットボール　～ゲーム～ バスケットボールのゲームを理解する。 2第 回 時間
チームに分かれてゲームを展開し、
そのなかで、協調性・主体性を養う
。

8 バドミントン　～基礎的技能～ バドミントンのルールを理解する。 2第 回 時間
バドミントンのルール概略を説明し
、基本技術の動きを修得する。

9 バドミントン　～発展的技能～ バドミントンの戦術を理解する。 2第 回 時間
バドミントンの発展的な攻撃や防御
の練習を行う。

10 バドミントン　～ゲーム～ バドミントンのゲームを理解する。 2第 回 時間
シングルスとダブルスに分かれてゲ
ームを展開する。そのなかで、協調
性・主体性を養う。

11 フットサル　～基礎的技能～ フットサルのルールを理解する。 2第 回 時間
フットサルのルール概略を説明し、
基本技術の動きを修得する。

12 フットサル　～発展的技能～ フットサルの戦術を理解する。 2第 回 時間
フットサルのフォーメーションの確
認やコンビネーションの確認を行う
。

13 フットサル　～ゲーム～ フットサルのゲームを理解する。 2第 回 時間
チームに分かれてゲームを展開し、
そのなかで、協調性・主体性を養う
。
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14 授業の総括 講義内で扱った内容について振り返る。 2第 回 時間
授業内で親しんだスポーツの総合的
振り返りを行う。

1814
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授業科目名 健康科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期／後期1～4年 2

新田明美

講義

該当する

薬剤師、衛生管理者の資格をもち、病院薬剤師、大学院では老年疫学、薬剤疫学研究を行っている。
さらに看護、医学部で公衆衛生学の授業経験がある。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

感染症、海外に行く上で、健康に気を付けること。薬物乱用問題、メンタルヘルス、子どもをとりまく問題、感染症、社会と健
康、薬剤の適正使用等、昨今注目あるいは問題となっているトピックををわかりやすく解説に加え、教員と学生との質疑応答、
各グループごとにプレゼンテーションを行うことで、健康に関する見識を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 健康的な生活を営む上で必要な知
識の習得

日常生活における健康の知識を身
に着けることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 自分自身の生活、行動について振
り帰り、知識を役立つことができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ成績評価を「不可」とする。また、レポート試
験の提出期限は順守すること。提出期限後の提出は無効とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

振り返りシート

80

授業のトピックについて、他人の意見ではなく、自分の
見識でもって記入しているかを評価する。課題の内容と
コメントが剥離している場合は減点、無記入の場合は0点
になるので注意すること

：

％

レポート試験

20

期限内提出のこと。期限後の提出は無効とする。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

東京大学出版会；東京大学医学部健康総合科学科編「社会を変える健康のサイエンス　健康総合科学への21の扉」

履修上の注意・備考・メッセージ

1814
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1815履修上の注意・備考・メッセージ

我々をとりまく健康に関する諸問題について、報道等を通じて常にアンテナを張り、各自の見識をもつこと
尚、授業中のスライド等の写真撮影、録音、録画は厳禁である。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回の授業で示す。

場所： 中央館5階　個人研究室114

備考・注意事項： 来室時には事前にメールでアポイントメントをとること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 健康とは 我々を取り巻く健康に関する諸問題につ
いて、各自の健康意識について振り返り
シートにまとめる。

4第 回 時間

健康とは、健康の定義、健康に影響
を及ぼす因子とは？
ポピュレーションアプローチ、ヘル
スプロモーションとはについて学ぶ
。

2 感染症について①　　―感染症の基
礎知識について―

感染症にはどのようなものがあるか、ま
た予防方法とは）

4第 回 時間

インフルエンザ、ノロウイルス感染
は、毎年冬になると流行する感染症
である。
昨今、エボラ出血熱、MARS（中東呼
吸器症候群）、新型コロナウィルス
感染症等、
日本では流行したことがない感染症
（新興感染症）が世界中で流行し、
世界中を震撼させている。流行して
いる感染症（インフルエンザ等）及
び新興・再興感染症はどのようなも
のがあるか、流行方法、予防方法等
について学習する。

3 感染症について②　-感染症に関す
る我が国の対策、検疫感染症、学校
感染症、院内感染症についてー

感染症について、時事問題等をよく調べ
ておくこと

4第 回 時間

感染症になったら、我が国ではどの
ような対応、対策を行っているか、
さらに、学校感染症や検疫感染症、
院内感染等についても学ぶ。

4 新型コロナウィルス感染症について
①　―新型コロナウィルス感染症の
基礎知識―

COVID-19の発生経緯等時事問題について
調べておく。

4第 回 時間

昨年早々、新型コロナウィルス感染
症が猛威を振るっており、現在もそ
の状況である。
COVID-19はどのようにして発生した
のか、世界では、日本ではその時、
どのような対策をおこなっていたの
かを学ぶ。

5 新型コロナウィルス感染症について
②　　―新型コロナウィルス感染症
の国内外の動向と施策―

COVID－19についての時事問題について学
ぶ。

4第 回 時間

先週に引き続きて、COVID-19の現在
の動向、世界の動向、我が国の施策
等について学ぶ

6 海外渡航上健康ついて留意すべきこ
と①　―海外で気を付けるべき感染
症の基礎―

海外渡航で健康上問題になっていること
を調べる。

4第 回 時間

LCC航空会社の離発着の増大、低コ
ストの旅行プラン等が充実している
昨今、海外渡航はより身近なものに
なっている。海外渡航をする上で、
けが、感染症等の健康上留意すべき
こと、出国する際、現地、さらに帰
国後、留意すべきことについて学習
する。

7 海外渡航上健康ついて留意すべきこ
と②　　―トラベルクリニックとト
ラベルワクチンとは―

当該内容について時事問題を調べること 4第 回 時間

先週に引き続き、海外での感染症で
はどのようなものがあるか、さらに
、トラベルクリニック、トラベルワ
クチンとは何かについて学ぶ。

8 女性と子供と健康 母子保健、少子化対策についてどのよう
なことがあるか調べる。

4第 回 時間
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子どもを産むとき、育てる段階でど
のような制度があるか、さらに少子
化問題についてどのような問題があ
るのか、統計指標を用いながら学ん
でいく。

9 子どもを取り巻く諸問題 児童虐待法、児童虐待についてどのよう
な問題があるのか調べる。

4第 回 時間

子どもをとりまく環境は昔と比べる
と、複雑かつ多様化している。特に
待機児童、少子化、児童虐待、核家
族化は社会問題となっている。これ
らの問題について学習し、上記問題
を解決していくにはどのようなこと
が必要か、考察する。

10 職場と健康について 職場に関する健康についてどのような問
題があるのか調べておく。

4第 回 時間

本講義の受講生の大半は、卒業後、
何らかしらの仕事に従事することに
なる。一方、労働によるけがや病気
、過重労働、ハラスメント等、労働
環境をとりまく諸問題が数多くある
。健康に係る労働関連の法律をはじ
め、将来の就職、就労に向けての準
備として、労働が健康にどのように
かかわってくるのかを学習する

11 グローバルヘルスについて グローバルヘルスについて、時事問題を
調べておく

4第 回 時間

近年グローバルヘルス（国際保健）
について注目されている。国際機関
（WHO、ILO等）とは、我が国の二国
間協力をしているJICAの役割とは、
さらにグローバル化がもたらす健康
問題について学ぶ。

12 医薬品の適正使用について 医薬品の適正使用について、薬害につい
ての諸問題について学ぶこと。

4第 回 時間

現在流通している薬（売薬、医薬品
）の適正使用方法、お薬手帳の使い
方等、我々が知っておくべき内容を
解説する。

13 違法薬物について 違法薬物に関する時事問題について調べ
ておくこと

4第 回 時間

大麻、覚せい剤、合法ドラッグ等の
使用、所持による薬物犯罪が後を絶
たない。違法ドラッグにはどのよう
なものがあり、体にどのような影響
を及ぼすのかを学習する。

14 社会的要因と健康 社会的要因とは何か、それらがどのよう
に影響をおよぼすのかについて調べてお
くこと

4第 回 時間

健康への影響には、文化、制度、宗
教のみならず、昨今、経済、教育、
人のとつながりも影響することが報
告されている。ソーシャルキャピタ
ル、社会経済状況が健康に与える影
響について学ぶ。

1815
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授業科目名 健康科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

羽藤文彦

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

スポーツの実践は個人が健康で豊かな社会生活を営む上で極めて重要な要素となっている。スポーツへの参加は社会性・協調性
等の人格形成に寄与するのみならず、適度な運動を継続することにより生活習慣病の発症予防や改善が可能であり、心身の健康
維持に極めて重要である。本科目では、正常な身体機能とともにスポーツ活動に伴う身体の生理的反応とその意義を講義し、健
康の維持・向上のためのスポーツの意義を学習する。また、スポーツに伴う障害や疾病についても講義し、予防や対応の方法も
学習する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

身体活動に伴う身体の変化や傷病
について理解し、適切な対応がで
きる。

スポーツ活動に伴う身体的トラブ
ルへの対応策を提示できる。

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 現代の社会背景をふまえて健康の
維持・増進におけるスポーツの意
義を理解する。

健康の維持・増進におけるスポー
ツの意義について説明できる。

汎用的な力

1．全学DP８.意思疎通 質問を理解し、適切な回答が出来
る。

2．全学DP10.忠恕の心 受講に適した行動を取ることが出
来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

受講態度

25

授業での問いかけに対する積極性と論理性の２点から評
価する。

：

％

授業内課題

25

期日が守られているか、論理性のある内容になっている
かの観点から評価する。

：

％

期末レポート レポートの形式、期日が守られているか、また内容に関
しては引用文献、理論構築が適切にされているかの観点
から評価する。

：

1815
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1816

50 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

スポーツと法　三村寛一編著　嵯峨野書院：健康・スポーツの科学　三村寛一編著　嵯峨野書院：スポーツ・ヘルスツーリズム
原田宗彦・木村和彦編著　大修館書店

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4時限

場所： 図書館棟3階ラーニングコモンズ

備考・注意事項： 下記のメールアドレスに質問を送って頂いても結構です。
大学のメールアドレス：　hato@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 健康の維持・増進におけるスポーツ
の意義

社会環境と身体活動強度の変遷について
調べる。

4第 回 時間

健康の概念ならびに社会環境と身体
活動の変化について説明し、現代社
会での健康の維持・増進に対するス
ポーツの意義を概説する。

2 体力とは 一般的に（狭義の）体力という言葉が表
す意味と広義の体力の意味を調べる。

4第 回 時間

体力の分類とその内容について概説
する。

3 身体発育とその特性 各年齢層での身体機能の発育・老化の特
性について調べる。

4第 回 時間

乳幼児期から老年期の身体発育・老
化について概説し、各年齢層に適切
な活動様式、スポーツ種目などにつ
いて説明する。

4 身体運動の機構 筋肉・骨格・関節の働き、大脳・小脳・
脊髄の部位と感覚の種類について調べ
る。

4第 回 時間

身体運動がどのようにして行われる
かを神経系、筋骨格系ならびに感覚
器系の関連について概説する。

5 身体運動と循環・呼吸 心臓の構造と血液の成分・役割、気体の
特性、呼吸器系の構造について調べる。

4第 回 時間

心血管系・呼吸器系と運動との関連
について説明する。

6 身体運動と代謝 栄養素とエネルギー産生機構について調
べる。

4第 回 時間

身体運動においてどのような代謝が
行われるかを説明する。

7 有酸素運動と無酸素運動 エネルギー産生と酸素の関連について調
べる。

4第 回 時間

有酸素運動と無酸素運動における身
体活動の相違を説明する。

8 スポーツと栄養 栄養素と身体の構成・機能の関連につい
て調べる。

4第 回 時間

スポーツにおける栄養補給の重要性
について説明する。

9 筋力と技巧性 身体運動の機構について復習し、小脳と
感覚について調べる。

4第 回 時間

筋力の分類について説明し、技巧性
と神経系や感覚器系の関連について
概説する。

10 トレーニングの分類と特徴 トレーニングの種類とそれぞれの特性を
調べる。

4第 回 時間

トレーニングの分類について説明し
、トレーニングの原理・原則と各種
トレーニングの特徴を概説する。

11 成人のスポーツ活動中に多いケガや
病気

各自が経験あるいは居合わせた怪我や事
故についての状況を授業内で発表できる
ようにまとめる。

4第 回 時間
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事故の発生要因について説明し、潜
在的危険の存在について説明し、運
動中に起こり易い病気や怪我とその
予防策を概説する。

12 発育発達期に多い怪我や病気 身体の発達発育の特性について復習し、
まとめを作成する。

4第 回 時間

成人と異なり、乳児期から青年期に
かけた発育発達期に起こりやすい怪
我や病気について、身体発育の特性
を踏まえて概説する。

13 救急処置 緊急時に冷静に救急処置が出来るように
イメージトレーニングによる復習を充分
に行う。

4第 回 時間

意識の確認、呼吸の確認について説
明し、心臓マッサージや人工呼吸法
ならびにAEDの使用法について概説
する。

14 健康の維持・増進に対する施策の現
状と今後の課題

健康の維持・増進のため実施されている
施策について調べ、その実施状況や問題
点についてまとめる。

4第 回 時間

健康の維持・増進に対する施策の現
状について概説し、今後の課題につ
いて意見交換を行う。

1816
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授業科目名 健康科学

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

佐藤愛・臼井達矢

講義

該当する

管理栄養士、公認スポーツ栄養士の資格を持つ。病院の給食施設における傷病者の栄養管理、アス
リートへの栄養サポートの経験があり、スポーツ選手への栄養教育に関する研究を行っている。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

日本は長寿の国で平均寿命は年々延びている。今後の目標は健康寿命の延伸にシフトしており病気の予防が重要視されている。
私たちがこれから健康で長生きするためには、近年、社会問題となっている生活習慣病やその予防に関する基礎知識の習得が必
要である。本講義では、自身の生活習慣を見直し健康管理ができるよう食生活、運動、休養に関する基礎知識の習得を目指す。
さらに、熱中症、貧血、骨障害の予防・対策や、喫煙、飲酒、ストレス等が健康に及ぼす影響についても学習する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 健康に向けた食生活、運動、休養
に関して学ぶ。

健康な生活習慣に関する知識を習
得できる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 自身の生活習慣を振り返り、健康
で長生きするための課題を発見で
きる。

2．全学DP５.計画・立案力 発見した課題の解決に向けて、病
気を予防するための方法を立案で
きる。

3．全学DP６.行動・実践 自身や今後関わる人々に対し、正
しい健康管理を実践することがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

46

講義内容に対する理解度を評価する。：

％

振り返りシート

14

授業内容を踏まえ、独自の考えを掲示できているかを評
価する。これを全14回実施する。

：

％

期末試験

40

講義内容の理解度、知識の習得ができているかを判断す
る。

：

％

1816
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

成和子 編著, 四訂 ライフスキルのための健康科学, 建帛社, 2020年
吉澤みな子他 著, 大学で学ぶ食生活と健康のきほん, 化学同人, 2020年
今村裕行他　著, イラスト スポーツ・運動と栄養―理論と実践―, 東京教学社, 2020年

その他、授業中に適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
※今後の状況に合わせて、授業の順番や内容を一部変更する場合がある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回の授業で伝えます

場所： 初回の授業で伝えます

備考・注意事項： 授業日以外の対応に関しては、授業開始時に説明する。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスと健康科学に関する概説 事前アンケートの実施 4第 回 時間
健康の定義と生活習慣病等について
学ぶ。

2 エネルギー代謝と身体活動 Metsを使用して自身のエネルギー消費量
を調査する

4第 回 時間

1日の総エネルギー消費量の測定方
法について学ぶ。

3 三大栄養素の働き 食事調査を行う 4第 回 時間
炭水化物・脂質・たんぱく質の働き
や豊富な食品について学ぶ。

4 ビタミン・ミネラルの働き 自身の食塩のとり方を振り返る 4第 回 時間
ビタミン・ミネラルの働きや豊富な
食品について学ぶ。

5 食事の評価と計画 食事バランスガイドを活用して食事計画
を行う

4第 回 時間

食事の評価と計画について学ぶ。
6 水の役割と熱中症の対策 自身に必要な水分の必要量を振り返る 4第 回 時間

水の役割と熱中症について理解し、
水分補給方法を学ぶ。

7 食生活と安全 授業内容（調理の基本・食中毒予防・食
品表示）について振り返る

4第 回 時間

調理の基本・食中毒予防・食品表示
について学ぶ。

8 身体組成とウエイトコントロール 減量に関するケーススタディの実施 4第 回 時間
身体組成を把握する方法とウエイト
コントロールについて学ぶ。

9 スポーツ選手に多い栄養障害とその
対策

授業内容（骨障害、貧血）について振り
返る

4第 回 時間

スポーツ選手に多い栄養障害（骨障
害・貧血）について学ぶ。

10 ライフステージと健康 -成人期・妊
娠期・更年期-

妊娠期に注意が必要な栄養について考え
る

4第 回 時間

成人期・妊娠期・更年期の健康課題
について学ぶ。

11 喫煙と飲酒 多量の飲酒、喫煙をしている人への効果
的なアプローチを考える

4第 回 時間

喫煙と飲酒について学ぶ。
12 睡眠と健康 自身の睡眠の質を高めるための方法を考

える
4第 回 時間

健康のための睡眠について学ぶ。
13 こころの健康 ストレスとのつきあい方を考える 4第 回 時間

ストレス過多によるうつ病や睡眠障
害、燃え尽き症候群等について学ぶ
。

14 まとめ ヘルスリテラシーを高める方法について
考える

4第 回 時間

ヘルスリテラシーについて学ぶ。こ
れまでの授業の理解度確認テストを
行う。
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授業科目名 スポーツ演習Ⅰ（教育）

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 1

濱口幹太・坂本拓巳・辻慎太郎・中村公美子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年「運動不足」「体力の低下」「身体活動量の低下」が各年代の生活習慣病の原因であると多くの研究で明らかにされ、改善
しなければいけない問題とされています。特に「運動が嫌い」・「スポーツが苦手」な幼児・児童が増加しており、運動を指導
するだけではなく、楽しさを伝える指導力が重要となってきています。この授業では体力強化･身体づくりはもちろんのこと、
運動やスポーツの楽しさを体感し、子ども達に楽しさを伝えられる人間性を形成します。また、これまでに経験のあるスポーツ
のルールを正しく理解し、スポーツへの知識を深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル バレーボールなどの一般的なス
ポーツを中心に行う。ルールを正
しく理解し、学んだ知識を生かす
ために汎用的な技能や実践能力を
身に着けることができる。

教育者として、自身の体力の維持
増進を図ると同時に、様々な運動
の特性を知り、運動技能を向上さ
すことができる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 健康や体力の維持増進、技術上達
等を各人が体験することができ
る。

2．全学DP８.意思疎通 様々な種目を通してコミュニケー
ション能力を発揮できる。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 実技を通し考えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み状況

60

各回授業への積極的参加（作戦・立案の積極性や試合中
の動き）や授業態度（受講マナー、携帯電話の使用や集
合時に集まらないなど授業の妨げになる行為は減点）な
どをもとに総合評価する。

：

％

授業中の課題レポート

10

指定された内容に沿い、正確な文書表現および容易に理
解できるよう、まとめられているかにより評価する。

：

％
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期末レポート

30

14回の授業終了後にレポートを実施する。指定された内
容に沿い、正確な文書表現および容易に理解できるよう
、まとめられているかにより評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
なお、教育学部指定のトレーニングウェアとシューズを着用し、授業開始までに更衣を済ませておくこと。
また、腕時計やピアスなどの装飾品は実技中に大きな損傷を招く恐れがあるため、全て取り外すこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 必要に応じて声を掛けて下さい。時間調整をします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 講義目的と評価法についてオリエン
テーション

運動の重要性について調べる 1第 回 時間

授業の進め方や成績評価の方法、受
講マナーについてガイダンスを行う
。また、近年において何故運動が重
要視されているのか、さらに、子ど
も達になぜ運動が必要なのか、とい
った運動を何故するのかという根本
を理解する。

2 バスケットボール（１）基礎的技能 バスケットボールのルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し、理解を促す
。また、ボールコントロール、ハン
ドリング技術の向上を目的にパス・
ドリブル・リバウンドなどの基礎的
な動きを練習する。講義の後半から
は班内でのミニゲームを行う。ミニ
ゲームを通してルールを正しく理解
するとともに、個人の技術を向上さ
せる。

3 バスケットボール（２）ゲーム形式
実践練習

授業内で学んだルールを再確認し、理解
する

1第 回 時間

再度ルール説明を行う。シュート技
術の向上を目的に、レイアップシュ
ート・バックシュート・ジャンプシ
ュート・セットシュートなどの練習
を行う。講義の後半からは班対抗の
実践練習を行う。実践練習を通して
チーム内でのコミュニケーションを
図りながら、プレイ中の動きの意識
や協調性・主体性を養う。

4 バスケットボール（３）班対抗ゲー
ム

戦術について調べる 1第 回 時間

バスケットボールで求められる総合
的な能力向上を目的として、これま
でに行ったドリブル・パス・シュー
トなどの一連の動作の練習を行う。
講義の後半からは班対抗のゲームを
行う。試合前に各班で戦略の構築時
間を設け、戦術を考える力を養うと
ともに、班対抗のゲームを通して協
調性・主体性を養う。

5 バレーボール（１）基礎的技能 バレーボールのルールを理解する 1第 回 時間
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ルールの概略を説明し、理解を促す
。また、バレーボールの基本技術の
向上を目的にオーバーハンドパス・
アンダーハンドパス・スパイク・サ
ーブなどの動きを練習する。講義の
後半からは班内でのミニゲームを行
う。ミニゲームを通してルールを正
しく理解するとともに、個人の技術
を向上させる。

6 バレーボール（２）ゲーム形式実践
練習

授業内で学んだルールを再確認し、理解
する

1第 回 時間

再度ルール説明を行う。チーム戦術
の体験を目的に、フォーメーション
の確認やコンビネーションの練習を
行う。講義の後半からは班対抗の実
践練習を行う。実践練習を通してチ
ーム内でのコミュニケーションを図
りながら、プレイ中の動きの意識や
協調性・主体性を養う。

7 バレーボール（３）班対抗ゲーム 戦術について調べる 1第 回 時間
バレーボールで求められる総合的な
能力向上を目的として、これまでに
行ったレシーブ・トス・サーブ・ス
パイクなどの練習を行う。講義の後
半からは班対抗のゲームを行う。試
合前に各班で戦略の構築時間を設け
、戦術を考える力を養うとともに、
班対抗のゲームを通して協調性・主
体性を養う。

8 フットサル（１）基礎的技能 フットサルのルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し、理解を促す
。また、基本技術の向上を目的にキ
ックの仕方（インサイド・トゥー）
・ドリブルなどの基礎的な動きを練
習する。講義の後半からは班内での
ミニゲームを行う。ミニゲームを通
してルールを正しく理解するととも
に、個人の技術を向上させる。

9 フットサル（２）ゲーム形式実践練
習

授業内で学んだルールを再確認し、理解
する

1第 回 時間

再度ルール説明を行う。攻撃のフォ
ーメーションや防御のフォーメーシ
ョンなどの練習を行い、チームごと
の戦術を工夫する一助とする。講義
の後半からは班対抗の実践練習を行
う。実践練習を通してチーム内での
コミュニケーションを図りながら、
プレイ中の動きの意識や協調性・主
体性を養う。

10 フットサル（３）班対抗ゲーム 戦術について調べる 1第 回 時間
フットサルで求められる総合的な能
力向上を目的として、これまでに行
ったドリブル・パス・シュートなど
の練習を行う。講義の後半からは班
対抗のゲームを行う。試合前に各班
で戦略の構築時間を設け、戦術を考
える力を養うとともに、班対抗のゲ
ームを通して協調性・主体性を養う
。

11 卓球（１）基礎的技能 卓球のルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し、理解を促す
。また、卓球の基本技術の向上を目
的にフォアハンド・バックハンドな
どの基礎的な動きを練習する。講義
の後半からは班内でのミニゲーム（
シングルス）を行う。ミニゲームを
通してルールを正しく理解するとと
もに、個人の技術を向上させる。

12 卓球（２）ゲーム形式実践練習 授業内で学んだルールを再確認し、理解
する

1第 回 時間

再度ルール説明を行う。ダブルスで
の動きや連携についての練習を行う
。講義の後半からは班対抗の実践練
習を行う。実践練習を通してチーム
内でのコミュニケーションを図りな
がら、プレイ中の動きの意識や協調
性・主体性を養う。

13 卓球（３）班対抗ゲーム 戦術について調べる 1第 回 時間
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卓球で求められる総合的な能力向上
を目的として、これまでに行ったフ
ォアハンド・バックハンドやダブル
スでの連携などの練習を行う。講義
の後半からは班対抗のゲームを行う
。試合前に各班で戦略の構築時間を
設け、戦術を考える力を養うととも
に、班対抗のゲームを通して協調性
・主体性を養う。

14 総括と質疑応答 授業を振り返り、これまでの内容につい
てまとめる

1第 回 時間

自身の体力と健康意識について振り
返る。

1826
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授業科目名 スポーツ演習Ⅱ（教育）

114

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 1

寳学淳郎・濱口幹太・辻慎太郎・中村公美子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年「運動不足」「体力の低下」「身体活動量の低下」が各年代の生活習慣病の原因であると多くの研究で明らかにされ、改善
しなければいけない問題とされています。特に、「運動が嫌い」・「スポーツが苦手」な幼児・児童・生徒が増加しており、運
動を指導するだけではなく、楽しさを伝える指導力が重要となってきています。スポーツ演習Ⅱでは体力強化･身体づくりはも
ちろんのこと、運動やスポーツの楽しさを体感し、子ども達に楽しさを伝えられる人間を形成します。また、各種目の発展的な
練習方法や試合展開方法について考える機会を授業に取り入れ、実践形式で実施していきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 一般的なスポーツに触れるだけで
はなく、発展的な練習方法や試合
展開を学ぶことで、学んだ知識を
生かすために汎用的な技能や実践
能力を磨く。

教育者として、自身の体力の維持
増進を図ると同時に、様々な運動
の特性を知り、運動技能の向上を
図る。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 健康や体力の維持増進、技術上達
等を各人が体験する。

2．全学DP８.意思疎通 様々な種目を通してコミュニケー
ション能力を育てる。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 実技を通し考える力を体得する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み状況

40

各回授業への積極的参加（作戦・立案の積極性や試合中
の動き）や授業態度（受講マナー、携帯電話の使用や集
合時に集まらないなど授業の妨げになる行為は減点）な
どをもとに総合評価する。

：

％

授業中の課題レポート 指定された内容に沿い、正確な文書表現および容易に理
解できるよう、まとめられているかにより評価する。

：

1826
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20

指定された内容に沿い、正確な文書表現および容易に理
解できるよう、まとめられているかにより評価する。

％

期末レポート

40

14回の授業終了後に、指定された内容に関するレポート
を実施する。レポート内容に沿い、正確な文書表現およ
び容易に理解できるよう、まとめられているかにより評
価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は1単位の科目であるため、平均すると毎回1時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
なお、教育学部指定のトレーニングウェアとシューズを着用し、授業開始までに更衣を済ませておくこと。
また、腕時計やピアスなどの装飾品は実技中に大きな損傷を招く恐れがあるため、全て取り外すこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 必要に応じて声を掛けて下さい。時間調整をします。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 講義目的と評価法についてオリエン
テーション

自身の体力を向上させるためにはどのよ
うな運動を取り入れるべきか考えておく
こと

1第 回 時間

授業の進め方や成績評価の方法、受
講マナーについてガイダンスを行う
。また、近年において運動不足が問
題視されていること、健康増進おい
て求められる運動について理解し、
スポーツの概念や生涯スポーツの大
切さについて学修する。

2 バスケットボール　個人技能練習法 バスケットボールのルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し理解を促す。
また、バスケットボールの基礎的技
術の向上を目的に、ボールハンドリ
ング、シュート、パス、ドリブルの
基礎的な動きの練習とその指導方法
について学修する。

3 バスケットボール　集団技能練習法 バスケットボールの攻撃・防御方法につ
いて調べる

1第 回 時間

バスケットボールで求められる総合
的な能力向上を目的として、これま
でに行った基本的な練習に加えてフ
ォーメーションなどの練習とその指
導方法について学ぶ。講義の後半か
らは班対抗のゲームを行う。

4 バスケットボール　チーム練習・
リーグ戦

バスケットボールの戦術について調べる 1第 回 時間

バスケットボールの攻撃、防御につ
いて総合的な練習と指導方法につい
て学び、チーム練習とリーグ戦を通
じて、戦術などを考える力を養い、
試合中の動きの意識や協調性・主体
性を養う。

5 バレーボール　個人技能練習法 バレーボールのルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し理解を促す。
また、バレーボールの基礎的技術の
向上を目的に、パス、レシープ、ト
ス、アタックの基礎的な動きの練習
とその指導方法について学修する。

6 バレーボール　集団技能練習法 バレーボールの攻撃・防御方法について
調べる

1第 回 時間
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バレーボールで求められる総合的な
能力向上を目的として、これまでに
行った基本的な練習に加えてフォー
メーションなどの練習とその指導方
法について学ぶ。講義の後半からは
班対抗のゲームを行う。

7 バレーボール　チーム練習・リーグ
戦

バレーボールの戦術について調べる 1第 回 時間

バレーボールの攻撃、防御について
総合的な練習と指導方法について学
び、チーム練習とリーグ戦を通じて
、戦術などを考える力を養い、試合
中の動きの意識や協調性・主体性を
養う。

8 バドミントン　個人技能練習法 バドミントンのルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し理解を促す。
また、バドミントンの基礎的技術の
向上を目的に、スマッシュ、クリア
、ドライブ、ドロップの基礎的な動
きの練習とその指導方法について学
修する。

9 バドミントン　集団技能練習法 バドミントンの攻撃・防御方法について
調べる

1第 回 時間

バドミントンで求められる総合的な
能力向上を目的として、これまでに
行った基本的な練習に加えてダブル
スのフォーメーションなどの練習と
その指導方法について学ぶ。講義の
後半からは班対抗のゲームを行う。

10 バドミントン　チーム練習・リーグ
戦

バドミントンの戦術について調べる 1第 回 時間

バドミントンの攻撃、防御について
総合的な練習と指導方法について学
び、チーム練習とリーグ戦を通じて
、戦術などを考える力を養い、試合
中の動きの意識や協調性・主体性を
養う。

11 ハンドボール　個人技能練習法 ハンドボールのルールを理解する 1第 回 時間
ルールの概略を説明し理解を促す。
また、ハンドボールの基礎的技術の
向上を目的に、ドリブル、パス、ス
ローの基礎的な動きの練習とその指
導方法について学修する。

12 ハンドボール　集団技能練習法 ハンドボールの攻撃・防御方法について
調べる

1第 回 時間

ハンドボールで求められる総合的な
能力向上を目的として、これまでに
行った基本的な練習に加えてフォー
メーションなどの練習とその指導方
法について学ぶ。講義の後半からは
班対抗のゲームを行う。

13 ハンドボール　チーム練習・リーグ
戦

ハンドボールの戦術について調べる 1第 回 時間

ハンドボールの攻撃、防御について
総合的な練習と指導方法について学
び、チーム練習とリーグ戦を通じて
、戦術などを考える力を養い、試合
中の動きの意識や協調性・主体性を
養う。

14 総合演習 授業を振り返り、これまでの内容につい
てまとめる

1第 回 時間

これまで授業で学修した種目や内容
について、総合的な演習を企画し実
施する。

1830
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授業科目名 情報リテラシー１（経営・国際観光）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

中井秀樹・吹田のり子・河野幸・酒井真紀

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、本学の学びにおいて必要不可欠なコンピュータスキルの基本を身につけることを目的とする。基本的には、
Windowsパソコンの基本操作、インターネット検索の方法、電子メールを使った文書のやり取り、電子メールやSNSでのマナー、
及び、文書作成ソフトを使った文書表現、表計算ソフトを使ったデータの分析・整理、プレゼンテーションソフトを使った発表
資料の作成のためのMicrosoft Officeのツールハンドリングについて学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 情報リテラシー 文書作成ソフト、電子メール、表
計算ソフトやプレゼンテーション
ソフトの基本的操作ができる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 独力で、課題に対して正確な表現
や、表やグラフを使ってデータ整
理・分析、分かりやすい発表資料
の作成ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回課題を提出すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み状況

12

PC操作に関してのルールを遵守することを標準とし、積
極的に学習しようとしているかを評価する。NESSを積極
的に行っているかも評価する。

：

％

授業内でのPC操作修得状況

36

各授業において文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼ
ンテーションソフト、電子メールの演習課題の完成度を
もとに評価する。

：

％

総合課題の完成度 文書作成ソフト（15%）、表計算ソフト（20%）の各総合
課題で文書表現の正確さ、データ整理の適切さにより評
価する。

：

1830
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1831

35

価する。

％

定期試験

17

プレゼンテーションソフトを使用した試験を実施する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

イチからしっかり学ぶ！
Office基礎と情報モラル
Office365・2019対応
【NESS付】

noa出版・・ 年・2019

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： Classroomのコメント欄等で

場所： Classroom

備考・注意事項： 各クラス、担当講師より授業内で通達する。
また、対面での質問を行いたい場合には、西館3階中井研究室へ（科目担当
者が他者のクラスも含む）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、PCの操作、
Word①入力・修正

テキストの2から26ページまでを授業前に
読み理解しておくこと。

4第 回 時間

【オリエンテーション】
・オリエンテーション
・GoogleClassroomの使い方（ダウ
ンロード、アップロードの仕方）、
画面の見方
・TAサポート、ラーニングコモンズ
について
・マウスの操作方法
・アプリケーションの起動
・ウィンドウの移動とサイズ変更
・エクスプローラーの操作
・ファイルやフォルダーの移動とコ
ピー
・フォルダーの新規作成、保存、削
除
・Gmailの設定、送受信、PCメール
のルール
【Word①】
・Wordの基本操作
・文書の新規作成、Wordの画面構成
、リボンについて
・キーボード配列表、タッチタイピ
ング、ホームポジション
・IMEの設定
・さまざまな文字の入力と変換
・文字の修正
・文書の保存、文書を閉じる、文書
を開く
・範囲設定、変換のタイミング、元
に戻す

2 セキュリティと情報モラル テキストの249から287ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・セキュリティとは
・コンピューターウィルス
・スパイウェア、不正アクセス、フ
ィッシング詐欺
・著作権、知的財産権、個人情報
・ネチケット、ネットコミュニケー
ション

3 Word②チラシ作成-1（書式・表作
成）

テキストの60から80ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間
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・書式(書式とは、フォント、中央
揃え、フォントサイズ、フォントの
色、太字・斜体、下線、インデント
、タブ、均等割り付け)
・表の作成(表の構成要素、表の挿
入、表の範囲指定、表内のカーソル
移動、文字の入力、列幅の変更、セ
ルの結合、表のスタイル、セルの配
置、表の配置)

4 Word③チラシ作成-2（各種オブジェ
クト・印刷）

テキストの60から80ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・ワードアート(ワードアートの挿
入、フォントサイズ、文字の塗りつ
ぶし、文字の効果、位置)
・オンライン画像(オンライン画像
の挿入、文字列の折り返し)
・図の挿入
・図形(図形の挿入、文字の入力)
・ページ罫線
・印刷

5 Word④レポート作成 テキストの81から93ページまでまで読
み、理解しておくこと。 NESSを使用した
復習、タイピング練習

4第 回 時間

・ページ設定
・表紙の作成
・フッター(ページ番号の表示、ペ
ージ番号の書式設定)
・図の挿入
・Excelのグラフの挿入
・引用
・図表番号
・脚注
・参考文献
・スタイル

6 Word⑤Word総合課題 テキストの29から93ページまで復習をし
てくる NESSを使用した復習、タイピング
練習

4第 回 時間

Word総合課題を独力で完成する
7 Excel①表作成-1（基本操作） テキストの99から122ページまで読み、理

解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・Excelの基本操作
・ブックの新規作成、Excelの画面
構成
・範囲指定
・データの入力、訂正、削除
・フォントの設定(フォント・フォ
ントサイズ、太字・斜体、フォント
の色、塗りつぶしの色)

8 Excel②表作成-2（配置・表示形
式）

テキストの99から122ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・配置の設定(セルを結合して中央
揃え、中央揃え、右揃え)
・表示形式の設定(枠区切りスタイ
ル、通貨表示形式、パーセントスタ
イル、小数点以下の表示桁数を増や
す、日付の表示形式の変更)
・罫線
・行の高さや列の幅の変更

9 Excel③計算式-1 テキストの130から152ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・ビジネスで使われる計算式
・数式の入力(数式に使う演算記号
、売上金額の計算、累計の計算、達
成率の計算、前日比の計算、伸び率
の計算、再計算機能)
・数式のコピー(オートフィルを利
用した数式のコピー、複数の数式の
コピー、合計の計算)

10 Excel④ 計算式-2、関数 テキストの130から152ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・相対参照と絶対参照(構成比の計
算、絶対参照を使った数式のコピー
)
・関数の利用(SUM関数、AVERAGE関
数、シートの切り替え、IF関数）
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11 Excel⑤グラフ作成、ページ設定・
印刷

テキストの153から176ページ、123から
128ページまで読み、理解しておくこと。
NESSを使用した復習、タイピング練習

4第 回 時間

・Excelのグラフ
・棒グラフの作成(縦棒グラフの作
成、グラフの移動とサイズ変更、グ
ラフの要素)
・円グラフの作成
・印刷イメージの確認
・ページ設定
・改ページプレビュー

12 Excel⑥、Excel総合課題 テキストの99から176ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・Excel総合課題を独力で完成する
13 PowerPoint① プレゼンテーション

とは、スライド作成-1
テキストの177から219ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・プレゼンテーションとは
・PowerPointの基本操作
・プレゼンテーションの新規作成、
画面構成
・スライドのサイズを変更、スライ
ドのデザインを選ぶ
・文字の入力（タイトルの入力、サ
ブタイトルの入力）
・スライドの作成
・ワードアート（ワードアートの挿
入、ワードアートの編集、プレース
ホルダーの削除）
・SmartArt（SmartArtの挿入、文字
の入力、色とスタイルの変更）
・画像の挿入

14 PowerPoint② スライド作成-2、効
果・発表準備

テキストの222から248ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・Excelの表とグラフの挿入
・図形の作成
・画面切り替え効果
・アニメーション効果（文字に効果
を付ける、SmartArtに効
果を付ける、図形に効果を付ける、
順序の変更）
・スライドショーの実行
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授業科目名 情報リテラシー１（芸術）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

松永順子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業ではコンピュータの基礎知識の習得から、Wordによる文書の作成、PowerPointを用いたプレゼンテーション等を行いま
す。また学校現場で必要となるExcelを使用した表計算も行います。Wordでは、画像の取り扱いなど著作物の取り扱いも学習し
ます。PowerPointでは、自分でシナリオを考え、実際に発表を行います。
教職履修者のみの受講ですので「教職カルテ」の作成を実際に行い、今後の自身の教職履修科目の記載準備をします。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル Wordでの文書作成、Excelでの表計
算やグラフ作成、PowerPointでの
プレゼンテーション

Word,Excel,PowerPointの基本操作
を身に付け、活用することができ
る

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

PowerPointを使って発表 自分の考えを人に伝えることがで
きる

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 与えられたテーマに沿って調査、
資料収集ができる

2．全学DP６.行動・実践 収集した資料をまとめ、プレゼン
テーションを作成することができ
る

3．全学DP７.完遂 人前で自分の考えを発表すること
ができる

4．全学DP８.意思疎通 他者の発表を聞き、講評をするこ
とができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

Word課題

15

ビジネス文書やチラシの作成の課題を提出：

％

1831
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Excel課題

15

表計算やグラフ作成の課題を提出：

％

PowerPoint課題

15

スライド作成と発表、他の発表者に対する質疑応答や講
評を評価

：

％

理解度

25

毎回授業内作成データ提出、講義内容の理解度を確認：

％

授業姿勢

10

自ら学ぼうとする意欲を評価する。私語や携帯操作、居
眠り等、授業内容と関係のないことに関しては禁止。

：

％

試験

20

14回の授業終了後に課題を提出：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

情報リテラシー 入門編富士通エフ・オー・エム株
式会社

FOM出版・・ 年・2020

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回2時間以上の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます。
メールアドレスは matsunaga@g.osaka-seikei.ac.jp です。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 パソコンの基本操作、Windows、
Word

Windowsの操作方法の復習、Wordの基本操
作の復習

2第 回 時間

初心者、中級者に関わらず、本学で
使用するパソコンの使用法を説明。
Windowsの画面構成、操作方法を学
びます。
文章を入力するためタイピングの練
習も行います。
Wordの仕組みを知り、文書入力を行
います。
・情報リテラシー　入門編
Windows編 基本操作
Word編 STEP1 Wordについて

2 Wordを用いて基本的な文書作成 文書入力の復習 2第 回 時間
・情報リテラシー　入門編
Word編 STEP2基本的な文書を作成し
よう

3 Wordを用いて図や表の作成  図や表の作成の復習 2第 回 時間
・情報リテラシー　入門編
Word編 STEP3図や表を挿入しよう、
STEP4文書を印刷しよう

4 Wordを用いて表現力豊かな文書作成 表現力豊かな文書作成の復習 2第 回 時間
・情報リテラシー　入門編
Word編 STEP5表現力をアップする機
能を使ってみよう

5 Wordを用いてビジネス文書の作成、
情報モラル＆情報セキュリティ

ビジネス文書の書き方の復習、課題に向
けての復習

2第 回 時間

・情報リテラシー　入門編
Word編 付録 ビジネス文書の書き方
ネット社会で情報を安全に使いこな
すための、情報モラルや情報セキュ
リティを学びます。

6 Wordを用いて課題作成 文書作成全般の復習 2第 回 時間
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・Word編 課題
Wordを用いて、レポートの作成を行
います

7 Excelを用いて表の作成 表作成の基礎操作の復習 2第 回 時間
Excelの仕組みを知り表計算の基本
操作を学びます
・情報リテラシー　入門編
Excel編 STEP1Excelについて、
STEP2データを入力しよう

8 Excelを用いて表の編集、数式の入
力

数式の入力の復習 2第 回 時間

・情報リテラシー　入門編
Excel編 STEP3表を作成しよう、
STEP4表を編集しよう、
STEP5表を印刷しよう

9 Excelを用いてグラフの作成、デー
タベース操作、複数シー トの操作

グラフ作成、データベース、複数のシー
ト操作の復習

2第 回 時間

・情報リテラシー　入門編
Excel編 STEP6グラフを作成しよう
、
STEP7データベースを操作しよう、
STEP8複数のシートを操作しよう

10 Excelを用いて課題作成 表計算の復習 2第 回 時間
・Excel編 課題
Excelを用いて、表計算やグラフ作
成を行います

11 PowerPointを用いてプレゼンテー
ションの作成

PowerPointの基本操作の復習 2第 回 時間

PowerPointの仕組み、基本操作を学
びます
・情報リテラシー　入門編
PowerPoint編 STEP1 PowerPointに
ついて、
STEP2 プレゼンテーションを作成し
よう、
STEP3 オブジェクトを挿入しよう、
STEP4プレゼンテーションの構成を
変更しよう、
STEP5 プレゼンテーションに動きを
設定しよう

12 PowerPointによるプレゼンテーショ
ン資料の作成(1)資料収集

プレゼン資料の作成、課題制作に向けて
調査・資料収集

2第 回 時間

・情報リテラシー　入門編
PowerPoint編 STEP6 プレゼンテー
ションを印刷しよう、
付録 プレゼンテーションの流れ
・PowerPoint課題制作
テーマ発表、各自制作

13 PowerPointによるプレゼンテーショ
ン資料の作成(2)スライド作成、教
職カルテの作成

プレゼンテーションのリハーサル 2第 回 時間

・PowerPoint課題制作
テーマ再確認、各自制作、発表時の
注意事項
・「教職カルテ」の作成
　氏名等個人情報入力、教職履修科
目を書き進める

14 PowerPointによるプレゼンテーショ
ンの発表課題

他者の発表を参照し、授業への取り組み
を振りかえる

4第 回 時間

・PowerPoint課題
　作成した資料をプロジェクターで
投影して、実際にプレゼンテーショ
ンを行います。授業の最終まとめで
す。
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授業科目名 情報リテラシー１（教育）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

越本博美・河野幸

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、本学の学びにおいて必要不可欠なコンピュータスキルの基本を身につけることを目的とする。基本的には、
Windowsパソコンの基本操作、インターネット検索の方法、電子メールを使った文書のやり取り、電子メールやSNSでのマナー、
及び、文書作成ソフトを使った文書表現、表計算ソフトを使ったデータの分析・整理、プレゼンテーションソフトを使った発表
資料の作成のためのMicrosoft Officeのツールハンドリングについて学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 情報リテラシー 文書作成ソフト、電子メール、表
計算ソフトやプレゼンテーション
ソフトの基本的操作ができる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 独力で、課題に対して正確な表現
や、表やグラフを使ってデータ整
理・分析、分かりやすい発表資料
の作成ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回課題を提出すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み状況

12

PC操作に関してのルールを遵守することを標準とし、積
極的に学習しようとしているかを評価する。NESSを積極
的に行っているかも評価する。

：

％

授業内でのPC操作修得状況

36

各授業において文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼ
ンテーションソフト、電子メールの演習課題の完成度を
もとに評価する。

：

％

総合課題の完成度 文書作成ソフト（15%）、表計算ソフト（20%）の各総合
課題で文書表現の正確さ、データ整理の適切さにより評
価する。

：
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35

価する。

％

定期試験

17

プレゼンテーションソフトを使用した試験を実施する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

イチからしっかり学ぶ！
Office基礎と情報モラル
Office365・2019対応
【NESS付】

noa出版・・ 年・2019

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： Classroomのコメント欄等で

場所： Classroom

備考・注意事項： 各クラス、担当講師より授業内で通達する。
また、対面での質問を行いたい場合には、西館3階中井研究室へ（科目担当
者が他者のクラスも含む）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、PCの操作、
Word①入力・修正

テキストの2から26ページまでを授業前に
読み理解しておくこと。

4第 回 時間

【オリエンテーション】
・オリエンテーション
・GoogleClassroomの使い方（ダウ
ンロード、アップロードの仕方）、
画面の見方
・TAサポート、ラーニングコモンズ
について
・マウスの操作方法
・アプリケーションの起動
・ウィンドウの移動とサイズ変更
・エクスプローラーの操作
・ファイルやフォルダーの移動とコ
ピー
・フォルダーの新規作成、保存、削
除
・Gmailの設定、送受信、PCメール
のルール
【Word①】
・Wordの基本操作
・文書の新規作成、Wordの画面構成
、リボンについて
・キーボード配列表、タッチタイピ
ング、ホームポジション
・IMEの設定
・さまざまな文字の入力と変換
・文字の修正
・文書の保存、文書を閉じる、文書
を開く
・範囲設定、変換のタイミング、元
に戻す

2 セキュリティと情報モラル テキストの249から287ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・セキュリティとは
・コンピューターウィルス
・スパイウェア、不正アクセス、フ
ィッシング詐欺
・著作権、知的財産権、個人情報
・ネチケット、ネットコミュニケー
ション

3 Word②チラシ作成-1（書式・表作
成）

テキストの60から80ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間
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・書式(書式とは、フォント、中央
揃え、フォントサイズ、フォントの
色、太字・斜体、下線、インデント
、タブ、均等割り付け)
・表の作成(表の構成要素、表の挿
入、表の範囲指定、表内のカーソル
移動、文字の入力、列幅の変更、セ
ルの結合、表のスタイル、セルの配
置、表の配置)

4 Word③チラシ作成-2（各種オブジェ
クト・印刷）

テキストの60から80ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・ワードアート(ワードアートの挿
入、フォントサイズ、文字の塗りつ
ぶし、文字の効果、位置)
・オンライン画像(オンライン画像
の挿入、文字列の折り返し)
・図の挿入
・図形(図形の挿入、文字の入力)
・ページ罫線
・印刷

5 Word④レポート作成 テキストの81から93ページまでまで読
み、理解しておくこと。 NESSを使用した
復習、タイピング練習

4第 回 時間

・ページ設定
・表紙の作成
・フッター(ページ番号の表示、ペ
ージ番号の書式設定)
・図の挿入
・Excelのグラフの挿入
・引用
・図表番号
・脚注
・参考文献
・スタイル

6 Word⑤Word総合課題 テキストの29から93ページまで復習をし
てくる NESSを使用した復習、タイピング
練習

4第 回 時間

Word総合課題を独力で完成する
7 Excel①表作成-1（基本操作） テキストの99から122ページまで読み、理

解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・Excelの基本操作
・ブックの新規作成、Excelの画面
構成
・範囲指定
・データの入力、訂正、削除
・フォントの設定(フォント・フォ
ントサイズ、太字・斜体、フォント
の色、塗りつぶしの色)

8 Excel②表作成-2（配置・表示形
式）

テキストの99から122ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・配置の設定(セルを結合して中央
揃え、中央揃え、右揃え)
・表示形式の設定(枠区切りスタイ
ル、通貨表示形式、パーセントスタ
イル、小数点以下の表示桁数を増や
す、日付の表示形式の変更)
・罫線
・行の高さや列の幅の変更

9 Excel③計算式-1 テキストの130から152ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・ビジネスで使われる計算式
・数式の入力(数式に使う演算記号
、売上金額の計算、累計の計算、達
成率の計算、前日比の計算、伸び率
の計算、再計算機能)
・数式のコピー(オートフィルを利
用した数式のコピー、複数の数式の
コピー、合計の計算)

10 Excel④ 計算式-2、関数 テキストの130から152ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・相対参照と絶対参照(構成比の計
算、絶対参照を使った数式のコピー
)
・関数の利用(SUM関数、AVERAGE関
数、シートの切り替え、IF関数）
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11 Excel⑤グラフ作成、ページ設定・
印刷

テキストの153から176ページ、123から
128ページまで読み、理解しておくこと。
NESSを使用した復習、タイピング練習

4第 回 時間

・Excelのグラフ
・棒グラフの作成(縦棒グラフの作
成、グラフの移動とサイズ変更、グ
ラフの要素)
・円グラフの作成
・印刷イメージの確認
・ページ設定
・改ページプレビュー

12 Excel⑥、Excel総合課題 テキストの99から176ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・Excel総合課題を独力で完成する
13 PowerPoint① プレゼンテーション

とは、スライド作成-1
テキストの177から219ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・プレゼンテーションとは
・PowerPointの基本操作
・プレゼンテーションの新規作成、
画面構成
・スライドのサイズを変更、スライ
ドのデザインを選ぶ
・文字の入力（タイトルの入力、サ
ブタイトルの入力）
・スライドの作成
・ワードアート（ワードアートの挿
入、ワードアートの編集、プレース
ホルダーの削除）
・SmartArt（SmartArtの挿入、文字
の入力、色とスタイルの変更）
・画像の挿入

14 PowerPoint② スライド作成-2、効
果・発表準備

テキストの222から248ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・Excelの表とグラフの挿入
・図形の作成
・画面切り替え効果
・アニメーション効果（文字に効果
を付ける、SmartArtに効
果を付ける、図形に効果を付ける、
順序の変更）
・スライドショーの実行

1833
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授業科目名 情報リテラシー１（データサイエンス学部・看護学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 ２

越本博美

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、本学の学びにおいて必要不可欠なコンピュータスキルの基本を身につけることを目的とする。基本的には、
Windowsパソコンの基本操作、インターネット検索の方法、電子メールを使った文書のやり取り、電子メールやSNSでのマナー、
及び、文書作成ソフトを使った文書表現、表計算ソフトを使ったデータの分析・整理、プレゼンテーションソフトを使った発表
資料の作成のためのMicrosoft Officeのツールハンドリングについて学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 情報リテラシー 文書作成ソフト、電子メール、表
計算ソフトやプレゼンテーション
ソフトの基本的操作ができる。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 独力で、課題に対して正確な表現
や、表やグラフを使ってデータ整
理・分析、分かりやすい発表資料
の作成ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回課題を提出すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み状況

12

PC操作に関してのルールを遵守することを標準とし、積
極的に学習しようとしているかを評価する。NESSを積極
的に行っているかも評価する。

：

％

授業内でのPC操作修得状況

36

各授業において文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼ
ンテーションソフト、電子メールの演習課題の完成度を
もとに評価する。

：

％

総合課題の完成度 文書作成ソフト（15%）、表計算ソフト（20%）の各総合
課題で文書表現の正確さ、データ整理の適切さにより評
価する。

：

1833
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35

価する。

％

定期試験

17

プレゼンテーションソフトを使用した試験を実施する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

イチからしっかり学ぶ！
Office基礎と情報モラル
Office365・2019対応
【NESS付】

noa出版・・ 年・2019

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： Classroomのコメント欄等で

場所： Classroom

備考・注意事項： 各クラス、担当講師より授業内で通達する。
また、対面での質問を行いたい場合には、西館3階中井研究室へ（科目担当
者が他者のクラスも含む）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、PCの操作、
Word①入力・修正

テキストの2から26ページまでを授業前に
読み理解しておくこと。

4第 回 時間

【オリエンテーション】
・オリエンテーション
・GoogleClassroomの使い方（ダウ
ンロード、アップロードの仕方）、
画面の見方
・TAサポート、ラーニングコモンズ
について
・マウスの操作方法
・アプリケーションの起動
・ウィンドウの移動とサイズ変更
・エクスプローラーの操作
・ファイルやフォルダーの移動とコ
ピー
・フォルダーの新規作成、保存、削
除
・Gmailの設定、送受信、PCメール
のルール
【Word①】
・Wordの基本操作
・文書の新規作成、Wordの画面構成
、リボンについて
・キーボード配列表、タッチタイピ
ング、ホームポジション
・IMEの設定
・さまざまな文字の入力と変換
・文字の修正
・文書の保存、文書を閉じる、文書
を開く
・範囲設定、変換のタイミング、元
に戻す

2 セキュリティと情報モラル テキストの249から287ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・セキュリティとは
・コンピューターウィルス
・スパイウェア、不正アクセス、フ
ィッシング詐欺
・著作権、知的財産権、個人情報
・ネチケット、ネットコミュニケー
ション

3 Word②チラシ作成-1（書式・表作
成）

テキストの60から80ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間
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・書式(書式とは、フォント、中央
揃え、フォントサイズ、フォントの
色、太字・斜体、下線、インデント
、タブ、均等割り付け)
・表の作成(表の構成要素、表の挿
入、表の範囲指定、表内のカーソル
移動、文字の入力、列幅の変更、セ
ルの結合、表のスタイル、セルの配
置、表の配置)

4 Word③チラシ作成-2（各種オブジェ
クト・印刷）

テキストの60から80ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・ワードアート(ワードアートの挿
入、フォントサイズ、文字の塗りつ
ぶし、文字の効果、位置)
・オンライン画像(オンライン画像
の挿入、文字列の折り返し)
・図の挿入
・図形(図形の挿入、文字の入力)
・ページ罫線
・印刷

5 Word④レポート作成 テキストの81から93ページまでまで読
み、理解しておくこと。 NESSを使用した
復習、タイピング練習

4第 回 時間

・ページ設定
・表紙の作成
・フッター(ページ番号の表示、ペ
ージ番号の書式設定)
・図の挿入
・Excelのグラフの挿入
・引用
・図表番号
・脚注
・参考文献
・スタイル

6 Word⑤Word総合課題 テキストの29から93ページまで復習をし
てくる NESSを使用した復習、タイピング
練習

4第 回 時間

Word総合課題を独力で完成する
7 Excel①表作成-1（基本操作） テキストの99から122ページまで読み、理

解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・Excelの基本操作
・ブックの新規作成、Excelの画面
構成
・範囲指定
・データの入力、訂正、削除
・フォントの設定(フォント・フォ
ントサイズ、太字・斜体、フォント
の色、塗りつぶしの色)

8 Excel②表作成-2（配置・表示形
式）

テキストの99から122ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・配置の設定(セルを結合して中央
揃え、中央揃え、右揃え)
・表示形式の設定(枠区切りスタイ
ル、通貨表示形式、パーセントスタ
イル、小数点以下の表示桁数を増や
す、日付の表示形式の変更)
・罫線
・行の高さや列の幅の変更

9 Excel③計算式-1 テキストの130から152ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・ビジネスで使われる計算式
・数式の入力(数式に使う演算記号
、売上金額の計算、累計の計算、達
成率の計算、前日比の計算、伸び率
の計算、再計算機能)
・数式のコピー(オートフィルを利
用した数式のコピー、複数の数式の
コピー、合計の計算)

10 Excel④ 計算式-2、関数 テキストの130から152ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・相対参照と絶対参照(構成比の計
算、絶対参照を使った数式のコピー
)
・関数の利用(SUM関数、AVERAGE関
数、シートの切り替え、IF関数）
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11 Excel⑤グラフ作成、ページ設定・
印刷

テキストの153から176ページ、123から
128ページまで読み、理解しておくこと。
NESSを使用した復習、タイピング練習

4第 回 時間

・Excelのグラフ
・棒グラフの作成(縦棒グラフの作
成、グラフの移動とサイズ変更、グ
ラフの要素)
・円グラフの作成
・印刷イメージの確認
・ページ設定
・改ページプレビュー

12 Excel⑥、Excel総合課題 テキストの99から176ページまで読み、理
解しておくこと。 NESSを使用した復習、
タイピング練習

4第 回 時間

・Excel総合課題を独力で完成する
13 PowerPoint① プレゼンテーション

とは、スライド作成-1
テキストの177から219ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・プレゼンテーションとは
・PowerPointの基本操作
・プレゼンテーションの新規作成、
画面構成
・スライドのサイズを変更、スライ
ドのデザインを選ぶ
・文字の入力（タイトルの入力、サ
ブタイトルの入力）
・スライドの作成
・ワードアート（ワードアートの挿
入、ワードアートの編集、プレース
ホルダーの削除）
・SmartArt（SmartArtの挿入、文字
の入力、色とスタイルの変更）
・画像の挿入

14 PowerPoint② スライド作成-2、効
果・発表準備

テキストの222から248ページまで読み、
理解しておくこと。 NESSを使用した復
習、タイピング練習

4第 回 時間

・Excelの表とグラフの挿入
・図形の作成
・画面切り替え効果
・アニメーション効果（文字に効果
を付ける、SmartArtに効
果を付ける、図形に効果を付ける、
順序の変更）
・スライドショーの実行
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授業科目名 情報リテラシー２

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 ２

中井秀樹

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、大学での学びにおいて必要不可欠な情報を活用する基本的なスキルを身につけることを目的とする。
具体的には、課題解決に必要な情報を収集し、収集した情報を課題解決に向けて適切に加工して解決案を作成する。
そして、作成した解決案を分かりやすく伝達するといった一連の活動を、コンピュータとインターネット（ＩＣＴ）を使って行
えるようする。
授業では、具体的な演習課題を通して、この一連の情報活用能力を身につける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル アカデミックスキル 解決案を分かりやすく表現した発
表資料を作成し、発表ができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 インターネットを使って必要な情
報を適切に収集・選択し、課題を
発見し、解決案を論理的に組み立
てて表現することができる。

2．全学DP８.意思疎通 自分の意見をしっかり述べること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

毎回課題を提出することで出席と認める。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への取り組み状況

20

授業における演習への取り組み姿勢、受講態度、遅刻状
況などで評価する。

：

％

授業内での課題達成率

30

情報収集した情報の適切さ、グラフ等による分析の適切
さ、内容の論理性を評価する。

：

％
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30 ％

総合演習での成果

30

発表資料と発表内容について、わかりやすさ、表現の適
切さ、取り組み姿勢について評価する。

：

％

定期試験（レポート試験）

20

授業内で学修した内容について、課題作成を行う。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

考える　伝える　分かち
合う　情報活用力
（Rasti2回付）

noa出版・・ 年・2017

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
授業期間中及び定期試験日に実施される情報活用力診断テスト「Rasti」試験（2回実施）を必ず受験すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日４限

場所： 西館3階

備考・注意事項： メールでの質問はnakai-hi@g.osaka-seikei.ac.jpに
用件は明確につたえるようにしてください。
どの課題のどの部分についての質問で、どこまでの操作ができているの
か。どの操作がうまくできないのかなどを確実に伝えるようにしてくださ
い。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション、情報リテラ
シー1の復習

情報リテラシー1で学んだPC操作の苦手な
箇所を復習する。

4第 回 時間

当該授業の目標、学習内容、評価に
ついて確認する。
情報リテラシー１で学んだWord、Ex
cellの操作の復習をする。

2 情報検索 情報リテラシー1で学んだPC操作の苦手な
箇所を復習する。

4第 回 時間

情報収集の役割や価値を理解し、イ
ンターネットを活用した情報検索を
実践する。
また情報の検索方法を理解した上で
、実際の社会における情報運用に関
する課題を検索し、検証する。

3 情報運用・ファイルデータ管理 次回の授業で使用するExcelの基本操作を
復習する。

4第 回 時間

情報を運用するにあたって、理解し
ておくべきファイル・データのセキ
ュリティや取り扱いについて学習す
る。
また情報の運用方法を理解した上で
、実社会を想定し、情報運用に関す
る課題を実施する。

4 数値分析Ⅰ（基本的観点） 授業で学習した数値分析の考え方を理解
した上で、Excelの各種操作を復習する。

4第 回 時間

数値分析の基本的な考え方や観点（
比較・変化・構造）を学習する。

5 数値分析Ⅱ（実践） 次回の授業で使用するExcelの各種機能を
予習する。

4第 回 時間

表計算ソフトを使ったデータ分析処
理方法（集計・グラフ・基本統計量
）を学び、実践する。

6 データベース 次回の授業で学習するインターネットコ
ミュニケーションに関する事例を情報収
集する。

4第 回 時間
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表計算ソフトのデータベース機能を
用いて、データベースの概念を理解
する。
またデータベースの概念を理解した
上で、実社会を想定し、課題を実施
する。

7 インターネットコミュニケーション 次回の授業で使用するWordの各種機能を
予習する。

4第 回 時間

メールの活用方法（CC/BCC・添付フ
ァイル・マナー・トラブル対処など
）や掲示板の特性、また利用マナー
を理解する。またインターネットコ
ミュニケーションの利用方法を理解
した上で、実社会を想定し、課題を
実施する。

8 文書表現 課題提出に関して、論理的な文書の組み
立てになるように見直し、提出する。

4第 回 時間

情報整理のテクニックを理解し、文
書作成の作法やフォーマットを学習
する。
また正しい文書作成の方法を理解し
た上で、実社会を想定し、文書作成
の課題を実施する。

9 ビジュアル表現 課題提出に関して、効果的なビジュアル
表現を用いた分かりやすい資料を構成
し、提出する。

4第 回 時間

情報検索及びデータ分析結果など、
あらゆる情報を文書で表現する際の
効果的なビジュアル表現を学習する
。またビジュアル表現の正しい使い
方を理解した上で、実社会を想定し
、課題を実施する。

10 PowerPontの基本操作 プレゼンテーションに関する事例を情報
収集する。

4第 回 時間

・プレゼンテーションとは
・PowerPointの起動方法、PowerPon
tのスタート画面の構成
・プレゼンテーションの新規作成、
画面構成
・スライドの基本操作

11 プレゼンテーションⅠ（基本） 第14回目の授業を想定し、調査しておく
こと。

4第 回 時間

発表する場面を想定して、プレゼン
テーションの基本を学習する。

12 プレゼンテーションⅡ（資料作成） 第14回目の授業を想定し、効果的なプレ
ゼンテーション資料を作成する。

4第 回 時間

効果的なプレゼンテーション資料の
作成方法を学習する。
課題に関連する事象を調べ、プレゼ
ンテーション資料の作成を開始する
。

13 プレゼンテーションⅢ（発表準備） 発表を想定したPowerPoint資料を完成す
る。

4第 回 時間

第11回及び第12回で学習した内容を
もとに、発表内容及びPowerPontの
資料を作成し、発表の練習をする。

14 プレゼンテーションⅣ（発表） これまでに学んだことを元に効果的な発
表を復習する。

4第 回 時間

第13回で作成したプレゼンテーショ
ンの内容を発表する。発表に対し、
コメント及び評価する。

1835
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授業科目名 情報リテラシー３

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 ２

小沼良次/三浦敦史

演習

該当する

【小沼 良次】
デジタルハリウッド大学大学院等の講師のほか、Web、映像などジャンルにとらわれず、現役のテク
ニカルディレクター ・デザイナーとして幅広く活躍。
【三浦 敦史】
某スポーツブランドのWeb担当者からWeb開発者として独立。Web担当者経験を活かした企画・設計、
開発技術支援やフロントエンド側のデザインや開発を主な業務とするほか、企業向け研修や専門ス
クールなどでWeb制作に関する講師として活動。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

画像メディア製作において、代表的アプリケーションソフトであるAdobe PhotoshopとAdobe Illustratorの基本操作と活用を実
習形式で習得する。具体的には、画像メディア製作において自分のイメージや考えをまとめ形にできるよう効果効率的なアプリ
ケーション操作とPC操作の習得を目標とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

デジタルクリエイティブの基礎知
識と基礎スキル

専門的な学びの前提となる分野に
関する歴史的・理論的な知識を学
び、美的判断力を養い、専門分野
について客観的に論述する能力を
培う。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

様々なクリエイティブを制作でき
る力

社会で実践するために必要とされ
る力として、課題解決力・完遂力
（課題を解決するための道筋を考
え、実践する力）養う。

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 作品制作を通じて、人々に感動を
伝えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・eラーニング、反転授業

・その他(以下に概要を記述)

履修期間中にオフィスアワー（Zoomでのオンライン、または教室での対面）を開催します。担当教員が授業内
容や課題制作に関する質問対応をします。予約不要、途中入退室自由です。お気軽に参加下さい。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・その他(以下に概要を記述)

LMS（ラーニングマネジメントシステム）上で随時、質問対応を行います。

成績評価

注意事項等

毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし成績評価を行いません。
原則3分の2以上出席した場合のみ成績評価の対象となります。
各授業回の課題の初校提出期限を設けています。期限後に初校提出した回は合格しても一律80%掛けの点数に
しますので注意して下さい。

1835
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しますので注意して下さい。
単位修得試験を受験しない場合、白紙回答での受験の場合は、成績評価を行わないので注意して下さい。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

各回の制作レポート課題・確認テスト

60

各回の授業内容通りのものが制作できているかどうかが
評価基準です。
制作レポート課題回は合格5点、不合格0点　※再提出可
5点×14回＝計70点満点を60点満点に換算します(小数点
以下切り捨て）

：

％

単位修得試験（制作課題）の完成度

20

適切なアプリケーション、機能を使用「5点」
デザインが仕様に沿った、無駄のないレイヤー管理「5点
」
作品に配置する必要情報が 適切「5点」
レイアウトや配色、画像のレタッチや合成が商用レベル
「5点」

：

％

学修到達目標

20

学修到達目標を6項目から評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

なし

履修上の注意・備考・メッセージ

・Adobe PhotoshopとAdobe Illustrator
運営側でも検証・対応を進めておりますが、一部機能変更によりオンデマンド型動画教材と差異が出る可能性があります。予め
ご容赦ください。
※AdobeCCのインストール等については、直接アドビ社にお問い合わせ下さい。

・上記ソフトが動作するスペックのPC
※スペックについては、https://helpx.adobe.com/jp/creative-cloud/system-requirements.html　を参照下さい。

・他学生の成果物を剽窃した、剽窃に協力したと見なされる場合は、剽窃者・剽窃に協力した者の両者に対して厳重な処罰を行
います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 24時間受付可能

場所： 学習管理システム

備考・注意事項： 学習管理システム上で24時間質問受付可能です。
また、履修期間中にオフィスアワー（Zoomでのオンライン、または教室で
の対面）を開催します。担当教員が授業内容や課題制作に関する質問対応
をします。予約不要、途中入退室自由です。お気軽に参加下さい。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 デザイナーのためのフォント概論と
横向き名刺デザイン

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第1回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間
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デザインに必要なフォントの役割・
特徴、書体の見分け方・入手方法を
理解すること。
横向き名刺をデザインすることがで
きること。
（学習内容の内訳）
①フォントの役割
②Webデザインのフォント
③フォントを購入するワケ
④書体の見分け方、探し方
⑤おすすめなフォントの紹介
⑥横向き名刺の作成準備
⑦文字の挿入
⑧文字の調整
⑨名刺の装飾と横向き名刺の完成

2 縦向き名刺とロゴマークの作成 ・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第2回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

縦向き名刺の作成できること。
オリジナルロゴマークを作成できる
こと。
（学習内容の内訳）
①縦向き名刺の作成
②名刺の装飾と縦向き名刺の完成
③文字のアウトライン化
④トリムワーク（トンボ）について
⑤ロゴマークの作成準備
⑥コーヒーカップの作成
⑦取っ手の作成、コーヒーの飲み口
の作成、トレースによる湯気の作成
、湯気の調整
⑧変形した文字の配置
⑨ロゴマークの完成

3 バナーで覚えるPhotoshop基礎 ・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第3回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

Photoshopの基本操作を覚えること
（学習内容の内訳）
①Photoshop2021での変更点
②カフェバナーの作成準備
③背景の作成
④写真の表示枠の作成、配置、色調
補正
⑤文字の挿入、調整
⑥カフェバナーの完成

4 カフェサイトのデザイン（PC向け） ・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第4回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

PC向けのカフェサイトデザインがで
きること
（学習内容の内訳）
①カフェサイトの作成準備
②新規ファイルの作成と背景色の設
定
③ヘッダー帯の作成
④店名の配置
⑤サイトメニューの配置
⑥メインビジュアルの写真を配置、
調整
⑦リード文の配置
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5 カフェサイトのデザイン2（PC向

け）
・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第5回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

PC向けのカフェサイトデザインがで
きること
（学習内容の内訳）
①カフェの紹介文の配置
②メニューの見出しの作成、メニュ
ー項目の作成
③アクセスの見出しの作成、住所な
どの挿入

6 カフェサイトのデザイン3（PC向
け）

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第6回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

PC向けのカフェサイトデザインがで
きること
（学習内容の内訳）
①Googleマップの挿入
②ニュースの背景の作成、見出しな
どの作成、ニュース項目の作成
③フッターの背景の作成
④店名やサイトメニューの挿入
⑤SNSリンクの配置
⑥コピーライトの挿入とサイトデザ
インの完成

7 カフェサイトのデザイン（スマート
フォン向け）

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第7回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

スマートフォン向けのカフェサイト
デザインができること
（学習内容の内訳）
①スマホ用デザイン作成の準備
②背景の設定
③スマホ用ヘッダーの作成
④スマホ用メインビジュアルの作成
⑤スマホ用メニューの作成

8 カフェサイトのデザイン2（スマー
トフォン向け）

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第8回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

スマートフォン向けのカフェサイト
デザインができること／中間学修到
達度確認

（学習内容の内訳）
①スマホ用アクセスの作成
②スマホ用ニュースの作成
③スマホ用フッターの作成
④スマホ用サイトデザインの完成
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9 カフェサイトデザインの書き出しと

企業サイトトップページ(PC向け)の
デザイン

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第9回授業内
容で（動画教材内の）先生が制作してい
る成果物を実際にその通りに制作して下
さい。そして、その制作データを指定場
所に提出して下さい。

5第 回 時間

カフェサイトのデザイン書き出しが
できること
企業サイトトップページ（PC向け）
のデザインができること
（学習内容の内訳）
①画像のファイル形式について
②アートボードの書き出し
③画像アセットによる書き出し
④レイヤーからの書き出し
⑤コーポレートサイトの作成準備
⑥新規ファイルの作成と背景色の設
定
⑦ヘッダー帯の作成

10 企業サイトトップページ(PC向け)の
デザイン2

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第10回授業
内容で（動画教材内の）先生が制作して
いる成果物を実際にその通りに制作して
下さい。そして、その制作データを指定
場所に提出して下さい。

5第 回 時間

企業サイトトップページ（PC向け）
のデザインができること
（学習内容の内訳）
①企業名の配置
②サイトメニューの配置
③メインビジュアルの写真を配置
④リード文の配置

11 企業サイトトップページ(PC向け)の
デザイン3

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第11回授業
内容で（動画教材内の）先生が制作して
いる成果物を実際にその通りに制作して
下さい。そして、その制作データを指定
場所に提出して下さい。

5第 回 時間

企業サイトトップページ（PC向け）
のデザインができること
（学習内容の内訳）
①ニュースの作成
②サービス一覧の作成

12 企業サイトトップページ(PC向け)の
デザイン4と企業サイトトップペー
ジ(スマートフォン向け)のデザイン

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第12回授業
内容で（動画教材内の）先生が制作して
いる成果物を実際にその通りに制作して
下さい。そして、その制作データを指定
場所に提出して下さい。

5第 回 時間

企業サイトトップページ（PC向け）
のデザインができること
企業サイトトップページ（スマート
フォン向け）のデザインができるこ
と
（学習内容の内訳）
①ビデオエリアの作成
②フッターの背景の作成
③サイトメニューの挿入
④ページデザインの完成
⑤スマホ用デザイン作成の準備
⑥背景の設定
⑦スマホ用ヘッダーの作成
⑧スマホ用メインビジュアルの作成
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13 企業サイトトップページ(スマート
フォン向け)のデザイン2と企業サイ
トのサービスページ（PC向け）のデ
ザイン

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題および復習に取り組むこと。・制
作レポート課題を課します、第13回授業
内容で（動画教材内の）先生が制作して
いる成果物を実際にその通りに制作して
下さい。そして、その制作データを指定
場所に提出して下さい。

5第 回 時間

企業サイトトップページ（スマート
フォン向け）のデザインができるこ
と
企業サイトサービスページ（PC向け
）のデザインができること
（学習内容の内訳）
①スマホ用サービス一覧の作成
②スマホ用ビデオエリアの作成
③スマホ用フッターの作成
④スマホ用ページデザインの完成
⑤新規ファイルの作成と背景色の設
定
⑥ヘッダーの設定
⑦トップセクションの作成

14 企業サイトのサービスページ（PC向
け）のデザインと企業サイト（ス
マートフォン向け）のデザイン

・授業内で紹介したAdobeのアプリケー
ションの機能と専門用語を理解しておく
こと。・繰り返しオンデマンド型動画教
材を視聴し、授業内容をよく理解した上
で課題に取り組むこと。・制作レポート
課題を課します、第14回授業内容で（動
画教材内の）先生が制作している成果物
を実際にその通りに制作して下さい。そ
して、その制作データを指定場所に提出
して下さい。

5第 回 時間

企業サイト（PC向け、スマートフォ
ン向け）を作ることができる／最終
学修到達度確認
（学習内容の内訳）
①サービス紹介の作成
②フッターの設定とページデザイン
の完成
③スマホ用デザイン作成の準備
④スマホ用ヘッダーの設定
⑤スマホ用トップセクションの作成
⑥スマホ用のサービス紹介の作成
⑦スマホ用フッターの設定とページ
デザインの完成

1836
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授業科目名 データサイエンス基礎

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 ２

夏川浩明・杉山一成・廣江葵

講義

該当する

杉山 民間企業にて、ネットワークの構築、各社データベースや検索エンジンのアーキテクチャに関
する調査、情報検索に関する基礎研究、に従事した経験がある。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年、情報通信技術やセンサ技術の進歩により、ヒトやモノの情報がリアルタイムに計測、利用される時代が訪れている。こう
したデータを用いた様々なサービスが生まれ、個人や組織の意思決定も、データあるいはAIに支援されて行われるようになりつ
つある。そのような社会の変化の中で、データを処理分析し、有益な情報を得て活用する為の学問分野であるデータサイエンス
の重要性は高い。
本講義では、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムが策定したモデルカリキュラムに基づいて、データサイエン
スとは何かを学び、基礎となる知識やスキルセットを得ることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル データサイエンスの基礎となる情
報学と統計学の二つの学問分野を
融合的に扱う。社会においてどの
ようにデータとAIが用いられてい
るかを利活用の実際と技術の面か
ら解説する。

データサイエンスを学ぶ上で基礎
となるスキルセットを習得するこ
と。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

利活用において留意しなければな
らないセキュリティやプライバ
シー等の倫理法制度についても解
説する。また実際にどのように
データを読み、分析活用するかに
ついて、Excelなどで手を動かす演
習も交えて学習する。

データを用いて、論理的に課題を
抽出する基礎的な考え方を身につ
けること。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 課題解決に当たって、適切な手法
を選択するための考え方を身につ
けること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

・その他(以下に概要を記述)

本講義は「遠隔：オンデマンド授業」で実施します。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

提出物

40

演習課題の提出状況により評価する。：

％

1836
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小テスト

30

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

レポート試験

30

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評
価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

「教養としてのデータサ
イエンス」

北川源四郎、竹村影通編、
内田誠一、川崎能典、他
著

講談社・・ 年・2021

参考文献等

山川 修、田中 武之、菊沢 正裕 共著：
「情報リテラシー （第3版） メディアを手中におさめる基礎能力」、森北出版、2015年

魚田 勝臣 （編著）、渥美 幸雄、植竹 朋文、大曽根 匡、森本 祥一、 綿貫 理明 共著：
「コンピュータ概論  情報システム入門」（第8版）、共立出版、2020年

馬場口 登、山田 誠ニ 共著：
「人工知能の基礎 第2版」、オーム社、2015年

東京弁護士会インターネット法律研究部 編
「インターネットの法的論点と実務対応」、ぎょうせい、2019年

高橋慈子、原田隆史、佐藤翔、岡部晋典 共著
「改訂新版 情報倫理 ネット時代のソーシャル・リテラシー」、技術評論社、2020年

人工知能学会 倫理委員会、日本ソフトウェア科学会 機械学習工学研究会、電子情報通信学会 情報論的学習理論と機械学習研
究会：
「機械学習と公平性に関する声明」、2019年12月
http://ai-elsi.org/archives/888

その他、授業中に指定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜3限（廣江）、金曜4限（杉山・夏川）など

場所： 駅前キャンパスS館各教員研究室（廣江、杉山、夏川）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用するため、事前に電子メールで日程を調整するこ
と。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション 社会のデジタ
ル化

教科書１－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

今日の情報システムを支えるハード
ウェア、ソフトウェア、ネットワー
クの発展により、増大するデータの
高速な処理や、データ分析の高度化
が実現されている。これらによって
もたらされた社会の変化について講
義する。

2 社会で利用されているデータ 教科書１－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

人文科学・自然科学分野におけるデ
ータとAIの活用領域や事例などを講
義する。

3 データ・AI利活用事例／最新動向 教科書１－３、１－６章、ならびに参考
文献の該当部分を予習する。また、講義
内容を復習すると共に、講義中に指示し
た演習ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

AIの歴史、データとAIの活用領域や
事例、最新技術などを講義する。
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1837
4 データ・AI利用における留意点①

法制度、倫理
教科書３－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データやAIを扱う上での倫理的・法
的・社会的諸間題を学ぶ。特に法制
度やAI倫理などの話題について紹介
する。

5 データ・AI利用における留意点②
情報セキュリティと技術

教科書３－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データやAIを扱う上での情報セキュ
リティやその技術について学ぶ。

6 データ・AI利用における留意点③
プライバシー保護とその技術

教科書３－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データやAIを扱う上でのプライバシ
ー保護やその技術について学ぶ。

7 小テストと解説 これまでの講義内容を復習すると共に、
小テストの振り返りを行う。

4第 回 時間

これまでの講義内容の理解を深める
ための小テストを実施する。

8 データ解析の技術予測、相関と因果 教科書１－４、１－５章、ならびに参考
文献の該当部分を予習する。また、講義
内容を復習すると共に、講義中に指示し
た演習ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データ利活用のための技術として予
測の概念や相関分析などのデータ解
析技術を学ぶ。相関と因果の違いの
議論を通じて、数理的な解析の原理
に根ざしたデータの利活用について
考察する。

9 データ解析の技術 非構造化データ
処理、データ可視化、強いAIと弱い
AI

教科書１－４、１－５章、ならびに参考
文献の該当部分を予習する。また、講義
内容を復習すると共に、講義中に指示し
た演習ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

非構造化データ処理やデータ可視化
などの解析技術を学ぶ。特に人工知
能に関する話題や諸間題を取り上げ
ながら、データ利活用の価値につい
て理解する。

10 データを読む 分布、ばらつき、相
関と因果

教科書２－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

データを読むための基本事項を講義
する。データの種類やデータの分布
と基本統計量などを学び、学んだ内
容を自ら活用できるようになるため
のExcelの演習を行う。

11 データを読む 標本抽出、集計 教科書２－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

標本抽出や集計について学ぶ。学ん
だ内容を自ら活用できるようになる
ためのExcelの演習を行う。

12 データを説明する データ表現、比
較、不適切なグラフ

教科書２－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

データを説明するための基本事項を
講義する。可視化手法や読み取り方
などを学び、学んだ内容を自ら活用
できるようになるためのExcelの演
習を行う。

13 データを扱う データの集計、ソー
ト、ランキング

教科書２－３章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間
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データを扱うための集計や可視化、
分析ツールを利用した実践的な方法
を学ぶ。学んだ内容を自ら活用でき
るようになるためのExcelの演習を
行う。

14 小テストと解説 （又は外部講師に
よる講演）

これまでの講義内容を復習すると共に、
小テストの振り返りを行う。 （外部講師
による講演を振り返り、その内容をまと
める。）

4第 回 時間

これまでの講義内容の理解を深める
ための小テストを実施する。
（外部講師により、企業や学術界に
おけるデータサイエンスの活用・研
究事例を紹介の授業とする可能性も
ある）

1837
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授業科目名 統計学基礎

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1年 2

關戸啓人・山本詩子・上阪彩香

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業では、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）のモデルカリキュラムに基づき、社会にお
ける統計学の役割を理解し、統計学を通じてデータサイエンスを行う基礎となる知識を獲得することを目指す。統計学的命題に
ついて、厳密な数学的証明は避け、あくまで統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目標とする。
　前半では、データの要約や視覚化、相関と因果、回帰を取り上げる。後半では、統計的推定・検定の基礎となる具体的な方法
論を学び、それらの意味と意義、特徴と限界を知り、データの分析結果を批判的に見る目を養う。本講義を通じて、社会での実
例を含むいくつかの例を用いて理解を深めることで、統計学によって様々な現象を理解する一つの視点を獲得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 日常生活や社会活動で必要とされ
る統計学への理解を深める。

データおよびデータの分析結果を
批判的に見ることができる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

日常生活や社会活動で必要とされ
る統計学の正しいデータの扱い方
の基礎を身に付ける。

データの誤用・悪用を発見でき
る。
検定・推定の考え方を理解し、調
査や実験の結果を正しく解釈でき
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 課題解決に当たって、適切な手法
を選択するための考え方を身につ
けること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

70

毎回授業の後に、小テストを実施します。：

％

定期試験

30

指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

1837
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参考文献等

教養としてのデータサイエンス（内田 誠一 他著、講談社）2021年
確率・統計入門（小針 アキ宏著、岩波書店）1973年
データサイエンスの基礎（浜田 悦生著、講談社）2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

講義資料やその他の資料は適宜配布する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜3限（山本）、火曜4限（上阪・關戸）

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業に関するガイダンスと社会にお
ける統計学・データサイエンスの意
義

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

記述統計と推測統計、社会における
統計学及びデータサイエンスの重要
性について講義する。

2 データからの情報抽出（1） 尺度水
準、量的データの要約

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

統計データの分類及び量的データの
整理・要約について講義する。

3 データからの情報抽出（2） 質的
データの要約

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

質的データの整理・要約について、
具体的な例を挙げて紹介する。

4 データからの情報抽出（3） データ
の可視化

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

データの可視化を取り上げ、適切な
データの見せ方について講義する。

5 データからの情報抽出（4） 変数の
変換

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標準化などの変数の変換及びその意
義について講義する。

6 データからの情報抽出（5） 相関と
因果

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

相関関係と因果関係の違いについて
説明し、散布図及び相関係数につい
て講義する。

7 データからの情報抽出（6） 回帰 小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

回帰直線及び決定係数について講義
する。

8 データからの情報抽出（7） まとめ
と補足

第１回目から7回目までの復習を行う。 4第 回 時間

第1回から7回目までのまとめ及び補
足を行う。

9 統計的推測の考え方（1） 推測統計
の基礎

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標本抽出及び推測統計の基礎的な事
項・考え方について講義する。

10 統計的推測の考え方（2） 標本分布
と信頼区間

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標本分布及び信頼区間について講義
する。

11 統計的推測の考え方（3） 統計的検
定の基礎

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

統計的検定の基礎的な事項・手続き
について講義する。

12 統計的推測の考え方（4） t検定 小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

対応のないt検定及び対応のあるt検
定について講義する。

13 統計的推測の考え方（5） カイ二乗
検定

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

適合度の検定及び独立性の検定につ
いて講義する。

14 統計的推測の考え方（6） まとめと
補足

第9回目から13回目までの復習を行う。 4第 回 時間

第9回から13回目までのまとめ及び
補足を行う。

1840
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授業科目名 データサイエンス基礎（データサイエンス学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期・後期
1年・データサイエ
ンス学部

2

夏川浩明・杉山一成

講義

該当する

杉山 民間企業にて、ネットワークの構築、各社データベースや検索エンジンのアーキテクチャに関
する調査、情報検索に関する基礎研究、に従事した経験がある。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年、情報通信技術やセンサ技術の進歩により、ヒトやモノの情報がリアルタイムに計測、利用される時代が訪れている。こう
したデータを用いた様々なサービスが生まれ、個人や組織の意思決定も、データあるいはAIに支援されて行われるようになりつ
つある。そのような社会の変化の中で、データを処理分析し、有益な情報を得て活用する為の学問分野であるデータサイエンス
の重要性は高い。
本講義では、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムが策定したモデルカリキュラムに基づいて、データサイエン
スとは何かを学び、基礎となる知識やスキルセットを得ることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎／DP２.デー
タとその扱いの基礎／DP３.データ
サイエンスによる課題解決の方法
の選択

本講義では、データサイエンスの
基礎となる情報学と統計学のニつ
の学間分野を融合的に扱う。ま
ず、社会においてどのように
データとAIが用いられているかを
利活用の実際と技術の面から解説
する。

データサイエンスを学ぶ上で基礎
となるスキルセットを習得するこ
と。

2．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎／DP２.デー
タとその扱いの基礎／DP３.データ
サイエンスによる課題解決の方法
の選択

利活用において留意しなければな
らないセキュリティやプライバ
シー等の倫理法制度についても解
説する。また、実際にどのように
データを読み、分析活用するかに
ついて、Excelなどで手を動かす演
習も交えて学修する。

データを用いて、論理的に課題を
抽出する基礎的な考え方を身につ
けること。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる
課題解決・課題探索の方法の提案

課題解決に当たって、適切な手法
を選択するための考え方を身につ
けること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

提出物

40

演習課題の提出状況により評価する。：

％

小テスト

30

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％
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レポート試験

30

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評
価する。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

「教養としてのデータサ
イエンス」

北川源四郎、竹村影通編、
内田誠一、川崎能典、他
著

講談社・・ 年・2021

参考文献等

山川 修、田中 武之、菊沢 正裕 共著：
「情報リテラシー （第3版） メディアを手中におさめる基礎能力」、森北出版、2015年

魚田 勝臣 （編著）、渥美 幸雄、植竹 朋文、大曽根 匡、森本 祥一、 綿貫 理明 共著：
「コンピュータ概論  情報システム入門」（第8版）、共立出版、2020年

馬場口 登、山田 誠ニ 共著：
「人工知能の基礎 第2版」、オーム社、2015年

東京弁護士会インターネット法律研究部 編
「インターネットの法的論点と実務対応」、ぎょうせい、2019年

高橋慈子、原田隆史、佐藤翔、岡部晋典 共著
「改訂新版 情報倫理 ネット時代のソーシャル・リテラシー」、技術評論社、2020年

人工知能学会 倫理委員会、日本ソフトウェア科学会 機械学習工学研究会、電子情報通信学会 情報論的学習理論と機械学習研
究会：
「機械学習と公平性に関する声明」、2019年12月
http://ai-elsi.org/archives/888

その他、授業中に指定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加
え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜4限など

場所： 駅前キャンパスS館各教員研究室（杉山、夏川）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用するため、事前に電子メールで日程を調整するこ
と。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション 社会のデジタ
ル化

教科書１－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

今日の情報システムを支えるハード
ウェア、ソフトウェア、ネットワー
クの発展により、増大するデータの
高速な処理や、データ分析の高度化
が実現されている。これらによって
もたらされた社会の変化について講
義する。

2 社会で利用されているデータ 教科書１－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

人文科学・自然科学分野におけるデ
ータとAIの活用領域や事例などを講
義する。

3 データ・AI利活用事例／最新動向 教科書１－３、１－６章、ならびに参考
文献の該当部分を予習する。また、講義
内容を復習すると共に、講義中に指示し
た演習ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

AIの歴史、データとAIの活用領域や
事例、最新技術などを講義する。

4 データ・AI利用における留意点①
法制度、倫理

教科書３－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間
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データやAIを扱う上での倫理的・法
的・社会的諸間題を学ぶ。特に法制
度やAI倫理などの話題について紹介
する。

5 データ・AI利用における留意点②
情報セキュリティと技術

教科書３－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データやAIを扱う上での情報セキュ
リティやその技術について学ぶ。

6 データ・AI利用における留意点③
プライバシー保護とその技術

教科書３－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示した演習
ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データやAIを扱う上でのプライバシ
ー保護やその技術について学ぶ。

7 小テストと解説 これまでの講義内容を復習すると共に、
小テストの振り返りを行う。

4第 回 時間

これまでの講義内容の理解を深める
ための小テストを実施する。

8 データ解析の技術予測、相関と因果 教科書１－４、１－５章、ならびに参考
文献の該当部分を予習する。また、講義
内容を復習すると共に、講義中に指示し
た演習ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

データ利活用のための技術として予
測の概念や相関分析などのデータ解
析技術を学ぶ。相関と因果の違いの
議論を通じて、数理的な解析の原理
に根ざしたデータの利活用について
考察する。

9 データ解析の技術 非構造化データ
処理、データ可視化、強いAIと弱い
AI

教科書１－４、１－５章、ならびに参考
文献の該当部分を予習する。また、講義
内容を復習すると共に、講義中に指示し
た演習ワークシートに取り組むこと。

4第 回 時間

非構造化データ処理やデータ可視化
などの解析技術を学ぶ。特に人工知
能に関する話題や諸間題を取り上げ
ながら、データ利活用の価値につい
て理解する。

10 データを読む 分布、ばらつき、相
関と因果

教科書２－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

データを読むための基本事項を講義
する。データの種類やデータの分布
と基本統計量などを学び、学んだ内
容を自ら活用できるようになるため
のExcelの演習を行う。

11 データを読む 標本抽出、集計 教科書２－１章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

標本抽出や集計について学ぶ。学ん
だ内容を自ら活用できるようになる
ためのExcelの演習を行う。

12 データを説明する データ表現、比
較、不適切なグラフ

教科書２－２章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

データを説明するための基本事項を
講義する。可視化手法や読み取り方
などを学び、学んだ内容を自ら活用
できるようになるためのExcelの演
習を行う。

13 データを扱う データの集計、ソー
ト、ランキング

教科書２－３章、ならびに参考文献の該
当部分を予習する。また、講義内容を復
習すると共に、講義中に指示したExcelで
の演習や演習ワークシートに取り組むこ
と。

4第 回 時間

データを扱うための集計や可視化、
分析ツールを利用した実践的な方法
を学ぶ。学んだ内容を自ら活用でき
るようになるためのExcelの演習を
行う。
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14 小テストと解説 これまでの講義内容を復習すると共に、
小テストの振り返りを行う。

4第 回 時間

これまでの講義内容の理解を深める
ための小テストを実施する。
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授業科目名 データサイエンス実践（データサイエンス学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期
1年・データサイエ
ンス学部

2

新庄雅斗・廣江葵

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年、情報通信技術やセンサ技術の進歩により、多種多様な情報がリアルタイムに収集され、幅広い分野へ利用される時代が訪
れている。こうしたデータを利用した様々なサービスが生まれ、個人や組織の意思決定なども、データあるいはAIに支援されつ
つある。そのような社会変化の中で、データを処理分析し、有益な情報を得て活用する為の学問分野であるデータサイエンスの
重要性は高い。
本授業では、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムが策定したモデルカリキュラムに基づいて、データサイエン
スの基礎的な知識やスキルセットを学修する。また、Microsoft Excelを用いたデータ分析の演習をコアとして科学的方法を理
解し、データサイエンスの実践力の向上を目指す。加えて、Excel VBAなどデータ処理を自動化する枠組みを演習も交えて学修
する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎／DP２.デー
タとその扱いの基礎／DP３.データ
サイエンスによる課題解決の方法
の選択

データサイエンスの実践力を養う
ため、科学的方法や情報処理技術
を総合的に学修する。データサイ
エンス基礎の講義を踏まえて、先
端的なデータ活用について理解す
る。

課題解決に当たって、必要なデー
タを収集し適切な手法で分析する
ための考え方を身につける。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる
課題解決・課題探索の方法の提案

社会統計データや自ら取得した
データに対して、Excelによる分析
や可視化の演習を通じて、実問題
に対して科学的にアプローチする
データサイエンスの実践力を身に
つける。

2．DP６.他者とのコミュニケー
ション

科学的方法に基づき自己の意見を
伝え、他者の意見を傾聴する対話
力を身につける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題発表・演習課題提出

80

発表内容や演習課題の完成度を評価します。：

％
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定期レポート試験

20

情報処理技術の習熟度を総合的に評価します。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

教養としてのデータサイ
エンス

北川源四郎　他 講談社・・ 年・2021

参考文献等

・上藤一郎、西川浩昭、朝倉真粧美、森本栄一『データサイエンス入門 -Excelで学ぶ統計データの見方・使い方・集め方-』
（オーム社、2018年）

必要に応じて、授業内で指定する。

履修上の注意・備考・メッセージ

授業や課題においてPCを利用するので、授業時には必ず持参すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 新庄：水曜5限

場所： 研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 イントロダクション 社会の変化と
データの利活用

テキスト1－1、1－6章を通読する。ま
た、テキストの練習問題に取り組む。

4第 回 時間

社会で起きている変化やデータの利
活用について学修する。社会におけ
るデータの利活用について、クラス
内で議論する。

2 科学的方法によるデータ利活用 テキスト1－2、1－3章を通読する。 ま
た、テキストの練習問題に取り組む。

4第 回 時間

目的に応じたデータの活用領域の広
がりについて学修する。データの利
活用に関する課題について、グルー
プで議論する。

3 データ利活用の実践 統計量と可視
化

テキスト2－1、2－2章を通読する。 4第 回 時間

データの読み方・説明の仕方につい
て学修する。 Excelでの演習を通じ
て、データの可視化について理解を
深める。 データの可視化に関する
課題について、グループで議論する
。

4 データ利活用の実践 科学的方法に
基づく社会統計データ探索

Excelを用いたデータの集計に関する課題
レポートを完成させて提出する。

4第 回 時間

データの扱い方について学修し、Ex
celでの演習を通じて、データの集
計や並べ替えなどの基本的な処理技
術を習得する。統計データ探索に関
する課題について、グループで議論
する。

5 演習課題発表と解説 プレゼンテーションの準備・予習に加え
て、発表後の振り返りを行う。

4第 回 時間

データの利活用に関する演習課題に
取り組み、その考察を踏まえて、プ
レゼンテーションを行う。また、各
自、発表内容に対する質問を考える
。

6 データ利活用の実践 データを集め
る

収集したデータを可視化し、考察を加え
たレポートを提出する。

4第 回 時間

Google Formによる質問紙の作成お
よびデータ収集を通じて、データの
利活用について学修する。データ収
集に関する課題について、グループ
で議論する。

7 データ利活用の実践 質的データの
分析

質的データの分析に関する演習課題に取
り組み、レポートとして提出する。

4第 回 時間

質的データの取り扱いに習熟し、Ex
celでの演習を通じて、理解を深め
る。質的データに関する課題につい
て、グループで議論する。
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8 データ利活用の実践 量的データの
分析

相関係数や回帰分析に関する演習課題に
取り組み、レポートとして提出する。

4第 回 時間

量的データの取り扱いに習熟し、Ex
celでの演習を通じて、相関係数や
回帰分析などについて、理解を深め
る。量的データに関する課題につい
て、グループで議論する。

9 データ利活用の実践 データ分析の
応用

Excelを用いたデータ分析に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4第 回 時間

ワークシートによる演習を通じて、
データ分析の応用について学修する
。Exccelを用いたデータ分析の課題
について、グループで議論する。

10 演習課題発表と解説 プレゼンテーションの準備・予習に加え
て、発表後の振り返りを行う。

4第 回 時間

データの利活用の実践に関して、Ex
celを用いた演習課題に取り組み、
その考察を踏まえて、プレゼンテー
ションを行う。また、各自、発表内
容に対する質問を考える。

11 データ利活用の実践 Excel VBAプロ
グラミング１

Excel VBAプログラミングに関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4第 回 時間

基本的なExcel VBAプログラムにつ
いて学修する。 Exccel VBAプログ
ラミング課題について、グループで
議論する。

12 データ利活用の実践 Excel VBAプロ
グラミング２

Excel VBAプログラミングに関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4第 回 時間

ワークシートによる演習を通じて、
Excel VBAプログラミングやユーザ
ーインターフェースの作成について
学修する。 Exccel VBAプログラミ
ング課題について、グループで議論
する。

13 データ利活用の実践 Excel VBAによ
るデータ分析

Excel VBAによるデータ分析に関する課題
レポートを完成させて提出する。

4第 回 時間

ワークシートによる演習を通じて、
基本的なExcel VBAによるデータ分
析の自動化などについて学修する。
Excel VBAを用いたデータ分析課題
について、グループで議論する。

14 演習課題発表と解説 プレゼンテーションの準備・予習に加え
て、発表後の振り返りを行う。

4第 回 時間

データの利活用に関して、Excel VB
Aを用いた演習課題に取り組み、そ
の考察を踏まえて、プレゼンテーシ
ョンを行う。また、各自、発表内容
に対する質問を考える。
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授業科目名 統計学基礎（データサイエンス学部・看護学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期1年 2

上阪彩香・關戸啓人

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業では、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）のモデルカリキュラムに基づき、社会にお
ける統計学の役割を理解し、統計学を通じてデータサイエンスを行う基礎となる知識を獲得することを目指す。統計学的命題に
ついて、厳密な数学的証明は避け、あくまで統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目標とする。
　前半では、データの要約や視覚化、相関と因果、回帰を取り上げる。後半では、統計的推定・検定の基礎となる具体的な方法
論を学び、それらの意味と意義、特徴と限界を知り、データの分析結果を批判的に見る目を養う。本講義を通じて、社会での実
例を含むいくつかの例を用いて理解を深めることで、統計学によって様々な現象を理解する一つの視点を獲得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎／DP２.デー
タとその扱いの基礎／DP３.データ
サイエンスによる課題解決の方法
の選択

日常生活や社会活動で必要とされ
る統計学への理解を深める。
日常生活や社会活動で必要とされ
る統計学の正しいデータの扱い方
の基礎を身に付ける。

データおよびデータの分析結果を
批判的に見ることができる。
データの誤用・悪用を発見でき
る。
検定・推定の考え方を理解し、調
査や実験の結果を正しく解釈でき
る。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる
課題解決・課題探索の方法の提案

課題解決に当たって、適切な手法
を選択するための考え方を身につ
けること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

70

毎回授業の後に、小テストを実施します。：

％

定期試験

30

指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

1842

- 449 -



参考文献等

教養としてのデータサイエンス（内田 誠一 他著、講談社）2021年
確率・統計入門（小針 アキ宏著、岩波書店）1973年
データサイエンスの基礎（浜田 悦生著、講談社）2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

講義資料やその他の資料は適宜配布する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業に関するガイダンスと社会にお
ける統計学・データサイエンスの意
義

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

記述統計と推測統計、社会における
統計学及びデータサイエンスの重要
性について講義する。

2 データからの情報抽出（1） 尺度水
準、量的データの要約

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

統計データの分類及び量的データの
整理・要約について講義する。

3 データからの情報抽出（2） 質的
データの要約

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

質的データの整理・要約について、
具体的な例を挙げて紹介する。

4 データからの情報抽出（3） データ
の可視化

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

データの可視化を取り上げ、適切な
データの見せ方について講義する。

5 データからの情報抽出（4） 変数の
変換

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標準化などの変数の変換及びその意
義について講義する。

6 データからの情報抽出（5） 相関と
因果

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

相関関係と因果関係の違いについて
説明し、散布図及び相関係数につい
て講義する。

7 データからの情報抽出（6） 回帰 小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

回帰直線及び決定係数について講義
する。

8 データからの情報抽出（7） まとめ
と補足

第１回目から7回目までの復習を行う。 4第 回 時間

第1回から7回目までのまとめ及び補
足を行う。

9 統計的推測の考え方（1） 推測統計
の基礎

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標本抽出及び推測統計の基礎的な事
項・考え方について講義する。

10 統計的推測の考え方（2） 標本分布
と信頼区間

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標本分布及び信頼区間について講義
する。

11 統計的推測の考え方（3） 統計的検
定の基礎

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

統計的検定の基礎的な事項・手続き
について講義する。

12 統計的推測の考え方（4） t検定 小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

対応のないt検定及び対応のあるt検
定について講義する。

13 統計的推測の考え方（5） カイ二乗
検定

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

適合度の検定及び独立性の検定につ
いて講義する。

14 統計的推測の考え方（6） まとめと
補足

第9回目から13回目までの復習を行う。 4第 回 時間

第9回から13回目までのまとめ及び
補足を行う。
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授業科目名 統計学実践

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期
1年・データサイエ
ンス学部

2

上阪彩香・山本詩子

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

授業では、PCの扱いに不慣れな学生でも直感的に扱いやすいMicrosoft Excelを用いて、「統計学基礎」で学修した内容、およ
び発展的な内容について演習を行う。また、Excelを用いてデータを分析する際に非常に強力な手段となりうるVBA（Visual
Basic for Applications）を用いてプログラミングの基本的な概要についても講述し、演習を行う。これは、将来的にRや
Pythonなどの他のプログラミング言語を用いてデータ分析を行う際の橋渡しともなる。まずは、「Excelの基礎的な操作」とし
て、データの代表値、データの可視化、仮説検定を取り上げ、短時間で完結するタスクをこなすことで、Excelの操作を会得
し、統計学基礎で学んだ内容の定着を目指す。次に、「Excelの発展的な操作」として、層別解析、大数の法則、中心極限定理
について取り上げ、少々複雑なExcelの操作を要する演習を通じてExcelの操作に習熟する。最後に、「Excelを用いた実践的
データ分析」として、回帰分析を用いた予測について演習を行う。ここでは、今まで培ったExcelを扱う能力をフルに活かし、
試行錯誤を重ねながら、より良いデータ分析の方法を模索する。分析ツールやソルバーなどのアドインについても紹介

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎／DP２.デー
タとその扱いの基礎／DP３.データ
サイエンスによる課題解決の方法
の選択

「統計学基礎」で学修した内容を
踏まえ、表計算ソフトである
Microsoft Excelを用いて統計学の
演習を行う。

Excelの扱いに習熟し、Excelを用
いてデータの分析を行うことがで
きる。

2． 演習を通じて、日常生活や社会活
動に必要不可欠である統計学への
理解を深め、正しいデータの扱い
方を身につける。

データ分析の結果を正しく読み取
り、結果に基づいて正しく考察す
ることができる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる
課題解決・課題探索の方法の提案

Excelに標準搭載されている関数で
の分析が難しい処理に関して、
VBA（Visual Basic for
Applications）のプログラミング
を通じて柔軟にデータ分析を実施
できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内レポート

80

毎回、講義内容に関するレポートを提出する。：

％

定期試験（レポート）

20

指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％
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使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「統計学の基礎から学ぶExcelデータ分析の全知識」（三好 大悟著、インプレス）2021年
「教養としてのデータサイエンス」（内田 誠一 他著、講談社）2021年
「確率・統計入門」（小針 あき宏著、岩波書店）1973年
「データサイエンスの基礎」（浜田 悦生著、講談社）2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

講義・課題においてPCを利用するため、講義時には必ず持参すること。
Microsoft Office Excelを使用し、授業はWindowsで行います。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 上阪：火曜4限、山本：水曜3限

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業に関するガイダンスと表 計算
ソフトExcelについて

表計算ソフトExcelが使用できることを確
認する。

4第 回 時間

授業に関するガイダンスと表計算ソ
フトExcelの基礎的な操作を紹介す
る。

2 Excelの基礎的な操作（1） 数式・
ワークシート関数の利用とデータの
代表値

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

数式・ワークシート関数を紹介し、
データの代表値（平均・中央値など
）の算出を実践する。

3 Excelの基礎的な操作（2） Excelの
グラフ機能とデータの可視化

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

グラフ種類の適切な選び方から、グ
ラフの作成の基本手順・編集手順に
ついて講義する。

4 Excelの基礎的な操作（3） 仮説検
定

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

統計的仮説検定を復習し、データを
用いて仮説検定を実践する。

5 Excelの発展的な操作（1） データ
の抽出・前処理、層別解析

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

データの抽出や並び変え、層別、集
計など分析を行うための前処理につ
いて紹介する。層別解析について講
義する。

6 Excelの発展的な操作（2） 乱数を
利用した大数の法則、 中心極限定
理の確認

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

乱数を利用し、大数の法則及び中心
極限定理について確認する。

7 Excelを用いた実践的データ 分析
（1） 単回帰分析

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

単回帰分析の説明とデータを用いた
分析を実践する。

8 Excelを用いた実践的データ 分析
（2） 重回帰分析

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

重回帰分析の説明とデータを用いた
分析を実践する。

9 Excelを用いた実践的データ 分析
（3） ソルバーアドインの利用

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

ソルバーアドインについて紹介し、
実践する。

10 Excelを用いた実践的データ 分析
（4） モデル選択

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

モデル選択について紹介し、実践す
る。

11 Excelのマクロ機能とVBA（1） マク
ロ機能の紹介とVBAを用いたプログ
ラミング（前半）

講義内容に関するレポートを作成 し、提
出する。

4第 回 時間

Excelのマクロ機能の紹介とVBAを用
いたプログラミングの導入を行う。
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12 Excelのマクロ機能とVBA（2） VBA
を用いたプログラミング （後半）

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

VBAを用いたプログラミングを実践
する。

13 Excelのマクロ機能とVBA（3） VBA
を用いたモデル選択

講義内容に関するレポートを作成し、提
出する。

4第 回 時間

第10回目に取り上げたモデル選択を
VBAを用いて実践する。

14 Excel以外のツールを用いた データ
分析の方法について、 授業のまと
め

これまでの学修内容を使用し、指定され
た内容のレポートを作成し、 提出する。

4第 回 時間

講義の総括と補足、Excel以外のツ
ールを用いたデータ分析の方法につ
いて紹介する。
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授業科目名 統計学基礎（データサイエンス学部）

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期1～4年 2

上阪彩香・關戸啓人

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業では、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）のモデルカリキュラムに基づき、社会にお
ける統計学の役割を理解し、統計学を通じてデータサイエンスを行う基礎となる知識を獲得することを目指す。統計学的命題に
ついて、厳密な数学的証明は避け、あくまで統計・統計学のエンドユーザーとして必要とされる直感的な理解を目標とする。
　前半では、データの要約や視覚化、相関と因果、回帰を取り上げる。後半では、統計的推定・検定の基礎となる具体的な方法
論を学び、それらの意味と意義、特徴と限界を知り、データの分析結果を批判的に見る目を養う。本講義を通じて、社会での実
例を含むいくつかの例を用いて理解を深めることで、統計学によって様々な現象を理解する一つの視点を獲得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方
法、計算機科学の基礎／DP２.デー
タとその扱いの基礎／DP３.データ
サイエンスによる課題解決の方法
の選択

日常生活や社会活動で必要とされ
る統計学への理解を深める。
日常生活や社会活動で必要とされ
る統計学の正しいデータの扱い方
の基礎を身に付ける。

データおよびデータの分析結果を
批判的に見ることができる。
データの誤用・悪用を発見でき
る。
検定・推定の考え方を理解し、調
査や実験の結果を正しく解釈でき
る。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる
課題解決・課題探索の方法の提案

課題解決に当たって、適切な手法
を選択するための考え方を身につ
けること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

本講義は「遠隔：オンデマンド授業」で実施します。PCの扱いが苦手などの理由で「対面」での授業を希望す
る場合は前期に開講している統計学基礎を履修してください。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

70

毎回授業の後に、小テストを実施します。：

％

定期試験

30

指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

1844
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参考文献等

教養としてのデータサイエンス（内田 誠一 他著、講談社）2021年
確率・統計入門（小針 アキ宏著、岩波書店）1973年
データサイエンスの基礎（浜田 悦生著、講談社）2019年

履修上の注意・備考・メッセージ

講義資料やその他の資料は適宜配布する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業に関するガイダンスと社会にお
ける統計学・データサイエンスの意
義

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

記述統計と推測統計、社会における
統計学及びデータサイエンスの重要
性について講義する。

2 データからの情報抽出（1） 尺度水
準、量的データの要約

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

統計データの分類及び量的データの
整理・要約について講義する。

3 データからの情報抽出（2） 質的
データの要約

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

質的データの整理・要約について、
具体的な例を挙げて紹介する。

4 データからの情報抽出（3） データ
の可視化

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

データの可視化を取り上げ、適切な
データの見せ方について講義する。

5 データからの情報抽出（4） 変数の
変換

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標準化などの変数の変換及びその意
義について講義する。

6 データからの情報抽出（5） 相関と
因果

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

相関関係と因果関係の違いについて
説明し、散布図及び相関係数につい
て講義する。

7 データからの情報抽出（6） 回帰 小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

回帰直線及び決定係数について講義
する。

8 データからの情報抽出（7） まとめ
と補足

第１回目から7回目までの復習を行う。 4第 回 時間

第1回から7回目までのまとめ及び補
足を行う。

9 統計的推測の考え方（1） 推測統計
の基礎

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標本抽出及び推測統計の基礎的な事
項・考え方について講義する。

10 統計的推測の考え方（2） 標本分布
と信頼区間

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

標本分布及び信頼区間について講義
する。

11 統計的推測の考え方（3） 統計的検
定の基礎

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

統計的検定の基礎的な事項・手続き
について講義する。

12 統計的推測の考え方（4） t検定 小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

対応のないt検定及び対応のあるt検
定について講義する。

13 統計的推測の考え方（5） カイ二乗
検定

小テストを受け、講義内容の理解度を確
かめ、復習を行う。

4第 回 時間

適合度の検定及び独立性の検定につ
いて講義する。

14 統計的推測の考え方（6） まとめと
補足

第9回目から13回目までの復習を行う。 4第 回 時間

第9回から13回目までのまとめ及び
補足を行う。
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授業科目名 学外連携ＰＢＬ

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期+集中2年 2

門脇英純・福本章・熊倉一紗・辰巳清・仲村学

演習

該当する

門脇：コンサルティング会社でプランナーとして、企業からの依頼を受けて事業開発、製品企画、広
報戦略、市場調査を担当。（全14回）
辰巳：イベント会社でプロデューサーとして、イベント運営、美術館展示、広報戦略、市場調査を担
当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会で実践する力、協働できる力を養い、学生から社会人に意識改革を図り、社会人としての姿勢を身につける。企業や地域が
提供する課題に受講者全体が取組む。学修活動を通し、学びの手法、分析方法、課題解決法、マネジメント、チームワーク、コ
ミュニケーション、プレゼンテーションなど、キャリアに必要な基礎的能力を能動的に学ぶ。芸術学部に対応した専門に特化し
たPBL（Project-Based Learning）として、専門知識と技能を応用し、現実の課題に活かすことで、知識や技能を定着させ、専
門性と実社会とのつながりを体験的に学ぶ。PBLは問題解決型学習〔Project（Program、Problem） Based Learning〕の略称で
学習者が自ら問題を発見し解決することを重視した能動的学習方法。学習者が、答えや解決方法が一つだけではない問題を解決
するという高い壁に挑戦することで、学習意欲を高めることができる学習法。2023年連携企業：クツワ株式会社。授業進行の中
での学生向け研究倫理教育を学ぶ。学修の可視化として養うべき力を学修到達目標に示します。7～8回目の中間時に確認調査、
授業終了に学習の振り返り学修到達目標評価の確認を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

情報を目的に沿って整理しその関
係性や本質を明らかにできる。

社会で必要とされる力として、分
析力（収集した情報を目的に沿っ
て整理し、その関係性や本質を明
らかにできる力）を養う。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

課題を解決するための道筋を考え
実践することができる。

社会で実践するために必要とされ
る力として、課題解決力・完遂力
（課題を解決するための道筋を考
え、実践する力）を養う。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 提示された問題点を洗い出し解決
の目標を定めることができる。

2．全学DP５.計画・立案力 独自性・創造性があり実行可能な
企画書を作成することができる。

3．全学DP８.意思疎通 仲間と適切なコミュニケーション
がとれる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 場の流れを理解し、適切に協働す
ることができる。

5．全学DP10.忠恕の心 相手が伝えたいことを共感的に理
解し、自分の考えや思いを伝える
ことができる

学外連携学修

有り(連携先：クツワ株式会社)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り
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1909課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回５時間の授業外学修が求め
られる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習を
すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

ミニッツペーパー、フィードバックシー
ト（個人）

15

毎回の授業終了時の振り返りレポート。グループメンバ
ーに対するコメントを記述する。メンバーの活動を理解
しコミュニケーションが取れているかを評価するチーム
のメンバーに対するコメント。

：

％

課題発見シート提出（個人）

20

必要なデータを読み取り、的確にまとめ、問題点を洗い
出し解決の目標を定めることができるかを評価する。

：

％

企画提案シート提出（グループ評価）

20

独自性・創造性があり実行可能な企画書であるか。
状況や場面に応じ、計画変更・修正の必要性に気づき、
指導者の承諾を得て、変更・修正できたか。グループ全
員対象

：

％

プレゼンテーション（中間/最終）

20

プレゼンテーションにおいて、問題解決企画案を論理的
で説得力のある内容と、効果的なスライドと演出で提示
し、聴衆の理解と共感を得ることができた。グループ全
員対象

：

％

定期試験（課題レポート）

15

最終プレゼンテーションを終了し、振り返りとしてレポ
ートを課す。評価の視点は、①PBLとしての学びに視点、
②気付いた課題、③今後のアクションプランについて具
体的な視点があれば加点とする。

：

％

学修到達目標

10

学修到達目標を6項目3段階で総合指数を評価します。（1
0点、8点、6点）

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

なるほどデザイン エムディエヌコーポレーション
デザインマネジメント 日経BP社
経営とデザインの幸せな関係 日経BP社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回5時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。原則す
べての授業に出席することが前提です。欠席した場合は理由を教員に連絡してください。開始時は着席が基本です。配布される
テキストは毎回持参してください。マナーを重視します。授業態度の悪い学生には退出を命じます。この授業はチームで考え、
自分達で行動する授業です。受ける教育から参画する教育へ頭を切り替えてください。積極的に授業に関わりながら「学ぶ楽し
さ」を知る授業にしてください。企業訪問、最終プレゼンテーションはスーツで参加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 門脇：金1.２限、福本・辰巳：月4限、熊倉：金4限

場所： 門脇：南館１階、福本・熊倉・辰巳：南館２階

備考・注意事項： 金1.２限（門脇）、月４限（福本・辰巳）、金４限（熊倉）をオフィース
アワーとしている。授業前後の質問も歓迎する。その他の連絡の取り方と
してEメールで対応する。門脇（kadowaki@g.osaka-seikei.ac.jp）福本
(fukumoto-a@osaka-seikei.ac.jp)  Eメール件名としては「学外連携PBL]
について（氏名、学籍番号、グループNO）とすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題
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1909
授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 学外連携PBL学修授業の目的と連携
企業情報

インターネットで大学のPBL学修事例３つ
以上調べて、本授業で必要な能力、技術
を考えてください。

5第 回 時間

①学修到達目標についてこの授業の
学びと養える力を示します。（20分
）
・授業の目的、学修目標、備わる能
力
②授業の進め方について、全体説明
を行い、コース横断によるチーム編
成を実施する。（70分）
・チーム分け。チームワークの質向
上を目的とするワークショップ。
・PBLミッション発表。
③授業の振り返り（10分）

2 企業からのミッション理解 課題提供企業から提示されたミッション
について、先進的に取り組んでいる企業
事例を調べ、取り組み内容をまとめる。

5第 回 時間

課題提供事業者からプレゼンテーシ
ョンを受ける。提示されたミッショ
ンから希望ミッションを選択する。
①企業担当者よるミッションに関す
るプレゼンテーションを聞く。（50
分）
連携企業：クツワ株式会社
②ミッション提示に対してし質疑応
答（10分）
③リサーチ・調査   役割を分担し
課題を調査（30分）
④授業の振り返り（10分）

3 事前調査・市場調査 現地調査やヒアリング調査において気を
付けなければならない点、準備しておか
なければならない点を事前に調べ、まと
めておく。

5第 回 時間

①課題発見グループワーク
ミッションに対する課題をチームで
話し合う。（20分）
②課題の整理グループワーク
出てきた課題を整理。（20分）
③課題の共有化
・課題の発見と解決プランの考察
・コンセプトを考える
・各チームごとに課題を発表。（50
分）
④授業の振り返り（10分）

4 企画の基本を学ぶ：個人ワーク① チームで取り組む企画案について、その
全体像を再確認するとともに、自身の担
当する分野について必要な情報を収集す
る。

5第 回 時間

①企画の基本的な考え方や立案の仕
方を学ぶ（基本のフレームワークの
作成）。（30分）
②取り組みの方向性を決め、チーム
内での役割分担を行う。（60分）
・企画の考え方、作り方を学ぶ
・企画の基本的なフレームワーク
・必要情報を洗い出し企画書の作成
③授業の振り返り（10分）

5 企画書作成：個人ワーク② 作成した企画書を説明できる様に工夫を
してください。

5第 回 時間

チームで共有された骨子案について
、新規性や実現性があるか、インタ
ーネット等で先行事例を調べる。
・連携先企業から出されているテー
マを再度確認
・新規性、実効性、コスト面を考察
・企画書の提出

6 企画案の共有：チーム作成① チーム内で出た課題が実効性、新規性が
ある企画なのかを、インターネットなど
で情報を検索し、同様な事例を調査して
ください

5第 回 時間

①各自が構築した企画書をベースに
チームで１つの企画案を選定（90分
）
・チームで企画案を構築するための
メンバーの役割を考える
・新規性、実効性、コスト面の再考
②授業の振り返り（10分）

7 企画書：チーム作成② 企画の改善点、プレゼンテーションの問
題点をチームで話し合いを行う。

5第 回 時間
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1909
①プレゼンテーションの基本を学ぶ
【座学】（30分）
②各自が調査した内容をもとに、企
画の基礎となる骨子案を作成する。
（60分）
（ここまでに企業訪問・店舗訪問な
どの現地調査を終了することが望ま
しい）
・プレゼンテーションの基本を学ぶ
・企画書を完成させ、プレゼンテー
ションの準備を行う。
・プレゼンテーションまでのメンバ
ーの役割分担
③授業の振り返り（10分）

8 プレゼンテーション準備：チーム学
修　/　中間学修到達目標の確認調
査

論理的にプレゼンテーションする方法を
使い身の回りのもので５回練習を行って
ください。

5第 回 時間

①チームの企画書を完成させる
・プレゼンテーションの準備
・中間審査会（プレゼン）に備えた
メンバー間の役割認識
②学修到達目標の中間確認調査
中間時点までの成長度を確認し成長
点、さらに伸ばしていく点をアドバ
イス。

9 予選審査会① 中間報告で明らかになった課題の解決に
取り組んでください。

5第 回 時間

本審査に向けて学内予備審査を行う
。（80分）
チーム学修振り返り／PDCAを知る。
今後の課題を整理
・企画のプレゼンを行う（5分１組
）成果発表
②チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
③今後の課題を整理、学修到達度確
認（10分）

10 予選審査会② 中間報告で明らかになった課題の解決に
取り組んでください。

5第 回 時間

本審査に向けて学内予備審査を行う
。（80分）
チーム学修振り返り／PDCAを知る。
今後の課題を整理
・企画のプレゼンを行う（5分１組
）成果発表
②チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
③今後の課題を整理、学修到達度確
認（10分）

11 課題発見と企画の修正/最終発表準
備・パネルセッション準備

各チームの課題に各自が役割を持って取
り組んでください。

5第 回 時間

①成果発表に向け、プランを修正し
、また必要な情報を集める。（90分
）
・発表チーム（上位１０チーム）は
発表の準備と役割の再確認
・パネルセッション（その他チーム
）はA3パネルの作成、印刷、制作物
アウトプットの準備
②今後の課題を整理（10分）

12 最終発表① 各チームの課題に各自が役割を持って取
り組んでください。

5第 回 時間

①発表チームは企画のプレゼンを行
う（5分１組）、成果発表、審査委
員会（80分）
②パネルチームはパネルセッション
（その他チーム）はA3パネルの作成
、印刷、制作物展示
③チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
④今後の課題を整理（10分）

13 最終発表② 企画の改善点、プレゼンテーションの問
題点をチームで話し合いを行う。

5第 回 時間
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①発表チームは企画のプレゼンを行
う（5分１組）、成果発表、審査委
員会（80分）
②パネルチームはパネルセッション
（その他チーム）はA3パネルの作成
、印刷、制作物展示
③チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
④今後の課題を整理（10分）

14 総括「今後の課題を整理」/学修到
達目標調査

授業全体を通し（アイデア、発表内容、
発表資料）学修の振り返りを行ってくだ
さい。

5第 回 時間

PBL学修を振り返り、個人のキャリ
アデザインを目標設定する。
①チーム学修振り返り
②PDCAを知る
③今後の課題を整理）
④授業評価アンケート
学修到達目標調査
・課題への取り組み、本授業で養わ
れた力を自己評価、教員評価を行い
ます。

1909
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授業科目名 学外連携ＰＢＬ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

島雅則・荒木俊之・神瀨邦久・内藤大悟・青野桃子・鳥羽賢二・田村匡・山崎哲弘・小島大輔・福長
久美子・荒川由規・丸朋子・辛川敬・田原卓哉・本間哲也

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会で実践する力、協働できる素養を踏まえて学生から社会人に意識改革を図り、社会人としての姿勢を身につける。企業や地
域が提供する課題に受講者全体が取組む。学習活動を通し学生は学習手法、分析方法、課題解決法、マネジメント、チームワー
ク、コミュニケーション、プレゼンテーションなどキャリアに必要なコンピテンシーを能動的に学ぶ。経営学部・国際観光学部
に対応した専門に特化したPBL（Project-Based Learning）として、専門知識を応用し現実の課題に生かすことで、その知識を
定着させ専門知識と実社会とのつながりを学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

仕事で必要な社会人基礎力を身に
つける。

集団やチームの中で固有の役割を
果たすことができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 提示された問題点を洗い出し解決
の目標を定めることができる。

2．全学DP５.計画・立案力 独自性・創造性があり実行可能な
企画書を作成することができる。

3．全学DP６.行動・実践 チーム活動の内容を理解し主体的
に取り組むことができる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 場の流れを理解し、適切に協働す
ることができる。

5．全学DP10.忠恕の心 相手が伝えたいことを共感的に理
解し、自分の考えや思いを伝える
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：オリックス、セレッソ、コングレなど)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ、不合格とする。

1909
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1911

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人評価　テキスト評価

30

毎回の授業終了時の振り返りレポートです。KPT法を使う
。KEEP：今回できてよかったこと、PROBLM:今回できなか
ったこと、課題だと感じたこと、TRY:今後に向けてチャ
レンジしている。

：

％

個人評価　フィードバックシート

15

受講生から受講生全体に対してコメントするものである
。メンバーの活動を理解しコミュニケーションを取って
いる。

：

％

個人評価　課題発見レポート

10

必要なデータを読み取り的確にまとめ、問題点を洗い出
し解決の目標を定めることができる。

：

％

期末レポート

15

レポート内容は授業時間内に通知する。記述内容の充実
度と論理性、説得性の観点から評価する。

：

％

グループ評価　企画提案シート

10

独自性・創造性があり実行可能な企画書を作成すること
ができる。
状況や場面に応じ、計画変更・修正の必要性に気づき、
指導者の承諾を得、変更・修正できる。

：

％

グループ評価　プレゼンテーション

20

シナリオの状況に適した、妥当な最終解決策を提案して
いる。解決策をより効果的に実行するために、追加情報
の必要性に気付いている。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

発想法入門 (日経文庫)、企画の立て方 (日経文庫)
コトラーのマーケティング・コンセプト　フィリップ・コトラー (著)
コトラーのマーケティング3.0　ソーシャル・メディア時代の新法則　フィリップ・コトラー (著)

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
原則すべての授業に出席することが前提である。欠席した場合は理由を教員に連絡してください。開始時は着席が基本である。
配布されるテキストは毎回持参してください。マナーを重視する。この授業は協働を重視するため、授業態度の悪い学生には退
出を命じる。この授業はチームで考え、自分達で行動する授業である。受ける教育から参画する教育へ頭を切り替えてくださ
い。積極的に授業に関わりながら「学ぶ楽しさ」を知る授業にしてください。企業訪問、最終プレゼンテーションはスーツで参
加すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各学科・テーマ別に設定。備考参照

場所： 各教員の研究室。

備考・注意事項： 経営学科　山崎：月曜日１限
スポーツマネジメント学科　田村：水曜日２限
スポーツマネジメント学科　青野：水曜日２限
スポーツマネジメント学科　小島：火曜日４限
国際観光学部　島：月曜日２限
このほか講義後での質問も可。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 プログラムの目的の説明＆チームづ
くり

インターネット等で、大学のＰＢＬ授業
の事例を調べ、必要な能力や行動を考え
る。また課題提供企業に関する情報・
データを調べる。

4第 回 時間

この授業の目的および進め方につい
て、全体説明を行い、学科横断によ
るチーム編成を実施する。

2 課題提供事業者からの課題の提示 課題提供企業から提示されたミッション
について、先進的に取り組んでいる企業
事例を調べ、取り組み内容をまとめる。

4第 回 時間
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1911
課題提供事業者からプレゼンテーシ
ョンを受ける。
提示されたミッションから希望ミッ
ションを選択する。
・テーマ別教室

3 【座学】企画の基礎を学ぶ チームで取り組む企画案について、その
全体像を再確認するとともに、自身の担
当する分野について必要な情報を収集す
る。

4第 回 時間

①企画の基本的な考え方や立案の仕
方を学ぶ（基本のフレームワークの
作成）。
②取り組みの方向性を決め、チーム
内での役割分担を行う。
・テーマ別教室

4 事前調査①　役割を分担し課題を調
査する

現地調査やヒアリング調査において気を
付けなければならない点、準備しておか
なければならない点を事前に調べ、まと
めておく。

4第 回 時間

チーム内で役割を分担し、担当する
課題について、インターネット等で
調査する。
・テーマ別教室

5 事前調査②　調査項目を設定する 現地調査やヒアリング調査において気を
付けなければならない点、準備しておか
なければならない点を事前に調べ、まと
めておく。

4第 回 時間

現地調査での調査項目またはヒアリ
ング項目を設定する。
・テーマ別教室

6 現地調査 現地で見たこと、感じたこと、また課題
点や改善点をまとめる。

4第 回 時間

チーム内で役割を分担し、担当する
課題について調査する【学外授業】
。

7 調査結果の共有と企画骨子の作成 チームで共有された骨子案について、新
規性や実現性があるか、インターネット
等で先行事例を調べる。

4第 回 時間

プレゼンテーションの基本を学ぶ【
座学】
各自が調査した内容をもとに、企画
の基礎となる骨子案を作成する。
（ここまでに企業訪問・店舗訪問な
どの現地調査を終了することが望ま
しい）
・テーマ別教室

8 企画書の作成 企画に不足している点についてインター
ネット等で調査する。

4第 回 時間

企画書の作成を行う。
・テーマ別教室

9 プレゼンテーション準備 プレゼンテーション用のパワーポイント
が見やすく、伝わりやすくなっているか
を確認し、プレゼンの練習を行う。

4第 回 時間

企画書を完成させ、プレゼンテーシ
ョンの準備を行う。
・テーマ別教室

10 企画提案の実施 課題提供事業者より指摘された問題点を
改善するためにチームで話し合いをす
る。

4第 回 時間

課題提供事業者に対し企画案のプレ
ゼンテーションを実施する【学外授
業】。

11 企画提案のブラッシュアップ 課題提供事業者より指摘された問題点を
改善するためにチームで話し合いをす
る。

4第 回 時間

課題提供事業者からの指摘をもとに
、成果発表に向け、プランを修正し
、また必要な情報を集める。
・テーマ別教室

12 発表資料の完成 企画の改善点、プレゼンテーションの問
題点をチームで話し合いを行う。

4第 回 時間

企画案から発表資料（パワーポイン
ト）の作成を行う。
また最終プレゼンテーションに向け
、発表練習を行う。
・テーマ別教室
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13 最終プレゼンテーション 各チームの発表の良かった点（アイデ
ア、発表内容、発表資料）見学メモで学
修の振り返りを行ってください。

4第 回 時間

課題提供事業者に対して、優秀チー
ム企画のプレゼンを行う（７分１組
）、成果発表、審査委員会の実施。

14 総括および今後の課題を整理 全体的な復習と学習成果を確認する。 4第 回 時間
チーム学習振り返り／PDCAを知る。
今後の課題を整理する。

1911
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授業科目名 学外連携ＰＢＬ

111

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

福岡亮治・瀧本一夫・岡田優・新田明美・松田修・大澤弘之・惟任泰裕・小林志保

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

幼稚園・小中学校内外の環境とその中での子どもの動きを関連的にとらえて、園・学校の教育活動と関連させて分析し、課題と
その解決策を提案するPBL（Project-based learning）型の授業です。授業クラスごとにプロジェクト課題を定めて、４人程度
のチームで情報収集、問題発見、課題解決に取り組みます。最終的に企画書の作成及びプレゼンテーションを行います。教育学
部・経営学部・芸術学部の代表による“大阪成蹊カップ”プレゼンテーション大会が行われます。代表チームには、その栄誉を
称え、各賞に準じた奨学金を授与しています。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

プロジェクト課題に関する情報収
集と分析、考察

教育を取り巻く諸課題について基
本的な情報を収集し、適切に分
析、理解できる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 現地での調査、観察をもとに解決
すべき課題を明らかにできる。

2．全学DP５.計画・立案力 課題解決に向けたプロセスを明確
にし、実現可能な企画案を作成で
きる。

3．全学DP６.行動・実践 調査・観察の計画を立案し、自律
的、効果的に実践できる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 プレゼン作成に向けてチームに主
体的に参画し、責任をもって遂行
できる。

5．全学DP10.忠恕の心 教育を取り巻く課題に真摯に向き
合い、解決に向けて誠実に行動で
きる。

学外連携学修

有り(連携先：幼稚園、小学校、中学校)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない（不可となります）。

1911
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

タスク１：レポート　プロジェクト課題
の現状と課題

15

プロジェクト課題について、調査、収集した情報をもと
にした適切に作成されているか、独自のルーブリックに
より評価します。

：

％

タスク２：調査報告書

15

仮説、観点を明確にして、現地調査・観察の結果を適切
にまとめているか、独自のルーブリックにより評価しま
す。

：

％

タスク３：企画書

25

現地調査の結果、チームでの協議、現地からの指導助言
を踏まえて、課題、問題を整理し、解決策示しているか
、独自のルーブリックにより評価します。

：

％

タスク４：プレゼンテーション

25

チームのプレゼンテーションについて、全学ルーブリッ
クにより評価します。

：

％

ポートフォリオ

20

授業全体を振り返って資料を整理し、学びの成果と自己
の今後の課題をまとめているか、独自のルーブリックに
より評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業において、プロジェクト課題に関連する書籍等を随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

　初年次教育で培った協働する力を実践で生かす課題解決型学修です。学修に当たっては、教育現場を取り巻く諸課題につい
て、自らの知識、経験をもとに主体的な課題意識を持つことが求められます。日頃から、新聞等のニュース目を向け、現在の教
育を取り巻く状況や課題を理解しておくように心がけることが必要です。
　調査活動やチーム活動は、授業の他に課外の時間に行うことが必要です。チームの活動に主体的に参画し、自分の役割を責任
をもって果たすことが求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 各教員ごとに周知

場所： 各教員ごとに周知

備考・注意事項： 最初の授業時に各教員ごとに周知する

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ タスク１　プロジェクト課題に関す
る知識基盤形成（１）オリエンテー
ションとプロジェクト課題の決定

クラス担当のプロジェクト課題につい
て、自己の知識・理解をレポートにまと
める。

4第 回 時間

①オリエンテーション
②プロジェクト課題のレクチャー
③プロジェクト課題のクラス担当決
定

２ タスク１　プロジェクト課題に関す
る知識基盤形成（２）プロジェクト
課題に関する情報収集

チームでクラス内発表の資料、PPスライ
ドを作成する。

4第 回 時間

①調査方法の検討・確認
②チームで調査（ネット、文献等）

３ タスク１　プロジェクト課題に関す
る知識基盤形成（３）

プロジェクト課題について自分自身の経
験や問題意識をまとめる。

4第 回 時間

①チームからのプレゼンテーション
②現状と課題についてレポート作成

４ タスク２　現場調査・観察と情報整
理（１）　調査・観察準備

調査・観察の準備を行う 4第 回 時間

①仮説の設定
②調査・観察の項目策定
③調査・観察の準備

５ タスク２　現場調査・観察と情報整
理（２）　調査・観察の実施

調査・観察報告書を作成する。 4第 回 時間

①連携先で、現地調査、現地観察を
実施
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６ タスク３：課題解決策の検討作成
（１）調査報告と問題の分析

課題、問題を整理し、解決策の各事案を
作成する。

4第 回 時間

①各自の報告書に基づいてチーム内
で報告・交流
②問題を分析し、課題を析出

７ タスク３：課題解決策の検討作成
（２）解決方策の検討と企画書の作
成

提案、質問等、訪問の準備をする。 4第 回 時間

①モデル校・園を想定し、解決方策
を検討し、チームで企画書を作成す
る。

８ タスク３：課題解決策の検討作成
（３）現場の意見聴取・企画書のブ
ラッシュアップ

助言、指導内容を報告書にまとめる。各
自の企画案を最終調整、完成させる。

4第 回 時間

①各自のボランティア先に企画書を
高覧していただき、助言、指導を受
ける。
②各自の現場助言・指導の報告
③企画案の再検討

９ タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（１）プレゼンの基本戦略立案

次時に提案するプレゼンの絵コンテを作
成する

4第 回 時間

①前年度の「成蹊カップ」及びモデ
ルとなる学生プレゼンテーションを
参考視聴
②チームのプレゼン戦略の立案、基
本設計

10 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（２）プレゼン資料作成と練習

各自担当部分を練習する。 4第 回 時間

①プレゼン資料、PPを作成
②チーム内で発表練習

11 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（３）クラス内プレゼン発表→代
表選考

取組全体を振り返り、資料等を整理し、
ポートフォリオ作成の準備を行う。

4第 回 時間

①クラス内でプレゼン発表
②クラス代表・次点を選定

12 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（４）成蹊カップ教育学部予選
（教育学部カップ）

発表全体を通しての学びをレポートにま
とめる。

4第 回 時間

①各クラス代表によるプレゼン発表
（８分&amp;#215;８チーム）及びフ
ロアとのディスカッション（５分）
②参観者は、ルーブリックを活用し
発表を評価
③審査結果発表・講評

＊第13回、14回授業と連続して集中
実施。　日程等は、第1回授業で周
知します

13 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（５）成蹊カップ教育学部予選
（教育学部カップ）

発表全体を通しての学びをレポートにま
とめる。

4第 回 時間

①各クラス代表によるプレゼン発表
（８分&amp;#215;８チーム）及びフ
ロアとのディスカッション（５分）
②参観者は、ルーブリックを活用し
発表を評価
③審査結果発表・講評

＊第13回、14回授業と連続して集中
実施。　日程等は、第1回授業で周
知します。

14 総括と省察　ポートフォリオ作成と
学修活動の省察

現地調査先への礼状・企画案発送 4第 回 時間

①授業の資料を整理し、ポートフォ
リオを作成
②授業全体を振り返り、自己の今後
の課題をまとめる
③現地調査先への礼状・企画案の作
成
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授業科目名 地域連携ＰＢＬ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期+集中3年 2

門脇英純・福本章・熊倉一紗・辰巳清

演習

該当する

門脇：コンサルティング会社で、企業からの依頼を受けて事業開発、製品企画、広報戦略、市場調査
を担当。京都府長岡京総合計画策定委員、宮津リゾート構想（国交相）、愛媛県今治地場産業振興セ
ンター認定事業アドバイザーなど行政の政策立案業務を務めた。（全14回）
辰巳：イベント会社でプロデューサーとして、イベント運営、美術館展示、広報戦略、市場調査を担
当。（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

社会で実践する力、協働できる力を養い、学生から社会人に意識改革を図り、社会人としての姿勢を身につける。企業や地域が
提供する課題に受講者全体が取組む。学修活動を通し、学びの手法、分析方法、課題解決法、マネジメント、チームワーク、コ
ミュニケーション、プレゼンテーションなど、キャリアに必要な基礎的能力を能動的に学ぶ。芸術性と実社会とのつながりを体
験的に学ぶ。PBLは問題解決型学習〔Project（Program、Problem） Based Learning〕の略称で学習者が自ら問題を発見し解決
することを重視した能動的学習方法。学習者が、答えや解決方法が一つだけではない問題を解決するという高い壁に挑戦するこ
とで、学習意欲を高めることができる学習法。2021年連携企業：大阪市東成区。「SDGsをテーマに実施運用できる計画を立案し
ていきます。」授業進行の中での学生向け研究倫理教育を学ぶ。振り返り学修到達目標評価の確認を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

情報を目的に沿って整理しその関
係性や本質を明らかにできる。

課題解決のために収集した情報を
目的に沿って整理し、その趣旨の
本質を正しく理解する分析力を発
揮することができる。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

課題を解決するための道筋を考
え、実践することができる。

課題・問題に対する調査・分析か
ら考察に至るまでのプロセスが計
画的に進められ、レベルの高い最
終提案、最終成果物に結びつける
実践力を発揮することができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 問題点を洗い出し解決の目標を定
めることができる。

2．全学DP５.計画・立案力 独自性・創造性があり実行可能な
企画書を作成することができる。

3．全学DP８.意思疎通 仲間および参加者のこどもたちと
適切なコミュニケーションがとれ
チーム活動の内容を理解し、主体
的に取り組むことができる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 場の流れを理解し、適切に協働す
ることができる。

5．全学DP10.忠恕の心 相手が伝えたいことを共感的に理
解し、自分の考えや思いを伝える
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：大阪市東成区)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)
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・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間の授業外学修が求めら
れる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習を
すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

ミニッツペーパー、フィードバックシー
ト（個人）

20

毎回の授業終了時の振り返りレポート。グループメンバ
ーに対するコメントを記述する。メンバーの活動を理解
しコミュニケーションが取れているかを評価するチーム
のメンバーに対するコメント。

：

％

課題発見シート提出（個人）

15

必要なデータを読み取り、的確にまとめ、問題点を洗い
出し解決の目標を定めることができるかを評価する。

：

％

企画提案シート提出（グループ評価）

20

独自性・創造性があり実行可能な企画書であるか。
状況や場面に応じ、計画変更・修正の必要性に気づき、
指導者の承諾を得て、変更・修正できたか。グループ全
員対象

：

％

プレゼンテーション（中間/最終）

20

プレゼンテーションにおいて、問題解決企画案を論理的
で説得力のある内容と、効果的なスライドと演出で提示
し、聴衆の理解と共感を得ることができた。グループ全
員対象

：

％

定期試験（課題レポート）

15

最終プレゼンテーションを終了し、振り返りとしてレポ
ートを課す。評価の視点は、①PBLとしての学びに視点、
②気付いた課題、③今後のアクションプランについて具
体的な視点があれば加点とする。

：

％

学修到達目標

10

学修到達目標を6項目3段階で総合指数を評価します。（1
0点、8点、6点）

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

SDGsの基礎　　  宣伝会議
まちの未来を描く！自治体のSDGs　学陽書房
なるほどデザイン エムディエヌコーポレーション

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
授業内で企画・制作した著作物を行政の事業推進や本学の広報活動等に活用する際、著作権譲渡証書を取り交わし、本学に著作
権を譲渡してもらう。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 門脇：金1.２限、福本：月4限、熊倉：金4限

場所： 門脇：南館１階、福本・熊倉・辰巳：南館2階

備考・注意事項： 金曜1.２限目をオフィースアワーとしているが、授業前後の質問も歓迎す
る。その他の連絡の取り方としてEメールで対応する。（kadowaki@g.
osaka-seikei.ac.jp）Eメール件名としては「地域連携PBL」について（氏
名、学籍番号、グループNO）とすること。
福本（月曜４限、場所：南館２F情報デザイン研究室）
熊倉（金曜４限、場所：南館２F情報デザイン研究室）
辰巳（水曜3限、場所：南館２F情報デザイン研究室）
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授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ PBLプログラムの目的、行政側から
テーマを提示

インターネットで大学のPBL学修事例を2
つ以上調べ、本授業で必要な能力、技術
を考える。

5第 回 時間

①学修到達目標についてこの授業の
学びと養える力を示します。（20分
）
・授業の目的、学修目標、備わる能
力
②授業の進め方について、全体説明
を行い、コース横断によるチーム編
成を実施する。（70分）
・チーム分け。。チームワークの質
向上を目的とするワークショップ。
・PBLミッション発表。
③授業の振り返り（10分）

2 ミッションに関する情報提示＆課題
の把握

ミッションに関する類似事例をインター
ネットで検索し、集めた情報をプリント
アウトして次回授業に持参する。

5第 回 時間

課題提供事業者からプレゼンテーシ
ョンを受ける。提示されたミッショ
ンから希望ミッションを選択する。
①行政担当者よるミッションに関す
るプレゼンテーションを聞く。（50
分）
②ミッション提示に対してし質疑応
答（10分）
③リサーチ・調査   役割を分担し
課題を調査（30分）
④授業の振り返り（10分）

3 リサーチ・調査結果の共有化＆ミッ
ションに対するQA

チームで調査した結果を調査報告書とし
て文章と写真でまとめる。

5第 回 時間

①課題発見グループワーク
ミッションに対する課題をチームで
話し合う。（20分）
②課題の整理グループワーク
出てきた課題を整理。（20分）
③課題の共有化
各チームごとに課題を発表。（50分
）
④授業の振り返り（10分）

4 企画の基本を学ぶ：個人ワーク① チーム内で出た課題が実効性、新規性が
ある企画なのかチームで検討してくださ
い。検討内容を各自、文章でまもめてく
ださい。

5第 回 時間

①企画の基本的な考え方や立案の仕
方を学ぶ（基本のフレームワークの
作成）。（30分）
②取り組みの方向性を決め、チーム
内での役割分担を行う。（60分）
・企画の考え方、作り方を学ぶ
・企画の基本的なフレームワーク
・必要情報を洗い出し企画書の作成
③授業の振り返り（10分）

5 企画書作成：個人ワーク② チームで話し合ったアイデアを基に実効
性のある企画を考えてください。

5第 回 時間

チームで共有された骨子案について
、新規性や実現性があるか、インタ
ーネット等で先行事例を調べる。
・連携先企業から出されているテー
マを再度確認
・新規性、実効性、コスト面を考察
・企画書の提出

6 企画案の共有：チーム作成① チーム内で出た課題が実効性、新規性が
ある企画なのかを、インターネットなど
で情報を検索し、同様な事例を調査して
ください

5第 回 時間

①各自が構築した企画書をベースに
チームで１つの企画案を選定（90分
）
・チームで企画案を構築するための
メンバーの役割を考える
・新規性、実効性、コスト面の再考
②授業の振り返り（10分）

7 企画書：チーム作成② 企画の改善点、プレゼンテーションの問
題点をチームで話し合いを行う。

5第 回 時間
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①プレゼンテーションの基本を学ぶ
【座学】（30分）
②各自が調査した内容をもとに、企
画の基礎となる骨子案を作成する。
（60分）
（ここまでに企業訪問・店舗訪問な
どの現地調査を終了することが望ま
しい）
・プレゼンテーションの基本を学ぶ
・企画書を完成させ、プレゼンテー
ションの準備を行う。
・プレゼンテーションまでのメンバ
ーの役割分担
③授業の振り返り（10分）

8 プレゼンテーション準備：チーム学
修　/　中間学修到達目標の確認調
査

論理的にプレゼンテーションする方法を
使い身の回りのもので５回練習を行って
ください。

5第 回 時間

①チームの企画書を完成させる
・プレゼンテーションの準備
・中間審査会（プレゼン）に備えた
メンバー間の役割認識
②学修到達目標の中間確認調査
中間時点までの成長度を確認し成長
点、さらに伸ばしていく点をアドバ
イス。

9 予選審査会① 講師より指摘された課題を明確にして改
善点を記述報告してください。

5第 回 時間

本審査に向けて学内予備審査を行う
。（80分）
チーム学修振り返り／PDCAを知る。
今後の課題を整理
・企画のプレゼンを行う（5分１組
）成果発表
②チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
③今後の課題を整理（10分）

10 予選審査会② 指摘された課題を明確にして改善点を記
述する。

5第 回 時間

本審査に向けて学内予備審査を行う
。（80分）
チーム学修振り返り／PDCAを知る。
今後の課題を整理
・企画のプレゼンを行う（5分１組
）成果発表
②チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
③今後の課題を整理（10分）

11 課題発見と企画の修正/最終発表準
備・パネルセッション準備

各チームの課題に各自が役割を持って取
り組んでください。

5第 回 時間

①成果発表に向け、プランを修正し
、また必要な情報を集める。（90分
）
・発表チーム（上位１０チーム）は
発表の準備と役割の再確認
・パネルセッション（その他チーム
）はA3パネルの作成、印刷、制作物
アウトプットの準備
②今後の課題を整理（10分）

12 最終発表会① 最終の発表会を目標にパワーポイントが
見やすいか、発表原稿に論理性がある
か、新規性があるかを確認。

5第 回 時間

①発表チームは企画のプレゼンを行
う（5分１組）、成果発表、審査委
員会（80分）
②パネルチームはパネルセッション
（その他チーム）はA3パネルの作成
、印刷、制作物展示
③チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
④今後の課題を整理（10分）

13 最終発表会② プレゼンテーション評価表を基に、他
チームと自身のチームとの違いを考察す
る。レポートにまとめる。

5第 回 時間
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①発表チームは企画のプレゼンを行
う（5分１組）、成果発表、審査委
員会（80分）
②パネルチームはパネルセッション
（その他チーム）はA3パネルの作成
、印刷、制作物展示
③チームの学修振り返り（PDCAを知
る）（10分）
④今後の課題を整理（10分）

14 総括「今後の課題を整理」/学修到
達目標調査

授業全体を通し（アイデア、発表内容、
発表資料）学修の振り返りを行ってくだ
さい。

5第 回 時間

PBL学修を振り返り、個人のキャリ
アデザインを目標設定する。
①チーム学修振り返り
②PDCAを知る
③今後の課題を整理）
④授業評価アンケート
学修到達目標調査
・課題への取り組み、本授業で養わ
れた力を自己評価、教員評価を行い
ます。

1914
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授業科目名 地域連携ＰＢＬ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

大島博文・大塚康央・原田弘之・荒川由規

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

具体的な公共課題をテーマに、問題とされていることの原因、取り組みが必要な事項と効果的な方策、実施にあたってクリアし
なければならない事項等を考える。この取り組みを通して公共性の意味、公共における問題と、その解決にあたって考慮しなけ
ればいけないことを理解する。また、政策、施策の立案能力を養い、社会で活躍できる能力を身につける、グループで協力し、
意見交換を行いながら成果をまとめていく活動を通して、協働することの意義を学び、コミュニケーション能力、リーダーシッ
プ、プレゼンテーション能力を身につける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 公共の意味、社会を支える仕組み
などの基礎的知識を獲得する。

公共の一員としての自覚と、地域
社会を支える基本的な仕組みを理
解する。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

仕事で必要な社会人基礎力を身に
つけ、課題を発見し解決に向けて
進んで取り組む力

集団やチームの中で固有の役割を
果たすことができる。
論理的な考え、課題を明らかにす
ることができる。
主体性を持ち、積極的に行動する
ことができる。
困難な課題にも望み、最後までや
り遂げることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 問題点を洗い出し解決の目標を定
めることができる。

2．全学DP５.計画・立案力 独自性、創造性があり、実行可能
な企画書を作成することができ
る。

3．全学DP６.行動・実践 チーム活動の内容を理解し、主体
的に取り組むことができる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 場の流れを理解し、適切に協働す
ることができる。

5．全学DP10.忠恕の心 相手が伝えたいことを共感的に理
解し、自分の考えや思いを伝える
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：地方自治体、NPO等)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

1914
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・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「不可」とする。
また、本科目はグループワークを基本としており、授業に出席し、グループでのアイデア出し、意見交換、ま
とめなどへの参加・貢献することが評価の大きな要素となる。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人評価　授業への参加、振り返りシー
ト

30

毎回の授業受講態度や授業時でのワークシート、終了時
の振り返りシートにより、授業に真摯に向き合い、必要
な知識、能力を付けることに取り組んだかを評価する。

：

％

個人評価　フィードバックシート

20

グループ内で積極的、主体的に活動し、リーダーシップ
やコミュケーションを取っていたかを、受講生相互の評
価などを用い評価する。

：

％

個人評価　期末レポート

20

授業を通じて得た知見、地域社会における自分との関係
など、他者との協働、公共課題解決における役割など総
合的な知識を得ることができたかを評価する。

：

％

グループ評価　課題解決提案シート

20

公共課題の調査分析を行うことで解決が必要な課題を明
らかにすることができているか、当該課題に対する効果
的な提案について、制度、問題の特性、周辺の状況など
も考慮した含めたものとなっているかを評価する。

：

％

グループ評価　プレゼンテーション

10

わかりやすく、簡潔なプレゼンをまとめることができた
か、準備をしっかりとできたかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

松田剛典、佐伯勇、木村亮介編著「大学生のためのキャリアデザイン－はじめての課題解決型プロジェクト－」ミネルヴァ書
房、2019

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
担当するテーマ・課題により、授業の進め方、授業での取り組み内容を変更する場合がある。この場合、授業の中で適宜、指示
する。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日4限

場所： 西館4階研究室

備考・注意事項： 上記以外でも、研究室に在席中は対応可能です。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 プログラムの目的、公共政策の理解 インターネットで大学のPBL学修事例2つ
以上調べて、本授業で必要な能力、技術
を考えてください。

4第 回 時間

①この授業の目的の説明
②チーム分けを行う。チームワーク
づくりを目的にワークショップを行
う。
③PBLミッションを発表する。

2 座学：公共とは何か、公共問題解決
のアプローチなどについて

新聞等で、地域社会で発生している問
題・課題解決にどのような取り組みがな
されているかを調べておいてください。

4第 回 時間
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本授業で取り組むものは、地域社会
で発生している問題である。
問題の内容から、公共性とは何かを
考える。また、公共問題の解決に取
り組むことについて、関係する行政
の役割、施策、事業の決定過程、合
意形成など、公共が有する特徴につ
いて学ぶ。

3 ミッションに関する情報提示＆課題
の把握、現地でのリサーチ準備

同種の問題に対し、他の自治体などでど
のような取り組みが行われているかをイ
ンターネット等で調べておいてくださ
い。また、現地調査で確認すべき事項、
明らかにしたい内容を整理し、円滑かつ
効果的な調査実施となるよう準備してく
ださい。

4第 回 時間

①行政担当者等によるミッションに
関するプレゼンテーションを聞く。
②ミッション提示に対して質疑応答
②問題の整理グループワーク
問題が起こっている原因と対応が必
要な課題解決案(仮説)の設定
③現地調査で確認すべき事項の確認
を行う。

4 リサーチ・調査   役割を分担し調
査する。

調査で得られた内容をまとめ、次回の授
業(グループワーク)で発表できるように
文章でまとめておいてください。

4第 回 時間

担当テーマについて調査を行う
チームで役割を分担し、あらかじめ
準備した調査項目に基づき課題を調
査する。

5 調査結果の共有、問題の把握 他の事例も参考にしながら、実効性のあ
る施策、事業を考えてください。

4第 回 時間

各自が調べた情報、調査での発見に
ついて、それぞれ報告する。
報告内容を基に、課題解決の方策と
して設定した仮説が妥当かどうかを
検証する。与えられたミッションに
ついて、問題は何か、その原因はど
こにあるか、解決が必要な課題はど
んなものかをグループで検討する。
(先に設定した仮説の検討)、修正が
必要であれば再検討を行う。

6 課題解決策の提案(アイデア出し) グループ内で出された様々な提案につい
て、グループ化してみる、組みあわせて
みる等して、より良いものになるよう考
えておいてください。

4第 回 時間

ブレーンストーミング形式でチーム
で話し合いを行う。
いくつものアイデアを出すこと。
KJ法などを使い、出てきたアイデア
を分類整理し、問題・課題解決の方
向検討の準備作業を行う。

7 課題解決の方向性検討 施策、事業案の作成にあたり、同様の事
例があるか、実施にあたって制度、体制
等の問題がないかどうかをチェックして
ください。

4第 回 時間

問題は何か、解決や対応が必要な課
題は何かを明らかにし、グループ内
で提案してきたアイデアが、課題解
決につながるものかを検討する。
また、事業実施にあたっての制約、
障害はないのか、あるとすれば、ど
のように対応すべきかなどを考える
。
事業の具体化にむけて、方向性を確
認、共有するステップとなる。

8 中間まとめ(問題と課題の確認) 中間まとめの報告会を前に、チームで話
し合いの時間を２～３回持ち、報告に備
えましょう。

4第 回 時間

具体的な方策を立案する。
与えられたミッション（テーマ）の
確認、そのテーマが有する問題と、
問題解決に向けて対応する必要があ
る事項、活用・利用するリソース、
施策の基本方針、施策内容と効果を
体系化した中間まとめを行う。
テーマ提示の担当者にむけた説明準
備を進める。
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9 中間まとめ報告会 ミッション担当者から指摘された事項を
整理し、改善・見直しすべき点を整理し
てください。また、施策の具体化を図る
ため、同様の取り組み事例などを調査し
ておいてください。

4第 回 時間

ミッションを提示した担当者に、検
討中の施策、事業内容について、問
題の分析、課題の設定、関係する主
体と役割、実施すべき施策等の内容
を説明する。
実現可能性、公共目的に合致してい
るか等の視点からのアドバイスを受
ける。

10 フィードバック、ブラッシュアップ グループでのまとめに向けて、必要な
データ、資料はないか、分かりやすく論
理的に説明するための工夫について考え
整理しておくこと。

4第 回 時間

ミッションを提示した担当者からの
アドバイス、指摘された事項につい
て、各自が整理分析した内容をグル
ープで共有し、方向性の見直しの必
要性や提案した施策の妥当性を考察
の上、施策、事業の具体化に向けた
検討を・協議を進める。この際、施
策・事業内容が、与えられた問題解
決につながるか、総合的に考えるこ
と。そのうえで、より効果的で魅力
ある提案となるよう検討を深める。

11 施策、事業の提案まとめ グループ内で与えられた役割を踏まえ、
発表資料の論理構成が適切か、付け加え
ること、不要なことはないかを確認して
プレゼン資料作成が円滑に進むよう準備
しておいてください。

4第 回 時間

最終まとめの発表に向けて施策、事
業提案のブラッシュアップを図る。
プレゼン資料作成に必要な資料、デ
ータの収集、説明のストーリー作成
、資料の構成などをグループで分担
し、まとめ資料を作成する体制を整
える。
資料構成について決定する。

12 プレゼン資料作成 最終の発表会を目標に、提案の背景、考
え方、根拠となるデータ、提案内容など
が、論理的に一貫しているか、説明に過
不足はないかを最終確認しておいてくだ
さい。グループで集まり、最終発表の準
備をしておくこと。

4第 回 時間

プレゼン資料を、グループで協力し
て作成する。
聞き手の立場になって、分かりやす
く、納得させることができるプレゼ
ン資料を作成する。

13 最終発表会 プレゼンテーション評価表を基に、他
チームと自身のチームとの違いを考察す
ること。

4第 回 時間

グループ成果の発表を行う。
発表の姿勢、説明内容、提案の妥当
性、効果などについて、分かりやす
くプレゼンテーションを行う。また
、他グループのプレゼンを聞くこと
によって、効果的なプレゼンテーシ
ョンについて学ぶ。

14 総括・振りかえり 授業の振り返りを行うこと。良かった
点、難しかったこと、課題と感じたこと
を整理しておくこと。

4第 回 時間

グループ学習を振り返る。公共課題
、地域・社会問題の性格、解決にあ
たって考慮すべき事項、関係者との
関わりなど本授業を通じ得たことを
考える。
また、協働で検討し取り組んできた
経過を振り返り、グループでの自身
の役割、協働の必要性、リーダーシ
ップやグループへの貢献などを振り
返る。

1916
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授業科目名 仕事とキャリア

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

福本章・辰巳清・仲村学・石田直美・黒野正和

演習

該当する

石田直美：アナウンス業務、司会業（20年）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、卒業後の進路決定に向けて必要な知識と実践的な能力を獲得する。演習やグループワークを通して、社会を生き
抜くための思索の機会をもち、社会で求められる自己表現力や課題解決能力を体験的に養う。実際の社会の第一線で活躍する企
業人やＯＢを招き、実社会での現場の話を聴く機会を設けている。また、先輩を交えたグループワークも行うなど、双方向で意
見交換が出来る機会も設定している。授業は、個人ワーク、チーム学習を主体としてアクティブラーニングが中心。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

卒業後のキャリアについて必要な
知識と実践的な能力を有してい
る。

自己分析、自己理解が出来てお
り、職業理解、業界理解ができて
いる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 社会で求められる自己表現力や社
会問題と課題を理解している。

2．全学DP５.計画・立案力  自分の専門的知識と技能を、社会
に発信し活かす意思とスキルを有
し、行動計画を立てられる。

3．全学DP６.行動・実践 自身の知識と技能を効果的に発揮
し、実践できる行動力を備えてい
る。

4．全学DP８.意思疎通 双方向の意思疎通を通しソーシャ
ル・タッチポイントの目標を達成
している。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価
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注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への積極的参加

30

演習への積極的参加と発表する姿勢、質問に対する積極
的、適切な答えを総合的に評価する。

：

％

振り返りシート等の授業内課題

50

随時提出する振り返りシート（働く視点、業界理解、企
業理解）および付随する提出物の内容から評価する。

：

％

期末レポート

20

授業内容を踏まえた理解度を基準とし、独自の視点で見
解が述べられているかという視点を加点項目として評価
する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「組織の成果に直結する問題解決法ソリューションフォーカス」ポール・Ｚ・ジャクソン・マカーゴウ著：青木安輝　訳、（ダ
イヤモンド社）
「２０歳のときに知っておきたかったこと」ティナーシーリング著、（阪急コミュニケーションズ社）
その他の文献については、授業中に随時紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回5時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 福本クラス：月曜４限

場所： 南館２F研究室

備考・注意事項： ・福本クラス：月曜４限　南館２F情報デザイン研究室
　（非常勤の先生のクラス（石田先生、黒野先生）は、授業中に案内しま
す。また、福本が代行として随時対応します。）
　その他の連絡方法：Eメールアドレス福本（fukumoto-a@g.osaka-
seikei.ac.jp）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション 授業における目標設定と自身の大学生活
における目標設定について考え、具体的
な行動計画を立てる。

5第 回 時間

①講座の目的と目標を理解します。
②実社会の流れを理解し、社会人と
しての目標を考えていきます。
③学修到達度目標の説明

2 企業と仕事（社会の中の自己理解） 企業、業界の情報を収集し、アプローチ
の為の行動計画を立てる。

5第 回 時間

アセスメントの概要と目的を理解し
、自己分析の基礎データの把握に努
めます。企業と業界を探求し、自身
のやりたいこと、出来ること、やら
なければならないことを明確にする
作業に取り組みます。

3 業界研究（OBから話を聴く） 授業の振り返りをもう一度行い、次回以
降の業界研究を行う。

5第 回 時間

業界で活躍するOBゲストに招き、ワ
ークショップを行います。質疑応答
が出来る形式での双方向授業となり
ます。

4 リテラシーの理解 リテラシーの内容と必要性について復習
する。

5第 回 時間

社会人に必要なリテラシーについて
理解を深めます。

5 コンピテンシーの理解 学生時代の振り返り企業と接点を持つた
めの様々な手法について考察し、そのた
めに準備が必要な事を明確にする。

5第 回 時間
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社会人に必要なコンピテンシーにつ
いて理解を深めます。

6 自己理解（コンピテンシー） 授業で学んだ知識とノウハウを実際に行
動に移す準備をする。

5第 回 時間

性格適正検査の実施と、様々な実例
を取り上げ、内容を理解します。ま
た、性格適正検査の結果を踏まえ、
自己分析を深めるます。

7 ケーススタディ（演習） 次回の授業の予習として、自己PRの題材
を整理する。

5第 回 時間

①親和力・協働力・統率力・感情抑
制力・自信創出力・行動持続力・課
題発見力・計画立案力・実践力とい
った社会で求められるコンピテンシ
ーを理解し、自身の強みを表現する
ための具体的手法を学びます。

8 キャリアアンカー 授業内容を踏まえ、自己PRの文章を作成
する.

5第 回 時間

①学生時代の振り返り、自身の成長
を裏付ける体験について表現手法を
身につけます。
②中間学修到達度目標の進捗確認と
フィードバック

9 業界研究：実践（企業人事から話を
聴く）

授業の振り返りをもう一度行い、次回以
降の業界研究、志望動機の作成に活用す
る。

5第 回 時間

企業の人事担当者をゲストに招き、
人事の視点を理解します。質疑応答
が出来る形式での双方向授業となり
ます。

10 PROGテスト PROGテストの意義と問われたリテラシー
とコンピテンシーの重要性について再確
認する。

5第 回 時間

ＰＲＯＧテストを受け、自身のリテ
ラシーとコンピテンシーの把握を行
います。

11 業界研究（企業分析） 授業で上手くいかなった点を課題とし、
次回までの情報をまとめる。

5第 回 時間

具体的に企業を取り上げ、個別の企
業についての考察を行います。また
情報共有を目的として、個人ワーク
、グループワークを行います。

12 業界研究（ビジネス・業界の考察） インターンシップなど企業との接点を持
つための手法を調べる。

5第 回 時間

業界、業種、職種の理解を深めます
。また、情報収集の手法から、求人
票の見方、労務に関する専門的な用
語について理解します。

13 PROGフィードバック PROGを踏まえた今後の行動計画を立て
る。

5第 回 時間

ＰＲＯＧテストの結果を考察し、自
身のリテラシーとコンピテンシーに
ついて理解を深め、課題を明らかに
します。

14 総括・振り返り（目標設定の行動計
画を作成）

自身のリテラシーとコンピテンシーの進
捗度を踏まえ、各自で春休みの行動計画
を立てる。

5第 回 時間

①目標設定の行動計画を作成します
。
②本授業が終了した後の行動計画と
キャリアビジョンを描きます。
③振り返り（最終学修到達度評価の
確認）

1917

- 479 -



授業科目名 キャリアプランニング

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

福本章・石田直美・神瀬邦久・麻生典子・川島将希

講義

該当する

福本：生命保険相互会社にて総合職5年、他21年（企画、広報、組織開発、経営管理）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、自身のキャラプランニングの為に必要な知識と能力を身につけます。自らの強み弱みを理解し、将来へのビジョ
ンを描きます。その他、ビジネスマナー、企業選考プロセス、自己紹介文書の作成などを学びつつ、ソーシャル・タッチポイン
トの視点から、企業人や先輩（4年生）の話を聞く機会の活用など、将来に必要な実践的なスキルを身につけます。社会人とし
て必要な、知識、教養、働き方を学び、自ら目標設定を行い、後期からの具体的なキャリアの検討に結びつけることを目指しま
す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 自己分析による強み弱みの理解、
ビジネ
スマナー、業界研究、自己紹介文
書の作成などスキルを身につける

自ら進むべき業界を選び、就業選
考に前向きに取り組めるようにな
る

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 自らの強み弱みを理解し、啓発課
題をつかむ

2．全学DP５.計画・立案力 実社会で稼働していくためのプロ
セスを学び、具体的なアクョンプ
ランを策定する

3．全学DP６.行動・実践 業界研究などに取り組み、主体的
にアクションプランを考え実践す
る

4．全学DP８.意思疎通 教員やゲストスピーカーとの質疑
応答など双方向コミュニケーショ
ンを図る

5．全学DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼り
にされる人になることを目指す

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない。

1917
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業中のワーク

30

授業に継続的に参加し、積極的に課題（ワーク）に取り
組めているかどうかを評価します。

：

％

毎回のレポート

40

授業内容を踏まえ、独自の見解や今後の取り組みなど定
められた文字数で具体的に論述でき
ているかどうかを評価します。

：

％

中間レポート

10

中間レポートにより、授業で学んだことに関して理解で
きているかを評価します。

：

％

期末レポート

20

指定された日時までに提出された期末レポートにより、
授業で学んだことに関して理解でき
ているかを評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回5時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 福本：月曜４限

場所： 南館2F情報デザイン研究室

備考・注意事項： 石田先生、神瀬先生、麻生先生は、授業中に指示があります。
また、その他の自体に、福本が代行で対応します。
Mailアドレス：　fukumoto-a@g.osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーションと目標設定 今後の授業計画を立ててください。 5第 回 時間
①授業の目的と進め方についてガイ
ダンスを行う。
②学修達成度目標の理解。
③授業スケジュールの確認。

２ 自己分析による強みと弱みの確認 適性検査を参考にして自身の課題を考え
てくださ い

5第 回 時間

①自分自身の強みと弱みを把握。
②アセスメントは、適性検査の体験
と振り返り。

３ 学生から社会人へのキャリアデザイ
ン

当日学習したことを復習してください 5第 回 時間

①社会で活躍できるビジネスパーソ
ンの事例から、社会人に求める知識
や能力について学び、理解を深める
。
②知識や技術がビジネスの現場でど
のように生かされているのかを学ぶ
。

４ 情報収集 テキストで当日学習したことを復習して
く ださい

5第 回 時間

①社会を知る情報ツールの活用方法
の理解。
②自分自身のキャリアを検討するた
めに必要な情報収集力を身につけ、
キャリアを選択する際の注意点など
について学ぶ。

５ 自己紹介文の作成：原文作成 当日学習したことを復習してく ださい 5第 回 時間
①各自で自己紹介文書の作成に取り
組み、文章表現力を強化する。

６ 自己紹介文書作成：完成・発表 当日学習したことを復習し、自 己紹介文
書を作成してください。

5第 回 時間
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①作成した自己紹介文書をペアで読
み合わせ、ブラッシュアップするこ
とで文章表現力を強化する。
②自己紹介文書を完成させ、お互い
に発表することで良い点、改善点な
どを学ぶ。

７ ソーシャルタッチポイント フィードバックの結果をもとに、自身の
課 題を整理しましょう

5第 回 時間

①未来展望セミナーの講演動画（一
部視聴：最先端の知識を社会の第一
線の講師から学ぶ）
②未来展望レポートコンテストへの
エントリー（概要と目的の理解）
③レポート・論文「背景→主張→理
由→反論・論駁→結論（主張）」ま
での作法を理解する。

８ ビジネス文書の理解 当日学習したことを復習し、自 己紹介文
書をブラッシュアップしてください

5第 回 時間

①レポート・論文の作法を踏まえた
上で、ビジネス文書との差異を理解
。
②ビジネス文書（メール）の基本を
理解する。
③カバーレターの重要性の理解。社
会人として必要となるビジネス文書
の書き方についての実践する。
④中間学修到達度の進捗確認とフィ
ードバック

９ 企業研究・業界研究（1）ポイント
と方法

キストで当日学習したこと、および 中間
レポートを復習してください。

5第 回 時間

①これまで学んだ内容を踏まえ、中
間レポートを提出。
②業界研究をどのように行えばよい
か、そのポイントや具体的な方法に
ついて学ぶ。
③未来展望レポートコンテストの進
捗管理と質疑応答。

１０ 現代社会と多様な社会活動、働き方
の理解

当日学習したことを復習してください。 5第 回 時間

①ゲストを招き特別授業を開催
②社会におけるビジネスの実情につ
いて学ぶ（ゲストスピーカーの都合
により、10回授業～1２回授業での
調整もある）。

１１ 企業研究と職業観 当日学習したことを復習してください。 5第 回 時間
①個々人の職業人生とそのために今
できることを学ぶ（10回授業～1２
回授業でゲスト調整あり）。
②未来展望レポートコンテストの進
捗管理と質疑応答。

１２ 企業研究・業界研究 当日学習したことを復習してください 5第 回 時間
①講演内容を踏まえ、様々な業界の
実情やBtoC、BtoB企業の特徴などに
ついて学ぶ（10回授業～1２回授業
でゲスト調整あり）。
②未来展望レポートコンテストの進
捗管理と質疑応答。

１３ 企業研究と職種研究 当日学習したことを復習してください 5第 回 時間
①クリエイターを始めとした専門職
から、事務系職種、SE、営業職、等
、働く視点からキャリアを考察。
②未来展望レポートコンテストの進
捗管理と質疑応答。

１４ 総まとめ（研鑽） 前14回講義の内容を振り返りましょう 5第 回 時間
①講義全体の学びを踏まえた振り返
り（最終学修到達度目標についての
確認）
②今後の課題の設定。
③夏休みの有意義な過ごし方に関す
る行動計画。
④授業の最後に期末レポート課題の
提示。
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授業科目名 キャリアプランニング

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

古川拓也・丸朋子・辛川敬・川島将希・福長久美子・山本弘和

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、自身のキャラプランニングの為に必要な知識と能力を身につけます。自らの強み弱みを理解し、将来へのビジョ
ンを描きます。その他、ビジネスマナー、企業選考プロセス、自己紹介文書の作成などを学びつつ、企業人や先輩（4年生）の
話を聞く機会の活用など、将来に必要な実践的なスキルを身につけます。社会人として必要な、知識、教養、働き方を学び、自
ら目標設定を行い、後期からの具体的なキャリアの検討に結びつけることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 自己分析による強み弱みの理解、
ビジネスマナー、業界研究、自己
紹介文書の作成などスキルを身に
つける。

自ら進むべき業界を選び、就業選
考に前向きに取り組めるようにな
る。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 就業選考検査によって、自らの強
み弱みを理解し、啓発課題をつか
む。

2．全学DP５.計画・立案力 企業選考プロセスを学び、具体的
なアクションプランを策定する。

3．全学DP６.行動・実践 業界研究などに取り組み、主体的
にアクションプランを考え実践す
る。

4．全学DP８.意思疎通 教員やゲストスピーカーとの質疑
応答など双方向コミュニケーショ
ンを図る。

5．全学DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になることを目
指す。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ、成績評価を行わない。

1919
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業中のワーク（就業選考検査含む）

30

授業に継続的に参加し、積極的に課題（ワーク）に取り
組めているかどうかを評価します。

：

％

毎回のレポート

50

授業内容を踏まえ、独自の見解や今後の取り組みなど定
められた文字数で具体的に論述できているかどうかを評
価します。

：

％

中間レポート

10

中間レポートにより、授業で学んだことに関して理解で
きているかを評価します。

：

％

期末レポート

10

指定された日時までに提出された期末レポートにより、
授業で学んだことに関して理解できているかを評価しま
す。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 古川：水曜2限

場所： 研究室（西館2階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます（furukawa-
t@g.osaka-seikei.ac.jp）。件名には必ず、氏名・学籍番号・所属を明記
してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよびキャリアプランニ
ングに関する総論

キャリアプランニングを行う上で重要な
事項について、テキストにまとめておい
てください。

4第 回 時間

授業の目的と進め方についてガイダ
ンスを行います。また、現在の就職
活動事情と今後のスケジュールにつ
いて、具体的なイメージを形成しま
す。

2 採用人事のプロセス 当日学習したことを復習してください。 4第 回 時間
企業の採用人事プロセスにおいて、
就職希望者に求める知識や能力につ
いて学び、理解を深めます。また、
採用試験で求められる知識がビジネ
スの現場でどのように生かされてい
るのかを学びます。

3 情報収集力を高めよう 就職情報ツールを活用し、興味のある
キャリア等について調べてみましょう。

4第 回 時間

就職情報ツールの活用方法を学び、
自分自身のキャリアを検討するため
に必要な情報収集力の獲得と、キャ
リアを選択する際の注意点などにつ
いて学びます。

4 業種と職種を理解しよう：基礎知識
の理解

テキストで当日学習したことを復習して
ください。

4第 回 時間

業種および職種に関する基本的な知
識を学び、キャリアを選択するうえ
での基本事項をおさえます。

5 業種と職種を理解しよう：特別講義 具体的な企業の事例を第4回講義で学習し
たことと照らし合わせて、学びを深めて
ください。

4第 回 時間

ゲストスピーカー（企業人）を招い
て特別授業を開催し、業種と職種に
関する具体的なケースを学びます
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6 業種と職種を理解しよう：まとめ テキストで当日学習したことを復習して
ください。

4第 回 時間

業種および職種について理解してき
た事項を整理します。

7 自分自身を理解しよう：適性検査に
チャレンジ

適性検査を通して得意なこと、苦手なこ
とを確認しておきましょう。

4第 回 時間

適性検査（GPS-Academic）を受け、
自己の強みと弱みを把握します。

8 自分自身を理解しよう：自身の過去
を振り返る

テキストで当日学習したことを復習して
ください。

4第 回 時間

将来のキャリアプランを設計するた
めに、まずは自分自身の過去を振り
返ることで自身のキャリアや特性を
理解します。

9 自分自身を理解しよう：適性検査を
踏まえた分析

当日学習したことについて、気が付いた
点等をテキストに整理しましょう。

4第 回 時間

専門家からのフィードバックと適性
検査結果の考察から、自らの長所と
短所、アピール可能な点について整
理します。

10 自分自身を表現しよう：自己紹介文
の作成

テキストで当日学習したことを整理して
おきましょう。

4第 回 時間

各自で自己紹介文書の作成に取り組
み、文章表現力を強化します。

11 自分自身を表現しよう：自己紹介文
の洗練と発表

テキストで当日学習したことを整理して
おきましょう。

4第 回 時間

作成した自己紹介文書をペアで読み
合わせ、ブラッシュアップすること
で文章表現力を強化します。自己紹
介文書を完成させ、お互いに発表す
ることで良い点、改善点などを学び
ます。

12 自分自身を表現しよう：学生時代に
力を入れて取り組んだこと

テキストで当日学習したことを踏まえ、
テキストに文章を作成しましょう。

4第 回 時間

各自で学生時代に力を入れて取り組
んだことについて文章表現し、文章
表現力を強化します。

13 ビジネス文書（メール・カバーレ
ター・御礼状）

テキストで当日学習したことを整理して
おきましょう。

4第 回 時間

ビジネス文書（メール）の基本を理
解します。カバーレターの重要性を
理解します。就業活動や社会人とし
て必要となるビジネス文書の書き方
について実践します。

14 まとめ 前14回講義の内容を振り返りましょう。 4第 回 時間
講義全体の学びを踏まえて、今後の
課題を設定します。夏休みの有意義
な過ごし方についても考えます。授
業の最後に期末レポートの課題を提
示します。
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授業科目名 仕事とキャリア演習

114

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

福本章・麻生典子・石田直美・川島将希

演習

該当する

石田直美：アナウンス業務、司会業（20年）
福本 章：営業管理・人事労務管理・経営企画・組織開発(25年）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　人生を有意義に行動するための基盤となる学修です。社会で実践力を身に付け、社会で活躍できる人材としての能力を身に付
けます。授業を通し、内定先企業、あるいは興味のある企業や業界を想定したSDGsの目標達成案を実現するプランニングを行い
ます。そのために、ソーシャルタッチポイントを推進し、業界・企業研究、OB・OGとの交流を積極的に行い、実践的な活動を授
業を推進します。また、外部からゲストを招き、企業人として、取り組んできた仕事や、転機となった経験談等から学ぶこと
で、働き方・生き方について考える機会も作ります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

企業・業界、職業についての理解 業界の方向性、問題点、改善点を
考察し、自身の置かれている内的
環境と、外的な環境の分析を可能
とする知見を備えている。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

社会で活躍できる人材になるため
の素養

単に就職し、社会人になるのでは
なく、主体的に物事に取組み、困
難な課題に対しても諦めることな
く、最後までやり遂げることが出
来る人材となっている。

汎用的な力

1．全学DP５.計画・立案力 専門的知識と技能に関し、アウト
プットしていくための意思と技能
を有し、その行動計画を立案でき
る。

2．全学DP６.行動・実践 自身の知識と技能を効果的に発揮
し、実践していくことが出来る行
動力を備えている。

3．全学DP８.意思疎通 双方向の意思疎通を通しソーシャ
ル・タッチポイントの目標を達成
している。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

「マッキンゼー流入社１年目の問題解決の教科書」（著）大島祥誉、SBクリエイティブ。
「論理的思考力を鍛える33の思考実験」（著）北村良子、彩図社。
「MBA生産性をあげる100の基本」（著）グロービス・（執筆）嶋田毅、東洋経済新報社。
「アクティブラーニングで学ぶキャリアデザイン就活編」（著）福本章・佐々木公之、学術研究出版。

課題や取組に対する評価・振り返り

1920
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1924課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

「マッキンゼー流入社１年目　問題解決の教科書」（著）大嶋祥誉、SBクリエイティブ。
「論理的思考力を鍛える33の思考実験」（著）北村良子、新図社。
「MBA生産性をあげる100の基本」（著）グロービス・（執筆）嶋田毅、東洋経済新報社。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への積極的参加

30

演習への積極的参加、発表や質問する姿勢、適切な答え
などを総合的に評価する。

：

％

課題レポート（中間）

10

内定企業（就活中：志望企業・志望業界）に関し、SDGs
を踏まえ、持続可能な開発目標プロモーション案をまと
める。

：

％

リフレクションシート（取組姿勢・理解
度）

40

随時提出するリフレクションシート（振り返り）の内容
、と付随する提出物の内容から評価する。

：

％

最終レポート（期末）

20

授業内容を踏まえた理解度を基準に評価する。回答に独
自の視点からの展開があることで加点項目とする。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「マッキンゼー流入社１年目の問題解決の教科書」（著）大島祥誉、SBクリエイティブ。
「論理的思考力を鍛える33の思考実験」（著）北村良子、彩図社。
「創造社会の都市と農村ーSDGsへの文化政策」（総監修）佐々木雅之幸、水曜社

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回5時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 福本章：月曜４限

場所： 南館２F情報デザイン研究室

備考・注意事項： 石田直美先生・麻生和先生は、授業時に案内しますが、随時、福本が代行
でも対応します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション 就職戦線における本科目が担う役割を明
確にし、自身の目標を具現化するための
行動計画を立ててください。

5第 回 時間

①講座の目的を理解します。
②就職活動の流れを鑑み、授業の進
行と併せて行動計画を立てます。
③学修達成度目標の説明

2 SDGsの理解 SDGsを踏まえ、企業、業界の情報を収集
し、アプローチの為の行動計画を立てま
しょう。

5第 回 時間

①17の目標と169のターゲットを理
解します。
②個人ワーク、グループワーク
③第13回～14回目に企画案を発表す
る授業計画を共有します。

3 持続可能な社会へ向けた事例研究 SDGsを踏まえ、自身の就職活動、就職先
企業に関する情報を整理する。

5第 回 時間
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1924
①国家の立場、行政の立場からSDGs
の達成へ向けて活動を理解します。
②産業界・企業の立場から事例を研
究していきます。
③個人ワーク、グループワーク

4 SCAMPER法から商品開発 SDGsを踏まえ、就職セミナーや企業説明
会への参加　就職先企業の情報を整理す
る。

5第 回 時間

①SCAMPER法を活用し、論理的な視
点からSDGsを踏まえた商品開発をし
てみます。
②個人ワーク、グループワーク

5 企業・業界研究（SDGsの深化） SDGsを踏まえ、就職セミナーや企業説明
会への参加　就職先企業の情報を整理す
る。

5第 回 時間

①SDGsの視点から内定企業の研究（
志望企業・志望業界研究）を行いま
す。
②SDGsを踏まえ、持続可能な開発目
標の考察をします。
③個人ワーク、グループワーク

6 SDGsビジネスモデル SDGsと身の周りの社会問題を照らし合わ
せ理解を深めてください。

5第 回 時間

①SDGsを関連付けた持続可能な開発
目標に関する企画案の作成に取り掛
かります。
②個人ワーク、グループワーク

7 企業・業界研究（SDGsの目標設定） SDGsと志望業界を取り巻く課題を照らし
合わせ理解を深めてください。

5第 回 時間

①情報を収集し、持続可能な開発目
標と内定先、および志望業界の研究
を行います。
②SDGsの視点から世の中の短な課題
を考えていきます。
③学修達成度目標進捗確認

8 コンピテンシーの理解とケーススタ
デイ

授業の復習と、就職セミナーや企業説明
会への参加　就職先企業の情報を整理す
る。

5第 回 時間

①コンピテンシーを理解します。
②就職活動における成功と社会人と
しての成功を考えます。
③高業績者の行動特性に関し、深掘
りしコンピテンシーの理解を深めま
す。
④就職試験および、社員研修で実施
される実践演習にも取り組みます。

9 学生と社会人の意識の違い（ケース
スタデイ）

社会人としての行動について実践できる
ところから始めてみましょう。

5第 回 時間

①社会人に求められる9つの意識を
理解します。
②9つの意識についてのケーススタ
デイを行います。
③就職希望先、就業内定企業につい
て理解を深めます。
④企業勤務の経験者から、社会人に
求められる能力を理解します。
⑤学生と社会人の違いについて個人
で考え、グループワークを行います
。

10 SWOT分析の理解とSDGs SDGsの企画案を提出するための関連付け
を行ってください。

5第 回 時間

①企業や組織で利用されるSWOT分析
を理解します。
②SDGsの視点から企業と業界の研究
を行います。

11 SWOT分析（個人目標設定） 社会人として活躍するための自身の課題
を明確にしてください。

5第 回 時間

①個人のSWOT分析を行います。
①SWOT分析による自己分析と自己理
解を深めていきます。
②自身のキャリアに関する目標設定
を行います。

12 ライフプランニングと資金計画 SDGsの企画案を提出するための関連付け
を行ってください。

5第 回 時間
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①社会や企業、個人のお金の流れに
ついて理解します。
②給与の仕組みについて知識を深め
ます。
③社会保険と税金について学びます
。
④社会や企業、個人のお金の流れに
ついて理解した上で、自身の資金計
画を立てます。
⑤ライフプランニングがシミュレー
ションできるように知識を深めます
。

13 SDGs：持続可能な開発目標案発表
（代表者）

授業の復習としての振り返りと、授業時
間外での行動の変革を行ってください。

5第 回 時間

①チーム内から選出された代表者の
発表の場とします。
②情報共有（背景の理解、課題の理
解、解決案の理解）を行います。
③相互評価（ルーブリック）を行い
ます。

14 総括・振り返り 授業終了後がスタートのつもりでキャリ
アビジョンを現実のものにしてくださ
い。

5第 回 時間

①目標設定の行動計画を作成します
。
②本授業が終了した後の行動計画と
キャリアビジョンを描きます。
③最終学修達成度評価確認
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授業科目名 仕事とキャリア

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

児山俊行・東出加奈子・島雅則・川島将希 ・福長久美子・山本弘和

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、社会で活躍するために必要な知識と能力を身につけます。適正検査やプログテストから自らの強み弱みを理解
し、ビジネスマナー、業界研究、コミュニケーション、自己PRなどを学び、ソーシャルタッチポイントを意識し、企業人や先輩
（4年生）の話を聞く機会を活用し、双方向で意見交換する場をもち、実践的な知識を身につけます。社会人として必要な、知
識、教養、行動指針を学びながら自身の将来へのビジョンを描きます（特別授業の日程は変更することがあります）。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

社会での多様な業界や職種、そし
て組織での基本的行動についての
理解を深めます。

様々な仕事で必要な社会人基礎力
を身につけます。

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 自己分析による強み弱みの理解や
ビジネスマナー、コミュニケー
ション力、自己PR力などを深めて
いきます。

自ら進むべき進路を見出し、そこ
に向けての必要なスキルアップを
目指します。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 各種の適性検査によって、自らの
強み弱みを理解し、啓発課題をつ
かむこと。

2．全学DP５.計画・立案力 業界や職種を研究し、具体的なア
クションプランを策定すること。

3．全学DP６.行動・実践 インターンシップに参加し、実際
に就業体験していくこと。

4．全学DP８.意思疎通 グループワークやインターンシッ
プ等を通じて双方向コミュニケー
ションを図ること。

5．全学DP10.忠恕の心 誠実で思いやりのある人、周囲か
ら頼りにされる人になること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・その他(以下に概要を記述)

適性検査（キャリアアプローチテスト）、PROGテストなど

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)
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PROGテストのフィードバックなど

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行いません。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内提出物

50

授業に継続的に参加し、積極的に課題（ワーク）に取り
組めているかどうかを評価します。

：

％

PROGテスト

10

PROGテストで、自らの成長度や課題の認識について評価
します。

：

％

中間レポート

20

中間レポートにより、授業で学んだことに関する理解度
を評価します。

：

％

期末レポート

20

期末レポートにより、授業で学んだことに関する理解度
を評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

大阪成蹊大学『就活ガイドブック』

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。

「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習してください。

また、受講の際、指示があった授業回ではリクルートスーツを着用してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 児山：金曜４限　東出：水曜4限　島：火曜３限

場所： 研究室西館（児山：３階、東出：２階、島：２階）

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付けます
（KOYAMA_T@g.osaka-seikei.ac.jp）。タイトルには必ず授業名を記載し、
メールでは氏名・学籍番号・所属を明記してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 ガイダンスおよび卒業後のキャリア
に向けての行動計画作成

インターンシップ等での卒業後に向けた
行動をまとめ、作成した行動計画を見直
します。

4第 回 時間

授業概要を確認し、夏休みのインタ
ーンシップ等の振り返りを通して、
卒業後のキャリアへの具体的な行動
計画作成を行います。

2 情報収集力を高め業界・企業研究を
行う

リアルとウェブで自ら情報ツールを活用
しながら、自身の就職活動や就職希望先
の業界や企業に関する情報を収集しま
す。

4第 回 時間

業界・企業情報ツールの活用方法、
企業説明会やインターンシップに参
加する際の注意点などについて学び
ながら、様々な業界・企業・キャリ
アの理解を深めます。

3 先輩の体験談から学ぶ 自身の強みと大学時代に力を入れたこと
を関連づける。

4第 回 時間

先輩たちの進路決定に向けての様々
な努力や工夫から、自身のキャリア
を深め考える機会とする。

4 特別授業（１）　サービス業界（商
社/IT）

サービス業界での関心ある企業について
情報収集を行います。

4第 回 時間
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ゲストスピーカー（業界人）を招い
て授業を行います。サービス業界で
の具体的仕事を知ることを通じて、
業界独特の構造と主要な業務・職種
について理解を深めます。

5 ビジネスコミュニケーション 学んだ口頭表現方法について復習しま
す。

4第 回 時間

社会の様々な場面で必要とされる重
要な口頭表現について学びます。

6 リテラシーの理解 リテラシーの内容と必要性について復習
します。

4第 回 時間

社会人に必要なリテラシーについて
理解を深めます。

7 コンピテンシーの理解 コンピテンシーの内容と必要性について
復習します。

4第 回 時間

社会人に必要なコンピテンシーにつ
いて理解を深めます。

8 PROGテスト PROGテストの意義と問われたリテラシー
とコンピテンシーの重要性について再確
認します。

4第 回 時間

ＰＲＯＧテストを受け、自身のリテ
ラシーとコンピテンシーの把握を行
います。

9 特別授業（２）　Ｂ２Ｂ業界 B2B業界での関心ある企業について情報収
集を行います。

4第 回 時間

ゲストスピーカー（業界人）を招い
て授業を行います。B２B業界での具
体的仕事を知ることを通じて、業界
独特の構造と主要な業務・職種につ
いて理解を深めます。

10 企業が求める人材像 学んだ企業の求める人材像について復習
します。

4第 回 時間

業界・企業が求める様々な人材像に
ついて学びます。

11 フィードバック＆グループディス
カッションの基本

学んだディスカッションの手法やポイン
トについて復習します。

4第 回 時間

「グループディスカッション」につ
いての手法とポイントについて学ん
でいきます。

12 グループディスカッションの実践 ディスカッションの方法と内容に振り返
りを行います。

4第 回 時間

「グループディスカッション」を通
じて業界や企業での働き方について
受講生間で討論を行い、自己の適性
への理解を深めます。

13 振り返りと春休みの行動計画作成 各自で春休みの行動計画を立ててくださ
い。

4第 回 時間

後期で学んだ内容を振り返ります。
また、後期で学んだことを踏まえ、
春休みの行動計画について考えます
。

14 PROGフィードバック 自身のリテラシーとコンピテンシーの進
捗度を踏まえ、各自で春休みの行動計画
を立ててください。

4第 回 時間

ＰＲＯＧテストの結果を考察し、自
身のリテラシーとコンピテンシーに
ついて理解を深め、課題を明らかに
します。
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授業科目名 ビジネス・インターンシップ１・２

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期＋集中2～3年 2

山中コ～ジ・辰巳清

演習

該当する

山中：GENETOという建築設計、家具デザインに関する企業経営をしていることから、その経験を活か
した授業。
辰巳:株式会社アミューズにてコンサート、演劇・ミュージカル、美術展など5000以上の公演を演
出・プロデュース。国内外で大型プロジェクトの経験多数。文化庁専門委員など芸術文化による地域
活性化の社会活動も行っている。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

課題と目標が設定された、企業やデザイン事務所などのクリエイティブ系企業にて一定期間就業体験を行う。
社会の基本的なルールやマナーはもとより、「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」社会人基礎力を事前授業で
修得して研修に入ります。就業体験は原則として大学の夏季休暇中に行い、研修期間は、10～16日（1日8時間を10日間以上）を
目安としていいる。担当教員の協力により、中間チェック、振り返り、研修後の報告会を行う。将来の自分の社会人像を描き、
主にクリエーター職に関する意識を形成することを目的としている。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

クリエイティブ系会社の職業理解 研修先企業や会社が求める事を的
確に理解する能力が求められる。
インターンシップの実践的な就労
を通して、組織の中で協働する力
を養い、創造力と柔軟な対応力、
表現力を身に付ける事の重要性を
理解する。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 提示された問題点を洗い出し解決
の目標を定めることができる

2．全学DP６.行動・実践 チーム活動の内容を理解し主体的
に取り組むことができる

3．全学DP８.意思疎通 研修先での就業において、研修先
の担当者や上司との積極的なコ
ニュニケーションのもと意思疎通
を大事にスムースな就業が行え
る。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 場の流れを理解し、適切に協働す
ることができる

5．全学DP10.忠恕の心 相手が伝えたいことを共感的に理
解し、自分の考えや思いを伝える
ことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします
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・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

授業の中間段階および最終段階において、ルーブリック（各種書類）を用いて、学修到達状況を確認し、学生
へフィードバック行います。文章での振り返りも行います。これによって学生たちは自分の成長の度合いを自
分で知ることができます。演習授業の制作物は、学修成果ポートフォリオにまとめていきます。以上を総合し
て評価を行います。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
放棄とみなし、成績評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研修先での実評価

50

研修先からの研修報告書（研修中の評価）の内容を参考
に評価する。

：

％

学内事前研修の取り組み姿勢

10

研修事前に行う学内での複数研修への取り組み姿勢を評
価する。

：

％

研修における各種提出物

10

各種提出物の内容（充実度）をもって評価する。：

％

研修成果報告（発表・レポート）

10

研修終了後の報告書と報告発表会の内容について評価す
る。

：

％

振返りシート

10

自身で研修を振り返った内容（シート）のレベルで評価
する。

：

％

学修到達度評価

10

学修到達目標について4項目4段階の総合指数を評価する
。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『発想法入門』 (日経文庫)『企画の立て方』 (日経文庫)

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
インターンシップ先への交通費は実費負担。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 山中（水6）、辰巳（月4）

場所： 各研究室

備考・注意事項： オフィースアワーを設定しているが、授業前後の質問も歓迎する。その他
の連絡の取り方としてEメールで対応する。（yamanaka-k@g.osaka-
seikei.ac.jp / kirihara@g-osaka-seikei.ac.jp）Eメール件名としては
「インターンシップについて（氏名、学籍番号）とすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 授業概要の説明とインターンシップ
研修先の紹介と確認

宿題として、各自のインターンシップ先
企業・会社について調査・分析し、資料
にまとめます。

2第 回 時間
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説明内容詳細：
課題と目標が設定された企業やデザ
イン事務所などのクリエイティブ系
の会社にて、一定期間の就労体験を
おこないます。
社会の基本的なルール、マナーはも
とより、「前に踏み出す力」、「考
え抜く力」、「チームで働く力」な
どの社会人基礎力を
事前授業で修得してインターンシッ
プ研修に入ります。就労体験は原則
として、夏季休暇期間におこない、
トータルで10~16日
（1日8時間を10日間以上（80時間）
）を目安としています。また、授業
開始事前に実施済みの連携先と学生
のマッチングに
よる履修生全員のインターンシップ
（連携先）企業・会社の再確認をお
こないます。
＊学修到達目標について、この授業
の学びと養われる力を説明

2 インターンシップ研修先調査・分析
発表と研修希望動機に関する書類の
記入

希望動機書類等の確認と精査を各コース
主任 or 研修担当教員とおこなっておい
てください。

2第 回 時間

履修生の中から、数名（各コース1
名程度）を選抜した上で、事前のイ
ンターンシップ先調査・分析発表を
おこないます。
また、授業内でインターンシップ連
携先へ持参する希望動機書類などの
記入をおこないます。
次回授業までに、各コース主任 or
研修担当教員による内容チェックを
おこない、書類を完成させます。

3 事前研修１：「インターンシップ研
修の理解（インターンシップと
は）」

事前研修1のレポートを作成してくださ
い。

2第 回 時間

目的：インターンシップ研修の概要
把握と認識を深めます。
内容：研修経験者（上級生）で優秀
だった学生複数名に協力を依頼し、
自身の経験談を含めて研修の報告・
紹介をしていただき、
後輩へのアドバイスをおこなっても
らいます（2020年度研修は中止だっ
たので、2019年度の研修生より選出
）
事前研修１の感想レーポートを作成
し、次回授業時に提出します。

4 事前研修２：「企業で働くこと、就
職活動とは」

事前研修2のレポートを作成してくださ
い。

2第 回 時間

目的：社会で働くとはどのようなこ
とかについて、自分の近い将来をイ
メージします。
内容：実社会で活躍されている外部
ゲスト講師を招いてレクチャーを受
け、就労についての具体的なイメー
ジを描きます。
レクチャーを受けた内容についての
感想レポートを作成し、次回授業時
に提出します。

5 事前研修３：「社会人としての基本
的ビジネスマナー」

事前研修3のレポートを作成してくださ
い。

2第 回 時間

目的：社会人としての基本的なマナ
ーを学び、研修中の就労に支障がな
いよう準備します。
内容：研修派遣直前に外部講師によ
るワークショップ型の講座を開催し
ます。挨拶の仕方、立ち振る舞い、
会話の方法について、
社会人としてのビジネスマナーの基
礎を学びます。
注）当日は、全履修生、スーツ着用
となります。
事前研修3についての感想レポート
を作成し、次回授業時に提出します
。

6 インターンシップ研修に必要な準備
とプロセス

各自、研修先にアポイントをとる。 2第 回 時間
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研修に必要な事項についての確認を
おこないます。
・必要書類の確認
・事前研修先アポイントメントにつ
いての説明
・研修期間・就労条件の確認
・研修後の授業スケジュールの確認
など

7 研修事前ミィーティング 各自、研修期間の予定を確保し、落ち度
のないように準備してください。

2第 回 時間

履修生のインターンシップ研修先と
のアポイントメントの確認をおこな
います。
さらに、研修事前として、担当教員
（山中・辰巳）と履修生の間で質疑
応答をおこない、最終の準備と確認
をおこないます。

8 インターンシップ研修先にて就労
①

研修日誌など、研修期間中に必要なルー
ティンを実施してください。

2第 回 時間

各自インターンシップ先で研修、就
労をおこないます（＊16時間程度）

9 インターンシップ研修先にて就労
②

研修日誌など、研修期間中に必要なルー
ティンを実施してください。

2第 回 時間

各自インターンシップ先で研修、就
労をおこないます（＊16時間程度）

10 インターンシップ研修先にて就労
③

研修日誌など、研修期間中に必要なルー
ティンを実施してください。

2第 回 時間

各自インターンシップ先で研修、就
労をおこないます（＊16時間程度）

・研修担当教員による中間指導：
研修9日目を終了した段階で、研修
担当教員（コース主任 or コース内
担当教員）による訪問指導、及びヒ
アリングを
おこないます。科目担当教員（山中
・辰巳）と研修担当教員で研修状況
の確認をおこない、研修生、科目担
当教員、研修担当教員
の三者で研修の課題や研修後半に向
けての目標などについて再確認をお
こなう。
＊中間学修到達度の確認とフィード
バックを行う

11 インターンシップ研修先にて就労
④

研修日誌など、研修期間中に必要なルー
ティンを実施してください。

2第 回 時間

各自インターンシップ先で研修、就
労をおこないます（＊16時間程度）

12 インターンシップ研修先にて就労
⑤

研修日誌など、研修期間中に必要なルー
ティンを実施してください。

2第 回 時間

各自インターンシップ先で研修、就
労をおこないます（＊16時間程度）

13 コース別研修報告会 研修報告プレゼンテーションの内容指導
を元にしたプレゼンテーション資料を作
成し完成さてください。

2第 回 時間

全履修生のインターンシップ研修終
了後（10月中）に、第13回授業を実
施します。
コース別に研修報告会を実施し、コ
ース担当教員も含めて総評します。
その後、各コースごとに1名の代表
学生を選抜し、第14回授業（代表選
抜報告会）へのぞみます。

14 選抜代表報告会と授業総括 自身や他学生のプレゼンテーションを元
に、各自研修の振り返りをおこなってお
いてください。

2第 回 時間

学部として、各コースごとに選抜さ
れた学生による報告会を実施します
（11月中）
出席視聴者は、学長、副学長、各コ
ース主任、研修担当教員、科目担当
教員となります。
発表終了後、授業総括として出席教
員からコメント、並びに今後へ向け
たアドバイスをいただきます。
＊最終の学修達成度の確認を行う

1929
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授業科目名 ビジネス・インターンシップ1

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期・後期2年 2

島雅則・東出加奈子・大塚康央・大島博文・中野毅

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、大学における学修と社会での経験とを結びつけることで、大学における学修を深化させ新たな学習意欲を喚起する
こと、また、自己の職業適性や将来設計について考える機会を得て主体的な職業選択の意識を育むことを目的としています。事
前学習では、実習先企業･団体の概要調査や業界研究、実社会で求められる基本的マナーの研修などを行うとともに、実習期間
の達成目標を明確にするために｢インターンシップ･ポートフォリオ｣を作成します。就業体験先では、それぞれのプログラムに
従って、実働5～10日間の実習に取り組みます。事後学習では、実習を振り返り履修生同士での意見交換を行うとともに、各自
が研修結果をまとめ、成果と自己成長の視覚化と言語化のために合同報告会でプレゼンテーションを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会人マナーの基本 社会において働く上で最低限必要
なマナーを身につける。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

企業と職業に関する知識 実習先の業界・業種・職種につい
ての基本的な知識を身につける。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 企業や団体の情報を正確に調べる
ことができる。

2．全学DP６.行動・実践 基本的なマナーを身につけ、企業
や団体の休みなく参加し、実践で
きる。

3．全学DP７.完遂 目標を具体的に設定し、その取り
組みの成果を言語化し、自己成長
を明確化できる。

4．全学DP８.意思疎通 企業や団体の担当者、及び大学の
担当教員との適切な報告・連絡・
相談を行うことができる。

5．全学DP８.意思疎通 大人数の前での約10分のプレゼン
テーションをわかりやすく行うこ
とができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなします。特に、特別な理由が無い限
り、実習中及び報告会の欠席は厳禁とします。

1929
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1930

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

インターシップ・ポートフォリオ

30

事前･事後学修への取組み度。受入先での就業体験目的の
把握レベル、及び受入先やその関連業界の事前調査の内
容。就業体験内容の整理と習得した知識・技能並びに自
らの課題の明確化、自己目標の達成度。

：

％

受入企業・団体による評価

50

受け入れ企業での就業態度や業務の理解と遂行、その際
の自己の役割認識や協同・連携の度合い。

：

％

合同発表会でのプレゼンテーション

20

自身の学修内容と課題をインターンシップでの実習内容
を結び付けた形で、分かりやすく伝えているかどうか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等は特に指定しないが、受け入れ先企業・団体の概要・業界知識などが掲載された専門誌や書籍、有価証券報告書等。
インターネット検索による受け入れ企業や関連業界内容の整理、就職関連ウェブサイト。

履修上の注意・備考・メッセージ

１．本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修が求められます。
２．履修上限単位には含まれません。
３．実習参加にあたっては、学業成績（主にGPA）とアドバイザー教員の推薦を参考に、学内選考を通過する必要があります。
場合によっては、受入先企業等の面接等が実施されることもあります。
４．事後学修集中講義は夏季休暇中や土曜日にも実施されます。あらかじめ日程を確認し、必ず出席してください。
５．マナー研修やインターンシップ報告会、及びそのリハーサルはスーツ着用です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 担当によって異なる（初回授業で案内）

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 担当教員のオフィスアワーにおいて質問・相談などを受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 インターンシップの意義（ガイダン
ス授業）

｢インターンシップ・ポートフォリオ｣の
フォーマットに従い、｢自己目標｣の初回
入力をする。

4第 回 時間

インターンシップの現状とそのメリ
ットについて学びます。自身のイン
ターンシップに参加する目的につい
て考えてもらい、目標の大枠決定の
サポートをします。実習先企業に提
出するプロフィールシート、並びに
インターンシップ・ポートフォリオ
のフォーマットを提示し、その作成
方法を説明します。

2 事前学修（１）業界･実習先企業の
研究

名刺を作成し、その扱い方のマナー研修
に備える。

4第 回 時間

実習先企業の強み・弱みや企業を取
り巻く環境について調べ、企業研究
シートにまとめ理解を深めます。併
せて、名刺作成アプリについて説明
し、作成準備をします。

3 事前学修（２）プロフィールシート
の作成

プロフィールシートを仕上げ、アドバイ
ザーに提出し添削を受ける。

4第 回 時間

自己PRや実習の志望動機の書き方や
基本マナーを学び、実習先に提出す
るプロフィールシートを作成します
。

4 事前学修（３）マナー研修（社会人
マナーの意義と実践）

学んだマナーについて振り返るととも
に、日常的に実践を繰り返す。

4第 回 時間

社会人としての基本的マナーとその
意義を考え、実践する際の心構えや
ポイントについて学びます。（スー
ツ着用）
※この授業は学外講師のスケジュー
ルにより日程が変更されることがあ
ります。
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1930
5 事前学修（４）｢インターンシッ

プ・ポートフォリオ｣の作成①（意
義の確認と目標の明確化）

作成中の｢インターンシップ･ポートフォ
リオ｣の内容を再点検し、次回の授業に備
える。

4第 回 時間

インターンシップ・ポートフォリオ
作成の意義と作成要領を詳説します
。第1回授業外課題で作成した｢自己
目標｣の素案を、担当教員の指導を
受け、各自の実習先企業が求める内
容に沿った形で具体化します。

6 事前学修（５）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成②（仮
説に基づく試案の作成）

実習前｢インターンシップ･ポートフォリ
オ｣を最終確認の上、期限内に提出する。

4第 回 時間

実習結果について仮説を立て、担当
教員の指導の下、具体的な成果と自
己成長の記載を試みます。実習前後
のマナーやお礼メールの基本を学ん
だ後、持参提出物の確認を含めて実
習直前チェックを実施します。

7 就業体験（実習）：前半 就業体験日誌を記入し、受け入れ先の担
当の方からコメントをいただく。

4第 回 時間

企業等での実習 ― 受入先企業に赴
き、前半の実地研修。

8 就業体験（実習）：後半 就業体験日誌を記入し、受け入れ先の担
当の方からコメントをいただく。お礼状
は、担当教員の下書きチェックを受け、
就業体験終了後速やかに送付する。

4第 回 時間

企業等での実習 ― 受入先企業に赴
き、後半の実地研修。（合計で原則
70時間）

9 事後学修（１）就業体験の共有 第9回と10回は同日に実施するため、第10
回目の授業外課題に集約する。

4第 回 時間

各自の就業体験について、学生同士
で共有しディスカッションを通じて
相互検討を行います。実習後の｢イ
ンターンシップ・ポートフォリオ｣
の完成とプレゼン資料の作成要領の
説明を受けた後、自身の就業体験を
整理し、報告と発表のための骨子を
まとめる。

10 事後学修（２）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成③（仕
上げ）

｢インターンシップ・ポートフォリオ｣を
完成させる。

4第 回 時間

担当教員の指導とアドバイスを受け
ながら、就業体験を踏まえた｢イン
ターンシップ・ポートフォリオ｣の
作成を進める。

11 事後学修（３）プレゼン資料の作成 第11回と12回は同日に実施するため、第
12回目の授業外課題に集約する。

4第 回 時間

担当教員のアドバイスを受けながら
、最終報告会用のスライドを作成す
る。

12 事後学修（４）プレゼン資料のリ
ハーサル

指摘された点を修正するとともに、合同
報告会に向けての準備をする。（時間を
計って発表練習を複数回行うこと。また
適宜スライドを修正すること）

4第 回 時間

プレゼン資料の初案を仕上げた後、
リハーサルを行い、学生相互並びに
教員も入れてアドバイスを出し合い
ます。

13 事後学修（５）授業の振り返り ｢インターンシップ・ポートフォリオ｣を
最終チェックし修正を加えた上で、期限
内に提出する。（成績評価対象）

4第 回 時間

本授業全体の振り返りを行います。
インターンシップの経験を今後のキ
ャリア形成にどう活かすのかについ
てグループでまとめ、その結果をク
ラス全体で共有します。

14 合同報告会 インターンシップ全体の振り返りを行
い、就職活動における自己アピールのポ
イントの一つとして整理する。合同発表
会での優秀選抜者は担当教員によるアド
バイスを受け、資料と発表のブラッシュ
アップを進める。

4第 回 時間
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発表者によるプレゼンテーションを
行います。他の学生の発表を視聴し
、自らの経験と関連させ学びを深め
ます。学長、学部長にくわえ、実習
受入先のご担当者のご出席も予定し
ていますので、スーツ着用厳守のこ
と。全プレゼンテーションの中から
優秀発表を選抜します。選ばれた発
表者は次年度のインターンシップの
プロモーションのために、キャリア
関係授業の場で体験報告を行っても
らう予定です。（優秀選抜チームに
は景品贈呈を予定）

1930
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授業科目名 ビジネス・インターンシップ２

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期・後期3年 2

島雅則・東出加奈子・大塚康央・大島博文・中野毅

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、大学における学修と社会での経験とを結びつけることで、大学における学修を深化させ新たな学習意欲を喚起する
こと、また、自己の職業適性や将来設計について考える機会を得て主体的な職業選択の意識を育むことを目的としています。事
前学習では、実習先企業･団体の概要調査や業界研究、実社会で求められる基本的マナーの研修などを行うとともに、実習期間
の達成目標を明確にするために｢インターンシップ･ポートフォリオ｣を作成します。就業体験先では、それぞれのプログラムに
従って、実働5～10日間の実習に取り組みます。事後学習では、実習を振り返り履修生同士での意見交換を行うとともに、各自
が研修結果をまとめ、成果と自己成長の視覚化と言語化のために合同報告会でプレゼンテーションを行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会人マナーの基本 社会において働く上で最低限必要
なマナーを身につける。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

企業と職業に関する知識 実習先の業界・業種・職種につい
ての基本的な知識を身につける。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 企業や団体の情報を正確に調べる
ことができる。

2．全学DP６.行動・実践 基本的なマナーを身につけ、企業
や団体の休みなく参加し、実践で
きる。

3．全学DP７.完遂 目標を具体的に設定し、その取り
組みの成果を言語化し、自己成長
を明確化できる。

4．全学DP８.意思疎通 企業や団体の担当者、及び大学の
担当教員との適切な報告・連絡・
相談を行うことができる。

5．全学DP８.意思疎通 大人数の前での約10分のプレゼン
テーションをわかりやすく行うこ
とができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなします。特に、特別な理由が無い限
り、実習中及び報告会の欠席は厳禁とします。

1930
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成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

インターシップ・ポートフォリオ

30

事前･事後学修への取組み度。受入先での就業体験目的の
把握レベル、及び受入先やその関連業界の事前調査の内
容。就業体験内容の整理と習得した知識・技能並びに自
らの課題の明確化、自己目標の達成度。

：

％

受入企業・団体による評価

50

受け入れ企業での就業態度や業務の理解と遂行、その際
の自己の役割認識や協同・連携の度合い。

：

％

合同発表会でのプレゼンテーション

20

自身の学修内容と課題をインターンシップでの実習内容
を結び付けた形で、分かりやすく伝えているかどうか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

参考文献等は特に指定しないが、受け入れ先企業・団体の概要・業界知識などが掲載された専門誌や書籍、有価証券報告書等。
インターネット検索による受け入れ企業や関連業界内容の整理、就職関連ウェブサイト。

履修上の注意・備考・メッセージ

１．本科目は2単位の科目であるため、全体で90時間の学修が求められます。
２．履修上限単位には含まれません。
３．実習参加にあたっては、学業成績（主にGPA）とアドバイザー教員の推薦を参考に、学内選考を通過する必要があります。
場合によっては、受入先企業等の面接等が実施されることもあります。
４．事後学修集中講義は夏季休暇中や土曜日にも実施されます。あらかじめ日程を確認し、必ず出席してください。
５．マナー研修やインターンシップ報告会、及びそのリハーサルはスーツ着用です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 担当によって異なる（初回授業で案内）

場所： 担当教員の研究室

備考・注意事項： 担当教員のオフィスアワーにおいて質問・相談などを受け付けます。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 インターンシップの意義（ガイダン
ス授業）

｢インターンシップ・ポートフォリオ｣の
フォーマットに従い、｢自己目標｣の初回
入力をする。

4第 回 時間

インターンシップの現状とそのメリ
ットについて学びます。自身のイン
ターンシップに参加する目的につい
て考えてもらい、目標の大枠決定の
サポートをします。実習先企業に提
出するプロフィールシート、並びに
インターンシップ・ポートフォリオ
のフォーマットを提示し、その作成
方法を説明します。

2 事前学修（１）業界･実習先企業の
研究

名刺を作成し、その扱い方のマナー研修
に備える。

4第 回 時間

実習先企業の強み・弱みや企業を取
り巻く環境について調べ、企業研究
シートにまとめ理解を深めます。併
せて、名刺作成アプリについて説明
し、作成準備をします。

3 事前学修（２）プロフィールシート
の作成

プロフィールシートを仕上げ、アドバイ
ザーに提出し添削を受ける。

4第 回 時間

自己PRや実習の志望動機の書き方や
基本マナーを学び、実習先に提出す
るプロフィールシートを作成します
。

4 事前学修（３）マナー研修（社会人
マナーの意義と実践）

学んだマナーについて振り返るととも
に、日常的に実践を繰り返す。

4第 回 時間

社会人としての基本的マナーとその
意義を考え、実践する際の心構えや
ポイントについて学びます。（スー
ツ着用）
※この授業は学外講師のスケジュー
ルにより日程が変更されることがあ
ります。
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5 事前学修（４）｢インターンシッ

プ・ポートフォリオ｣の作成①（意
義の確認と目標の明確化）

作成中の｢インターンシップ･ポートフォ
リオ｣の内容を再点検し、次回の授業に備
える。

4第 回 時間

インターンシップ・ポートフォリオ
作成の意義と作成要領を詳説します
。第1回授業外課題で作成した｢自己
目標｣の素案を、担当教員の指導を
受け、各自の実習先企業が求める内
容に沿った形で具体化します。

6 事前学修（５）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成②（仮
説に基づく試案の作成）

実習前｢インターンシップ･ポートフォリ
オ｣を最終確認の上、期限内に提出する。

4第 回 時間

実習結果について仮説を立て、担当
教員の指導の下、具体的な成果と自
己成長の記載を試みます。実習前後
のマナーやお礼メールの基本を学ん
だ後、持参提出物の確認を含めて実
習直前チェックを実施します。

7 就業体験（実習）：前半 就業体験日誌を記入し、受け入れ先の担
当の方からコメントをいただく。

4第 回 時間

企業等での実習 ― 受入先企業に赴
き、前半の実地研修。

8 就業体験（実習）：後半 就業体験日誌を記入し、受け入れ先の担
当の方からコメントをいただく。お礼状
は、担当教員の下書きチェックを受け、
就業体験終了後速やかに送付する。

4第 回 時間

企業等での実習 ― 受入先企業に赴
き、後半の実地研修。（合計で原則
70時間）

9 事後学修（１）就業体験の共有 第9回と10回は同日に実施するため、第10
回目の授業外課題に集約する。

4第 回 時間

各自の就業体験について、学生同士
で共有しディスカッションを通じて
相互検討を行います。実習後の｢イ
ンターンシップ・ポートフォリオ｣
の完成とプレゼン資料の作成要領の
説明を受けた後、自身の就業体験を
整理し、報告と発表のための骨子を
まとめる。

10 事後学修（２）｢インターンシッ
プ・ポートフォリオ｣の作成③（仕
上げ）

｢インターンシップ・ポートフォリオ｣を
完成させる。

4第 回 時間

担当教員の指導とアドバイスを受け
ながら、就業体験を踏まえた｢イン
ターンシップ・ポートフォリオ｣の
作成を進める。

11 事後学修（３）プレゼン資料の作成 第11回と12回は同日に実施するため、第
12回目の授業外課題に集約する。

4第 回 時間

担当教員のアドバイスを受けながら
、最終報告会用のスライドを作成す
る。

12 事後学修（４）プレゼン資料のリ
ハーサル

指摘された点を修正するとともに、合同
報告会に向けての準備をする。（時間を
計って発表練習を複数回行うこと。また
適宜スライドを修正すること）

4第 回 時間

プレゼン資料の初案を仕上げた後、
リハーサルを行い、学生相互並びに
教員も入れてアドバイスを出し合い
ます。

13 事後学修（５）授業の振り返り ｢インターンシップ・ポートフォリオ｣を
最終チェックし修正を加えた上で、期限
内に提出する。（成績評価対象）

4第 回 時間

本授業全体の振り返りを行います。
インターンシップの経験を今後のキ
ャリア形成にどう活かすのかについ
てグループでまとめ、その結果をク
ラス全体で共有します。

14 合同報告会 インターンシップ全体の振り返りを行
い、就職活動における自己アピールのポ
イントの一つとして整理する。合同発表
会での優秀選抜者は担当教員によるアド
バイスを受け、資料と発表のブラッシュ
アップを進める。

4第 回 時間
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発表者によるプレゼンテーションを
行います。他の学生の発表を視聴し
、自らの経験と関連させ学びを深め
ます。学長、学部長にくわえ、実習
受入先のご担当者のご出席も予定し
ていますので、スーツ着用厳守のこ
と。全プレゼンテーションの中から
優秀発表を選抜します。選ばれた発
表者は次年度のインターンシップの
プロモーションのために、キャリア
関係授業の場で体験報告を行っても
らう予定です。（優秀選抜チームに
は景品贈呈を予定）

1933
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授業科目名 仕事とキャリア演習

114

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4 2

東出加奈子・島雅則・大塚康央・荒木俊之・福長久美子・荒川由規

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

人生のキャリアデザインの形成に向けて、未来のグランドビジョンを考えます。多様な価値観が存在する社会環境のなかで、自
己実現に向けた能力の修得、目標の設定、行動計画を立て、自己管理について考えます。ゲストスピーカーによる特別講義も取
り入れ、授業を通して自身の個性を最大限に活かすうえで、積極性かつ自主性が発揮できるよう、社会的にも職業的にも自立し
たキャリア形成を目指します。
＊特別講義の回が変更になる場合があります。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

ビジネススキルの実践力を身に付
ける。

社会人に求められるコミュニケー
ション、基礎的能力を身につける
ことができる。

2．全学DP１.幅広い教養やスキル 自己実現に向けた将来の目標設定
をたてる。

卒業後のキャリア形成とライフス
タイルのビジョンをイメージでき
る。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 企業や学外の人と積極的に関わる
ことができる。

2．全学DP８.意思疎通 言語・非言語のコミュニケーショ
ンスキルを向上することができ
る。

3．全学DP９.役割理解・連携行動 チームやグループの活動における
役割を果たすことができる。

4．全学DP10.忠恕の心 道徳と思いやりを持ち、真剣に取
り組む姿勢を身につけることがで
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
規定回数以上の出席がなければ不合格とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

1933
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授業内の提出物

36

内容の妥当性と論理的構成について、独自の見解で事例
を示すなどで論じられているかどうか評価します。

：

％

特別講義の提出物

24

内容の妥当性と論理的構成について、独自の見解で事例
を示すなどで論じられているかどうか評価します。

：

％

中間レポート課題

20

社会人に必要なビジネススキルの修得に基づき評価しま
す。

：

％

期末試験課題

20

授業で学んだことに関する理解度を評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

大阪成蹊大学『PLACEMENT GUIDE 2024　就職ガイドブック』2022年8月。
授業内で適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： いつでもClassroom のGmailにて

場所： Classroom・研究室・授業後

備考・注意事項： 東出：個人研究室（西館2階）：月曜日4時限
島　：個人研究室（西館2階）：火曜日2時限
大塚：個人研究室（西館4階）：金曜日3時限
荒木：授業で案内
福長：授業の前後
荒川：授業の前後
いずれの教員にも相談可能です。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション・生涯キャリア
を考える

キャリアに関する情報を整理し将来の目
標をたててください

4第 回 時間

仕事とキャリア演習の授業の進め方
についてガイダンスを行います。
春休みを振り返り、生涯を通したキ
ャリアデザインの必要性と意義を確
認します。

2 キャリアと職業観について 卒業後のライフワークバランスについて
調べて考えてください

4第 回 時間

職業や仕事とはどのようなもので、
何のためにどんな仕事をしたいのか
という自分の価値観を確認し、５年
後・10年後の目標を考えます。

3 社会の変化における業界・企業研究 志望する業界について情報を整理してく
ださい

4第 回 時間

AIやITが進む社会の変化において、
社会を理解します。
志望企業の理解と取引先やサプライ
チェーンなど、業界について確認し
ます。
業界への関心を高め、企業内の職種
や求められるスキルについて理解し
ます。

4 エンプロイアビリティ 自身の資格やスキルについて考えてくだ
さい

4第 回 時間
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SWOT分析を行い、自身の強みを把握
します。分析を振り返り自己を理解
し、将来のキャリアの可能性を考え
ます。
エンプロイアビリティのチェックシ
ートによる社会人として必要なスキ
ルを確認します。ケーススタディを
通してビジネスでの実践を学び、エ
ンプロイアビリティを高めていきま
す。

5 特別講義①　金融リテラシーとライ
フデザイン

生涯を通して資金計画をたててください 4第 回 時間

ファイナンシャルプランナーの講師
による、社会や企業のお金の流れに
ついての講義です。卒業後の自身の
資金計画をたて、ライフプランニン
グがシミュレーションできるように
知識を深めます。

6 人生におけるライフプランニングを
たてよう

自身のライフプランニングを確認してく
ださい

4第 回 時間

金融の知識とライフデザインのシミ
ュレーションにより、自身のライフ
プラングについてグループディスカ
ッションします。卒業後のプランニ
ングをまとめます。

7 社会人として求められるコミュニ
ケーション　中間レポート課題

自身のコミュニケーション力を確認して
ください

4第 回 時間

ケーススタディを交えながら社会人
として求められるコミュニケーショ
ンスキルについて学びます。企業に
おけるコミュニケーションツールの
種類と注意点についても理解します
。

8 コンピテンシー 自身のコンピテンシーを振り返り確認し
てください

4第 回 時間

コンピテンシー理論によるケースス
タディを通してビジネスでの実践を
学びます。職種や職務などによって
求められるコンピテンシーを理解し
ます。

9 特別講義②　企業における社会貢献
とSDGｓ

企業で取り組んでいるSDGｓの事例を調べ
てください

4第 回 時間

企業の方をお招きします。第４回の
講義に続いて、企業でのSDGsの取り
組みを通して、ワークライフバラン
スを考えます。社会の変化とともに
企業が取り組んでいることを理解し
ます。

10 労働基準法・社会保険と税金 企業における法律と規則について確認し
てください

4第 回 時間

労働基準法を理解して働き方を考え
ます。
社会保障制度における社会保険を理
解します。
税金の基礎知識を学び、給与のしく
みについて理解します。

11 特別講義③　仕事の実践 業種・職種の理解を深めてください 4第 回 時間
企業がどのような人材を求めている
のか、新入社員に期待されることは
何かについて学びます。ゲストスピ
ーカーをお招きして皆さんの卒業後
に役立つ内容について講義していた
だきます。

12 仕事の実践演習 事例を通してビジネスワークを考えてく
ださい

4第 回 時間

企業のコンプライアンス、倫理につ
いて理解します。
実践例を通して社会人に向けての準
備について考えます。

13 卒業後に向けての準備 卒業後のビジョンを確認してください 4第 回 時間
実務家教員による社会で必要なスキ
ルについて学修します。
グループディスカッションを通して
、卒業後の目指す社会人像を考えま
す。

14 卒業後のキャリアを考える・授業の
まとめ

復習と振り返りを行ってください 4第 回 時間
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卒業後のキャリアビジョンを考えま
す。
授業全体を通して、自立した社会人
になるために、仕事で実践する力、
協働できる素養が修得できたかどう
か、振り返ります。
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授業科目名 地域連携ＰＢＬ

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期2年 2

加藤博之

演習

該当する

大阪市立小学校教諭（17年）、校長（８年）、大阪市教育委員会事務局（13年）の勤務経験（全1４
回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

自治体や地域の教育行政が提供する課題に取り組むPBL（Project-based learing）型の授業です。自治体の運営する図書館や公
民館、その他教育関連施設での現地活動等により、社会で実践する力、協働できる力を養い、社会人としての姿勢を身に付けま
す。PBLに取り組むことで、調査法、分析方法、課題解決方法、マネジメント、チームワーク、コミュニケーション、プレゼン
テーションなどを能動的に学びます。子どもの教育に広く関わる施設等と連携することで、教育学部での学びを社会で活用する
力を伸長させることを目指します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

仕事に必要な社会人基礎力を身に
付け、課題を発見し解決に向けて
数んで取り組む力

集団やチームの中で自分の役割を
果たすことができる。
論理的に考え、課題を明らかにす
ることができる。
主体性を持ち積極的に行動するこ
とができる。困難な課題にも取り
組み、最後までやり遂げることが
できる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 問題点を洗い出し、解決の目標を
定めることができる。

2．全学DP５.計画・立案力 独自性、創造性があり、実行可能
な企画書を作成することができ
る。

3．全学DP６.行動・実践 チーム活動の内容を理解し、主体
的に取り組むことができる。

4．全学DP９.役割理解・連携行動 場の流れを理解し、適切に協働す
ることができる。

5．全学DP10.忠恕の心 相手が伝えたいことを共感的に理
解し、自分の考えや思いを伝える
ことができる。

学外連携学修

有り(連携先：大阪市が運営する公民館等の公共施設)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

・見学、フィールドワーク

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り
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・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

提出後の情業で、全体的な傾向についてコメントします。

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

タスク１：レポート　プロジェクト課題
の現状と課題

15

プロジェクト課題について、調査、収集した情報をもと
にした適切に作成されているか、独自のルーブリックに
より評価します。

：

％

タスク２：調査報告書

15

仮説、観点を明確にして、現地調査・観察の結果を適切
にまとめているか、独自のルーブリックにより評価しま
す。

：

％

タスク３：企画書

25

現地調査の結果、チームでの協議を踏まえて、課題、問
題を整理し、解決策示しているか、独自のルーブリック
により評価します。

：

％

タスク４：プレゼンテーション

25

チームのプレゼンテーションについて、全学ルーブリッ
クにより評価します。

：

％

ポートフォリオ

20

授業全体を振り返って資料を整理し、学びの成果と自己
の今後の課題をまとめているか、独自のルーブリックに
より評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業において、プロジェクト課題に関連する書籍等を随時紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

　2年次に履修した学外連携PBLで培った諸能力をさらに深化、拡充させる課題解決型学修です。学修に当たっては、園、学校の
教育活動から視野を広げ、一般社会で応用できる力を養うため、教育、社会の諸課題について、自らの知識、経験をもとに主体
的な課題意識を持つことが求められます。日頃から、新聞等のニュース目を向け、現在の社会や教育を取り巻く状況や課題を理
解しておくように心がけることが必要です。
　調査活動やチーム活動は、授業の他に課外の時間に行うことが必要です。チームの活動に主体的に参画し、自分の役割を責任
をもって果たすことが求められます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後の休憩時間

場所： 研究室で対応します。

備考・注意事項： メールでも受け付けます。katoh-h@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ タスク１　プロジェクト課題の理解
と解決への展望（１）オリエンテー
ションとプロジェクト課題の決定

プロジェクト課題について、自己の知
識・理解をレポートにまとめる。

4第 回 時間

①オリエンテーション
②プロジェクト課題のレクチャー
③プロジェクト課題の決定

２ タスク１　プロジェクト課題の理解
と解決への展望（２）プロジェクト
課題に関する情報収集

チームでクラス内発表の資料、PPスライ
ドを作成する。

4第 回 時間

①行政機関からのミッションを受け
る。
②現状と課題の粗整理
③調査方法の検討・確認
④チームで調査（ネット、文献等）
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３ タスク１　プロジェクト課題の理解

と解決への展望（３）プロジェクト
課題に関する情報の共有

プロジェクト課題について自分自身の経
験や問題意識をまとめる。

4第 回 時間

①チームからのプレゼンテーション
②現状と課題についてレポート作成

４ タスク２　現場調査・観察と情報整
理（１）　調査・観察準備

調査・観察の準備を行う 4第 回 時間

①仮説の設定
②調査・観察の項目策定
③調査・観察の準備

５ タスク２　現場調査・観察と情報整
理（２）　チームで調査・観察の実
施

調査・観察報告書を作成する。 4第 回 時間

①連携先で、現地調査、現地観察を
実施
②連携先でインタービューを実施

６ タスク３：課題解決策の検討作成
（１）調査報告と問題の分析

課題、問題を整理し、解決策のチーム案
を作成する。

4第 回 時間

①現地調査・観察の結果をチーム内
で報告・検討
②問題を分析し、課題を析出

７ タスク３：課題解決策の検討作成
（２）解決方策の検討と企画書の作
成

企画書の交流のため、発表準備をする。 4第 回 時間

①解決方策を検討し、チームで企画
書を作成する。

８ タスク３：課題解決策の検討作成
（３）企画書のブラッシュアップ

企画書をプレゼンテーションする基本方
針、アイデア等をまとめる。

4第 回 時間

①クラス内でチームの企画書を交流
し、問題点、改善点を明らかにする
。
②交流の成果を踏まえ、チームの企
画書をブラッシュアップする。

９ タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（１）プレゼンの基本戦略立案

次時に提案するプレゼンの絵コンテを作
成する。

4第 回 時間

①今年度の「成蹊カップ」及びモデ
ルとなる学生プレゼンテーションを
参考視聴
②チームのプレゼン戦略の立案、基
本設計

10 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（２）プレゼン資料作成と練習

各自担当部分を練習する。 4第 回 時間

①プレゼン資料、PPを作成
②チーム内で発表練習

11 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（３）クラス内プレゼン発表→代
表選考

取組全体を振り返り、資料等を整理し、
ポートフォリオ作成の準備を行う。

4第 回 時間

①クラス内でプレゼン発表
②クラス代表・次点を選定

12 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（４）学部発表会①

発表全体を通しての学びをレポートにま
とめる。

4第 回 時間

①各クラス代表によるプレゼン発表
及びフロアとのディスカッション（
５分）
②参観者は、ルーブリックを活用し
発表を評価
③審査結果発表・講評

＊第12回、13回授業と連続して集中
実施。　日程等は、第1回授業で周
知します。

13 タスク４：プレゼン戦略の立案と準
備（４）学部発表会②

発表全体を通しての学びをレポートにま
とめる。

4第 回 時間

①各クラス代表によるプレゼン発表
及びフロアとのディスカッション（
５分）
②参観者は、ルーブリックを活用し
発表を評価
③審査結果発表・講評

＊第12回、13回授業と連続して集中
実施。　日程等は、第1回授業で周
知します

14 総括と省察　ポートフォリオ作成と
学修活動の省察

作成したポートフォリオをブラッシュ
アップする。自身の今後の展望について
レポートを作成する。

4第 回 時間
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①授業の資料を整理し、ポートフォ
リオを作成
②授業全体を振り返り、自己の今後
の課題をまとめる
③現地調査先への礼状・企画案の作
成
その上で、
①今回のPBLを振り返って、専門的
職業人を目指す自己について、自己
分析を行う。
②今回のPBLの学びを生かす具体的
な職業、活躍のフィールド等を仮定
し、今後の活動の展望する。
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授業科目名 キャリアプランニング／キャリア実践Ⅰ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

池内昌美・岡林典子

講義

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　学生が自分の特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくために、次の課題に取り組んでいく。
　まず、人生設計とキャリア形成の方向性を明確化する。そして、それに向けて計画的に学習する態度を養っていくために、自
己のあり方を丹念にとらえた上で、学習計画の立て方を学び、実際に計画を立ててみる。さらに、教育に携わるものとしての自
己及び他者と関わりの在り方についてワークを通して理解を深めていく、これらの取り組みを通して、自己のライフコースにお
けるキャリア形成の在り方を明確にする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会人としての意識と教養を身に
つける

実社会で主体的に生きるために必
要な知識や実行力の向上を図る姿
勢を身につけている。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 目標に向かい主体性を持ち、前向
きに行動することができる。

2．全学DP８.意思疎通 他者の意見をよく聞き、自己の考
えを正確に伝えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

平常点

60

授業において提示されるワークなどへの取り組みを評価
します。

：

％

中間課題（前半・後半１回ずつ）

20

授業内容についての理解度を評価します。：

％

最終課題 自己ＰＲシートの作成
この授業を通して得た気づきを踏まえて、自己のアピー
ルポイント、裏付けとなる具体的な行動などについて、
明確化の度合いを評価します。

：
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20

明確化の度合いを評価します。

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

川瀬正裕・松本真理子編（1997）『新・自分さがしの心理学』ナカニシヤ出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業時に提示する

場所： 担当者研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション（人生設計と
キャリア）

これまでの学修を振り返り、自らの課題
を具体的にリストアップしておく。

4第 回 時間

自分の特性を見つめ直し、主体的に
人生を設計していくために、将来希
望する職業について考え、その実現
のために必要な取組や課題を検討し
ます。
キーワード：未来予想図　キャリア
教育についての理解

2 就職活動の流れと就職までのロード
マップの作成

志望する園や企業の情報をインターネッ
ト等で集めて整理する

4第 回 時間

一般的な就職活動の流れについて理
解した上で、自分の志望職業に的を
絞って、就職までに必要な活動や身
に付けるべき能力などを調査・分析
し、就職までの準備について個々に
ロードマップを作成します。

3 自己分析と目標設定の手法 １、２年生次に取り組んだ課題や小論文
など、自分の学修・学力状況を分析でき
る資料を整理し、課題を分析しておく

4第 回 時間

志望職場の特性を分析し、求められ
る資質や能力を明確にし、それを尺
度にして自分の学力状況を分析しま
す。一般教養、専門知識、実技技能
、小論文など具体的なレベルで求め
られる内容や力を把握し、目標を設
定した上え学修計画を作成します。

4 自己理解①　自己をみつめる 自分自身について考えておく。 4第 回 時間
自分自身に対する評価を通して自己
をとらえます。

5 自己理解②　私の知らない私 復習：自分自身の評価について明確化し
ておく。

4第 回 時間

自分自身に対する認識を深めます。
6 他者と関わる自己①　対人態度 復習：対人態度についてのワーク・レク

チャーを通して自らの気づきを明確化す
る。

4第 回 時間

対人態度という観点で他者と関わる
自己をとらえます。

7 他者と関わる自己②　ソーシャル・
スキル

復習：ソーシャル・スキルについての
ワーク・レクチャーを通して自らの気づ
きを明確化する。

4第 回 時間

ソーシャル・スキルという観点で他
者と関わる自己をとらえます。

8 他者と関わる自己③　エゴグラム 復習：交流分析・エゴグラムについての
ワーク・レクチャーを通して自らの気づ
きを明確化する。

4第 回 時間

交流分析理論に基づくエゴグラムと
いう観点で他者と関わる自己をとら
えます。

9 他者と関わる自己④　攻撃性 復習：攻撃性についてのワーク・レク
チャーを通して自らの気づきを明確化す
る。

4第 回 時間
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攻撃やいじめ、家庭における暴力や
虐待などの対人関係の諸問題を理解
する。

10 他者と関わる自己⑤　ストレス 復習：ストレスについてのワーク・レク
チャーを通して自らの気づきを明確化す
る。

4第 回 時間

人間関係にかかわるストレスについ
て理解し、ストレスに対する対処に
ついて考えます。

11 コンセンサス実習（もしも熊に出
会ったら）

意見を言うルールを考えておく 4第 回 時間

今後経験する様々な協同作業をスム
ーズに行うための対処を身につける
。

12 ライフコースの観点で自己を見つめ
る（ライフコースと子育て）

復習：ジェンダーについてのワーク・レ
クチャーを通して自らの気づきを明確化
する。

4第 回 時間

時代の変化に伴う、伝統的性役割観
のゆらぎや、ジェンダーに固定され
ない子育てについて考えます。

13 未来の展望について 自分自身の未来について考える 4第 回 時間
未来の日本、未来の世界に対する理
解と自分たちが社会と積極的に関わ
り、将来を生き抜くために必要な知
見を獲得する機会を考えます

14 総括と今後学修計画の 作成 総括レポート：自己ＰＲシートの作成 4第 回 時間
これまでのワークを通しての学びを
踏まえて、今後の学修への取り組み
を明確化していきます。
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授業科目名 キャリアプランニング／キャリア実践Ⅰ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

橋本隆公・福岡亮治

講義

該当する

橋本隆公：大阪市立小学校教諭（9年）、大阪教育大学附属小学校教諭（9年）、同主幹教諭（2年）
同副校長（2年）（全14回）
福岡亮治：京都市立小学校教諭（6年）、京都市教育委員会（7年）の勤務経験（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　学生が自分の特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくために、次の課題に取り組んでいく。まず、計画的に
学習する態度を養っていくために、自己のあり方を丹念にとらえた上で、学習計画の立て方を学び、実際に計画を立ててみる。
次に、自分の学習計画をもとに、毎回進捗状況をチェックすると同時に、実社会において活躍していくために必要な教養やスキ
ル等を学んでいく。これらの取り組みを通し、社会人として働くことの意義を理解し、就業意識を高めていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会人としての意識と教養を身に
つける

実社会で主体的に生きるために必
要な知識や実行力の向上を図る姿
勢を身につけている。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 目標に向かい主体性を持ち、前向
きに行動することができる。

2．全学DP８.意思疎通 他者の意見をよく聞き、自己の考
えを正確に伝えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない（不可となります）。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

20

授業内容についての理解度を評価します。：

％

討議・交流・発表

40

積極的な発言と論理的構成・意思疎通を図る姿勢につい
て評価します。

：

％

期末レポート 内容の妥当性と論理的構成、理解の正確性について、独
自のルーブリックに基づいて評価します。

：

1943
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1944

40 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

『セサミノート（一般教養）』　東京アカデミー　七賢出版

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： オフィスアワー

場所： 研究室

備考・注意事項： 授業や会議時を除いて、できる限り対応します。昼休みなどを利用して、
相談時間の調整に来てください。
オフィスアワー等についての詳細は、初回の授業時に周知します。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション（人生設計と
キャリア）

これまでの学修を振り返り、自らの課題
を具体的にリストアップしておく。

4第 回 時間

自分の特性を見つめ直し、主体的に
人生を設計していくために、将来希
望する職業について考え、その実現
のために必要な取組や課題を検討し
ます。

2 就職活動の流れと就職までのロード
マップ作成

受験を志望する府市の情報をインター
ネット等で集めて整理する

4第 回 時間

一般的な就職活動の流れについて理
解した上で、自分の志望職業に的を
絞って、就職までに必要な活動や身
に付けるべき能力などを調査・分析
し、就職までの準備について個々に
ロードマップを作成します。

3 自己分析と目標設定の手法 １，２年次に取り組んだ模擬試験や小論
文など、自分の学修・学力状況を分析で
きる資料を整理し、課題を分析してお
く。

4第 回 時間

志望職種の特性を分析し、求められ
る資質や能力を明確にし、それを尺
度にして自分の学力状況を分析しま
す。一般教養、専門知識、実技技能
、小論文など具体的なレベルで求め
られる内容や力を把握し、目標を設
定した上で学修計画を作成します。

4 知識の習得、定着を図る学修スキル 授業を振り返り、自分に適した学習方法
を決定し、カードやノートなど必要な
ツールを準備する。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

一般教養、専門知識などに関する知
識を習得、定着を図る学習手法につ
いて学び、これまでの経験を交流す
ることで効果的な学習方法を検討し
ます。個々に作成した学修計画につ
いて、進捗状況を交流し、次週まで
の目標を設定します。

5 技能の習得、定着を図る学修スキル 授業を振り返り、自分に適した学習方法
を決定し、カードやノートなど必要な
ツールを 準備する。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

実技技能、小論文などに関する知識
を習得、定着を図る学習手法につい
て学び、これまでの経験を交流する
ことで効果的な学習方法について考
えます。

6 学修の効果を向上させるスキルの検
討

授業を振り返り、自分の学習方法を修
正、改善し、必要なツールを準備する。
設定した学修計画に沿って、自学自修を
進める。

4第 回 時間
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1944
各自の学修計画に沿ったこれまでの
取組を省察し、効果的であった学修
スキルについて交流し、より効果的
な方法を検討します。

7 一般教養として求められるミニマム
エッセンシャルズ(言語領域)

授業で整理した内容をもとに、自分知識
の獲得状況を振り返り、学修計画に生か
すよう にする。設定した学修計画に沿っ
て、自学自修を進める。

4第 回 時間

社会人、職業人として求められる一
般教養（言語領域）内容を分析し求
められるミニマムエッセンシャルズ
についてその特質や価値を考察し、
整理します。
演習として【社会的言語コミュニケ
ーションスキル①】を設定し、①「
若者言葉」ビジネスの場や上司等目
上の人に対する相応しい使い方に言
い換えについて学びます。続いて【
第1回問題】に取組んだ後、グルー
プディスカッションを行い、自身の
経験と結びつけて学びをまとめます
。

8 一般教養として求められるミニマム
エッセンシャルズ(社会科学領域)

授業で整理した内容をもとに、自分知識
の獲得状況を振り返り、学修計画に生か
すようにする。設定した学修計画に沿っ
て、自学自修を進める。

4第 回 時間

社会人、職業人として求められる一
般教養（社会科学領域）内容を分析
し、求められるミニマムエッセンシ
ャルズについてその特質や価値を考
察し、整理します。
演習として【社会的言語コミュニケ
ーションスキル②】を設定し、②間
違えて使ってしまいがちな「敬語」
について学びます。続いて【第1回
問題】に取組んだ後、グループディ
スカッションを行い、自身の経験と
結びつけて学びをまとめます。

9 一般教養として求められるミニマム
エッセンシャルズ(自然科学領域)

授業で整理した内容をもとに、自分知識
の獲得状況を振り返り、学修計画に生か
すようにする。設定した学修計画に沿っ
て、自学自修を進める。

4第 回 時間

社会人、職業人として求められる一
般教養（自然科学領域）の内容を分
析し、求められるミニマムエッセン
シャルズについてその特質や価値を
考察し、整理します。
演習として【社会的言語コミュニケ
ーションスキル②】を設定し、につ
いて学びます。続いて【第1回問題
】に取組んだ後、グループディスカ
ッションを行い、自身の経験と結び
つけて学びをまとめます。

10 教職に求められるミニマムエッセン
シャルズ（教育原理・保育原理）

授業で整理した内容をもとに、自分知識
の獲得状況を振り返り、学修計画に生か
すようにする。設定した学修計画に沿っ
て、自学自修を進める。

4第 回 時間

教職に就く者に求められる教職教養
（教育原理関連）内容を分析し、求
められるミニマムエッセンシャルズ
についてその特質や価値を考察し、
整理します。
演習として【社会的言語コミュニケ
ーションスキル③】③意味を間違え
てしまう敬語を設定し、について学
びます。続いて【第1回問題】に取
組んだ後、グループディスカッショ
ンを行い、自身の経験と結びつけて
学びをまとめます。

11 教職に求められるミニマムエッセン
シャルズ（教育心理）

授業で整理した内容をもとに、自分知識
の獲得状況を振り返り、学修計画に生か
すようにする。設定した学修計画に沿っ
て、自学自修を進める

4第 回 時間
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教職に就く者に求められる教職教養
（教育心理関連）内容を分析し、求
められるミニマムエッセンシャルズ
についてその特質や価値を考察し、
整理します。
演習として【社会的言語コミュニケ
ーションスキル④】④使うと相手に
失礼にあたる間違った「慣用句」を
設定し、について学びます。続いて
【第1回問題】に取組んだ後、グル
ープディスカッションを行い、自身
の経験と結びつけて学びをまとめま
す。

12 学修計画のセルフマネジメントの手
法

授業で実施した自己チェックをもとに、
今後の課題をリストアップし、行動計画
として再設定し今後の学修に生かすよう
にする。設定した学修計画に沿って、自
学自修を進める。

4第 回 時間

学修計画の実施と自己管理、自己チ
ェックの手法を学び、自らの進捗状
況を分析します。それをもとに、今
後の課題と、学修計画の修正を行い
ます。
【社会的言語コミュニケーションス
キル】の①～⑤を振り返り学びをま
とめます。まとめテストに取組み、
自らの課題を分析します。

13 学修状況の評価方法 授業で作成した試案をもとに、自己評価
を行い、自分の学修状況について文章に
まとめておく。設定した学修計画に沿っ
て、自学自修を進める。

4第 回 時間

これまでに学んだ知識の定着状況を
評価、判断する手法について学び、
評価の観点や方法を検討します。設
定した観点や基準に従って、評価問
題の試案を作成します。

14 総括と今後学修計画の作成 修正した学修計画をもとに、具体的な行
動計画（目標、スケジュール、取組内容
等）を作成する

4第 回 時間

授業や自学自修として取り組んでき
た学修を省察し、今後の課題を明確
にした上で、学修計画の修正を行い
ます。

1944
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授業科目名 キャリアプランニング／キャリア実践Ⅰ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

鈴木克彦・岡田優

講義

該当する

鈴木：発達障害児を含む知的障害児を対象とする特別支援学校に勤務。また、教育委員会で特別支援
教育行政に従事。発達障害児の教育的支援体制整備に参画。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

学生が自分の特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくために、次の課題に取り組んでいく。まず、計画的に学
修する態度を養っていくために、自己のあり方を丹念にとらえた上で、学修計画の立て方を学び、実際に計画を立ててみる。次
に、自分の学修計画をもとに、毎回進捗状況をチェックすると同時に、実社会において活躍していくために必要な教養やスキル
等を学んでいく。これらの取り組みを通し、社会人として働くことの意義を理解し、就業意識を高めていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 社会人としての意識と教養を身に
つける

実社会で主体的に生きるために必
要な知識や実行力の向上を図る姿
勢を身につけている。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 目標に向かい主体性を持ち、前向
きに行動することができる。

2．全学DP８.意思疎通 他者の意見をよく聞き、自己の考
えを正確に伝えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ評価を行わない。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

20

授業内容についての理解度を評価します。：

％

討議・交流・発表

40

積極的な発言と論理的構成・意思疎通を図る姿勢につい
て評価します。

：

％

期末レポート

40

内容の妥当性と論理的構成、理解の正確性について、独
自のルーブリックに基づいて評価します。

：

％

1944
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1945
40 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に適宜通知する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： オフィスアワー

場所： 研究室

備考・注意事項： オフィスアワー等についての詳細は、初回の授業時に周知します。
オフィスアワー場所は、鈴木：研究室（中央館５階118）、岡田：研究室
(中央館５階113）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション（人生設計と
キャリア）

これまでの学修を振り返り、自らの課題
を具体的にリストアップしておく。

4第 回 時間

自分の特性を見つめ直し、主体的に
人生を設計していくために、将来希
望する職業について考え、その実現
のために必要な取組や課題を検討し
ます。

2 就職活動の流れと就職までのロード
マップ作成

受験を志望する府市の情報をインター
ネット等で集めて整理する

4第 回 時間

一般的な就職活動の流れについて理
解した上で、自分の志望職業に的を
絞って、就職までに必要な活動や身
に付けるべき能力などを調査・分析
し、就職までの準備について個々に
ロードマップを作成します。

3 自己分析と目標設定の手法 １，２年次に取り組んだ模擬試験や小論
文など、自身の学修・学力状況を分析で
きる資料を整理し、課題を分析してお
く。

4第 回 時間

志望職種の特性を分析し、求められ
る資質や能力を明確にし、それを尺
度にして自分の学力状況を分析しま
す。一般教養、専門知識、実技技能
、小論文など具体的なレベルで求め
られる内容や力を把握し、目標を設
定した上で学修計画を作成します。

4 知識の習得、定着を図る学修スキル 授業を振り返り、自身に適した学習方法
を決定し、カードやノートなど必要な
ツールを準備する。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

一般教養、専門知識などに関する知
識を習得、定着を図る学修方法につ
いて学び、これまでの経験を交流す
ることで効果的な方法を検討します
。個々で作成した学修計画について
、進捗状況を交流し、次週までの目
標を設定します。

5 技能の習得、定着を図る学修スキル 授業を振り返り、自身に適した学修方法
を決定し、カードやノートなど必要な
ツールを 準備する。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

実技技能、小論文などに関する知識
を習得、定着を図る学習手法につい
て学び、これまでの経験を交流する
ことで効果的な学習方法について考
えます。

6 学修の効果を向上させるスキルの検
討

授業を振り返り、自身の学修方法を修
正、改善し、必要なツールを準備する。
設定した学修計画に沿って、自学自修を
進める。

4第 回 時間

各自の学修計画に沿ったこれまでの
取組を省察し、効果的であった学修
スキルについて交流し、より効果的
な方法を検討します。
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7 一般教養として求められるミニマム
エッセンシャルズ(言語領域)

授業で整理した内容をもとに、自身の知
識の獲得状況を振り返り、学修計画に生
かすよう にする。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

社会人、職業人として求められる一
般教養（言語領域）内容を分析し求
められるミニマムエッセンシャルズ
についてその特質や価値を考察し、
整理します。

8 一般教養として求められるミニマム
エッセンシャルズ(社会科学領域)

授業で整理した内容をもとに、自身の知
識の獲得状況を振り返り、学修計画に生
かすようにする。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

社会人、職業人として求められる一
般教養（社会科学領域）内容を分析
し、求められるミニマムエッセンシ
ャルズについてその特質や価値を考
察し、整理します。

9 一般教養として求められるミニマム
エッセンシャルズ(自然科学領域)

授業で整理した内容をもとに、自身の知
識の獲得状況を振り返り、学修計画に生
かすようにする。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

社会人、職業人として求められる一
般教養（自然科学領域）の内容を分
析し、求められるミニマムエッセン
シャルズについてその特質や価値を
考察し、整理します。

10 教職に求められるミニマムエッセン
シャルズ（教育原理・保育原理）

授業で整理した内容をもとに、自身の知
識の獲得状況を振り返り、学修計画に生
かすようにする。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

教職に就く者に求められる教職教養
（教育原理関連）内容を分析し、求
められるミニマムエッセンシャルズ
についてその特質や価値を考察し、
整理します。

11 教職に求められるミニマムエッセン
シャルズ（教育心理）

授業で整理した内容をもとに、自身の知
識の獲得状況を振り返り、学修計画に生
かすようにする。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める

4第 回 時間

教職に就く者に求められる教職教養
（教育心理関連）内容を分析し、求
められるミニマムエッセンシャルズ
についてその特質や価値を考察し、
整理します。

12 教職に求められるミニマムエッセン
シャルズ（その他）

授業で整理した内容をもとに、自身の知
識の獲得状況を振り返り、学修計画に生
かすようにする。設定した学修計画に
沿って、自学自修を進める。

4第 回 時間

教職・保育職に求められる専門的な
知識等について、試験問題や募集要
項等を分析し、ミニマムエッセンシ
ャルズについてその特質や価値を考
察し、整理します。

13 学修計画のセルフマネジメントの手
法

授業で実施した自己チェックをもとに、
今後の課題をリストアップし、行動計画
として再設定し今後の学修に生かすよう
にする。設定した学修計画に沿って、自
学自修を進める。

4第 回 時間

学修計画の実施と自己管理、自己チ
ェックの手法を学び、自らの進捗状
況を分析します。それをもとに、今
後の課題と、学修計画の修正を行い
ます。

14 学修状況の評価方法と今後の学習計
画の作成

修正した学修計画をもとに、具体的な行
動計画を作成する

4第 回 時間

これまでに学んだ知識の定着状況を
評価、判断する手法について学び、
評価の観点や方法を検討します。設
定した観点や基準に従って、評価問
題の試案を作成します。また、授業
や自学自修として取り組んできた学
修を省察し、今後の課題を明確にし
た上で、学修計画の修正を行います
。
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授業科目名 仕事とキャリア／キャリア実践Ⅱ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期３年 2

丸野亨・福岡亮治

演習

該当する

【丸野】大阪市立小学校教諭（2年）、国立大学附属小学校教諭（14年）同主幹教諭（1年）同副校長
（4年）
【福岡】京都市立小学校教諭（6年）、京都市教育委員会（7年）の勤務経験（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

学生が自分の特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくために次の課題に取り組んでいく。まず、計画的に学修
する態度を養っていくために、学修計画を立てる。次に、小学校教員に求められる専門的な知識や社会教養について、その習得
状況を個別的に確認し、不十分な場合は補充を行っていく。また、自分の学修計画をもとに毎回進捗状況をチェックするととも
に、今日の学校教育をめぐる主要な問題についてそれぞれテーマ化し、小論文形式で問題理解を深めることによって課題意識を
養っていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 専門的知識 文化的素養としての教養知識を身
につけることができる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

職業理解 教育を取り巻く諸課題を学ぶこと
で、教職に関する基本的な見識を
得ることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 様々な資料、データから教育に関
わる課題をとらえ、考察すること
ができる。

2．全学DP５.計画・立案力 主体的・継続的に学び続ける力を
養うことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。
規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わない（不可となります）。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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1946

授業内小テスト

40

授業内容の理解度を問う小テストを5点×8回とし、60点
以上を合格点として評価する。

：

％

定期テスト

60

全授業内容について正しく理解し、適切に解答している
かを問う。60点以上を合格点として評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業に於いて、適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業後

場所： 各教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション（小学校教員と
してのキャリア形成の重要性）

自らの志望と、これまでの取組を振り返
り、自らの課題を具体的にリストアップ
しておく。キーワード：求められる教師
像

4第 回 時間

各自治体の募集資料等から、小学校
教員に求められる資質や能力につい
て学び、教員を目指す者として自分
の特性や課題を見つめ直し、キャリ
ア形成に向けて主体的に取り組んで
いく展望を確かなものにします。

2 自治体の教育理念・方針・施策 授業で整理したキーワードについて、疑
問などをまとめておく。作成した学修計
画に沿って自学自修を進める。キーワー
ド:自治体の教育理念

4第 回 時間

志望する自治体の教育理念や方針・
施策を調査し、採用に向けて理解す
べき内容をキーワードの形で整理し
ます。その中から教職教養に関連す
る内容を取り上げ、今後の学修計画
を作成します。

3 教育理念・方針の考察・小論文作成 自治体のパンフレットや新聞記事などか
ら、取り上げるキーワードに関する情報
を集め、ファイルしておく。作成した学
修計画に沿って自学自修を進める。キー
ワード：教育理念

4第 回 時間

自治体の教育理念・方針に関わるキ
ーワードからテーマを設定し、必要
な情報を集めた上で、考察と見解を
小論文にまとめます。

4 自治体の教育理念のまとめと小論文
のブラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：教育理
念

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、各自治体の教育理
念を学び、知識の幅を広げます。

5 教育施策の考察・小論文作成 自治体のパンフレットやインターネット
などから、取り上げるキーワードに関す
る情報を集め、ファイルしておく。作成
した学修計画に沿って自学自修を進め
る。キーワード：特色ある教育施策

4第 回 時間

自治体の教育施策に関わるキーワー
ドからテーマを設定し、必要な情報
を集めた上で、考察と見解を小論文
にまとめます。

6 自治体の教育施策のまとめと小論文
のブラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：特色あ
る教育施策

4第 回 時間
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前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、各自治体の特色あ
る教育施策を学び、知識の幅を広げ
ます。

7 小学校教育に関わるトピック（教育
思潮）の考察と小論文作成

新聞記事、インターネットなどから、取
り上げるキーワードに関する情報を集
め、ファイルしておく。作成した学修計
画に沿って自学自修を進める。キーワー
ド：21世紀型学力・アクティブラーニン
グ等

4第 回 時間

現在の教育思潮に関わるキーワード
からテーマを設定し、必要な情報を
集めた上で、考察と見解を小論文に
まとめます。

8 教育思潮のまとめと小論文のブラッ
シュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：教育思
潮

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、教育思潮に関する
トピックを学び、知識の幅を広げま
す。

9 小学校教育に関わるトピック（教育
問題）の考察と小論文作成

設定したテーマに関する新聞記事や情
報、過去問題の解答例などを集めて、
ファイルにまとめておく。作成した学修
計画に沿って自学自修を進める。キー
ワード：教育問題

4第 回 時間

現在の教育を巡る諸問題に関わるキ
ーワードからテーマを設定し、必要
な情報を集めた上で、考察と見解を
小論文にまとめます。

10 教育問題のまとめと小論文のブラッ
シュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：教育問
題

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、教育問題に関する
トピックを学び、知識の幅を広げま
す。

11 生徒指導事例に関わる考察と小論文
作成

設定したテーマに関する新聞記事や情
報、過去問題の解答例などを集めて、
ファイルにまとめておく。作成した学修
計画に沿って自学自修を進める。キー
ワード：生徒指導

4第 回 時間

生徒指導に関わる具体的事例からテ
ーマを設定し、必要な情報を集めた
上で、考察と見解を小論文にまとめ
ます。

12 生徒指導事例のまとめと小論文のブ
ラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：生徒指
導事例

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、生徒指導事例に関
するトピックを学び、知識の幅を広
げます。

13 危機管理事例に関わる考察と小論文
作成

設定したテーマに関する新聞記事や情
報、過去問題の解答例などを集めて、
ファイルにまとめておく。作成した学修
計画に沿って自学自修を進める。キー
ワード：学校危機管理

4第 回 時間

小学校現場における危機管理に関わ
る具体的事例からテーマを設定し、
必要な情報を集めた上で、考察と見
解を小論文にまとめます。

14 総括と今後の学修計画の作成 修正した計画をもとに、具体的な行動計
画（目標、スケジュール、取組内容等）
を作成する。キーワード：小学校教員と
してのキャリア形成

4第 回 時間

業で取り組んできた小論文や、自学
自修として取り組んできた学修を省
察し、今後の課題を明確にした上で
、学修計画の修正を行います。
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授業科目名 仕事とキャリア／キャリア実践Ⅱ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期3年 2

山内淳子・小林志保

演習

該当する

山内：私立幼稚園にて園長として11年勤務（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、学生が自らの特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくことを目指す。これまで体験してきた実習
や、大学における様々な授業での学びを振り返り、保育者に求められる専門的な知識や実践力、社会教養について、その習得状
況を個別に確認し、不十分な場合は補充に取り組んでいく。また、今日の保育をめぐる主要な問題について理解を深めることに
よって課題意識を養い、それへの対応のあり方について検討し、対応力の獲得に努める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 保育者に必要な教養 保育者の専門性を裏打ちする教養
を身につける。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

保育者に求められる専門的知識、
実践力

今日の保育をめぐる課題を理解
し、それへの対応のあり方を理解
する。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 様々な資料や、自身の体験等か
ら、今日の保育をめぐる課題を捉
え、考察することができる。

2．全学DP５.計画・立案力 主体的・継続的に学び続けるため
に、自らに適した計画を作成する
ことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席してください。
規定回数以上の出席がない場合は、放棄とみなし、成績評価を行いません。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内活動への参加状況

20

個人ワーク、ペアワーク、グループワーク等、授業内活
動へ参加状況を評価します。積極的参加、他者への配慮
、表現方法の工夫等を高く評価します。

：

％
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1947

毎回の小レポート

20

原則として毎回小レポートの提出を求めます。授業での
学びを振り返り、丁寧に記述されているものを高く評価
します。

：

％

期末レポート

60

自らの特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考
えていくという本授業に目的にそって、授業の学びを振
り返り、自らが目指すキャリアについての考察が深くな
されているものを高く評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

保護者と保育者をつなぐ
連絡帳の書き方

山内淳子 一藝社・・ 年・2021

参考文献等

授業に於いて、適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業の際にお伝えします

場所： 初回授業の際にお伝えします

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション（保育者として
のキャリア形成の重要性）

保育所保育指針、幼稚園教育要領等か
ら、保育者に求められる役割を考察す
る。

4第 回 時間

資料等から、今日の保育者に求めら
れるものについて考察し、保育者と
してのキャリア形成の重要性につい
て考える。

2 保育にまつわる今日的課題 これまでに体験してきた保育実習等を
「保育にまつわる今日課題」という視点
から振り返る。

4第 回 時間

これまでに体験してきた保育実習等
を振り返り、学生同士共有すること
を通して、保育をまつわる今日的課
題について考察を深める。

3 自己の強みと課題の明確化 これまでに体験してきた保育実習等を
「自己の強みと課題」という視点から振
り返る。

4第 回 時間

これまでに体験してきた保育実習等
を振り返り、学生同士共有すること
を通して、各自が保育職を目指すう
えでの自らの特長や課題について考
える。

4 理想の保育者像 れまでに体験してきた保育実習等を「理
想の保育者像」という視点から振り返
る。

4第 回 時間

これまでに体験してきた保育実習等
を振り返り、学生同士共有すること
を通して、理想の保育者像について
考える。

5 保育者に必要な教養 これまでに体験してきた保育実習等を振
り返り、保育者が教養を深めることがど
のように保育実践を豊かなものにするか
について考える。

4第 回 時間

豊かな保育実践を裏打ちする教養の
重要性について考える。保育者の採
用試験で用いられる教養試験等を通
して、教養の獲得状況を各自確認し
、今後の学修課題を明確化する。

6 保育者に必要な専門的知識 保育者に求められる専門的知識の獲得状
況を確認する試験問題等に取り組む。

4第 回 時間

- 527 -



保育者の採用試験で用いられる、保
育者の専門性に関わる試験等を通し
て、専門的知識の獲得状況を各自確
認し、今後の学修課題を明確化する
。

7 保育者に必要な専門的実践力：子育
て支援のための実践力とは

これまでに体験してきた保育実習等を
「子育て支援」という視点から振り返
る。

4第 回 時間

子育て支援という今日の保育をめぐ
る重要課題について理解を深め、そ
のために必要な専門的実践力につい
て理解を深める。

8 保育者に必要な専門的実践力：子育
て支援のための実践力を高めるには

新聞記事やインターネット上に掲載され
ているブログ等を読むことを通して、子
育て中の保護者の思いを想像する。

4第 回 時間

子育て支援という今日の保育をめぐ
る重要課題について理解を深め、そ
のために必要な専門的実践力向上の
ための演習に取り組む。

9 保育者の社会的役割と自己実現：幼
稚園に勤務する保育者の話

授業前には保育者に質問したいことをリ
ストアップし、授業後には保育者の話で
印象に残ったことを記述する。

4第 回 時間

幼稚園に勤務する現職の保育者また
は幼稚園に勤務経験のある人から直
接話を聴くことを通して、保育者が
実感的に捉えている保育者の社会的
使命ややりがい、今日の保育をめぐ
る課題、保育者としてのキャリアア
ップの必要性について理解を深める
。

10 保育者の社会的役割と自己実現：保
育所に勤務する保育者の話

授業前には保育者に質問したいことをリ
ストアップし、授業後には保育者の話で
印象に残ったことを記述する。

4第 回 時間

保育所に勤務する現職の保育者また
は幼稚園に勤務経験のある人から直
接話を聴くことを通して、保育者が
実感的に捉えている保育者の社会的
使命ややりがい、今日の保育をめぐ
る課題、保育者としてのキャリアア
ップの必要性について理解を深める
。

11 自身の人生設計の検討：先輩の体験
談から

授業前には保育者に質問したいことをリ
ストアップし、授業後には先輩の話で印
象に残ったことを記述する。

4第 回 時間

自身の人生設計について検討してい
くにあたり、先輩がどのようにそれ
に取り組んだかの体験談を聴き、参
考にする。

12 自身の人生設計の検討：自身の強み
と課題の明確化

これまでの経験を振り返り、自らの強み
や課題について考え記述する。

4第 回 時間

自身の人生設計について検討してい
くにあたり、自らの強みと課題を明
確化する。それらを他者にどう語る
かについても考え、実践する。

13 自身の人生設計の検討：価値の明確
化

「私が〇〇において大切にしたいこと」
というタイトルでレポートを作成する。

4第 回 時間

保育において大切にしたいこと等、
自身が価値をおくものについて考え
をまとめる。それらを具体例ととも
に、他者にわかりやすく熱意をもっ
て伝えられるよう、ペアワークを通
して取り組む。

14 授業内容の振り返りと今後の課題の
明確化

授業内容を振り返り、最終レポートに取
り組む。

4第 回 時間

授業内容を振り返り、自身のキャリ
ア形成に向けて、今後の課題を明確
にする。互いに語り合い、考察を深
める。
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授業科目名 仕事とキャリア／キャリア実践Ⅱ

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

後期３年 2

鈴木克彦・臼井達矢

演習

該当する

発達障害児を含む知的障害児を対象とする特別支援学校に勤務。また、教育委員会で特別支援教育行
政に従事。発達障害児の教育的支援体制整備に参画。

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

学生が自分の特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくために次の課題に取り組んでいく。まず、計画的に学修
する態度を養っていくために、学修計画を立てる。次に、教員に求められる専門的な知識や社会教養について、その習得状況を
個別的に確認し、不十分な場合は補充を行っていく。また、自分の学修計画をもとに毎回進捗状況をチェックするとともに、今
日の学校教育をめぐる主要な問題についてそれぞれテーマ化し、小論文形式で問題理解を深めることによって課題意識を養って
いく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 専門的知識 文化的素養としての教養知識を身
につけることができる。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

職業理解 教育を取り巻く諸課題を学ぶこと
で、教職に関する基本的な見識を
得ることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 様々な資料、データから教育に関
わる課題をとらえ、考察すること
ができる。

2．全学DP５.計画・立案力 主体的・継続的に学び続ける力を
養うことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内小テスト 授業内容の理解度を問う小テストを10点×3回実施し、評
価する。

：
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1948授業内小テスト

30

価する。
：

％

期末レポート

40

全授業内容について正しく理解し、適切に回答している
かを問う。

：

％

ワークシート、討議・交流・発表

30

ワークシートの記載内容と提出状況、授業中の討議・交
流・発表などの課題への取り組み方について評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業に於いて、適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： オフィスアワー

場所： 各研究室

備考・注意事項： オフィスアワー場所は、鈴木：研究室（中央館５階）、臼井：研究室(中央
館２階）
授業の前後にも質問に応じる。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション（教員としての
キャリア形成の重要性）

自らの志望と、これまでの取組を振り返
り、自らの課題を具体的にリストアップ
しておく。キーワード：求められる教師
像

4第 回 時間

各自治体の募集資料等から、教員に
求められる資質や能力について学び
、教員を目指す者として自分の特性
や課題を見つめ直し、キャリア形成
に向けて主体的に取り組んでいく展
望を確かなものにします。

2 自治体の教育理念・方針・施策 授業で整理したキーワードについて、疑
問などをまとめておく。作成した学修計
画に沿って自学自修を進める。キーワー
ド:自治体の教育理念

4第 回 時間

志望する自治体の教育理念や方針・
施策を調査し、採用に向けて理解す
べき内容をキーワードの形で整理し
ます。その中から教職教養に関連す
る内容を取り上げ、今後の学修計画
を作成します。

3 教育理念・方針の考察・小論文作成 自治体のパンフレットや新聞記事などか
ら、取り上げるキーワードに関する情報
を集め、ファイルしておく。作成した学
修計画に沿って自学自修を進める。キー
ワード：教育理念

4第 回 時間

自治体の教育理念・方針に関わるキ
ーワードからテーマを設定し、必要
な情報を集めた上で、考察と見解を
小論文にまとめます。

4 自治体の教育理念のまとめと小論文
のブラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：教育理
念

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、各自治体の教育理
念を学び、知識の幅を広げます。

5 教育施策の考察・小論文作成 自治体のパンフレットやインターネット
などから、取り上げるキーワードに関す
る情報を集め、ファイルしておく。作成
した学修計画に沿って自学自修を進め
る。キーワード：特色ある教育施策

4第 回 時間
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1948
自治体の教育施策に関わるキーワー
ドからテーマを設定し、必要な情報
を集めた上で、考察と見解を小論文
にまとめます。

6 自治体の教育施策のまとめと小論文
のブラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。キーワード：特色あ
る教育施策

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、各自治体の特色あ
る教育施策を学び、知識の幅を広げ
ます。

7 中学校教育に関わるトピック（教育
時事）の考察と小論文作成

新聞記事、インターネットなどから、取
り上げるキーワードに関する情報を集
め、ファイルしておく。作成した学修計
画に沿って自学自修を進める。キーワー
ド：令和の日本型学校教育等

4第 回 時間

タイムりーな教育時事に関わるキー
ワードからテーマを設定し、必要な
情報を集めた上で、考察と見解を小
論文にまとめます。

8 教育時事のまとめと小論文のブラッ
シュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他者
の小論文から、教育時事に関するト
ピックを学び、知識の幅を広げます
。

9 中学校教育に関わるトピック（教育
問題）の考察と小論文作成

設定したテーマに関する新聞記事や情
報、過去問題の解答例などを集めて、
ファイルにまとめておく。作成した学修
計画に沿って自学自修を進める。キー
ワード：教育問題

4第 回 時間

現在の教育を巡る諸問題に関わるキ
ーワードからテーマを設定し、必要
な情報を集めた上で、考察と見解を
小論文にまとめます。

10 教育問題のまとめと小論文のブラッ
シュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、教育問題に関する
トピックを学び、知識の幅を広げま
す。

11 生徒指導事例に関わる考察と小論文
作成

設定したテーマに関する新聞記事や情
報、過去問題の解答例などを集めて、
ファイルにまとめておく。作成した学修
計画に沿って自学自修を進める。

4第 回 時間

生徒指導に関わる具体的事例からテ
ーマを設定し、必要な情報を集めた
上で、考察と見解を小論文にまとめ
ます。

12 生徒指導事例のまとめと小論文のブ
ラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。作成した学修計画に沿って
自学自修を進める。

4第 回 時間

前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他の
人の小論文から、生徒指導事例に関
するトピックを学び、知識の幅を広
げます。

13 危機管理事例に関わる考察と小論文
作成

設定したテーマに関する新聞記事や情
報、過去問題の解答例などを集めて、
ファイルにまとめておく。作成した学修
計画に沿って自学自修を進める。

4第 回 時間

中学校現場における危機管理に関わ
る具体的事例からテーマを設定し、
必要な情報を集めた上で、考察と見
解を小論文にまとめます。

14 危機管理事例のまとめと小論文のブ
ラッシュアップ

他の小論文から学んだ知識をノートに整
理しておく。学びをもとに今後の学修計
画を修正する。

4第 回 時間
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前時に作成した小論文を交流し、相
互批正の後、加筆修正します。他者
の小論文から、危機管理事例に関す
るトピックを学び、知識の幅を広げ
ます。また、授業で取り組んできた
小論文や、自学自修として取り組ん
できた学修を省察し、今後の課題を
明確にした上で、学修計画の修正を
行います。
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授業科目名 仕事とキャリア演習／キャリア実践Ⅲ

114

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期4年 2

橋本隆公・辻村敬三

演習

該当する

・教育現場で教育課題等についての計画・改善を推進する。また、教育委員会で教育行政についても
経験を深める。（辻村）（全14回）・独立大学法人大阪教育大学附属小学校で先導的な授業研究、学
校マネジメントに取り組む。（橋本）
（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

小学校教員として必要な資質・能力を身につけるために、次の課題に取り組んでいく。まず、今日の小学校教員に求められる資
質・能力の内容について調査し、自身の今後の課題を見出す。次にその課題をテーマに、小集団による討論を通してコミュニ
ケーション・スキルの向上を図る。また、担当教員の講義から最近の教育課題（いじめ、体罰、保護者対応等）について知識を
蓄え、さらにその教育課題をテーマとした討論によって理解を深めていく。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

小学校現場で起きている様々な事
象に対する考察

教育を取り巻く諸課題を学ぶこと
で、教職に関する専門的な見識を
得ることができる。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

模擬授業演習　グループディス
カッション

課題解決に向けた自らの考えにつ
いて発信し、ディスカッションを
通して深めることができる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 様々な資料及び事例から教育に関
わる課題をとらえ、考察すること
ができる。

2．全学DP６.行動・実践 教員に求められる資質・能力を理
解し、その力を演習やディスカッ
ションで実践できる。

3．全学DP10.忠恕の心 教育に関する議論等に真摯に向き
合い、誠実な態度で相手と理解し
合うことができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ
不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加状況 各回で出される課題やレポートについて適切に対応、答
えられているか、また、教員からの質問に対して適切に
答えられているか。

：
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1949

40

答えられているか。

％

ロールプレイングや面談への参加状況

50

各回で出題される課題や面談の状況、ロールプレイング
の様子、他の人の対応の様子などを見てのコメントが適
切に出来るかなど。

：

％

期末レポート

10

各回で出される課題やレポートについて総括するレポー
トで、小学校現場で起因している様々な事象に対する考
察が出来るかなど。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜参考資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 教員ごとに異なる

場所： 各研究室

備考・注意事項： 第1回の情業の際に詳細を伝える。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

１ オリエンテーション：小学校教員と
して必要な資質・能力を経験をもと
にした考察

本講義を見通した自分自身の課題をまと
める。

4第 回 時間

今日の小学校教員に求められる資質
・能力の内容について、調査し、こ
れまでの学校体験活動や教育実習の
経験から、考えられることを書き出
し、グループディスカッションを通
して整理し、調査に向けた見通しを
持ちます。新聞、インターネット、
書籍、その他の資料から必要な情報
を収集する方法を確認し、計画を立
てます。

２  調査資料をもとにしたディスカッ
ション（小学校教員として必要な資
質・能力）

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

入手した資料をグループで分類整理
して考察し、資料に基づいたディス
カッションを行い、コミュニケーシ
ョンスキルの向上を図ります。その
結果をまとめ、プレゼンテーション
の準備をします。

３ プレゼンテーション（小学校教員と
して必要な資質・能力）

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

前時までの授業で整理した「小学校
教員として必要な資質・能力」や、
本学の建学の精神、教育学部のアカ
デミックスキルなどに照らして、自
分自身の特性や資質を振り返り、自
らの“強みと課題”を明らかにしま
す。それに基づいて、３分程度の自
己アピールスピーチの準備をします
。

４ スピーチ「小学校教員としての私の
“強みと課題”」の作成

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

前時までの授業で整理した「小学校
教員として必要な資質・能力」や、
本学の建学の精神、教育学部のアカ
デミックスキルなどに照らして、自
分自身の特性や資質を振り返り、自
らの“強みと課題”を明らかにしま
す。それに基づいて、３分程度の自
己アピールスピーチの準備をします
。
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５ スピーチ「小学校教員としての私の

“強みと課題”」の実施
グループ内でスピーチを発表し、相互批
評を通してブラッシュアップし、プレゼ
ンテーション力の向上を図ります。

4第 回 時間

グループ内でスピーチを発表し、相
互批評を通してブラッシュアップし
、プレゼンテーション力の向上を図
ります。

６ 最近の教育課題に関する知識・見識 事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

いじめや不登校など、最近の教育課
題について、これまでの学校体験活
動や教育実習の経験から、考えられ
ることを書き出し、グループディス
カッションを通して整理し、調査に
向けた見通しを持ちます。新聞、イ
ンターネット、書籍、その他の資料
から必要な情報を収集する方法を確
認し、計画を立てます。

７ グループディスカッション（最近の
教育課題）①　教育をめぐる諸課題
をテーマにして

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

テーマに即したグループディスカッ
ションを行います。グループでテー
マに沿った討論を行うことと、他の
グループのディスカッションを観察
・評価することで、発言の仕方や振
る舞い方について、学び合います。

８ 事前ワークに取り組む、学修中に出
た課題への取り組み。

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

テーマに即したグループディスカッ
ションを行います。グループでテー
マに沿った討論を行うことと、他の
グループのディスカッションを観察
・評価することで、発言の仕方や振
る舞い方について、学び合います。
ディスカッションを通して学んだ「
小学校教員として必要な資質・能力
」について考察し、小レポートにま
とめます。

９ 様々な場面で必要な資質・能力（生
徒指導場面）

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

これまでの学校体験活動や教育実習
の経験から授業以外の生徒指導場面
を想定し、その際に教員に必要な指
導や振る舞いについて考えられるこ
とを書き出し、グループディスカッ
ションを通して整理します。グルー
プで場面・テーマを設定し、模擬指
導の指導案を検討します。

10 模擬指導（生徒指導場面）①　前半
グループ

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

模擬指導（生徒指導場面）①　前半
グループ

11 模擬指導（生徒指導場面）②　後半
グループ

事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

実際の場面を想定し、グループごと
に模擬指導を行います。他のグルー
プの模擬指導を観察・評価すること
で、指導の仕方や教員の態度、振る
舞い方について、学び合います。模
擬指導を通して学んだ「小学校教員
として必要な資質・能力」について
考察し、小レポートにまとめます。

12 教育相談に必要な資質・能力 事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間

保護者との個別面談や教育相談の際
に必要な対話、傾聴、カウンセリン
グ、コーチングなどのコミュニケー
ションスキルについて理解し、これ
までの経験などについてグループで
交流します。グループごとに教育相
談の具体的場面を想定し、シミレー
ションの計画を立てます。

13 教育相談のシミレーション 事前ワークに取り組む、学修中に出た課
題への取り組み。

4第 回 時間
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グループごとに教育相談シミレーシ
ョンを行います。他のグループのシ
ミレーションを観察・評価すること
で、相談や対話の仕方や教員の態度
、振る舞い方について、学び合いま
す。授業を通して気付いたことをグ
ループで交流し考察します。

14 総括と今後の学修計画 本講義で出た様々な課題へのまとめを作
成する。

4第 回 時間

授業で取り組んできた事を振り返り
、「小学校教員に必要な資質・能力
」について改めて考察し、自分自身
の“強みと課題”を明確にします。
その上で、改善・向上のための学修
計画を作成します。

1949
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授業科目名 仕事とキャリア演習／キャリア実践Ⅲ

114

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期４年 2

高木玉江

演習

該当する

公立保育園に勤務、その後私立保育園に勤務（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

学生が自分の特性を見つめ直し、主体的に自身の人生設計を考えていくために次の課題に取り組んでいく。特に、保育実習や
「キャリアプランニング」「仕事とキャリア」などでの学びを踏まえて、卒業後の進路と目指す保育者像を明確にし、保育現場
から求められている具体的な資質・能力について理解して、知識と実践力の向上を図る。また、現役の保育所園長やミドルリー
ダー的存在の幼稚園教諭の講話から、幼稚園教諭・保育士としてキャリア形成を継続していくための意識の高揚を図り、主体的
に取り組むことができるようになることを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP１.幅広い教養やスキル 現代社会で求められる幼稚園教
諭・保育士に求められる資質、能
力の理解

文化的素養として保育をめぐる諸
問題に関する知識を身につける。

2．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

模擬保育及び保育実技 子ども、同僚に対して共感的に接
し、学び合おうとする態度を養
う。

汎用的な力

1．全学DP６.行動・実践 幼稚園教諭・保育士に求められる
資質、能力を知り、希望する進路
に関するプレゼンやディスカッ
ションを行う。

2．全学DP４.課題発見 資料及び事例から保育に関わる課
題をとらえ、考察することができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席してください。規定回数以上の出席がない場合は、不可とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内活動への参加状況 個人ワーク、ペアワーク、グループワーク等、授業内活
動への参加状況を評価します。積極的参加、他者への配
慮、表現方法の工夫等を高く評価します。

：

1949
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40

慮、表現方法の工夫等を高く評価します。

％

授業内小レポート等

40

授業内容を振り返り、自らの言葉で学びを語り直せてい
るものを高く評価します。

：

％

まとめレポート

20

授業内容を振り返り、自らの言葉で学びを語り直せてい
るものを高く評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・田上貞一郎 『保育者になるための国語表現』 萌文書林 2010年
・神田英雄「育ちのきほん」ひとなる書房　2008年
・神田英雄「保育に悩んだ時に読む本」ひとなる書房　2007年
・神田英雄「続・保育に悩んだ時に読む本」ひとなる書房　2013年
その他　授業内で紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をしてください。
「キャリアプランニング」「仕事とキャリア」を修得または履修中であることが望まれます。キャリア実現に向けたこれまでの
取り組みを総括し、さらに実力を確かなものとするための授業です。授業外での意欲的な学修が必要不可欠です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回授業の際にお伝えします

場所： 初回授業の際にお伝えします

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 オリエンテーション：幼稚園教諭・
保育士に必要な資質・能力について

授業で確認した方法に従い、必要な情報
を収集して整理する。

4第 回 時間

今日の幼稚園教諭・保育士に求めら
れる資質・能力について調査し、こ
れまでのインターンシップや実習の
経験から自分の考えをまとめる。そ
の上でグループディスカッションを
通して整理し、調査に向けた見通し
を持ちます。新聞、インターネット
、書籍、その他の資料から必要な情
報を収集する方法を確認し、計画を
立てる。

2 ディスカッション（幼稚園教諭・保
育士に必要な資質・能力について）

授業を振り返り発表に備えて自らの考え
をまとめる。

4第 回 時間

幼稚園教諭・保育士に必要な資質・
能力について、入手した資料をグル
ープで分類整理した上でディスカッ
ションを行ってコミュニケーション
スキルの向上を図ります。その結果
をまとめてプレゼンテーションの準
備をする。

3 プレゼンテーション：幼稚園教諭・
保育士に必要な資質・能力について

レポートをもとに、自分自身の現状を理
解する。

4第 回 時間

グループごとにテーマに即したプレ
ゼンテーションを行い、クラス全体
で考察を深めて、考察の結果は、各
自でレポートにまとめる。

4 幼稚園教諭・保育士としての自分の
強みと課題を知る。

次回の発表の準備と練習をしておく。 4第 回 時間

前回までに整理した「幼稚園教諭・
保育士に必要な資質・能力」や、本
学の建学の精神、教育学部のアカデ
ミックスキルなどに照らして、自分
自身の特性や資質を振り返り、自ら
の“強みと課題”を明らかにする。
それにもとづいて自分を表現する文
章を作成する。

5 幼稚園教諭・保育士としての私の
“強みと課題”の発表

自己と他者の強みと課題をまとめる。 4第 回 時間
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テーマに沿ってスピーチを行い、相
互批評を通してブラッシュアップし
、プレゼンテーション力の向上を図
る。

6 希望する進路と目指す保育者像
（１）ゲストスピーカー（保育士経
験者を招聘）

就職を希望する園についてリストアップ
し、その保育内容や保育理念についてま
とめる。

4第 回 時間

幼稚園・保育園・認定子ども園・施
設保育士など、保育職としての自ら
の進路を見定めるために保育士経験
者（または現役保育士）の話を聞い
て、その上で、グループで話しあい
ながらそれぞれの進路の魅力につい
て整理する。

7 希望する進路と目指す保育者像
（２）

自己の進路についての考察を行い、目指
す保育者像を言語化する。

4第 回 時間

幼稚園・保育園・認定子ども園・施
設保育士など、各進路ごとに集まり
、収集した情報をもとにグループデ
ィスカッションを行い、なぜその園
や施設を選んだのかを互いに発表し
合いながら情報共有を図り、自らの
考えを整理していく。

8 希望する進路と目指す保育者像
（３）ゲストスピーカー（幼稚園教
諭経験者を招聘）

次回までに保育の現代的課題について調
べてくる。

4第 回 時間

ミドルリーダー的存在の幼稚園教諭
経験者（または現役幼稚園教諭）の
話を聞いて、就職に向けて自らが目
指す保育者像を形にしていく。レポ
ート課題を提出する。

9 グループディスカッション：保育の
現代的課題に関する知識・見識

トピックとして取り上げる保育の現代的
課題について事前学修を行う。

4第 回 時間

テーマに沿ったグループディスカッ
ションを行い、グループディスカッ
ションでは、集めた資料にもとづい
て討論を行うことと、他のグループ
を観察・評価することで、発言の仕
方や振る舞い方について学び合いを
する。

10 グループディスカッション（２）：
保育の現代的課題に関する知識・見
識

トピックとして取り上げる保育の現代的
課題について事前学修を行う。

4第 回 時間

テーマに沿ったグループディスカッ
ションを行う。グループディスカッ
ションでは、集めた資料にもとづい
て討論を行うことと、他のグループ
を観察・評価することで、発言の仕
方や振る舞い方について学び合いを
する。

11 模擬保育及び保育実技（１）ピアノ
の弾き歌い・手遊び

手遊びについて準備を行う。 4第 回 時間

グループに分かれて模擬保育を行い
、他の発表者の模擬保育を観察・評
価することで、指導の仕方や保育者
の態度、振る舞い方について学び合
います。また模擬保育をして気付い
たことをグループで話し合いまとめ
る。

12 模擬保育及び保育実技（2）素話・
絵本読み

素話・絵本読みについて準備を行う。 4第 回 時間

グループに分かれて模擬保育を行い
、他の発表者の模擬保育を観察・評
価することで、指導の仕方や保育者
の態度、振る舞い方について学び合
います。また模擬保育をして気付い
たことをグループで話し合いまとめ
る。

13 模擬保育及び保育実技（3）模擬保
育：設定保育

模擬保育について準備を行う。 4第 回 時間

グループに分かれて模擬保育を行う
。他の発表者の模擬保育を観察・評
価することで、指導の仕方や保育者
の態度、振る舞い方について学び合
います。また模擬保育をして気付い
たことをグループで話し合いまとめ
る。
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14 総括と今後の学修計画 自らの保育技能についての課題をまとめ
る。

4第 回 時間

自己評価と教員からの評価、および
クラスの仲間からの評価を統合させ
、自分の強みと課題を明確にします
。その上で、今後の改善・向上のた
めの学修計画を作成する。

1950
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授業科目名 仕事とキャリア演習／キャリア実践Ⅲ

114

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期４年 2

鈴木克彦・松本佑介

演習

該当する

支援学校教諭（17年）、教頭（2年）、校長（10年）、教育委員会事務局指導主事（8年）を務めた。
（鈴木）（全14回）

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

中学校教員に求められる資質・能力について理解を深め、自身の課題解決につながる個別の目標設定を通して意欲の向上を図る
ことを目的とする。中学校教員に必要な資質・能力に関する調査に主体的に取り組みながら個別に課題を発見する、その課題を
解決する方法についてグループで意見交換するなどのアクティブラーニングにより教員になる意欲を高める。また、担当教員の
講義から学校現場の最近の教育課題に関する知識を増やし、取り扱った教育課題からテーマを設定した調査や討論をもとに模擬
授業を行い理解を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

学校現場の様々な事象に対する考
察

最近の学校の諸課題について学ぶ
ことで教職に関する専門的な見識
を得る。

2．全学DP３.専門的知識・技能を
実践で応用する力

模擬授業演習、グループディス
カッション

課題解決に向けた自身の考えを表
現し、ディスカッションを通して
考えを深める。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 調査を通して事例や資料から課題
に対する考察を深める。

2．全学DP６.行動・実践 教員に求められる資質・能力につ
いて理解し、課題解決に向けた方
法を表現する。

3．全学DP10.忠恕の心 調査や意見交換に真摯に臨み誠実
な態度で相手を理解する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・ディベート、討論

・シミュレーション型学習(ロールプレイ、ゲーム型学習など)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ不可とする。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への参加状況

40

各回の課題やレポートに適切に対処し回答することがで
きたか。また、教員からの質問に適切に答えることがで
きたか。

：

％
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40 ％

ディスカッションや模擬授業への参加状
況

50

各回の課題やディスカッションへの参加状況、模擬授業
の様子はどうか、他の発表へのコメントが適切だったか
。

：

％

期末レポート

10

各回の課題やレポートを総括する期末レポートで学校現
場の課題について考察することができたか。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

適宜参考資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、各回の
授業の内容を復習し、次回の授業に向けて予習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 教員によって異なる

場所： 各研究室

備考・注意事項： 第１回の授業で詳細を伝える。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 中学校教員に求められる資質・能力
①調査と考察

本授業に臨む目的を項目に沿ってワーク
シートにまとめる。

4第 回 時間

中学校教員に求められる資質・能力
について、これまでの教育実習やイ
ンターンシップでの経験をふまえた
各自の考えを持ち寄り、グループで
のディスカッションを通して整理し
ます。調査方法を確認し、グループ
内で適宜分担しながら調査を行いま
す。

2 中学校教員に求められる資質・能力
②考察とディスカッション

調査結果の整理、考察についてワーク
シートにまとめる。

4第 回 時間

調査結果をグループで整理し、求め
られる資質・能力に関しグループで
テーマを決めます。テーマに関する
調査結果についてグループでディス
カッションしながら考察を深めると
ともにプレゼンテーションに向けて
準備します。

3 中学校教員に求められる資質・能力
③プレゼンテーション

各グループのプレゼンテーションをふま
え中学校教員に求められる資質・能力に
ついてワークシートにまとめる。

4第 回 時間

グループごとにテーマに即したプレ
ゼンテーションを行い、全体で意見
交換しながら考察を深めます。考察
の結果をふり返りワークシートにま
とめます。

4 中学校教員としての私の強みと課題
①スピーチ準備

項目に沿ってワークシートにまとめス
ピーチの準備をする。

4第 回 時間

前時までに整理した中学校教員に求
められる資質・能力に照らして自身
が持つ強みと現状での課題を明らか
にします。その際、本学の建学の精
神・行動指針や教育学部のカリキュ
ラム・ポリシーとディプロマ・ポリ
シーなど幅広い観点から自身をみつ
め特性と課題について深く考える機
会とします。明らかにした内容をも
とに各自３分のスピーチの準備をし
ます。

5 中学校教員としての私の強みと課題
②スピーチ

スピーチ後の評価をふまえ自身の強みと
課題について再度ワークシートにまとめ
る。

4第 回 時間
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1951
全体で一人３分のスピーチを行い、
他の学生からの評価を受けて自身の
強みと課題に関するとらえ方を深め
ます。その際、話者と評価を伝える
側とが意見交換する時間を設け、互
いに深く学ぶことができるようにし
ます。

6 最近の教育課題に関する知識・理解 グループでの話し合いをもとに計画表を
作成する。

4第 回 時間

中学校の最近の教育課題について、
これまでの教育実習やインターンシ
ップでの経験もふまえ調査し、その
成果をグループで共有します。グル
ープごとに特に詳細に調査するテー
マを決め調査方法やその結果のまと
め方について話し合い計画を作成し
ます。

7 最近の教育課題（ディスカッショ
ン）

報告に向けた留意点を予習シートにまと
める。

4第 回 時間

作成した調査計画表に沿って分担し
ながら調査を進め、その成果をワー
クシートにまとめます。それをもと
にグループでディスカッションを行
い、テーマとする教育課題の現状、
経過、背景と解決するための方策、
方策を実行する計画をレポートにま
とめます。

8 最近の教育課題（ディスカッション
の報告）

最近の教育課題に関する小レポートを作
成する。

4第 回 時間

報告する際の留意点を意識しながら
グループごとにレポートに沿って報
告し合います。互いの報告を評価し
合うことを通して最近の教育課題に
ついて理解を深めます。学修のまと
めとして最近の教育課題からテーマ
を決め小レポートを作成します。

9 生徒指導に必要な知識・技能（模擬
授業準備）

生徒指導に必要な知識・技能について予
習シートにまとめる。

4第 回 時間

生徒指導に必要な知識・技能につい
て、これまでの教育実習やインター
ンシップでの経験もふまえ教員の準
備や態度・構え、生徒や保護者との
良好な関係づくりの基本を調査し、
その成果を共有します。その際、自
身に特に必要な知識・技能について
考察します。さらに、模擬授業（シ
ミュレーション）に向けて分担や進
め方を決め準備します。

10 生徒指導に必要な知識・技能（模擬
授業）

生徒指導に必要な知識・技能について
ワークシートにまとめる。

4第 回 時間

グループごとに生徒指導の模擬授業
（シミュレーション）を行います。
互いに生徒の立場になりながら個に
応じた指導を行う経験とその場面を
観察・評価する学修を通し、教員の
準備や態度・構え、生徒との良好な
関係づくりについて考察します。授
業の後半では学修内容を報告し合い
、学びを深めます。

11 教育相談に必要な知識・技能（模擬
授業準備）

教育相談に必要な知識・技能について予
習シートにまとめる。

4第 回 時間

保護者や生徒との個別面談や教育相
談に必要な知識・技能についてカウ
ンセリングやコーチング等に関する
知識・技能の基本を調査し、その成
果を共有します。併せて、これまで
に教育実習やインターンシップで得
た経験をもとに自身に特に必要な知
識・技能について考察します。さら
に、模擬授業（シミュレーション）
に向けて分担や進め方を決め準備し
ます。

12 教育相談に必要な知識・技能（模擬
授業）

教育相談に必要な知識・技能について
ワークシートにまとめる。

4第 回 時間
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グループごとに教育相談の模擬授業
（シミュレーション）を行います。
互いに保護者や生徒の立場になりな
がら相談を進める経験とその場面を
観察・評価する学修を通し、教員の
準備や態度・構え、生徒との良好な
関係づくりについて考察します。授
業の後半では学修内容を報告し合い
、学びを深めます。

13 保護者、関係機関との連携・協力 保護者や関係機関との効果的な連携・協
力のあり方に関する自身の意見をワーク
シートにまとめる。

4第 回 時間

生徒指導、教育相談に関する学修を
ふり返り、保護者や関係機関との連
携・協力について講義をもとに考察
します。授業や直接的な生徒指導以
外に必要となる中学校教員の資質・
能力について理解を深めます。

14 学修のまとめと今後の計画 授業をふり返り自身の課題を整理し課題
解決に向けた学修計画を立てる。

4第 回 時間

授業をふり返り中学校教員に求めら
れる資質・能力に照らした自身の課
題について改めて考察し、課題解決
に向けた今後の学修に関する行動計
画を作成します。
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授業科目名 ビジネスインターンシップ1

112

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期2年 2

米田薫

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は、企業就職をめざす学生を対象に、企業の有り方やその仕事の仕組みや流れ、組織的関係等に関する理解を、企業の現
場での業務の実体験を通じて深めることを目的とする。事前事後学習でキャリア形成の課題を明確にし、就職に対する心構えを
高めたい。事前学で各自の実習目標を明らかにすると共に、社会人に求められるマナーやスキルについて学ぶ。事後学習では体
験リポート作成と報告会を通して総括し、今後の課題の明確化を図る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

実際に企業現場に身を置くことに
よって、求められる専門的な知識
や技能を理解し、また日常的な業
務内容にも理解を深める。

社会人として求められる専門的な
知識や技能を的確に述べることが
でき、そして実際に活用できる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 求められる専門的な知識や技能に
ついて、自身の課題を見出すこと
ができる。

2．全学DP８.意思疎通 他者の意見を尊重しながら積極的
にコミュニケーションを図ること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

事前事後学習を含めて、毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を行わな
い。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

事前の取り組み

30

事前学習での意欲・態度、課題に対する取り組み、評価
する。

：

％
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1956

成果発表内容

30

就業状況について、実習中の情報交換や日誌の記入内容
、訪問時の状況等から評価する。

：

％

事後の取り組み

30

就業体験に関する総括を、今後の課題が明確になってい
るかという観点を含めて評価する。

：

％

期末レポート

10

全般に関する事後レポートを授業終了後の定められた期
間に提出する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業時に適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜2講時

場所： 中央館5階127研究室

備考・注意事項： 質問は、Ｅメール（アドレス：yoneda@osaka-seikei.ac.jp）でも対応す
る。件名に「企業インタⅠ質問：○○（送信者の氏名）」とした上で、本
文に送信者の所属学部、学籍番号、名前を明記すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 事前学習（１）インターンシップの
意義【前期】

各自の目標を明確にする。 4第 回 時間

・本科目の意義や目標、内容・評価
等を理解する。
・社会人に求められる力について理
解する。

2 事前学習（２）自己分析【前期】 インターンシップ先やその業界の調査を
行う。

4第 回 時間

インターンシップ体験に向けて、各
自の強みと課題を自己分析する。

3 事前学習（３）インターンシップ先
の業界についてを知ろう【前期】

発表概要をレポートにまとめる。 4第 回 時間

実習を行うインターンシップ先の業
界について調査した事項を発表し、
相互交流を図る。

4 事前学習（４）インターンシップ先
の企業についてを知ろう【前期】

発表概要をレポートにまとめる。 4第 回 時間

実習を行うインターンシップ先につ
いて調査した事項を発表し、相互交
流を図る。

5 事前学習（５）社会人に求められる
コミュニケーションを身に着けよう
【前期】

日常的にマナーを意識して生活する。 4第 回 時間

社会人に必要な情報交換の仕方等を
ロールプレイ等を交えて習得する。

6 事前学習（6）中間総括【前期】 相互交流の結果をまとめる。 4第 回 時間
各自の目標とインターンシップ先に
ついて調査した事項について発表し
、相互交流を図る。

7 事前学習（７）インターンシップに
向けての疑問点を解消する。【前
期】

事前訪問の報告書を作成する。 4第 回 時間

各自のインターンシップ先へ事前訪
問し、その結果を報告し、疑問点や
不安を感じる部分の解消を図る。

8 インターンシップ実習（１）【夏季
休業中】

インターンシップ先で指示された課題に
取り組む。

4第 回 時間

各インターンシップ先での実習に取
り組む。

9 インターンシップ実習（２）【夏季
休業中】

インターンシップ先で指示された課題に
取り組む。

4第 回 時間
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各インターンシップ先での実習に取
り組む。

10 インターンシップ実習（３）【夏季
休業中】

インターンシップ先で指示された課題に
取り組む。

4第 回 時間

各インターンシップ先での実習に取
り組む。

11 事後学習（１）体験の振り返り【後
期】

体験の振り返りをまとめる。 4第 回 時間

インターンシップ先での体験を振り
返り、まとめる。

12 事後学習（２）体験発表の準備【後
期】

プレゼンテーションの準備を完成させ
る。

4第 回 時間

インターンシップ先での体験を発表
するための、プレゼンテーションの
準備をする。

13 事後学習（３）体験のプレゼンテー
ション【後期】

自他のプレゼンテーションについて振り
返る。

4第 回 時間

各インターンシップ先での実習に取
り組んだ体験と今後の展望について
発表する。

14 事後学習（４）全体振り返り【後
期】

最終レポートを作成する。 4第 回 時間

発表についての振り返りと、インタ
ーンシップ体験全般についての相互
交流を図る。
全体振り返りで得た実習での成果や
課題等を広く伝える。
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授業科目名 ビジネスインターンシップ2

113

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員

前期3年 2

米田薫

演習

該当しない

授業形態

実務経験のある教員
による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目は、企業就職をめざす学生を対象に、企業の有り方やその仕事の仕組みや流れ、組織的関係等に関する理解を、企業の現
場での業務の実体験を通じて深めることを目的とする。事前事後学習でキャリア形成の課題を明確にし、就職に対する心構えを
高めたい。事前学で各自の実習目標を明らかにすると共に、社会人に求められるマナーやスキルについて学ぶ。事後学習では体
験リポート作成と報告会を通して総括し、今後の課題の明確化を図る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．全学DP２.専門的知識・技能、
職業理解

実際に企業現場に身を置くことに
よって、求められる専門的な知識
や技能を理解し、また日常的な業
務内容にも理解を深める。

社会人として求められる専門的な
知識や技能を的確に述べることが
でき、そして実際に活用できる。

汎用的な力

1．全学DP４.課題発見 求められる専門的な知識や技能に
ついて、自身の課題を見出すこと
ができる。

2．全学DP８.意思疎通 他者の意見を尊重しながら積極的
にコミュニケーションを図ること
ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

事前事後学習を含め、特別な事情がない限り、毎回出席すること。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

事前の取り組み

30

事前学習での意欲・態度、課題に対する取り組み、評価
する。

：

％

成果発表内容 就業状況について、実習中の情報交換や日誌の記入内容
、訪問時の状況等から評価する。

：

1956
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30 ％

事後の取り組み

30

就業体験に関する総括を、今後の課題が明確になってい
るかという観点を含めて評価する。

：

％

期末レポート

10

全般に関する事後レポートを授業終了後の定められた期
間に提出する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業時に適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜2講時

場所： 中央館5階127研究室

備考・注意事項： 質問は、Ｅメール（アドレス：yoneda@osaka-seikei.ac.jp）でも対応す
る。件名に「企業インタⅠ質問：○○（送信者の氏名）」とした上で、本
文に送信者の所属学部、学籍番号、名前を明記すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

1 事前学習（１）インターンシップの
意義【前期】

各自の目標を明確にする。 4第 回 時間

・本科目の意義や目標、内容・評価
等を理解する。
・社会人に求められる力について、
経済産業省の示す「社会人基礎力」
を例として理解する。

2 事前学習（２）自己分析【前期】 インターンシップ先やその業界の調査を
行う。

4第 回 時間

インターンシップ体験に向けて、各
自の強みと課題を自己分析する。

3 事前学習（３）インターンシップ先
の業界についてを知ろう【前期】

発表概要をレポートにまとめる。 4第 回 時間

実習を行うインターンシップ先の業
界について調査した事項を発表し、
相互交流を図る。

4 事前学習（４）インターンシップ先
の企業についてを知ろう【前期】

発表概要をレポートにまとめる。 4第 回 時間

実習を行うインターンシップ先につ
いて調査した事項を発表し、相互交
流を図る。

5 事前学習（５）社会人に求められる
コミュニケーションを身に着けよう
【前期】

日常的にマナーを意識して生活する。 4第 回 時間

社会人に必要な情報交換の仕方等を
ロールプレイ等を交えて習得する。

6 事前学習（6）中間総括【前期】 相互交流の結果をまとめる。 4第 回 時間
各自の目標とインターンシップ先に
ついて調査した事項について発表し
、相互交流を図る。

7 事前学習（７）インターンシップに
向けての疑問点を解消する。【前
期】

事前訪問の報告書を作成する。 4第 回 時間

各自のインターンシップ先へ事前訪
問し、その結果を報告し、疑問点や
不安を感じる部分の解消を図る。

8 インターンシップ実習（１）【夏季
休業中】

インターンシップ先で指示された課題に
取り組む。

4第 回 時間

各インターンシップ先での実習に取
り組む。

9 インターンシップ実習（２）【夏季
休業中】

インターンシップ先で指示された課題に
取り組む。

4第 回 時間
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各インターンシップ先での実習に取
り組む。

10 インターンシップ実習（３）【夏季
休業中】

インターンシップ先で指示された課題に
取り組む。

4第 回 時間

各インターンシップ先での実習に取
り組む。

11 事後学習（１）体験の振り返り【後
期】

体験の振り返りをまとめる。 4第 回 時間

インターンシップ先での体験を振り
返り、まとめる。

12 事後学習（２）体験発表の準備【後
期】

プレゼンテーションの準備を完成させ
る。

4第 回 時間

インターンシップ先での体験を発表
するための、プレゼンテーションの
準備をする。

13 事後学習（３）体験のプレゼンテー
ション【後期】

自他のプレゼンテーションについて振り
返る。

4第 回 時間

各インターンシップ先での実習に取
り組んだ体験と今後の展望について
発表する。

14 事後学習（４）全体振り返り【後
期】

最終レポートを作成する。 4第 回 時間

発表についての振り返りと、インタ
ーンシップ体験全般についての相互
交流を図る。
全体振り返りで得た実習での成果や
課題等を広く伝える。
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